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ドキュ メン トの更新

本書のタイ トルページに、 以下の識別情報が記載されています。

• ソフ ト ウェアバージ ョ ン番号 ( ソフ ト ウェアバージ ョ ンを示します )

• ドキュ メン ト リ リース日 ( ドキュ メン トが更新される と変更されます )

• ソフ ト ウェア リ リース日 ( 該当バージ ョ ンのソフ ト ウェアの リ リース日を示します )

最近の更新があるかど うかの確認、 または最新版のドキュ メン ト を使用しているかど うかの確認
を行うには、 以下の Web ページをご覧ください。

http://ovweb.external.hp.com/lpe/doc_serv/ 

該当する製品サポートサービスをご契約になれば、 更新版または新しい版を受け取るこ と もでき
ます。 詳細については、 HP にお問い合わせください。
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サポート

以下の HP ソフ ト ウェアサポートサイ トにアクセスするこ とができます。

http://www.hp.com/go/hpsoftwaresupport

HP のオンラインソフ ト ウェアサポートでは、 対話形式の技術サポート ツールに効率的にアクセ

スできます。 サポートサイ トでは次のこ とが可能です。

• 関心のある ドキュ メン ト を検索する

• サポート ケースおよび改善要求を登録 / ト ラ ッキングする

• ソフ ト ウェアパッチをダウンロードする

• サポート契約を管理する

• HP サポートの問合わせ先を調べる

• 利用可能なサービスに関する情報を確認する

• 他のお客様とのディ スカッシ ョ ンに参加する

• ソフ ト ウェア ト レーニングの検索および登録を行う

サポートの多くでは、 HP Passport へのユーザー登録とサインインが必要です。 多くの場合、 サ

ポート契約も必要です。

アクセスレベルおよび HP Passport に関する詳細は、 以下の Web ページをご覧ください。

http://support.openview.hp.com/new_access_levels.jsp 
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1 Performance Insight の概要
この章では、 HP OpenView Performance Insight (OVPI) の動作のし くみについ

て説明します。

OVPI の動作のし くみ

OVPI は次の機能を実行するネッ ト ワーク管理システムです。 

• データ収集

• データ処理

• データアーカイブ

• データレポート

次の図はこれらの機能の概要を示しています。 

以下では各機能について説明します。

• データ収集

この機能は、 ネッ ト ワーク内のノード ( ネッ ト ワークデバイスまたはシステ

ム ) を認識し、 それらのノードを直接ポーリ ングするか、 または各ノードで

抽出されたフラ ッ ト ファ イルをインポートするこ とで、 ノードからデータを
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取得します。 フラ ッ ト ファ イルとは、 ノードの履歴情報であ り、 ノード自体

の内部に格納されており、 ネッ ト ワークデバイスユーティ リ ティによって定
期的に生成されます。 いずれの場合も、 収集されたデータはシステムによっ

てデータベースに保存されます。 詳細は、 23 ページの 「データ収集機能」 を

参照して ください。

• データ処理

この機能は、 未処理のデータを割合データに変換し、 データに対して要約
ルーチンを実行し、 保持期間を過ぎたデータをデータベースから排除しま
す。 要約ルーチンは、 割合データを時間単位、 週単位、 月単位、 四半期単

位、 および年単位のデータに変換します。 また、 要約ルーチンは予測データ

も生成します。 ユーザーは予測データに基づいて、 過去のパフォーマンスか
ら、 何が起こる可能性があるかを知るこ とができます。 詳細は、 26 ページの

「データ処理機能」 を参照して ください。

• データアーカイブ

この機能は、 OVPI の要約およびレポートのパフォーマンスに影響を与える

こ とな く、 データを長期保持しておくのに役立ちます。 この機能では、

OVPI データベーススキーマではなく、 個別の場所に OVPI データを格納で

きます。 OVPI のレポート機能では、 標準的な OVPI データベーススキーマ

に配置されている場合と同じよ うにデータにアクセスできます。 詳細は、 27 
ページの 「データアーカイブ機能」 を参照して ください。

• データレポート

この機能は、 要約されたデータからレポート を生成します。 この機能は、 レ

ポートパッ ク と呼ばれるレポート機能に基づいて、 レポート を自動的に生成
します。 レポートパッ クは、 特定の種類の機能に対応するための、 レポート

テンプレート とすべてのサポート用ファ イルおよびスク リプ ト を提供するも
のです。 

これらのレポート は、 Web ベースのインタフェース (Web アクセスサーバー )
を使用するか、 またはク ライアン ト アプ リ ケーシ ョ ン ( レポート ビューア )
を使用して、 表示できます。 また、 も う 1 つのク ライアン ト アプ リ ケーシ ョ

ン ( レポート ビルダ ) を使用して独自のカスタムレポート を作成するこ と も

できます。 ただし、 この機能を使用する場合は HP の担当者にお問い合わせ

ください。 詳細は、 28 ページの 「データレポート機能」 を参照して くださ

い。
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以上の機能の実行はすべて、 OVPI の trendtimer プログラムによって管理さ

れます。 このプログラムは、 サービス (Windows)、 またはデーモン (UNIX) に
よって、 実行されます。 trendtimer は、 OVPI システムの一部である各種のプロ

セスを起動します。 trendtimer の詳細については、 『HP OpenView 
Performance Insight Reference Guide』 を参照して ください。

データ収集機能

OVPI は、 データを収集する と きに、 どの種類のデータを収集するかに加えて、

いつ、 どこからデータを収集するかを決定する必要があ り ます。 OVPI は、 以下

のソースからデータを収集できます。 

• Simple Network Management Protocol (SNMP) タイプデバイス

• OpenView パフォーマンスエージェン ト (OpenView Performance Agent お
よび OpenView Operations Agent)

• 非 SNMP デバイス

こ こでいう SNMP タイプデバイスは、 Remote Monitoring (RMON) デバイスを

含んでいます。 次の図は、 OVPI システム全体におけるデータ収集機能を示して

います。
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収集するデータの種類の決定

OVPI は、 SNMP タイプデバイスから取得されるオブジェク ト識別子 (OID) の
リ ス ト を使用して、 どのデータを収集するかを決定します。 OID は、 定義済みオ

ブジェク トの集ま りである管理情報ベース (MIB) テーブル内にあ り ます。 これら

のテーブルは、 レポートパッ クのインス トール時に OVPI によって自動的に提

供されます。 

独自の収集方法を設定するには、 MIB ブラウザを使用するか、 または TEEL と

いうデータ定義言語と datapipe_manager を使用して、 テーブルを定義します。

OVPI は、 非 SNMP デバイスからデータを収集する と きは、 TEEL ファ イルを

使用してデバイスからのデータをインポートおよび保存します。 対応するテーブ

ルとデータの定義ファイルは、 レポートパッ クのインス トール時に OVPI に
よって自動的に提供されます。 独自の収集方法を定義する場合は、 テーブルマ

ネージャまたは datapipe_manager を使用してテーブルを定義できます。 する

と、 適切な収集ツール ( たとえば ee_collectや pa_collect) を使用してデー

タをインポートできるよ うにな り ます。 独自の機能を設ける場合は、 HP の担当

者にお問い合わせください。

収集するデータのソースの決定

SNMP タイプデバイスの場合、 データはノードから取得します。 以下のいずれ

かの方法で、 どのノードをポーリ ングするかをシステムに知らせるこ とができま
す。

• SNMP 検出。 ウ ィザードを使用してネッ ト ワークアドレスの範囲を ping す

るこ とで、 応答元となる ノードを検索できます。 詳細は、 112 ページの 「検

出プロセスの使用」 を参照して ください。

• ポーリ ングポ リシーマネージャ。 ノードを 1 つずつ入力できます。 詳細は、

第 8 章 「ポーリ ングポ リシーの管理」 を参照して ください。

• node_manager。 このユーティ リ ティ を使用する と、 既存のノード リ ス ト を

システムにインポートできます。 この場合は、 必要な情報をも とにユーザー

が ASCII ファ イルを 1 つ作成し、 次にこのユーティ リ ティ を使用してノー

ドをインポート します。 node_manager コマンドの詳細については、 『HP 
OpenView Performance Insight Reference Guide』 を参照して ください。

ノードを指定した後はタイプ検出プロセスを使用して、 ノードを検索しグループ
に割り当てるこ とができます。 通常、 ノードは、 レポートパッ クのデータまたは

デバイスの固有のグループに分類されます。 このグループをタイプ リ ス ト と呼び
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ます。 ただし、 特定のノードセッ トだけをポーリ ングする必要がある場合は独自

のグループを作成できます。 そのよ うなグループをビューリ ス ト と呼びます。 
ノード リ ス トの定義の詳細は、 251 ページの 「ポーリ ンググループの作成」 を参

照して ください。 ポーラーはこれらのリ ス トにある ノードをポーリ ングし、 その

と きに取得したデータをデータテーブルに格納します。

SNMP が有効になっている OpenView パフォーマンスエージェン トからのデー

タ収集を有効にするには、 SNMP 検出をするこ とでこれらのノードを検出しま

す。 OpenView パフォーマンスエージェン トのある非 SNMP 対応システムの場

合は、 node_manager を使用してノード リ ス ト をインポート します。

非 SNMP デバイスの場合、 データはフラ ッ ト ファ イルから取得します。 これら

のフラ ッ ト ファ イルからデータを取得するには、 データをインポートする手順を
提供する TEEL ファ イルを設定する必要があ り ます。 TEEL ファ イルではまた、

これらのファ イルからのデータを保存するためのテーブルも定義します。 TEEL
ファ イルを使用する と、 SNMP テーブルと非 SNMP テーブルを作成できます。 
非 SNMP データは、 データを正し く収集するために、 パフォーマンスマネー

ジャコンポーネン トのあるサーバー上に配置する必要があ り ます。 一方、
SNMP データはソース ノードから直接に収集されます。 データがデータベース

に格納された後は、 すべてのデータが、 その収集方法に関係なく同様に処理され
ます。

レポートの準備

レポートパッ クではプロパティ インポートデータパイプが提供されるこ とがあ り
ます。 これを使用する と、 ネッ ト ワークに固有の情報を使用してレポートパッ ク
を準備できます。 このプロセスは、 以下のいずれかの方法で、 ネッ ト ワークに固

有の静的データをインポート します。

• スプレッ ドシートプログラムから、 またはファ イルを自動生成するネッ ト
ワーク準備データベースから、 独自のフラ ッ ト ファ イルを作成する。 

• 既存のデータをデータベースからエクスポートする。 

• ポーリ ングポ リシーマネージャを使用して、 選択したフ ィールドを対話形式
で変更する。 

既存のファ イルの変更は、 初めてのタイプ検出プロセスを実行した後、 他の処理
を行う前に行う こ とをお勧めします。 この時点でファ イルを作成または変更し、

そのあと適切な場所にそのファ イルをインポート して戻します。 これらのファ イ

ルの変更およびインポートの手順については、 各種レポートパッ クのマニュアル
を参照して ください。 
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ポーリングパラメータ

システムは、 ポーリ ングする ノードを特定した後、 どのデータをどのく らいの頻
度で収集するかを知る必要があ り ます。 システムはこれらの指定をポーリ ングポ

リ シーから取得します。 レポートパッ クにはポーリ ングポ リシーの定義が含まれ

ています。 ただし、 分散環境をセッ ト アップする場合は、 既存のポーリ ングポ リ
シーを変更しなければならないか、 または新しいポーリ ングポ リ シーを作成しな
ければならない場合があ り ます。 ポーリ ングポ リシーの詳細は、 第 8 章 「ポーリ

ングポ リ シーの管理」 を参照して ください。

データ処理機能

OVPI は、 主に時系列データを管理します。 したがって、 データベースに保存さ

れる各レコードには、 タイムスタンプが関連付けられている必要があ り ます。 ま
た、 タイムスタンプに加えて、 そのデータに関連付けられた管理対象オブジェク
ト を示すインジケータが、 各レコードにあ り ます。 典型例は、 ルーター、 インタ

フェース、 カスタマ、 場所などです。 次の図は、 OVPI システム全体における

データ処理機能を示しています。 

データが収集される と、 システムがレコードにタイムスタンプを割り当て、 デー
タをデータテーブルに保存します。 そして、 システムが未処理データを差分 ( ま
たはレート ) データに変換します。 差分データは、 時間による 2 つの値の違いで

す。 

差分データができあがる と、 続いて集約プロセスが実行されます。 集約プロセス

では、 システムがデータをソース ( 入力 ) テーブルから読み取り、 集約した後、

宛先 ( 出力 ) テーブルに保存します。 集約プロセスによって、 各種の統計情報に

対応したさまざまな宛先テーブルが作成されます。 統計情報には、 時間単位、 週
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単位、 月単位、 四半期単位、 および年単位の要約があ り ます。 また、 30 日、 60
日、 90 日の各予測があ り、 百分率、 および平均があ り ます。 レポートパッ クに

は、 複数の集約を実行するための必要な手順がすべて含まれています。 

データが過度にテーブルに蓄積するのを防ぐため、 OVPI はデータの排除 ( エー

ジング ) またはアーカイブを実行します。 エージングには保持期間の概念があ り

ます。 これは、 データをテーブルに保持する日数です。 エージングプロセスで

は、 テーブル内のデータがテーブルに対して指定されている保持期間を超えてい
る場合、 そのデータを削除します。 テーブルにはそれぞれデフォルトの保持期間

があ り ます。 保持期間はテーブルマネージャを使用して変更できます。 テーブル

に対する保持期間の変更の詳細は、 447 ページの 「テーブルのデフォルトの設

定」 を参照して ください。

データアーカイブ機能

OVPI では、 データテーブルがネッ ト ワークデバイスから収集したデータを保存

しておくための一次ソースになり ます。 データテーブルにデータを長期間保存し

ておく と、 要約およびレポート機能のパフォーマンスが低下します。 このため、

エージングプロセスでは、 データテーブルに保存されているデータがそのテーブ
ルに対して指定されている保持期間を超えている場合、 データが削除されます。 
要約およびレポート機能のパフォーマンスが低下するこ とな く、 長期間に渡って
データをレポート目的に使用できるよ うに、 OVPI ではアーカイブテーブルを使

用してデータを保存します。 

アーカイブには、 アーカイブフラグ、 アーカイブ保持期間、 およびアクティブ
テーブルの概念があ り ます。 アーカイブフラグは、 データテーブルのアーカイブ

テーブルが必要かど うかを示します。 デフォルトでは、 アーカイブフラグの値は

[OFF] に設定されています。 データテーブルのデータを保持しておく場合は、

アーカイブフラグの値を [ON] に設定する必要があ り ます。 アーカイブ保持期間

は、 アーカイブテーブル内にデータを保持する日数です。 アクティブデータは、

アーカイブテーブルが関連付けられているデータテーブルです。 
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レポートパッ クのインス トール時に、 datapipe_manager は TEEL ファ イルに

指定されている保持期間に基づいて、 各データテーブルに対して保持プロファ イ
ルを作成します。 システムは、 データテーブルの時間タイプに基づくプロファ イ

ル名とアーカイブ保持期間のデフォルト値を使用して、 保持プロファ イルを作成
します。

アーカイブフラグが [ON] に設定されている場合に、 datapipe_manager はデー

タテーブルのアーカイブテーブルを作成します。 また、 データテーブル ( アク

ティブテーブル ) の保持プロファ イルをアーカイブテーブルに割り当てます。

データテーブルに対してアーカイブフラグが [ON] に設定されている と、 その

データテーブルの指定の保持期間が終了する と、 エージングプロセスによって
データがデータテーブルからアーカイブデータに移動します。 たとえば、 データ

テーブルの保持期間が 10 日に設定され、 アーカイブ保持期間が 60 日に設定さ

れている場合、 エージングプロセスはデータテーブルのデータを 10 日後にアー

カイブテーブルに移動します。 アーカイブテーブルのデータは、 その後 60 日間

使用できます。 60 日が過ぎる と、 エージングプロセスはアーカイブテーブルの

データを削除します。 つま り、 アクティブテーブルとアーカイブテーブルを合わ

せ、 合計 70 日間データを使用するこ とができます。 データテーブルのアーカイ

ブ保持期間およびアーカイブフラグの変更の詳細は、 581 ページの 「データの

アーカイブ」 を参照して ください。

データレポート機能

データが処理される と、 そのデータを使用してレポート を生成できます。 レポー

トは以下のいずれかの方法で生成できます。

• 自動。 この方法では、 OVPI のレポートパッ クを使用して、 レポートの作成、

配布、 スケジュール設定、 および生成を実行します。 30 ページの 「OVPI レ

ポートパッ クの使用」 を参照して ください。

• カスタム。 この方法では、 レポート ビルダを使用してカスタムレポート を作

成できます。 30 ページの 「カスタムレポートの作成」 を参照して ください。

同じ名前および同じ保持期間の保持プロファ イルがプロファ イルディ レク ト リ
にすでに存在している と、 システムはそのプロファ イルを使用し、 新しいプロ
ファ イルは作成しません。
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いずれの方法でも、 レポート を記述する手順セッ トであるレポート テンプレート
が作成されます。 次の図は、 OVPI システム全体におけるデータレポート機能を

示しています。 

レポートは以下のフォーマッ トで使用できます。 

• レポート定義ファ イル (.rep ファ イル拡張子 ) には、 複数のテーブル、 グラ

フ、 グラフ ィ ッ ク、 およびテキス トがあ り、 データをデータベースから取得
します。 

• データセッ ト ファ イル (.srep ファ イル拡張子 ) はレポート定義ファイルと

ほぼ同じですが、 データセッ ト レポート を表示する と きにデータベースから
ではなく レポートからデータを取得します。 データセッ ト レポートは、 レ

ポートの生成時に取得されたデータのスナップシ ョ ッ ト です。 スナップ

シ ョ ッ トはバッチ生成プロセスによって実行されます。 通常、 バッチ生成プ
ロセスは管理者が設定します。 レポート定義ファイルと同様に、 データセッ

ト レポートについても表示属性の多く を変更できます。 

• フォーム (.frep ファ イル拡張子 ) は特殊な種類のレポートです。 フォーム

を使用する と、 1 つのデータベーステーブルに格納されているデータを変更

できます。 レポートにある要素はすべて、 フォームにもあ り ます。 また、

フォーム要素を追加できます。 そ うするこ とで、 データベーステーブルの
データを変更できます。 フォームを使用する と、 データベースのデータの変

更や新規作成が簡単に行えます。 たとえば、 データベース内のカスタマを更

新するフォームや、 特定のレポートパッ クについて新しいカスタマをデータ
ベースに追加するフォームを作成できます。
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OVPI レポートパックの使用

特定のテク ノ ロジに対応したレポートパッ クをインス トールする と、 レポートの
作成、 スケジュール設定、 および生成ができるよ う、 システムが自動的にセッ ト
アップされます。

レポートパッ クは以下のものを提供します。 

• データを保存するためのテーブル定義

• データを収集するための収集情報 ( スク リプ ト、 ポーリ ングポ リ シー、 コマ

ンドなど )

• 要約データを生成するための集約手順

• レポート を生成するためのレポート テンプレート

• レポート テンプレートの場所を特定するための配布手順

• レポートのスケジュール設定と生成を自動化するための手順と コマンド

カスタムレポートの作成

レポート ビルダを使用してレポート テンプレート を作成できます。 レポート テン

プレート を作成する と きは、 データの表示方法、 データベースのどの情報を使用
するか、 データをレポートに リ ンクする方法を、 それぞれ定義します。 目的
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2 OVPI の設定
この章では、 OVPI をスタンドアロン環境または分散環境に正常にインス トール

した後に実行する、 OVPI の設定方法について説明します。 

インストール後の設定作業

この項では、 OVPI をスタンドアロン環境または分散環境に正常にインス トール

した後に実行する、 設定作業について説明します。

OVPI の設定作業には以下のものがあ り ます。

• データベースの調整 

• ネッ ト ワークの検出、 またはノードのインポート  

• レポートパッ クのインス トール

• デバイスタイプの検出 

• ポーリ ングポ リシーの変更

• 収集の確認

• バッ クアップサーバーのセッ ト アップ

• データベースのバッ クアップ

タスク  1: データベースを調整する

データベースの調整に関する推奨事項を実行します (Sybase または Oracle)。
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Sybase

データベースチューナーを起動します。 詳細は、 608 ページの 「データベース

チューナーの使用」 を参照して ください。 

Oracle

Oracle は自動的に最適化する機能を備えています。 このため、 OVPI ではいく

つかのパラ メータを設定するだけで、 データベースが十分に最適化されます。 

OVPI のインス トール時に、 これらのパラ メータのデフォルト値を変更する機会

があ り ます 詳細は、 『HP OpenView Performance Insight Oracle データベース

のインス トールおよびアップグレードガイ ド』 の第 5 章の 「特定の Oracle 設定

パラ メータの変更 ( パラ メータタブ )」 を参照して ください。

インス トール時にこれらのパラ メータの値を変更せず、 現時点で変更を行いたい
場合は Oracle の Enterprise Manager Console を使用して変更できます。 調整に

関するその他の推奨事項は、 Oracle のマニュアルを参照して ください。

タスク  2: ネッ トワークを検出する

OVPI でデータを収集できるよ うにするには、 どのデバイスを管理するかを

OVPI が知る必要があ り ます。 この情報を取得するため、 ネッ ト ワークを検出す

る必要があ り ます。 以下のいずれかの方法で、 ネッ ト ワークを検出できます。

• ノードの検出

この方法は、 管理対象ノードの リ ス ト を準備していない環境や、 NNM、 ま

たはその他の障害管理プラ ッ ト フォームが存在しない環境の場合に便利で
す。 大規模な環境の場合は、 ノードの検出プロセスに時間がかかるこ とがあ

り ます。 その場合は、 先にノードをインポートするこ とを検討して くださ
い。

OVPI は、 検出ウ ィザードで使用可能なノードを検出します。 検出ウ ィザー

ドは管理コンソールから実行できます。 このウ ィザードは、 ネッ ト ワークに

ある ノードを検索し、それらが SNMP で管理できるかど うかを判断します。 

データベースチューナーは Sybase データベースでのみ使用できます。

デバイスが多数存在するネッ ト ワークでは、 この方法が好まし くない場合があ
り ます。 そのよ うな場合は、 代わりにノードをインポート して ください。
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• ノードのインポート  

この方法は、 監視する管理対象オブジェク トの リ ス ト をすでに準備してある
場合に便利です (NNM、 または CiscoWorks など、 他のネッ ト ワーク準備ソ

フ ト ウェアがある場合 )。 たとえば、 ルーターが 5 台しかない場合は、 それ

らのルーターの情報がすでにわかっているこ とが十分考えられます。 した
がって、 ポーリ ングする必要のあるオブジェク トだけを検出の対象にするこ
とができます。 

他のソース ( たとえば準備データベース ) からのノードをインポートできま

す。

ノードの検出

1 管理コンソールの [ ツール ] メニューから、 [SNMP 検出 ] を選択します。 検出

ウ ィザードが開きます。

2 開始 IP アドレス、 終了 IP アドレス、 サブネッ ト マスクを入力し、 [ 次へ ] を
ク リ ッ ク します。 

3 SNMP デバイスのコ ミ ュニティ ス ト リ ング (1 つまたは複数 ) を入力し、 [ 次
へ ] をク リ ッ ク します。

4 SNMP ポートが 161 以外の場合はそのポート を入力し、 [ 次へ ] をク リ ッ ク

します。

5 [ 検出 ] をク リ ッ ク します。

検出ウ ィザードによって、 各 IP アドレスでのデバイスの存在が確認され、 GET
要求が各アドレスに転送されます。 要求への応答があれば、 そのデバイスは

SNMP で管理できます。

詳細は、 112 ページの 「検出プロセスの使用」 を参照して ください。 または、

trend_discover コマンドを使用するこ と もできます。 詳細については、 『HP 
OpenView Performance Insight Reference Guide』 を参照して ください。

レポートパッ クによっては、 ネッ ト ワークを検出する前に何らかの設定を必要
とするものがあ り ます。 そのため、 検出プロセスを開始する前に、 使用するレ
ポートパッ クのマニュアルを参照して ください。 レポート機能に関するマニュア

ルについては、 『HP OpenView Performance Insight リ リース ノート 』 を参照

して ください。

サブネッ トマスクの設定は、 ネッ ト ワークアドレス とブロードキャス ト アドレ
スを調べるためだけのものです。 マスクが正し くない場合でも検出プロセスは実

行されますが、 ノードが正し く追加されない可能性があ り ます。
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ノードのインポート

ノードをインポートする手順は 2 段階になり ます。 まず、 インポートする ノード

を含む ASCII ファ イルを作成する必要があ り、 それからそのファイルをイン

ポートする必要があ り ます。 ASCII ファ イルのフォーマッ ト方法の詳細は、 265 
ページの表 6 を参照して ください。

ノードの リ ス ト をインポートするには、 以下の手順に従います。

1 [ ファ イル ] メニューの [ ノードのインポート ] を選択します。

[ インポート元 ] ダイアログボッ クスが開きます。

2 インポートする ノードを含むファ イルに移動します。

3 ファ イル名をダブルク リ ッ ク します。 または、 ファ イル名を選択し [ 開く ]
をク リ ッ ク します。

または、 コマンド行を使用してノードをインポートするこ と もできます。 これに
は、 node_manager コマンドを使用します。 node_manager コマンドの詳細につ

いては、 『HP OpenView Performance Insight Reference Guide』 を参照して く

ださい。

タスク  3: レポートパックをインス トールする

この手順では、 RNS の CD を使用してレポートパッ クをインス トールする方法

を示します。

1 ローカルシステムにログオンします。

• Windows の場合 :

管理者権限を持つユーザーと してログオンします。

• UNIX の場合 : 

root と してログオンします。

2 RNS の CD を CD-ROM ド ラ イブに挿入します。 UNIX ユーザーの場合は、

挿入した CD をマウン ト します。 

この手順に進む前に、 インス トールする各レポートパッ クのユーザーガイ ドを
必ず入手してお読みください。 これらのガイ ドには、 レポートパッ クのインス

トール前に読んでおく必要のある、 レポートパッ クに関する重要な設定情報
( たとえば分散環境におけるインス トール ) が記載されています。 これらのガイ

ドについては、 『HP OpenView Performance Insight リ リース ノート 』 を参照

して ください。
34 第 2 章



次の表に、 各 UNIX プラ ッ ト フォームでの CD のマウン ト方法を示します。

3 Solaris システムの場合のみ : 以下の手順を実行します。

a cd_label を表示するには、 次のコマンドを入力します。

ls -l /cdrom

b ディ レク ト リ を変更するには、 次のコマンドを入力します。

cd /cdrom/cd_label

この場合で、 cd_label は CD 名です。

4 インス トールプログラムが自動的に起動します。 自動的に起動した場合は、

36 ページの手順 6 に進みます。 起動しない場合は、 手順 5 に進みます。

5 以下のいずれかを実行してセッ ト アッププログラムを起動します。

— Windows の場合 : 

CD の最上位のフォルダーから setup.exe をダブルク リ ッ ク します。

— UNIX の場合 : 

セッ ト アッププログラムを検索し、 以下のコマンドを入力して起動しま
す。

オペレーティング
システム コマンド

Sun Solaris CD を CD-ROM ド ラ イブに挿入する と、 CD は自動的

にマウン ト されます。 CD-ROM が自動的にマウン ト さ

れる と、 ファ イルマネージャウ ィ ンド ウが開きます。 
ウ ィンド ウが開かれない場合は、 root と して次のよ う

に入力します。

mkdir /cdrom
mount -r /dev/dsk/cd_devicename /cdrom 

このインスタンスで、 cd_devicename は CD-ROM デ

バイスの名前です。

HP-UX SAM ユーティ リ ティ を使用して CD-ROM をマウン ト

するか、 または次のコマンドを入力します。

mkdir /cdrom
mount /dev/dsk/cd_devicename /cdrom

このインスタンスで、 cd_devicename は CD-ROM デ

バイスの名前です。
OVPI の設定 35



./setup 

メニューが開きます。

6 [OV Performance Insight Report Pack のインストール ] を選択します。 インス

トールスク リプ トによってすべてのパッケージがシステムの Packages ディ

レク ト リにコピーされる と、 インス トールスク リプ トによって [ パッケージ

マネージャ ] が起動されます。 

7 [ 次へ ] をク リ ッ ク して続行します。

8 [ インストール ] をク リ ッ ク し、 デフォルト をレポートパッ クのインス トール

先と しない場合は希望のインス トール先ディ レク ト リ を指定してから、 [ 次
へ ] をク リ ッ ク します。

9 以下のいずれかを実行します。

— [ レポートの配布 ] ボッ クスを選択します。 このオプシ ョ ンを選択した場

合は、 レポートが Web アクセスサーバーに公開され、 そこでレポート

を表示できるよ うにな り ます。 

OVPI 管理者のユーザー名とパスワードを入力し、 [ 次へ ] をク リ ッ ク し

ます ( デフォルトの OVPI 管理者アカウン トである trendadm を使用で

きます。 これはインス トール時に作成されたものです )。

— [ レポートの配布 ] ボッ クスをオフにし、 [ 次へ ] をク リ ッ ク します。 

場合によっては、 レポート を Web アクセスサーバーに配布した くない

が、 それらのレポートパッ クのデータは収集したいという こ とがあ り ま
す。 そのよ うな場合はレポート を後で配布できます。 この場合は、 すで

に収集済みのすべてのデータが表示されます。 

10 インス トールするレポートパッ ク とデータパイプを選択し、 [ 次へ ] をク リ ッ

ク します。 

依存するパッケージがレポートパッ ク と同じディ レク ト リにある場合は、 そ
れらのパッケージが自動的に選択されます。 同じディ レク ト リにない場合

は、 インス トールを続けるこ とができません。 インス トールするレポート

パッ クに必要なデータパイプの詳細は、 レポートパッ クのユーザーガイ ドを
参照して ください。

11 [OVPI タイプ検出の実行 ] を選択、 またはオフにし、 [ 次へ ] をク リ ッ ク しま

す。
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[OVPI タイプ検出 ] は、 インス トールしよ う と している各レポートパッ クに

ついて、 ネッ ト ワークにあるどのデバイスをポーリ ングできるのかを調べま
す。 

インス トールしよ う と しているすべてのレポートパッ クに、 タイプ検出を実
行するこ とをお勧めします。 

レポートパッ クによっては、 ユーザーにとって必要がないかもしれないタイ
プを追加するものがあ り ます。 お使いの環境にどのタイプが存在するかを理

解している上級ユーザーは、 このオプシ ョ ンをオフにし、 後でタイプ検出
ウ ィザードを実行する という こ と もできます。

12 [ 概要 ] ウ ィンド ウに表示される情報を確認し、 [ インストール ] をク リ ッ ク し

ます。

インス トールした 1 つまたは複数のレポートパッ クのためのデータを収集する

よ う、 システムが設定されます。 

36 ページの手順 11 でタイプ検出を実行しなかった場合は、 データを収集する

ために、 必ずタイプ検出ウ ィザードを使用してタイプ検出を実行する必要があ り
ます。 

タスク  4: デバイスタイプを検出する

この検出によって、 検出済みノードのデバイスタイプが調べられ、 その情報が
データベースに記録されます。 OVPI はこの情報に基づいて、 特定のタイプのデ

バイスをデータ収集の対象にするこ とができます。

以下のいずれかを実行します。

• レポートパッ クのインス トール時 (36 ページの手順 11 を参照 ) にタイプ検

出を実行しなかった場合は、 タイプ検出ウ ィザードを使用して手動でタイプ
検出を実行できます。 このウ ィザードは管理コンソールから実行できます。 

• タイプ検出を実行した場合は、 タスク 5 に進みます。

タイプ検出を実行するには、 以下の手順に従います。

1 管理コンソールの [ ツール ] メニューから、 [ タイプの検出 ] を選択します。 タ
イプ検出ウ ィザードが開きます。

2 検出するタイプを選択します。 複数のタイプを選択するには、 Ctrl キーを押

しながらタイプを 1 つずつク リ ッ ク していきます。

3 すべてのタイプを検出する場合、 またはどのタイプを検出するべきか不明な
場合は、 [ 既知のタイプをすべて検出する ] を選択し、 [ 次へ ] をク リ ッ ク しま

す。
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4 [ 検出 ] をク リ ッ ク します。

あるいは、 trend_discover -t コマンドを使用するこ と もできます。 詳細につい

ては、 『HP OpenView Performance Insight Reference Guide』 を参照して くだ

さい。

タスク  5: ポーリングポリシーを変更する

ポーリ ングポ リ シーは、 定義されたタイプのデータを収集する頻度を定義したも
のです。 また、 ローカルシステムでデバイスのデータをポーリ ングするかど うか

を指定した り、 ポーリ ングを リモートポーラーに割り当てるかど うかを指定する
のにも使用します。  

スタンドアロン環境では、 ポーリ ングポ リシーの頻度を調整できます。 たとえ

ば、 何台かの新しいデバイスがネッ ト ワークに追加されるために、 ネッ ト ワーク
が 1 日で頻繁に変更されるこ とがわかっている と仮定します。 現在のポーリ ング

ポ リシーにおいてネッ ト ワークが 1 日に 1 回ポーリ ングされるよ うになってい

る場合は、 新しいデバイスが使用可能になった時点でポーリ ングされるよ う、 ポ
リ シーのポーリ ング頻度を 1 時間に 1 回に変更するこ とができます。 そして、

ネッ ト ワークが安定した後に、 ポーリ ング頻度を 1 日に 1 回に戻します。

リモートポーラーに対応するよ うなポーリ ングポ リ シーの設定の詳細は、 51 
ページの 「リモートポーラーに対応するためのポーリ ングポ リシーの設定」 を参
照して ください。

ポーリ ングポ リ シーを変更するには、 以下の手順に従います。

1 管理コンソールを起動し、 ナビゲーシ ョ ンペインの [ ポーリングポリシー ] ア
イコンをク リ ッ ク します。

2 表示ペインで [ すべて ] ページを選択するこ とで、 現在のすべてのポーリ ン

グポ リシーを表示します。

3 変更するポ リシーを探しダブルク リ ッ ク します。 [ ポーリ ングポ リ シーの編

集 ] ダイアログボッ クスが開きます。

4 ポーリ ング間隔を変更するには、 [ ポーリ ング間隔 ] リ ス トから間隔を選択

します。 

ポーリ ングポ リ シーを変更する際は注意が必要です。 通常は、 ポ リシーのポーリ

ング頻度だけを変更して ください。 テーブルやグループを変更した場合、 インス

トールしたシステムに悪影響するこ とがあ り ます。

ポ リ シーを変更したためにデータの収集頻度が高くな りすぎた場合、 OVPI と

ネッ ト ワークのパフォーマンスに深刻な影響を及ぼす可能性があ り ます。
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5 [OK] をク リ ッ ク します。 

6 各ポーリ ングポ リシーについて手順 3 ～手順 5 を繰り返します。

ポーリ ングポ リ シーの詳細は、 第 8 章 「ポーリ ングポ リシーの管理」 を参照し

て ください。

タスク  6: システムをバックアップする

OVPI のインス トールと設定を実行した後に、 システムをバッ クアップするこ と

をお勧めします。 ファ イルシステムのバッ クアップを通常使用する手順で実行し

てください。 

タスク  7: データベースをバックアップする

OVPI のインス トールと設定を実行した後にデータベースをバッ クアップし、 そ

れ以降はデータベースを毎週バッ クアップするこ とをお勧めします。 詳細は、 63 
ページの 「Oracle データベースのバッ クアップ」 または 63 ページの 「Sybase
データベースのバッ クアップ」 を参照して ください。 

その他の設定作業

この項では、 OVPI を設定するために実行できるその他の作業について説明しま

す。 

ユーザーアクセスの設定

すべての OVPI ク ラ イアン ト アプ リ ケーシ ョ ン ( レポート ビルダ、 レポート

ビューア、 Web アクセスサーバー、 および管理コンソール ) で、 ユーザーのロ

グオンが必要です。 これらのアプ リ ケーシ ョ ンへのユーザーアクセスは Web ア

クセスサーバーを使用して設定します。

システムをバッ クアップする前に、 すべての OVPI サービス とデータベースを

停止させるこ とをお勧めします。 OVPI サービスの停止の詳細は、 80 ページの

「OVPI のプロセスの開始および停止」 を参照して ください。 Sybase の停止の詳

細については、 『HP OpenView Performance Insight Installation Guide』 を参

照して ください。 Oracle の停止の詳細は、 Oracle のマニュアルを参照して くだ

さい。
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OVPI をインス トールする際に、 デフォルトのユーザーアカウン ト を 1 つ作成し

ます。 これは trendadm とい う アカウン トです。 ユーザーアカウン トは、 OVPI
のク ライアン ト アプ リ ケーシ ョ ンを使用するユーザーごとに作成して ください。

たとえば業務分野別や会社別といったよ うに、 グループを作成してユーザーを分
類するこ と もできます。 する と、 そのグループに対してフ ィルターを適用できま

す。 そ うするこ とで、 ユーザーがアクセスできる情報を制限できます。 

ユーザーアカウン トの作成

ユーザーアカウン ト を作成するには、 以下の手順に従います。

1 Web アクセスサーバーにアクセスします。 詳細は、 501 ページの 「Web アク

セスサーバーへのアクセス」 を参照して ください。

2 リ ンクバーから、 [ 管理 ] を選択します。

3 [ 管理 ] ツ リーで [ ユーザーアカウン ト ] を展開し、 [ ユーザー ] をク リ ッ ク し

ます。 [ ユーザーの管理 ] ページが開き、 現在のユーザーアカウン トが一覧表

示されます。 

4 [ 新規ユーザーの追加 ] をク リ ッ ク します。 [ 新規ユーザーの追加 ] ページが開

きます。

5 [ ユーザー名 ] から [ 電子メールアドレス ] までのすべてのボッ クスに、 要求

された情報を入力します。 そのと き以下の制約に注意してください。

分散環境のためのユーザーとグループを作成する と き、 それらは現在ログオン
している Web アクセスサーバーで作成されます。 以降、 この Web アクセス

サーバーが、 Web アクセスサーバーアプリ ケーシ ョ ンと管理コンソールのログ

オン認証を提供します。 Web アクセスサーバーが複数ある場合は、 ユーザーと、

ユーザーがアクセスを必要と している各 Web アクセスサーバーを、 必ず監視す

る必要があ り ます。 たとえば、 2 つの異なる Web アクセスサーバーへのアクセ

スを必要と している複数のユーザーがいる場合は、 ユーザーがアクセスを必要
と している各 Web アクセスサーバーで、 アカウン ト を 1 つ作成する必要があ り

ます。

異なるデータベースサーバーのデータによるレポート を、 表示するのみの場合
は、 ビューを作成できます。 ビューは、 配布済みレポートの特定な リ ス ト を表示

します。 そのビューは、 ユーザーがアクセスするすべてのデータベースに適用さ

れます。 ビューの作成の詳細は、 544 ページの 「ビューの作成」 を参照して くだ

さい。
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以下の文字をこのページの各フ ィールドで使用しないでください。 アンパサ

ンド (&)、 円記号 (\)、 カンマ (,)、 二重引用符 (“)、 スラ ッシュ (/)、 疑問符

(?)、 パーセン ト (%)、 および単一引用符 (‘) です。

有効な入力は以下のとおりです。

— すべての英字 ( 大文字と小文字 )、 すべての数字、 および、 上記のも

のを除くすべての特殊文字。 

— ユーザー名は、 1 文字以上、 最大 255 文字まで入力できます。 英数

字、 スペース ( 空白 )、 アンダースコア (_)、 アッ ト マーク (@)、 ピ リ

オド (.)、 およびハイフン (-) だけを使用できます。

— ユーザーの実名と会社 / 部門は、 最小 0 文字 ( したがって空欄にで

きます )、 最大 255 文字までです。

— パスワードは、 最小 4 文字、 最大 255 文字まで入力できます。 ス

ペース ( 空白 ) は使用できません。

— 電話番号のフォーマッ トは自由ですが、 255 文字を超えるこ とはで

きません。

— 電子メールアドレスのフォーマッ トは自由ですが、 255 文字を超え

るこ とはできません。

6 ユーザーに管理者役割がある場合にのみ [ 管理者である ] チェッ クボッ クスを

オンにします。 このオプシ ョ ンを選択しない場合、 アカウン トには自動的に

ユーザー役割が与えられます。

7 [ データベース ] リ ス ト で、 ユーザーがアクセスするデータベースを選択し

ます。 現在のリ ス トに別のデータベースを追加する方法の詳細は、 567 ペー

ジの 「システムマネージャの設定の変更」 を参照して ください。

8 [ 表示 ] リ ス トで、 ユーザーがアクセスするデータベースを選択します。 
ビューの作成方法の詳細は、 544 ページの 「ビューの作成」 を参照して くだ

さい。

9 ユーザーアカウン トのパスワードの期限を設定するには、 以下のいずれかを
実行します。

• [ 無期限 ] オプシ ョ ンをク リ ッ ク します。 このアカウン トのパスワードは

無期限になり ます。

• [ パスワードの期限切れ ] オプシ ョ ンの日数を選択し、 入力するこ とで、

パスワードの期限を設定します。
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パスワードの期限が切れる と、 アカウン トのパスワードの期限が切れたこ と
を通知するページが表示され、 そのアカウン トのパスワードを変更するオプ
シ ョ ンが表示されます。 

このオプシ ョ ンに加えて、 以下を実行できます。

• パスワードの有効期限ルールをセッ ト アップします。 たとえば、 パス

ワードの猶予期間を設定できます。 このオプシ ョ ンによ り、 アカウン ト

のパスワードの期限が切れた後も、 指定回数だけそのアカウン トにログ
オンできます。 この猶予期間が経過する と、 そのアカウン トはロ ッ ク さ

れます ( 使用不能になり ます )。 詳細は、 517 ページの 「パスワードの有

効期限ルールの設定」 を参照して ください。 

• ユーザーに許されるログオン試行の失敗回数を指定します。 この回数だ
け失敗する とアカウン トはロ ッ ク されます。 詳細は、 557 ページの

「Web アクセスサーバー設定の変更」 を参照して ください。 

10 [ 適用 ] をク リ ッ ク します。

11 [OK] をク リ ッ ク して新しいユーザーアカウン ト を確定します。 

新しいユーザーアカウン ト を確定する と、 [ ユーザーの管理 ] ページに新し

いユーザーアカウン トの情報が表示されます。 ユーザーアカウン トはナビ

ゲーシ ョ ンツ リーにも表示できます。

ユーザーを作成するコマンド (userimport) と、 ユーザーの管理に使用できるコ

マンド (userctl) もあ り ます。 これらのコマンドの詳細については、 『HP 
OpenView Performance Insight Reference Guide』 を参照して ください。

フ ィルターを持つユーザーグループの作成

グループとは以下のものを指します。

• ユーザーアカウン トの集ま り

たとえば、 Thunderbolt 社という会社のすべてのユーザー用に、

Thunderbolt とい う グループを作成するこ とができます。 これは、 サービス

プロバイダにおいて、 特定の会社の表示できるデータを制限する場合に便利
です。

• ユーザーアカウン ト とグループの集ま り

たとえば、 All という グループを作成し、 その中にいくつかのユーザーアカ

ウン ト と、 North、 East、 South、 West という 4 つのグループを含めるこ と

ができます。 
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North、 East、 South、 West の各グループのユーザーに制約を設定するこ と

で、 それらのユーザーが特定の地域のデータしか表示できないよ うにするこ
とが可能です。 

All グループのユーザーは、 North、 East、 South、 West の各グループの

ユーザーが表示できるデータをすべて表示できます。 なぜなら、 最上位のグ
ループには、 階層内の下位のグループの制約が継承されるからです。 

グループを作成する際は、 想定されるグループ数が少なくなるよ うに、 グループ
の制約を効果的に作成するよ う心掛けるこ とをお勧めします。 たとえば、

interface を制約と して使用し各インタフェースに 1000 以上のグループを持た

せるのではなく、 cust-id を制約と して使用します。 グループの数が多いと、

データベースに送られるクエ リの効率やサイズに影響するこ とがあ り ます。 

フ ィルターを持つグループを作成するには、 以下の手順に従います。

1 Web アクセスサーバーを起動します。 詳細は、 501 ページの 「Web アクセス

サーバーへのアクセス」 を参照して ください。

2 Web アクセスサーバーのリ ンクバーから [ 管理 ] を選択します。

3 [ 管理 ] ツ リーで、 [ ユーザーアカウン ト ] を展開し、 次に [ グループ ] をク

リ ッ ク します。 [ グループの管理 ] ページが開きます。

4 [ 新規グループの追加 ] をク リ ッ ク します。 [ 新規グループの追加 ] ページが開

きます。 

5 新しいグループを作成するには、 以下を実行します。

a [ グループ ] ボッ クスに、 作成するグループの名前を入力します。 

グループ名は以下の制約に従う必要があ り ます。

以下の文字をグループ名で使用しないでください。 

レポートがあ り、 1 人のユーザーしかそのレポート を表示する必要がない場合

は、 ビューを使用するのではなく、 ユーザーフォルダーの下位にあるそのユー
ザーのレポートディ レク ト リにレポート を配布します。 詳細は、 555 ページの

「レポートの配布」 を参照して ください。

すでに存在するグループ名を入力した り、 "Group" という名前を使用しないで

ください。
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アンパサンド (&)、 アスタ リ スク (*)、 円記号 (\)、 コロン (:)、 カンマ

(,)、 二重引用符 (“)、 感嘆符 (!)、 スラ ッシュ (/)、 大な り記号 (>)、 開き角

かっこ ([)、 小な り記号 (<)、 ピ リオド (.)、 シャープ記号 (#)、 疑問符 (?)、
閉じ角かっこ (])、 単一引用符 (‘)、 パーセン ト (%)、 スペース ( 空白 )

グループ名に対して有効な文字は以下のとおりです。

— 名前には、 すべての英字 ( 大文字と小文字 )、 すべての数字、 およ

び、 上記のものを除くすべての特殊文字を、 含めるこ とができます。

— 1 文字以上、 最大は 255 文字です。

b この新しいグループに属するユーザーおよびグループ ( いずれも 1 つま

たは複数 ) を [ 使用可能なユーザー / グループ ] リ ス トから選択し、 [ 追
加 ] をク リ ッ ク します。 ユーザー名、 グループ名、 またはその両方が、

[ メ ンバー ] リ ス トに移動します。

c [ 次へ ] をク リ ッ ク します。 [ グループフ ィルター ] ページが開きます。

6 フ ィルターを作成するには、 以下の手順に従います。

a フ ィルタ リ ングの対象となるテーブル列名を [ 列 ] フ ィールドに入力し

ます。

テーブル列を探すには、 テーブルマネージャを使用します。 これは管理
コンソールから実行できます。 このフ ィールドで有効な値は、 プロパ

ティテーブルからのテーブル列だけです。 詳細は、 388 ページの 「デー

タテーブルの情報の表示」 を参照して ください。 

b [ 演算子 ] フ ィールドの矢印をク リ ッ ク し、 演算子を選択します。

c [ 値 ] フ ィールドに、 値を入力します。 

たとえば、 ABC Company という ク ラ イアン ト を持つサービスプロバイ

ダを考えてみまし ょ う。 ABC Sales とい う グループを作成し、 それに

ABC のレポート しか表示を許可しないフ ィルターを付ける と します。 こ
れをするには、 以下のよ うなフ ィルターを作成します。

cust_id = 05

cust_id はテーブル列名です。

= は数値演算子です。

フ ィルターは、 テーブル列名、 数値演算子、 および統計情報の値を必要とする、
比較手段です。
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05 は ABC のカスタマ識別番号です。 この値は、レポートパッ クのインス

トール時に作成したものです。 詳細は、 レポートパッ クのマニュアルを

参照して ください。

d [ フ ィルタの追加 ] をク リ ッ ク します。

7 [ 終了 ] をク リ ッ ク します。 

[ グループの管理 ] ページに新しいグループが一覧表示されます。 それらの

グループは [ グループ ] フォルダーの下にあるナビゲーシ ョ ンフレームにも

表示されます。

グループを作成するコマンド (groupimport) と、 グループの管理に使用できる

コマンド (groupctl) もあ り ます。 これらのコマンドの詳細については、 『HP 
OpenView Performance Insight Reference Guide』 を参照して ください。

データベースの変更の管理

データベースの管理はシステム / ネッ ト ワークの管理アプリ ケーシ ョ ンを使用し

て実行できます。 このアプ リ ケーシ ョ ンは管理コンソールから実行できます。

このアプ リ ケーシ ョ ンを使用するには、 以下の手順に従います。

1 管理コンソールを起動します。 96 ページの 「管理コンソールの起動」 を参照

して ください。

2 [ システム ] アイコンをク リ ッ ク します。

システム / ネッ ト ワークの管理アプリ ケーシ ョ ンを使用したデータベース管理の

詳細は、 以下を参照して ください。 

• 361 ページの 「データベースの追加」

• 363 ページの 「データベースプロパティの表示」

• 366 ページの 「データベースの初期化パラ メータの変更」

• 367 ページの 「データベースサイズの拡張」

• 371 ページの 「データベースサーバーの変更」
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SNMPv3 ノードからのデータ収集

OVPI は、 SNMPv3 ノードからデータを収集できますが、 これらのノードを検出

できません。 したがって、 それらのノードからのデータ収集をサポートするよ う
OVPI を設定する必要があ り ます。

SNMPv3 ノードからデータを収集するよ う OVPI を設定するには、 以下を実行

する必要があ り ます。

1 SNMP セキュ リ テ ィパッ クのバージ ョ ン 16.1.0.35 以降を、 OVPI をインス

トールしたシステムにインス トールします。 

SNMP セキュ リ テ ィパッ クは、 SNMP Research 社の製品です。 購入につい

ては、 SNMP Research 社にお問い合わせください。 詳細は、 http://
www.snmp.com を参照して ください。

このパッ クの BRASS 製品を使用する と、 v3 のコ ミ ュニティ文字列プロ

ファ イルを持つ SNMPv3 ノードを、 OVPI のポーラーで特定できます。 
OVPI には brass_v3_seed とい うユーティ リ ティがあ り、 これを使用して認

証パスワード と秘匿パスワードを指定できます。 

2 SNMP セキュ リ テ ィパッ クの SNMPv3 設定ウ ィザードを使用して、 各エー

ジェン ト を SNMPv3 ノードに対応するよ う設定します。 詳細は、 SNMP セ

キュ リ ティパッ クのマニュアルを参照して ください。 

3 brass_v3_seed ユーティ リ ティ を使用して、 ノードの認証パスワード と秘匿

パスワードを指定します。 

4 ノードをインポート します。

5 ノードのコ ミ ュニティ文字列を作成します。

6 ノードをタイプグループに割り当てます。 

7 リモートポーラーを設定します。

SNMPv3 データを収集するためにこの項で説明した手順では、 以下をすでにイ

ンス トールしたと仮定しています。

分散型の OVPI 構成では、 データを収集する予定のすべてのシステムに、

SNMP セキュ リ テ ィパッ クをインス トールする必要があ り ます。 したがって、

すべてのリモートポーラーと、 OVPI のパフォーマンスマネージャコンポーネ

ン ト をインス トールしたすべてのシステムに、 このパッ クをインス トールする
必要があ り ます。
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• OVPI。 OVPI のインス トールの詳細については、 『HP OpenView 
Performance Insight Installation Guide』 を参照して ください。

• SNMP セキュ リ テ ィパッ ク。 

SNMPv3 ノードの設定

SNMPv3 設定ウ ィザードを使用して、 各エージェン ト を SNMPv3 ノードに対

応するよ う設定します。 詳細は、 SNMP セキュ リ ティパッ クのマニュアルを参

照して ください。

 brass_v3_seed ユーティ リテ ィの使用

SMMPv3 ノードから実際のデータ収集を開始できるよ うにするには、 その前に

brass_v3_seed ユーティ リ テ ィ を使用する必要があ り ます。 このユーティ リ

ティはノードのパスワードを、 暗号化されたフォーマッ トで格納します。 この

ユーティ リ テ ィは、 OVPI のインス トールディ レク ト リの bin フォルダーにあ

り ます。 

brass_v3_seed コマンドには以下のオプシ ョ ンがあ り ます。

-f オプシ ョ ン

-fオプシ ョ ンは必須です。 入力ファ イルの名前を指定します。 この入力ファ イル

は以下のフォーマッ ト順で表示されます。

<ホスト 名 >,<ポート 番号 >,<ユーザー名 >,<認可プロト コル >,<認可パスワー

ド >,<秘匿プロト コル >,<秘匿パスワード >

ホス ト名、 ポート番号、 ユーザー名の各フ ィールドは必須です。 認可プロ ト コル

は MD5 または SHA です。 秘匿プロ ト コルは DES です。 

brass_v3_seed  -f ファ イル名

[ -d デバッグレベル ]

[ -E ]
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-d オプシ ョ ン

-dオプシ ョ ンは省略可能であ り、 デバッグメ ッセージの表示に使用します。 サ
ポート されているデバッグレベルは、 1、 2、 3 です。 レベル 1 では最小限のデ

バッグ情報が表示され、 レベル 3 では最大限の詳細なデバッグ情報が表示され

ます。 

-E オプシ ョ ン

-Eオプシ ョ ンは、 入力ファイルで指定されたノードの可用性をテス ト します。 

たとえば、 neast1 という名前のホス ト を snmpv3_node.txt とい う入力ファ イ

ルに追加する場合、 このファ イルの内容は次のよ うにな り ます。

neast1,161,ewing,MD5,cat,DES,dog 

ユーティ リ テ ィのコマンド行は次のよ うにな り、 デバッグオプシ ョ ンやテス トオ
プシ ョ ンを選択するかど うかによ り異な り ます。

brass_v3_seed -f snmpv3_node.txt -d 1 -E

SNMPv3 ノードのインポート

brass_v3_seed ユーティ リ テ ィ を実行した後、 ASCII ファ イルを作成するこ と

で SNMPv3 ノードを ksi_managed_node テーブルにインポート し、 次に、 ポー

リ ングポ リシーマネージャまたは node_manager コマンドを使用してそのファ

イルをインポートする必要があ り ます。

たとえば、 neast1 という ノードをインポートする と仮定します。 このノードを

インポートするには、 以下の手順に従います。

1 snmpv3_node.txt とい う ASCII ファ イルを作成します ( 詳細は、 264 
ページの 「ノードのインポート 」 を参照して ください )。

このファ イルの内容は次のよ うにな り ます。

neast1, public, private,,,,1,,smp_1, 161,10,500,20,50 

2 以下のいずれかを実行するこ とでファ イルをインポート します。

• ポーリ ングポ リシーマネージャの [ ファ イル ] メニューから、 [ ノードの

インポート ] を選択します。 [ インポート元 ] ボッ クスで、

snmpv3_node.txt を見つけて選択し、 [OK] をク リ ッ ク します。
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• node_manager コマンドを使用してファ イルをインポート します。 詳細

については、 『HP OpenView Performance Insight Reference Guide』
を参照して ください。 このコマンドは次のよ うにな り ます。

node_manager -import -file snmpv3_node.txt

コ ミ ュニテ ィ文字列プロファイルの作成

各ノードのパスワードを格納した後、 それらのノードのコ ミ ュニティ文字列プロ
ファ イルを作成する必要があ り ます。

1 管理コンソールを起動します。 96 ページの 「管理コンソールの起動」 を参照

して ください。

2 ポーリ ングポ リシーマネージャアプリ ケーシ ョ ンを開きます。 

詳細は第 8 章 「ポーリ ングポ リシーの管理」 を参照して ください。

3 以下を実行してノードのコ ミ ュニティ文字列プロファ イルを作成します。

a ポーリ ングポ リシーマネージャの [ 編集 ] メニューから、 [ コ ミ ュニテ ィ

文字列プロファイル ] を選択します。 

[ コ ミ ュニティ文字列プロファ イルの編集 ] ダイアログボッ クスが開き

ます。

b [ 作成 ] をク リ ッ ク します。 [ コ ミ ュニティ文字列プロファ イルの作成 ] ダ
イアログボッ クスが開きます。

c プロファ イルの名前を [ プロファ イル名 ] ボッ クスに入力します。 この名

前は最大 64 文字までです。

v3 対応の SNMP Get 要求を有効にするため、 コ ミ ュニティ文字列の始

めに以下のいずれかを含める必要があ り ます。

— 3N ( 認証なし、 秘匿なし )

— 3A ( 認証あ り、 秘匿なし )

— 3P ( 認証あ り、 秘匿あ り )

コ ミ ュニティ文字列には、 上記のいずれかと、 SNMPv3 設定ウ ィザード

を使用してエージェン ト を設定した際に割り当てた SNMPv3 ユーザー

名を使用して ください。
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たとえば、 SNMPv3 エージェン トが admin とい うユーザー名であ り、

認証あ り と秘匿なしの権限にする場合の、 そのエージェン トのコ ミ ュニ
ティ文字列は、 3A/adminです。 同様に、 ユーザー名、 認証権限、 秘匿

権限の、 別の組み合わせも可能です。

d 読み取り権限の値を [ 読み取り ] ボッ クスに入力します。

e 書き込み権限の値を [ 書き込み ] ボッ クスに入力します。

f [OK] をク リ ッ ク します。

4 以上の手順を、 各 SNMPv3 ノードに繰り返します。

タイプグループへのノードの割り当て

SNMPv3 ノードが、 自動的にタイプ別に検出されて特定のグループに配置され

るこ とはあ り ません。 ポーリ ングポ リシーマネージャアプ リ ケーシ ョ ンを使用し

て、 手動でノードをグループに割り当てる必要があ り ます。 

ノードを各グループに割り当てるには、 以下の手順に従います。

1 ポーリ ングポ リシーマネージャアプリ ケーシ ョ ンを開きます。 

詳細は第 8 章 「ポーリ ングポ リシーの管理」 を参照して ください。

2 [ 編集 ] メニューの [ ポーリンググループ ] を選択します。 

[ ポーリ ンググループの編集 ] ダイアログボッ クスが開きます。

3 [ グループの種類の選択 ] ボッ クスから [ 同じタイプのすべてのノード ] を選択

します。 

4 1 つまたは複数のノードを追加するグループを、 [ ポーリ ング元とするグ

ループの選択 ] ボッ クスから選択します。 

5 [ 編集 ] をク リ ッ ク します。 

6 グループのノードを選択するには、 以下のいずれかを実行します。

• [ 他のノード ] ボッ クスでノードを選択し、 をク リ ッ ク してノード

を [ グループ内のノード ] ボッ クスに追加します。 

• [ 他のノード ] ボッ クスでノードをダブルク リ ッ ク します。 ノードが [ グ
ループ内のノード ] ボッ クスに移動します。

7 完了したら、 [OK] をク リ ッ ク します。

8 [ 閉じる ] をク リ ッ ク します。
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SNMPv3 ノードに対応するためのリモートポーラーの設定

リモートポーラーは、 SNMPv3 ノードを自動的にポーリ ングできません。 すべ

てのリモートポーラーに SNMP セキュ リ ティパッ ク製品をインス トールする必

要があ り ます。 詳細は、 SNMP セキュ リ ティパッ クのマニュアルを参照して く

ださい。

分散型構成の設定

この項では、 OVPI をインス トールした後に、 分散型構成を設定するために実行

できる作業について説明します。 分散型構成では、 OVPI のコンポーネン トが、

物理的に別々のシステムにインス トールされ、 全体が 1 つの分散型システムと

して稼動します。 分散型構成の詳細については、 『HP OpenView Performance 
Insight Installation Guide』 を参照して ください。

リモートポーラーに対応するためのポーリングポリシーの設定

リモートポーラーは、 ネッ ト ワーク ノードからデータを収集し、 そのデータを
OVPI データベースに格納するシステムです。 このデータベースはリモートポー

ラーシステム上には存在しません。 リモートポーラーは、 ネッ ト ワーク内のノー

ドからデータを収集し、 OVPI データベースが動作しているサーバーにそのデー

タを格納します。 

リモートポーラーをインス トールした後に、 レポートパッ ク用のポーリ ングポ リ
シーを設定する必要があ り ます。 ポーリ ングポ リシーはデータベースサーバー上

に配置されますが、 データの収集元となる リモートポーラーを識別できるよ う
ポーリ ングポ リ シーをセッ ト アップする必要があ り ます。 データベースサーバー

は、 対象期間の収集が完了した後に、 リモート ポーラーからデータを転送しま
す。

この項では、 分散型構成においてポーリ ングポ リシーを変更する可能性のある以
下の方法について説明します。

• ポーリ ングポ リシーを実行するシステムを変更する。

• 複数のポーラー用の新しいポ リシーを作成する。
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ポーリングシステムの変更

レポートパッ クをサテライ トサーバーにインス トールする と、 インス トールされ
たシステムからポーリ ングするよ う、 それらのレポートパッ ク用のポーリ ングポ
リ シーが最初にセッ ト アップされます。 したがって、 リモートポーラーからポー

リ ングするよ う、 それらのレポートパッ クのポーリ ングポ リシーを編集する必要
があ り ます。 

以下の手順では、 ポーリ ングポ リシーのポーリ ングシステムを、 サテライ トサー
バー (neast1 と仮定 ) から リモートポーラー (neast2 と仮定 ) に変更する方法を

示します。

1 管理コンソールを起動し、 ナビゲーシ ョ ンペインの [ ポーリングポリシー ] ア
イコンをク リ ッ ク します。

2 表示ペインで [ すべて ] ページを選択するこ とで、 現在のすべてのポーリ ン

グポ リシーを表示します。

3 変更するポ リシーを探し、 そのポ リシーをダブルク リ ッ ク します。 [ ポーリ

ングポ リ シーの編集 ] ダイアログボッ クスが開きます。 [ ポーリ ングの割り当

て先 ] ボッ クスの値は neast1 です。

4 リモートポーラーを追加するには、 以下を実行します。

a [ ポーリ ングの割り当て先 ] ボッ クスの横にある [ 作成 ] をク リ ッ ク しま

す。 [ データパイプインス トールの作成 ] ダイアログボッ クスが開きま

す。 

b リモートポーラーにするシステムの名前 ( この例では neast2) を [ ホス

ト名 ] ボッ クスに入力します。 

c [OK] をク リ ッ ク します。

5 ポーリ ングシステムを変更するには、 [ ポーリ ングの割り当て先 ] リ ス トか

ら [neast2] を選択します。 

6 [OK] をク リ ッ ク します。 

7 各レポートパッ クに関連するすべてのポーリ ングポ リシーについて、 手順 3
と手順 5 を繰り返します。

ポーリ ングポ リ シーの詳細は、 第 8 章 「ポーリ ングポ リシーの管理」 を参照し

て ください。
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複数のポーラー用の新しいポリシーの作成

異なるデバイスをポーリ ングする複数のポーラーがある場合は、 それらのポー
ラー用に新しいポ リシーを作成する必要があ り ます。 たとえば、 Common 
Properties および Interface Reporting の各レポートパッ クをサテライ トサー

バーにインス トールしてあって、 Poller A および Poller B という 2 つのポー

ラーがある と仮定します。 Poller A には 10 台のデバイス とそれらすべてのイン

タフェースをポーリ ングさせ、 Poller B には別の 10 台のデバイス とそれらすべ

てのインタフェースをポーリ ングさせる必要がある と します。 

デバイスのグループ化

この例で必要な 2 つのグループを作成するには、 以下の手順に従います。

1 管理コンソールを起動します。 96 ページの 「管理コンソールの起動」 を参照

して ください。

2 [ グループ ] アイコンをク リ ッ ク します。

[ グループ管理 ] ウ ィ ンド ウが管理コンソールに表示されます。 ウ ィ ンド ウの

左側にはグループ管理ツ リーが表示され、 そこには選択したビューの種類に
対応したすべてのグループが一覧表示されます。 

グループは、管理対象オブジェク ト ( 複数可 ) を選択するこ とで作成します。 

3 [ グループ化 ] フォルダーを展開し、 それから [ 管理対象オブジェク ト ] フォ

ルダーを展開します。

4 グループ化する管理対象オブジェク トのあるフォルダーを右ク リ ッ ク しま
す。 シ ョート カッ ト メニューが開き、 列挙、 派生、 プロパティ、 フォルダー

の、 いずれかの種類のグループについて、 その新しいインスタンスを作成で
きます。

この例では 2 つのグループを作成する必要があ り ます。 1 つは、 10 台のデ

バイス とそれらすべてのインタフェース用のグループであ り、 も う 1 つは別

の 10 台のデバイス とそれらすべてのインタフェース用のグループです。

5 フォルダーを右ク リ ッ ク し、 メニューから [ 列挙グループの作成 ] を選択しま

す。 [ グループの作成 ] ダイアログボッ クスが開きます。

そのためのポーリ ングポ リシーを作成する前に、 2 つのデバイスセッ トに対応

したポーリ ンググループを作成する必要があ り ます。
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6 グループの名前を [ グループ名 ] ボッ クスに入力します ( たとえば

DevicesA)。

7 グループの説明を [ 説明 ] ボッ クスに入力します。

8 グループにノードを追加するには、 以下のいずれかを実行します。

— [ 他のノード ] ボッ クスでノードをダブルク リ ッ ク して、 そのノードを

[ グループ内のノード ] ボッ クスに移動します。

— [ 他のノード ] ボッ クスでノードまたはインタフェースを選択し、

をク リ ッ ク してそのノードを [ グループ内のノード ] ボッ クスに追

加します。

9 グループを作成する前にそのグループから ノードを削除するには、 以下のい
ずれかを実行します。

— [ グループ内のノード ] ボッ クスでノードをダブルク リ ッ ク して、 その

ノードを [ 他のノード ] ボッ クスに移動します。

— [ グループ内のノード ] ボッ クスでノードを選択し、 をク リ ッ ク し

てそのノードを [ 他のノード ] ボッ クスに戻します。

10 完了したら、 [OK] をク リ ッ ク します。

11 この手順の手順 5 ～手順 10 を繰り返すこ とで、 2 番目のグループ ( たとえ

ば DevicesB) を作成します。

グループマネージャの詳細は、 第 11 章 「管理対象オブジェク トのグループ化」

を参照して ください。

1 番目のポーリングポリシーの作成

この手順では、 必要となる 1 番目のポーリ ングポ リシーの作成方法を示します。 

ポーリ ングポ リ シーを変更するには、 以下の手順に従います。

1 管理コンソールを起動します。 96 ページの 「管理コンソールの起動」 を参照

して ください。

2 [ ポーリングポリシー ] アイコンをク リ ッ ク します。

3 [ ファ イル ] メニューの [ ポーリングポリシーの作成 ] を選択します。

[ ポーリ ングポ リシーの作成 ] ダイアログボッ クスが開きます。

4 以下のオプシ ョ ンの値を変更します。
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a ポーリ ングポ リシーの名前と して、明確に区別できる一意の名前 (Policy 
1 と仮定 ) を、 [ ポ リシー名 ] ボッ クスに入力します。

b ポーリ ング対象のデータを選択します。

c [ データの収集元 ] リ ス トから [ カスタムグループ ] を選択します。 

d 1 番目のグループの名前 ( この例では DevicesA) を [ ポーリ ング元とする

グループの選択 ] リ ス トから選択します。 

e ポーリ ング間隔を選択します。

f データパイプを選択します。

g デバイスからデータを収集するポーラーの名前 ( この例では Poller A) を
[ ポーリ ングの割り当て先 ] リ ス トから選択します。 

h このポーリ ングポ リシーの説明を [ 説明 ] ボッ クスに入力します。

i [OK] をク リ ッ ク します。

これで、 Policy 1 とい う 1 番目のポーリ ングポ リ シーが作成されました。

2 番目のポーリングポリシーの作成

この手順では、 2 番目のポーリ ングポ リシーの作成方法を示します。

2 番目のポーリ ングポ リシーを作成するには、 以下の手順に従います。 

1 管理コンソールを起動します。 96 ページの 「管理コンソールの起動」 を参照

して ください。

2 [ ポーリングポリシー ] アイコンをク リ ッ ク します。

3 [ ファ イル ] メニューの [ ポーリングポリシーの作成 ] を選択します。

[ ポーリ ングポ リシーの作成 ] ダイアログボッ クスが開きます。

4 以下の手順に従います。

a ポーリ ングポ リシーの名前と して、 明確に区別できる一意の名前 ( この

例では Policy2) を、 [ ポ リシー名 ] ボッ クスに入力します。

b ポーリ ング対象のデータを選択します。

c [ データの収集元 ] リ ス トから [ カスタムグループ ] を選択します。 

d 2 番目のグループの名前 ( この例では DevicesB) を [ ポーリ ング元とする

グループの選択 ] リ ス トから選択します。 
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e ポーリ ング間隔を選択します。

f データパイプを選択します。

g デバイスからデータを収集するポーラーの名前 ( この例では Poller B) を
[ ポーリ ングの割り当て先 ] リ ス トから選択します。 

h このポーリ ングポ リシーの説明を [ 説明 ] ボッ クスに入力します。

i [OK] をク リ ッ ク します。

これで、 Policy 2 とい う 2 番目のポーリ ングポ リ シーが作成されました。
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3 インストールした OVPI の管理
この章では、 インス トールした OpenView Performance Insight (OVPI) を維持

管理するために特定の間隔で実行する必要のある管理作業について説明します。

インストール後の管理作業

OVPI を正常にインス トールした後、 それに続いていくつかの管理作業を、 その

日から実行する必要があ り ます。 以下の管理作業を、 OVPI を初めてインス トー

ルした日から実行する必要があ り ます。

• OVPI が動作しているこ との確認

• レポートのスケジュール設定

• ユーザー、 グループ、 およびグループフ ィルターの変更

OVPI が動作していることの確認

OVPI が正常に動作しているこ とを確認するには、 以下を実行します。

1 データベースのエラーログファ イルを確認して、 データベースの損傷やハー
ド ウェアの問題がないこ とを調べます。

Sybase のエラーログファ イル (error.log) は、 Sybase をインス トールし

たディ レク ト リの $SYBASE/$SYBASE_ASE/install フォルダーにあ り ま

す。 

Oracle のログファ イルは通常は $ORACLE_BASE/admin/<SID> にあ り ま

す。

2 準備したノードのデータが収集されているこ とを確認します。 これを確認す
るには、 trend.log ファ イルを確認するこ とで、 SNMP のセッシ ョ ンエ

ラーがないこ と と、 SNMP のタイムアウ トエラーを継続的に引き起こして

いる ノードがないこ とを確かめます。
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ログファ イルの検索

trend.log ファ イルには、 OVPI のすべてのバッ クエンドプロセス ( たとえ

ば trendtimer) のメ ッセージが格納されています。 各メ ッセージは、 ログ記

録されたプロセスの開始時刻と終了時刻を示します。 

OVPI のインス トール時にログファ イルのデフォルトの場所を使用した場合

は、 ログファ イルは OVPI インス トールディ レク ト リ配下の log フォルダー

にあ り ます (Windows システムの場合は、 たとえば C:OVPI\log)。 

ログファ イルがデフォルトの場所にない場合に、 その所在を調べるには、 使
用しているオペレーティングシステムに応じて以下のいずれかを実行しま
す。 

Windows 

a Windows のタスクバー上の [ スタート ] ボタンをク リ ッ ク し、 [ 設定 ]、
[ コン ト ロール パネル ] の順に選択します。 [ コン ト ロール パネル ] ウ ィン

ド ウが開きます。

b [ システム ] をダブルク リ ッ ク します。 [ システムのプロパティ ] ダイアロ

グボッ クスが表示されます。

c [ 詳細 ] タブをク リ ッ ク し、 [ 環境変数 ] ボタンをク リ ッ ク します。

d システム環境変数のリ ス トで TREND_LOG 変数を探します。 たとえば

次のよ うになっています。

TREND_LOG            C:\OVPI\log 

UNIX 

オペレーティングシステムのユーザー (trendadm) と して、 コマンド行で以

下を入力します。

echo $TREND_LOG

このコマンドによって、 ログフォルダーの場所が表示されます。

SNMP エラーの解決

SNMP エラーが見つかった場合は、 trendtimer.sched ファ イルの

mw_collect エン ト リーを変更する必要があ り ます。 特に、 mw_collect コ

マンドに指定する値について、 -oオプシ ョ ン ( タイムアウ ト ) や -rオプ

シ ョ ン ( 再試行 ) を使用して調整する必要があ り ます。 mw_collect コマン

ドの詳細については、 『HP OpenView Performance Insight Reference 
Guide』 を参照して ください。
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3 テーブルマネージャ ([ 管理コンソール ] から実行できます ) を使用して、

データ収集をしているかど うかを確かめます。 詳細は、 385 ページの 「プロ

パティテーブルの表示」 を参照して ください。 

レポートに内容が正し く記載されていない様子である場合は、 Web アクセ

スサーバーをデバッグモードにするこ とで、 レポートの生成に使用されてい
る SQL 文を表示します (Web アクセスサーバーをデバッグモードにする方

法の詳細は、 557 ページの 「Web アクセスサーバー設定の変更」 を参照して

ください )。 SQL 文の確認が済んだら、 Web アクセスサーバーのデバッグ

モードを必ずオフにして ください。 さ もないとシステムのパフォーマンスが
低下するこ とがあ り ます。

レポートのスケジュール設定 

次の異なるレポート フォーマッ トがあ り ます。 .html、 .srep、 .csv、 .pdf。 電子

メールで送信できるのは、 .pdf フォーマッ トのレポートだけです。 特定の状況

においてのみ、 一度に少数のレポートに、 スケジュール設定するこ とをお勧めし
ます。 たとえば、 PDF フォーマッ トの要約レポート を毎週生成するよ う上司が

求めたといった場合に、 スケジュール設定をします。 Web アクセスサーバーを使

用してレポート を対話形式で表示すれば、 レポートのスケジュールを設定せずに
済みます。 レポートのスケジュール設定の詳細は、『HP OpenView Performance 
Insight レポートの作成および表示ガイ ド』 を参照して ください。

ユーザーアカウン トの変更

場合によっては、 ユーザーアカウン トの変更が必要になるこ とがあ り ます。 たと

えば、 ユーザーをアカウン トからロ ッ ク しなければならない場合などです。

ユーザーアカウン ト を変更するには、 以下の手順に従います。

1 リ ンクバーから、 [ 管理 ] を選択します。

2 [ 管理 ] ツ リーで、 [ ユーザー アカウン ト ] を展開し、 次に [ ユーザー ] をク

リ ッ ク します。 [ ユーザーの管理 ] ページが開き、 ユーザーアカウン トが一覧

表示されます。

3 以下のいずれかを実行します。

スケジュールの設定は、 すべてのレポートパッ クのすべてのレポートについて
は、 行わないでください。
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• [ ユーザーの管理 ] ページでユーザーアカウン ト をク リ ッ ク します。

• 変更するユーザーアカウン トの横にある [ 編集 ] アイコン ( ) をク

リ ッ ク します。 

[ ユーザー名の編集 ] ページが表示されます。

4 変更を加えた後、 [ 適用 ] をク リ ッ ク します。

たとえば、 ユーザーアカウン ト をロ ッ クするには、 [ ユーザーのログインを

許可しない ] チェッ クボッ クスをオンにします。

5 [OK] をク リ ッ ク して変更を確定します。

ユーザーアカウン トの変更の詳細は、 516 ページの 「ユーザーアカウン トの管

理」 を参照して ください。

ユーザーグループの変更 

ユーザーグループを変更するには、 以下の手順に従います。

1 リ ンクバーから、 [ 管理 ] を選択します。

2 [ 管理 ] ツ リーで、 [ ユーザーアカウン ト ] を展開し、 次に [ グループ ] をク

リ ッ ク します。 [ グループの管理 ] ページが開き、 ユーザーグループとユー

ザーのリ ス トが表示されます。

3 以下のいずれかを実行します。

• [ グループの管理 ] ページのユーザーグループをク リ ッ ク します。

• ユーザーグループの横の ([ 編集 ] アイコン ) をク リ ッ ク します。 この

オプシ ョ ンを選択した場合は、 この手順のステップ 5 に進みます。

[ 次の項目の内容 : < グループ名 >] ページが開き、 ユーザーグループと、 そ

のユーザーグループに含まれているユーザーのリ ス トが表示されます。

4 [ グループの編集 ] をク リ ッ ク します。 [ グループの変更 ] ページが表示されま

す。 これは、 [ 新規グループの追加 ] ページと同じものです。

5 ユーザーグループに追加する場合、 ユーザーまたはユーザーグループを [ 使
用可能なユーザー / グループ ] リ ス トから選択し、 [ 追加 ] をク リ ッ ク しま

す。 ユーザーまたはユーザグループが [ メ ンバー ] リ ス トに追加されます。
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6 ユーザーグループから削除する場合、 ユーザーまたはユーザーグループを
[ メ ンバー ] リ ス トから選択し、 [ 削除 ] をク リ ッ ク します。 [ 使用可能なユー

ザー / グループ ] リ ス トからユーザーまたはユーザグループが削除されます。

7 [ 次へ ] をク リ ッ ク してから [ 完了 ] をク リ ッ ク します。

ユーザーグループのフ ィルターの変更

ユーザーグループのフ ィルターを変更するには、 以下の手順に従います。

1 リ ンクバーから、 [ 管理 ] を選択します。

2 [ 管理 ] ツ リーで、 [ ユーザーアカウン ト ] を展開し、 次に [ グループ ] をク

リ ッ ク します。 [ グループの管理 ] ページが開き、 ユーザーグループとユー

ザーのリ ス トが表示されます。

3 以下のいずれかを実行します。

• [ グループの管理 ] ページのユーザーグループをク リ ッ ク します。

• ユーザーグループの横の ([ 編集 ] アイコン ) をク リ ッ ク します。 

[ 次の項目の内容 :< グループ名 >] ページが表示され、 ユーザーグループと、

そのユーザーグループに含まれているユーザーのリ ス トが表示されます。

4 [ フ ィルターの編集 ] をク リ ッ ク します。 [ グループフ ィルター ] ページが開き

ます。

5 フ ィルターを選択し [ 編集 ] をク リ ッ ク します。 フ ィルターの値が、 [ 列 ]、
[ 演算子 ]、 および [ 値 ] の各ボッ クスに表示されます。

6 必要な値を編集し、 [ フ ィルタの追加 ] をク リ ッ ク します。

7 [ 終了 ] をク リ ッ ク します。

ユーザーグループのフ ィルターの削除

ユーザーグループのフ ィルターを削除するには、 以下の手順に従います。

1 リ ンクバーから、 [ 管理 ] を選択します。

2 [ 管理 ] ツ リーで、 [ ユーザーアカウン ト ] を展開し、 次に [ グループ ] をク

リ ッ ク します。 [ グループの管理 ] ページが開き、 ユーザーグループとユー

ザーのリ ス トが表示されます。
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3 以下のいずれかを実行します。

• ナビゲーシ ョ ンフレームでユーザーグループを選択します。

• [ グループの管理 ] ページのユーザーグループをク リ ッ ク します。

• ユーザーグループの横の ([ 編集 ] アイコン ) をク リ ッ ク します。 

[ 次の項目の内容 :< グループ名 >] ページが表示され、 ユーザーグループと、

そのユーザーグループに含まれているユーザーのリ ス トが表示されます。

4 [ フ ィルターの編集 ] をク リ ッ ク します。 [ グループフ ィルター ] ページが開き

ます。 

5 [ グループフ ィルター ] ボッ クスで、 削除するフ ィルターを選択し、 [ 削除 ]
をク リ ッ ク します。

6 [ 終了 ] をク リ ッ ク します。

毎日実行する管理作業

プロセスや要約が正し く完了しているこ とを確かめるこ とで、 データのステータ
スを確認して ください。

データのステータスの確認

プロセス と要約のステータスを確かめるには、 audit.log、 trend.log、 およ

び metrics.log の内容を表示し、 オペレーティングシステムのプロセス リ ス

ト を確認します。 ログファ イルに含まれている情報の詳細は、 第 20 章 「ログ

ファ イルの解釈」 を参照して ください。

毎週実行する管理作業

毎週実行する必要のある管理作業を以下に示します。

• データベースのバッ クアップ
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バッ クアップの頻度を増やすほど、 致命的なエラーやディ スク障害の際に
データを損失する可能性が減り ます。 

Oracle データベースのバックアップ

Oracle データベースを使用している場合は、 以下のいずれかを実行できます。

• オフラインバッ クアップ。 このバッ クアップを実行する場合は、 Oracle と

OVPI をシャ ッ ト ダウンする必要があ り ます。 

OVPI をシャ ッ ト ダウンするには、 OVPI HTTP Server サービス と OVPI 
Timer サービスを停止させる必要があ り ます。 詳細は、 80 ページの 「OVPI
のプロセスの開始および停止」 を参照して ください。

• オンラインバッ クアップ。 このバッ クアップを実行する場合は、 ファ イルの

バッ クアップ中もデータベースを使用できます。 

以上のそれぞれのバッ クアップの詳細は、 Oracle のマニュアルを参照して くだ

さい。

Sybase データベースのバックアップ

Sybase データベースのバッ クアップを行うには、 以下のガイ ド ラ インに従って

ください。

• できれば、 すべてをディ スクにダンプして、 ディ スクの内容をテープに移動
します。 複数のシステムを使用している場合は、 すべてのデータベースを 1
つのシステムのバッ クアップサーバーにダンプし、 そのファ イルすべてを同
じテープに保存します。

• バッ クアップサーバーが稼動しているこ とを確認し、 そのバッ クアップサー
バーにアクセスするすべてのシステムのインタフェースファ イルにこのバッ
クアップサーバーを追加します ( 新しいバッ クアップサーバーを作成する場

合は、 バッ クアップサーバーの作成後、 Sybase SQL サーバーを再起動して

ください )。

• バッ クアップサーバープログラムによ り、 データベースのダンプおよびロー
ドを実行できます。 このプログラムは、 Sybase SQL サーバーと同じシステ

ムで動作します。 リモート システム上のバッ クアップサーバー 1 台と ローカ

ルシステムの別のバッ クアップサーバー 1 台を使って、 ネッ ト ワーク上で

バッ クアップをと るこ とができます。
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• UNIX システムでは、 バッ クアップサーバーは自動的には作成されません。 
バッ クアップサーバー作成の詳細は、 64 ページの 「UNIX システムでの

バッ クアップサーバーの作成」 を参照して ください。 

• Windows システムでは、 バッ クアップサーバーは自動的には作成されませ

ん。 バッ クアップサーバー作成の詳細は、 68 ページの 「Windows システム

でのバッ クアップサーバーの作成」 を参照して ください。 

• 既存のサーバー上にあるすべてのデータベース ( マスター、 dpipe_db、 およ

び sybsystemprocs) のバッ クアップを個々に作成します。 詳細は、 69 ペー

ジの 「Sybase SQL Server のバッ クアップ」 を参照して ください。

Sybase SQL インストールサーバーのバックアップ

Sybase データベースのダンプおよびロードはバッ クアップサーバープログラム

によって実行されます。 このプログラムは Sybase SQL サーバーと同じシステ

ム上で動作します。 リ モート システム上のバッ クアップサーバー 1 台と ローカル

システムの別のバッ クアップサーバー 1 台を使って、 ネッ ト ワーク上でバッ ク

アップをと る こ とができます。

この項では、 Sybase 11.9.2.x システムでバッ クアップサーバーを作成し、 イン

ス トールした Sybase SQL サーバーをバッ クアップする方法について説明しま

す。 バッ クアップサーバーの使用法の詳細については、 『SYBASE SQL Server 
System Administration Guide』 を参照して ください。

UNIX システムでのバックアップサーバーの作成

Sybase のインス トール時、 デフォルトでは SYB_BACKUP とい う名前のバッ ク

アップサーバーが作成されます。 別の名前のバッ クアップサーバーを作成する場

合は、 srvbuild ユーティ リ ティ を使用します。 

バッ クアップサーバーを作成するには、 以下の手順に従います。

1 システムに root と してログオンします。

2 ターミナルウ ィンド ウを開きます。

3 $SYBASE 変数が、 Sybase をインス トールしたディ レク ト リ を指している

こ とを確認します。

4 Sybase がインス トールされているディ レク ト リに変更するには、 次のコマ

ンドを入力します。
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cd $SYBASE/bin 

5 次のコマンドを入力して、 srvbuild ユーティ リ ティ を実行します。

./srvbuild 

[Select Servers to Build] ダイアログボッ クスが開きます。

6 [Server type] で [Buckup Server] を選択します。 

バッ クアップサーバーのデフォルト名が対応する [Server name] ボッ クスに

表示されます。 

7 デフォルト名のままでよければ、 [OK] をク リ ッ ク します。
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[Server Attribute Editor] ダイアログボッ クスが開きます。

8 デフォルト値のままでよければ、 [Build Server !] をク リ ッ ク します。 
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[Status Output] ウ ィンド ウが開きます。

[Status Output] ウ ィンド ウに [Done] と表示されたら、 作成は完了です。 

9 [Exit] をク リ ッ ク します。 

[srvbuild question] ダイアログボッ クスが開きます。

10 [Yes] をク リ ッ ク します。

新しいバッ クアップサーバーを作成したら、 sysservers テーブルから古い

バッ クアップサーバーのエン ト リーを削除して、 新しいバッ クアップサー
バーのエン ト リーを追加する必要があ り ます。 

11 次のコマンドを入力して、 isql ユーティ リ ティ を起動します。

isql -Usa -P
インストールした OVPI の管理 67



12 次のコマンドを入力して、 古いバッ クアップサーバーのエン ト リー ( この例

では、 「SYB_BACKUP」 とい う名前のサーバー ) を削除します。

1> sp_dropserver OSYB_BACKUPO
2> go 

Server dropped. 
(return status = 0)

13 次のコマンドを入力して、 新しいバッ クアップサーバーのエン ト リー ( この

例では、 「bluestone_back」 とい う名前のサーバー ) を追加します。

1> sp_addserver OSYB_BACKUPO, null, Obluestone_backO
2> go 

Adding server ‘SYB_BACKUP’, physical name ‘bluestone_back’ 
Server added. 
(return status = 0) 

Windows システムでのバックアップサーバーの作成

Sybase をインス トールする と、 デフォルトでバッ クアップサーバーが作成され

ます。 別の名前のバッ クアップサーバーを作成する場合は、 Sybase Server 
Config ユーティ リ ティ を使用します。 

バッ クアップサーバーを作成するには、 以下の手順に従います。

1 管理者権限のあるアカウン トでシステムにログオンします。 

2 タスクバー上の [ スタート ] ボタンをク リ ッ ク し、 [ プログラム ]、 [Sybase]、
[ServerConfig] の順に選択します。 [Sybase サーバーの設定 ] ダイアログ

ボッ クスが開きます。 

3 [ 製品 ] 列で [ バックアップサーバー ] を選択します。

4 [ バックアップサーバーの作成 ] をク リ ッ ク します。 [ バッ クアップサーバー ] ダ
イアログボッ クスが開きます。

5 [ 続行 ] をク リ ッ ク して、 デフォルト を採用します。 [ バッ クアップサーバー

のオプシ ョ ン ] ダイアログボッ クスが開きます。 

6 [ 続行 ] をク リ ッ ク して、 デフォルト値を採用します。 ただし、 接続を追加す

る必要がある場合は、 以下を実行します。

a [ ネッ トワークアドレス ] をク リ ッ ク して、 [ ネッ ト ワーク接続 ] ダイアロ

グボッ クスを表示します。
68 第 3 章



b [ 追加 ] をク リ ッ ク して、 [ 接続入力 ] ダイアログボッ クスを表示します。 

c 適切な情報を入力し、 [OK] をク リ ッ ク します。

d [ ネッ ト ワーク接続 ] ダイアログボッ クスの [OK] をク リ ッ ク します。

7 [ 続行 ] をク リ ッ ク します。 [ 新規バッ クアップサーバーの完了 ] ウ ィ ンド ウ

が開き、 FINISHED! メ ッセージが表示されます。 

8 [ 続行 ] をク リ ッ ク します。 

9 [Sybase サーバーの設定 ] ダイアログボッ クスの [ 終了 ] をク リ ッ ク します。

Sybase SQL Server のバックアップ

Sybase SQL Server をバッ クアップするには、 以下を実行します。

• バッ クアップサーバーの起動 (69 ページの 「UNIX システムでのバッ クアッ

プサーバーの起動」 または 70 ページの 「Windows システムでのバッ クアッ

プサーバーの起動」 を参照 )。

• ダンプデバイスの作成 (70 ページの 「ダンプデバイスの作成」 を参照 )。

• データベースのダンプ (72 ページの 「データベースのダンプ」 を参照 )。

• データベースのロード (74 ページの 「データベースのロード」 を参照 )。

• バッ クアップサーバーのシャ ッ ト ダウン (75 ページの 「バッ クアップサー

バーのシャ ッ ト ダウン」 を参照 )。

この項で説明するよ うに、 サーバーは手動でバッ クアップできますが、 バッ ク
アップサーバーの起動、 ダンプデバイスの作成、 データベースのダンプ、 および
バッ クアップサーバーのシャ ッ ト ダウンを実行するスク リプ ト を作成するこ と も
できます。 バッ クアップスク リプ ト作成の詳細は、 76 ページの 「スク リプ ト を

使用した Sybase SQL Server のバッ クアップ」 を参照して ください。

UNIX システムでのバックアップサーバーの起動

バッ クアップサーバーを起動するには、 以下の手順に従います。

1 Sybase の管理者と してシステムにログオンします。

2 ターミナルウ ィンド ウを開きます。

3 $SYBASE 変数が、 Sybase をインス トールしたディ レク ト リ を指している

こ とを確認します。
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4 次のコマンドを入力して、 バッ クアップサーバーを起動します。

startserver -f パス /サーバー名 

この例で、 パスはバッ クアップサーバーの位置を示す完全修飾の SYBASE
パスで、 サーバーはバッ クアップサーバーの名前です。 SQL Server のデ

フォルトのサーバー名は SYB_BACKUP です。

Windows システムでのバックアップサーバーの起動

バッ クアップサーバーを起動するには、 以下の手順に従います。

1 管理者権限のあるアカウン トでシステムにログオンします。

2 Windows のタスクバー上の [ スタート ] ボタンをク リ ッ ク し、 [ 設定 ]、 [ コ

ン ト ロール パネル ] の順に選択します。 

3 [ 管理 ツール ] アイコンをダブルク リ ッ ク します。

4 [ サービス ] アイコンをダブルク リ ッ ク します。

5 [ サービス ] 一覧から、 Syabse バッ クアップサーバーを選択します。
(Sybase BCKserver_hostname _BS). 

この例で、 hostname はバッ クアップサーバーが稼動しているシステムの名

前です。

6 [ 開始 ] をク リ ッ ク します。

バッ クアップサーバーの起動中であるこ とを示すメ ッセージが表示されま
す。 サーバーが起動される と、 [ ステータス ] 列の Sybase バッ クアップサー

バーの横に [ 開始 ] と表示されます。

7 [ サービス ] ウ ィンド ウ と [ コン ト ロールパネル ] ウ ィンド ウを閉じます。 

ダンプデバイスの作成

ダンプデバイスを作成するには、 以下のよ うに sp_addumpdevice コマンドを使

用します。
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sp_addumpdevice OdevicetypeO, devicename, OphysicalnameO, size: 

テープへのダンプデバイスを作成する場合、 テープデバイスは非巻き戻しデバイ
スでなければならず、 sp_addumpdevice コマンドで size パラ メータを使用する

必要があ り ます。 

ディ スクへのダンプデバイスを作成する場合は、 sp_addumpdevice コマンドで

size パラ メータを省略します。 省略しない場合は、 警告メ ッセージが表示されま

す。 ただし、 その場合でもデバイスは作成されます。

また、 Windows では、 Sybase Central を使用しても、 ディ スクへのダンプデバ

イスを作成するこ とができます。 Sybase Central を起動するには、 Windows タ

スクバー上の [ スタート ] ボタンをク リ ッ ク し、 [ プログラム ]、 [Sybase]、
Sybase Central] の順に選択します。

例 : テープへのダンプデバイスの作成

この項の例では、 UNIX システムと Windows システムそれぞれについて、 テー

プへのダンプデバイスを作成する方法を示します。 どちらの例でも、 データベー

スのサイズと して 200MB が指定され、 実際のデータベースサイズよ り も多少大

き くなっています。

• UNIX の場合 : 

isql -Usa -P
1> sp_addumpdevice “tape”, tapedump, “/dev/rmt/0mn”, 200 
2> go 

• Windows の場合 : 

isql -Usa -P
1> sp_addumpdevice OtapeO, tapedump, O\\.\tape0O, 200
2> go 

こ こで、 devicetype ダンプするデバイスのタイプです。 二重引用符で
囲みます。 有効な値は 「tape」 と 「disk」 です。

devicename デバイスの名前です。

physicalname デバイスの物理名です。 二重引用符で囲みます。

size デバイスのサイズを指定します。
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例 : ディスクへのダンプデバイスの作成

次の例では、 UNIX システムと Windows システムそれぞれについて、 ディ スク

へのダンプデバイスを作成する方法を示します。

• UNIX の場合 :

isql -Usa -P
1> sp_addumpdevice OdiskO, diskdump,
“/export/home/diskdump.dat” 

2> go 

• Windows の場合 :

isql -Usa -P
1> sp_addumpdevice OdiskO, diskdump, OC:\HOME\diskdump.datO
2> go 

データベースのダンプ

データベースのバッ クアップには、 dump database コマンドを使用します。 
アップグレード時に何らかの問題が検出された場合に、 このダンプを使用して復
元を行う必要があ り ます。 

dump database コマンドには 2 種類のフォーマッ トがあ り、 それぞれ次の機能

があ り ます。

• あらかじめ作成しておいたダンプデバイスにデータをダンプできます。

• 二重引用符で囲んで完全修飾のパス名を指定したファ イルにデータをダンプ
できます。 

デバイスへのデータベースのダンプ

あらかじめ作成しておいたダンプデバイスにデータベースをダンプできます ( ダ
ンプデバイスの作成については、 70 ページの 「ダンプデバイスの作成」 を参照

して ください )。

必ず、 既存のサーバー上にあるすべてのデータベース ( マスター、 dpipe_db、

および sybsystemprocs) を個々にダンプして ください。
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UNIX システムまたは Windows システム上でダンプデバイスにデータベースを

ダンプするには、 次のコマンドを使用します。 このデバイスは、

SYBASE(Windows の場合は %SYBASE%) ディ レク ト リの指定した位置に表示

されます。

isql -Usa -P
1> dump database db_name to devicename with init 
2> go 

この例では、 db_name に master、 dpipe_db、 および sybsystemprocs を使

用して、 それぞれのデータベースをダンプします。 

次の例では、 あらかじめ定義しておいたダンプデバイス ( テープまたはディ スク )
へデータベースをダンプするために入力するコマンドを示します。

• テープ :

isql -Usa -P
1> dump database dpipe_db to tapedump with init 
2> go 

• ディ スク :

1> dump database dpipe_db to diskdump with init 
2> go 

ファイルへのデータベースのダンプ

ファ イルにデータベースをダンプできます。 完全修飾されたファイル名 ( ダンプ

ファ イル名とディ レク ト リパス ) を二重引用符で囲みます。

以下のいずれかを実行します。

• UNIX の場合 :

isql -Usa -P
1>dump database db_name to “/path/dumpfile” 
2> go 

• Windows の場合 :

initパラ メータを使用するこ とをお勧めします。 このパラ メータを使用するこ

とで、 宛先のダンプデバイス (devicename) 上にある既存のデータに上書きされ

ます。
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isql -Usa -P
1> dump database db_name to O\path\dumpfileO
2> go 

次の例では、 UNIX システムおよび Windows システムで、 master、

sybsystemprocs、 および dpipe_dbの各データベースをバッ クアップするコ

マンドス ト リームを示します。

• UNIX の場合 :

isql -Usa -P 
1> dump database master to
“/apps/syb_dumps/hostA_master_dump.dat” 
2> go 

1> dump database sybsystemprocs to 
“/apps/syb_dumps/hostA_procs_dump.dat” 
2> go 

1> dump database dpipe_db to
“/apps/syb_dumps/hostA_dpipe_db_dump.dat” 
2> go 

• Windows の場合 :

isql -Usa -P
1> dump database master to Oc:\sybdump\mastdmp.datO
2> go 

1> dump database sybsystemprocs to Oc:\sybdump\procdmp.datO
2> go 

1> dump database dpipe_db to Oc:\sybdump\dpipedmp.datO 
2> go 

データベースのロード

この項では、 あらかじめ定義しておいたダンプデバイス ( テープまたはディ スク )
からデータベースをロードおよびリ ス ト アする方法の例を示します。
74 第 3 章



次の例では、 テープまたはディ スクからデータベースをロードする方法を示しま
す。

• テープ :

isql -Usa -P
1> load database dpipe_db from tapedump
2> go 

この例で、 tapedump はテープデバイスです。

• ディ スク :

1> load database dpipe_db from diskdump
2> go 

この例で、 diskdump はダンプデバイスです。

次の例では、 データベースのリ ス ト ア方法を示します。

1> online database dpipe_db
2> go 

バックアップサーバーのシャッ トダウン

バッ クアップサーバーをシャ ッ ト ダウンするには、 以下の手順に従います。

1 次のコマンドを入力して、 システム管理者権限のあるアカウン トで Sybase 
SQL Server にログオンします。

isql -Usa -Ppassword 

2 次のコマンドを入力して、 指定したバッ クアップサーバーをシャ ッ ト ダウン
します。

1> shutdown SYB_BACKUP
2> go 

shutdown コマンドを使用してバッ クアップサーバーを停止する場合、 その

バッ クアップサーバーに対して sysservers テーブルに示されている

svrname を指定します。 SQL Server のデフォルトの svrname は

SYB_BACKUP です。 

代わりに、 以下の方法で Windows システム上のバッ クアップサーバーをシャ ッ

ト ダウンするこ とができます。

1 管理者権限のあるアカウン トでシステムにログオンします。
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2 Windows のタスクバー上の [ スタート ] ボタンをク リ ッ ク し、 [ 設定 ]、 [ コ
ン ト ロール パネル ] の順に選択します。 

3 [ 管理 ツール ] アイコンをダブルク リ ッ ク します。

4 [ サービス ] アイコンをダブルク リ ッ ク します。

5 [ サービス ] 一覧から、 Syabse バッ クアップサーバーを選択します。
(Sybase BCKserver_hostname _BS).

6 [ 停止 ] ボタンをク リ ッ ク します。

スクリプ ト を使用した Sybase SQL Server のバックアップ

データベースをバッ クアップするためのスク リプ ト を作成するこ とができます。 
作成したスク リプ トは、 UNIX 用の cron コマンドや Windows 用の AT コマン

ドなど、 スケジューラプログラムを使用して、 定期的に実行するよ う スケジュー
ルを設定できます ( バッ クアップからデータベースをロードする方法の詳細は、

74 ページの 「データベースのロード」 を参照して ください )。 

バックアップスクリプ トの前提条件

スク リプ トのスケジュール設定を実行する前に、 以下の点について決定しておく
必要があ り ます。

1 master や sybsystemprocs といった小さなデータベースを、 テープデバ

イスではなく ファ イルシステムにバッ クアップするかど うかを決定します。 

UNIX システムで固定ディ スクファ イルを定義するかど うかに応じて、 各

データベースに対して手順 a または手順 b を実行します。

a sp_addumpdevice コマンドを使用して固定ディ スクファ イルを定義す

る場合は、 以下を実行します。

– 新しい setenv 行を追加して、 変数名と、 ディ スクファ イルを使用

する既存の Sybase ダンプデバイスを定義します。 たとえば、 次のよ

うに入力します。

setenv MASTER_DEVICE masterdump 

– 対応する dump コマンドの ${TAPE_DEVICE} を新しい変数名に

変更します。 たとえば、 次のよ うに入力します。 

この項のコマンドおよび例は、 UNIX システムのみに適用されます。
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dump database master to ${MASTER_DEVICE} file= 
"master.dmp" with init

b 実行時に固定ディ スクファ イルを定義する場合は、 以下を実行します。

– 対応する dump コマンドの ${TAPE_DEVICE} をフルパス名に変

更します。 たとえば、 次のよ うに入力します。 

dump database master to '/Full_Pathname/OVPI_Backups/
master.dmp' with init 

どのインスタンスでも複数のバッ クアップコピーを使用できるよ う
にしたければ、 次の構文を使用し、 date-designation 付きのファ イ

ルを作成できます。

dump database master to '/Full_Pathname/OVPI_Backups/
master_`date +%y%m%d%H%M`.dmp' with init 

– file=で始ま り、 二重引用符 (") で終わるセグメン ト を対応する

dump コマンドから削除します。 

2 error.log を作成するために、 スク リプ トの $SYBASE/install ディ レク ト

リに適切なアクセス権限があるこ とを確認します。

3 スク リプ トのログファ イル $SYBASE/$SYBASE_ASE/installerror.log
を定期的に確認し、 特定のデータベースに対して発生が懸念されるエラー状
況を突き止めます。

4 バッ クアップスク リプ ト を実行する前に、 バッ クアップサーバーが存在し、
動作しているこ とを確認します。 詳細は、 64 ページの 「UNIX システムでの

バッ クアップサーバーの作成」 を参照して ください。 

バックアップスクリプ トの作成

テキス トエディ タを使用してバッ クアップスク リプ ト を作成します。 

マスターデータベースの dump コマンドを変更する場合は、 with init パラ

メータを保持しておく こ とが重要です。

テープボ リ ューム内のすべてのデータベース結果が変更になった場合、 変更処
理が終了するまでシステムは待機状態になり ます。

次のスク リプ トでかぎカッ コ (< >) で囲まれているパラ メータは、 かぎカッ コ内

に示されている必要情報に置き換えてください。 bin/isql 行の引数はすべて 1
行に指定します。
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次の文は、 UNIX システムの場合のスク リプ トの内容を示したものです。 

#/bin/csh -f 
# 
# OVPIおよび Sybaseデータベースをバックアップする (つまりダンプする )た

めのスクリプト  
#

setenv DPIPE_HOME <OVPI-Directory>
setenv TAPE_DEVICE <Sybase-Name-of-Tape-Device>

# Setup correct OVPI environment. 
# 
source $DPIPE_HOME/data/Cshrc 

# Log data to Sybase log file. 
# 
echo -n "Starting Sybase/OVPI backup on " | tee -a $SYBASE/
$SYBASE_ASE/install/error.log
date | tee -a $SYBASE/$SYBASE_ASE/install/error.log

# Start isql session to perform the backups
# 
$SYBASE/$SYBASE_OCS/bin/bin/isql -Usa -P << EOFEOF | tee -a $SYBASE/
$SYBASE_ASE/install/error.log
checkpoint 
go 
dump database master to ${TAPE_DEVICE} file="master.dmp" with init
go 
dump database sybsystemprocs to ${TAPE_DEVICE} 
file="sybsystemprocs.dmp"
go 
dump database dpipe_db to ${TAPE_DEVICE} file="db_dpipe.dmp"
go 
quit 
EOFEOF
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echo -n "Completed Sybase/OVPI backup on " | tee -a $SYBASE/
$SYBASE_ASE/install/error.log
date | tee -a $SYBASE/$SYBASE_ASE/install/error.log
echo " O | tee -a $SYBASE/$SYBASE_ASE/install/error.log

exit 

バックアップスクリプ トの実行

バッ クアップスク リプ ト (BackupOVPIDB.csh) を実行する前に、 以下を実行し

ます。

1 適切な実行権限を設定します。 通常は 755 です。

2 スク リプ ト を $DPIPE_HOME/scriptsディ レク ト リに置きます。

3 cron などのスケジューラプログラムを使用する場合は、 そのプログラムが

$DPIPE_HOME を認識するために必要な環境であ り、 このディ レク ト リにア

クセスする権限があるこ とを確認します。

不定期に実行する管理作業

不定期に実行する必要のある管理作業を以下に示します。

• システムおよびデータベースのバッ クアップ

以下の時点で、 インス トールされている OVPI とデータベースの両方をバッ

クアップする必要があ り ます。

• OVPI を初めてインス トールした後。

OVPI を初めてインス トールした後に、 システムとデータベースの完全

なバッ クアップを実行するこ とが重要です。

• インス トールされているソフ ト ウェアに大規模な変更を加えたと きの、
前と後。

たとえば、 OVPI と レポートパッ クを初めてインス トールした後に、 追

加のレポートパッ クをインス トールする場合は、 レポートパッ クをイン
ス トールする前と、 した後に、 システムとデータベースをバッ クアップ
して ください。
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• 詳細は、 80 ページの 「システムのバッ クアップ」 および 63 ページの

「Oracle データベースのバッ クアップ」 または 63 ページの 「Sybase データ

ベースのバッ クアップ」 を参照して ください。

• OVPI のプロセスの開始および停止

• OVPI Sybase データベースの再配置

• プロキシサーバーのセッ ト アップ

システムのバックアップ

ファ イルシステムのバッ クアップを通常使用する手順で実行してください。

OVPI のプロセスの開始および停止

OVPI には以下のプロセスがあ り ます。 

• OVPI HTTP Server

このプロセスは、 OVPI データベースへの OVPI ク ラ イアン トによるアクセ

スを制御します。 Web アクセスサーバー、 レポート ビューア、 レポート ビル

ダの各アプリ ケーシ ョ ンを正し く動作させるには、 このプロセスがシステム
上で常に稼動している必要があ り ます。

OVPI のインス トール時に Web アクセスサーバーをインス トールした場合

( つま り、 Web アクセスサーバーのオプシ ョ ンを選択した場合 ) は、 Web ア

クセスサーバーを使用して OVPI HTTP Server プロセスの設定を変更でき

ます。 それらの設定と して、 ポート番号、 レルム、 ログファ イルパス、 ロギ
ング、 デバッグ、 ゲート ウェイパッチ機能、 タイムアウ ト値、 認証方法、 お
よびアカウン ト ID があ り ます。 詳細は、 557 ページの 「Web アクセスサー

バー設定の変更」 を参照して ください。

• OVPI Timer

このプロセスは、 trendtimer.sched ファ イルの内容を処理するこ とで、

特定の時点で、 または定期的な間隔で実行される必要のある他の OVPI アプ

リ ケーシ ョ ンを起動します。

trendtimer コマンドの詳細については、 『HP OpenView Performance 
Insight Reference Guide』 を参照して ください。 
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Windows でのプロセスの開始および停止

OVPI をインス トールしたと き、 OVPI HTTP Server と OVPI Timer はサービ

ス と して自動的に開始するよ う設定されます。 これらが何らかの理由で自動的に

開始しなかった場合や停止た場合は、 手動で開始する必要があ り ます。

サービスのステータスの確認

Windows においてサービスの開始を試みる場合は、 その前に以下を実行するこ

とで、 そのサービスが稼動しているかど うかを確かめてください。

サービスのステータスを確認するには、 以下の手順に従います。

1 Windows のデスク ト ップで [ スタート ] ボタンをク リ ッ ク し、 [ 設定 ]、 [ コ

ン ト ロール パネル ] の順に選択します。 [ コン ト ロール パネル ] ウ ィンド ウが

開きます。

2 [ 管理 ツール ] をダブルク リ ッ ク し、 次に [ サービス ] をダブルク リ ッ ク しま

す。 [ サービス ] ウ ィ ンド ウが開きます。

3 以下のサービスについて、 状態が [ 開始 ] であ り、 かつスタート アップの種

類が [ 自動 ] であ り、 それぞれウ ィンド ウに表示されているこ とを確認しま

す。

OVPI HTTP Server 

OVPI Timer

サービスの停止と、 サービスを自動的に開始するための設定の詳細は、 81 
ページの 「サービスの開始」 を参照して ください。

4 [ サービス ]、 [ 管理ツール ]、 [ コン ト ロール パネル ] の各ウ ィンド ウの右上

隅にある をク リ ッ ク して、 それらのウ ィンド ウを閉じます。 

サービスの開始

通常、 Windows ではサービスがインス トールされた場合、 それらのサービスは

システムが再起動されるたびに自動的に開始されます。 しかし場合によっては、

サービスを手動で開始または停止しなければならない場合があ り ます。 

サービスの開始または停止は、 それらのサービスがインス トールされているシス
テムから実行する必要があ り ます。 コン ト ロールパネルから、 サービスを開始ま

たは停止できます。 あるいは、 Windows エクスプローラまたはコマンドプロン

プ ト ウ ィンド ウから、 OVPI HTTP Server サービスを開始するこ と もできます。
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コン ト ロールパネルの使用

コン ト ロールパネルを使用してサービスを開始または停止するには、 以下の手順
に従います。

1 Windows のデスク ト ップで [ スタート ] ボタンをク リ ッ ク し、 [ 設定 ]、 [ コ

ン ト ロール パネル ] の順に選択します。 [ コン ト ロール パネル ] ウ ィンド ウが

開きます。

2 [ 管理 ツール ] をダブルク リ ッ ク し、 次に [ サービス ] をダブルク リ ッ ク しま

す。 [ サービス ] ウ ィ ンド ウが開きます。

3 サービス (OVPI HTTP Server または OVPI Timer) を右ク リ ッ ク します。

4 シ ョート カッ ト メニューから [ 開始 ] または [ 停止 ] を選択します。 [ 状態 ] 列
に、 選択したサービスが正常に開始または停止したかど うかが示されます。

UNIX でのプロセスの開始および停止

OVPI をインス トールしたと き、 OVPI HTTP Server と OVPI Timer は、 デ

フォルトではデーモンと して自動的に開始するよ う設定されます。 デーモンサー
ビスはシステムが再起動されるたびに自動的に開始されます。 しかし場合によっ

ては、 サービスを手動で開始または停止しなければならない場合があ り ます。

デーモンの開始は、 それらのデーモンがインス トールされているシステムから実
行する必要があ り ます。

デーモンを開始するには、 以下の手順に従います。

1 アプ リ ケーシ ョ ンがインス トールされているシステムで新しいシェルを開き
ます。

2 root と してログオンします。

3 以下のいずれかのコマンドを入力して OVPI HTTP Server プロセスを開始

します。 

• HP-UX の場合 :

/sbin/init.d/ovpi_httpd start

• Linax の場合 :

/etc/init.d/ovpi_httpd start

• Solaris の場合 :
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/etc/init.d/ovpi_httpd start

4 以下のいずれかのコマンドを入力して OVPI Timer プロセスを開始します。 

• HP-UX の場合 :

/sbin/init.d/ovpi_timer start

• Linax の場合 :

/etc/init.d/ovpi_timer start

• Solaris の場合 :

/etc/init.d/ovpi_timer start

OVPI Sybase データベースの再配置

OVPI Sybase データベースをあるホス トから別のホス トに移動する場合、 HP
ではホス ト A( ソースホス ト ) とホス ト B( ターゲッ ト ホス ト ) の両方で Sybase
バッ クアップサーバーを作成および使用するこ とをお勧めします。

OVPI データベースを再配置するには、 以下の手順に従います。

1 ホス ト A に Sybase バッ クアップサーバーを作成します。

• Windows では、 バッ クアップサーバーは、 Sybase インス トール時に自

動的に作成されます。

• UNIX では、 バッ クアップサーバーをインス トールする場合に srvbuild
ユーティ リ テ ィ を使用しなければなり ません。

2 Sybase SQL サーバーとバッ クアップの Sybase サーバーがホス ト A で実行

しているこ とを確認します。

3 ホス ト B に OVPI をインス トールします。

4 ホス ト B で、 自動データベースが自動的に動作しないよ う trendtimer をオ

フにします。

コマンド行で start の部分を stop に置き換えるこ とで、 デーモンを手動で停

止させるこ とができます。

この手順の残りのステップを完了するには、 ホス ト B のデータベースのサイズ

がホス ト A のデータベースのサイズと同等以上である必要があ り ます。
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5 ホス ト B に Sybase バッ クアップサーバーをインス トールします。 Sybase
サーバーとバッ クアップの Sybase サーバーがホス ト B で実行しているこ と

を確認します。

6 ホス ト A で trendtimer をオフにします。

7 収集が完了するまで待ちます。 

8 データベースを利用可能なディ スクファ イルにダンプします。 ダンプファ イ

ルを作成するために利用可能なディ スクスペースがあるこ とを確認します。 
たとえば、 isql セッシ ョ ンを起動し、 次のコマンドを入力するこ とで、 最新

のバッ クアップを取得できます。

isql -Usa -P
1> dump database dpipe_db to 'path-to-diskspace'
2> go 

9 以下のいずれかを実行します。

• ホス ト B にエクスポートするために、 ホス ト A の fullpath-to-dumpfile
ファ イルシステムをマウン ト します。

• ダンプしたデータベースファ イルを一時保存しておくためのディ スク リ
ソースがホス ト B にあるかど うかに応じて、 作成したファ イルのホス ト

B への FTP を実行します。

10 isql セッシ ョ ンを起動して、 バッ クアップをホス ト B にロード します。 たと

えば、 次のよ うに入力します。

isql -Usa -P
1> load database dpipe_db from 'fullpath-to-dumpfile'
2> go 

1> online database dpipe_dp
2> go

11 バッ クアップのロードが終了したら、 ホス ト B にファイルを取得するために

選択した方法に応じて、 ホス ト B にあるホス ト A の fullpath-to-dumpfile ファ

イルシステムをディ スマウン トするか、 またはホス ト B の

fullpath-to-dumpfile を削除します。

ホス ト B のデータベースが完全であるこ とを確認したら、 ホス ト B で

trendtimer をオンにできます。
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OVPI データベースの再配置の確認

データベースの再配置を完了した後、 ホス ト B で以下の項目を必ず確認してく

ださい。

• ポーリ ング要求

ポーリ ングポ リシーマネージャを使用して、 新しいホス トでデータをポーリ
ングするよ う各ポーリ ング要求を変更する必要があ り ます。 ポーリ ング要求

の中でどのシステムでデータをポーリ ングする必要があるかを変更する方法
の詳細は、 第 8 章 「ポーリ ングポ リシーの管理」 を参照して ください。 ポー

リ ングされるシステムを変更したら、 ping コマンドを使用して変更を確認

できます。

• ovpiおよびその他のすべてのユーザーの環境変数 

以下のファ イルが ( 新規インス トールまたは編集によって ) 変更されて、 特

に DISPLAY および DSQUERY について新しい設定になったこ とを確か

めます。

$DPIPE_HOME/data/Cshrc 

$DPIPE_HOME/data/Profile 

• データベースのリ ビジ ョ ン

ホス ト B について新しい Sybase 環境変数値となるよ う、 すべてのエン ト

リーについて、 tl_groups テーブルの dsquery 列を変更する必要があ り ま

す。 この作業は以下の isql コマンドを使用して実行できます。

isql -Udsi_dpipe -Pdsi_dpipe
1> update tl_groups set dsquery = Sybase-DSQUERY-value,
2> data_db = Sybase-DSQUERY-value
3> go 

• レポートパッ ク

レポートパッ クについて、 必ず以下を実行します。

• レポートパッ クを [ パッケージマネージャ ] を使用してインス トールし

た場合や、 レポート を追加した場合は、 以下のファイルとディ レク ト リ
をホス ト A からホス ト B にコピーします。
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$DPIPE_HOME/data/print.*ファイル 
$DPIPE_HOME/data/*.infoファイル 
$DPIPE_HOME/reportsディ レクト リ  
$DPIPE_HOME/scriptsディ レクト リ  

• カスタムレポート ファ イル (.qss、 .qgr、 または .gos) がホス ト A の

いずれかのディ レク ト リに存在する場合は、 必ずそれらをホス ト B にコ

ピーします。

— カスタムスク リプ トがいずれかのホス ト A のディ レク ト リに存在す

る場合は、 必ずそれらをホス ト B にコピーします。

— ホス ト B の trendtimer.sched ファ イルを編集して、 ホス ト A の

trendtimer.sched ファ イルの時間およびエン ト リーと同じにな

るよ うにします。 特に、 パッケージの trend_proc -f xxx.pro に

関する行と、 カスタムレポート またはカスタムスク リプ トに関する
行について、 この作業を行います。

— 分散型構成のみ : trendcopy を使用してデータをサテライ トサーバー

からセン ト ラルサーバーにコピーする場合は、 新しいホス ト名が反
映されるよ う、 各レポートパッ クの該当する .pro ファ イルを変更す

る必要があ り ます。

HTTP プロキシまたはポータル環境での OVPI のセッ トアップ

OVPI の Web アクセスサーバーコンポーネン ト と実際のサーバーとの間に

HTTP プロキシサーバーが存在する場合は、 OVPI をインス トールした後に、

OVPI の Web アクセスサーバーコンポーネン トへの適切な認証を設定しなけれ

ばならない場合があ り ます。 どの種類の認証が最適かを判断するには、 使用して

いるプロキシサーバーのユーザー名の変換機能を知る必要があ り ます。 

理想的には、 以下のいずれかを実行できるプロキシサーバーを使用するこ とが最
適です。

• 着信プロキシまたは着信ポータルのユーザー名を受け取り、 いずれかを適切
な HTTP ヘッダエンコードを使用して、 パスワード と と もに OVPI に直接

渡す。
86 第 3 章



• 何らかの変換手法で、 着信名を OVPI アカウン ト名に変換する。 

HTTP ベースのアプリ ケーシ ョ ンは、 パケッ ト を生成する と きに HTTP ヘッダ

を作成します。 ( たとえば HTTP ヘッダの作成を下位層に依存しているためなど

の理由で、 ) ユーザー名とパスワードをヘッダの中で指定できる機能がプロキシ

サーバーにない場合、 そのプロキシサーバーは、 igeorgesのよ うなプロキシ

ユーザー名を受け取り、 HTTP 1.1 の基本認証を使用してそれを変換しさ らにク

リ アテキス トで OVPI の Web アクセスサーバーコンポーネン トに渡すこ とがで

きない場合があ り ます。 したがって、 Tomcat に頼って自身の HTTP ヘッダを作

成する Service Information Portal (SIP) と統合する必要がある場合は、 HTTP
の基本認証を使用できません。 この目的のために、 OVPI にはユーザー名とパス

ワードを OVPI に渡すための他の認証方法があ り ます。 それらのオプシ ョ ンを以

下に示します。

• [HTTP 基本 ]: この方法では、 自分のユーザーアカウン トのユーザー名とパ

スワードを指定して、 Web アクセスサーバーにログオンする必要があ り ま

す。

• [URL]: この方法では、 URL を使用してレポート を表示する と きにユーザー

名を入力する必要があ り ます。

ポータルとプロキシを区別して扱う とわかりやすくな り ます。 プロキシは、 ト ラ

フ ィ ッ クを強制的に処理し、 ロギングの可能性によって、 HTTP ト ラフ ィ ッ ク

をあるシステムから別のシステムに、 渡します ( 主にセキュ リ ティの区分化 )。 
ポータルは、 よ り広範な目的を持ったアプリ ケーシ ョ ン統合と して機能し、 数
多くの付加的な機能を提供します。
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• [ なし ]: この方法では認証は必要あ り ません。

Web アクセスサーバーに対する認証をセッ ト アップするには、 以下の手順に従

います。

1 お使いの Web ブラウザを起動します。

2 ブラウザの [ アドレス ] または [ 場所 ] フ ィールドに以下の URL を入力し、

Enter キーを押します。 

http://server_name.organization.type:port_number

server_nameは、 Web アクセスサーバーの名前です。

organizationは、 ユーザーの組織の名前です。

typeは、 ド メ インの種類 ( たとえば com、 org、 net) です。

port_numberは、 デフォルトの Web アクセスサーバーのポート番号です。

[ ログイン ] ページが開きます。

3 [ ログオン ] をク リ ッ ク します。 

[ ネッ ト ワーク  パスワードの入力 ] ダイアログボッ クスが開きます。

4 管理者のユーザー名とパスワードを入力し [OK] をク リ ッ ク します

HTTP の基本認証と URL 認証を同時には使用できません。 たとえば、 Network 
Operations Center 内のユーザーに対して、 各自の Web ブラウザを Network 
Node Manager (NNM) から起動できるよ うにし、 ログオンせずに OVPI に接続

できるよ うにしたいと仮定します。 ただし、 他のすべてのユーザーアカウン ト
に対しては標準の OVPI セキュ リ ティのままでよいと仮定します。 

この事例のための設定をするには、 2 つの Web アクセスサーバーシステムを使

用します。 一方のサーバーを [HTTP 基本 ] の認証オプシ ョ ンで実行し、 他方の

サーバーを [ なし ] の認証オプシ ョ ンで実行するこ とができます。 この場合、

OVPI の管理者は 2 つ目の Web アクセスサーバーにレポート を再配布する必要

があ り ます。 この作業は deploytool ユーティ リ ティ を使用して実行できます。 
このユーティ リ ティの使用についての詳細は、 『HP OpenView Performance 
Insight Reference Guide』 を参照して ください。

Web アクセスサーバーがポート 80 を使用している場合は、 ポート番号を入力

する必要はあ り ません。
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OVPI は、 インス トール時に、 trendadm というデフォルトの管理者アカウ

ン ト を作成します。 このアカウン ト を使用するか、 または、 管理者権限を持

つ別のアカウン トがあればそれを使用します。

Web アクセスサーバーが開きます。

5 リ ンクバーから、 [ 管理 ] を選択します。 [ 管理 ] ページが開きます。

6 [ 管理 ] ツリ ーで、 [ サービスの構成 ] を展開し、 次に [Web アクセス サーバー ]
をク リ ッ ク します。 [Web アクセスサーバーの設定 ] ページが開きます。 

7 [ レルム ] ボッ クスに、 サーバーのレルム名を入力します。 最大 50 文字で

す。 

レルムとは、 Web アプ リ ケーシ ョ ン ( 複数もあ り う る ) の有効なユーザーを

識別するユーザー名とパスワードのデータベースであ り、 有効な各ユーザー
に関連付けられた役割の列挙リ ス ト を提供します。 役割は UNIX オペレー

ティングシステムのグループに似ています。 なぜなら、 関連付けられたユー
ザー名のリ ス ト を列挙するのではなく、 特定の Web アプ リ ケーシ ョ ン リ

ソースへのアクセスが、 特定の役割を所有しているすべてのユーザーに許可
されるからです。 ある特定の 1 ユーザーについて、 任意の個数の役割をその

ユーザー名に関連付けるこ とができます。 通常は、 ポータル管理の要求に応

答してレルム値を変更するだけで済みます。 

レルム名はユーザーを認証するために使用します。 ユーザーのログオン情報

( ユーザー名とパスワード ) は、 割り当てられたレルムに対してのみ機能し

ます。 Web アクセスサーバーの前にプロキシサーバーを使用している場合

は、 レルム名を変更する必要があ り ます。 

たとえば、 プロキシサーバーのレルム名が realm1 であ り、 Web アクセス

サーバーのレルム名が tw-app である場合、 ユーザーは 2 回ログオンする必

要があ り ます。 Web アクセスサーバーのレルム名を realm1 に変更すれば、

ユーザーは 1 回のログオンですみます。

レルム名は、 Web アクセスサーバーで [ ログオン ] ボタンをク リ ッ ク した後

の [ ネッ ト ワーク  パスワードの入力 ] ダイアログボッ クスに表示されます。

8 [Web サイ トのドキュ メン トルート ] ボッ クスに、 ホームページのディ レク

ト リ階層を再配置するディ レク ト リ を入力します。 これによ り、 Web アクセ

スサーバーのコンポーネン トが配置される URL が変更されます。
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Web サイ トのドキュ メン トルートは、 OVPI の URL 階層の最上位になって

います。 デフォルトでは、 階層は /( ルート ) です。 つま り、 OVPI すべての

コンポーネン トが Web アクセスサーバーのルート レベルに配置されます。

このオプシ ョ ンは、 プロキシサーバーが存在し、 OVPI がプロキシ内のコン

ポーネン トのうちの 1 つである環境において役に立ちます。 つま り、 統合さ

れたすべてのアプリ ケーシ ョ ンで一意の合理的なドキュ メン トルートが必ず
使用されるよ う、 URL を変更できます。 

複数のユーザーアプリ ケーシ ョ ンがあ り、 その 1 つが OVPI である場合は、

この URL を /ovpi に変更できます。 たとえば、 デフォルトの URL を

http://hostname/reports/home から以下の URL に変更します。

http://hostname/ovpi/reports/home

9 [ 認証方法 ] の矢印をク リ ッ ク し、 以下のいずれかを選択します。

• [HTTP 基本 ]。 この方法では、 [ ネッ ト ワーク  パスワードの入力 ] ダイア

ログボッ クスにユーザーアカウン トのユーザー名とパスワードを入力し
て、 にログオンする必要があ り ます。 ブラウザは、 ユーザー入力を受け

付ける と、 その情報を、 そのサーバーへのセッシ ョ ンに対する以降のす
べての HTTP ヘッダに追加します。 ユーザー名とパスワードは Base64
でエンコード されます。

• [URL]。 この方法では、 URL を使用してレポート を表示する と きにユー

ザー名を入力する必要があ り ます。 

このオプシ ョ ンは、 ユーザー名を HTTP ヘッダの中でエンコードする能

力を持たないアプリ ケーシ ョ ン群 ( たとえば SIP など比較的初期のプロ

キシサーバー ) か、 またはユーザー名の概念がないアプリ ケーシ ョ ン群

( たとえば Network Node Manager) について、 それらを統合するため

のものです。 この場合は、 何らかの汎用の Network Operation Center
アカウン トのためのブラウザ要求を OVPI サーバーに送り、 OVPI でカ

タログ表示のマスク処理を実行できるよ うにするだけです。

このオプシ ョ ンではパスワードは必要あ り ません。 引数はコマンド行

(URL) でク リ アテキス ト を使用して渡されるため、 パスワードをク リ ア

テキス トで渡すこ とは意味があ り ません。 したがって、 URL 認証を使用

する場合は、 OVPI サーバーが信頼ある環境の中で動作している とみな

されます。 なぜなら、 ユーザーはパスワードの入力を求められるこ とが
な く、 誰もが Web ブラウザで &ov_user引数の URL 値を変更するこ と

で任意のユーザーのデータにアクセスできるからです。
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URL を使用してレポート を表示する方法の詳細は、 『HP OpenView 
Performance Insight レポートの作成および表示ガイ ド』 を参照して く

ださい。 [URL]:

• [ なし ]。 この方法では、 認証が必要あ り ません。 ただし、 ユーザーは

[ アカウン ト ID] ボッ クスで指定したユーザーアカウン ト と同じ権限で

システムにアクセスします。 このオプシ ョ ンではユーザーがログオン情

報の入力を求められるこ とはあ り ません。 基本レベルのフ ィルターリ ン

グとアクセス制御を実現するため、 OVPI サーバーでは、 ログオンが

[ なし ] となるデフォルトの OVPI アカウン ト を [ アカウン ト ID] ボッ ク

スで指定できます。

10 [ アカウン ト ID] ボッ クスに、 認証オプシ ョ ン [ なし ] を関連付けるユーザー

アカウン トの名前を入力します。 Web サーバーに、 他のユーザーアカウン ト

でアクセスする場合、 こ こで設定したアカウン ト と同じ権限が必要です。

11 [ 適用 ] をク リ ッ ク します。

12 変更が完了したら、 Web アクセスサーバーを停止させてからまた起動しま

す。 この手順については、 80 ページの 「OVPI のプロセスの開始および停

止」 を参照して ください。

例 : Apache プロキシサーバーのセッ トアップ

Apache プロキシサーバーをセッ ト アップするには、 いくつかの行を

httpd.conf ファ イルに追加する必要があ り ます。 httpd.conf ファ イルは、

Apache をインス トールしたディ レク ト リの conf サブディ レク ト リにあ り ま

す。 

サーバーをセッ ト アップするには、 以下の行を httpd.conf ファ イルに追加し

ます。

ProxyPass /images http://< ホスト名 >/images

ProxyPass /reports http://< ホス ト名 >/reports
ProxyPass /jsp http://< ホス ト名 >/jsp
ProxyPass /webview http://< ホス ト名 >/webview

[ アカウン ト ID] ボッ クスに、 管理者権限を持たないユーザーアカウン ト を指定

した場合、 [ 管理 ] リ ンクにはアクセスできな くな り ます。 管理者権限を リセッ

トする方法の詳細は、 560 ページの 「管理者権限のリセッ ト 」 を参照して くだ

さい。
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ProxyPass /system http://< ホス ト名 >/system
ProxyPass /results http://< ホス ト名 >/results
ProxyPass /index.jsp http://< ホス ト名 >/index.jsp
ProxyPass /help.html http://< ホス ト名 >/help.html
ProxyPassReverse /images http://< ホス ト名 >/images
ProxyPassReverse /webview http://< ホス ト名 >/webview
ProxyPass /system http://< ホス ト名 >/system
ProxyPassReverse /results http://< ホス ト名 >/results
ProxyPassReverse /index.jsp http://< ホス ト名 >/index.jsp
ProxyPassReverse /help.html http://< ホス ト名 >/help.html
ProxyPassReverse /reports http://< ホス ト名 >/reports
ProxyPassReverse /jsp http://< ホス ト名 >/jsp

この例で、 < ホス ト名 > は Web アクセスサーバーサービスが動作しているシス

テムの名前です。 

この例では基本 HTTP 認証がデフォルトになっているため、 認証を変更する必

要はあ り ません。
92 第 3 章



4 管理コンソールの使用
OVPI システムのほとんどの機能は、 OVPI 管理コンソールで管理できます。 
OVPI 管理コンソールの各種のスナップインは直感的で、 カスタマにとって使い

やすいものになっています。 OVPI には、 さまざまな機能を管理するも う 1 つの

アプリ ケーシ ョ ンと して、 Web アクセスサーバーもあ り ます。

管理コンソールを使用するこ とで、 Performance Insight Reporting プラ ッ ト

フォームの設定、 管理、 および監視を行う こ とができます。

Performance Insight 管理コンソールは一連のワークスペースから構成され、 そ

れぞれのワークスペースが対象とする機能エリ アが異な り ます。 各ワークスペー

スはさらに機能エリ ア別に細分化されていて、 この機能エリ アが左側のナビゲー
シ ョ ンツ リーに示されています。 また、 右側に表示されている リ ンクを使用し

て、 特定のワークシートに切り替えるこ と もできます。 

[ 管理コンソール ] を使用する と、 以下の機能を実行できます。

• ホーム : [ ホーム ] スナップインでは、 OVPI リ リース ノートへのリ ンクを提

供する と と もに、 詳細なシステム情報および OVPI 稼動状態のハイレベル

ビューに対する リ ンク も提供します。

• 管理 : 管理コンソールのこの機能は、 コア製品の特長および機能の管理に着

目し、 ユーザーはこの機能を使用するこ とで、 ノード、 ポーリ ングポ リ
シー、 およびコピーポ リシーの追加 / 削除 / 変更を行う こ とができます。 ま
た、 テーブル管理機能によ り、 OVPI で使用されるテーブルを表示するこ と

もできます。 ユーザーが実行できる機能は以下のとおりです。

— ノード管理 : この機能で、 ノード、 SNMP プロファ イル、 およびコ ミ ュ

ニティ文字列プロファ イルを管理できます。

— テーブル : テーブル機能によ り、 システム内のさまざまなタイプのテー

ブルに関する情報を表示できます。

— ポーリ ングポ リシー : ポーリ ングポ リシー機能によ り、 管理ユーザーは

データ収集を作成できる と と もに、 どのよ う なデータ収集をどのよ うに
どの程度の頻度で行うかを管理できます。
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— コピーポ リシー : コピーポ リシー機能によ り、 管理ユーザーは中央サー

バー上でコピーポ リシーの作成、 変更、 および削除を行い、 OVPI での

データコピー機能の動作を制御できます。 詳細は第 7 章 「場所に依存し

ないレポート作成機能およびコピーポ リシー」 を参照して ください。

• カタログ : カタログ / レポート リ ンクの管理機能によ り、 管理ユーザーは

Web アプ リ ケーシ ョ ンサーバー (WAS) のディ レク ト リ ツ リー上でレポート

の配布、 削除、 および移動を行う こ とができます。 また、 配布されたレポー

トに対して、 管理ユーザーがレポート リ ンクグループを作成および管理する
こ と もできます。 

• グループ : グループ管理機能によ り、 管理ユーザーはテーブルカテゴ リに基

づいて、 ポーリ ンググループとレポート グループを作成および管理できま
す。

• オブジェク ト : オブジェク ト  / プロパティの管理機能によ り、 管理ユーザー

は管理対象オブジェク トのプロパティを階層的に表示および変更できます。

• パフォーマンス : OVPI パフォーマンスグラフ機能によ り、 管理ユーザーは

プロセスの所要時間、 ポーリ ングの稼動状態、 および行数の OVPI グラフを

表示できます。 詳細は第 9 章 「OVPI パフォーマンスグラフ」 を参照して く

ださい。

• システム : システム / ネッ ト ワークの管理機能によ り、 データベース、 Web
アクセスサーバー、 およびリモートポーラーに関連するシステム情報を表示
できます。
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図 1 は、 HP OpenView の Performance Insight 管理コンソールウ ィンド ウを示

します。

図 1 [ 管理コンソール ] ウ ィンド ウ

この章では、 以下の項目について説明します。

• 管理コンソールの起動

• 管理コンソールインタフェース

• OVPI のステータスの表示

• OVPI の一般情報の表示

• ユーザー設定の保存

• オンラインマニュアルの表示
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管理コンソールの起動

管理コンソールは UNIX または Windows のいずれかのオペレーティングシステ

ムで使用できます。 サポート されているオペレーティングシステムのリ ス トにつ

いては、 『HP OpenView Performance Insight Installation Guide』 を参照して

ください。 

UNIX システム

UNIX システムで管理コンソールを起動するには、 以下の手順に従います。

1 アプ リ ケーシ ョ ンがインス トールされているシステムで新しいシェルウ ィン
ド ウを開きます。

2 以下のコマンドを入力し、 [Enter] キーを押します。

piadmin 

piadmin コマンドの詳細については、 『HP OpenView Performance Insight 
Reference Guide』 を参照して ください。

Windows システム

Windows システムで管理コンソールを起動するには、 以下のいずれかを実行し

ます。

• Windows のタスクバー上の [ スタート ] ボタンをク リ ッ ク し 、 [ プログラム ]、 
[HP OpenView]、 [Performance Insight] の順に選択し、 メニューから [ 管理

コンソール ] を選択します。

• Windows のコマンドプロンプ ト ウ ィンド ウから表示される MS-DOS コマン

ドプロンプ トで、 以下のコマンドを入力し、 [Enter] キーを押します。

piadmin 

piadmin コマンドの詳細については、 『HP OpenView Performance Insight 
Reference Guide』 を参照して ください。

• Windows エクスプローラを使用する場合は、 以下を実行します。

a 次のディ レク ト リに移動します。
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installation_directory\bin

この場合、 installation_directory は OVPI がインス トールされている

ディ レク ト リです。

b 次のファイルをダブルク リ ッ ク します。

piadmin.exe

ログオン

管理コンソールにログオンするには、 以下の手順に従います。

1 管理コンソールを起動します。 

[ ログイン ] ダイアログボッ クスが開きます。

2 ユーザー名とパスワードを入力し、 アプ リ ケーシ ョ ンを使用するシステムを
選択します。

3 [ ログイン ] をク リ ッ ク します。 

管理コンソールインタフェース

図 1 は、 HP OpenView の Performance Insight 管理コンソールウ ィンド ウを示

します。

HP OpenView Performance Insight 管理コンソールは、 メニューバー、 ツール

バー、 システムペイン、 ナビゲーシ ョ ンペイン、 および表示ペインで構成されて
います。

この項では、 以下の内容について説明します。

• メニューバー

• ツールバー

• [ ホーム ] スナップイン

• OVPI のステータスの表示

• OVPI リ リース ノートの表示

• OVPI の一般情報の表示
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管理ペインから実行できる任意のアプリ ケーショ ンを開いた後、 または [ ツール ]
メニューから実行できる MIB ブラウザを開いた後、 アプ リ ケーシ ョ ンのウ ィン

ド ウには以下のペインが表示されます。 

• ナビゲーシ ョ ン : ナビゲーシ ョ ンペインでは、 項目を選択できます。

ナビゲーシ ョ ンペインの階層レベルは、 Windows エクスプローラで

Windows システムの内容を表示する と き と まった く同様に展開できます。 
フォルダー を展開するこ とで、 そのフォルダー内のページやフォルダーを

表示できます。 また、 階層レベルを折りたたむこ と もできます。

• 表示 : 表示ペインには、 ナビゲーシ ョ ンペインで実行した選択の結果が表示

されます。

ペインを分割している縦線をいずれかの方向に移動するこ とで、 ペインのサイズ
を調整できます。 オペレーティングシステムによって以下のいずれかを実行しま

す。

• Windows の場合 : ペインを分割している縦線の上にカーソルを置き、 両方

向の矢印 ( ) を表示します。 そして、 いずれかの方向に縦線をド ラ ッグし

ます。 

• UNIX の場合 : ペインを分割している縦線の上にボッ クスを置き ( )、 左ク

リ ッ ク したまま、 いずれかの方向に縦線をド ラ ッグします。

メニューバー

管理コンソールには次のメニューがあ り ます。 [ ファ イル ]、 [ 編集 ]、 [ ツール ]、
および [ ヘルプ ] です。

メニューバーは、 どのアプ リ ケーシ ョ ンを開いているかによって異な り ます。 使
用しているアプリ ケーシ ョ ンのメニューバーの詳細は、 そのアプリ ケーシ ョ ン
の章を参照して ください。
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[ ファイル ] メニュー

表 1 に、 [ ファ イル ] メニューのオプシ ョ ンを示します。

[ 編集 ] メニュー

表 2 に、 [ 編集 ] メニューのオプシ ョ ンを示します。  

表 1 管理コンソールの [ ファ イル ] メニューのオプシ ョ ン

メニュー
オプシ ョ ン 説明

[ サーバーの

変更 ]
[ 管理サーバーの選択 ] ダイアログボッ クスを表示します。 こ

のダイアログボッ クスでは、 別の管理システムを選択できま
す。 詳細は [ 一般情報 ] ウ ィ ンド ウを参照して ください。 

[ ログアウ ト ] システムからログオフしますが、 管理コンソールは稼動中の
ままです。 引き続き、 [ ヘルプ ] メニューや他のいくつかの基

本機能にアクセスできます。 ログオフ後、 このオプシ ョ ンは

[ ログイン ] に変わり、 選択する と再びシステムにログオンし

ます。 

[ 終了 ] 管理コンソールを終了します。

表 2 管理コンソールの [ 編集 ] メニューのオプシ ョ ン

メニュー
オプシ ョ ン 説明

[ オプシ ョ ン ] [ オプシ ョ ン ] ダイアログボッ クスを表示します。 このダイ

アログボッ クスでは、 管理コンソールのオプシ ョ ンと、 各
アプ リ ケーシ ョ ンに固有のオプシ ョ ンを変更できます。 
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[ ツール ] メニュー

表 3 に、 [ ツール ] メニューのオプシ ョ ンを示します。

表 3 管理コンソールの [ ツール ] メニューのオプシ ョ ン

メニューオプ
シ ョ ン 説明

[ データベース

チューナー ]
[ データベースチューナー ] は、 Install Wizard for 
Database Configuration を開きます。

[ 証明書の管理
UI]

[ 証明書の管理 UI] は、 HTTPS プロ ト コルをサポートする

HP OpenView エージェン トからデータを収集する と きに

使用します。 セキュ リ テ ィ証明書を表示および管理できま

す。

[MIB ブラウザ ] MIB ブラウザアプリ ケーシ ョ ンを表示します。 このアプ リ

ケーシ ョ ンでは、 SMI( 管理情報構造 ) に準拠した SNMP 
MIB を分析、 クエ リ、 およびト ラブルシューティングでき

ます。

[SNMP 検出 ] SNMP 検出ウ ィザードを表示します。 このウ ィザードで

は、 特定の IP アドレスでのデバイスの存在を確認し、 そ

のデバイスが SNMP で管理可能かど うかを判断できます。

[ タイプ検出 ] タイプ検出ウ ィザードを表示します。 このウ ィザードでは、
検出したノードのタイプを調べるこ とができます。

[ パッケージ

マネージャ ...]
[ パッケージマネージャ ] アプリ ケーシ ョ ンを表示します。

このアプ リ ケーシ ョ ンでは、 パッケージ ( レポートパッ ク )
のインス トールとアンインス トール、 および Web アクセス

サーバーへのレポートの配布を実行できます。

ク ラ イアン トのみのインス トールでは、 OVPI の完全なインス トールをした場

合に [ ツール ] メニューから通常実行できるアプ リ ケーシ ョ ンが、 使用できませ

ん。 また、 新しいデータテーブルまたはプロパティテーブルの登録、 データ
ベースへの収集の自動追加もできません。
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[ ヘルプ ] メニュー

表 4 に、 [ ヘルプ ] メニューのオプシ ョ ンの一覧を示します。

ツールバー

ツールバーに表示されるボタンは、 使用しているアプ リ ケーシ ョ ンによって異な
り ます。 表 5 はツールバーボタンの一覧です。 

表 4 管理コンソールの [ ヘルプ ] メニューのオプシ ョ ン

メニュー
オプシ ョ ン 説明

[ ヘルプ

ト ピッ ク ]
OVPI のオンラインマニュアルにアクセスできます。

[Performance 
Insight について ...]

OVPI のバージ ョ ン情報と著作権情報を表示します。 

表 5 管理コンソールのツールバーのボタン

ボタン
メニュー
オプシ ョ ン 説明

[ すべて更新 ] 表示を更新します。

[ サーバーの

変更 ]
[ 管理サーバーの選択 ] ダイアログボッ クスを表示

します。 このダイアログボッ クスでは、 別の管理シ
ステムを選択できます。

[ ログアウ ト ] 
/ [ ログイン ]

管理コンソールからログオフできます。 または管理
コンソールにログオンできます。
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[ ホーム ] スナップイン

[ ホーム ] スナップインでは、 OVPI アプリ ケーシ ョ ンに簡単にアクセスできる

と と もに、 OVPI サービスおよびポーリ ングのステータスを表示できます。 ま
た、 接続情報やシステム情報も示され、 リ リース ノート を参照するこ と もできま
す。 監視機能によ り、 OVPI システムの管理作業が楽になり ます。 パフォーマン

スデータを記録し、 潜在的な問題を ト レースするために、 絶えずシステムが監視
されているため、 膨大なログファ イルの中から、 システムの稼動状態に関する情
報を探し出す必要があ り ません。

OVPI の [ ホーム ] スナップインでは、 ナビゲーシ ョ ンペインに次のオプシ ョ ン

が用意されています。

• [OVPI のステータス ]: 選択したシステムについて、 基本的な統計情報を提

供します。 詳細は OVPI のステータスの表示を参照して ください。

• [ 新機能 ...(OVPI リ リース ノート )]: OVPI のリ リース ノート文書を開きま

す。 詳細は OVPI リ リース ノートの表示を参照して ください。

• [ 一般情報 ]: OVPI の接続およびシステム情報を提供します。 詳細は OVPI
の一般情報の表示を参照して ください。

OVPI のステータスの表示

[OVPI のステータス ] オプシ ョ ンは、 OVPI 環境の次の側面を把握する上で有効

です。 

• OVPI のシステムサービスおよびシステムの設定

• OVPI のポーリ ングステータス

[OVPI のステータス ] ページの表示

1 OVPI の [ ホーム ] スナップインにあるナビゲーシ ョ ンツ リーで、 [OVPI のス

テータス ] リーフ ノードをク リ ッ ク します。

[OVPI のステータス ] ページが開き、 ログインしているシステムのデータが

表示されます。

[OVPI のステータス ] ウ ィンド ウ図は、 [ ステータス ] ページを示したもの

です。
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図 2 [OVPI のステータス ] ウ ィ ンド ウ

[OVPI のステータス ] ページでは以下の情報が表示されます。

• [OVPI のステータス ]: 選択したシステムについて、 基本的な統計情報を提

供します。

— [ サービス ]: OVPI に関連する可能性があるすべてのサービス とその現

在のステータスを示します。

– 使用可能な OVPI サービスには、 緑色のチェッ クマークが付けられ

ます。

– 停止中の OVPI サービスには、 赤いクロス記号が付けられます。

– OVPI に適用できないサービスの場合は、 サービス名が淡色表示さ

れ、 not installed という ステータスにな り ます。 

• [ 構成 ]: キーとなるデータの格納領域のビューを制限します。

統計情報は、 次のよ うに算出されます。

— ホーム収集プロセスについては、 使用されているスペース  / 全スペース

に基づく現在の使用済み比率 (%) がグラフに表示されます。

サービスの起動または停止は、 [OVPI のステータス ] ページからは実行できま

せん。
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— データベースについては、 1 つの表領域の使用済み比率が 90% を超えた

場合、 ステータスは [High] になり ます。 表領域の使用済み比率が 80%
以上になる と、 [ 警告 ] ラベルが付けられます。 それ以外であれば、 ス

テータスはすべて [ 許容 ] にな り ます。 データベースの使用済み統計は、

RDBMS システムからではな く、 システムの dsi_segment_v テーブルか

ら クエ リできます。 このテーブルを使用する と、 OVPI でデータベース

全体がどの程度使用されているか一貫したビューを取得できます。

[ 詳細 ] ボタンをク リ ッ クする と、 [ 個々の表領域の使用済み統計 ] ページが

表示されます。

• [ ポーリ ングのステータス ]: 関連するシステムについて、 OVPI のポーリ ン

グ統計を表示します。 このデータは、 mv_collect によって生成された CSV
ファ イルから収集されます。 この 1 時間、 その前の 1 時間、 前日の 3 つの間

隔について、 表形式でデータが示されます。

— [ ノード接続の割合 ]: OVPI が接続されている ノードの割合が表示されま

す。 この値のエラーは、 停止中のノードまたはエージェン ト、 および無

効なコ ミ ュニティ文字列を示します。 これらは、 基本的にはゼロ以外の

終了ステータスが原因です。

— [ 収集されたノードの割合 ]: OVPI が正常に接続され、 データを受信した

ノードの割合が表示されます。 このため、 ゼロ行が返されたものの、 ゼ

ロ終了ステータスのノードは、 100% 成功から除外されます。

— [ 収集された行 ]: すべてのポーリ ングポ リシーについて収集された全行数

が表示されます。

— [ 子コレクタのエラー数 ]: すべての収集エラーの要約が表示されます。

— [ 間隔を超過した処理の数 ]: 収集間隔を超過した収集数が表示されます。 こ
れは、 mw_collect エン ト リーに対するクエ リです。 

OVPI リ リースノートの表示

[OVPI リ リース ノート ] セクシ ョ ンでは以下の情報が表示されます。 

• このバージ ョ ンで導入された新機能

• インス トールノート

• ソフ ト ウェア要件、 マニュアルの更新情報、 判明している問題、 制限、 およ
び回避策
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• サポート

• Legal Notices

[OVPI リ リースノート ] ページの表示

1 OVPI の [ ホーム ] スナップインにあるナビゲーシ ョ ンツ リーで、 [ 新機能 ... 
(OVPI リ リースノート )] リーフ ノードをク リ ッ ク します。

[OVPI リ リース ノート ] ページが開きます。

OVPI の一般情報の表示

[ ホーム ] スナップインのナビゲーシ ョ ンツ リーにある [ 一般情報 ] オプシ ョ ン

では、 さまざまなシステムパラ メータのスナップシ ョ ッ ト ビューを提供します。 
これには以下のものが含まれています。 

• [Connection Information]: 接続しているシステムおよびデータベースの

名前が表示されます。

• [ システム情報 ]: 選択したシステムに関連するオペレーティングシステム、

システムの負荷、 および OVPI アプリ ケーシ ョ ンに関する情報が表示されま

す。

[ 一般情報 ] オプシ ョ ンの表示

1 OVPI の [ ホーム ] スナップインにあるナビゲーシ ョ ンツ リーで、 [ 一般情報 ]
リーフ ノードをク リ ッ ク します。

• [Connection Information] ペインと [ システム情報 ] ペインが開きます。

図 3 に、 OVPI の一般情報を示します。 
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図 3 [ 一般情報 ] ウ ィンド ウ

データベースサーバーの変更

OVPI では、 ネッ ト ワークにあるすべての OVPI サーバーのデータを、 読み取り

および格納できます。 すべてのサーバーのポーリ ングを、 1 箇所から実行できま

す。 接続するデータベースサーバーを変更するこ とで、 1 箇所から各サーバーに

ログオンできます。

サーバーを変更するには、 以下の手順に従います。

1 [ ファ イル ] メニューの [ サーバーの変更 ] を選択します。 
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[OVPI システムの変更 ] ダイアログボッ クスが開き、 使用可能な OVPI サー

バーが表示されます。 

2 サーバーを変更するには、 サーバー名を選択し [ 接続 ] をク リ ッ ク します。

する と、 選択したサーバーのデータベースから取得された情報が管理コン
ソールに表示されます。 

新しいデータベースサーバーにアクセスしているこ とを確かめるには、
[ ホーム ] スナップインアイコンから、 ナビゲーシ ョ ンツ リーの [ 一般情報 ]
オプシ ョ ンをク リ ッ ク します。 [Connection Information] ペインでは、 現在

のデータベースが識別されます。

ユーザー設定の保存

OVPI では、 以下のアプリ ケーシ ョ ンに対して一意のユーザー設定を管理できま

す。 

• レポート ビルダ

• レポート ビューア

• 管理コンソール

OVPI ではその設定が .ini ファ イルに保存されます。 .ini ファ イルはユー

ザーごとに 1 つ維持されます。 アプリ ケーシ ョ ンの設定を変更する と、 OVPI は
それらの設定を該当する .ini ファ イルに自動的に保存します。 
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たとえば、 OVPI では管理コンソールのログファ イルを保存するディ レク ト リ を

指定できますが、 その設定は管理コンソールアプリ ケーシ ョ ンの設定を行った
ユーザーの .ini ファ イルに保存されます。 

ユーザーの .ini ファ イルは以下の命名規則に従ってユーザーのホームディ レク

ト リに格納されます。

.ovpi/ アプリ ケーシ ョ ン名 /defaults.ini

.ovpi/ アプリ ケーシ ョ ン名 /preferences.ini

ユーザー設定を保存するには、 以下の手順に従います。

1 [ 編集 ] メニューから [ オプシ ョ ン ] を選択します。

[ オプシ ョ ン ] ダイアログボッ クスが開きます。 

2 タブをク リ ッ ク し、 必要な値を変更します。

管理コンソールのアプリ ケーシ ョ ンである、 オブジェク トマネージャ、 グ
ループマネージャ、 またはテーブルマネージャを使用している と きは、 その
アプ リ ケーシ ョ ンに固有のタブが表示されます。 たとえば、 上の図では

[ サーバー ] タブが表示されています。

3 [OK] をク リ ッ ク します。
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オンラインマニュアルの表示

OVPI で参照できるオンラインマニュアルを表示するには、 Acrobat Reader を

システムにインス トールしておく必要があ り ます。 Acrobat Reader をまだイン

ス トールしていない場合は、 docs フォルダーからインス トールできます。 この

フォルダーは OVPI をインス トールしたディ レク ト リにあ り ます。

オンラインマニュアルを表示するには、 以下の手順に従います。

1 [ ヘルプ ] メニューの [ ヘルプトピック ] を選択します。

以下のいずれかが実行されます。

• 使用しているク ラ イアン ト アプ リ ケーシ ョ ン ( たとえば管理コンソール

やレポート ビルダ ) 用のブラウザをまだ選択していない場合は、 [ オプ

シ ョ ン ] ダイアログボッ クスが開き、 [ ブラウザ ] タブが表示されます。 
手順 2 に進みます。

• 使用しているアプ リ ケーシ ョ ン用のブラウザをすでに選択してある場合
は、 ブラウザウ ィンド ウにオンラインマニュアルの一覧が表示されま
す。 手順 4 に進みます。

2 [ ブラウザ ] タブで、 以下のいずれかを実行します。

• Web ブラウザのフルパス とアプ リ ケーシ ョ ンファ イル名を [ ブラウザア

プ リ ケーシ ョ ン ] ボッ クスに入力します。

• をク リ ッ ク します。 [ 開く ] ダイアログボッ クスが開きます。 Web
ブラウザのアプリ ケーシ ョ ンファ イル名を探し、 ファ イル名をダブルク
リ ッ ク します。

たとえば、 Microsoft Internet Explorer では、 フルパス とアプリ ケーシ ョ ン

ファ イル名は次のよ うにな り ます。

C:\Program Files\Plus!\Microsoft Internet\IEXPLORE.EXE

3 [OK] をク リ ッ ク します。

使用可能なドキュ メン トの一覧がブラウザウ ィンド ウに表示されます。 

4 開きたいドキュ メン トのタイ トルをク リ ッ ク します。

Acrobat Reader をシステムにインス トールしていない場合は、 [Acrobat Reader]
アイコンをク リ ッ ク してインス トールして ください。
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PDF (Portable Document Format) ドキュ メン トが Acrobat Reader で開き

ます。
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5 ネッ トワークの検出
この章では、 ネッ ト ワーク上のノードに関する情報を取得する方法について説明
します。 具体的には、 HP OpenView Performance Insight の検出プロセスの実

行方法を説明します。 以下の、 ウ ィザードベースのアプリ ケーシ ョ ンか、 コマン
ドを使用して実行します。

• SNMP 検出。 ネッ ト ワークにある ノードを検索し、 それらが SNMP で管理

可能かど うかを判断します。 詳細は、 112 ページの 「検出プロセスの使用」

を参照して ください。

• タイプ検出。 ノードのデバイスタイプ ( たとえばルーター、 ハブ、 スイ ッチ )
を調べます。 詳細は、 120 ページの 「タイプ検出プロセスの使用」 を参照し

て ください。  

• trend_discover コマンド。 検出ウ ィザード (trend_discover -l) および

タイプウ ィザード (trend_discover -t) と同じ働きをしますが、 さまざま

なオプシ ョ ンを指定するこ とで検出プロセスの付加機能も利用できます。 

このコマンドの詳細については、 『HP OpenView Performance Insight 
Reference Guide』 を参照して ください。 

node_manager コマンドを使用してノードをシステムに追加するこ と もできま

す。 このコマンドでは、 各種のノードテーブルへの書き込みと更新を実行できま

す。 このコマンドの詳細については、 『HP OpenView Performance Insight 
Reference Guide』 を参照して ください。  

レポートパッ クをインス トールした際にタイプ検出プロセスを実行しなかった
場合は、 インス トール後に、 タイプ検出ウ ィザードを実行する必要があ り ます。

検出ウ ィザード、 タイプウ ィザード、 trend_discover コマンド、 および

node_manager コマンドは、 OVPI サーバーシステム上でのみ使用できます。
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ネッ ト ワーク ノードマネージャ (NNM) のシステムを持っていて、 NNM からシ

ステムへノードを追加したい場合は、 NNM-PI 統合ウ ィザードを使用するこ と

ができます。 このウ ィザードの詳細については、 『HP OpenView Network Node 
Manager and Performance Insight Integration User Guide』 を参照して くださ

い。

検出プロセスの使用

検出プロセスは、 IP アドレスの範囲を 1 つずつ ping し、 取得した応答を分析お

よび特定します。 そしてこの情報で、 OVPI データベースのテーブルに書き込み

または更新をします。 検出プロセスで以下のこ とがわかり ます。

• 特定の IP アドレスに、 デバイスが存在するか ?

• そのデバイスは SNMP で管理可能か ?

• SNMP で管理可能なデバイスである場合、 そのデバイスの種類は何か ?

以下のいずれかの方法で、 検出を実行して ください。

• 管理 コンソール。 SNMP 検出ウ ィザードを使用します。 

• コマンド行。 trend_discover -1 コマンドを使用します。 trend_discover
コマンドの詳細については、 『HP OpenView Performance Insight 
Reference Guide』 を参照して ください。 

SNMP 検出ウィザードの使用

SNMP 検出ウ ィザードを使用する と、 検索する IP アドレスの範囲、 サブネッ ト

マスク、 および、 1 つまたは複数の読み取り コ ミ ュニティ文字列を指定できま

す。 次に、 検出プロセスは指定した IP アドレス範囲内の各 IP アドレス ( 始めの

サブネッ ト アド レス [0] とブロードキャス ト アドレス [255] を除く ) を ping しま

す。 する と、 以下のいずれかの結果が得られます。

• その IP アドレスにデバイスが存在しない場合は、 応答はあ り ません。

• ping を認識するデバイスがその IP アドレスに存在する場合は、 検出プロセ

スに応答します。 この応答から、 検出プロセスはその IP アドレスにデバイ

スが存在するこ とを知り ます。 
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次に、 検出プロセスは以下を実行します。

— 応答のあったデバイスに SNMP GET メ ッセージを送り ます。 

デバイスが GET を認識して応答した場合、 検出プロセスはそのデバイ

スを SNMP で管理可能と判断します。

— デバイスのホス ト名の検出を試みます ( ホス ト名変換を指定した場合 )。

使用しているシステムで、 IP アドレスをホス ト名に変換するプロ ト コル

を使用していて、 ホス ト名が見つかった場合は、 検出プロセスはそのホ
ス ト名を、 検出されたデバイスに関連付けます。 ホス ト名が見つからな

い場合、 検出プロセスはそのノードを IP アドレスで列挙します。  

SNMP 検出を起動するには、 以下の手順に従います。

1 管理コンソールを起動します。 詳細は、 96 ページの 「管理コンソールの起

動」 を参照して ください。  

2 [ ツール ] メニューの [SNMP 検出 ] を選択します。 

SNMP 検出ウ ィザードを起動する前に、 [ パッケージマネージャ ] が稼動してい

ないこ とを確かめて ください。

管理コンソールには管理者権限を持つアカウン トでログオンする必要があ り ま
す。 ユーザーアカウン トの詳細は、 516 ページの 「ユーザーアカウン トの管理」

を参照して ください。
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以下のウ ィンド ウが開き、 検出する IP アドレスの範囲を指定できます。

3 以下の手順に従います。

a IP アドレスの最小値を [ 開始 IP アドレス ] ボッ クスで指定します。

b IP アドレスの最大値を [ 終了 IP アドレス ] ボッ クスで指定します。

ローカルサブネッ トにある ノードを検出する場合は、 [ 開始 IP アドレス ]
ボッ クス と [ 終了 IP アドレス ] ボッ クスの各アドレスを指定するだけで済

みます。  

c サブネッ トマスクを [ サブネッ トマスク ] ボッ クスに入力します。

d [ 次へ ] をク リ ッ ク します。

検出できるアドレスの範囲はサブネッ ト マスクによって異なり ます。 [ サブネッ

トマスク ] ボッ クスの値を、 ネッ ト ワークのサブネッ ト構成に合わせて必ず適

切に設定する必要があ り ます。
114 第 5 章



以下のウ ィンド ウが開きます。

SNMP 検出ウ ィザードによって、 指定した IP アドレスでデバイスが見つか

る と、 SNMP GET が送られて、 そのデバイスが SNMP で管理可能かど う

かが調べられます。 この SNMP GET には読み取り コ ミ ュニティ文字列が含

まれています。 対象のデバイスは、 デバイスのコ ミ ュニティ文字列が GET
内の文字列と一致した場合にのみ、 SNMP 検出ウ ィザードに応答します。

4 以下の手順に従います。

a SNMP デバイスのコ ミ ュニティ ス ト リ ング (1 つまたは複数 ) を [ コ ミ ュ

ニティ文字列 ] ボッ クスに入力します。

複数のコ ミ ュニティ文字列はカンマで区切り ます。

b [ 次へ ] をク リ ッ ク します。
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以下のウ ィンド ウが開き、 ネッ ト ワーク検出中に使用するオプシ ョ ンの選択
を求めてきます。

5 以下の手順に従います。

a SNMP ポート を [SNMP ポート ] ボッ クスに入力します。

b [SNMP v2 検出の実行 ] ボッ クスをオンまたはオフにします。 

このオプシ ョ ンをオンにする と、 SNMP V2 検出ユーティ リ ティが実行

されます。 SNMP V2 検出ユーティ リ ティの使用についての詳細は、

『HP OpenView Performance Insight Reference Guide』 を参照して く

ださい。

c [ ホスト名変換の実行 ] ボッ クスをオンまたはオフにします。 

ホス ト名は、 通常、 デバイスの特定に使用されます。 このオプシ ョ ンを

オンにする と、 ウ ィザードは検出した各ノードについて、 その IP アド

レスに対応したホス ト名の検索を試みます。 

この変換の実行方法はシステムによってさまざまに異な り ます。 ウ ィ

ザードは、 システムで可能なあらゆる方法を試みます。 ホス ト名が検出

された場合、 ウ ィザードはそれを使用してデバイスを特定します。 対象

デバイスのホス ト名が見つからない場合は、 IP アドレスを使用します。 

d [ ド メ イン名の無効化 ] ボッ クスをオンまたはオフにします。 
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このオプシ ョ ンをオンにする と、 検出プロセスは検出したノードのホス
ト名だけを表示し、 ド メ イン名は表示しません。

e [MAC アド レスのチェ ッ クを無効にする ] チェッ クボッ クスをオンまたはオフ

にします。 

f [ 詳細 ] をク リ ッ ク します。 [ 詳細オプシ ョ ン ] ダイアログボッ クスが開

き、 検出プロセスのその他のオプシ ョ ンを指定できます。

以下の手順に従います。

— PDU (Protocol Data Unit) に含めるこ とができる最大エン ト リー数

を、 [PDU あた りの最大エン ト リ数 ] ボッ クスに入力します。

— 応答がない場合に検出プロセスが SNMP GET 要求を再試行する回

数を、 [ 最大再試行回数 ] ボッ クスに入力します。

— SNMP GET 要求をタイムアウ ト とするまでの検出プロセスの待ち

時間を、 秒単位で [ タイムアウ ト ( 秒 )] ボッ クスに入力します。

— ping パケッ トのバイ トサイズを、 [ping パケッ トサイズ ( バイ ト )]
ボッ クスに入力します。

— ping に含めるこ とのできるパケッ ト数を、 [ping パケッ ト数 ] ボッ

クスに入力します。

— Windows の場合のみ。 検出プロセスの実行中に ping をタイムアウ

ト とするまでの時間を、 ミ リ秒数単位で [ping のタイムアウ ト ( ミ

リ秒 )] ボッ クスに入力します。

— 完了したら、 [OK] をク リ ッ ク します。
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g [ 次へ ] をク リ ッ ク します。

以下のウ ィンド ウが開きます。

6 [ 検出 ] をク リ ッ ク して検出プロセスを開始します。
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検出プロセスの実行中は、 リ ス トが表示されます。 そこに示されるのは、 各
ノードのアドレス、 ホス ト名、 ping 可能かど うか、 および SNMP V1 であ

るかど うかです。 ページの下部にある進捗バーにはプロセスの経過時間と状
態が、 たとえば以下のよ うに表示されます。

検出プロセスが完了する と、 以下の確認メ ッセージが表示されます。

7 [OK] をク リ ッ ク します。

8 ウ ィザード ウ ィンド ウで [ 閉じる ] をク リ ッ ク します。
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 タイプ検出プロセスの使用

タイプ検出ウ ィザードは、 検出されたノードのデバイスタイプを調べ、 その情報
をデータベースに記録します。 OVPI はこの情報に基づいて、 特定のタイプのデ

バイスをデータ収集の対象にするこ とができます。  

以下のいずれかの方法で、 タイプ検出を実行して ください。

• 管理 コンソール。 タイプ検出ウ ィザードを使用します。 

• パッケージマネージャ。 レポートパッ クのインス トール時にタイプ検出プロ

セスを起動します。 詳細は、 131 ページの手順 7 を参照して ください。

• コマンド行。 trend_discover -t コマンドを使用します。 このコマンドの詳

細については、 『HP OpenView Performance Insight Reference Guide』 を

参照して ください。

デフォルトでは、 trendtimer.sched ファ イルに trend_discover -t コ

マンドがあ り、 1 日に 1 回、 現地時間の午前 2 時に実行するよ う スケジュー

ル設定されています。

タイプ検出ウィザードの起動

タイプ検出ウ ィザードを起動するには、 以下の手順に従います。

1 管理コンソールを起動します。 詳細は、 96 ページの 「管理コンソールの起

動」 を参照して ください。  

2 [ ツール ] メニューの [ タイプの検出 ] を選択します。 

レポートパッ クをインス トールした際にタイプ検出プロセスを実行しなかった
場合は、 インス トール後に、 タイプ検出ウ ィザードを実行する必要があ り ます。

管理コンソールには管理者権限を持つアカウン トでログオンする必要があ り ま
す。 ユーザーアカウン トの詳細は、 516 ページの 「ユーザーアカウン トの管理」

を参照して ください。
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以下のウィ ンド ウが開き、 こ こで検出するデバイスのタイプを指定できます。

3 以下の手順に従います。

a 検出するデバイスタイプを リ ス トから選択します。

b デバイスの既知のタイプをすべて検出するには、 [ 既知のタイプをすべて

検出する ] ボッ クスをオンにします。

c [ 次へ ] をク リ ッ ク します。
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以下のウ ィンド ウが開きます。

4 [ 検出 ] をク リ ッ ク してタイプ検出プロセスを開始します。

検出プロセスの実行中は、 各管理対象オブジェク ト とそれのタイプを示すリ
ス トが表示されます。 ページの下部にある進捗バーにはプロセスの経過時間
と状態が示されます。

検出プロセスが完了する と、 以下の確認メ ッセージが表示されます。

5 [OK] をク リ ッ ク します。

6 ウ ィザード ウ ィンド ウで [ 閉じる ] をク リ ッ ク します。
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6 レポートパックのインストール
この章では、 パッケージマネージャを使用して以下を行う方法について説明しま
す。

• パッケージのインス トールとアンインス トール ( 最も頻繁に使用するパッ

ケージはレポートパッ ク とデータパイプです )

• Web アクセスサーバーへのレポート の配布 ( インスト ール時 ) と 、 Web アク

セスサーバーからのレポート の配布解除 ( パッ ケージのアンインスト ール時 )

Web アクセスサーバーには、 HP OpenView Performance Insight (OVPI) の
Web サイ ト (Web アクセスサーバーアプリ ケーシ ョ ン ) と ド メ インがあ り ま

す。

配布したレポートは、 Web アクセスサーバー、 レポート ビューア、 またはレ

ポート ビルダを使用して表示できます。 これらのアプ リ ケーシ ョ ンの詳細は、

『HP OpenView Performance Insight レポートの作成および表示ガイ ド』 を参照

して ください。

パッケージの概要

この項では、 レポートパッ ク、 データパイプ、 およびそれらの依存関係について
説明します。 

レポートパック

レポートパッ クは、 パフォーマンスを分析する対話形式のレポートの集ま りで
す。 レポートパッ クは、 特定のタイプのデバイスの現在のパフォーマンスを監視

し、 パフォーマンスを過去の傾向と比較するのに使用します。 この比較によっ

て、 異常な状態を発見し問題のト ラブルシューティングを実行できます。 また、
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現在のパフォーマンスを将来のパフォーマンス と比較するこ と もできます。 それ
によって、 デバイスが重要なパフォーマンスしきい値をいつごろ超えそ うである
かを事前に知るこ とができます。

ほとんどのレポートパッ クはデモパッケージを含みます。 パッケージの内容に慣

れておく必要があ り、 かつ、 実際のレポートでデータが収集されるまでの数日か
ら数週間を待てないという場合は、 デモパッケージをインス トールして くださ
い。 デモパッケージは完成したパッケージであ り、 パッケージのレポート ごとに

1 つずつ例があ り ます。 また、 実際のレポート と まった く同様に、 デモレポート

でもテーブル間やグラフ間のリ ンクが動作します。 さ らに、 オブジェク ト を右ク

リ ッ ク し別の異なるビューを選択するこ とで、 テーブルやグラフのさまざまな
ビューオプシ ョ ンを試すこ と もできます。 デモレポートのデータは静的なもので

あ り、 時間が経過しても変更はされません。

データパイプ

データパイプは収集テーブルを作成するものであ り、 データを収集してテーブル
に格納するための手段とな り ます。 また、 未処理のデータを、 レポートパッ クで

使用できる形式に変換します。

( すべてではなく ) 一部のデータパイプは、 データを OVPI と互換性のある

フォーマッ トに変換するのに使用する、 アプ リ ケーシ ョ ン固有のカスタムスク リ
プ ト も提供しています。 データパイプを使用するこ とで、 OVPI では MIB テー

ブルとフラ ッ ト ファ イルからデータを収集し、 データを格納するための 1 つま

たは複数のテーブルを提供するこ とができます。

レポートパックとデータパイプの依存関係

一部のパッケージは他のパッケージに依存しています。 たとえば、 Device 
Resource レポートパッ クには Common Property Tables パッケージが必要で

す。 パッケージマネージャは依存関係を認識しており、 パッケージを常に可能な

限り正しい順序でインス トールします。 つま り、 2 つのパッケージを同時にイン

ス トールしよ う と していて、 一方のパッケージが他方のパッケージを必要と して
いる場合、 パッケージマネージャは、 どちらのパッケージを先にインス トールす
るべきかを正し く判断します。 さ らに、 あるパッケージをインス トールしよ う と

していて、 そのパッケージよ り も先に必要なパッケージがある場合、 パッケージ
マネージャは必要なパッケージを自動的にインス トールします。
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パッケージマネージャの起動

この項では、 パッケージマネージャを Windows および UNIX システムで起動す

るための方法について説明します。 

Windows デスク ト ップ

パッケージマネージャを起動するには、 以下の手順に従います。

Windows のタスクバー上の [ スタート ] をク リ ッ ク し、 [ プログラム ]、 [HP 
OpenView]、 [Performance Insight]、 [ パッケージマネージャ ] の順に選択しま

す。 

[ よ う こそ ] ウ ィンド ウ (127 ページの図 4) が開きます。

OVPI 管理コンソール (UNIX および Windows)

パッケージマネージャを起動するには、 オペレーティングシステムに応じて以下
のいずれかを実行します。

• Windows

a Windows のタスクバー上の [ スタート ] をク リ ッ ク し、 [ プログラム ]、
[HP OpenView]、 [Performance Insight]、 [ 管理コンソール ] の順に選択

します。 

[ 管理コンソール ] ウ ィンド ウが開きます。

b [ ツール ] メニューの [ パッケージマネージャ ] を選択します。

[ よ う こそ ] ウ ィンド ウ (127 ページの図 4) が開きます。
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• UNIX

a trendadm と してログオンします。

b 次のコマンドを入力します。

piadmin 

[ 管理コンソール ] ウ ィンド ウが開きます。

c [ ツール ] メニューの [ パッケージマネージャ ] を選択します。

[ よ う こそ ] ウ ィンド ウ (127 ページの図 4) が開きます。

コマンド行 (UNIX および Windows)

パッケージマネージャを起動するには、 オペレーティングシステムに応じて以下
のいずれかを実行します。

• Windows

コマンド行で以下を入力します。 

packagemgr 

[ よ う こそ ] ウ ィンド ウ (127 ページの図 4) が開きます。

• UNIX

a trendadm と してログオンします。 

b コマンド行で以下を入力します。

packagemgr 

[ よ う こそ ] ウ ィンド ウ (127 ページの図 4) が開きます。
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パッケージのインストール

パッケージをインス トールするには、 以下の手順に従います。

1 パッケージマネージャを起動します。 (125 ページの 「パッケージマネージャ

の起動」 を参照 )。 

[ よ う こそ ] ウ ィンド ウ ( 図 4) が開きます。

図 4 [ よ う こそ ] ウ ィンド ウ

2 [ 次へ ] をク リ ッ ク します。
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[OVPI パッケージの場所 ] ウ ィ ンド ウ ( 図 5) が開きます。

図 5 [OVPI パッケージの場所 ] ウ ィンド ウ

3 以下の手順に従います。

a [ インストール ] を選択し、 パッケージをインス トールしたディ レク ト リ

を入力します。 

通常、 このディ レク ト リは OVPI をインス トールしたディ レク ト リの

packages フォルダーにします。 たとえば、 Windows システムの場合、

このディ レク ト リは C:\OVPI\packages です。

b [ 次へ ] をク リ ッ ク します。 

[OVPI レポートの配布 ] ウ ィンド ウが開きます。

このウ ィンド ウには、 パッケージのレポート を Web アクセスサーバーに配

布する際のオプシ ョ ンが示されます。 レポート を配布する と、 ユーザーはク

ライアン ト アプ リ ケーシ ョ ン (Web アクセスサーバー、 レポート ビューア、

レポート ビルダ ) を使用してそれらを表示できるよ うにな り ます。 

レポートパッ ク用のデータを収集し、 それを後で配布するこ と もできます。 
現時点でレポート を配布しない場合は、 配布ウ ィザードまたは配布ツールを
使用して後で配布できます。 詳細については、 『HP OpenView Performance 
Insight レポートの作成および表示ガイ ド』 を参照して ください。
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4 以下のいずれかを実行します。

a パッケージをインス トールするがそれらのレポート を Web アクセス

サーバーに配布しない場合は、 [ レポートの配布 ] チェッ クボッ クスをオ

フにします。

b レポート を Web アクセスサーバーに配布する場合は、 [ レポートの配布 ]
チェッ クボッ クスをオンにし、 以下を実行します。

— [OVPI アプ リ ケーシ ョ ンサーバー名 ] ボッ クスに、 レポートの配布

先とするシステム (Web アクセスサーバーシステム ) の名前を入力

します。

— [OVPI アプ リ ケーシ ョ ンサーバーのポート番号 ] ボッ クスに、

[OVPI アプ リ ケーシ ョ ンサーバー名 ] ボッ クスで、 指定したシステ

ム (Web アクセスサーバーシステム ) のポート番号を入力します。

— 管理者のユーザー名とパスワードを入力します。 パッケージをイン

ス トールするには管理者権限を持つアカウン トが必要です。

OVPI では、 インス トール時に Web アクセスサーバー用の trendadm とい

うデフォルトの管理者アカウン トが作成されます。 このアカウン ト を使用す

るか、 または、 管理者権限を持つ別のアカウン トがあればそれを使用しま
す。 アカウン トの作成の詳細は、 516 ページの 「ユーザーアカウン トの管理」

を参照して ください。

5 [ 次へ ] をク リ ッ ク します。

複数の Web アクセスサーバーシステムが構成に含まれている場合は、 パッケー

ジを中央サーバーにインス トールした後に、 deploytool コマンドを使用して

レポート を他の Web アクセスサーバーシステムに配布します。 deploytool コ

マンドの詳細については、 『HP OpenView Performance Insight Reference 
Guide』 を参照して ください。

あるいは、 配布ウ ィザードを使用してレポート をこれらのシステムに 1 つずつ

配布するこ と もできます。 配布ウ ィザードの詳細については、 『HP OpenView 
Performance Insight レポートの作成および表示ガイ ド』 を参照して ください。

現在のデータベースにインス トールできないレポートパッ クがある場合、 それ
らが表示されます。 たとえば、 データベース と して Oracle を使用しているシス

テムに、 Sybase でのみ使用可能なレポートパッ クをインス トールしよ う と した

場合は、 メ ッセージが表示されます。
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[OVPI パッケージの選択 ] ウ ィ ンド ウ ( 図 6) が開きます。

図 6 [OVPI パッケージの選択 ] ウ ィンド ウ

このウ ィンド ウには以下を表示します。

• [ レポートパッケージ ]: 現在 packages フォルダーにあるレポートパッ

クパッケージを一覧表示します。

• [ ステータス ]: レポートパッ クパッケージがインス トールされているか

ど うかを表示します。

• [ バージ ョ ン ]: レポートパッ クパッケージのバージ ョ ン番号を表示しま

す。

• [ 依存関係 ]: 選択したレポートパッ クを必要とするレポートパッ クを表

示します。 [ 依存関係なし ] は、 そのレポートパッ クパッケージが他のレ

ポートパッ クパッケージを必要と していないこ とを示しています。

6 以下の手順に従います。
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a インス トールする各パッケージの横にあるチェッ クボッ クスをオンにす
る と、 赤いチェッ クマーク ( ) が各パッケージの横にあるボッ クスに表

示されます。  

b [ 次へ ] をク リ ッ ク します。

[OVPI タイプ検出 ] ウ ィ ンド ウ ( 図 7) が開きます。

図 7 [OVPI タイプ検出 ] ウ ィンド ウ

タイプ検出は、 インス トールしたパッケージで使用される管理対象オブジェ
ク トのタイプを調べます。 このオプシ ョ ンは、 インス トールしよ う と してい

るすべてのパッケージにおいてタイプ検出をする場合にのみ、 使用して くだ
さい。 パッケージによっては、 ユーザがタイプ検出しな くてもよいものがあ

り ます。 したがって、 自分の環境にどのタイプが存在するかがわかっている
場合は、 パッケージをインス トールした後にユーザーが必要なものだけ、 タ
イプ検出プロセスを実行するこ と もできます。

7 以下のいずれかを実行します。

他のパッケージに対して依存関係を持つパッケージを選択した場合は、 パッ
ケージマネージャによってそれらのパッケージがインス トール対象と して自動
的に選択されます。 各依存パッケージの横にあるボッ クスに、 黒いチェッ クマー

クが表示されます。
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a パッケージのインス トール時にタイプ検出を実行するには、 [ 次へ ] をク

リ ッ ク します。 

b パッケージのインス トール時にタイプ検出をしないよ うにするには、
[OVPI タイプ検出の実行 ] チェッ クボッ クスをオフにしてから [ 次へ ] をク

リ ッ ク します。  

[ 概要 ] ウ ィンド ウが表示されます。

8 [ 概要 ] ウ ィンド ウに表示された情報を確認し、 以下のいずれかを実行しま

す。

• 情報に問題がなければ、 [ インストール ] をク リ ッ ク します。 

• 表示された情報を変更する場合は、 [ 戻る ] ボタンをク リ ッ ク して前のい

ずれかの画面に戻り、 変更を加えます。 完了したら、 [ 概要 ] ウ ィンド ウ

に戻り、 [ インストール ] をク リ ッ ク します。 

[ インス トールの進捗状況 ] ウ ィンド ウ ( 図 8) が開き、 インス トールの進捗

状況と完了に関する情報が表示されます。

図 8 [ インス トールの進捗状況 ] ウ ィ ンド ウ

レポートパッ クのインス トール後にタイプ検出プロセスを実行する場合は、
ネッ ト ワーク検出 (112 ページ ) を実行し、 その後でタイプ検出 (120 ページ ) を
実行して ください。
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パッケージのインス トールが失敗した場合は、 [ レポートパッ クのインス

トールエラー ] ダイアログボッ クスが表示されます。 

パッケージマネージャがインス トールできなかったパッケージが表示され、
インス トールを続行するかど うかをたずねられます。 このダイアログボッ ク

スが開いた場合は、 以下のいずれかを実行します。

• エラーにかかわらず、 続けて次のパッケージをインス トールするには、
[ はい ] をク リ ッ ク します。 

別のエラーがあっても このダイアログボッ クスを表示しないよ うにする
には、 [ 今後は確認しない ] チェッ クボッ クスをオンにします ( 残りの各

エラーを詳し く調べるには、 [ インス トールの進捗状況 ] ウ ィ ンド ウの

[ 詳細 ] ボタンをク リ ッ ク します )。

• インス トールを終了するには、 [ いいえ ] をク リ ッ ク します。  

9 インス トールが正常に完了したら、 [ インス トールの進捗状況 ] ウ ィ ンド ウ

の [ 完了 ] をク リ ッ ク してインス トールを完了します。

パッケージのアンインストール

パッケージをアンインス トールするには、 以下の手順に従います。

1 OVPI の管理者と してシステムにログオンします。

2 パッケージマネージャを起動します (125 ページの 「パッケージマネージャ

の起動」 を参照 )。 [ よ う こそ ] ウ ィ ンド ウ (127 ページの図 4) が開きます。 

3 [ 次へ ] をク リ ッ ク します。 

[OVPI パッケージの場所 ] ウ ィ ンド ウ (128 ページの図 5) が開きます。

4 [ アンインストール ] を選択し、 [ 次へ ] をク リ ッ ク します。

各パッケージにはいくつかの指令がセッ トになっている場合があ り ます。 こ こで

いう指令とは、 そのパッケージのインス トール方法をパッケージマネージャに
指示する手順です。 ある指令によるインス トールが失敗した場合は、 パッケージ

マネージャが [ レポートパッ クのインス トールエラー ] ダイアログボッ クスを表

示するこ とでそのエラーを示します。 [ はい ] を選択して続行する と、 そのレ

ポートパッ クの残りの指令をパッケージマネージャが実行します。
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[OVPI レポートの配布解除 ] ウ ィンド ウが開きます。 128 ページの図 5 を参

照して ください。

このウ ィンド ウには、 パッケージのレポート を Web アクセスサーバーから

配布解除 ( 削除 ) する際のオプシ ョ ンが示されます。 レポートの配布解除を

選択する と、 それ以降、 ユーザーはク ライアン ト アプ リ ケーシ ョ ン (Web ア

クセスサーバー、 レポート ビューア、 レポート ビルダ ) を使用してそれらの

レポート を表示するこ とができな くな り ます。 

5 以下のいずれかを実行します。

a レポート を Web アクセスサーバーから配布解除しない場合は、 [ レポー

トの配布解除 ] チェッ クボッ クスをオフにします。

b レポート を Web アクセスサーバーから配布解除するには、 [ レポートの配

布解除 ] チェッ クボッ クスをオンにし、 以下を実行します。

— [OVPI アプ リ ケーシ ョ ンサーバー名 ] ボッ クスに、 レポート を配布

解除するシステム (Web アクセスサーバーシステム ) の名前を入力

します。

— [OVPI アプ リ ケーシ ョ ンサーバーのポート番号 ] ボッ クスに、

[OVPI アプ リ ケーシ ョ ンサーバー名 ] ボッ クスで、 指定したシステ

ム (Web アクセスサーバーシステム ) のポート番号を入力します。

— 管理者のユーザー名とパスワードを入力します。 レポート を配布解

除するには管理者権限を持つアカウン トが必要です。

— OVPI は、 インス トール時に、 trendadm というデフォルトの管理者

アカウン ト を作成します。 このアカウン ト を使用するか、 または、

管理者権限を持つ別のアカウン トがあればそれを使用します。

6 [ 次へ ] をク リ ッ ク します。

[OVPI パッケージの選択 ] ウ ィ ンド ウが開きます。 130 ページの図 6 を参照

して ください。

7 以下の手順に従います。
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a アンインス トールする各パッケージの横にあるチェッ クボッ クスをオン
にする と、 赤いチェッ クマーク ( ) が各パッケージの横にあるボッ クス

に表示されます。  

b [ 次へ ] をク リ ッ ク します。

[ 概要 ] ウ ィンド ウが表示されます。

8 [ 概要 ] ウ ィンド ウに表示された情報を確認し、 以下のいずれかを実行しま

す。

a 情報に問題がなければ、 [ アンインストール ] をク リ ッ ク します。 

b 表示された情報を変更する場合は、 [ 戻る ] ボタンをク リ ッ ク して前のい

ずれかの画面に戻り、 変更を加えます。 完了したら、 [ 概要 ] ウ ィンド ウ

に戻り、 [ アンインストール ] をク リ ッ ク します。 

[ アンインス トールの進捗状況 ] ウ ィンド ウ (132 ページの図 8) が開き、 ア

ンインス トールの全体および個々の進捗状況が表示されます。

アンインス トールが完了したら、 [ アンインス トールの進捗状況 ] ウ ィンド

ウの [ 完了 ] をク リ ッ ク します。

他のパッケージに対して依存関係を持つパッケージを選択した場合は、 パッ
ケージマネージャによってそれらのパッケージが削除対象と して自動的に選択
されます。 各依存パッケージの横にあるボッ クスに、 黒いチェッ クマークが表示

されます。
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7 場所に依存しないレポート作成機能
およびコピーポリシー
場所に依存しないレポート作成機能

通常、 OVPI は分散型ネッ ト ワーク環境に配布され、 セン ト ラルサーバーとサテ

ライ トサーバーの構成になっています。 サテライ トサーバーはデータをポーリ ン

グし、 要約タスクを実行します。 ポーリ ングされたデータをレポートするため

に、 集中リポジ ト リ ( 通常は、 セン ト ラルサーバー ) にデータがコピーされま

す。 このため、 データの複製が大量に作成され、 OVPI が監視しているネッ ト

ワークの負荷が増大します。

このよ う な問題に対処し、 分散型データ管理を準備するために考えられたのが、
場所に依存しないレポート作成機能 (LIR) です。 OVPI 分散型環境では、 LIR に

よって、 ネッ ト ワーク上のどこにデータがあるかに関係なく、 レポート を作成で
きます。 複数のデータベースのデータを 1 つのレポートに自動的に取り込むこ と

ができ、 サテライ トサーバーからセン ト ラルサーバーへデータを頻繁にコピーし
なければならないとい問題を回避できます。

レポート作成のために LIR を設定する利点は以下のとおりです。 

• ネッ ト ワーク ト ラフ ィ ッ クを軽減できます。 レポート生成のために、 最小限

のデータだけをサテライ トサーバーからセン ト ラルサーバーへ転送するよ う
にデータ管理を設定できます。 理想的なシナリオは、 サテライ トサーバーが

データの大半 ( 未処理のデータ、 レートデータ、 および要約データ ) をロー

カルに保存できるよ うにするこ とです。

• ネッ ト ワーク上に分散されたデータを 1 つのレポートにま とめるこ とができ

ます。

• ネッ ト ワーク上でのデータコピー機能をカスタマイズするための LIR マッ

ピングおよびコピーポ リシーを作成できます。

ポイン ト ツーポイン トの trendcopy プロシージャを使用して、 各サテライ ト

サーバーからのデータでセン ト ラルサーバーを更新する手間を省略できます。
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LIR マッピング

セン ト ラルサーバーで LIR マッピングが設定されている と、 各サテライ トサー

バーに含まれるデータタイプのマッピングが記録されます。 サテライ トサーバー

はセン ト ラルサーバーに登録します。 この登録は、 OVPI のインス トール時に行

う こ とができます (LIR のサポートのためのインス トールウ ィザードの更新を参

照 )。 または、 データベース参照の追加ウ ィザードを使用しても行う こ とができ

ます。 このウ ィザードは、 OVPI 管理コンソールのシステム / ネッ ト ワークの管

理アプリ ケーシ ョ ンから利用できます。 詳細は 349 ページの 「システムの管理」

を参照して ください。

LIR マッピング情報には以下のものが含まれます。

• データタイプ : レポートパッ クまたはテーブルカテゴ リ内の特定のプロパ

ティテーブルおよびすべてのプロパティテーブル

• 集約タイプ : レート、 時間単位、 日単位、 週単位、 月単位、 四半期単位、 年

単位

レポート を生成する場合、 レポート作成エンジンは LIR マッピングを使用して、

必要と されるデータのあるサテライ トサーバーを特定します。 プロパティテーブ

ル単位でクエ リーが実行されます。 プロパティテーブルがデータマッピングテー

ブルに示されていない場合は、 ローカルデータベースまたはデフォルトのデータ
ベースに対してクエ リーが実行されます。

LIR クエ リーは、 個々のノードまたはノードセッ トに対して作成されるレポー

ト要素 ( グラフまたはテーブル ) に適用されます。 ノードの選択の詳細は、 『HP 
OpenView Performance Insight レポートの作成および表示ガイ ド』 の第 6 章を

参照してください。 また、 ド リルダウンを使用して複数のレポート要素がリ ンク

されている場合にも LIR クエ リーが適用されます。 ド リルダウンの詳細は、

『HP OpenView Performance Insight レポートの作成および表示ガイ ド』 の第 5
章を参照してください。

LIR マッピングとコピーポリシー

LIR マッピングを作成する と、 集約タイプに基づき、 コピーポ リシーが作成さ

れます。 LIR マッピング 1 つにつき、 ゼロまたは 1 つ以上のコピーポ リ シーを関

連付けるこ とができます。 コピーポ リシーはセン ト ラルサーバーに自動的に生成

されます。 コピーポ リ シーによって、 データテーブルのタイプ、 コピー対象とな

るデータを含むコピー元のサテライ トサーバー、 およびデータ集約タイプが規定
されます。 詳細はコピーポ リシーを参照して ください。
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LIR の実装例

例 1: サテライ トサーバー上にあるレートデータを 1 時間ごとにセン ト ラルサー

バーにコピーする

この例は、 セント ラルサーバーで準リ アルタイム (NRT) レポート が必要と される

場合に適用できます。 これまでのバージョ ンの OVPI では、 すべてのサテライ ト

サーバーからレート データをコピーするこ と で、 この機能を果たしていました。 
しかし、 各ポーリ ングサイクルで収集されるレート データの量が多いため、 ほと
んどの実装ではこれは実現できませんでした。 さ らに、 サテライ ト サーバーと セ

ント ラルサーバーの間で重複したレート データが保持されるこ と になり ます。

LIR を使用する と、 セン ト ラルサーバーにレートデータをコピーするこ とな く、

NRT レポート を表示できます。 1 時間ごとに集計を実行し、 その 1 時間分の

データだけをセン ト ラルサーバーにコピーするよ うにサテライ トサーバーを設定
するだけです。 レートデータ と比べ、 1 時間分のデータの方がボ リ ュームを小さ

く抑えるこ とができます。

• OVPI と必要なレポートパッ クをセン ト ラルサーバーと 1 つ以上のサテライ

トサーバーにインス トールします。

• サテライ トサーバーをセン ト ラルサーバーに登録します。

• サテライ トサーバーは、 特定のデバイス リ ス トについてポーリ ングを実行
し、 時間単位の集約だけを実行するよ うに設定します。 それよ り も高いレベ
ルの集約 ( 日単位や週単位など ) については、 セン ト ラルサーバーで実行し

ます。

• セン ト ラルサーバーで LIR を設定し、 LIR マッピングを追加します。

• セン ト ラルサーバーからレポート を実行します。 これで、 サテライ トサー

バーのデータがレポートに自動的に取り込まれます。

LIR のサポートのためのインストールウィザードの更新

OVPI のインス トール時に、 OVPI サーバーシステムの役割の選択が求められる

よ うにな り ます。 インス トール指示の詳細は、 『HP OpenView Performance 
Insight Oracle データベースのインス トールおよびアップグレードガイ ド』 の第

4 章を参照してください。

[ データベースの選択 ] ウ ィ ンド ウには、 3 つのオプシ ョ ンが用意されています。
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• [ スタンドアロンサーバー ]

• [ セン ト ラルサーバー ]

• [ サテライ トサーバー ]

図 9 [ データベースの選択 ] ウ ィンド ウ

[ サテライ トサーバー ] オプシ ョ ンを選択する と、 [ セン ト ラルサーバー登録 ]
ページが開きます。 図 10 は、 [ セン ト ラルサーバー登録 ] ウ ィ ンド ウを示してい

ます。
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[ セン ト ラルサーバー登録 ] ページには、 登録先のセン ト ラルサーバーのホス ト

名およびポート番号 ( デフォルト値は 80) を指定するためのオプシ ョ ンがあ り ま

す。 これは、 systems.xml ファ イルに格納されている情報を同期させるために

必要です。 安全な通信を実現するために、 SSL を有効にできます。 インス トール

プロセスが終了する と、 登録も完了です。

図 10 [ セン ト ラルサーバー登録 ] ウ ィ ンド ウ

System.xml ファイルの更新

LIR を導入する と、 systems.xml ファ イルの [ データベースプロパティ ] ブ
ロ ッ クに新しい 2 つのタグが追加されます。 1 つ目は [ 役割 ] タグで、 許容値は

[ スタンドアロン ]( 数値 0)、 [ セン ト ラル ]( 数値 1)、 [ サテライ ト ]( 数値 2) で
す。 2 つ目は [LIREnabled] タグで、 許容値は [true] と [false] です。 
[LIREnabled] タグは、 セン ト ラルサーバーに限り適用されます。

systems.xml ファ イルのこのよ うな変更によ り、 アプ リ ケーシ ョ ンサーバーが

LIR アクセスの管理を行う よ うにな り ます。 ク ラ イアン トがアプリ ケーシ ョ ン

サーバーにログインする と、 現在どのデータベースに接続するのか指定が求めら
れますが、 今後 LIR 機能を使用するかど うかについても指示が求められます。 
このよ うに設定ポイン トが 1 つになっているため、 ク ラ イアン トのみのシステ

ムでは LIR を設定する必要はあ り ません。
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OVPI サーバーシステムの役割の管理

[ システム / ネッ ト ワークの管理 ] ウ ィンド ウを表示するには、 管理コンソール

のナビゲーシ ョ ンペインで [ システム ] アイコンをク リ ッ ク します。 [ システム /
ネッ ト ワークの管理 ] ウ ィ ンド ウが開きます。

ナビゲーシ ョ ンペインの [OVPI データベース ] フォルダーは、 新たに [ セン ト

ラルサーバー ]、 [ サテライ トサーバー ]、 [ スタンドアロンサーバー ] の 3 つの

サブフォルダーに分けられています。 セン ト ラルサーバーシステム名を選択する

と、 以下のウ ィンド ウが表示ペインに表示されます。

図 11 [ システム / ネッ ト ワークの管理 ] ウ ィ ンド ウ

このウ ィンド ウでは、 以下の情報を設定できます。

• データベースのプロパティ

• 初期化パラ メータ

• 表領域

• LIR 設定 ( セン ト ラルサーバーにのみ適用 )
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データベースシステムの役割を変更するには、 以下の手順に従います。

1 管理コンソールを起動します。

2 管理コンソールのナビゲーシ ョ ンペインで [ システム ] アイコンをク リ ッ ク し

ます。

[ システム / ネッ ト ワークの管理 ] ウ ィンド ウが開きます。

3 [OVPI データベース ] フォルダーに移動し、 目的のデータベースシステムを

選択します。

4 [ データベースのプロパティ ] をク リ ッ ク します。

[ データベースのプロパティ ] ウ ィ ンド ウが開きます。

5 [ データベースの役割 ] リ ス ト で、 新たに設定する役割を選択し、 [ 適用 ] を
ク リ ッ ク します。

[OVPI データベース ] フォルダーの適切なフォルダーに直ちに移動する と と

もに、 OVPI 管理者がログインしているシステムと異なる場合、 役割が変更

されたシステムに変更内容が伝播されます。 変更内容に合わせて、

systems.xml ファ イルが自動的に更新されます。

LIR マッピングの管理

この章では、 以下の項目について説明します。

• LIR の有効化

• LIR の無効化

• 新しい LIR マッピングの追加

• LIR マッピングの表示

• LIR マッピングの削除

• LIR マッピングの変更

管理コンソールには管理者権限を持つアカウン トでログオンする必要があ り ま
す。

新しいデータベース参照を追加するには、 システム / ネッ ト ワークの管理アプリ

ケーシ ョ ンのデータベース参照の追加ウ ィザードを使用できます。
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LIR の有効化

LIR を有効にするには、 以下を実行します。

1 管理コンソールを起動します。

2 管理コンソールのナビゲーシ ョ ンペインで [ システム ] アイコンをク リ ッ ク し

ます。

[ システム / ネッ ト ワークの管理 ] ウ ィンド ウが開きます。 

3 [OVPI データベース ] フォルダーに移動し、 セン ト ラルサーバー名を選択し

ます。

4 [LIR 設定 ] をク リ ッ ク します。

[LIR 設定 ] ウ ィンド ウが開きます。

5 ウ ィ ンド ウの下部にある [LIR の有効化 ] チェッ クボッ クスをオンにします。

これで、 セン ト ラルサーバーに対して LIR が有効になり、 systems.xml

ファ イルで [LIRの有効化 ] タグが [true] に設定されます。 続けて新しい LIR
マッピングの追加に進むこ とができます。

LIR の無効化

セン ト ラルサーバーで LIR を無効にするには、 以下を実行します。

1 [ システム / ネッ ト ワークの管理 ] ウ ィンド ウから、 [OVPI データベース ]
フォルダーに移動し、 セン ト ラルサーバー名を選択します。

2 [LIR 設定 ] をク リ ッ ク します。

[LIR 設定 ] ウ ィンド ウが開きます。

3 ウ ィ ンド ウの下部にある [LIR の有効化 ] チェッ クボッ クスをオフにします。

メ ッセージボッ クスが表示されます。

4 LIR マッピングと関連するポ リシーを削除する場合は、 [ はい ] をク リ ッ ク し

ます。

管理コンソールには管理者権限を持つアカウン トでログオンする必要があ り ま
す。
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新しい LIR マッピングの追加

新しい LIR マッピングを追加するには、 以下を実行します。

1 [ システム / ネッ ト ワークの管理 ] ウ ィンド ウから、 [OVPI データベース ]
フォルダーに移動し、 セン ト ラルサーバー名を選択します。

2 [LIR 設定 ] をク リ ッ ク します。

[LIR 設定 ] ウ ィンド ウが開きます。

3 [ マッピングの追加 ] をク リ ッ ク します。

[LIR マッピングの追加 ] ウ ィンド ウが表示されます。

4 [ サテライ トサーバーの選択 ] リ ス ト から、 マッピングを追加するサテライ

トサーバーを選択します。

5 以下のいずれかのデータテーブルオプシ ョ ンを選択します。

— [ カテゴリ ]( レポートパッ クテーブルカテゴ リ )

— [ プロパティテーブル ]( 個々のプロパティテーブル )

6 手順 5 で選択した内容に応じて、 コンボボッ クスから名前を選択します。

7 マッピング対象となるデータタイプを選択します。

コピータイプを選択する と、 それよ り も下位レベルにある集約タイプすべて
が自動的に選択されます。 たとえば、 [ 日単位 ] オプシ ョ ンを選択した場合、

[ 時間単位 ] および [ レート ] マッピングが自動的に選択されます。

8 [ リス トへの追加 ] をク リ ッ ク します。

LIR マッピングが作成され、 [ 追加されたマッピング ] リ ス トに表示されま

す。

9 複数の LIR マッピングがある場合は、 手順 4 ～手順 8 を繰り返して追加し

ます。

10 マッピングを追加したら、 [OK] をク リ ッ ク し、 [ 適用 ] をク リ ッ ク します。

追加された LIR マッピングが表示ペインに表示されます。 対応するコピーポ

リ シーもセン ト ラルサーバーに自動的に生成されます。

セン ト ラルサーバーに対して LIR が有効になっているこ とを確かめます。 144 
ページの 「LIR の有効化」 を参照して ください。
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LIR マッピングの表示

1 [ システム / ネッ ト ワークの管理 ] ウ ィンド ウから、 [OVPI データベース ]
フォルダーに移動し、 LIR が有効になっているセン ト ラルサーバーを選択し

ます。

2 [LIR 設定 ] をク リ ッ ク します。

LIR マッピングがテーブルにリ ス ト されます。

3 マッピングをフ ィルタ リ ングするには、 [ サテライ トサーバーの選択 ] リ ス

トからサテライ トサーバー名を選択して、 対応するマッピングを表示しま
す。

LIR マッピングの削除

1 [ システム / ネッ ト ワークの管理 ] ウ ィンド ウから、 [OVPI データベース ]
フォルダーに移動し、 LIR が有効になっているセン ト ラルサーバーを選択し

ます。

2 [ 編集 ] メニューの [LIR マッピングの削除 ] をク リ ッ ク します。

[LIR マッピングの削除 ] ウ ィンド ウが表示されます。

3 マッピングのリ ス トから、 サテライ トサーバー、 データテーブルタイプ、 ま
たはその両方でフ ィルタ リ ングできます。

4 フ ィルタ リ ングした リ ス トから、 削除するマッピングを選択します。

• 連続した複数のオブジェク ト を選択するには、 最初のオブジェク ト を選
択してから、 [Shift] キーを押しながら最後のオブジェク ト を選択しま

す。

• 連続していない複数のオブジェク ト を選択するには [Ctrl] キーを押しな

がらオブジェク ト を 1 つずつク リ ッ ク します。

5 選択した内容に応じて、 [ 選択済みを削除 ] または [ すべてを削除 ] をク リ ッ ク

します。

LIR マッピングが削除されます。

6 [ 適用 ] をク リ ッ ク します。

7 [OK] をク リ ッ ク して [ システム / ネッ ト ワークの管理 ] ウ ィ ンド ウに戻り ま

す。
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LIR マッピングの変更

サテライ トサーバーにマッピングされるデータタイプ値を変更できます。

1 [LIR 設定 ] ウ ィンド ウで、 変更する LIR マッピングに対応するサテライ ト

サーバーを選択します。

2 このサテライ トサーバーに関連付けられている LIR マッピングが表示され

ます。

3 マッピングのためのデータタイプオプシ ョ ンを選択または選択解除して、
[ 適用 ] をク リ ッ ク します。

コピーポリシー

LIR 機能では、 サテライ トサーバーからセン ト ラルサーバーへの trendcopies の

ためのコピーポ リシーを作成するために、 コピーポ リシーウ ィザードをサポート
しています。 コピーポ リシーウ ィザードはセン ト ラルサーバーから起動します。

コピーポ リシーによ り、 ネッ ト ワークでのデータコピー機能のカスタマイズおよ
び管理が可能になり ます。 特定のデータタイプのデータをサテライ トサーバーか

らセン ト ラルサーバーへコピーするためのポ リシーを作成できます。 使用シナリ

オの詳細は、 148 ページの 「コピーポ リシーの実装例」 を参照して ください。

LIR マッピングにはそれぞれ対応するコピーポ リシーがあ り ます。 詳細は 138 
ページの 「LIR マッピング」 を参照して ください。 ポ リシーの作成および変更に

は、 コピーポ リ シーマネージャアプリ ケーシ ョ ンを使用します。

この章では、 以下の項目について説明します。

• 148 ページの 「コピーポ リシーの実装例」

• 149 ページの 「コピーポ リシーマネージャの起動」

• 151 ページの 「コピーポ リシーの管理」
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コピーポリシーの実装例

例 1: テーブルカテゴリのためのカスタムコピーポリシー

この例では、 テーブルカテゴ リのためのカスタムコピーポ リシーを作成します。 
さまざまなサテライ トサーバーからセン ト ラルサーバーに日単位のデータをコ
ピーします。

• セン ト ラルサーバーおよび 1 つまたは複数のサテライ トサーバーに OVPI を

インス トールします。

• セン ト ラルサーバーとサテライ トサーバーの両方に必要なレポートパッ クを
インス トールします。

• テーブルカテゴ リのためのカスタムコピーポ リシーを作成します。 集約を

[ 日単位 ]、 コピータイプを [ データのみ ] に設定します。

コピータイプがデータコピーであるため、 タイムバリ アン トデータがコピー
され、 プロパティデータは無視されます。

例 3: 個々のデータテーブルのためのカスタムコピーポリシー

この例では、 個々のデータテーブルのためのコピーポ リシーを取り上げます。 さ
まざまなサテライ トサーバーからセン ト ラルサーバーに、 すべての時間単位テー
ブルのプロパティテーブルとデータテーブルをコピーします。

• セン ト ラルサーバーおよび 1 つまたは複数のサテライ トサーバーに OVPI を

インス トールします。

• サテライ トサーバーとセン ト ラルサーバーの両方に必要なレポートパッ クを
インス トールします。

• 個々の時間単位のデータテーブルのためのコピーポ リシーを作成します。 集
約を [ プロパティのみ ] と [ データのみ ] に設定します。 [ プロパティおよび

データ ] オプシ ョ ンを選択しないでください。

上記の例のプロシージャでは、 選択したテーブルカテゴ リに対してプロパティ
だけをコピーする別のコピーポ リシーをすでに作成しているこ とが前提とな り
ます。
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コピーポリシーマネージャの起動

コピーポ リシーマネージャアプ リ ケーシ ョ ンには、 OVPI 管理コンソールからア

クセスします。 このアプ リ ケーシ ョ ンを使用できるのは、 セン ト ラルサーバーで

管理コンソールが起動されている場合だけです。

このアプ リ ケーシ ョ ンでは、 以下の作業を実行できます。

• コピーポ リシーの作成

• コピーポ リシーの編集

• コピーポ リシーの表示

コピーポ リシーマネージャアプ リ ケーシ ョ ンを起動するには、 以下を実行しま
す。

1 管理コンソールを起動します。

2 管理コンソールのナビゲーシ ョ ンペインで [ 管理 ] アイコンをク リ ッ ク しま

す。

[ 管理 ] ウ ィンド ウが開きます。 このウ ィ ンド ウには以下のペインがあ り ます。

• 表示ペイン。 表示ペインは、 ウ ィンド ウの右側にあ り ます。 

• ナビゲーシ ョ ンペイン。 ナビゲーシ ョ ンペインはウ ィンド ウの左側にあ り ま

す。 コピーポ リ シーマネージャでは 2 つの表示オプシ ョ ンをサポート してい

ます。 ビューに応じて、 ペインにツ リーが表示されます。 ツ リーはフォル

ダーで構成されており、 各フォルダー内には項目があ り、 各項目の下に、 さ
らに別の項目、 またはフォルダーがある場合があ り ます。

ツ リーの階層レベルは、 Windows エクスプローラで Windows システムの内容

を表示するのとまったく同様に展開できます。 フォルダーを展開する と、 その

フォルダー内の項目やフォルダーを表示できます。 また、 階層レベルを折りたた
むこ と もできます。

ナビゲーシ ョ ンフレームのツ リーは、 次のよ うに操作します。

• フォルダーの内容をプレビューするには、 プラス記号 (+) をク リ ッ ク しま

す。 

フォルダーの内容は、 表示フレームに表示されます。

• 展開されたフォルダーを縮小するには、 マイナス記号 (-) をク リ ッ ク します。 

管理コンソールには管理者権限を持つアカウン トでログオンする必要があ り ま
す。
場所に依存しないレポート作成機能およびコピーポリシー 149



設定されているコピーポリシーの表示

コピーポ リシーマネージャには 2 つの表示オプシ ョ ンがあ り ます。

• テーブルのカテゴ リ ビュー : コピーポ リシーは、 テーブルカテゴ リに基づ

き、 [ コピーポ リシーマネージャ ] ウ ィンド ウの表示ペインに表示されます。 
また、 ナビゲーシ ョ ンペインでさ らにド リルダウンして、 テーブルカテゴ リ
によってフ ィルタ リ ングされたコピーポ リシーを取得するこ と もできます。 
詳細は 150 ページの 「テーブルカテゴ リのコピーポ リ シーの表示」 を参照し

て ください。

• サーバービュー : コピーポ リシーは、 サテライ トサーバーに基づき、 [ コ
ピーポ リ シーマネージャ ] ウ ィ ンド ウの表示ペインに表示されます。 また、

ナビゲーシ ョ ンペインでさ らにド リルダウンして、 各サテライ トサーバーに
作成されているコピーポ リシーを取得するこ と もできます。 サテライ トサー

バービューは、 コピーポ リシーマネージャアプ リ ケーシ ョ ンを起動したと き
のデフォルトのビューです。 詳細は 150 ページの 「サテライ トサーバーに関

連付けられているコピーポ リシーの表示」 を参照して ください。

サテライ トサーバーに関連付けられているコピーポリシーの表示

サテライ トサーバーに関連付けられているコピーポ リシーを表示するには、 以下
のいずれかを実行します。

• [ 表示 ] メニューの [ サーバービュー ] を選択します。

• ([ 表示 ] ボタン ) をク リ ッ ク して、 [ サーバービュー ] を選択します。 

ナビゲーシ ョ ンペインにサテライ トサーバーが表示されます。 いずれかのサ

テライ トサーバーを選択する と、 それに関連するコピーポ リシーが表示ペイ
ンに表示されます。

テーブルカテゴリのコピーポリシーの表示

テーブルカテゴ リのコピーポ リシーを表示するには、 以下のいずれかを実行しま
す。

• [ 表示 ] メニューの [ テーブルのカテゴ リ ビュー ] を選択します。

• ([ 表示 ] ボタン ) をク リ ッ ク して、 [ テーブルのカテゴ リ ビュー ] を選

択します。 
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ナビゲーシ ョ ンペインにテーブルカテゴ リが表示されます。 いずれかのテー

ブルカテゴ リ を選択する と、 それに関連するコピーポ リシーが表示ペインに
表示されます。

各列の項目は以下のとおりです。

コピーポリシーの管理

コピーポ リシーマネージャアプ リ ケーシ ョ ンでは、 新しいコピーポ リシーを作成
した り、 既存のコピーポ リシーを変更できます。

 通常、 新しいポ リ シーが作成されるシナリオは以下のとおりです。

• 新しいレポートパッ クをインス トールしたと き。

• セン ト ラルサーバーが集約の一部を処理する新しい収集を作成したと き。

この章では、 以下の項目について説明します。

• 152 ページの 「コピーポ リシーの作成」

• 155 ページの 「コピーポ リシーの編集」

• 155 ページの 「コピーポ リシーの削除」

[ コピーポ リシー ID] コピーポ リシーの一意の識別子。

[ テーブルカテゴ リ ] テーブルカテゴ リの名前。

[ ソーステーブルのエイ リ アス ] サテライ トサーバーのソーステーブル
の名前。

[ ターゲッ ト テーブルエイ リ アス ] セン ト ラルサーバーのターゲッ ト テー
ブルの名前。

[ コピータイプ ] コピー対象のデータタイプ。 可能な値

は、 [ プロパティテーブル ]、 [ データ

テーブル ]、 またはその両方です。

[ ソースサーバー ] データが保存されているサーバー。

[ 宛先サーバー ] セン ト ラルサーバーの名前。

[ コピーポ リシーが許可されています ] ソースサーバーからセン ト ラルサー
バーへデータがコピーされるかど うか
を示します。
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コピーポリシーの作成

コピーポ リシーを作成するには、 以下の手順に従います。 

タスク  1: [ コピーポリシー ] ウィザードを起動する

[ コピーポ リ シーマネージャ ] ウ ィ ンド ウから、 以下のいずれかを実行して、 [ コ
ピーポ リ シー ] ウ ィザードを起動します。

• ([ 新規コピーポ リシー ] ボタン ) をク リ ッ ク します。

• [ ファイル ] メニューから、 [ 新規コピーポリシー ] を選択します。

[ コピーポ リ シー ] ウ ィザードが開きます。 [ 次へ ] をク リ ッ ク します。

タスク  2: サテライ トサーバーとデータテーブルを選択する

1 コンボボッ クスから、 データのコピー元となるソースサテライ トサーバーを
選択します。 データ転送のターゲッ トサーバーは、 ログインしているセン ト

ラルサーバーです。

2 以下のいずれかを実行します。

• すべてのテーブルを選択するには、 [ テーブルカテゴリ ] をク リ ッ ク して、

コンボボッ クスからテーブルカテゴ リ を選択します。

• 個々のテーブルを選択するには、 [ 単一テーブル ] をク リ ッ ク して、 コン

ボボッ クスからテーブルを選択します。

3 [ 次へ ] をク リ ッ ク します。

テーブルカテゴ リ を選択した場合は、 タスク 3 に進みます。 それ以外の場合

は、 タスク 4 に進みます。
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タスク  3: テーブルカテゴリのためのコピーポリシー詳細を定義する

[ コピータイプ選択 ] ウ ィンド ウが開きます。 

1 以下のいずれかを実行します。

• デフォルトの設定のままポ リシーを作成する場合は、 [ デフォルト コピー

ポリシー ] オプシ ョ ンを選択します。 デフォルトのポ リシーでは、 時間単

位のすべてのテーブルに対してプロパティテーブルとデータテーブルが
コピーされます。

デフォルトの間隔 ( 時間単位 ) は、 以下の名前で $DPIPE_HOME/data/

config.prp ファ イルに保存されています (DPIPE_HOME は、 OVPI
をインス トールしたディ レク ト リです )。

copy.timetype.default = hourly

• カスタマイズされたポ リシーを作成する場合は [ カスタマコピーポリシー ]
オプシ ョ ンを選択して、 必要な集約タイプとそのコピータイプを選択し
ます。

2 [ 次へ ] をク リ ッ ク し、 タスク 5 に進みます。
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タスク  4: 単一のテーブルのためのコピーポリシー詳細を定義する

[ コピータイプ選択 ] ウ ィンド ウが開きます。

1 テーブルのコピータイプを選択します。

• [ プロパティのみ ] オプシ ョ ンを選択した場合、 プロパティテーブルと

キーマップテーブルだけがセン ト ラルサーバーにコピーされます。

• [ プロパティのみ ] と [ データのみ ] の両方を選択できます。 プロパティの

みのコピーは頻繁に実行され、 データのコピーはそれよ り長い間隔で実
行されるので、 このオプシ ョ ンはベーステーブルおよび時間単位のテー
ブルに最適です。

• [ プロパティおよびデータ ] オプシ ョ ンは、 テーブルの場合に通常選択され

る trendcopy 操作です。

2 [ 次へ ] をク リ ッ ク し、 タスク 5 に進みます。

trendcopy コマンドの詳細については、 『HP OpenView Performance Insight 
Reference Guide』 を参照して ください。
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タスク  5: コピーポリシー情報を確認し、 プロシージャを完了する

1 [ 概要 ] ウ ィンド ウに表示される情報を確認します。

2 以下のいずれかを実行します。

• 情報が正しいかど うかを確認します。

• 必要があれば、 [ 戻る ] をク リ ッ ク して前のウ ィンド ウに戻り、 変更しま

す。 変更が完了したら、 [ 次へ ] をク リ ッ ク して [ 概要 ] ウ ィ ンド ウまで

戻り ます。 

3 [ 終了 ] をク リ ッ ク します。

コピーポリシーの編集

コピーポ リシーを編集するには、 以下を実行します。

1 [ コピーポ リ シーマネージャ ] ウ ィ ンド ウから、 変更するコピーポ リ シーを

ダブルク リ ッ ク します。 150 ページの 「設定されているコピーポ リシーの表

示」 を参照して ください。

2 [ コピータイプ ] リ ス トからコピータイプの値を変更できます。

3 データをセン ト ラルサーバーにコピーしないのであれば、 ［有効］ チェ ッ ク
ボッ クスをオフにします。

デフォルトでは、 [ 有効 ] チェッ クボッ クスはオンになっています。

4 [OK] をク リ ッ ク します。

コピーポリシーの削除

コピーポ リシーを作成するために、 以下のオプシ ョ ンを使用できます。

テーブルカテゴリに関連付けられているすべてのコピーポリシーを削除するに
は、 以下の手順に従います。

1 テーブルカテゴ リに関連付けられているすべてのコピーポ リシーを削除する
場合は、 ナビゲーシ ョ ンペインのビューを [ テーブルのカテゴ リ ビュー ] に
設定します。 150 ページの 「設定されているコピーポ リ シーの表示」 を参照

して ください。

レポートパッ クレベルまたはサテライ トサーバーレベルではコピーポ リ シーは
変更できません。 ポ リ シーはすべて手動で編集する必要があ り ます。
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2 テーブルカテゴ リ名を右ク リ ッ ク して、 [ コピーポリシーの削除 ] を選択しま

す。 

3 [ はい ] をク リ ッ ク して、 データベースからすべてのコピーポ リ シーを削除し

ます。

サテライ トサーバー上のすべてのコピーポリシーを削除するには、 以下の手順に
従います。

1 サテライ トサーバー上のすべてのコピーポ リ シーを削除する場合は、 ナビ
ゲーシ ョ ンペインのビューを [ サーバービュー ] に設定します。 150 ページ

の 「設定されているコピーポ リシーの表示」 を参照して ください。

2 サーバー名を右ク リ ッ ク して、 [ コピーポリシーの削除 ] を選択します。

3 [ はい ] をク リ ッ ク して、 データベースからすべてのコピーポ リ シーを削除し

ます。

個々のコピーポリシーを削除するには、 以下の手順に従います。

1 削除するコピーポ リシーに応じて、 ナビゲーシ ョ ンペインのビューを [ サー

バービュー ] または [ テーブルのカテゴ リ ビュー ] に設定します。 150 ページ

の 「設定されているコピーポ リシーの表示」 を参照して ください。

2 削除するコピーポ リシーを右ク リ ッ ク します。 

3 [ コピーポリシーの削除 ] を選択し、 [OK] をク リ ッ ク して、 データベースから

コピーポ リシーを削除します。
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8 ポーリングポリシーの管理
ポーリ ングポ リ シーマネージャでは、 データを収集するポーリ ングポ リ シーの
セッ ト アップと変更、 ノードのインポート と管理、 ポーリ ンググループの管理を
実行できます。 また、 プロパティテーブル内の値を更新するこ と もできます。 こ
の章では、 次の作業を説明します。

• 現在のポーリ ングポ リシーの表示 (165 ページ )

• 新しい収集の作成 (167 ページ )

• 新しいポーリ ングポ リシーの作成 (242 ページ )

• 既存のポーリ ングポ リシーの編集 (247 ページ )

• 既存のポーリ ングポ リシーの削除 (248 ページ )

• ノードのインポート (264 ページ )

• ポーリ ンググループの管理 (249 ページ )

• ノードの管理 (259 ページ )

• コ ミ ュニティ文字列プロファ イルの管理 (268 ページ )

• SNMP プロファ イルの管理 (270 ページ )

• データパイプのインス トールの管理 (273 ページ )

• プロパティテーブルの値の変更 (276 ページ )

ポーリ ングポ リ シーを使用する と、 適切なポーリ ングス ト ラテジを採用すれば、
最大限の効率でデータが収集されるよ うデータ収集を設定できます。 ポーリ ング

ポ リシーにはそれぞれ、 その定義の中にポーリ ンググループが必要です。 ポーリ

ンググループはそれぞれ、 ポーリ ング対象のノードやインスタンスなどの、 デバ
イスの リ ス トです。 これらのポーリ ンググループを各種のス ト ラテジを使用して

定義でき、 効率の最大化と管理の簡素化を実現できます。 ポーリ ングス ト ラテジ

では、 収集するデータのための適切なポーリ ング頻度を設定する必要もあ り ま
す。
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ポーリングスト ラテジ

ポーリ ングス ト ラテジには以下のこ とを考慮する必要があ り ます。

• ネッ ト ワーク内のノードをグループ化する最も効果的な方法

• 各グループをポーリ ングする必要の頻度

たとえば、 すべてのルーターを 1 時間ごとにポーリ ングしたいと します。 また、

特定のデータセンターにあるすべてのデバイスを 1 日に 1 回ポーリ ングしたい

と します。 この場合、 該当するデバイスを含む 2 つのグループを作成し ( 一部の

デバイスは両方のグループに属する可能性があ り ます )、 グループ別にポーリ ン

グ頻度を定義できます。  

ポーリンググループ

OVPI では、 ポーリ ング対象のノードのグループを柔軟に定義できます。 

ポーリ ングポ リ シーマネージャを使用して作成できるポーリ ンググループの種類
の例を以下に示します。

• 機能別グループ

[ パッケージマネージャ ] を使用してデータパイプパッケージをインス トールす

る際はポーリ ングス ト ラテジが提供されますが、 それらのス ト ラテジは収集の
ニーズに合わせて変更するこ と もできます。 

たとえば、 Device Resource Cisco Router Datapipe をインス トールした場合

は、 15 分ごとに収集を行う 3 つのポーリ ングポ リシーと、 1 時間ごとに収集を

行う 1 つのポーリ ングポ リシーが設定され、 これらのポ リシーによって Cisco
ルーターのグループから収集が行われます。 しかし、 15 分間隔ではなく 5 分間

隔で収集を実行する必要があ り、 1 時間ごとの収集を 1 日に 1 回しか実行する

必要がない場合は、 デフォルトのポ リシーを変更する必要があ り ます。 または、

サテライ ト システムごとに、 一部の Cisco ルーターに対してのみ収集を実行す

るこ と もできます。 この場合はグループも変更する必要があ り ます。

さ らに、 データパイプによっては指定インスタンスポーリ ングを設定できるも
のもあ り ます。 指定インスタンスポーリ ングでは、 データ収集対象を一部のイン

タフェースだけに制限できます。 詳細は、 161 ページの 「指定インスタンスポー

リ ング」 を参照して ください。
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同じ機能を実行するすべてのデバイス ( たとえばファ イルサーバー ) をグ

ループ化できます。

• 使用可能情報別グループ

グループ内のすべてのノードから使用できる特定の情報に従ってノードグ
ループを作成できます。

• 場所別グループ

大規模なネッ ト ワークでは、 グループをそれらの物理的な場所に基づいて分
割するこ とが有効な場合があ り ます。 このよ うにする と、 対象のノードが常

に最も近くにあるポーリ ングシステムによってポーリ ングされます。 

• ベンダー別グループ

同じタイプのデバイスが多数あるが、 それらが異なるベンダーからのもので
ある場合があ り ます。 ベンダー別にタイプのグループを作成できます。 たと

えば、 ベンダー A のルーターに使用するタイプと、 ベンダー B のルーター

に使用するタイプとを別々にするこ とができます。 

また、 ベンダー機能グループを作成し、 同じベンダーからのデバイスをその
タイプに関係なくすべて同じグループに含めるこ と もできます。

• 優先順位別グループ

このグループは、 よ り大きなグループをさ らに分割する方法とみなすこ とが
できます。 たとえば、 大規模なネッ ト ワークでは、 ルーターの数が数十から

数百に及ぶこ とがあ り ます。 その場合に、 ポーリ ング目的において中心的な

ルーターに注目する必要がある と します。 そこで、 全ルーターを含むルー

ターグループを作成し、 そのサブセッ トにコアルーターという グループを作
成し、 中心的なルーターを含め、 別々にポーリ ングするこ とができます。 

ポーリ ングプロセス ee_collect、 mw_collect、 および rmon_collect は、 ポー

リ ング周期が始まるたびに、 ポーリ ング対象のグループのメンバシップ リ ス
ト を読み取り ます。 グループに加えられた変更は、 実際にデータがポーリ ン

グされている、 ノードの リ ス トに自動的に反映されます。  

レポートパッ クを使用してデータパイプをインス トールする と、 グループの定
義が追加されます。
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ポーリング頻度

ポーリ ング要求で収集するデータのタイプと、 データを収集する理由は、 データ
のポーリ ング頻度を決定する際に影響します。 たとえば、 次のよ うにな り ます。

• 変化が滅多に発生しないシステム構成データや、 徐々に変化するディ スク使
用率データは、 1 日に 1 回だけ収集すればよいでし ょ う。 

• 時間帯によって特性が変化する動的なパフォーマンス統計情報は、 正確に把
握するには毎日何回も収集する必要があ り ます。

• ポーリ ングの間隔の時間 ( 分単位 ) は、 データがその間隔の中でどの程度変

化し う るかによって決定します。

このほか、 ポーリ ング頻度の決定に影響する要因と して、 以下のものがあ り ま
す。

• ポーリ ングの間隔が広すぎる場合に何らかの情報を見逃してしま う可能性が
あるかど うか

• ポーリ ングされる側とポーリ ングする側のシステムにかかる負荷 ( および、

データ収集によってネッ ト ワークにかかる負荷。 特に対象ノードが リモート
サイ トにある場合 )

• データ格納用と して使用できるデータベース領域の量

ポーリ ング頻度を 10 分から 5 分に変更する と、 収集されるデータの量は 2 倍に

なり ます。 通常、 パフォーマンス統計情報は 10 分から 15 分ごとに収集します

が、 RMON のホス トやマ ト リ ッ クスなど比較的多量のデータは 1 時間ごとに収

集します。

また、 OVPI は、 リ アルタイム ( 現在起こっている問題を解決するための統計情

報 ) を確認するこ とを意図したものではあ り ません。 それを行うのはダッシュ

ボートやリ アルタイムアプ リ ケーシ ョ ンの役割です。 これらは、 データを高い頻
度 ( 一般には秒単位 ) で収集し、 最新のデータを表示し、 新しいデータを入手し

た時点で ( または短時間で )、 前のデータを破棄します。 これらの リ アルタイム

アプ リ ケーシ ョ ンは ト ラブルシューティングが目的であ り、 必要な統計情報を少
数のデバイスから収集します。 OVPI のポーリ ングは、 ト ラブルシューティング

をサポートするためのベースラインを提供し、 数時間、 数日、 および数週間にわ
たって頻繁に発生するパターンを特定するこ とを目的と しています。 
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指定インスタンスポーリング

特定のデバイスについて、 その一部のコンポーネン ト をポーリ ングした くない場
合があ り ます。 この状況はインタフェースの場合によ く起きます。 

たとえば、 100 個のインタフェースを持つスイ ッチがあ り、 それらインタフェー

スがすべて異なる PC またはサーバーに接続している と仮定します。 標準の

SNMP ポーリ ングでこれらすべてのインタフェースからデータを収集した場合

は、 各インタフェースから 1 行のデータを収集するこ とになるので、 結果は 100
行のデータになり ます。 

多くの場合、 各インタフェースについてそのすべてのデータが必要になるこ とは
あ り ません。 たとえば、 個々の PC などの下位が知りたいというのではなく、 親

スイ ッチへの接続やサーバーとの接続のみが知りたいと仮定します。 このよ う な

場合は、 100 個の接続からたとえば 4 個をポーリ ングするだけで済みます。 指定

インスタンスポーリ ングでは、 データ収集対象を一部のインタフェースだけに制
限できます。 データ収集対象はルールまたは特定の規定のいずれかで識別されま

す。

指定インスタンスポーリ ングの利点は、 すべてのインタフェースから収集される
データが、 ほとんど不要な場合に、 一部のデータだけを収集するこ とで、 規模の
大きいネッ ト ワークをも管理できるこ とです。 また、 これによって収集の負荷と

ネッ ト ワーク ト ラフ ィ ッ クが低減します。 唯一の欠点は、 すべてのインタフェー

スのデータを保持していないという こ とですが、 指定インスタンスポーリ ングの
採用を決定した時点で、 一部のデータを不要と判断したという こ とです。

Interface Reporting および FrameRelay Service レポートパッ クには以下の

データパイプがあ り、 これらを使用して指定インスタンスポーリ ングをセッ ト
アップできます。

• ATM ifEntry データパイプ : 詳細は、 『ATM ifEntry Datapipe User Guide』
( 英語 ) を参照して ください。

• Frame Relay CPE データパイプ : 詳細は、 『Frame Relay CPE Datapipe 
ユーザーガイ ド』 を参照して ください。

• Interface Reporting ifEntry データパイプ : 詳細は、 『Interface Reporting 
ifEntry Datapipe ユーザーガイ ド』 を参照して ください。 
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ポーリングポリシーマネージャの起動

ポーリ ングポ リ シーマネージャを起動するには、 以下の手順に従います。

1 管理コンソールを起動します。 詳細は、 96 ページの 「管理コンソールの起

動」 を参照して ください。  

2 ナビゲーシ ョ ンペインの [ 管理 ] アイコンをク リ ッ ク します。 [ 管理 ] スナッ

プインが開きます。

3 [ 管理 ] スナップインにあるナビゲーシ ョ ンツ リーで、 ポーリングポリシーを

ク リ ッ ク します。

[ ポーリ ングポ リシー ] ウ ィ ンド ウが開きます。

[ ポーリ ングポ リシー ] ウ ィ ンド ウには以下のペインがあ り ます。 

• 表示ペイン : 表示ペインは、 ウ ィンド ウの右側にあ り ます。 

管理コンソールには管理者権限を持つアカウン トでログオンする必要があ り ま
す。 ユーザーアカウン トの詳細は、 516 ページの 「ユーザーアカウン トの管理」

を参照して ください。
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• ナビゲーシ ョ ンペイン。 ナビゲーシ ョ ンペインはウ ィンド ウの左側にあ り ま

す。 このペインには、 現在表示しているデータベースのツ リーが表示されま

す。 ツ リーはフォルダーで構成されており、 各フォルダーにはページが含ま

れています。 各ページの下に、 さ らに別のページ、 またはフォルダーがある
場合があ り ます。 

データベースの階層レベルは、 Windows エクスプローラで Windows システム

の内容を表示する と き と まった く同様に展開できます。 フォルダー を展開する

こ とで、 そのフォルダー内のページやフォルダーを表示できます。 また、 階層レ
ベルを折りたたむこ と もできます。

ナビゲーシ ョ ンフレームのツ リーは、 次のよ うに操作します。

• フォルダーの内容をプレビューするには、 プラス記号 (+) をク リ ッ ク しま

す。 

フォルダーの内容は表示フレームに表示されます。

• 展開されたフォルダーを縮小するには、 マイナス記号 (-) をク リ ッ ク します。 

表示機能

ポーリ ングポ リ シーマネージャプログラムは、 情報の表示を変更できる機能を備
えています。 以下では各機能について説明します。 それらの機能は、 昇順または

降順でのソート、 列のサイズの変更、 およびポ リシーリ ス トの更新です。

列のソート

列内の情報を昇順にソートするには、 ソートする列の見出しの上にカーソルを置
いてク リ ッ ク します。 同様に、 列内の情報を降順にソートするには、 ソートする

列の見出しの上にカーソルを置き、 [Shift] キーを押しながら ク リ ッ ク します。  

テキス ト フ ィールドで昇順にソートする と、 大文字の英字が先にアルファベッ
ト順に表示され、 それから小文字の英字がアルファベッ ト順に表示されます。 ま
た、 テキス ト フ ィールド内の数値は、 標準の ASCII ソート順である英数字順に

表示されます。 たとえば、 1、 11、 112、 3、 34、 5 の順に表示されます。
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列のサイズの変更

列のサイズを変更するには、 以下の手順に従います。

1 列の右側の境界線上にカーソルを置きます。

両方向の矢印が表示されます。

2 マウスの左ボタンをク リ ッ ク し、 押したままにします。

3 列が希望の幅になるまで、 矢印を左か右に移動します。

4 マウスの左ボタンを放します。

ポリシーリストの更新

ポーリ ングポ リ シーマネージャでは、 表示ペイン内のポーリ ングポ リシーのリ ス
ト を更新できます。 ポーリ ングポ リシーマネージャで リ ス ト を更新する と、 列が

元の順序にソート され、 列のサイズが元のサイズに戻り、 列の強調表示がなくな
り ます。

表示ペインを更新するには、 以下のいずれかを実行します。

• をク リ ッ ク します。

• [ 表示 ] メニューの [ 更新 ] を選択します。

項目の選択

以下のいずれかを実行して リ ス ト内の項目を選択できます。

• 連続する行を選択するには、 その最初の行を選択してから最後の行で [Shift]
キーを押すか、 またはマウスの左ボタンを押しながらスクロールします。 

• 連続していない行を選択するには、 選択する行ごとに [Ctrl] キーを押しま

す。

• 場合によっては、 単一の行をダブルク リ ッ ク してその特定の行を編集するこ
とができます。

上記の方法をいくつか組み合わせるこ とで選択できます。
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ポーリングポリシーの表示

表示ペインにはさまざまなフ ィルターが含まれています。 次のフ ィルターを使用

して、 利用可能なポーリ ングポ リシーのサブセッ トだけを表示するこ とができま
す。

• [ ユーザー ] ユーザー名でフ ィルタ リ ングしたポーリ ングポ リシーが表示さ

れます。 

• [ 間隔 ] ポーリ ング間隔でフ ィルタ リ ングしたポーリ ングポ リシーが表示さ

れます。 

• [ グループ名 ] グループ名でフ ィルタ リ ングしたポーリ ングポ リシーが表示

されます。

• [ ポーリ ング元 ] ポーリ ングを実行しているマシンでフ ィルタ リ ングした

ポーリ ングポ リシーが表示されます。

• [ データパイプ ] データパイプ名でフ ィルタ リ ングしたポーリ ングポ リ シー

が表示されます。

現在のポーリングポリシーの表示

現在のポーリ ングポ リシーを表示するには、 [ すべて ] ページをク リ ッ ク します。
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以下のポーリ ングポ リシー情報が表示ペインに表示されます。 

各列の項目は以下のとおりです。  

[ 名前 ] ポーリ ングポ リシーの名前

[ データパイプ ] データパイプの名前

[ コレク タ ] OVPI の外部にあるソースからデータを収集するプロ

グラムの名前

[ テーブルの

エイ リ アス名 ]
ユーザーに表示されるテーブルの名前

[ グループ名 ] ポーリ ングされる ノードまたはインスタンスを含むグ
ループの名前

[ ポーリ ング元 ] ポーリ ングを実行しているマシンの名前

[ サーバー ] 対象サーバー名 ( 収集データを含んでいるサーバー )

[ 間隔 ] ポーリ ング要求の時間間隔

[ ユーザー ] ポーリ ングポ リシーを作成したユーザーの名前

[ 説明 ] ポーリ ングポ リシーを説明したテキス ト
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収集の作成

[ 収集定義 ] ウ ィザードでは、 ポーリ ングポ リシー用の収集を作成できます。 収
集は、 デバイスから収集したデータを格納するデータベース内のテーブルを識別
します。 以下のいずれかからのデータに基づく収集を定義できます。

• MIB: 167 ページの 「MIB からの収集の作成」 を参照して ください。 

• OpenView Performance Agent: 189 ページの 「OpenView パフォーマンス

エージェン ト または OpenView Operations Agent からの収集の作成」 を参

照して ください。

• CSV ファ イル : 221 ページの 「CIV ファ イルからの収集の作成」 を参照して

ください。

• ユーザー定義 : 232 ページの 「ユーザー定義の収集の作成」 を参照して くだ

さい。

MIB からの収集の作成

MIB から収集を作成するには、 以下の手順を実行します。

タスク  1: [ 新規収集 ] ウィザードを起動する

1 [ 管理コンソール ] の [ ファ イル ] メニューから [ 収集の作成 ] を選択します。
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[ 収集ソースの選択 ] ウ ィンド ウが開きます ( 図 12)。

図 12 [ 収集ソースの選択 ] ウ ィ ンド ウ

2 [MIB] を選択します。

3 [ 次へ ] をク リ ッ ク します。
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タスク  2: 収集名、 収集カテゴリ、 および収集の説明を指定する

[ 収集の定義 ] ウ ィンド ウが開きます ( 図 13)。 

図 13 [ 収集の定義 ] ウ ィ ンド ウ

1 [ 収集名 ] ボッ クスにデータテーブルの名前を入力します。 この名前は OVPI
のデータ リポジ ト リに格納されます。

名前は一意でなければなり ません。 最大 255 文字までです。 使用できるの

は、 大文字 / 小文字のアルファベッ ト、 数字、 特殊文字のハイフン ( - ) とア

ンダースコア ( _ ) です。 

2 [ 収集カテゴ リ ] ボッ クスで、 収集テーブルのカテゴ リ を入力または選択し

ます。 

カテゴ リ名は、 テーブルのセッ ト をま とめてグループ化します。 どの名前を

選択するべきかを判断できない場合は、 [default] を選択します。 この名前は、

最大 30 文字までです。

ウ ィザードは、 提供するエイ リ アス名に基づいて名前をコレクシ ョ ンに割り当
てます。
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3 [ 収集の説明 ] ボッ クスに、 テーブルの説明を入力します。 説明は省略するこ

と も可能です。 説明は、 最大 255 文字までです。

4 [ 次へ ] をク リ ッ ク します。

タスク  3: 収集テーブルのデータのプロパティおよび保存期間を設定する

[ データプロパティ と記憶領域の設定 ] ウ ィンド ウが開きます ( 図 14)。

図 14 [ データプロパティ と記憶領域の設定 ] ウ ィンド ウ

1 [ データ保持期間 ( 日 )] ボッ クスで、 テーブル内にデータを保持する日数を

入力または選択します。

2 [ 要約間隔 ] ボッ クスで、 テーブル内のデータの時間特性を選択します。 たと

えば、 5 分テーブルには 5 分間隔のデータが格納されます。 この 5 分間隔で

収集されたデータを割合データ と呼びます。

3 [ データ要約のタイプ ] ボッ クスで、 テーブルのタイプを選択します。

テーブルタイプは、 テーブルに含まれているデータのク ラスを指定するもの
です。 テーブルタイプのオプシ ョ ンには、 以下のものがあ り ます。
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• [ レート ]

テーブルには割合データが格納されます。 割合データは、 raw 入力デー

タからの 1 対の行から算出される差分データです。

• [ 未処理 (raw)]

テーブルには raw ( ポーリ ング時の ) データが格納されます。

4 [ 次へ ] をク リ ッ ク します。 

タスク  4: 収集用 OID オブジェク ト を選択する 

[ 収集対象の OID オブジェク トの選択 ] ウ ィンド ウが開きます。

1 [MIB データベース ] ボッ クスで、 MIB のフォルダーを展開してオブジェク

ト を表示します。

2 [ 選択した MIB 変数 ] ボッ クスに追加するオブジェク ト を選択します。 選択

した各オブジェク トは、 テーブルの列にな り ます。

列は全部で 250 列まで作成できます。 デフォルトで既に 13 列あるため、 最大

237 列を追加できます。 それを超える と、 エラーメ ッセージが表示されます。
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以下のいずれかを実行します。 

• [MIB データベース ] ボッ クスでオブジェク ト を 1 つ選択して、 をク

リ ッ ク します。 

• 連続した複数のオブジェク ト を選択するには、 最初のオブジェク ト を選
択してから、 [Shift] キーを押しながら最後のオブジェク ト を選択し、

をク リ ッ ク します。

• 連続していない複数のオブジェク ト を選択するには [Ctrl] キーを押しな

がらオブジェク ト を 1 つずつク リ ッ ク しながら選択し、 をク リ ッ ク

します。 

3 必要に応じて、 [ 選択した MIB 変数 ] ボッ クスからオブジェク ト を削除する

には、 上記手順のいずれかの方法を実行して、 をク リ ッ ク します。

全体文字数の制限 (1,962 文字 ) を超えるオブジェク ト を選択した場合、 制限

を超えるこのオブジェク トは [ 選択した MIB 変数 ] フ ィールドには追加さ

れず、 以下のメ ッセージが表示されます。 

列と して有効でないオブジェク ト ( フォルダーなど ) を選択した場合、

[Unable to add Column] とい う タイ トルのエラーメ ッセージが表示されま

す。 そのオブジェク トが一覧表示されますが、 これらのオブジェク トは [ 選
択した MIB 変数 ] リ ス トには表示されません。

4 [ 次へ ] をク リ ッ ク します。
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タスク  5: 詳細 SNMP プロパティ を設定する

図 15 は、 [ 拡張設定 ] ウ ィ ンド ウを示しています。

図 15 [ 拡張設定 ] ウ ィンド ウ

以下を設定できます。

• MIB インデッ クス : OID にはテーブルと して定義されるものもがあ り ます。 
MIB インデッ クスを使う と、 一意のキーを構成する OID または OID 値を

特定するこ とができます。

• 高低カウンタペア : よ り古い SNMP デバイスは、 大きな値を持つカウンタ

フ ィールドを 2 つの 32 ビッ ト フ ィールドに分割します。 実際の値を得るに

は、 これらのフ ィールドを組み合わせなければなり ません。

1 必要に応じて、 以下のいずれかを実行します。

• [ 編集 ] をク リ ッ ク して、 Ｍ Ｉ Ｂ インデッ クスのフォーマッ ト を定義し

ます。 詳細は、 174 ページの 「MIB インデッ クスフォーマッ トの決定」

および 176 ページの 「MIB インデッ クスフォーマッ トの指定」 を参照

して ください。
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• [ 設定 ] をク リ ッ ク して 64 ビッ ト カウンタを定義します。 178 ページの

「64 ビッ ト カウンタの定義」 を参照して ください。

2 これらの機能を使用する必要がない場合は、 [ 次へ ] をク リ ッ ク して 179
ページのタスク 6 を参照します。

MIB インデックスフォーマッ トの決定

以下の例は、 rfc2115-FRAME-RELAY-DTE MIB の frCircuitTable グループ

にある frCircuitEntryオブジェク トの MIB インデッ クスフォーマッ ト を決定

するための方法を示しています。

1 MIB ファ イルを開きます。 エン ト リーを見つけて、 そのインデッ クスが

frCircuitIfIndex、 frCircuitDlciであるこ とを確認します。 これを以

下の図に示します。

インデッ クスは、 1 つの整数値 (frCircuitIfIndex) と、 それに続く も う 1
つの整数値 (frCircuitDlci) で構成されています。

MIB ブラウザで表示する と、 インデッ クスは整数値を使用してフォーマッ

ト され、 ピ リオドで区切られ、 次に 2 番目の整数値が続いているこ とがわか

り ます ( たとえば、 n.n)。
174 第 8 章



2 MIB ブラウザを使用して MIB を開き、 frCircuitTable グループの

frCircuitEntryオブジェク トに移動します。 これを以下の図に示します。

オブジェク ト を選択し SNMP Get 要求を実行する と、 そのオブジェク トが

ポーリ ングされます。 [ クエ リ結果 ] に、 テーブル内の関連するすべてのオ

ブジェク トのインスタンス と値が表示されます。 たとえば、

frCircuitIfIndex インスタンスの場合、 MIB インデッ クスフォーマッ ト

は 1.1 です。 これは、 3 と 20がそれぞれ単一の整数値だからです。 
frCircuitEntryオブジェク トの場合、 176 ページの手順 1 の MIB イン

デッ クスのボッ クスに 1.1 を入力できます。

176 ページの手順 1 で MIB インデッ クスフォーマッ ト を指定した場合、 以下を

実行する必要があ り ます。

• 新しいプロパティテーブル列を作成します。 テーブルにはインデッ クスコン
ポーネン ト と同じ名前を付けるこ とをお勧めします ( タスク 7)。

• 正しいデータ型、 および長さ ( 該当する場合 ) を設定します ( タスク 8)。

• 新しい各列をオブジェク ト別変数および収集別変数と して指定します ( タス

ク 8)。
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• 列を指定した後、 dsi_table_key のオブジェク ト別と収集別のオプシ ョ ンを

ク リ アします ( タスク 8)。

MIB インデックスフォーマッ トの指定

この手順は省略可能です。 OID にはテーブルと して定義されるものもがあ り ま

す。 MIB インデッ クスを使う と、 一意のキーを構成する OID または OID 値を特

定するこ とができます。

Ｍ Ｉ Ｂ インデッ クス値のフォーマッ ト を指定するには、 以下の手順に従います。

1 MIB インデッ クス値を入力するには、 [ 拡張設定 ] ウ ィ ンド ウ ( 図 15) で [ 編
集 ] をク リ ッ ク します。

[MIB インデッ クス値の入力 ] ウ ィンド ウが開きます。

図 16 MIB インデッ クスの入力

2 MIB インデッ クスフォーマッ ト を入力します。 ユーザー自身の MIB を参照

してフォーマッ ト を決めて ください。

上記の手順を実行しなければ、 収集定義は機能しません。

MIB インデッ クスはテーブル化されたエン ト リーにのみ適用されます。 テーブ

ル化されていないエン ト リーはゼロのインデッ クスを持つこ とにな り ます。
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MIB インデッ クスフォーマッ トは次のよ うに決定されます。

• 上の例では、 MIB インデッ クスフォーマッ トは 1 にな り ます。

• インデッ クスが 2 つある場合、 MIB インデッ クスフォーマッ トは 1.1 に

なり、 2 つのインデッ クスがそれぞれ 1 つの整数であるこ とを示します。

• ifIndex ( 整数 )、 atlfIndex ( 整数 )、 および atNetAddress (IP アドレス、

キャラ ク タ文字列値 ) である 3 つのエン ト リーがあった場合、 MIB イン

デッ クスフォーマッ トは 1.1maxstringlength にな り ます。

この場合、 IP アドレスは 118.4.20.7 である と します。 このアドレスは 4
つの部分から成り、 それぞれの部分が最大 3 つの整数で構成され ( 合計

文字列 12)、 3 つのピ リオドで区切られているため、 最大文字列長は 15
になり ます。 このため、 MIB インデッ クスフォーマッ トは 1.1.15 にな り

ます。

3 [MIB インデッ クス値の入力 ] ウ ィ ンド ウで [OK] をク リ ッ ク します。

4 [ 詳細設定 ] ウ ィンド ウで [ 次へ ] をク リ ッ ク して続行します。

テーブル化されていないエン ト リーがある場合、 以下のよ うにな り ます。

• 解析されていないインデッ クスが dsi_table_keyに挿入されます。

• 複数のインデッ クスがある場合、 連結されて小数で区切られます ( たとえ

ば、 1.2)。

テーブル化されたエン ト リーに MIB インデッ クスを付ける と、 以下のよ うにな

り ます。

• mw_collect コマンドが、 インデッ クスに関連付けられた各コンポーネン ト

を、 ユーザーが作成したプロパティテーブルの列に挿入します。

• mw_collectは、 コンポーネン ト を挿入した後、 各コンポーネン ト を取り上

げて、 アンダースコアで区切ってこれをテーブルキーに挿入します ( たとえ

ば、 1_2)。

キャラ ク タ文字列の値の長さは最大 255 文字であるこ とに注意して ください。
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64 ビッ ト カウンタの定義

この手順は省略可能です。 32 ビッ ト カウンタを使用している場合のみ、 このタ

スクが必要です。 64 ビッ ト カウンタの値全体を取得するには、 高低カウンタの

ペアが必要です。 2 つの 32 ビッ ト カウンタを AND 演算するこ とで、 疑似 64
ビッ ト カウンタを作成します。

1 64 ビッ ト カウンタを定義するには、 [ 拡張設定 ] ウ ィンド ウ (173 ページの

図 15) で [ 設定 ] をク リ ッ ク します。 [ 高低カウンタペアの定義 ] ウ ィンド ウ

が開きます。

2 各列からカウンタを選択し、 [ ペアの追加 ] をク リ ッ ク します。

必要に応じて引き続きこの方法でペアを追加し、 新しい収集テーブルに必要
なカウンタをすべて定義します。

ウ ィザードでは適切なペアは決定されません。 ペアにする高低ペアを把握し

ておく必要があ り ます。

3 誤ってペアを追加した場合は、 ペアを選択して [ ペアの削除 ] をク リ ッ ク しま

す。

4 [ 高低カウンタペアの定義 ] ウ ィンド ウの [OK] をク リ ッ ク します。

5 [ 詳細設定 ] ウ ィンド ウで [ 次へ ] をク リ ッ ク して続行します。
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タスク  6: 列とエイリアス名を変更する

図 17 は、 [ 列の変更 ] ウ ィ ンド ウを示しています。

図 17 [ 列の変更 ] ウ ィンド ウ

必要であれば、 列とエイ リ アス名を変更するこ とができます。

1 [ 列名 ] ボッ クスまたは [ エイ リ アス ] ボッ クスをク リ ッ ク して、 テキス ト を

編集します。

2 [ 次へ ] をク リ ッ ク します。

タスク  7: データテーブルに関連付けるプロパティテーブルを指定する

[ プロパティテーブルとの関連付け ] ウ ィ ンド ウが開きます。 

1 以下のいずれかを実行します。

• [ 新規プロパティテーブルの作成 ] を選択し、 収集するデータを表す、 プロ

パティテーブルの名前を指定すます。 最大 30 文字までの、 一意な名前を

入力できます。 使用できる文字は、 アルファベッ ト、 数字、 アンダース

コア ( _ ) です。 　  180 ページのタスク 8 に進みます。

• [ 既存のプロパティテーブルの再利用 ] を選択し、 リ ス トからプロパティ

テーブル選択します。 186 ページのタスク 9 に進みます。

2 [ 次へ ] をク リ ッ ク します。

既存のプロパティテーブルを再利用する と、 そのテーブルにすでに格納されて
いるデータが壊れてしま う こ とがあ り ます。
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タスク  8: プロパテ ィ属性を定義する

既存の列を使用してプロパティテーブルを作成するこ と も、 さ らに列を追加する
こ と もできます。

[ プロパティ属性の定義 ] ウ ィンド ウが開きます。

次のオプシ ョ ンがあ り ます。

• プロパティテーブルへの列または外部キーを含む列の追加、 および TEEL
での列マップ指令のセッ ト アップ

181 ページの 「列の追加」 および 184 ページの 「外部キーを含む列の追加」

を参照して ください。

• 列の順序の変更

185 ページの 「列の順序の変更」 を参照して ください。

• 列の削除

185 ページの 「列の削除」 を参照して ください。

• 列の編集
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185 ページの 「列の編集」 を参照して ください。

列の追加

プロパティテーブルに列を追加するには、 以下の手順に従います。

1 列を追加するには、 [ 新しい属性 ] をク リ ッ ク します。

[ 新しい属性 ] ダイアログボッ クスが開きます。

2 [ 名前 ] リ ス ト をク リ ッ ク し、 列の名前を選択します。 デフォルトでは、 選択

した OID オブジェク トの名前が表示されます。

3 列のエイ リ アス名を [ エイ リ アス ] ボッ クスに入力します。

名前は最大 255 文字までで、 次の文字を使用できます。 アルファベッ ト、 数

字、 アンダースコア、 ハイフンを使用できます。

4 [ 説明 ] ボッ クスに、 テーブルの説明を入力します。

説明は省略するこ と も可能です。 説明は、 最大 255 文字までです。

5 列のデフォルト値を設定する場合は、 [ デフォルト値 ] ボッ クスに値を入力

します。

デフォルト値は省略可能です。 値の長さは最大 255 文字までです。

このフ ィールドは、 この列がオブジェク ト別変数または収集キー変数である
場合には、 空欄にする必要があ り ます。

6 [ データタイプ ] リ ス ト で、 データタイプの値をク リ ッ ク します。
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以下に、 使用可能なデータパイプのオプシ ョ ンと、 対応するデータベース記
憶領域タイプを示します。

OVPI データタイプ データベースのデータタイプ

char_string varchar

counter float

counter_high float

counter_low float

counter64 float

double float

enum integer

float float

gauge float

hex_string varchar

integer float

ip_address varchar(15)

numeric numeric

object_id varchar(128)

octet_string varchar(128)

seq_key integer

smalldatetime smalldatetime

snm_float float

snmp_char_string varchar

snmp_counter float

snmp_double float

snmp_enum integer

snmp_float float

snmp_gauge float

snmp_hex_string varchar
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7 [ データ長 ] リ ス トで長さの値をク リ ッ ク します。

長さの値が有効なデータタイプは、 char_string、 hex_string、 numeric、
octet_string、 snmp_char_string、 snmp_hex_string、 snmp_octet_string
です。

8 [Can contain NULL data] ボッ クスをオンまたはオフにします。

このオプシ ョ ンをオンにした場合は、 この列は NULL の可能性があ り ます。 
[Is an identifying attribute] ボッ クスがオンになっている と、 このオプシ ョ ン

は自動的にオフにな り ます。

9 [Is an identifying attribute] ボッ クスは、 列をキー変数とする場合にオンにし

ます。

このオプシ ョ ンをオンにした場合は、 その列が、 プロパティテーブル内の、
要素を定義するプロパティの、 一意な組み合わせに含まれているこ とにな り
ます。 この場合は、 [Is an identifying attribute] ボッ クスはオンにせず、 [ デ
フォルト値 ] ボッ クスに値が指定されていないよ うにします。

キー変数と して [dsi_target_name] 以外の列を指定した場合は、 キー変数

と して dsi_table_key を指定できません。 ただし、 キー変数の最初のもの

と して dsi_target_name を指定した場合にのみ、 キー変数と して

dsi_table_key を指定できます。

キー変数の順序で列を配置する必要があ り ます。 たとえば、 リ ス ト内の最初
の列は 1 番目のキー変数に対応させ、 2 番目の列は 2 番目のキー変数に対応

させ、 以下同様に列をキー変数に対応させます。 プロパティテーブル内での

列の順序を変更する場合は、 185 ページの 「列の順序の変更」 を参照して く

ださい。

snmp_integer float

snmp_ip_address varchar(15)

snmp_object_id varchar(128)

snmp_octet_string varchar(128)

snmp_snm_float float

snmp_timeticks float

timeticks float

tinyint tinyint

unix_time datetime
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10 [Apply] をク リ ッ ク します。

プロパティテーブルに列が追加されます。

11 手順を繰り返して列を追加するか、 [ 次へ ] をク リ ッ ク して続行します。

外部キーを含む列の追加

外部キーを含む列の追加するには、 以下の手順に従います。

1 列を追加するには、 [ 新規外部キー ] をク リ ッ ク します。

[ 新規外部キー ] ダイアログボッ クスが開きます。

2 [ 名 ] ボッ クスに、 列の名前を入力します。

列の名前は最大 30 文字までで、 次の文字を使用できます。 アルファベッ ト 、

数字、 アンダースコアを使用できます。

3 列のエイ リ アス名を [ エイ リ アス ] ボッ クスに入力します。

名前は最大 255 文字までで、 次の文字を使用できます。 アルファベッ ト、 数

字、 アンダースコア、 ハイフンを使用できます。

4 [ 説明 ] ボッ クスに、 テーブルの説明を入力します。

説明は省略するこ と も可能です。 説明は、 最大 255 文字までです。

5 列のデフォルト値を設定する場合は、 [ デフォルト値 ] ボッ クスに値を入力

します。

デフォルト値は省略可能です。 値の長さは最大 255 文字までです。
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このフ ィールドは、 この列がオブジェク ト キー変数または収集キー変数であ
る場合には、 空欄にする必要があ り ます。

6 [ 外部キーテーブル ] リ ス ト をク リ ッ ク し、 キーを含むプロパティテーブル

を選択します。

7 [Is an identifying attribute] ボッ クスは、 列をキー変数とする場合にオンにし

ます。

収集キー変数と して [dsi_target_name] 以外の列を指定した場合は、 収集

キー変数と して dsi_table_key を指定できません。 ただし、 収集キー変数

の最初のものと して dsi_target_name を指定した場合にのみ、 収集キー変

数と して dsi_table_key を指定できます。

キー変数の順序で列を配置する必要があ り ます。 たとえば、 リ ス ト内の最初
の列は 1 番目のキー変数に対応させ、 2 番目の列は 2 番目のキー変数に対応

させ、 以下同様に列をキー変数に対応させます。 プロパティテーブル内での

列の順序を変更する場合は、 185 ページの 「列の順序の変更」 を参照して く

ださい。

8 [ 適用 ] をク リ ッ ク します。

プロパティテーブルに列が追加されます。

9 手順を繰り返して列を追加するか、 [ 次へ ] をク リ ッ ク して続行します。

列の順序の変更

プロパティテーブル内での列の順序を変更する場合は、 変更したい列を選択して
以下を実行します。

• 列を上へ移動するには、 [ 上へ移動 ] をク リ ッ ク します。

• 列を下へ移動するには、 [ 下へ移動 ] をク リ ッ ク します。

列の削除

プロパティテーブルから列を削除するには、 [ 削除 ] をク リ ッ ク します。

列の編集

列を編集するには、 以下の手順に従います。

1 [ プロパティ属性の定義 ] ウ ィンド ウで列をダブルク リ ッ ク します。
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[ プロパティ属性の編集 ] ダイアログボッ クスが開きます。 これは、 [ 新しい

プロパティ属性 ] ダイアログボッ クスまたは [ プロパティ属性の新しい外部

キー ] ダイアログボッ クス と同じです。

2 変更を行います。

3 [ 適用 ] をク リ ッ ク します。

手順を繰り返すか、 [ 次へ ] をク リ ッ ク して続行します。

タスク  9: 収集の出力ファイルを指定する

[ 出力ファイルの選択 ] ページが開きます ( 図 18)。 

図 18 [ 出力ファ イルの選択 ] ウ ィンド ウ

1 出力ファイルの名前と場所が正しいこ とを確認します。 

2 ファ イルの名前または場所を変更する場合は、 以下のいずれかを実行します。

• [ 出力ファイル ] ボッ クスに新しい情報を入力します。

• をク リ ッ ク します。 [ 開く ] ダイアログボッ クスが開きます。 
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ファ イルの場所に移動してそのファイルをダブルク リ ッ ク し、 [ 開く ] を
ク リ ッ ク します。 [ 出力ファ イル ] ボッ クスが、 新しいファ イル情報で更

新されます。

3 [ 次へ ] をク リ ッ ク します。

タスク  10: 収集をデータベースに登録する

[ データベースへの収集の追加 ] ウ ィンド ウが開きます ( 図 19)。

図 19 [ データベースへの収集の追加 ] ウ ィンド ウ

1  すぐにテーブルを生成してデータベースに追加する場合は、 [ 今すぐデータ

ベースに追加 ] を選択します。 

このオプシ ョ ンをオフにした場合は、 後からコマンド行で以下のコマンドを
入力する必要があ り ます。

datapipe_manager -p create -a teel_file

この例で、 teel_file は、 の出力ファ イルの名前です。
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datapipe_manager コマンドのオプシ ョ ンに関する情報がさらに必要な場

合は、 『HP OpenView Performance Insight TEEL Reference Guide』 およ

び 『HP OpenView Performance Insight Reference Guide』 を参照して くだ

さい。

2 [ 要約 ] ボッ クスで、 [ データをレートテーブルに直接コピー ] または [ 要約しな

い ] を選択します。

3 [ 次へ ] をク リ ッ ク します。 

タスク  11: [ サマリー ] ページを確認する

[ サマ リー ] ダイアログボッ クスが開きます ( 図 20)。 

図 20 [ サマ リー ] ウ ィンド ウ

さ らに、 時間単位または週単位の要約が必要なら、 ロールアップファ イル
(.sum ファ イル ) を作成し、 trend_sum コマンドを使って作成したファ イルを

実行する必要があ り ます。 trend_sum コマンドの詳細については、 『HP 
OpenView Performance Insight Reference Guide』 を参照して ください。
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1 すべての収集プロパティ値が正しいこ とを確認します。 

必要であれば、 [ 戻る ] をク リ ッ ク して前のページに戻り、 変更します。 変更

が完了したら、 [ 次へ ] をク リ ッ ク して [ サマ リー ] ページまで戻り ます。 

2 [ 完成 ] をク リ ッ クする とデータテーブルが作成されます。 

データテーブル作成ウ ィザードが閉じ、 TEEL ファ イルが作成され、 指定し

た場所に保存されます。

3 収集用のポーリ ングポ リシーを作成します。 詳細は、 242 ページの 「ポーリ

ングポ リ シーの作成」 を参照して ください。

OpenView パフォーマンスエージェン トまたは OpenView 
Operations Agent からの収集の作成

この章では、 以下の項目について説明します。

• ファ イアウォール環境での通信

• HTTPS アクセスを伴うエージェン トからのデータの収集 (144 ページ )

• 行ベースでのデータ変換のための Perl スク リプ トの作成 (137 ページ )

ファイアウォール環境での通信

このセクシ ョ ンでは、 ファ イアウォールを越える OVPI とパフォーマンスエー

ジェン ト間の通信を許可するために実行する手順について説明します。
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パフォーマンスエージェン ト 3.x ポートの構成

ファ イアウォールを越える OVPI とパフォーマンスエージェン ト 3.x 間の基本的

な通信モデルを、 次の図に示します。

パフォーマンスエージェン ト システムで agdbserver サービスおよび

rep_serverサービス用のポート設定を構成するには、 管理者権限のあるアカウ

ン トでログインし、 次の手順を実行します。

1 次の場所にある services ファ イルを探します。

• UNIX:/etc

• Windows:%windir%\system32\drivers\etc

2 テキス トエディ タでファ イルを開き、 次のパラ メータをファ イルの末尾に追
加します。

agdbserver <port_number>/tcp

rep_server <port_number>/tcp

perflbd.rc ファ イルに構成されたデータソースが複数ある場合、 最初の

rep_serverが指定のポート番号を使用します。 それ以外の rep_server

サービスは、 前のサービスで使用したポート番号に 1 を加えた番号を使用し

ます。
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3 ファ イルを保存します。

4 エージェン トサービスを再起動します。

パフォーマンスエージェン ト 4.x ポートの構成

ファ イアウォールを越える OVPI とパフォーマンスエージェン ト 4.x 間の基本的

な通信モデルを、 次の図に示します。

CODA はデフォルトで、 BBC Communication Broker が使用するポート 383 に

加え、 未使用の任意のポート を使用します。 パフォーマンスエージェン ト システ
ムで、 選択したポート番号を CODA に割り当てるには、 管理者権限のあるアカ

ウン トでログオンし、 コマンドプロンプ トで次のコマンドを実行します。

ovconfchg -ns coda.comm -set SERVER_PORT <port_number>

ovc –restart

単一ポート通信を有効にするには、 BBC Communication Broker が使用する

ポート を共有するよ うに CODA のポート設定を構成します。 この構成を行うに

は、 コマンドプロンプ トで次のコマンドを入力します。

ovconfchg -ns coda.comm -set SERVER_BIND_ADDR localhost

ovc –restart
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OpenView パフォーマンスエージェン トまたは OpenView 
Operations Agent からの収集の作成

OpenView Performance Agent (OVPA) から、 または OpenView Operations 
Agent (OVOA) の組み込み型パフォーマンスコンポーネン ト (EPC) から収集し

たいメ ト リ ッ クを識別する収集を作成できます。 これらのエージェン トは、 シス

テムの稼動状態の監視に使用されるシステムのパフォーマンスデータの収集、 要
約、 タイムスタンプ、 およびロギングを行います。

pa_discovery コマンドは、 OVPI システム上で OpenView パフォーマンス

エージェン ト (OVPA) または OpenView Operations Agent (OVOA) を見つける

ためのユーティ リ テ ィです。 pa_discovery コマンドの詳細については、 『HP 
OpenView Performance Insight Reference Guide』 を参照して ください。

pa_discovery を通してデータを集めた後、 次のスク リプ ト を実行する必要があ

り ます。

trend_proc -f {DPIPE_HOME}/scripts/SR_OVPA_Daily.pro

収集の作成には、 ポーリ ングポ リシーマネージャアプ リ ケーシ ョ ンを使用しま
す。 

収集を作成する前に、 エージェン ト をインス トールしたシステムを見つける必
要があ り ます。 エージェン ト システムを検出および指定するための最良の方法

は、 SR_OVPA データパイプおよび OVPA_Collection_Datapipe をインス トー

ルするこ とです。 『System Resource OVPA Datapipe Release Statement』 を

参照して ください。 これは、 System Resources レポートパッ クのインス トール

時に提供されます。
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フロン トエンドのみの UNIX マシンでは、 trendadm ユーザーがないため、

OVPI 固有の環境変数は作成されません。 フロン トエンドのみのマシンで OVPA
データソースから収集 TEEL ファ イルを作成する場合、 以下のライブラ リ検索

パス環境変数を手動で設定する必要があ り ます ( 存在していない場合 )。

収集を作成するには、 以下の手順を実行します。

タスク  1: 収集定義ウィザードを起動する

1 管理コンソールで [ 管理 ] スナップインをク リ ッ ク します。 [ 管理 ] ナビゲー

シ ョ ンウ ィ ンド ウが開きます。 

2 ナビゲーシ ョ ンツ リーから [ ポーリングポリシー ] を選択します。

3 メニューバーの [ ファイル ] をク リ ッ ク して、 [ 収集の作成 ] を選択します。

オペレーティング
システム

環境変数 必要なパス

HPUX SHLIB_PATH /opt/OV/libおよび
$DPIPE_HOME/lib

Linux および
Solaris

LD_LIBRARY_PATH /opt/OV/libおよび
$DPIPE_HOME/lib

Windows PATH C:\Program Files\HP 

OpenView\bin および 
%DPIPE_HOME%\bin
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[ 収集ソースの選択 ] ウ ィンド ウが開きます。

4 [OVPA または OVOA] を選択します。

5 [ 次へ ] をク リ ッ ク します。
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タスク  2: 収集名、 収集カテゴリ、 および収集の説明を指定する

[ 収集の定義 ] ウ ィンド ウが開きます。

1 [ 収集名 ] ボッ クスにデータテーブルの名前を入力します。 この名前は OVPI
のデータ リポジ ト リに格納されます。

名前は一意でなければなり ません。 最大 255 文字までです。 使用できるの

は、 大文字 / 小文字のアルファベッ ト、 数字、 特殊文字のハイフン ( - ) とア

ンダースコア ( _ ) です。 

2 [ 収集カテゴ リ ] ボッ クスで、 収集テーブルのカテゴ リ を入力または選択し

ます。 

カテゴ リ名は、 テーブルのセッ ト をま とめてグループ化します。 どの名前を

選択するべきかを判断できない場合は、 [default] を選択します。 この名前は、

最大 30 文字までです。

3 [ 収集の説明 ] ボッ クスに、 テーブルの説明を入力します。 説明は省略するこ

と も可能です。 説明は、 最大 255 文字までです。

ウ ィザードは、 提供するエイ リ アス名に基づいて名前をコレクシ ョ ンに割り当
てます。
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4 [ 次へ ] をク リ ッ ク します。

タスク  3: 収集テーブルのデータのプロパティおよび保存期間を設定する

[ データプロパティ と記憶領域の設定 ] ウ ィンド ウが開きます。

1 [ データ保持期間 ( 日 )] ボッ クスで、 テーブル内にデータを保持する日数を

入力または選択します。

2 [ 要約間隔 ] ボッ クスで、 テーブル内のデータの時間特性を選択します。 たと

えば、 5 分テーブルには 5 分間隔のデータが格納されます。 この 5 分間隔で

収集されたデータを割合データ と呼びます。

3 [ データ要約のタイプ ] ボッ クスでテーブルのタイプを選択します。 

テーブルタイプは、 テーブルに含まれているデータのク ラスを指定するもの
です。 テーブルタイプのオプシ ョ ンには、 以下のものがあ り ます。 

• [ レート ]

OVPA または OVOA の収集を定義する場合、 使用できるデータタイプは raw だ

けです。
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テーブルには割合データが格納されます。 割合データは、 raw 入力デー

タからの 1 対の行から算出される差分データです。

• [ 未処理 (raw)]

テーブルには raw ( ポーリ ング時の ) データが格納されます。

4 [ 次へ ] をク リ ッ ク します。 

タスク  4: メ ト リ ッ クを取得するためのホスト を選択する

[ ホス トの選択 ] ウ ィ ンド ウが開きます。

1 以下のいずれかを実行するこ とで、 エージェン トがインス トールされている
ホス ト を選択します。

• [ 既知のエージェン ト ] ボッ クスでホス ト を選択します。
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• [ ホス ト名 ] ボッ クスにエージェン トがインス トールされているシステ

ムのホス ト名を入力して、 [ 検索 ] をク リ ッ ク します。

2 [ 次へ ] をク リ ッ ク します。

タスク  5: 収集に使用するメ ト リ ッ クを選択します。

[ メ ト リ ッ クの選択 ] ウ ィンド ウが開きます。

1 [ 使用可能なメ ト リ ッ ク ] ボッ クスのメ ト リ ッ クの リ ス ト を展開します。

2 以下のいずれかを実行します。

• [ 使用可能なメ ト リ ッ ク ] ボッ クスでメ ト リ ッ クを 1 つ選択して、 を

ク リ ッ ク します。 

既知のエージェン トは K_padatasources プロパティテーブルにあ り ます。 この

テーブルは SR_OVPA および OVPA_Collection のデータパイプによって提供さ

れる SQL スク リプ トによって値が設定されます。
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• 連続した複数のオブジェク ト を選択するには、 最初のオブジェク ト を選
択してから、 [Shift] キーを押しながら最後のオブジェク ト を選択し、

をク リ ッ ク します。

• 連続していない複数のオブジェク ト を選択するには [Ctrl] キーを押しな

がらオブジェク ト を 1 つずつク リ ッ ク しながら選択し、 をク リ ッ ク

します。 

3 以下のオプシ ョ ンのいずれかまたは両方を実行します。

以下のいずれかが当てはまる場合は [ 選択したメ ト リ ッ クが複数のデータソース

で発生します ] チェッ クボッ クスをオンにします。

• 収集するデータが複数のエージェン トデータソースにまたがる。

• [Selected Metrics] ウ ィンド ウで選択したメ ト リ ッ クのデータが、 すべ

てのマウン ト されたエージェン トデータログファ イルから集められる。

• データが SCOPE または CODA データソースから収集される。

[ 収集定義にデータソースを含めます ] ウ ィンド ウが開きます。

図 21 [ 収集定義にデータソースを含めます ] ウ ィンド ウ
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選択されたメ ト リ ッ クに対して行処理を実行したい場合は、 [ 選択したメ ト

リ ッ クには列の処理が必要です ] チェッ クボッ クスを選択します。 行処理は、 収

集されたデータを要件にあわせて変更するのに役立ちます。

[ 列の処理 ] ウ ィンド ウが表示されます。

図 22 [ 列の処理 ] ウ ィンド ウ

4 [ 次へ ] をク リ ッ ク して、 以下のいずれかを実行します。

— 手順 3 で [ 選択したメ ト リ ックが複数のデータソースで発生します ] チェッ ク

ボッ クスをオンにした場合は、 Perl スク リプ ト を使用してデータ変換の

手順を完了しなければなり ません。 タスク 6 に進みます。

— 手順 3 で [ 選択したメ ト リ ックが複数のデータソースで発生します ] チェッ ク

ボッ クスをオンにしていない場合は、 タスク 7 に進みます。
200 第 8 章



タスク  6: 行ベースでデータ変換のための Perl スクリプ ト を作成する

別のシステムにインポート されたエージェン ト メ ト リ ッ ク

エージェン ト システム上で収集されたデータは、 定期的に元のシステムから抽出
され、 異なるシステムの別のエージェン トにインポート されます。 これによ り、

元のシステムのパフォーマンスに影響を与えずにメ ト リ ッ クデータをクエ リ し、
分析を実行するこ とができます。 このため、 複数のシステムからデータを収集す

る場合、 元のシステムを一意に識別する唯一の方法は、 メ ト リ ッ ク タプルのデー
タソース識別子を使用するこ とです。

Delta_Time 値として INTERVAL メ ト リ ッ クを使用

一部の DSI データソースおよび標準的なすべての PROCESS メ ト リ ッ クは、

データの性質上、 要約が使用可能なエージェン トには保存されません。 OVPI は
このデータを取得し、 raw から delta への変換処理を実行できなければなり ませ

ん。 delta への変換処理が正しいこ とを確かめるために、 データには有効な

delta_time列が含まれていなければなり ません。 通常、 エージェン トでは、 こ

の情報は INTERVAL メ ト リ ッ ク内に格納されます。 このため、 子コレク タで

は、 エージェン トで作成された INTERVAL のメ ト リ ッ クを使用して、 エージェ

ン ト収集時に delta_time と して使用できなければなり ません。

dpipe_pa は以下のシナリオに限り、 メ ト リ ッ クを自動的にロギングします。

• データソースが SCOPE であ り、 収集されるデータのメ ト リ ッ ク ク ラスが

PROCESS または CONFIGURATION いずれかの場合。

• データソースが SCOPE であ り、 要約間隔が 0 の場合、 このク ラスの

INTERVAL メ ト リ ッ クがロギングされます。

• データソースが CODA であ り、 要約間隔が 0 の場合、 CODA グローバルク

ラスの GBL_INTERVAL メ ト リ ッ クがロギングされます。

以下のシナリオでは、 データ変換が有効です。

要約されないメ ト リ ッ クに対する raw から delta への変換処理

要約されないメ ト リ ッ クでは、 raw から delta への変換処理を実行する場合、

エージェン トから収集した 2 組のメ ト リ ッ ク間に差分時間が必要になり ます。 行
処理用の Perl スク リプ ト を使用するこ とで、 収集したメ ト リ ッ クから差分時間

値を生成できます。
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非標準記録日のサポート

カスタム DSI データソースでは独自のフォーマッ トでデータを格納しておく こ

とができ、 このデータをエージェン ト システムに追加して、 以降のレポート作成
に使用するこ とができます。 データが追加される と、 各レコードに対応するタイ

ムスタンプはそのレコードが作成されたと きの時間値ではなくな り、 そのレコー
ドがエージェン ト システムに追加されたと きのタイムスタンプになり ます。 この

ため、 無効に歪曲したデータ とな り、 OVPI 内でデータが正し く表示されないこ

とにな り ます。 このため、 dpipe_pa コレク タはエージェン トからのタイムスタ

ンプだけを使用するのではなく、 メ ト リ ッ クデータから ta_period を作成できな

ければなり ません。 これに対処できるよ うにするため、 コレク タは Row 
Process2 指令をサポート し、 残りの列に対して実行される式の結果と同じよ う

に ta_period 列を設定できなければなり ません。

行ベースでのデータ変換のための Perl 式を作成するには、 次の手順を実行しま

す。

1 収集にエージェン トのデータソース名を取り込む場合は、 [ 収集定義にデー

タソースを含めます ] ウ ィ ンド ウのチェッ クボッ クスをオンにします。 デー

タソース名が一意の識別子とな り ます。

2 [ 次へ ] をク リ ッ ク します。

図 22[ 列の処理 ] ウ ィンド ウが表示されます。

3 コンボボッ クスから メ ト リ ッ クを選択して、 ［式を作成］ をク リ ッ ク します。
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[ 式エディ タ ] ウ ィンド ウが開きます。

[ 式エディ タ ] ウ ィンド ウに以下の情報が表示されます。

4 [ 機能 ] リ ス トから必要な Perl 関数を選択して、 [ 選択 ] をク リ ッ ク します。 
Perl 関数が式ペインに表示されます。 必要に応じて、 式を編集します。

row process 指令を使用して収集を作成した場合、 データパイプ名は

dsi_tablename になり ます。

GUI によって生成された Perl スク リプ トでは、 OVPI の内部テーブル構造

の詳細が考慮されます。 自分自身で Perl スク リプ ト を作成する場合は、

OVPI の内部構造の詳細を把握している必要があ り ます。

たとえば、 Perl スク リプ トは以下のよ うにな り ます。

sub processRecord {

        $record = shift(@_);

[ 統計値 ] 収集内で選択したメ ト リ ッ ク

[ 式 ] Perl 式を作成するための編集ペイン

[ 機能 ] 一般的に使用される Perl 関数のリ ス ト
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        $seperator = '  ';

        $Offset = 9;

        #setting array

        @MyCols = split( /$seperator/, $record );

        #setting variables

        $BYCPU_CPU_CLOCK = $MyCols[$Offset + 0];

        #writing expressions

        $BYCPU_CPU_CLOCK_new = length(  $BYCPU_CPU_CLOCK  );

        #putting all back to array

        $MyCols[$Offset + 0] = $BYCPU_CPU_CLOCK_new;

        #constructing resulting record

        $record_new = $MyCols[0];

        for($count = 1; $count <= $#MyCols; $count++) {

                $record_new = 
$record_new.$seperator.$MyCols[$count];

        }

        if(length($record_new) <= (length($record) * 3)) {

                return $record_new;

        };

        return $record;

}

5 [ 検証 ] をク リ ッ ク して、 Perl 式の構文をチェッ ク します。

• 構文が正しければ、 確認メ ッセージボッ クスで [OK] をク リ ッ ク して、

[ 列の処理 ] ウ ィンド ウに戻り ます。 テーブルに式がリ ス ト されます。
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式が作成されている メ ト リ ッ クが [ 式 ] リ ス トに表示されます。 [ 編集 ]
および [ 削除 ] オプシ ョ ンを使用して、 式を更新または削除します。

• 構文が間違っている場合は、 メ ッセージボッ クスで [OK] をク リ ッ ク し

て、 式エディ タに戻り ます。 以下のいずれかを実行します。

— 式を変更して、 構文を修正します。 式を再度検証します。

— [ クリア ] をク リ ッ ク して、 スク リプ ト を削除します。 その後、 式を

再度作成するために、 手順 4 と手順 5 を繰り返します。

6 他のメ ト リ ッ クについて Perl 式を作成するために、 手順 3 ～手順 5 を繰り

返します。

7 [ 次へ ] をク リ ッ ク し、 タスク 7 に進みます。

デフォルトでは、 TEEL ファ イルおよび Perl スク リプ トは OVPI_HOME/

lib/tablesディ レク ト リに保存されます。 

タスク  7: データテーブルに関連付けるプロパティテーブルを指定する

[ プロパティテーブルとの関連付け ] ウ ィ ンド ウが開きます。 

1 以下のいずれかを実行します。

• [ 新規プロパティテーブルの作成 ] を選択し、 収集するデータを表す、 プロ

パティテーブルの名前を指定すます。 最大 30 文字までの、 一意な名前を

入力できます。 使用できる文字は、 アルファベッ ト、 数字、 アンダース

コア ( _ ) です。 206 ページのタスク 8 に進みます。

収集定義ウ ィザードを使用しな くても、 Perl スク リプ ト を手動で作成して、

データを処理するこ とができます。 スク リプ ト を作成する場合は、 下記のガイ ド

ラインに従って ください。

• Perl スク リプ トで関数を定義します。 関数名は processRecord と します。
名前は大文字と小文字を区別します。

• 対応する TEEL ファ イルのデータパイプ名は一意でなければなり ません。

• Perl スク リプ ト を保存します。

• RowProcees2=<Perl スクリプ トのフルパス >指令を TEEL ファ イルに保存
します。
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• [ 既存のプロパティテーブルの再利用 ] を選択し、 リ ス トからプロパティ

テーブル選択します。 212 ページのタスク 9 に進みます。

2 [ 次へ ] をク リ ッ ク します。

タスク  8: プロパテ ィ属性を定義する

既存の列を使用してプロパティテーブルを作成するこ と も、 さ らに列を追加する
こ と もできます。

[ プロパティ属性の定義 ] ウ ィンド ウが開きます。

次のオプシ ョ ンがあ り ます。

• プロパティテーブルへの列または外部キーを含む列の追加、 および TEEL
での列マップ指令のセッ ト アップ

207 ページの 「列の追加」 および 210 ページの 「外部キーを含む列の追加」

を参照して ください。

既存のプロパティテーブルを再利用する と、 そのテーブルにすでに格納されて
いるデータが壊れてしま う こ とがあ り ます。
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• 列の順序の変更

211 ページの 「列の順序の変更」 を参照して ください。

• 列の削除

212 ページの 「列の削除」 を参照して ください。

• 列の編集

212 ページの 「列の編集」 を参照して ください。

列の追加

プロパティテーブルに列を追加するには、 以下の手順に従います。

1 列を追加するには、 [ 新しい属性 ] をク リ ッ ク します。

[ 新しい属性 ] ダイアログボッ クスが開きます。

2 [ 名前 ] リ ス ト をク リ ッ ク し、 列の名前を選択します。 デフォルトでは、 選択

した OID オブジェク トの名前が表示されます。

3 列のエイ リ アス名を [ エイ リ アス ] ボッ クスに入力します。

名前は最大 255 文字までで、 次の文字を使用できます。 アルファベッ ト、 数

字、 アンダースコア、 ハイフンを使用できます。

4 [ 説明 ] ボッ クスに、 テーブルの説明を入力します。

説明は省略するこ と も可能です。 説明は、 最大 255 文字までです。
ポーリングポリシーの管理 207



5 列のデフォルト値を設定する場合は、 [ デフォルト値 ] ボッ クスに値を入力

します。

デフォルト値は省略可能です。 値の長さは最大 255 文字までです。

このフ ィールドは、 この列がオブジェク ト別変数または収集キー変数である
場合には、 空欄にする必要があ り ます。

6 [ データタイプ ] リ ス ト で、 データタイプの値をク リ ッ ク します。

以下に、 使用可能なデータパイプのオプシ ョ ンと、 対応するデータベース記
憶領域タイプを示します。

OVPI データタイプ データベースのデータタイプ

char_string varchar

counter float

counter_high float

counter_low float

counter64 float

double float

enum integer

float float

gauge float

hex_string varchar

integer float

ip_address varchar(15)

numeric numeric

object_id varchar(128)

octet_string varchar(128)

seq_key integer

smalldatetime smalldatetime

snm_float float

snmp_char_string varchar
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7 [ データ長 ] リ ス トで長さの値をク リ ッ ク します。

長さの値が有効なデータタイプは、 char_string、 hex_string、 numeric、
octet_string、 snmp_char_string、 snmp_hex_string、 snmp_octet_string
です。

8 [Can contain NULL data] ボッ クスをオンまたはオフにします。

このオプシ ョ ンをオンにした場合は、 この列は NULL の可能性があ り ます。 
[Is an identifying attribute] ボッ クスがオンになっている と、 このオプシ ョ ン

は自動的にオフにな り ます。

9 [Is an identifying attribute] ボッ クスは、 列をキー変数とする場合にオンにし

ます。

このオプシ ョ ンをオンにした場合は、 その列が、 プロパティテーブル内の、
要素を定義するプロパティの、 一意な組み合わせに含まれているこ とにな り
ます。 この場合は、 [Is an identifying attribute] ボッ クスはオンにせず、 [ デ
フォルト値 ] ボッ クスに値が指定されていないよ うにします。

snmp_counter float

snmp_double float

snmp_enum integer

snmp_float float

snmp_gauge float

snmp_hex_string varchar

snmp_integer float

snmp_ip_address varchar(15)

snmp_object_id varchar(128)

snmp_octet_string varchar(128)

snmp_snm_float float

snmp_timeticks float

timeticks float

tinyint tinyint

unix_time datetime
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収集キー変数と して [dsi_target_name] 以外の列を指定した場合は、 収集

キー変数と して dsi_table_key を指定できません。 ただし、 収集キー変数

の最初のものと して dsi_target_name を指定した場合にのみ、 収集キー変

数と して dsi_table_key を指定できます。

キー変数の順序で列を配置する必要があ り ます。 たとえば、 リ ス ト内の最初
の列は 1 番目のキー変数に対応させ、 2 番目の列は 2 番目のキー変数に対応

させ、 以下同様に列をキー変数に対応させます。 プロパティテーブル内での

列の順序を変更する場合は、 列の順序の変更を参照して ください。

10 [Apply] をク リ ッ ク します。

プロパティテーブルに列が追加されます。

11 手順を繰り返して列を追加するか、 [ 次へ ] をク リ ッ ク して続行します。

外部キーを含む列の追加

外部キーを含む列の追加するには、 以下の手順に従います。

1 列を追加するには、 [ 新規外部キー ] をク リ ッ ク します。

[ プロパティ属性 - 新規 ] ダイアログボッ クスが開きます。

2 [ 名 ] ボッ クスに、 列の名前を入力します。

列の名前は最大 30 文字までで、 次の文字を使用できます。 アルファベッ ト 、

数字、 アンダースコアを使用できます。

3 列のエイ リ アス名を [ エイ リ アス ] ボッ クスに入力します。
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名前は最大 255 文字までで、 次の文字を使用できます。 アルファベッ ト、 数

字、 アンダースコア、 ハイフンを使用できます。

4 [ 説明 ] ボッ クスに、 テーブルの説明を入力します。

説明は省略するこ と も可能です。 説明は、 最大 255 文字までです。

5 列のデフォルト値を設定する場合は、 [ デフォルト値 ] ボッ クスに値を入力

します。

デフォルト値は省略可能です。 値の長さは最大 255 文字までです。

このフ ィールドは、 この列がオブジェク ト別変数または収集キー変数である
場合には、 空欄にする必要があ り ます。

6 [ 外部キーテーブル ] リ ス ト をク リ ッ ク し、 キーを含むプロパティテーブル

を選択します。

7 [Is an identifying attribute] ボッ クスは、 列をキー変数とする場合にオンにし

ます。

収集キー変数と して [dsi_target_name] 以外の列を指定した場合は、 収集

キー変数と して dsi_table_key を指定できません。 ただし、 収集キー変数

の最初のものと して dsi_target_name を指定した場合にのみ、 収集キー変

数と して dsi_table_key を指定できます。

キー変数の順序で列を配置する必要があ り ます。 たとえば、 リ ス ト内の最初
の列は 1 番目のキー変数に対応させ、 2 番目の列は 2 番目のキー変数に対応

させ、 以下同様に列をキー変数に対応させます。 プロパティテーブル内での

列の順序を変更する場合は、 列の順序の変更を参照して ください。

8 [ 適用 ] をク リ ッ ク します。

プロパティテーブルに列が追加されます。

9 手順を繰り返して列を追加するか、 [ 次へ ] をク リ ッ ク して続行します。

列の順序の変更

プロパティテーブル内での列の順序を変更する場合は、 変更したい列を選択して
以下を実行します。

• 列を上へ移動するには、 [ 上へ移動 ] をク リ ッ ク します。

• 列を下へ移動するには、 [ 下へ移動 ] をク リ ッ ク します。
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列の削除

プロパティテーブルから列を削除するには、 [ 削除 ] をク リ ッ ク します。

列の編集

列を編集するには、 以下の手順に従います。

1 [ プロパティ属性の定義 ] ウ ィンド ウで列をダブルク リ ッ ク します。

[ プロパティ属性の編集 ] ダイアログボッ クスが開きます。 これは、 [ 新しい

プロパティ属性 ] ダイアログボッ クスまたは [ プロパティ属性の新しい外部

キー ] ダイアログボッ クス と同じです。

2 変更を行います。

3 [ 適用 ] をク リ ッ ク します。

4 手順を繰り返すか、 [ 次へ ] をク リ ッ ク して続行します。

タスク  9: 収集の出力ファイルを指定する

 [ 出力ファイルの選択 ] ウ ィンド ウが開きます。

1 出力ファイルの名前と場所が正しいこ とを確認します。
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2 ファ イルの名前または場所を変更する場合は、 以下のいずれかを実行しま
す。

• [ 出力ファイル ] ボッ クスに新しい情報を入力します。

• をク リ ッ ク します。 [ 開く ] ダイアログボッ クスが開きます。 

出力ファイルを保存するフォルダーに移動し、 [ ファ イル名 ] ボッ クス

にファ イル名を入力し、 [ 開く ] をク リ ッ ク します。 [ 出力ファ イル ] ボッ

クスが、 新しいファ イル情報で更新されます。

3 [ 次へ ] をク リ ッ ク します。 

タスク  10: 収集をデータベースに登録する

[ データベースへの収集の追加 ] ウ ィンド ウが開きます。

1  すぐにテーブルを生成してデータベースに追加する場合は、 [ 今すぐデータ

ベースに追加 ] を選択します。 

このオプシ ョ ンをオフにした場合は、 後からコマンド行で以下のコマンドを
入力する必要があ り ます。

datapipe_manager -p create -a teel_file
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この例で、 teel_file は、 の出力ファ イルの名前です。

datapipe_manager コマンドのオプシ ョ ンに関する情報がさらに必要な場

合は、 『HP OpenView Performance Insight TEEL Reference Guide』 およ

び 『HP OpenView Performance Insight Reference Guide』 を参照して くだ

さい。

2 [ 要約 ] ボッ クスで、 [ データをレートテーブルに直接コピー ] または [ 要約しな

い ] を選択します。

3 [ 次へ ] をク リ ッ ク します。 

タスク  11: [ サマリー ] ウィンドウを確認する

[ サマリー ] ダイアログボッ クスが開きます。 

1 すべての収集プロパティ値が正しいこ とを確認します。 

必要があれば、 [ 戻る ] をク リ ッ ク して前のウ ィンド ウに戻り、 変更します。 
変更が完了したら、 [ 次へ ] をク リ ッ ク して [ 概要ページ ] ウ ィンド ウまで戻

り ます。 

2 [ 完了 ] をク リ ッ クする とデータテーブルが作成されます。

データテーブル作成ウ ィザードが閉じ、 Perl スク リプ ト と TEEL ファ イル

が作成され、 指定した場所に保存されます。    

HTTPS アクセスを伴うエージェン トからのデータの収集

この章では、 以下の項目について説明します。

• 215 ページの 「はじめに」

• 215 ページの 「データ収集の前提条件」

• 216 ページの 「証明書の管理」

OVPA 収集では、 raw から delta への変換処理は実行できません。

さ らに、 時間単位または週単位の要約が必要なら、 ロールアップファ イル
(.sum ファ イル ) を作成し、 trend_sum コマンドを使って作成したファ イルを

実行する必要があ り ます。 trend_sum コマンドの詳細については、 『HP 
OpenView Performance Insight Reference Guide』 を参照して ください。
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はじめに

OVPI バージ ョ ン 5.30 では、 安全な通信を実現するために、 HTTPS プロ ト コル

を使用する HP OpenView Performance Agents (OVPA) および HP OpenView 
Operations Agents (OVOA) からのデータの収集をサポート しています。 

HTTPS 通信の場合、 エージェン トは CODA バージ ョ ン 10 をサポート していな

ければなり ません。 それ以外の場合は、 HTTP または DCP の手法が使用されま

す。 HTTPS 通信は証明書をベースとするため、 エージェン トからデータを収集

する OVPI システム ( リモートポーラーも含む ) に証明書がインス トールされて

いる必要があ り ます。 OVPI は、 エージェン トにあらかじめインス トールされて

いるク ラ イアン ト証明書を使用します。 OVPI システムがク ライアン ト証明書の

役割を果たし、 OVO 管理サーバーまたは OVPA エージェン ト システムによって

証明書サーバー ( 認証機関 ) が提供されます。 HTTPS 通信を確立するために、

ク ラ イアン ト証明書の交換が要求されます。 

HTTPS 通信については、 『HP OpenView Operations HTTPS Agent Concepts 
and Configuration Guide』 を参照して ください。 このガイ ドは、 HP OpenView 
Operations ドキュ メン トセッ ト と と もに、 以下の URL に提供されています。

http://ovweb.external.hp.com/lpe/doc_serv/

ネッ ト ワーク構成によっては、 複数の証明書サーバーがエージェン トに証明書を
提供しているこ とがあ り ます。 この例では、 すべての認証サーバーから各エー

ジェン トに対して信頼できる証明書を取得できます。 このためには、 OVPI 管理

コンソールで提供されている証明書管理アプリ ケーシ ョ ンを使用できます。 詳細

は 216 ページの 「証明書の管理」 を参照して ください。 

データ収集の前提条件

• OVPI が監視しているネッ ト ワークで HTTPS 通信が有効になっていなけれ

ばなり ません。

本書では、 特にエージェン ト名を限定する必要がない限り、 HP OpenView 
Performance Agents (OVPA) と HP OpenView Operations Agents (OVOA) を
ま とめてエージェン ト と呼びます。

OVPA システムの [coda] ネームスペースで SSL_SECURITY オプシ ョ ンが

[ALL] または [REMOTE] に設定されている場合、 HTTP 通信は失敗します。 
HTTPS のみがサポート されます。
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• エージェン トからデータをポーリ ングする OVPI システムに証明書がインス

トールされていなければなり ません。 証明書のインス トールの詳細は、 218 
ページの 「証明書のインス トール」 を参照して ください。 

• 証明書サーバーの名前を OVPI 管理者が把握していなければなり ません。 管
理者は証明書を管理する際に、 証明書サーバー名の提示が求められます。

• OVPI_installation_directory/data/pa_rpt.cnfg設定ファ イルを更新する

必要があ り ます。 テキス トエディ タを使用してファ イルを開き、 httpsオプ

シ ョ ンを有効にします。 これで、 OVPA システムからのデータ収集が可能に

なり ます。 HTTPS 通信が失敗した場合、 HTTP が使用されます。 これはデ

フォルトの CODA 動作です。

証明書の管理

証明書管理アプリ ケーシ ョ ンを使用するこ とで、 エージェン トからデータを収集
する OVPI システムで証明書のインス トールおよび管理を実行できます。 

この章では、 以下の項目について説明します。

証明書管理アプリ ケーシ ョ ンの起動

証明書管理アプリ ケーシ ョ ンは、 OVPI 管理コンソールまたはコマンド行から起

動できます。

OVPI 管理コンソール

証明書管理アプリ ケーシ ョ ンを起動するには、 次の手順を実行します。

1 OVPI 管理コンソールを起動します。

2 [ ツール ] メニューの [ 証明書の管理 UI] を選択します。

[ 証明書管理 ] ウ ィンド ウ (217 ページの図 23) が開きます。

コマンド行

証明書管理アプリ ケーシ ョ ンは、 リモートポーラーまたは OVPI のデータベー

ススキーマおよびパフォーマンスマネージャの各コンポーネン トがインス トー
ルされている場合に限り、 管理コンソール上で使用できます。

管理コンソールには管理者権限を持つアカウン トでログオンする必要があ り ま
す。

Windows システムを使用している場合、 証明書管理アプリ ケーシ ョ ンは

Windows の [ スタート ] メニューから起動できます。
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オペレーティングシステムによって以下のいずれかを実行します。

• Windows

コマンド行で以下を入力します。

certmgmt

• UNIX

trendadm と してログオンし、 コマンド行で以下を実行します。

certmgmt

[ 証明書管理 ] ウ ィンド ウ (217 ページの図 23) が開きます。

図 23 [ 証明書管理 ] ウ ィ ンド ウ
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[ 証明書管理 ] ウ ィンド ウに表示される情報は以下のとおりです。

証明書のインス トール

証明書管理アプリ ケーシ ョ ンを使用して OVPI システムに証明書をインス トー

ルするには、 次の手順を実行します。

1 証明書管理アプリ ケーシ ョ ンを起動します。 216 ページの 「証明書管理アプ

リ ケーシ ョ ンの起動」 を参照して ください。

2 [ 認証局 (CA)] ボッ クスに認証局の名前を入力して、 [CA を設定します ] をク

リ ッ ク します。

3 [ 証明書管理操作 ] リ ス トで [ 新しいクライアン ト証明書が必要です ] を選択し

ます。

4 [ 実行 ] をク リ ッ ク します。

確認ダイアログボッ クスが表示されます。 

5 [OK] をク リ ッ ク して確定し、 [ 更新 ] をク リ ッ ク します。

[OV の設定 ] セクシ ョ ンに証明書のステータス情報が表示されます。

以下のステータス情報が表示された場合、 OV Communication Broker は動

作していません。

[OV-Core-Id] HTTPS エージェン ト をホス ト と して処理している

各システムの一意の識別値。 この値は、 それぞれの

システムに HP OpenView ソフ ト ウェアをインス

トールする際に自動的に割り当てられます。 値は変

更できません。

OvCoreId 値の例 :

d498f286-aa97-4a31-b5c3-806e384fcf6e

[ 認証局 (CA)] 認証局の名前です。 この名前は有効な証明書サー

バー名の識別子でなければなり ません。

[ 証明書のステータス ] ステータス情報を示します。

[ ノード証明書 ] 使用可能なノード証明書のリ ス ト を示します。

[ 証明書管理操作 ] 証明書の管理に対して使用可能なアクシ ョ ンを示
します。

[ 信頼できる証明書 ] 使用可能な信頼できる証明書のリ ス ト を示します。
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未定義 : BBC が稼動しているかどうかをチェックして ください

OV Communication Broker を起動するには、 管理者権限を持つユーザーと

してログオンし、 コマンド行で以下を入力します。

ovc -start

証明書の要求保留中という ステータスが表示された場合、 証明書サーバーは証明
書要求の処理中です。 このプロセスが完了するまで待ちます。 [ 更新 ] ボタンで、

更新後のステータスを表示します。 

証明書のインポート

証明書をインポートするには、 次の手順を実行します。

1 証明書管理アプリ ケーシ ョ ンを起動します。

2 [ 証明書管理操作 ] のコンボボッ クスから、 以下のいずれかを選択します。

• 信頼できる証明書をインポートする場合は、 ［信頼できる証明書をディスク

からインポート します］ を選択します。

• ノード証明書をインポートする場合は、 ［ノード証明書をディスクからイン

ポート して ください］ を選択します。

3 [ 実行 ] をク リ ッ ク します。

[ インポート元 ] ダイアログボッ クスが開きます。

4 インポートする証明書があるフォルダーに移動し、 証明書を選択して、 [OK]
をク リ ッ ク します。 

信頼できる証明書をインポートする場合は、 手順 6 に進みます。 それ以外の

場合は、 手順 5 に進みます。 

5 [ パスワードの入力 ] ダイアログボッ クスで以下を実行します。

a パスワードを入力して [OK] をク リ ッ ク します。

[ パスワードの再入力 ] ダイアログボッ クスが開きます。

b パスワードを再入力して [OK] をク リ ッ ク します。

6 [OK] をク リ ッ ク して確定し、 [ 更新 ] をク リ ッ ク します。

証明書のエクスポート

証明書をエクスポートするには、 次の手順を実行します。

1 証明書管理ウ ィザードを起動します。
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2 以下のいずれかを実行します。

• 信頼できる証明書をエクスポートする場合は、 信頼できる証明書を選択
して、 [ 証明書管理操作 ] リ ス トから [ 信頼できる証明書をディスクにエキ

スポート して ください ] を選択します。

• ノード証明書をエクスポートする場合は、 ノード証明書を選択して、
[ 証明書管理操作 ] リ ス トから [ ノード証明書をディスクにエクスポート して

ください ] を選択します。

3 [ 実行 ] をク リ ッ ク します。

[ エクスポート先 ] ダイアログボッ クスが開きます。

4 証明書を保存するフォルダーに移動します。

5 ファ イル名を [ ファ イル名の入力 ] ボッ クスに入力し、 [OK] をク リ ッ ク しま

す。 信頼できる証明書をエクスポートする場合は、 手順 6 に進みます。 それ

以外の場合は、 手順 7 に進みます。

6 [ パスワードの入力 ] ダイアログボッ クスで以下を実行します。

a パスワードを入力して [OK] をク リ ッ ク します。

[ パスワードの再入力 ] ダイアログボッ クスが開きます。

b パスワードを再入力して [OK] をク リ ッ ク します。

7 [OK] をク リ ッ ク して確定し、 [ 更新 ] をク リ ッ ク します。

信頼できる証明書の更新

複数の証明書サーバーがエージェン トに対して分散的に証明書を提供する場合が
あ り ます。 この例では、 すべての認証サーバーから各エージェン トに対して信頼

できる証明書を取得できます。 

そのためには、 次の手順を実行します。

1 証明書管理ウ ィザードを起動します。

2 [ 証明書管理操作 ] リ ス トから [ 信頼できる証明書の更新 ] を選択します。

3 [ 実行 ] をク リ ッ ク します。

確認ダイアログボッ クスが表示されます。

4 [OK] をク リ ッ ク して確定し、 [ 更新 ] をク リ ッ ク します。

更新された証明書が [ 信頼できる証明書 ] リ ス トに表示されます。

証明書の削除
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ノード証明書または信頼できる証明書を削除するには、 以下の手順に従います。

1 証明書管理アプリ ケーシ ョ ンを起動します。

2 [ ノード証明書 ] リ ス ト または [ 信頼できる証明書 ] リ ス ト から、 削除する証

明書を選択します。

3 [ 証明書管理操作 ] リ ス トから [ 選択した証明書の削除 ] を選択します。

4 [ 実行 ] をク リ ッ ク します。

[ 証明書の削除 ] ダイアログボッ クスが開きます。 

5 [ はい ] をク リ ッ ク して確定し、 [ 更新 ] をク リ ッ ク します。

CIV ファイルからの収集の作成

CIV ファ イルから収集を作成するには、 以下の手順に従います。

タスク  1: [ 新規収集 ] ウィザードを起動する

1 [ 管理コンソール ] の [ ファ イル ] メニューから [ 収集の作成 ] を選択します。

[ 収集ソースの選択 ] ウ ィンド ウが開きます (168 ページの図 12)。

2 [CSV ファイルをインポートする ] を選択します。

3 [ 次へ ] をク リ ッ ク します。

タスク  2: 収集名、 収集カテゴリ、 および収集の説明を指定する

[ 収集の定義 ] ウ ィンド ウが開きます (169 ページの図 13)。

1 [ 収集名 ] ボッ クスにデータテーブルの名前を入力します。 この名前は OVPI
のデータ リポジ ト リに格納されます。

名前は一意でなければなり ません。 最大 30 文字までです。 使用できるのは、

大文字 / 小文字のアルファベッ ト 、 数字、 特殊文字のアンダースコア ( _ ) で
す。 

2 [ 収集テーブルのカテゴ リ ] ボッ クスで、 収集テーブルのカテゴ リ を入力ま

たは選択します。

ウ ィザードは、 提供するエイ リ アス名に基づいて名前をコレクシ ョ ンに割り当
てます。
ポーリングポリシーの管理 221



カテゴ リ名は、 テーブルのセッ ト をま とめてグループ化します。 どの名前を

選択するべきかを判断できない場合は、 [ デフォルト ] を選択します。 この名

前は、 最大 30 文字までです。

3 [ 収集の説明 ] ボッ クスに、 テーブルの説明を入力します。 説明は省略するこ

と も可能です。 説明は、 最大 255 文字までです。

4 [ 次へ ] をク リ ッ ク します。 

タスク  3: 収集テーブルのデータのプロパティおよび保存期間を設定する

[ データのプロパティ と保存期間の設定 ] ウ ィンド ウが開きます (170 ページの

図 14)。

1 [ データの保持期間 ] ボッ クスで、 テーブル内にデータを保持する日数を入

力または選択します。

2 [ 要約間隔 ] ボッ クスで、 テーブル内のデータの時間特性を選択します。 たと

えば、 5 分テーブルには 5 分間隔のデータが格納されます。 この 5 分間隔で

収集されたデータを割合データ と呼びます。

3 [ テーブルタイプ ] ボッ クスで、 テーブルのタイプを選択します。 

テーブルタイプは、 テーブルに含まれているデータのク ラスを指定するもの
です。 以下に、 使用可能なテーブルタイプのオプシ ョ ンを示します。 

4 [ 次へ ] をク リ ッ ク します。 

[ ベースライン ] テーブルにはベースラインデータが格納されます。

[ イベン ト ] テーブルにはイベン トデータが格納されます。 イベン ト
データは、 独立イベン トの付いた非時系列指向のデータで
す。

[ 予測 ] テーブルには予測データが格納されます。

[ レート ] テーブルには割合データが格納されます。 割合データは、
raw 入力データからの 1 対の行から算出される差分データ

です。

[ 未処理 (raw)] テーブルには raw ( ポーリ ング時の ) データが格納されま

す。

[ 要約 ] テーブルには要約データが格納されます。
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タスク  4: CSV ファイルを選択する

[ インポート ファ イルの選択 ] ウ ィ ンド ウが開きます。

1 以下のいずれかを実行します。

• インポートする CSV ファ イルのパスを入力します。

• [ 参照 ] ボタンをク リ ッ ク し、 [ 開く ] ダイアログボッ クスで目的のファ

イルまで移動してファ イルを選択し、 [OK] をク リ ッ ク します。

2 [ 次へ ] をク リ ッ ク します。 
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タスク  5: 収集で使用する統計に、 ファイルからデータフ ィールドをマップする

[ データフ ィールドを統計値にマップします ] ウ ィンド ウが開きます。

ファ イルからデータフ ィールドを作成したウ ィンド ウが表示され、 収集で使用 
するフ ィールドを統計にマップするこ とができます。 

1 データフ ィールドを選択して、 以下を実行します。

a 選択したフ ィールドを含めない場合は、 [Include] チェッ クボッ クスをオ

フにします。

b [ 列 ] ボッ クスをク リ ッ ク して、 統計の列名を入力します。 列名の長さ

は、 最大 20 文字です。

c [ エイ リ アス ] ボッ クスをク リ ッ ク して、 統計のエイ リ アス名を選択しま

す。 このエイ リ アス名の長さは、 最大 255 文字です。

d [ データタイプ ] ボッ クスをク リ ッ ク して、 統計の列名を選択します。

e [ 長さ ] ボッ クスをク リ ッ ク して、 統計のデータ長を入力します。 可能な

データ長は、 1 ～ 255 です。
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f データがないデータフ ィールドを許可する場合は、 [ ヌル可能 ] チェッ ク

ボッ クスをオフにします。

g [ デフォルト ] ボッ クスをク リ ッ ク して、 データが入力されない場合に統

計のデータベースに挿入する値を入力します。 

[ デフォルト ] ボッ クスを null にしておく と、データは挿入されません。 
この値の長さは、 [ 長さ ] フ ィールドで指定されている値によって決ま

り ます。 たとえば、 データ長が 5 で統計が数字の場合、 デフォルトの値

は 99999 までの整数にな り ます。

h [ 説明 ] ボッ クスをク リ ッ ク して、 この統計の説明を入力します。

2 各データフ ィールドで、 手順 1 を繰り返します。

3 [ 次へ ] をク リ ッ ク します。

タスク  6: データテーブルに関連付けるプロパティテーブルを指定する

[ プロパティテーブルとの関連付け ] ウ ィ ンド ウが開きます。 

1 以下のいずれかを実行します。

• [ 新規プロパティテーブルの作成 ] を選択し、 収集するデータを表す、 プロ

パティテーブルの名前を指定すます。 最大 30 文字までの、 一意な名前を

入力できます。 使用できる文字は、 アルファベッ ト、 数字、 アンダース

コア ( _ ) です。 225 ページのタスク 7 に進みます。

• [ 既存のプロパティテーブルの再利用 ] を選択し、 リ ス トからプロパティ

テーブル選択します。 230 ページのタスク 8 に進みます。

2 [ 次へ ] をク リ ッ ク します。

タスク  7: プロパテ ィ属性を定義する

既存の列を使用してプロパティテーブルを作成するこ と も、 さ らに列を追加する
こ と もできます。

既存のプロパティテーブルを再利用する と、 そのテーブルにすでに格納されて
いるデータが壊れてしま う こ とがあ り ます。
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[ プロパティ属性の定義 ] ウ ィンド ウが開きます。

次のオプシ ョ ンがあ り ます。

• プロパティテーブルへの列または外部キーを含む列の追加、 および TEEL
での列マップ指令のセッ ト アップ

227 ページの 「列の追加」 および 228 ページの 「外部キーを含む列の追加」

を参照して ください。

• 列の順序の変更

230 ページの 「列の順序の変更」 を参照して ください。

• 列の削除

230 ページの 「列の削除」 を参照して ください。

• 列の編集

230 ページの 「列の編集」 を参照して ください。
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列の追加

プロパティテーブルに列を追加するには、 以下の手順に従います。

1 列を追加するには、 [ 新しい属性 ] をク リ ッ ク します。

[ 新しい属性 ] ダイアログボッ クスが開きます。

2 [ 名前 ] リ ス ト をク リ ッ ク し、 列の名前を選択します。 デフォルトでは、 選択

した OID オブジェク トの名前が表示されます。

3 列のエイ リ アス名を [ エイ リ アス ] ボッ クスに入力します。

名前は最大 255 文字までで、 次の文字を使用できます。 アルファベッ ト、 数

字、 アンダースコア、 ハイフンを使用できます。

4 [ 説明 ] ボッ クスに、 テーブルの説明を入力します。

説明は省略するこ と も可能です。 説明は、 最大 255 文字までです。

5 列のデフォルト値を設定する場合は、 [ デフォルト値 ] ボッ クスに値を入力

します。

デフォルト値は省略可能です。 値の長さは最大 255 文字までです。

このフ ィールドは、 この列がオブジェク ト別変数または収集キー変数である
場合には、 空欄にする必要があ り ます。

6 [ データタイプ ] リ ス ト で、 データタイプの値をク リ ッ ク します。

利用可能なデータ型のオプシ ョ ンとそれに対応するデータベースのス ト レー
ジタイプについては、 181 ページの手順 6 を参照して ください。
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7 [ データ長 ] リ ス トで長さの値をク リ ッ ク します。

長さの値が有効なデータタイプは、 char_string、 hex_string、 numeric、
octet_string、 snmp_char_string、 snmp_hex_string、 snmp_octet_string
です。

8 [Can contain NULL data] ボッ クスをオンまたはオフにします。

このオプシ ョ ンをオンにした場合は、 この列は NULL の可能性があ り ます。 
[Is an identifying attribute] ボッ クスがオンになっている と、 このオプシ ョ ン

は自動的にオフにな り ます。

9 [Is an identifying attribute] ボッ クスは、 列をキー変数とする場合にオンにし

ます。

このオプシ ョ ンをオンにした場合は、 その列が、 プロパティテーブル内の、
要素を定義するプロパティの、 一意な組み合わせに含まれているこ とにな り
ます。 この場合は、 [Is an identifying attribute] ボッ クスはオンにせず、 [ デ
フォルト値 ] ボッ クスに値が指定されていないよ うにします。

収集キー変数と して [dsi_target_name] 以外の列を指定した場合は、 収集

キー変数と して dsi_table_key を指定できません。 ただし、 収集キー変数

の最初のものと して dsi_target_name を指定した場合にのみ、 収集キー変

数と して dsi_table_key を指定できます。

キー変数の順序で列を配置する必要があ り ます。 たとえば、 リ ス ト内の最初
の列は 1 番目のキー変数に対応させ、 2 番目の列は 2 番目のキー変数に対応

させ、 以下同様に列をキー変数に対応させます。 プロパティテーブル内での

列の順序を変更する場合は、 230 ページの 「列の順序の変更」 を参照して く

ださい。

10 [Apply] をク リ ッ ク します。

プロパティテーブルに列が追加されます。

11 手順を繰り返して列を追加するか、 [ 次へ ] をク リ ッ ク して続行します。

外部キーを含む列の追加

外部キーを含む列の追加するには、 以下の手順に従います。

1 列を追加するには、 [ 新規外部キー ] をク リ ッ ク します。
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[ 新規外部キー ] ダイアログボッ クスが開きます。

2 [ 名 ] ボッ クスに、 列の名前を入力します。

列の名前は最大 30 文字までで、 次の文字を使用できます。 アルファベッ ト 、

数字、 アンダースコアを使用できます。

3 列のエイ リ アス名を [ エイ リ アス ] ボッ クスに入力します。

名前は最大 255 文字までで、 次の文字を使用できます。 アルファベッ ト、 数

字、 アンダースコア、 ハイフンを使用できます。

4 [ 説明 ] ボッ クスに、 テーブルの説明を入力します。

説明は省略するこ と も可能です。 説明は、 最大 255 文字までです。

5 列のデフォルト値を設定する場合は、 [ デフォルト値 ] ボッ クスに値を入力

します。

デフォルト値は省略可能です。 値の長さは最大 255 文字までです。

このフ ィールドは、 この列がオブジェク ト別変数または収集キー変数である
場合には、 空欄にする必要があ り ます。

6 [ 外部キーテーブル ] リ ス ト をク リ ッ ク し、 キーを含むプロパティテーブル

を選択します。

7 [Is an identifying attribute] ボッ クスは、 列をキー変数とする場合にオンにし

ます。

収集キー変数と して [dsi_target_name] 以外の列を指定した場合は、 収集

キー変数と して dsi_table_key を指定できません。 ただし、 収集キー変数

の最初のものと して dsi_target_name を指定した場合にのみ、 収集キー変

数と して dsi_table_key を指定できます。
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キー変数の順序で列を配置する必要があ り ます。 たとえば、 リ ス ト内の最初
の列は 1 番目のキー変数に対応させ、 2 番目の列は 2 番目のキー変数に対応

させ、 以下同様に列をキー変数に対応させます。 プロパティテーブル内での

列の順序を変更する場合は、 230 ページの 「列の順序の変更」 を参照して く

ださい。

8 [ 適用 ] をク リ ッ ク します。

プロパティテーブルに列が追加されます。

9 手順を繰り返して列を追加するか、 [ 次へ ] をク リ ッ ク して続行します。

列の順序の変更

プロパティテーブル内での列の順序を変更する場合は、 変更したい列を選択して
以下を実行します。

• 列を上へ移動するには、 [ 上へ移動 ] をク リ ッ ク します。

• 列を下へ移動するには、 [ 下へ移動 ] をク リ ッ ク します。

列の削除

プロパティテーブルから列を削除するには、 [ 削除 ] をク リ ッ ク します。

列の編集

列を編集するには、 以下の手順に従います。

1 [ プロパティ属性の定義 ] ウ ィンド ウで列をダブルク リ ッ ク します。

[ プロパティ属性の編集 ] ダイアログボッ クスが開きます。 これは、 [ 新しい

プロパティ属性 ] ダイアログボッ クスまたは [ プロパティ属性の新しい外部

キー ] ダイアログボッ クス と同じです。

2 変更を行います。

3 [ 適用 ] をク リ ッ ク します。

手順を繰り返すか、 [ 次へ ] をク リ ッ ク して続行します。

タスク  8: 収集の出力ファイルを指定する

[ 出力ファイルの選択 ] ウ ィ ンド ウが開きます (186 ページの図 18)。

1 出力ファイルの名前と場所が正しいこ とを確認します。 
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2 ファ イルの名前または場所を変更する場合は、 以下のいずれかを実行しま
す。

• [ 出力ファイル ] ボッ クスに新しい情報を入力します。

• をク リ ッ ク します。 [ 開く ] ダイアログボッ クスが開きます。 

出力ファイルを保存するフォルダーに移動し、 [ ファ イル名 ] ボッ クス

にファ イル名を入力し、 [ 開く ] をク リ ッ ク します。 [ 出力ファ イル ] ボッ

クスが、 新しいファ イル情報で更新されます。

3 [ 次へ ] をク リ ッ ク します。 

タスク  9: 収集をデータベースに登録する

[ データベースへの収集の追加 ] ウ ィンド ウが開きます (187 ページの図 19)。

1 すぐにテーブルを生成してデータベースに追加する場合は、 [ 今すぐデータ

ベースに追加 ] を選択します。 

このオプシ ョ ンをオフにした場合は、 後からコマンド行で以下のコマンドを
入力する必要があ り ます。

datapipe_manager -p create -a teel_file

この例で、 teel_file は、 の出力ファ イルの名前です。

datapipe_manager コマンドのオプシ ョ ンに関する情報がさらに必要な場

合は、 『HP OpenView Performance Insight TEEL Reference Guide』 およ

び 『HP OpenView Performance Insight Reference Guide』 を参照して くだ

さい。

2 [ 要約 ] ボッ クスで、 [ データをレートテーブルに直接コピー ] または [ 要約しな

い ] を選択します。

3 [ 次へ ] をク リ ッ ク します。 

タスク  10: [ サマリー ] ウィンドウを確認する

[ サマ リー ] ダイアログボッ クスが開きます (188 ページの図 20)。 

1 すべての収集プロパティ値が正しいこ とを確認します。 

さ らに、 時間単位または週単位の要約が必要なら、 ロールアップファ イル
(.sum ファ イル ) を作成し、 trend_sum コマンドを使って作成したファ イルを

実行する必要があ り ます。 trend_sum コマンドの詳細については、 『HP 
OpenView Performance Insight Reference Guide』 を参照して ください。
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必要があれば、 [ 戻る ] をク リ ッ ク して前のウ ィンド ウに戻り、 変更します。 
変更が完了したら、 [ 次へ ] をク リ ッ ク して [ 概要ページ ] ウ ィンド ウまで戻

り ます。 

2 [ 完了 ] をク リ ッ クする とデータテーブルが作成されます。

データテーブル作成ウ ィザードが閉じ、 TEEL ファ イルが作成され、 指定し

た場所に保存されます。 

3 収集用のポーリ ングポ リシーを作成します。 詳細は、 242 ページの 「ポーリ

ングポ リ シーの作成」 を参照して ください。

ユーザー定義の収集の作成

インポート ファ イルがないものの、 使用するフォーマッ トがわかっている場合
は、 収集ウ ィザードを使用して、 収集を作成できます。 この方法を使用するの

は、 ファ イルベースの収集に限り ます。

タスク  1: [ 新規収集 ] ウィザードを起動する

1 [ 管理コンソール ] の [ ファ イル ] メニューから [ 収集の作成 ] を選択します。

[ 収集ソースの選択 ] ウ ィンド ウが開きます (168 ページの図 12)。

2 [ ユーザー定義 ] を選択します。

3 [ 次へ ] をク リ ッ ク します。

タスク  2: 収集名、 収集カテゴリ、 および収集の説明を指定する

[ 収集の定義 ] ウ ィンド ウが開きます (169 ページの図 13)。

1 [ 収集名 ] ボッ クスにデータテーブルの名前を入力します。 この名前は OVPI
のデータ リポジ ト リに格納されます。

名前は一意でなければなり ません。 最大 30 文字までです。 使用できるのは、

大文字 / 小文字のアルファベッ ト 、 数字、 特殊文字のアンダースコア ( _ ) で
す。 

2 [ 収集カテゴ リ ] ボッ クスで、 収集テーブルのカテゴ リ を入力または選択し

ます。

ウ ィザードは、 提供するエイ リ アス名に基づいて名前をコレクシ ョ ンに割り当
てます。
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カテゴ リ名は、 テーブルのセッ ト をま とめてグループ化します。 どの名前を

選択するべきかを判断できない場合は、 [default] を選択します。 この名前

は、 最大 30 文字までです。

3 [ 収集の説明 ] ボッ クスに、 テーブルの説明を入力します。 説明は省略するこ

と も可能です。 説明は、 最大 255 文字までです。

4 [ 次へ ] をク リ ッ ク します。

タスク  3: 収集テーブルのデータのプロパティおよび保存期間を設定する

[ データプロパティ と記憶領域の設定 ] ウ ィンド ウが開きます (170 ページの

図 14)。

1 [ データの保持期間 ( 日 )] ボッ クスで、 テーブル内にデータを保持する日数

を入力または選択します。

2 [ 要約間隔 ] ボッ クスで、 テーブル内のデータの時間特性を選択します。 たと

えば、 5 分テーブルには 5 分間隔のデータが格納されます。 この 5 分間隔で

収集されたデータを割合データ と呼びます。

3 [ テーブルタイプ ] ボッ クスで、 テーブルのタイプを選択します。 

テーブルタイプは、 テーブルに含まれているデータのク ラスを指定するもの
です。 以下に、 使用可能なテーブルタイプのオプシ ョ ンを示します。 

4 [ 次へ ] をク リ ッ ク します。 

[ ベースライン ] テーブルにはベースラインデータが格納されます。

[ イベン ト ] テーブルにはイベン トデータが格納されます。 イベン ト
データは、 独立イベン トの付いた非時系列指向のデータで
す。

[ 予測 ] テーブルには予測データが格納されます。

[ レート ] テーブルには割合データが格納されます。 割合データは、
raw 入力データからの 1 対の行から算出される差分データ

です。

[ 未処理 (raw)] テーブルには raw ( ポーリ ング時の ) データが格納されま

す。

[ 要約 ] テーブルには要約データが格納されます。
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タスク  4: 収集の統計を定義する

[ 収集対象の統計値を手動で定義する ] ページが開きます。

1 をク リ ッ ク し、 テーブルに追加する列を作成します。

2 列名を変更するには、 [ 列 ] ボッ クスをク リ ッ ク し、 統計の新しい名前を入

力します。

名前は最大 30 文字までで、 次の文字を使用できます。 アルファベッ ト 、 数

字、 アンダースコアを使用できます。

3 統計のエイ リ アス名を変更するには、 [ エイ リ アス ] ボッ クスをク リ ッ ク し、

新しいエイ リ アス名を入力します。

名前は最大 255 文字までで、 次の文字を使用できます。 アルファベッ ト、 数

字、 アンダースコア、 ハイフンを使用できます。

4 [ データタイプ ] ボッ クスで値を選択します。

利用可能なデータ型のオプシ ョ ンとそれに対応するデータベースのス ト レー
ジタイプについては、 181 ページの手順 6 を参照して ください。
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5 データ長を変更するには、 [ 長さ ] ボッ クスをダブルク リ ッ ク し、 新しい値

を入力します。

長さの値が有効なデータタイプは、 char_string、 hex_string、 numeric、
octet_string、 snmp_char_string、 snmp_hex_string、 snmp_octet_string
です。

6 統計に NULL があ りえる場合は、 [ ヌル可能 ] をク リ ッ ク します。

7 デフォルト を変更するには、 [ デフォルト ] ボッ クスをク リ ッ ク し、 新しい

値を入力します。

値の長さは最大 255 文字までです。

8 説明を変更するには、 [ 説明 ] ボッ クスをク リ ッ ク し、 新しい説明を入力し

ます。

説明は省略するこ と も可能です。 説明は最大 255 文字までです。

9 データテーブル内の列の順序を変更する場合は、 変更したい列を選択し以下
を実行します。

• 列を上へ移動するには、 をク リ ッ ク します。

• 列を下へ移動するには、 をク リ ッ ク します。

• プロパティテーブルから列を削除するには、 をク リ ッ ク します。

10 [ 次へ ] をク リ ッ ク します。

タスク  5: データテーブルに関連付けるプロパティテーブルを指定する

[ プロパティテーブルとの関連付け ] ウ ィ ンド ウが開きます。 

1 以下のいずれかを実行します。

• [ 新規プロパティテーブルの作成 ] を選択し、 収集するデータを表す、 プロ

パティテーブルの名前を指定すます。 最大 30 文字までの、 一意な名前を

入力できます。 使用できる文字は、 アルファベッ ト、 数字、 アンダース

コア ( _ ) です。 236 ページのタスク 6 に進みます。
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• [ 既存のプロパティテーブルの再利用 ] を選択し、 リ ス トからプロパティ

テーブル選択します。 241 ページのタスク 7 に進みます。

2 [ 次へ ] をク リ ッ ク します。

タスク  6: プロパテ ィ属性を定義する

既存の列を使用してプロパティテーブルを作成するこ と も、 さ らに列を追加する
こ と もできます。

[ プロパティ属性の定義 ] ウ ィンド ウが開きます。

次のオプシ ョ ンがあ り ます。

• プロパティテーブルへの列または外部キーを含む列の追加、 および TEEL
での列マップ指令のセッ ト アップ

237 ページの 「列の追加」 および 239 ページの 「外部キーを含む列の追加」

を参照して ください。

既存のプロパティテーブルを再利用する と、 そのテーブルにすでに格納されて
いるデータが壊れてしま う こ とがあ り ます。
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• 列の順序の変更

240 ページの 「列の順序の変更」 を参照して ください。

• 列の削除

240 ページの 「列の削除」 を参照して ください。

• 列の編集

240 ページの 「列の編集」 を参照して ください。

列の追加

プロパティテーブルに列を追加するには、 以下の手順に従います。

1 列を追加するには、 [ 新しい属性 ] をク リ ッ ク します。

[ 新しい属性 ] ダイアログボッ クスが開きます。

2 [ 名前 ] リ ス ト をク リ ッ ク し、 列の名前を選択します。 デフォルトでは、 選択

した OID オブジェク トの名前が表示されます。

3 列のエイ リ アス名を [ エイ リ アス ] ボッ クスに入力します。

名前は最大 255 文字までで、 次の文字を使用できます。 アルファベッ ト、 数

字、 アンダースコア、 ハイフンを使用できます。

4 [ 説明 ] ボッ クスに、 テーブルの説明を入力します。

説明は省略するこ と も可能です。 説明は、 最大 255 文字までです。
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5 列のデフォルト値を設定する場合は、 [ デフォルト値 ] ボッ クスに値を入力

します。

デフォルト値は省略可能です。 値の長さは最大 255 文字までです。

このフ ィールドは、 この列がオブジェク ト別変数または収集キー変数である
場合には、 空欄にする必要があ り ます。

6 [ データタイプ ] リ ス ト で、 データタイプの値をク リ ッ ク します。

利用可能なデータ型のオプシ ョ ンとそれに対応するデータベースのス ト レー
ジタイプについては、 181 ページの手順 6 を参照して ください。

7 [ データ長 ] リ ス トで長さの値をク リ ッ ク します。

長さの値が有効なデータタイプは、 char_string、 hex_string、 numeric、
octet_string、 snmp_char_string、 snmp_hex_string、 snmp_octet_string
です。

8 [Can contain NULL data] ボッ クスをオンまたはオフにします。

このオプシ ョ ンをオンにした場合は、 この列は NULL の可能性があ り ます。 
[Is an identifying attribute] ボッ クスがオンになっている と、 このオプシ ョ ン

は自動的にオフにな り ます。

9 [Is an identifying attribute] ボッ クスは、 列をキー変数とする場合にオンにし

ます。

このオプシ ョ ンをオンにした場合は、 その列が、 プロパティテーブル内の、
要素を定義するプロパティの、 一意な組み合わせに含まれているこ とにな り
ます。 この場合は、 [Is an identifying attribute] ボッ クスはオンにせず、 [ デ
フォルト値 ] ボッ クスに値が指定されていないよ うにします。

収集キー変数と して [dsi_target_name] 以外の列を指定した場合は、 収集

キー変数と して dsi_table_key を指定できません。 ただし、 収集キー変数

の最初のものと して dsi_target_name を指定した場合にのみ、 収集キー変

数と して dsi_table_key を指定できます。

キー変数の順序で列を配置する必要があ り ます。 たとえば、 リ ス ト内の最初
の列は 1 番目のキー変数に対応させ、 2 番目の列は 2 番目のキー変数に対応

させ、 以下同様に列をキー変数に対応させます。 プロパティテーブル内での

列の順序を変更する場合は、 240 ページの 「列の順序の変更」 を参照して く

ださい。

10 [Apply] をク リ ッ ク します。

プロパティテーブルに列が追加されます。
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11 手順を繰り返して列を追加するか、 [ 次へ ] をク リ ッ ク して続行します。

外部キーを含む列の追加

外部キーを含む列の追加するには、 以下の手順に従います。

1 列を追加するには、 [ 新規外部キー ] をク リ ッ ク します。

[ 新規外部キー ] ダイアログボッ クスが開きます。

2 [ 名 ] ボッ クスに、 列の名前を入力します。

列の名前は最大 30 文字までで、 次の文字を使用できます。 アルファベッ ト 、

数字、 アンダースコアを使用できます。

3 列のエイ リ アス名を [ エイ リ アス ] ボッ クスに入力します。

名前は最大 255 文字までで、 次の文字を使用できます。 アルファベッ ト、 数

字、 アンダースコア、 ハイフンを使用できます。

4 [ 説明 ] ボッ クスに、 テーブルの説明を入力します。

説明は省略するこ と も可能です。 説明は、 最大 255 文字までです。

5 列のデフォルト値を設定する場合は、 [ デフォルト値 ] ボッ クスに値を入力

します。

デフォルト値は省略可能です。 値の長さは最大 255 文字までです。

このフ ィールドは、 この列がオブジェク ト別変数または収集キー変数である
場合には、 空欄にする必要があ り ます。
ポーリングポリシーの管理 239



6 [ 外部キーテーブル ] リ ス ト をク リ ッ ク し、 キーを含むプロパティテーブル

を選択します。

7 [Is an identifying attribute] ボッ クスは、 列をキー変数とする場合にオンにし

ます。

収集キー変数と して [dsi_target_name] 以外の列を指定した場合は、 収集

キー変数と して dsi_table_key を指定できません。 ただし、 収集キー変数

の最初のものと して dsi_target_name を指定した場合にのみ、 収集キー変

数と して dsi_table_key を指定できます。

キー変数の順序で列を配置する必要があ り ます。 たとえば、 リ ス ト内の最初
の列は 1 番目のキー変数に対応させ、 2 番目の列は 2 番目のキー変数に対応

させ、 以下同様に列をキー変数に対応させます。 プロパティテーブル内での

列の順序を変更する場合は、 240 ページの 「列の順序の変更」 を参照して く

ださい。

8 [ 適用 ] をク リ ッ ク します。

プロパティテーブルに列が追加されます。

9 手順を繰り返して列を追加するか、 [ 次へ ] をク リ ッ ク して続行します。

列の順序の変更

プロパティテーブル内での列の順序を変更する場合は、 変更したい列を選択して
以下を実行します。

• 列を上へ移動するには、 [ 上へ移動 ] をク リ ッ ク します。

• 列を下へ移動するには、 [ 下へ移動 ] をク リ ッ ク します。

列の削除

プロパティテーブルから列を削除するには、 [ 削除 ] をク リ ッ ク します。

列の編集

列を編集するには、 以下の手順に従います。

1 [ プロパティ属性の定義 ] ウ ィンド ウで列をダブルク リ ッ ク します。

[ プロパティ属性の編集 ] ダイアログボッ クスが開きます。 これは、 [ 新しい

プロパティ属性 ] ダイアログボッ クスまたは [ プロパティ属性の新しい外部

キー ] ダイアログボッ クス と同じです。
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2 変更を行います。

3 [ 適用 ] をク リ ッ ク します。

手順を繰り返すか、 [ 次へ ] をク リ ッ ク して続行します。

タスク  7: 収集の出力ファイルを指定する

[ 出力ファイルの選択 ] ウ ィ ンド ウが開きます (186 ページの図 18)。

1  出力ファイルの名前と場所が正しいこ とを確認します。 

2 ファ イルの名前または場所を変更する場合は、 以下のいずれかを実行します。

• [ 出力ファイル ] ボッ クスに新しい情報を入力します。

• をク リ ッ ク します。 [ 開く ] ダイアログボッ クスが開きます。 

出力ファイルを保存するフォルダーに移動し、 [ ファ イル名 ] ボッ クス

にファ イル名を入力し、 [ 開く ] をク リ ッ ク します。 [ 出力ファ イル ] ボッ

クスが、 新しいファ イル情報で更新されます。

3 [ 次へ ] をク リ ッ ク します。 

タスク  8: 収集をデータベースに登録する

[ データベースへの収集の追加 ] ウ ィンド ウが開きます (187 ページの図 19)。

1  すぐにテーブルを生成してデータベースに追加する場合は、 [ 今すぐデータ

ベースに追加 ] を選択します。 

このオプシ ョ ンをオフにした場合は、 後からコマンド行で以下のコマンドを
入力する必要があ り ます。

datapipe_manager -p create -a teel_file

この例で、 teel_file は、 の出力ファ イルの名前です。

datapipe_manager コマンドのオプシ ョ ンに関する情報がさらに必要な場

合は、 『HP OpenView Performance Insight TEEL Reference Guide』 およ

び 『HP OpenView Performance Insight Reference Guide』 を参照して くだ

さい。
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2 [ 要約 ] ボッ クスで、 [ データをレートテーブルに直接コピー ] または [ 要約しな

い ] を選択します。

3 [ 次へ ] をク リ ッ ク します。 

タスク  9: [ サマリー ] ウィンドウを確認する

[ サマ リー ] ダイアログボッ クスが開きます (188 ページの図 20)。 

1 すべての収集プロパティ値が正しいこ とを確認します。 

必要があれば、 [ 戻る ] をク リ ッ ク して前のウ ィンド ウに戻り、 変更します。 
変更が完了したら、 [ 次へ ] をク リ ッ ク して [ 概要ページ ] ウ ィンド ウまで戻

り ます。 

2 [ 完了 ] をク リ ッ クする とデータテーブルが作成されます。

データテーブル作成ウ ィザードが閉じ、 TEEL ファ イルが作成され、 指定し

た場所に保存されます。 

3 収集用のポーリ ングポ リシーを作成します。 詳細は、 242 ページの 「ポーリ

ングポ リ シーの作成」 を参照して ください。

ポーリングポリシーの作成

レポートパッ クをインス トールする と、 そのレポートパッ クにとって必要なポー
リ ングポ リシーが提供されます。 ただし、 新しいポーリ ングポ リ シーを作成しな
ければならない場合もあ り ます。 

各ポーリ ングポ リシーにはそれぞれ collection とポーリ ンググループが必要で

す。 collection は、 収集されたデータを含むデータベースのテーブルを識別しま

す。 ポーリ ンググループは、 ポーリ ンググループは、 ポーリ ングする管理対象オ

ブジェク ト を識別します。 ノードの リ ス ト 、 またはインスタンスの リ ス ト を含み

ます。 各ノードには、 SNMP プロファ イルと コ ミ ュニティ文字列プロファ イル

が必要です。 

さ らに、 時間単位または週単位の要約が必要なら、 ロールアップファ イル
(.sum ファ イル ) を作成し、 trend_sum コマンドを使って作成したファ イルを

実行する必要があ り ます。 trend_sum コマンドの詳細については、 『HP 
OpenView Performance Insight Reference Guide』 を参照して ください。
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ポーリ ングポ リ シーを作成するには、 以下の手順に従います。

1 [ ファ イル ] メニューの [ ポーリ ング ポ リシーの作成 ] を選択します。

[ ポーリ ングポ リシーの作成 ] ダイアログボッ クスが開きます。

2 ポーリ ングポ リシーの名前と して、 明確に区別できる一意の名前を [ ポ リ

シー名 ] ボッ クスに入力します。

3 [ ポーリ ングするデータ ] リ ス トから、 収集するデータのテーブルを選択し

ます。 収集を指定します。

この リ ス トに表示されるテーブルは、 [ ポーリ ングポ リシーの管理 ] ウ ィ ン

ド ウのナビゲーシ ョ ンペインに表示されている、 データベースのものです。 

別のサーバーにあるテーブル内のデータを収集する必要がある場合は、
[ ファ イル ] メニューの [ サーバーの変更 ] を選択してデータベースを変更し

ます。 詳細は、 106 ページの 「データベースサーバーの変更」 を参照して く

ださい。 テーブル内で収集できる項目を表示する必要がある場合は、 テーブ

ルマネージャを使用して、 どの列がテーブル内にあるかを表示します。 

収集を新し く作成する場合、 詳細は、 167 ページの 「収集の作成」 を参照し

て ください。 

4 [ データの収集元 ] リ ス トから、 以下のいずれかのデータの収集元を選択し

ます。 
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• [ 単一ノード ]: 1 つのノードだけを含むグループを表示します。 指定した

グループにある 1 つのノードだけがシステムによってポーリ ングされま

す。

• [ 同じタイプのすべてのノード ]: 同じタイプと して指定されたノードがある

グループを表示します。 指定したグループにある ノードだけがシステム

によってポーリ ングされます。 通常、 このグループの指定では、 ルー

ターなど類似したデバイスである項目が該当します。

• [ 同じビュー内にあるすべてのノード ]: 同じビューと して指定されたノード

があるグループを表示します。 指定したグループにある ノードだけがシ

ステムによってポーリ ングされます。 通常、 このグループの指定では、

場所別やカスタマ別など、 特定の用途について関連のある項目が該当し
ます。

• [ タイプとビューとの組み合わせ ]: タイプとビューの組み合わせと して指示

したノードがあるグループを表示します。 指定したグループにある ノー

ドだけがシステムによってポーリ ングされます。

• [ 特定のインスタンス ]: ルールまたは列挙リ ス トによって選択されたプロ

パティテーブルにあるインスタンスを含むグループを表示します。 指定

したグループにある ノードだけがシステムによってポーリ ングされま
す。

• [ カスタムグループ ]: ルールベースのグループなど、 ポーリ ングポ リシー

マネージャアプリ ケーシ ョ ン以外の何らかの方法で定義された特定のグ
ループを表示します。

5 [ ポーリ ングするグループの選択 ] リ ス トで、 ポーリ ング元のデータのソー

スがあるグループを選択します。 

新しいグループを作成するには、 [ 作成 ] をク リ ッ ク します。 詳細は、 249 
ページの 「ポーリ ンググループの管理」 を参照して ください。

6 [ ポーリ ング間隔 ] リ ス トから、 ポーリ ング間隔を選択します。 ポーリ ング

間隔は、 1 回のポーリ ング要求と次のポーリ ング要求との間の時間です。 

以下のオプシ ョ ンが [ ポーリ ング間隔 ] リ ス トにあ り ます。 

• [ オフ ]: データのポーリ ングをすべて停止します。

• [5 分 ]: 0 時から、 5 分間隔でデータをポーリ ングします。

• [10 分 ]: 0 時から、 10 分間隔でデータをポーリ ングします。

• [15 分 ]: 0 時から、 15 分間隔でデータをポーリ ングします。
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• [20 分 ]: 0 時から、 20 分間隔でデータをポーリ ングします。

• [1 時間 ]: 0 時から、 1 時間間隔でデータをポーリ ングします。

• [1 日 ]: 毎日、 trendtimer.sched ファ イルに指定された時刻にデータを

ポーリ ングします。 デフォルトのデータポーリ ング時刻は、 毎日午前 1
時です。

7 [ データパイプの使用 ] リ ス ト から、 データパイプを選択します。 データパ

イプはデータの収集方法を指定しています。 

データパイプの詳細は、 HP OpenView の営業担当者にお問い合わせのうえ、

『HP OpenView Performance Insight TEEL Reference Guide』 を入手して

ください。

8 [ ポーリ ングの割り当て先 ] リ ス トから、 データを収集するサーバーを選択

します。 

別の収集ステーシ ョ ンを リ ス トに追加するには、 [ 作成 ] をク リ ッ ク します。 
詳細は、 273 ページの 「データパイプのインス トールの管理」 を参照して く

ださい。

9 [ 説明 ] ボッ クスに、 ポーリ ングポ リシーのテキス ト説明文を入力します。

10 [OK] をク リ ッ ク します。

ポーリ ングポ リシーが作成されます。

例 : OVPA 収集用のポーリングポリシーの作成

ovpa_northeast とい う名前の OVPA 収集を作成したと仮定して、 以下の例は、

この収集用のポーリ ングポ リシーの作成方法を示します。

ポーリ ングポ リ シーを作成するには、 以下の手順に従います。

1 [ ファ イル ] メニューから、 [ ポーリングポリシーの作成 ] を選択します。

[ ポーリ ングポ リシーの作成 ] ダイアログボッ クスが開きます。

2 ポーリ ングポ リシーの名前と して、 ovpa_northeast_policy のよ うな、

明確に区別できる一意の名前を [ ポ リ シー名 ] ボッ クスに入力します。

3 [ ポーリ ングするデータ ] リ ス トから 「ovpa_northeast」 を選択します。

ポ リ シー名と収集名は同じでなくてもかまいません。
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4 [ データの収集元 ] リ ス トから [ 同じタイプのすべてのノード ] を選択します。

このオプシ ョ ンは、 同じタイプと して指定されたノードがあるグループを表
示します。 指定したグループにある ノードだけがシステムによってポーリ ン

グされます。 通常、 このグループの指定では、 ルーターなど類似したデバイ

スである項目が該当します。

5 [ ポーリ ングするグループの選択 ] リ ス トで 「OVPA」 を選択します。

6 [ ポーリ ング間隔 ] リ ス トから、 ポーリ ング間隔を選択します。 これによっ

て、 ポーリ ング要求間の時間間隔が指定されます。

7 [ データパイプの使用 ] リ ス ト から 「dsi_sr」 を選択します。 このデータパイ

プがデフォルトです。 これによって、 OVPI がデータを収集する方法が指定

されます。

8 [ ポーリ ングの割り当て先 ] リ ス トから、 データを収集するサーバーを選択

します。

9 [ 説明 ] ボッ クスに、 ポーリ ングポ リシーのテキス ト説明文を入力します。

10 [OK] をク リ ッ ク します。

ポーリ ングポ リシーが作成されます。

ポリシーがポーリング中であることの確認

以下を行う こ とで、 ポ リ シーがポーリ ング中であるこ とを確認できます。

1 pa_collect コマンドを実行します。 たとえば、 ポーリ ングポシ リーのエン

ト リーを間隔値を 5 にして実行するには、 以下を入力します。

pa_collect -i 5

pa_collect コマンドの詳細については、 『HP OpenView Performance 
Insight Reference Guid』 を参照して ください。

2 テーブルマネージャを使用して、 収集のプロパティテーブルを探し、 行が存
在しているかど うかを確かめます。
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ポーリングポリシーの編集

場合によっては、 ポーリ ングポ リシーを変更する必要があ り ます。 たとえば、 一
部のノードだけをポーリ ングしたいと仮定します。 この場合、 一部のノードだけ

を含むビューを作成し、 そのノードの一覧を代わりに使用するよ うポーリ ングポ
リ シーを変更します。  

ポーリ ングポ リ シーを編集するには、 以下の手順に従います。

1 以下のいずれかを実行します。

• 表示ペインでポーリ ングポ リシーをダブルク リ ッ ク します。

• 表示ペインでポーリ ングポ リシーを選択し、 [ 編集 ] メニューの [ ポーリ

ングポリシー ] を選択します。 

[ ポーリ ングポ リシーの編集 ] ダイアログボッ クスが開きます。

2 以下のいずれかを実行します。

a 収集するデータを格納するテーブルを変更するには、 別のテーブルを
[ ポーリ ングするデータ ] リ ス トから選択します。

b データの収集元となるグループのタイプを変更するには、 別のタイプを
[ データの収集元 ] リ ス トから選択します。 

既存のポーリ ングポ リシーを変更する と、 インス トール済みの機能 ( レポート

パッ ク とデータパイプ ) が正常に動作しなくなるこ とがあ り ます。
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c ポーリ ング元のデータのソースがあるグループを変更するには、 別のグ
ループを [ ポーリ ングするグループの選択 ] リ ス トから選択します。 

新しいグループを作成するには、 [ 作成 ] をク リ ッ ク します。 詳細は、

249 ページの 「ポーリ ンググループの管理」 を参照して ください。

d ポーリ ング間隔を変更するには、 別の間隔を [ ポーリ ング間隔 ] リ ス ト

から選択します。 

e データの収集方法を指定するデータパイプを変更するには、 別のデータ
パイプを [ データパイプの使用 ] リ ス トから選択します。 

データパイプの詳細は、 HP OpenView の営業担当者にお問い合わせの

うえ、 『HP OpenView Performance Insight TEEL Reference Guide』 を

入手して ください。

f データを収集するサーバーを変更するには、 別のサーバーを [ ポーリ ン

グの割り当て先 ] リ ス トから選択します。 

別の収集ステーシ ョ ンを リ ス トに追加するには、 [ 作成 ] をク リ ッ ク しま

す。 詳細は、 273 ページの 「データパイプのインス トールの管理」 を参

照して ください。

3 [OK] をク リ ッ ク します。

ポーリングポリシーの削除

1 つ以上のポーリ ングポ リ シーを削除するには、 以下の手順に従います。

1 表示ペインに表示されているポーリ ングポ リ シーリ ス トから、 1 つまたは複

数のポーリ ングポ リシーを選択します。 

詳細は、 164 ページの 「項目の選択」 を参照して ください。

2 [ 編集 ] メニューの [ ポーリングポリシーの削除 ] を選択します。 

削除の確認ウ ィンド ウが表示されます。 表示内容は、 選択したポーリ ングポ
リ シーが 1 つか複数かで異なり ます。 

3 以下のいずれかを実行します。

• 1 つのポーリ ングポ リシーだけを選択した場合、 ポーリ ングポ リシーを

削除するには、 [ はい ] をク リ ッ ク します。
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• 複数のポーリ ングポ リシーを選択した場合は、 以下のいずれかを実行し
ます。

— 選択したポーリ ングポ リシーをすべて削除するには、 [ すべてはい ]
をク リ ッ ク します。

— 現在確認ウ ィンド ウに表示されているポーリ ングポ リシーを削除す
るには、 [ はい ] をク リ ッ ク します。

— 現在確認ウ ィンド ウに表示されているポーリ ングポ リシーを取り消
し、 次のポ リシーの確認ウ ィンド ウに移るには、 [ いいえ ] をク リ ッ

ク します。

— 選択したポーリ ングポ リシーをいずれも削除せずにウ ィンド ウを閉
じるには、 [ キャンセル ] をク リ ッ ク します。

ポーリンググループの管理

ポーリ ンググループを作成、 編集、 または削除するには、 以下の手順に従います。

1 [ 編集 ] メニューの [ ポーリンググループ ] を選択します。 

[ ポーリ ングポ リシーの編集 ] ダイアログボッ クスが開きます。

2 作成、 編集、 または削除するグループの種類を [ ポーリ ングするグループの

選択 ] ボッ クスから選択します。 
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選択したタイプに対応するグループが存在する場合は、 それらのグループが
[ ポーリ ング元とするグループの選択 ] ボッ クスに表示されます。 

[ ポーリ ングするグループの選択 ] ボッ クスには以下のオプシ ョ ンがあ り ま

す。

— [ 単一ノードのグループの作成 ]: 1 つのノードだけを含みます。 このグ

ループにある 1 つのノードだけがシステムによってポーリ ングされま

す。

— [ 同じタイプのすべてのノード ]: 同じタイプと して指定されたノードが

あ り ます。 このグループで指定されたノードだけがシステムによって

ポーリ ングされます。 通常、 このグループの指定では、 ルーターなど類

似したデバイスである項目が該当します。

— [ 同じビュー内にあるすべてのノード ]: 同じビューと して指定された

ノードがあ り ます。 このグループで指定されたノードだけがシステムに

よってポーリ ングされます。 通常、 このグループの指定では、 場所別や

カスタマ別など、 特定の用途について関連のある項目が該当します。

— [ タイプとビューとの組み合わせ ]: タイプとビューの組み合わせと して

指定されたノードがあ り ます。 このグループで指定されたノードだけが

システムによってポーリ ングされます。

— [ 特定のインスタンス ]: ルールによって選択されたプロパティテーブル

にあるインスタンスを含みます。 このグループで指定されたインスタン

スだけがシステムによってポーリ ングされます。

3 選択したタイプの新しいグループを作成するには、 [ 作成 ] をク リ ッ ク します。 

選択したグループに対して適用される手順の詳細は、 251 ページの 「ポーリ

ンググループの作成」 を参照して ください。

4 選択したタイプのグループを編集するには、 以下のいずれかを実行します。

• 編集するグループを [ ポーリ ング元とするグループの選択 ] ボッ クスで

ダブルク リ ッ ク します。 

• 編集するグループを [ ポーリ ング元とするグループの選択 ] ボッ クスで

選択し、 [ 編集 ] をク リ ッ ク します。 

ポーリ ンググループの編集方法の詳細は、 259 ページの 「ポーリ ンググルー

プの編集」 を参照して ください。

5 選択したタイプのグループを削除するには、 以下の手順に従います。 
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a 削除するグループを [ ポーリ ング元とするグループの選択 ] ボッ クスか

ら選択します。

b [ 削除 ] をク リ ッ ク します。 削除の確認ウ ィンド ウが表示されます。

c ポーリ ンググループを削除するには、 [ はい ] をク リ ッ ク します。

6 完了したら、 [ 閉じる ] をク リ ッ ク します。

ポーリンググループの作成

ポーリ ンググループを作成する と きは、 ポーリ ングプロセス中にデータの収集元
とする ノードまたはインスタンスを指定します。 作成できるポーリ ンググループ

の種類は、 単一のノード、 同じタイプのノード、 同じビューにある ノード、 タイ
プとビューの組み合わせ、 および特定のインスタンスです。

単一ノードのグループの作成

[ ポーリ ンググループの編集 ] ダイアログボッ クスで [ 単一ノードのグループの

作成 ] オプシ ョ ンを選択し [ 作成 ] をク リ ッ クする と、 [ 単一ノードのグループの

作成 ] ダイアログボッ クスが開きます。

単一ノードのグループを作成するには、 以下の手順に従います。

1 グループの名前を [ グループ名 ] ボッ クスに入力します。 この名前は最大 30
文字までです。

2 [ 説明 ] ボッ クスに、 グループの説明を入力します。 説明の長さは最大 255
文字までです。
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3 1 つのノードを [ ノードの選択 ] ボッ クスから選択します。

4 [OK] をク リ ッ ク します。

同じタイプのすべてのノードグループの作成

ダイアログボッ クスで [ 同じタイプのすべてのノード ] オプシ ョ ンを選択し [ 作成 ]
をク リ ッ クする と、 [ タイプグループの作成 ] ダイアログボッ クスが開きます。

同じタイプのノードを含むグループを作成するには、 以下の手順に従います。

1 グループの名前を [ グループ名 ] ボッ クスに入力します。 この名前は最大 30
文字までです。

2 [ 説明 ] ボッ クスに、 グループの説明を入力します。 説明の長さは最大 255
文字までです。

3 グループのノードを選択するには、 以下のいずれかを実行します。

• [ 他のノード ] ボッ クスでノードを選択し、 をク リ ッ ク してノード

を [ グループ内のノード ] ボッ クスに追加します。 

• [ 他のノード ] ボッ クスでノードをダブルク リ ッ ク します。 ノードが [ グ
ループ内のノード ] ボッ クスに移動します。

4 ノードをグループから削除するには、 以下のいずれかを実行します。

• [ グループ内のノード ] ボッ クスでノードを選択し、 をク リ ッ ク し

てそのノードを [ 他のノード ] ボッ クスに戻します。 

• [ グループ内のノード ] ボッ クスでノードをダブルク リ ッ ク し、 ノード

を [ 他のノード ] ボッ クスに移動します。

5 完了したら、 [OK] をク リ ッ ク します。
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同じビューにあるすべてのノードグループの作成

ダイアログボッ クスで [ 同じビュー内にあるすべてのノード ] オプシ ョ ンを選択し

[ 作成 ] をク リ ッ クする と、 [ ビューグループの作成 ] ダイアログボッ クスが開き

ます。

同じビューにあるすべてのノードを持つグループを作成するには、 以下の手順に
従います。

1 グループの名前を [ グループ名 ] ボッ クスに入力します。 この名前は最大 30
文字までです。

2 [ 説明 ] ボッ クスに、 グループの説明を入力します。 説明の長さは最大 255
文字までです。

3 グループのノードを選択するには、 以下のいずれかを実行します。

• [ その他のノード ] ボッ クスでノードを選択し、 をク リ ッ ク して

ノードを [ グループ内のノード ] ボッ クスに追加します。 

• [ その他のノード ] ボッ クスでノードをダブルク リ ッ ク します。 ノード

が [ グループ内のノード ] ボッ クスに移動します。

4 ノードをグループから削除するには、 以下のいずれかを実行します。

• [ グループ内のノード ] ボッ クスでノードを選択し、 をク リ ッ ク し

てそのノードを [ その他のノード ] ボッ クスに戻します。 

• [ グループ内のノード ] ボッ クスでノードをダブルク リ ッ ク し、 ノード

を [ その他のノード ] ボッ クスに移動します。
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5 完了したら、 [OK] をク リ ッ ク します。

タイプとビューの結合グループの作成

ダイアログボッ クスで [ タイプとビューとの組み合わせ ] オプシ ョ ンを選択し [ 作成

] をク リ ッ クする と、 [ タイプとビューの結合グループの作成 ] ダイアログボッ ク

スが開きます。 

タイプとビューの各ノードグループの組み合わせで構成される ノードグループを
作成するには、 以下の手順に従います。

1 グループの名前を [ グループ名 ] ボッ クスに入力します。 この名前は最大 30
文字までです。

2 [ 説明 ] ボッ クスに、 グループの説明を入力します。 説明の長さは最大 255
文字までです。

3 [ タイプグループ ] リ ス トから ノードのグループを選択します。

4 [ ビューグループ ] リ ス トから ノードのグループを選択します。
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5 [ 演算子 ] リ ス トから演算子を選択します。 この リ ス トは [ タイプグループ ]
リ ス ト と [ ビューグループ ] リ ス ト との間にあ り ます。 

[ 演算子 ] リ ス トには以下のオプシ ョ ンがあ り ます。

• [ かつ ]: 結果と して得られる ノード リ ス トには、 [ タイプグループ ] と [
ビューグループ ] の両方にある同じ ノードが含まれます。 たとえば、

[ タイプグループ ] にノード 1、 2、 3 があ り、 [ ビューグループ ] にノー

ド 3、 4、 5 がある場合、 結果と して得られるグループにはノード 3 が含

まれます。

• [ または ]: 結果と して得られる ノード リ ス トには、 [ タイプグループ ] と

[ ビューグループ ] の少なく と も一方にあるすべてのノードが含まれま

す。 たとえば、 [ タイプグループ ] にノード 1、 2、 3 があ り、 [ ビューグ

ループ ] にノード 3、 4、 5 がある場合、 結果と して得られるグループに

はノード 1、 2、 3、 4、 5 が含まれます。

• [ タイプがビュー内にあ り ません ]: 結果と して得られる ノード リ ス トに

は、 [ タイプグループ ] にあって [ ビューグループ ] にないノードが含ま

れます。 たとえば、 [ タイプグループ ] にノード 1、 2、 3 があ り、

[ ビューグループ ] にノード 3、 4、 5 がある場合、 結果と して得られる

グループにはノード 1、 2 が含まれます。

• [ ビューがタイプ内にあ り ません ]: 結果と して得られる ノード リ ス トに

は、 [ ビューグループ ] にあって [ タイプグループ ] にないノードが含ま

れます。 たとえば、 [ タイプグループ ] にノード 1、 2、 3 があ り、

[ ビューグループ ] にノード 3、 4、 5 がある場合、 結果と して得られる

グループにはノード 4、 5 が含まれます。

6 結果のノード リ ス ト を表示する場合は、 [ 結果ノードのリスト を表示 ] をク リ ッ

ク します。

7 完了したら、 [OK] をク リ ッ ク します。
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特定のインスタンスグループの作成

ダイアログボッ クスで [ 特定のインスタンス ] オプシ ョ ンを選択し [ 作成 ] をク

リ ッ クする と、 [ 特定のインスタンスグループの作成 ] ダイアログボッ クスが開

きます。

特定のインスタンスグループとルールベースのグループとは、 同じタイプのグ
ループを指します。

特定のインスタンスグループを作成するには、 以下の手順に従います。

1 グループの名前を [ グループ名 ] ボッ クスに入力します。 この名前は最大 30
文字までです。

2 このグループの説明を [ 説明 ] ボッ クスに入力します。 説明の長さは最大

255 文字までです。

3 インスタンスがあるプロパティテーブルを [ プロパティグループの選択 ] リ

ス トから選択します。
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4 インスタンスの選択条件を入力するには、 [ 編集 ] をク リ ッ ク します。 [ ルー

ルの作成 ] ダイアログボッ クスが開きます。

ルールの定義では、 最大 2 つの列に選択条件を入力できます。

5 以下の手順に従います。

a 列名を [ 列の選択 ] リ ス トから選択します。 これらは、 選択したプロパ

ティテーブルにある列です。

b 選択した列にある値に対する演算子を選択します。 以下の演算子が使用

できます。

c 選択した列に対する値を、 右側のボッ クスに入力します。

この値には英数字の文字列を使用できます。 LIKE 演算子を使用する場

合は、 値は文字列でなければならないほか、 ワイルドカード文字と して
アンダースコア (_) およびパーセン ト (%) を含めるこ とができます。 ア
ンダースコアは、 任意の 1 文字を表します。 パーセン ト記号は、 ゼロま

たは 1 つ以上の文字を表します。 たとえば、 次のよ うに入力します。

12%3 にマッチする文字列は、 1233、 123、 1244443 などです。

= 等しい

< よ り小さい

> よ り大きい

>= 以上

<= 以下

<> 等し くない

like 

not like 
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_ime にマッチする文字列は、 time、 lime、 dime などです。

d 2 つの列を選択した場合、 または同じ列名を 2 回選択した場合は、 2 つ

の列の間に表示される [ 演算子 ] リ ス トから結合演算子を選択します。 

同じ列名を 2 回選択した場合、 その列を部分的に条件付ける、 複合ルー

ルを作成できます。 

e 完了したら、 [OK] をク リ ッ ク します。

作成したルールは、 [ 特定のインスタンスグループの作成 ] ダイアログボッ

クスの [ ルールの作成 ] ボッ クスに表示されます。

6 プロパティテーブルで選択した行に対応するすべての列を表示するには、
[ 結果のインスタンスの表示 ] をク リ ッ ク します。

7 [ インスタンス ] にある行の値を変更する場合は、 以下を実行します。

a 1 つまたは複数の行を選択して強調表示します。 詳細は、 164 ページの

「項目の選択」 を参照して ください。

b [ インスタンス値の編集 ] をク リ ッ ク し、 選択した行の 1 つまたは複数の列

にある値を変更します。 

[ インスタンスの編集 ] ダイアログボッ クスが開きます。

c 変更する列を [ 列 ] リ ス トから選択します。

d 選択した列の値を、 [ 列 ] リ ス トの右側にある [ 列 ] ボッ クスに入力しま

す。 

e 選択した行について同じ変更を加える必要があるこ とを確認します。

f 変更が正しければ、 [ 適用 ] をク リ ッ ク して、 プロパティテーブルで選択

したすべての行をすぐに更新します。 

[ 適用 ] をク リ ッ クする と、 選択した行についてデータベースがすぐに更新され

ます。
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8 結果と して得られるインスタンスのうち一部だけをグループに含めたい場合
は、 以下を実行します。

a 1 つまたは複数の行を選択して強調表示します。 詳細は、 164 ページの

「項目の選択」 を参照して ください。

b [ 選択したインスタンスだけを保存 ] チェッ クボッ クスをオンにします。 
チェッ クマークがボッ クスに表示されているこ とを確認します。

9 完了したら、 [OK] をク リ ッ ク します。

ポーリンググループの編集

ポーリ ングポ リ シーを編集する と きは、 [ グループ名 ] ボッ クスの値を除く、

ウ ィ ンド ウ内の全フ ィールドのすべての値を変更できます。

[ タイプとビューの結合グループの編集 ] ダイアログボッ クスが開いたと き、

ノードの リ ス トは [ 結果ノードのリストの表示 ] ボタンをク リ ッ クするまで表示さ

れません。 ノードが多数ある場合は、 説明の変更のみでも、 ノードの表示が予想

よ り長くなる場合があ り ます。

[ 特定のインスタンスグループの編集 ] ダイアログボッ クスが開いたと き、 イン

スタンスの リ ス トは [ 結果のインスタンスの表示 ] ボタンをク リ ッ クするまで表示

されません。 ただし、 [ 選択したインスタンスだけを保存 ] をク リ ッ ク した場合は、

ルールは保存せず、 インスタンスの リ ス トのみを保存し、 更新されたノードの リ
ス トが表示されます。 インスタンスが多数ある場合は、 説明の変更のみでも、 イ

ンスタンスの表示が予想よ り長くなる場合があ り ます。 [ ルール ] ボッ クスの値

を変更するには [ 編集 ] ボタンをク リ ッ ク して ください。

ノードの管理

ノードを作成、 編集、 または削除するには、 以下の手順に従います。

1 [ 管理 ] スナップインにあるナビゲーシ ョ ンツ リーで、 [ ノード管理 ] フォル

ダーを展開します。

2 [ ノードの管理 ] をク リ ッ ク します。 
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[ ノードの管理 ] ウ ィ ンド ウが開きます。

このウ ィンド ウには、 現在のノードの リ ス トが以下のフ ィールド と と もに表
示されます。 

• [ ノード名 ]: ノードの名前です。 IP アドレスまたは英数字名です。

• [ ステータス ]: ステータスは、 ノードがポーリ ング可能かど うかを示し

ます。

• [SNMP]: ボッ クスがオンでれば、 そのノードは SNMP v1 データをサ

ポート しています。

• [SNMP V2]: ボッ クスがオンである場合、 そのノードは SNMP v2 デー

タをサポート しています。

• [SNMP プロファ イル ]: ノードの SNMP プロファ イルの名前です。

• [ コ ミ ュニティ文字列プロファ イル ]: ノードのコ ミ ュニティ文字列プロ

ファ イルの名前です。

3 新しいノードを作成するには、 261 ページの 「ノードの作成」 を参照して く

ださい。

4 既存のノードを編集するには、 263 ページの 「ノードの編集」 を参照して く

ださい。
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5 既存のノードを削除するには、 263 ページの 「ノードの削除」 を参照して く

ださい。

6 完了したら、 [ 閉じる ] をク リ ッ ク します。

ノードの検索

既存のノードを リ ス トから検索するには、 以下の手順に従います。

1 [ ノードの管理 ] ウ ィ ンド ウで、 [ 検索 ] をク リ ッ ク します。

[ 検索 ] ダイアログボッ クスが開きます。

2 検索する ノードの名前を [ ノード名 ] ボッ クスに入力します。

3 名前の語句の一部分だけでなく全体が一致する語句だけを検索する場合は、
[ 単語との完全一致のみ ] チェッ クボッ クスをオンにします。

4 [ ノード名 ] ボッ クスで指定した名前で、 大文字小文字まで一致するよ う検

索する場合は、 [ 大文字小文字の一致 ] チェッ クボッ クスをオンにします。

5 ノードを検索して強調表示するには、 [ 検索 ] をク リ ッ ク します。

ノードの作成

ノードを作成するには、 以下の手順に従います。

1 [ ノードの管理 ] ウ ィ ンド ウで、 [ 作成 ] をク リ ッ ク します。
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[ 単一ノードのグループの作成 ] ダイアログボッ クスが開きます。 

2 ノードの名前を [ ノード名 ] ボッ クスに入力します。 この名前は最大 64 文字

までです。

3 SNMP プロファ イルを [SNMP プロファ イルの選択 ] リ ス トから選択しま

す。 

SNMP プロファ イルが存在しない場合は、 [ 作成 ] をク リ ッ ク して新しい

SNMP プロファ イルを作成します。 詳細は、 270 ページの 「SNMP プロ

ファ イルの管理」 を参照して ください。

4 コ ミ ュニティ文字列プロファ イルを [ コ ミ ュニティ文字列プロファ イルの選

択 ] リ ス トから選択します。 

コ ミ ュニティ文字列プロファ イルが存在しない場合は、 [ 作成 ] をク リ ッ ク

して新し く作成します。 詳細は、 268 ページの 「コ ミ ュニティ文字列プロ

ファ イルの管理」 を参照して ください。

5 ノードのステータスを [ ステータス ] リ ス トから選択します。 

[ ステータス ] リ ス トには以下のオプシ ョ ンがあ り ます。

• [ 使用不可 ]: この値を使用するのは、 ノードを作成したいがまだポーリ

ングはした くない場合、 または、 現時点ではそのノードをポーリ ング不
可能にしておきたい場合です。

• [Arailable]: ノードをポーリ ング可能にする場合に、 この値を使用しま

す。

6 ノードが SNMP v1 データをサポート している場合は、 [SNMP ノード ] ボッ

クスをオンにします。 
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7 ノードが SNMP v2 データをサポート している場合は、 [SNMP V2 ノード ]
ボッ クスをオンにします。 

8 [OK] をク リ ッ ク します。

ノードの編集

既存のノードを編集するには、 以下の手順に従います。

1 [ ノードの管理 ] ウ ィ ンド ウで、 対応する行を強調表示するこ とで、 編集す

る ノードを選択します。 

または、 単一のノードをダブルク リ ッ ク し、 手順 3 に進みます。

既存のノードの リ ス トの中でノードを検索する方法の詳細は、 261 ページの

「ノードの検索」 を参照して ください。 

2 [ 編集 ] をク リ ッ ク します。 

[ ノードの編集 ] ダイアログボッ クスが開きます。 

3 [ ノード名 ] 以外の、 任意の値を変更します。 詳細は、 261 ページの 「ノード

の作成」 を参照して ください。

4 [OK] をク リ ッ ク します。

ノードの削除

1 つ以上の既存のノードを削除するには、 以下の手順に従います。

1 [ ノードの管理 ] ウ ィ ンド ウで、 対応する行を強調表示するこ とで、 削除す

る 1 つまたは複数のノードを選択します。 詳細は、 164 ページの 「項目の選

択」 を参照して ください。

既存のノードの リ ス トの中でノードを検索する方法の詳細は、 261 ページの

「ノードの検索」 を参照して ください。 

2 [ 削除 ] をク リ ッ ク します。 

削除の確認ウ ィンド ウが表示されます。 表示内容は、 選択したノードが 1 つ

か複数かで異なり ます。 

3 以下のいずれかを実行します。
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• ノードを 1 つだけ選択した場合、 そのノードを削除するには、 [ はい ] を
ク リ ッ ク します。

• ノードを複数選択した場合は、 以下のいずれかを実行します。

— ノードをすべて削除するには、 [ すべてはい ] をク リ ッ ク します。

— 現在確認ウィ ンド ウに表示されているノ ード を削除するには、 [ はい ]
をク リ ッ ク します。

— 現在確認ウ ィンド ウに表示されている ノードを取り消し、 次のノー
ドの確認ウ ィンド ウに移るには、 [ いいえ ] をク リ ッ ク します。

— 選択したノードをいずれも削除せずにウ ィンド ウを閉じるには、
[ キャンセル ] をク リ ッ ク します。

ノードのインポート

ノードをインポートする手順は 2 段階になり ます。 まず、 インポートする ノード

を含む ASCII ファ イルを作成する必要があ り、 それからそのファイルをイン

ポートする必要があ り ます。

インポート ファイルの作成

インポート したいノードの リ ス ト を含む ASCII ファ イルを作成します。 イン

ポート したい各ノードには、 以下のフォーマッ トの記入事項を、 ファ イル内に記
載する必要があ り ます。 

node_name, read_community, write_community, type_name, view_name, 
snmp_v1_flag, snmp_v2_flag, node_status, desc, snmp_profile, port_num, 
num_retries, timeout_sec, num_oids, get_bulk_size
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データを入力しないパラ メータには、 カンマを代わりに置きます。 カンマを置か
ない場合は、 そのノードデータが省かれます。 表 6 に、 インポート ファ イルの

パラ メータを説明します。

表 6 インポート ファ イルのパラ メータ

パラ メータ 説明

node_name ノードの名前、 またはノードの IP アドレス。

read_community ノードの読み取り コ ミ ュニティ文字列。 プロファ イルが存

在しない場合は、 システムによって作成されます。

write_community ノードの書き込みコ ミ ュニティ文字列。 プロファ イルが存

在しない場合は、 システムによって作成されます。 デフォ

ルト値は private です。

type_name ポーリ ングする ノードの一覧を含むタイプリ ス トの名前で
す。 このフ ィールドをファ イル内に指定する場合は、 グ

ループ名を指定する必要があ り ます。 この名前が存在しな

い場合は、 指定した名前のタイプリ ス トがポーリ ングポ リ
シーマネージャによって作成されます。 

グループ名は、 [ タイプグループの編集 ] ダイアログボッ ク

スの [ グループ名 ] ボッ ク スに表示されるものと 同じです。 
このダイアログボッ ク スを表示するには、 [ 編集 ] メ ニュー

の [ ポーリンググループ ] オプショ ンを選択し、 [ 同じタイプ

のすべてのノード ] オプショ ンを選択してから 、 [ 編集 ] をク

リ ッ ク します。 

このパラ メータを空欄にする と、 ポーリ ングポ リシーマ
ネージャは、 ノードをタイプ リ ス ト グループに割り当てな
いか、 またはノードをタイプ リ ス ト グループから削除しま
す。
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view_name ポーリ ングする ノードの一覧を含むビューリ ス トの名前で
す。 このフ ィールドをファ イル内に指定する場合は、 グ

ループ名を指定する必要があ り ます。 この名前が存在しな

い場合は、 指定した名前のビューリ ス トがポーリ ングポ リ
シーマネージャによって作成されます。 

ビュー名は、 [ ビューグループの編集 ] ダイアログボッ ク

スの [ グループ名 ] ボッ クスに表示されるものと同じです。 
このダイアログボッ クスを表示するには、 [ 編集 ] メ

ニューの [ ポーリンググループ ] オプシ ョ ンを選択し、 [ 同じ

ビュー内にあるすべてのノード ] オプシ ョ ンを選択してから、

[ 編集 ] をク リ ッ ク します。

このパラ メータを空欄にする と、 ポーリ ングポ リシーマ
ネージャは、 このノードをビューリ ス ト グループに割り当
てないか、 またはこのノードをビューリ ス ト グループから
削除します。

snmp_v1_flag ノードが SNMP プロ ト コルをサポート しているかど うか

を指定します。 値を 1( サポート あ り ) または 0( サポート な

し ) に設定します。 デフォルト値は 1 です。

snmp_v2_flag ノードが SNMPv2 プロ ト コルをサポート しているかど う

かを指定します。 値を 1( サポート あ り ) または 0( サポート

なし ) に設定します。 デフォルト値は 1 です。

node_status インポート時のノードの状態を、 開始、 または停止に指定
します。 値を 1( 開始 ) または 0( 停止 ) に設定します。 デ
フォルト値は 1 です。

desc ノードの説明。 このパラ メータを空欄にする と、 値は空に

なり、 エクスポート ファ イルにはスペース と して表示され
ます。 長さは最大 255 文字までです。

表 6 インポート ファ イルのパラ メータ

パラ メータ 説明
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ファイルのインポート

管理対象のノ ード を含むファイルをインポート するには、 以下の手順に従います。

1 [ 管理 ] スナップインにあるナビゲーシ ョ ンツ リーで、 ポーリングポリシーを

ク リ ッ ク します。

2 [ ファ イル ] メニューの [ ノードのインポート ] を選択します。

[ インポート元 ] ダイアログボッ クスが開きます。

snmp_profile ノードに割り当てられている SNMP プロファ イルの名前

です。 このプロファ イルが存在する場合は、 そのプロファ

イルがノードに割り当てられ、 snmp_profile パラ メータの

後のパラ メータ (port_num、 num_retries、 timeout_sec、
num_oids、 get_bulk_size) は無視されます。 

このプロファ イルが存在しない場合は、 ポーリ ングポ リ
シーマネージャが、 snmp_profile パラ メータの後のパラ

メータを使用してプロファ イルを作成し、 そのプロファ イ
ルをノードに割り当てます。

snmp_profile パラ メータが空欄の場合は、 値はデフォルト

にな り、 ポーリ ングポ リシーマネージャはその後のパラ
メータを無視します。

port_num 新しい SNMP プロファ イルの SNMP ポート番号。 デフォ

ルト値は 161 です。

num_retries 新しい SNMP プロファ イルの再試行回数。 デフォルト値は

5 です。

timeout_sec SNMP 要求後のタイムアウ ト までのミ リ秒数。 デフォルト

値は 1000 です。

num_oids 新しい SNMP プロファ イルの PDU に含める OID の数。 
デフォルト値は 20 です。

get_bulk_size SNMPv2 の GetBULK 要求に使用するサイズ。 デフォルト

値は 50 です。

表 6 インポート ファ イルのパラ メータ

パラ メータ 説明
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3 インポートする ノードを含むファ イルに移動します。

4 ファ イル名をダブルク リ ッ クするか名前を選択し、 [ 開く ] をク リ ッ ク しま

す。

または、 node_manager コマンドを使用してノードをインポートおよびエクス

ポートするこ と もできます。 node_manager コマンドの詳細については、 『HP 
OpenView Performance Insight Reference Guide』 を参照して ください。

コ ミ ュニテ ィ文字列プロファイルの管理

既存のコ ミ ュニティ文字列プロファ イルのリ ス ト を、 プロファ イルの名前、 対応
する読み取り権限および書き込み権限と と もに表示するには、 以下の手順に従い
ます。

1 [ 管理 ] スナップインにあるナビゲーシ ョ ンツ リーで、 [ ノードの管理 ] フォ

ルダーを展開します。

2 [ コ ミ ュニテ ィ文字列の管理 ] をク リ ッ ク します。

[ コ ミ ュニティ文字列プロファ イル ] ウ ィ ンド ウが開きます。

以下を実行できます。
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• コ ミ ュニティ文字列プロファ イルの作成。 詳細は、 269 ページの 「コ ミ ュニ

ティ文字列プロファ イルの作成」 を参照して ください。

• コ ミ ュニティ文字列プロファ イルの編集。 詳細は、 269 ページの 「コ ミ ュニ

ティ文字列プロファ イルの編集」 を参照して ください。

• コ ミ ュニティ文字列プロファ イルの削除。 詳細は、 270 ページの 「コ ミ ュニ

ティ文字列プロファ イルの削除」 を参照して ください。

コ ミ ュニテ ィ文字列プロファイルの作成

コ ミ ュニティ文字列プロファ イルを作成するには、 以下の手順に従います。

1 [ コ ミ ュニティ文字列プロファ イル ] ウ ィ ンド ウで、 [ 作成 ] をク リ ッ ク しま

す。

[ コ ミ ュニティ文字列プロファ イルの作成 ] ダイアログボッ クスが開きます。

2 プロファ イルの名前を [ プロファ イル名 ] ボッ クスに入力します。 この名前

は最大 64 文字までです。

3 読み取り権限の値を [ 読み取り ] ボッ クスに入力します。

4 書き込み権限の値を [ 書き込み ] ボッ クスに入力します。

5 [OK] をク リ ッ ク します。

コ ミ ュニテ ィ文字列プロファイルの編集

コ ミ ュニティ文字列プロファ イルを編集するには、 以下の手順に従います。

1 [ コ ミ ュニティ文字列プロファ イル ] ウ ィ ンド ウから、 変更するコ ミ ュニ

ティ文字列プロファ イルを選択します。
ポーリングポリシーの管理 269



2 [ 編集 ] をク リ ッ ク します。 [ コ ミ ュニティ文字列プロファ イルの編集 ] ダイ

アログボッ クスが開きます。

3 権限の値を [ 読み取り ] および [ 書き込み ] フ ィールドで変更します。  

4 [OK] をク リ ッ ク します。

コ ミ ュニテ ィ文字列プロファイルの削除

コ ミ ュニティ文字列プロファ イルを削除するには、 以下の手順に従います。

1 [ コ ミ ュニティ文字列プロファ イル ] ウ ィ ンド ウから、 削除するコ ミ ュニ

ティ文字列プロファ イルを選択します。

2 [ 削除 ] をク リ ッ ク します。 

削除の確認ウ ィンド ウが表示されます。 

3 [ はい ] をク リ ッ ク します。

SNMP プロファイルの管理

既存の SNMP プロファ イルを、 プロファ イル名および対応する設定と と もに表

示するには、 以下の手順に従います。

1 [ 管理 ] スナップインにあるナビゲーシ ョ ンツ リーで、 [ ノードの管理 ] フォ

ルダーを展開します。

2 [SNMP プロファイルの管理 ] をク リ ッ ク します。

プロファ イルの名前は変更できません。
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[SNMP プロファ イル ] ウ ィ ンド ウが開きます。

以下を実行できます。

• コ ミ ュニティ文字列プロファ イルの作成。 詳細は、 271 ページの 「SNMP プ

ロファ イルの作成」 を参照して ください。

• コ ミ ュニティ文字列プロファ イルの編集。 詳細は、 272 ページの 「SNMP プ

ロファ イルの編集」 を参照して ください。

• コ ミ ュニティ文字列プロファ イルの削除。 詳細は、 273 ページの 「SNMP プ

ロファ イルの削除」 を参照して ください。

SNMP プロファイルの作成

SNMP プロファ イルを作成するには、 以下の手順に従います。

1 [SNMP プロファ イル ] ウ ィ ンド ウで、 [ 作成 ] をク リ ッ ク します。 
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[SNMP プロファ イルの作成 ] ダイアログボッ クスが開きます。

2 プロファ イルの名前を [ プロファ イル名 ] ボッ クスに入力します。 この名前

は最大 64 文字までです。

3 ポート番号の値を [ ポート ] ボッ クスに入力します。

4 許容する再試行回数を [ 再試行 ] ボッ クスに入力します。

5 タイムアウ ト まで待つ時間を ミ リ秒数単位で [ タイムアウ ト ( ミ リ秒 )] ボッ

クスに入力します。

6 エージェン トが PDU ごとにサポートする OID の最大数を [PDU あた りの

OID 数 ] ボッ クスに入力します。 

7 1 回の GetBulk 要求で取得される最大テーブル行数を [GetBulk 最大行数 ]
ボッ クスに入力します。 このフ ィールドは SNMPv2 および SNMPv3 のデバ

イスでのみサポート されています。

8 [OK] をク リ ッ ク します。

SNMP プロファイルの編集

SNMP プロファ イルを編集するには、 以下の手順に従います。

1 [SNMP プロファ イル ] ウ ィ ンド ウから、 変更する SNMP プロファ イルを選

択します。

2 [ 編集 ] をク リ ッ ク します。 
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[SNMP プロファ イルの編集 ] ダイアログボッ クスが開きます。

3 変更する必要のある設定の値を変更します。 

プロファ イルの名前は変更できません。

4 [OK] をク リ ッ ク します。

SNMP プロファイルの削除

SNMP プロファ イルを削除するには、 以下の手順に従います。

1 [SNMP プロファ イル ] ウ ィ ンド ウから、 削除する SNMP プロファ イルを選

択します。

2 [ 削除 ] をク リ ッ ク します。 

削除の確認ウ ィンド ウが表示されます。 

3 [ はい ] をク リ ッ ク します。

データパイプのインストールの管理

既存のデータパイプを、 それぞれのデータパイプの対応するインス トールリ ス ト
と と もに表示するには、 以下の手順に従います。

1 [ 管理 ] スナップインにあるナビゲーシ ョ ンツ リーで、 [ ポーリングポリシー ]
をク リ ッ ク します。

[ ポーリ ングポ リシー ] ウ ィ ンド ウが開きます。

2 [ 編集 ] メニューの [ データパイプのインストール ] を選択します。
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[ データパイプのインス トールの編集 ] ダイアログボッ クスが開きます。

以下を実行できます。

• コ ミ ュニティ文字列プロファ イルの作成。 詳細は、 274 ページの 「データパ

イプのインス トールの作成」 を参照して ください。

• コ ミ ュニティ文字列プロファ イルの編集。 詳細は、 275 ページの 「データパ

イプのインス トールの編集」 を参照して ください。

• コ ミ ュニティ文字列プロファ イルの削除。 詳細は、 276 ページの 「データパ

イプのインス トールの削除」 を参照して ください。

データパイプのインストールの作成

データパイプのインス トールを作成するには、 以下の手順に従います。

1 [ データパイプのインス トールの編集 ] ダイアログボッ クスから、 [ 作成 ] を
ク リ ッ ク します。 
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[ データパイプインス トールの作成 ] ダイアログボッ クスが開きます。

2 収集ステーシ ョ ンのホス ト名を [ ホス ト名 ] ボッ クスに入力します。

ホス ト名だけを入力した場合は、 システムによって IP アドレスが自動的に

参照されます。 システムでアドレスが正し く参照されるよ うにするには、 完

全修飾のホス ト名を入力しなければならない場合があ り ます。 ホス ト名を入

力する と、 そのホス ト名が収集ステーシ ョ ンの名前にな り ます。

指定したホス ト名に対応する IP アドレスを検索できない場合は、 アドレス

が見つからなかったこ とを確認するウ ィンド ウが表示されます。 

3 収集ステーシ ョ ンの IP アドレスを [IP アドレス ] ボッ クスに入力します。 

ホス ト名に対応するアドレスをシステムが検索できる場合は、 このボッ クス
を空欄のままにしておいてかまいません。 IP アドレスだけを入力した場合

は、 そのアドレスが収集ステーシ ョ ンの名前にな り ます。

4 収集ステーシ ョ ンの指示を含むファイルの名前を [ ルールファイル ] ボッ ク

スに入力します。 このボッ クスは空欄のままにしておく こ とができます。

5 [OK] をク リ ッ ク します。

データパイプのインストールの編集

データパイプのインス トールを編集するには、 以下の手順に従います。

1 [ データパイプのインス トールの編集 ] ダイアログボッ クスの [ データパイプ

の選択 ] リ ス トから変更するデータパイプを選択します。

2 [ 現在のデータパイプのインス トール ] リ ス ト で、 対応するインス トールを

リ ス トから選択します。
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3 [ 編集 ] をク リ ッ ク します。 [ データパイプのインス トールの編集 ] ダイアロ

グボッ クスが開きます。

4 変更する必要のある設定の値を変更します。 

5 [OK] をク リ ッ ク します。

データパイプのインストールの削除

データパイプのインス トールを削除するには、 以下の手順に従います。

1 [ データパイプのインス トールの編集 ] ダイアログボッ クスの [ データパイプ

の選択 ] リ ス トから削除するデータパイプを選択します。

2 対応するインス トールを [ 現在のデータパイプのインス トール ] リ ス トから

選択します。

3 [ 削除 ] をク リ ッ ク します。 

削除の確認ウ ィンド ウが表示されます。 

4 [ はい ] をク リ ッ ク します。

プロパティテーブルの値の変更

プロパティテーブルの値を変更するには、 以下の手順に従います。

1 ナビゲーシ ョ ンペインの [ 管理 ] アイコンをク リ ッ ク します。

[ 管理 ] スナップインが開きます。
276 第 8 章



2 [ 管理 ] スナップインにあるナビゲーシ ョ ンツ リーで、 [ ポーリングポリシー ]
をク リ ッ ク します。

3 [ 編集 ] メニューの [ 説明 ] を選択します。

[ 説明の編集 ] ダイアログボッ クスが開きます。

4 変更する値があるプロパティテーブルを [ プロパティグループの選択 ] リ ス

トから選択します。

5 変更するインスタンスの選択条件を入力するには、 [ 編集 ] をク リ ッ ク しま

す。 [ ルールの作成 ] ダイアログボッ クスが開きます。
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6 ルールの定義では、 最大 2 つの列に選択条件を入力できます。

a 列名を [ 列の選択 ] リ ス トから選択します。 これらは、 選択したプロパ

ティテーブルにある列です。

b 選択した列にある値に対する演算子を選択します。 以下の演算子が使用

できます。 

c 選択した列に対する値を、 リ ス トの右側のボッ クスに入力します。

d 2 つの列を選択した場合、 または同じ列名を 2 回選択した場合は、 2 つ

の列の間にある [ 演算子 ] リ ス トから結合演算子を選択します。 

同じ列名を 2 回選択した場合、 その列を部分的に条件付ける、 複合ルー

ルを作成できます。 

e 完了したら、 [OK] をク リ ッ ク します。

入力したルールが [ ルール ] ボッ クスに表示されます。 

7 プロパティテーブルの選択した行に対応するすべての列を表示するには、
[ 結果のインスタンスの表示 ] をク リ ッ ク します。

8 [ インスタンス ] にある行の値を変更する場合は、 以下を実行します。

a 1 つまたは複数の行を選択して強調表示します。 連続する行を選択でき

ます。 連続していない行のグループを選択するには、 選択する行ごとに
[Ctrl] キーを押します。

= 等しい

< よ り小さい

> よ り大きい

>= 以上

<= 以下

<> 等し くない

like 

not like 
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b [ インスタンス値の編集 ] をク リ ッ ク し、 選択した行の 1 つまたは複数の列

にある値を変更します。 [ インスタンスの編集 ] ダイアログボッ クスが開

きます。

c 変更する列を [ 列 ] リ ス トから選択します。

d 選択した列に対する値を [ 列 ] ボッ クスに入力します。

e 選択した行について同じ変更を加える必要があるこ とを確認します。 

f 変更が正しければ、 [ 適用 ] をク リ ッ ク して、 プロパティテーブルで選択

したすべての行をすぐに更新します。 正し くない場合は、 [ 閉じる ] をク

リ ッ ク してダイアログボッ クスを閉じ、 プロパティテーブルの行を変更
しないままにします。

9 完了したら、 [ 説明の編集 ] ダイアログボッ クスの [ 閉じる ] をク リ ッ ク しま

す。

[ 適用 ] をク リ ッ クする と、 選択した行についてデータベースがすぐに更新され

ます。
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9 OVPI パフォーマンスグラフ
OVPI パフォーマンスグラフは、 OVPI 管理コンソールから利用可能なアプリ

ケーシ ョ ンです。 管理コンソールの詳細は、 第 4 章 「管理コンソールの使用」 を

参照して ください。 このアプリ ケーシ ョ ンは一連のグラフを使用して、 OVPI
ポーリ ングのパフォーマンスを示します。 VPI システムが正常に機能している

か、 それと も過負荷であるかを把握するこ とができます。 

パフォーマンスグラフを参照すれば、 ノードから収集されたデータの量および各
ポーリ ングサイ クルの期間を確認できます。

OVPI システムには、 ポーリ ングのパフォーマンスを示す 3 種類のグラフがあ り

ます。

• プロセスの所要時間 : OVPI ポーリ ング要素の期間グラフを表示します

• ポーリ ングの稼動状態 : ポーリ ングが正常に実行されているかど うかを表示

します

• 行数 : ポーリ ングサイ クルごとのデータテーブル別の行数のグラフを表示し

ます

OVPI パフォーマンスグラフの起動

OVPI パフォーマンスグラフアプ リ ケーシ ョ ンを起動するには、 以下の手順に従

います。

1 管理コンソールを起動します。 詳細は、 96 ページの 「管理コンソールの起

動」 を参照して ください。

2 ナビゲーシ ョ ンペインの [ パフォーマンス ] アイコンをク リ ッ ク します。

管理コンソールには管理者権限を持つアカウン トでログオンする必要があ り ま
す。
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[Performance Insight Performance Graphs] ウ ィンド ウが管理コンソール内

に開きます。 ウ ィ ンド ウの左側にナビゲーシ ョ ンツ リーが表示され、 パ

フォーマンスグラフを取得するための 3 つのオプシ ョ ンが リ ス ト されます。

次の図は、 [Performance Insight Performance Graphs] ウ ィ ンド ウを示して

います。

図 24 [Performance Insight Performance Graphs] ウ ィ ンド ウ

OVPI パフォーマンスグラフの表示

[Performance Insight Performance Graphs] ウ ィンド ウのナビゲーシ ョ ンツ

リーで以下のいずれかをク リ ッ ク します。

• プロセスの所要時間

• ポーリ ングの稼動状態

• 行数
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どのパフォーマンスグラフでも必要と されるデータ メ ト リ ッ クは以下のとおりで
す。

1 [ コレク タ ]: OVPI の外部にあるソースからデータを収集するプログラムで

す。 以下のいずれか 1 つのコレクタを選択できます。

• MW: MW オプシ ョ ンを使用する と、 HP OpenView Performance 
Insight (OVPI) システムでノードをポーリ ングして SNMP データを取

得できます。 詳細については、 『HP OpenView Performance Insight 
Reference Guide』 を参照して ください。

• EE: EE オプシ ョ ンを使用する と、 HP OpenView Performance Insight 
(OVPI) システムでフラ ッ ト ファ イルからデータパイプにデータをイン

ポートできます。 データのインポートには、 関連している TEEL ファ イ

ルからの指示を使用します。 詳細については、 『HP OpenView 
Performance Insight TEEL Reference Guide』 を参照して ください。

• SR: SR オプシ ョ ンを使用する と、 OVPI システム上で OpenView パ

フォーマンスエージェン ト (OVPA) または OpenView Operations Agent 
(OVOA) からデータを収集できます。 使用されるコマンドは

pa_collectです。 詳細については、 『HP OpenView Performance 
Insight Reference Guide』 を参照して ください。 

2 [ ポーリ ング間隔 ]: ポーリ ングの時間間隔 ( 分単位 ) です。

3 [ データテーブル ]: ポーリ ングされたノードからのデータが保存されるテー

ブルです。

パフォーマンスグラフの [ 開始日 ] は、 データ取得を開始するためのフ ィルター

です。 所定の日の午前 0 時 (00:00:00) になり ます。 同じ く、 [ 終了日 ] はデータ

取得を終了するためのフ ィルターです。 所定の日の 11:59:59 になり ます。 グラフ

下部の日ナビゲーシ ョ ンバー をク リ ッ クするこ とで、 過去７日間 ( 当日

を含む ) に対応するグラフを表示できます。 ボタンをク

リ ッ クすれば、 パフォーマンスグラフからカンマ区切り値 (.cvs) ファ イルにデー

タをエクスポートできます。
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プロセスの所要時間

プロセスまたはポーリ ングの所要時間データは、 特定のデータテーブルの合計
ポーリ ング時間を表します。 このよ うなグラフは均一になっていなければなり ま

せん。 プロセスの所要時間グラフは、 特定のデータテーブルについてデータの収

集にかかった時間を参照するために使用します。

時間範囲、 ポーリ ング間隔、 コレク タタイプ、 データテーブルの組み合わせに基
づいて、 プロセスの所要時間のデータセッ ト を取得できます。 これらのパラ メー

タを使用して折れ線グラフを作成するこ とで、 収集ウ ィンド ウの限界にどの程度
近づいているのか、 さ らに本来であれば全体的に比較的平坦であるはずの処理ス
ト リームに 「波」 が現れていないかを確かめるこ とができます。 

プロセスの所要時間グラフの作成

プロセスの所要時間グラフを作成するには、 次の手順を実行します。

1 [Performance Insight Performance Graphs] ウ ィンド ウの [Performance] ナ
ビゲーシ ョ ンツ リーで、 [Process Duration] をク リ ッ ク します。 [ 機能 - ポー

リ ング時間のデータ ] ウ ィ ンド ウが表示されます。

2 [Collector] のコンボボッ クスから、 MW、 SR、 EE のいずれかのコレクタを

選択します。 

3 [Select Polling Interval] のコンボボッ クスから、 必要な間隔を選択します。

4 [Select Data Table] のコンボボッ クスから、 プロセスの所要時間を計算する

データテーブルを選択します。 このデータテーブルに対して [All Policies] を
選択する と、 mw_collect、 pa_collect、 または ee_collect のプロセスに対す

る実際のプロセス時間が表示されます。

5 [Graph it !] をク リ ッ ク します。

収集時間と所要時間 ( 秒単位 ) の関係がグラフで表示されます。

赤い線は、 選択されているポーリ ング間隔を示します。 この線を超える と、 直前

のポーリ ングの実行に予想よ り も長い時間がかかっているため、 OVPI システム

のポーリ ングが欠落している可能性があ り ます。 この場合は、 パフォーマンスの

調整が必要になり ます。

揺れの大きなグラフの場合は、 多数のシステムが停止しているか、 またはデー
タベースに問題が発生している可能性があ り ます。
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グラフ化できるのは、 過去 7 日以内に使われたコレクタのデータのみです。

次の図は、 OVPI プロセスの所要時間グラフの例です。

図 25 [ 機能 - ポーリ ング時間のデータ ] ウ ィ ンド ウ

ポーリングの稼動状態

ポーリ ングの稼動状態データでは、 SNMP および OVPA のエージェン トからの

データの収集に応答したノードの合計数がグラフ化されます。 所定のポーリ ング

サイ クルで障害の数が多いと、 ネッ ト ワークの停止または問題が発生している可
能性があ り ます。

ポーリ ングの稼動状態グラフでは、 セッ ト アップしたポ リ シーについてシステム
がどの程度正常にポーリ ングを実行しているかをグラフで表します。 
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ポーリングの稼動状態グラフの作成

ポーリ ングの稼動状態グラフを作成するには、 次の手順を実行します。

1 [Performance Insight Performance Graphs] ウ ィンド ウの [Performance] ナ
ビゲーシ ョ ンツ リーで、 [Polling Health] をク リ ッ ク します。 [ 機能 - ヘルス

データのポーリ ング ] ウ ィ ンド ウが表示されます。

2 [Collector] のコンボボッ クスから、 MW、 SR、 EE のいずれかのコレクタを

選択します。 

3 [Select Polling Interval] のコンボボッ クスから、 必要な間隔を選択します。

4 [Select Data Table] のコンボボッ クスから、 ポーリ ングの稼動状態を計算す

るデータテーブルを選択します。

5 [Graph it !] をク リ ッ ク します。

時間と ノード数の関係がグラフで表示されます。

1 日を通して、 ポーリ ンググループ内の各ノ ード についてポーリ ングの成功 ( 緑 )
と失敗 ( 赤 ) が積み上げ棒グラフで示されます。 成功したノードは緑色で、 失敗

したノードは赤色で表示されます。 

グラフの下にあるボタンを使って 1 日単位でグラフを前後させて、 直近の 7 日

間のデータを表示するこ とができます。

グラフ化できるのは、 過去 7 日以内に使われたコレクタのデータのみです。
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次の図は、 OVPI ポーリ ングの稼動状態グラフの例です。

図 26 [ 機能 - ヘルスデータのポーリ ング ] ウ ィ ンド ウ

行数

行数グラフでは、 特定のデータテーブルについてポーリ ング期間ごとのデータ量
を示します。 収集時間のピークがどこであるかを確認したり、 データベースのサ

イズ情報を調べる場合に便利です。

最も忙しい時間帯を視覚化した り、 レポート グラフでデータが欠落している場合
の ト ラブルシューティングに役立てるこ とができます。
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行数グラフの作成

行数グラフを作成するには、 次の手順を実行します。

1 [Performance Insight Performance Graphs] ウ ィンド ウの [Performance] ナ
ビゲーシ ョ ンツ リーで、 [Row Counts ] をク リ ッ ク します。 [ 機能 - 行計数

データ ] ウ ィンド ウが表示されます。

2 [Collector] のコンボボッ クスから、 MW、 SR、 EE のいずれかのコレクタを

選択します。 

3 [ ポーリ ング間隔を選択します ] のコンボボッ クスから、 必要な間隔を選択

します。

4 [ データテーブルの選択 ] のコンボボッ クスから、 行数を計算するデータ

テーブルを選択します。

5 [Graph it !] をク リ ッ ク します。

時間と ノード数の関係がグラフで表示されます。

グラフの下にあるボタンを使って 1 日単位でグラフを前後させて、 直近の 7 日

間のデータを表示するこ とができます。

収集済みの行と して表示されている値は、 必ずしもデータベースに保存されて
いる行数を表すわけではあ り ません。  これは、 ポーリ ングされたノードで動作

しているパフォーマンスエージェン トからの情報と重複するデータレコードを
コレク タが取得するこ とがあるためです。  OpenView Performance Insight で
は、 こ う した重複するレコードはデータベースに挿入する前に破棄されます。
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次の図は、 OVPI 行数グラフの例です。

図 27 [ 機能 - 行計数データ ] ウ ィンド ウ
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10 オブジェク トの管理
オブジェク ト マネージャは管理コンソールから使用可能なアプリ ケーシ ョ ンであ
り、 管理対象オブジェク トの検索と選択、 オブジェク トに固有のプロパティ管理
フォーム、 レポートパッ ク構成フォームへのアクセス、 および選択したオブジェ
ク トに関連するレポートの生成と表示を行う こ とができます。 また、 ノードオブ

ジェク ト をデータベースにインポート した り、 ノードを含んだエクスポート ファ
イルを作成したりするこ と もできます。

オブジェク ト とは、 OpenView Performance Insight (OVPI) によ り管理 ( 分析お

よびレポート ) される任意のエンティティです。 オブジェク トには、 ノード、

ノードの CPU、 ノードのメモ リおよびバッファ領域、 インタフェース、 Frame 
Relay PVC、 ATM PVC、 スロ ッ ト 、 またはバッ クプレーンがあ り ます。  さまざ

まなオブジェク ト タイプがさまざまなレポートパッ クによ り管理されます。

フォームを使用する と、 OVPI のプロパティテーブルにある管理対照オブジェク

トに関する情報を表示した り変更した りできます。 たとえば、 フォームを使用し

てデータベース内のカスタマを更新できます。 また、 データベース内に新しいオ

ブジェク ト を作成するフォームにアクセスするこ と もできます。

オブジェク トモデルについて

OVPI のデフォルトのオブジェクモデルでは、 ksi_managed_node プロパティ

テーブルのみを調べます。 レポートパッ クをインス トールする と、 このオブジェ

ク トモデルのサイズと範囲が拡張されます。

モデルとは大きなカテゴ リで、 その中に含まれるものをグループ化するこ とがで
きます。  レポートパッ クをインス トールする と、 デフォルト、 カスタマ、 およ

びロケーシ ョ ンモデルが作成されます。 独自のモデルにその他のテク ノ ロジを追

加するこ と もできます。
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カテゴ リはモデルの特徴を説明し、 プロパティテーブルとそのテーブルの列から
構築されます。 カテゴ リには、 デバイス、 インタフェース、 プロ ト コル、 カスタ

マ ( モデルとカテゴ リの両方 )、 ロケーシ ョ ン、 サーバー、 およびファ イルシス

テムなどがあ り ます。 カテゴ リは特定のプロパティ列に結び付けられています。 
いくつかの例を以下に示します。

現在、 OVPI のオブジェク トモデルはカテゴ リ レベルのみを調べます。 次の図

は、 カテゴ リ レベルを超えて拡張されるオブジェク トモデルを示しています。 太
字は OVPI がサポート しているカテゴ リであるこ とを示します。 カテゴ リオブ

ジェク ト (foo.com)、 子カテゴ リ ( インタフェースのタイプ )、 および子カテゴ リ

デバイス KSI_MANAGED_NODE.DSI_TARGET_NAME

K_NODE.NODE_NAME

KIRDEVPORTS.DSI_TARGET_NAME

インタフェース KIRDEVPORTS.INTERFACENAME

KV_FRSWITCH_PORT.PORTa

a. このカテゴ リは KIRDEVPORTS.INTERFACENAME を解決します。
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オブジェク ト (Ethernet と ATM) は OVPI によ りサポート されていませんが、

モデルに追加するこ とができます。 詳細は、 301 ページの 「新しいオブジェク ト

モデルの追加」 を参照して ください。

管理対象オブジェク トの検索

管理対象オブジェク ト を表示するには、 以下の手順に従います。

1 管理コンソールを起動します。 詳細は、 96 ページの 「管理コンソールの起

動」 を参照して ください。  

2 ナビゲーシ ョ ンペインの [ オブジェク ト ] アイコンをク リ ッ ク します。

管理コンソールには管理者権限を持つアカウン トでログオンする必要があ り ま
す。 ユーザーアカウン トの詳細は、 516 ページの 「ユーザーアカウン トの管理」

を参照して ください。
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[ オブジェク ト / プロパティの管理 ] ウ ィ ンド ウが管理コンソール内に開きま

す。 ウ ィンド ウの左側にはオブジェク ト ツ リーが表示されます。 そこに、 選

択したビューの種類に対応したすべてのオブジェク トが一覧表示されます。 

このツ リーでは、 オブジェク ト名が数字順に並び、 次にアルファベッ ト順に
並びます。 大文字の英字が小文字の英字よ り も前にく るよ う ソート されま
す。 関連付けられた名前を持たずに検出されたオブジェク トは、 ツ リーの中

で該当するネッ ト ワークアドレス ( たとえば 15.24.115.205) の下に表示され

ます。 これらのアドレスはツ リーの上部に一覧表示されます。

デフォルトでは、 オブジェク ト タイプ ( たとえばデバイス ) の 1 つ下のレベ

ルには、 アルファベッ トの文字ごとに、 または数字ごとに、 ツ リー分岐が 1
つだけ表示されます。 文字または数字の横にあるプラス記号 (+) をク リ ッ ク

する と、 その文字または数字で始まるオブジェク トの リ ス トが表示されま
す。
 [ フォルダの一意性 ] の値を変更する と、 ツ リー内をよ り細かく区分けでき

ます。 299 ページの 「オブジェク ト ツ リーの表示の変更」 を参照して くださ

い。

必要なオブジェク トの正確な名前がわかっている場合は、 検索機能を使用で
きます。 297 ページの 「特定のオブジェク トの検索」 を参照して ください。

以下の図は [ オブジェク ト / プロパティの管理 ] ウ ィ ンド ウを示しています。

ウ ィ ンド ウの右側には以下の情報が表示されます。
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• オブジェク トの名前と タイプが [ オブジェク トの詳細 ] セクシ ョ ンに表

示されます。 

• 1 つのオブジェク トに固有のタスクではなくグローバルなタスクを表す

フォームが、 [ 全般的なタスク ] セクシ ョ ンに表示されます。

• 選択したオブジェク トに適用されるフォームが、 [ オブジェク ト固有の

タスク ] セクシ ョ ンに表示されます。 このセクシ ョ ンには、 データの変

更に使用するフォームだけが表示されます。 新しいデータを追加するに

は、 308 ページの 「新しい管理対象オブジェク トの作成」 を参照して く

ださい。

• 選択したオブジェク トに適用されるレポートは、 [ オブジェク ト固有の

レポート ] セクシ ョ ンに表示されます。

3 管理対象オブジェク ト をオブジェク ト ツ リーで選択するか、 または検索機能
を使用します (297 ページの 「特定のオブジェク トの検索」 を参照 )。 

4 レポート またはフォームを表示するには、 レポート またはフォームの名前を
ダブルク リ ッ ク します。

選択した項目が、 別のウ ィンド ウに表示されます。

• レポート を選択した場合は、 OVPI によって、 選択した管理対象オブ

ジェク トのレポートが生成および表示されます。 レポートは表示および

印刷できます。

• タスクを選択した場合は、 OVPI によって、 選択した管理対象オブジェ

ク トのデータが記載された、 該当するフォームが表示されます。 フォー

ム内の特定の値 ( たとえば、 しきい値 ) は変更でき、 それらの値は関連

付けられたプロパティテーブルで更新されます。 307 ページの 「データ

ベースの変更」 を参照して ください。

独自のフォームまたはレポート を作成してもオブジェク トマネージャで表示さ
れない場合、 そのフォームやレポートに必要なプロパティパラ メータを作成し
なかったこ とが原因である可能性があ り ます。 プロパティパラ メータを作成し

て、 フォームの作成に使用したテーブルまたはレポートの要素の作成に使用し
たテーブルにそのパラ メータを関連付ける必要があ り ます。 フォームには 1 つ

のプロパティパラ メータが必要であ り、 レポートにはその要素ごとにプロパ
ティパラ メータが必要です。 フォームとレポートのプロパティパラ メータ作成の

詳細については、 『HP OpenView Performance Insight レポートの作成および

表示ガイ ド』 を参照して ください。
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オブジェク ト ツ リーで別の項目を選択する と、 そのたびに、 選択したオブジェク
トが反映されるよ う フォームおよびレポートの リ ス トが更新されます。 

オブジェク トのビューの変更

管理対象オブジェク トの表示に使用されるプロパティを変更するこ とができま
す。 オブジェク トは、 デバイス順、 カスタマ順、 場所順、 ベンダー順、 または

Cards 順に表示できます。

オブジェク トのビューを変更するには、 以下の手順に従います。

1 [ 表示 ] メニューから [ ビューの変更 ] を選択します。

[ ビューの選択 ] ダイアログボッ クスが開きます。

2 プロパティを選択し、 [OK] をク リ ッ ク します。

オブジェク ト ツ リーが更新され、 そのプロパティが割り当てられているすべ
ての管理対象オブジェク トが表示されます。 
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たとえば、 カスタマ用のすべての管理対象オブジェク ト を表示したいと仮定
します。 [Customer] フォルダーを展開した後のオブジェク ト ツ リーの表示

は以下の図のよ うにな り ます。 

特定のオブジェク トの検索

表示したいオブジェク トの正確な名前がわかっている場合は、 検索機能を使用し
てその情報にすばやくアクセスできます。

1 [ 編集 ] メニューから [ 検索 ] を選択します。

[ 検索 ] ダイアログボッ クスが開きます。 

2 オブジェク ト名をテキス ト領域に入力し、 [ 検索 ] をク リ ッ ク します。

入力した名前を OVPI が見つける と、 対応するオブジェク トがオブジェク ト

ツ リーの中で強調表示され、 関連付けられたフォームとレポートがそれぞれ
の領域に一覧表示されます。

3 以下のいずれかを実行します。

• 入力したオブジェク ト名が OVPI によって見つからなかった場合は、 別

の名前を入力して試します。

• 正しいオブジェク ト名がオブジェク ト ツ リーの中で強調表示されたら、
[ 検索 ] ダイアログボッ クスの [ 閉じる ] をク リ ッ ク します。
オブジェク トの管理 297



4 希望のオブジェク ト名が強調表示されたら、 295 ページの手順 4 に進みま

す。

ログ情報の表示

[ 表示 ] メニューには、 ログファ イル情報とデバッグ情報を表示できる 2 つのオ

プシ ョ ンがあ り ます。

ログファ イル情報を表示するには、 [ 表示 ] メニューから [ ログ ] を選択します。

[ ログビューア ] ウ ィ ンド ウが開きます 

[ ログビューア ] ウ ィ ンド ウには 5 つのタブがあ り、 それぞれに各種のログ情報

が表示されます。 ログメ ッセージは 4 つのタイプがあ り ます。 [ 情報 ]、 [ 警告 ]、
[ エラー ]、 および [ デバッグ ] です。 [ すべて ] タブには、 4 タイプすべてのメ ッ

セージが表示されます。

出力情報を表示するには、 [ 表示 ] メニューの [ 出力 ] を選択します。

[ 出力ビューア ] ウ ィ ンド ウに、 生成された最新のログメ ッセージが表示されま

す。
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オブジェク ト ツリーの表示の変更

非常に多数のオブジェク トがある場合、 ツ リーの長さを制御するための設定をす
るこ とで、 スク ロールを最小限に抑えるこ とができます。 一方、 スク ロールは気

にならないがフォルダーを展開せずにオブジェク ト をすばやく見つけたいという
場合は、 他の設定をするこ とで実現できます。

これらのオプシ ョ ンは [ 編集 ] メニューの [ オプシ ョ ン ] の [ オブジェク トの管

理 ] タブの下にあ り ます。 [ レベルあたりのツ リーノード数 ] 値と [ フォルダの一

意性 ] 値とが互いに連動するこ とで、 オブジェク ト ツ リー内の各レベルに表示さ

れるフォルダーまたはリーフの個数が決ま り ます。 

[ レベルあたりのツ リーノード数 ] には、 ツ リーの各レベルごとに表示するフォ

ルダー / リーフの最大数を設定します。 データベース内のオブジェク トの数がこ

の値を超える と、 OVPI が [ フォルダの一意性 ] フ ィールドを調べて、 表示され

ているフォルダーと リーフの数を減らす方法を決めます。 [ フォルダの一意性 ]
は、 オブジェク ト名をアルファベッ ト、 または数字で区分する際に、 [ フォルダ

の一意性 ] の値に基づいて行います。 値が 1 の場合はオブジェク ト名の最初の 1
文字で、 値が 2 の場合は最初の 2 文字でオブジェク ト を区分します。 [ フォルダ

の一意性 ] に対して可能な最小値は 1 であるため、 非常に長いリ ス トがツ リーに

表示されるこ と もあ り ます。 たとえば、 [ レベルあたりのツ リーノード数 ] を

500 に設定し、 [ フォルダの一意性 ] を 1 に設定した場合に、 10,000 台のデバイ

スがある と、 あるフォルダーではアルファベッ トの A で始まるすべてのデバイ

ス名が表示され、 別のフォルダーでは B で始まるすべてのデバイス名が表示さ

れ、 以下同様とな り ます。 あるツ リーレベルで 500 を超えるフォルダーが表示さ

れる可能性もあ り ますが、 OVPI によって、 フォルダーの数が最小限になるよ う

すでに調整されています。

表示されるフォルダーやリーフの数は気にならず、 各ノード名をすばやく特定で
きるよ うにしたい場合は、 [ レベルあたりのツ リーノード数 ] にオブジェク ト数

よ り も少ない値を設定し、 [ フォルダの一意性 ] に 1 よ り も大きい値を設定しま

す。 する と、 各オブジェク ト名の 2 文字以上の文字 ( 例、 AA、 AB など ) も表示

されます ([ レベルあたりのツ リーノード数 ] は比較的小さい値にする必要があ り

ます。 そ う しないと、 OVPI は [ フォルダの一意性 ] 値を調べません )。

たとえば、 Denver とい う名前のオブジェク ト と Destroy という名前の別のオブ

ジェク トがある場合は、 名前の最初の 3 文字 ( それぞれ den および des) を表示

するよ う選択するこ とで、 各オブジェク ト名をすぐに区別できます。
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オブジェク ト ツ リーの外観を変更するには、 以下の手順に従います。

1 [ 編集 ] メニューから [ オプシ ョ ン ] を選択します。

[ オプシ ョ ン ] ウ ィンド ウが開きます。

2 [ オブジェク トの管理 ] タブを選択します。

[ オブジェク トの管理 ] ダイアログボッ クスが開きます。 

3 [ ナビゲーシ ョ ンビュー ] ボッ クスで、 下矢印をク リ ッ ク して使用可能な

ビューを表示し、 希望のビューを選択します。 [ デバイス ]( デフォルト )、
[ カスタマ ]、 [ 場所 ]、 [ ベンダー ]、 または [Cards] を選択できます。

4 [ レベルあたりのツ リーノード数 ] ボッ クスに、 オブジェク ト ツ リー内の各

レベルに表示したいオブジェク トの最大数を入力します。

データベース内のオブジェク トの数がこの値を超える と、 OVPI が [ フォル

ダの一意性 ] の値を調べて、 表示されているフォルダーと リーフの数を減ら

す方法を決めます。 これらのフ ィールドに関する前述の説明を参照して くだ

さい。

5 [ フォルダの一意性 ( 文字数 )] ボッ クスに、 ツ リーの各レベルに各フォル

ダーまたは各リーフに対して表示する、 識別用の文字の数を入力します。
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この値が有効なのは、 データベース内のオブジェク トの数が [ レベルあたり

のツ リーノード数 ] フ ィールドの値を超えている場合のみです。 これらの

フ ィールドに関する前述の説明を参照して ください。

6 [ 適用 ] をク リ ッ ク します ( または、 [ オプシ ョ ン ] ウ ィ ンド ウでの変更がす

べて完了したら、 [OK] をク リ ッ ク します )。

7 [ 表示 ] メニューの [ 更新 ] を選択します。 

オブジェク ト ツ リーのビューが更新されます。

新しいオブジェク トモデルの追加

特定のカテゴ リによって何かを管理する場合、 そのオブジェク ト を作成するこ と
ができます。 たとえば、 管理対象サーバーの CPU 情報のみを必要とする

System Resource レポートパッ ク (Oracle データベース ?) の新しいオブジェク

トモデルを登録する と します。

適切なオブジェク トモデルを作成するには、 以下について記述できる必要があ り
ます。

• モデル

• モデルのカテゴ リ

• カテゴ リ を記述するプロパティ列

• ツ リーを構築する親 / 子関係

• モデルを利用するフォーム、 レポート、 またはその両方

マスターモデルはサーバーで、 モデルの下のカテゴ リはサーバーと CPU です。 
階層ツ リーは以下のよ うになるはずです。

Servers

サーバー

CPU

オブジェク トモデルを作成するには、 以下の手順に従います。

1 テキス トエディ タを使用してファ イルを作成し、
create_sys_resources_ObjectModel.sql などの名前を付けます。
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2 SQL ファ イルに以下のよ うに入力して、 モデルコンテナ Servers を作成し

ます。

dsi_relation_model_p (in_action => 1,

in_name => ‘Servers’,

in_image_name => OdeviceO,

in_descr => ‘Model for servers managed by OVPI’);

現時点では何も関係を持たないコンテナであるため、 Servers コンテナの視

覚的な表示はあ り ません。

3 SQL ファ イルに以下のよ うに入力して、 サーバーと CPU のカテゴ リ コンテ

ナを作成します。

dsi_object_category_p(in_action=> 1,

in_name => ‘Server’,

in_image_name => OdeviceO,

in_descr=>OServer CategoryO);

dsi_object_category_p(in_action=> 1,

in_name => ‘CPU’,

in_image_name => OdeviceO,

in_descr=>OCPU Child CategoryO);

この時点ではこれら 2 つのコンテナも空のコンテナです。 これらのコンテナ

に何が属するかを記述するには、 これらのコンテナをデータベースのプロパ
ティ列に関連付ける必要があ り ます。

4 以下のよ うに入力して、 カテゴ リ とプロパティ列の間にマッピングを作成し
ます。

dsi_category_instance_p(in_action=> 1,

in_object_category=> OServerO,

in_property_table=> OK_SYSTEM_CPUO,

in_property_column=> ODSI_TARGET_NAMEO);

これらの SQL 文は、 DSI_TARGET_NAME のすべての値をテーブル

K_SYSTEM_CPU に格納し、 Server カテゴ リに配置します。

dsi_category_instance_p(in_action=> 1,
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in_object_category=> OCPUO,

in_property_table=> OK_SYSTEM_CPUO,

in_property_column=> OCPUIDO);

これらの SQL 文は、 CPUID のすべての値をテーブル K_SYSTEM_CPU に

格納し、 CPU カテゴ リに配置します。 この時点ではまだ関係は作成されて

いません。 したがって、 ツ リーを構築するには階層関係を作成する必要があ
り ます。

5 階層関係を作成するには、 SQL ファ イルに以下のよ うに入力します。

dsi_model_instance_p(in_action=> 1,

in_model=>'Servers',

in_parent_object_category=>'Server',

in_parent_property_table=>'K_SYSTEM_CPU',

in_parent_property_column=>'DSI_TARGET_NAME',

in_child_object_category=>'Server',

in_child_property_table=>'K_SYSTEM_CPU',

in_child_property_column=>'DSI_TARGET_NAME');

この手順を実行し、 テーブル K_SYSTEM_CPU にデータを格納した後にオ

ブジェク トマネージャを調べる と、 以下のよ うになっているのが確認できま
す。

--Servers

- サーバー

- サーバー A

- サーバー B

- サーバー C

6 SQL ファ イルに以下のよ うに入力して、 CPU カテゴ リ を作成します。

dsi_model_instance_p(in_action=> 1,

カテゴ リ名に関係なく、 同じプロパティテーブルにすべての親子関係が構築さ
れます。 オブジェク トモデルの最初のレベルには、 そのモデル自体の親 / 子関係

が含まれています。
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in_model=>'Servers',

in_parent_object_category=>'Server',

in_parent_property_table=>'K_SYSTEM_CPU',

in_parent_property_column=>'DSI_TARGET_NAME',

in_child_object_category=>'CPU',

in_child_property_table=>'K_SYSTEM_CPU',

in_child_property_column=>'CPUID');

この手順を実行した後にオブジェク トマネージャを調べる と、 以下のよ うに
なっているのが確認できます。

--Servers

- サーバー

- サーバー A

          -CPU

                       1

                                   2

                                   3

- サーバー B

          -CPU

                       1

- サーバー C

親は最初に登録した列を示し、 子はその親の子であ り、 同じプロパティテーブ
ルで別の列に属しています。 子は、 常に親オブジェク トのなんらかのサブセッ ト

である必要があ り ます。 サーバーには複数の CPU が含まれますが、 CPU に多

数のサーバーが含まれるこ とはあ り ません。
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ノードのインポート

ノードをインポートする手順は 2 段階になり ます。 まず、 インポートする ノード

を含む ASCII ファ イルを作成する必要があ り、 それからそのファイルをイン

ポートする必要があ り ます。

インポート ファイルの作成

インポート したいノードの リ ス ト を含む ASCII ファ イルを作成します。 イン

ポート したい各ノードには、 以下のフォーマッ トの記入事項を、 ファ イル内に記
載する必要があ り ます。 

node_name, read_community, write_community, type_name, view_name, 
snmp_v1_flag, snmp_v2_flag, node_status, desc, snmp_profile, port_num, 
num_retries, timeout_sec, num_oids, get_bulk_size 

データを入力しないパラ メータには、 カンマを代わりに置きます。 カンマを置か
ない場合は、 そのノードデータが省かれます。 265 ページの表 6 に、 インポー

ト ファ イルのパラ メータを説明します。

ファイルのインポート  

管理対象のノードを含むファイルをインポートするには、 以下の手順に従いま
す。

1 [ ファ イル ] メニューから [ インポート ] を選択します。

[ インポート元 ] ダイアログボッ クスが開きます。

2 インポートする ノードを含むファ イルに移動します。

3 ファ イル名をダブルク リ ッ クするか名前を選択し、 [ 開く ] をク リ ッ ク しま

す。
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ノードのエクスポート

管理対象ノードを含むファ イルを作成し、 これを使用して、 ノードを別のデータ
ベースにエクスポートできます。

管理対象ノードを含むエクスポート ファ イルを作成するには、 以下の手順に従い
ます。

1 [ ファ イル ] メニューの [ エクスポート ] を選択します。

[ エクスポート先 ] ダイアログボッ クスが開きます。

2 エクスポート ファ イルの保存先に移動します。

3 ファ イル名を [ ファ イル名 ] ボッ クスに入力し、 [ 開く ] をク リ ッ ク します。

ファ イルの作成中は進捗ウ ィンド ウが表示されます。

フォームの使用

フォームを使用する と、 単一のデータベーステーブルの場合、 データベース内
の、 新しいデータの作成と既存のデータの変更ができます。 また、 フォームを使

用して、 管理対象オブジェク ト を管理コンソールから作成、 および変更するこ と
も可能です。 レポートパッ クの設定中にプロパティ ファ イル情報をインポート し
なかった場合は、 この機能を使って行えます。

管理対象オブジェク トの独自のフォームを作成するには、 『HP OpenView 
Performance Insight レポートの作成および表示ガイ ド』 を参照して ください。

独自のフォームを作成してもオブジェク ト マネージャで表示されない場合、 そ
のフォームのプロパティパラ メータを作成しなかったこ とが原因である可能性
があ り ます。 フォームには、 そのフォームを作成する際に使用したテーブルに関

連付けられているプロパティパラ メータが必要です。 フォームのプロパティパラ

メータ作成の詳細については、 『HP OpenView Performance Insight レポート

の作成および表示ガイ ド』 を参照して ください。
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データベースの変更

フォームを使用して、 選択した管理対象オブジェク トに対応するデータベース内
のデータを変更するには、 以下の手順に従います。

1 [ オブジェク ト ] ツ リーで管理対象オブジェク ト をク リ ッ ク します。 たとえ

ば、 デバイスを選択します。

2 選択したオブジェク トに固有の [ 全般的なタスク ] セクシ ョ ン、 または [ タ
スク ] セクシ ョ ンにある、 フォームをダブルク リ ッ ク します。

選択したフォームが別のウ ィンド ウに表示されます。 たとえば、 [ プロ ト コ

ルデフォルトの変更 ] とい う フォームを選択できます。 これにはデフォルト

のプロ ト コル設定が表示され、 それらは変更できます。 

3 フォームに変更を加え、 [OK] をク リ ッ ク します。 

こ こで加えた変更に関連するプロパティテーブルの値が、 OVPI によって変

更されます。
オブジェク トの管理 307



新しい管理対象オブジェク トの作成

フォームを使用して管理対象オブジェク ト をデータベースに追加するには、 以下
の手順に従います。

1 [ ファ イル ] メニューの [ 新規 ] を選択します。 

[ 管理対象オブジェク トの作成 ] ダイアログボッ クスが開きます。

2 使用するフォームを選択し、 [ 作成 ] をク リ ッ ク します。

フォームが開きます。 フ ィールド ( 入力フ ィールド と入力コンボボッ クス )
はすべて空になっています。

3 フォームに変更を加え、 以下のいずれかを実行します。

• オブジェク トの作成が完了したら、 手順 4 に進みます。

• 別のオブジェク ト を作成する場合は、 [ 適用 ] をク リ ッ ク し手順 2 に戻り

ます。

4 [OK] をク リ ッ ク します。

OVPI によってオブジェク トがデータベースに追加されます。
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ノードの削除

ノードやオブジェク ト をこれ以上ポーリ ングする必要がない場合には、 そのノー
ドまたはオブジェク ト を OVPI から削除するこ とができます。

OVPI データベースからのノードの削除は、 以下の場合に必要になるこ とがあ り

ます。

• システムまたはインタフェースなどの管理対象オブジェク トがネッ ト ワーク
で不要になったか、 またはそのオブジェク トのデータを収集する必要がなく
なった。

• 一部のオブジェク トからデータを収集する必要がなくなった。 オブジェク ト

にマークを付け、 ポーリ ングを停止させるこ とができます。 これらのオブ

ジェク トに関連付けられたデータは、 自動的に使用できな くな り ます。 すべ

てのデータが削除される と、 オブジェク ト も削除されます。 

• 管理対象オブジェク トはネッ ト ワークにあるが、 特定の収集だけが必要であ
り、 他の管理ソ リ ューシ ョ ンに表示する必要はない。 たとえば、 ネッ ト フ

ローのために管理する必要はあるが、 Interface Reporting は必要ない場合

などです。

ノードまたはノードのグループを削除する

以下の手順を実行してノードまたはノードのグループを削除します。

タスク  1: ノードまたはノードのグループを選択して、 削除処理を開始します。

1 管理コンソールで、 [ オブジェク ト ] スナップインをク リ ッ ク します。

[ オブジェク ト / プロパティの管理 ] ウ ィ ンド ウが管理コンソール内に開きま

す。

以下の手順に従い、 管理対象オブジェク ト削除ウ ィザードを使用して、 デバイ
スまたはインタフェースのタイプ、 あるいはインタフェースのみを削除できま
す。 このウ ィザードは、 他のタイプのオブジェク トは削除しません。
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以下の図は [ オブジェク ト / プロパティの管理 ] ウ ィ ンド ウを示しています。

図 28 [ オブジェク ト / プロパティの管理 ] ウ ィンド ウ

2 削除する ノードまたはノードのグループを選択します。

3 ツールバーで [ 削除 ] ボタン をク リ ッ ク します。 

[ オブジェク ト削除の準備 ] ダイアログボッ クスが表示されます。
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4 [ はい ] をク リ ッ ク して、 オブジェク ト またはノードの削除処理を開始しま

す。 管理対象オブジェク ト削除ウ ィザードが開きます。

図 29 管理対象オブジェク ト削除ウィザード

タスク  2: 削除のタイプを選択します。

1 管理対象オブジェク ト 削除ウィ ザード で、 [ 次へ ] をク リ ッ ク して続行しま

す。 ウィ ザード が開き、 以下の 2 つのオプショ ンのいずれかを選択できます。

2 以下のいずれかを選択します。

• 選択したオブジェク トのデータのみを削除 :  このオプシ ョ ンを選択する

と、 選択したノードのすべてのデータが OVPI データベースから削除さ

れます。 ノードは削除されないので、 将来このノードまたはノードのグ

ループのためにデータを収集するこ とができます。

• 選択したオブジェク トおよびデータを完全に削除 :  このオプシ ョ ンを選

択する と、 選択したノードまたはノードのグループがプロパティテーブ
ルから削除されます。 これまでに収集されたすべてのデータも削除され

ます。 また、 将来このノードまたはノードのグループのためにデータを

収集するこ とはできません。

管理対象オブジェク ト削除ウ ィザードは、 デバイスまたはインタフェースのタ
イプ、 あるいはインタフェースを削除する場合にのみ呼び出すこ とができます。 
このウ ィザードは、 他のタイプのオブジェク トは削除しません。
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次の図は、 2 つの削除オプシ ョ ンを示しています。

図 30 オプシ ョ ンを選択する管理対象オブジェク ト削除ウ ィザード
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タスク  3: 削除のタイプを制御します。

a データのみを削除オプシ ョ ンの場合

1 [ 選択したオブジェク トのデータのみを削除 ] を選択してから、 [ 詳細 ] をク リ ッ

ク します。 詳細な削除ウ ィザードが開き、 削除のタイプを制御できます。

図 31 データのみを削除する詳細な削除ウ ィザード

2 ノードのいずれかのカテゴ リのデータ収集を停止するには、 [ スト ップ ] ボッ

クスを選択します。

3 デフォルトでは、 [ データのみ ] ボッ クスが選択されています。 データを削除

した くない場合は [ データのみ ] ボッ クスの選択を解除します。 デフォルトで

は、 [ オブジェク ト ] ボッ クスは使用不可になっており、 マークが表示され

ます。
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4 [OK] をク リ ッ ク して続行します。

b ノードの完全削除オプシ ョ ンの場合 

1 ステップ 6 で [ 選択したオブジェク トおよびデータを完全に削除 ] を選択し

てから、 [ 詳細 ] をク リ ッ ク します。 詳細な削除ウ ィザードが開き、 削除のタ

イプを制御できます。

図 32 ノード とデータを完全に削除する詳細な削除ウ ィザード

[ スト ップ ] を選択している場合は、 必ず以下を実行します。

• [ スト ップ ] は、 PI データベースで選択したレポートパッ クに新規データが

取り込まれないこ とを意味します。 デバイスまたはインタフェースのネッ ト

ワークポーリ ングが停止する という こ とではあ り ません。 ネッ ト ワークから

のポーリ ングは発生しますが、 データは PI レポートパッ クのスキーマに

アップロード されません。 このオプシ ョ ンは、 ネッ ト ワーク負荷を減少させ

るためのものではあ り ません。

• 収集の停止オプシ ョ ンは、 この リ リースでは以下のカテゴ リの場合のみサ
ポート されています。 

— ksi_managed_node

— CommonPropery テーブル

— Interface Reporting

その他のカテゴ リの場合は、 [ スト ップ ] を選択できますが、 これらのカテゴ リ

のデータ収集を実行可能にする GUI のサポートはあ り ません。
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2 デフォルトでは、 [ データのみ ] ボッ クスおよび [ スト ップ ] ボッ クスが選択さ

れ、 使用不可になっています。 また、 [ オブジェク ト ] ボッ クスがデフォルト

で選択されています。 特定のレポートパッ クのデータを削除したくない場合

は、 このオプシ ョ ンの選択を解除します。 

3 [ はい ] をク リ ッ ク して続行します。 

タスク  4: 削除処理を完了します。

1 Delete Managed Object Wizard ウ ィザードで、 [ 次へ ] をク リ ッ ク します。

2 [ 管理対象オブジェク トの削除 - 完了 ] ぺージが開きます。 このページには、

該当するテーブルに関連する情報が表示されます。 また、 削除に関して選択

したすべてのオプシ ョ ン、 つま り [ データの削除 ]、 [ オブジェク トの削除 ]、
または [ 収集の停止 ] も表示されます。

3 [ 完了 ] をク リ ッ クする と削除処理が完了します。 [ 確認 ] ダイアログボッ ク

スが開きます。

4 削除操作を確認したら [ はい ] をク リ ッ ク します。 [ 削除の進捗状況 ] ページ

が開き、 ノードの削除処理の進捗状況が表示されます。

この GUI からレポートパッ クを選択または選択解除する場合は、 レポートパッ

クの最後の選択で、 必ず ksi_managed_node テーブル、 Common Property
テーブル、 インタフェースレポートのいずれかをその他の選択と と もに選択し
て ください。

上記のレポートパッ クのいずれかを選択しないと、 PI データベースのオブジェ

ク トにいずれのウ ィザード も含めるこ とができず、 永久に無効化されてしまい
ます。
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[ 完了 ] をク リ ッ ク して [ 削除の進捗状況 ] ページを閉じるこ とができます

が、 処理はバッ クグラウンドで行われています。 [ ファ イル ] メニューの [ 削
除の進捗状況 ] を選択して、 その [ 削除の進捗状況 ] ページを表示できます。

ノードの除外リスト を編集するには

除外リ ス トには、 削除したすべてのオブジェク トの記録およびデータ収集停止の
マークが付けられたオブジェク トが表示されます。 リ ス トには以下の特性があ り

ます。

• この リ ス トはプロパティテーブルに関連付けられたキーマップテーブルと
mbr テーブルに類似していますが、 必要に応じて管理対象オブジェク ト削除

サービスによ り作成されます。

• リ ス トはプロパティテーブルに関連付けられ、 datapipe_manager がプロパ

ティテーブルを削除する と削除されます。

除外リ ス ト を編集するには、 以下の手順に従います。

1 [ ファ イル ] メ ニューの [ オブジェク ト ] スナッ プインで、 [ 除外リストの編集 ]
を選択します。 [ 除外リ ス トの編集 ] ページが開きます。

2 左側のペインで、 除外されたオブジェク ト を表示するカテゴ リ を選択しま
す。

3 再びデータ収集に含めたい除外されたオブジェク ト を選択します。

4 をク リ ッ ク して、 選択したオブジェク ト を [ 除外されたオブジェク ト ]
のリ ス トから [ 含まれるオブジェク ト ] のリ ス トに移動します。
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5 [ 編集 ] をク リ ッ ク してから [ 完了 ] をク リ ッ ク して、 オブジェク ト を含める

こ とを確認します。
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11 管理対象オブジェク トのグループ化
グループマネージャは、 管理コンソールから利用できるアプ リ ケーシ ョ ンであ
り、 これを使用して管理対象オブジェク ト グループを作成および管理できます。
ポーリ ングポ リ シーは、 これらのグループを参照します。 

 グループとは、 複数の管理対象オブジェク トの集合です。 つま り、 プロパティ

テーブルの行の集ま りに対応しています。  管理対象 オブジェク ト とは、 OVPI
で管理されるオブジェク トです。 主にネッ ト ワークデバイス とネッ ト ワーク イン
タフェースがこれにあた り ます。 したがって、 管理対象オブジェク ト グループ

は、 単一のプロパティテーブルで定義される、 管理対象オブジェク トの部分集合
です ( 真部分集合である必要はあ り ません )。 

グループマネージャは、 具体的には以下の用途に使用できます。

• グループ要素のツ リー操作を行う

• 各タイプ ( 列挙リ ス ト 、 プロパティ、 派生、 フォルダー ) のグループを作成

する  

• グループを削除および変更する  

• グループに関連付けられているポーリ ングポ リシーを作成、 変更、 および削
除する

グループのタイプ

この項ではグループの、 サポート されているタイプについて説明します。 グルー
プタイプごとに、 グループメンバーを指定する方法が異なり ます。

• すべて : プロパティテーブルで識別された管理対象オブジェク トがすべて含

まれます。 
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• 列挙 リ ス ト : プロパティテーブルの各オブジェク ト ID によって識別された

管理対象オブジェク トの集合。 このグループの構成は静的です ( ただし、 後

で特定のオブジェク ト を追加または削除する場合を除く )。

• プロパティ : 共通のプロパティ ( 複数あ り う る ) を共有する管理対象オブ

ジェク トの集ま り。 このタイプのグループは、 グループのオブジェク ト を選

択する際に使用する 1 つまたは複数のルールを定義するため、 ルールベース

のグループと も呼ばれます。

たとえば、 あるプロパティグループは、 ロサンゼルスにあるすべてのノード
を含みます。 列挙リ ス ト とは違って、 ルールベースのグループは動的です。 
ロサンゼルスに新たに 3 つのノードが追加された場合は、 次回以降はロサン

ゼルスのノードグループに 3 つの新しいメンバーが加わっています。  

• 派生 : 他のグループのオブジェク トの論理的な組み合わせ。 派生グループは、

多くの場合、 ポーリ ングポ リシーの作成に使用します。

• フォルダー : Windows エクスプローラなどのアプリ ケーシ ョ ンで使用され

ている旧来のファ イルおよびフォルダービューに対応しています。 このタイ

プのグループのオブジェク トは、 列挙リ ス ト グループを定義する と き と同じ
方法で選択できます。 唯一の違いは、 フォルダーグループには内部に別の
フォルダーグループを含めるこ とができるこ とです。

グループ化の方法

ノードの編成は、 場所、 管理ド メ イン、 ベンダー、 サプライヤ、 およびタイプな
どに基づいて行う こ とができます。 あるいは、 特別な処理 ( たとえば、 データ量

も使用頻度も多いバッ クボーンコンポーネン トのポーリ ング ) を行う特定のノー

ドを指定するこ と も可能です。 

OVPI では、 プロパティグループに任意の数のルールを設定できます。 ただし、

3 つ以上のルールを持つプロパティグループは、 リモート ポーラーからは使用

できません。 たく さんのルールを持つプロパティグループは、 レポート ビューア

または Web アクセスサーバーで遅延ノードレポート ( たとえば準リ アルタイム 
スナップシ ョ ッ ト レポート ) を表示する際にどのノードを表示するかを選択す

るのに使用できます。
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ノードのグループ化

以下の方法で、 既知のノードセッ ト をグループ化できます。

• デバイスプロパティに基づいてグループ化する  

この方法では、 同じ属性値を共有する ノードを集めてグループ化できます。
ただし、 各ノードは属性ごとに 1 つのグループにしか含めるこ とはできませ

ん。 

この方法は、 場所、 ベンダー、 またはサプライヤに基づいてグループ化する
ノード編成には適していますが、 すべての種類のノード編成に適している と
は言えません。 たとえば、 タイプに基づいてノードをグループ化する場合

は、 プロパティは使用できません。 どのノード も複数のタイプに属する可能
性があるからです。 タイプ別にグループ化される ノードは、 ルーター、 ス

イ ッチ、 ハブ、 RMON プローブが一般的です。

• 各グループごとにノードの列挙リ ス ト を作成する  

1 つのノードを、 ルーター、 スイ ッチ、 ハブのそれぞれのリ ス トに含めるこ

とができます。 この リ ス トベースの方法では、 特殊なポーリ ングやよ り焦点

を絞ったレポート生成を目的と した、 特別なグループ構成も可能です。 たと

えば、 アップグレードを目的とするルーターのグループを、 よ り頻繁かつ広
範にポーリ ングできます。 

あるいは、 オンラインで提供される新しいサービスから直接に影響される
ノードのグループの、 詳細なレポート を表示するこ と も可能です。  

その他の管理対象オブジェク トのグループ化

ノード以外の管理対象オブジェク ト も、 プロパティや列挙リ ス トの作成でグルー
プ化できます。 そのよ うなグループでは、 たとえば、 WAN ルーターインタ

フェースのみをポーリ ングした り、 インタフェースのタイプで要約したり、
LAN と WAN のインタフェース情報を別々にレポート した りできます。 多数あ

る管理対象オブジェク トの う ち実際に重要なオブジェク トは少数である環境や、
データの処理と格納が可能な環境では、 列挙リ ス ト を作成できるかど うかが特に
重要です。

列挙リ ス ト を作成するこ とでグループを形成するこ とは、 多くの用途に使用で
きます。 ただし、 列挙リ ス トの管理は、 ルールベースのグループの管理よ り も、
複雑かつ作業量も多くな り ます。
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グループカテゴリ

グループは、 特定のグループカテゴ リに関連して作成します。 1 つのグループカ

テゴ リは、 1 つのプロパティテーブルのみに関連付けられます。 ただし、 プロパ

ティテーブルは複数のグループカテゴ リに関連付けるこ とが可能です。

管理対象ノードのグループに使用できるカテゴ リの例は、 ビューに対応するカテ
ゴ リ、 タイプに対応するカテゴ リ、 必須ノードグループカテゴ リです。  

管理対象オブジェク トグループの表示

管理対象オブジェク ト グループを表示するには、 以下の手順に従います。

1 管理コンソールを起動します。 詳細は、 96 ページの 「管理コンソールの起

動」 を参照して ください。  

2 ナビゲーシ ョ ンペインの [ グループ ] スナップインをク リ ッ ク します。

管理コンソールに [ グループ管理 ] ウ ィ ンド ウが表示されます。 

[ グループ管理 ] ウ ィ ンド ウにはナビゲーシ ョ ンペインと表示ペインがあ り

ます。

ナビゲーシ ョ ンウ ィンド ウにはグループ管理ツ リーが表示され、 [ 選択項目

の表示 ] で選択された表示方法に基づいて、 グループが一覧表示されます。 
表示ペインには、 ツ リーで選択した結果が表示されます。

グループマネージャを使用して、 グループカテゴ リ を新し く作成するこ と も既
存のグループカテゴ リ を削除するこ と もできません。 グループカテゴ リは、 新し

いプロパティテーブルの作成時やレポートパッ クのインス トール時に作成され
ます。

管理コンソールには管理者権限を持つアカウン トでログオンする必要があ り ま
す。 ユーザーアカウン トの詳細は、 516 ページの 「ユーザーアカウン トの管理」

を参照して ください。
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次の図は、 [ グループ管理 ] ウ ィンド ウを示しています。 

ツ リーの階層レベルは、 Windows エクスプローラで Windows システムの内

容を表示するのとまった く同様に展開できます。 ナビゲーシ ョ ンフレームの

ツ リーは、 次のよ うに操作します。

• フォルダーの内容を見るには、 プラス記号 (+) をク リ ッ ク します。 

フォルダーの内容が表示されます。

• 展開されたフォルダーを縮小するには、 マイナス記号 (-) をク リ ッ ク し

ます。 

3 ナビゲーシ ョ ンペインで、 管理対象オブジェク ト グループを選択します。 
( または、 検索機能を使用してグループを検索できます。 325 ページの 「特

定グループの検索」 を参照して ください )。 

表示ペインに以下の情報が表示されます。

• [ グループ詳細 ] セクシ ョ ンには、 グループの名前と タイプが表示され

ます。 
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• [ 選択されたグループに固有のポーリ ングポ リ シー ] セクシ ョ ンには、

そのグループに関連付けられているポーリ ングポ リ シーが表示されま
す。

• [ 選択されたグループに固有のタスク ] セクシ ョ ンには、 選択したグ

ループに適用されるフォームが表示されます。 このセクシ ョ ンには、

[ モード ] プロパティが [ 変更 ] に設定された状態で作成されたフォーム

のみが表示されます。

• [ 選択されたグループに固有のレポート ] セクシ ョ ンには、 選択したグ

ループに適用されるレポートが表示されます。

4 レポート またはフォームを表示するには、 レポート またはフォームの名前を
ダブルク リ ッ ク します。

選択した項目が、 別のウ ィンド ウに表示されます。

• レポート を選択した場合は、 選択されているグループのそのレポートが
生成および表示されます。 レポートは表示および印刷できます。

• タスクを選択した場合は、 選択されているグループの適切なフォーム
が、 データが記入された状態で表示されます。 フォーム内の特定の値

( たとえば、 しきい値 ) を変更するこ と もできます。 変更された値は、

関連付けられているプロパティテーブルで更新されます。 307 ページの

「データベースの変更」 を参照して ください。

グループ管理ツ リーで別の項目を選択するたびに、 表示ペインの情報が、 選択し
たグループを反映するよ う更新されます。 

グループビューの変更

管理対象オブジェク ト グループの表示方法を変更できます ( デフォルトのビュー

を設定するには、 341 ページの 「表示オプシ ョ ンの設定」 を参照して ください )。 

グループビューを変更するには、 以下の手順に従います。

1 [ 表示 ] メニューから [ ビューの変更 ] を選択します。
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[ ビューの選択 ] ウ ィ ンド ウが開きます。 

2 表示方法を選択し [OK] をク リ ッ ク します。

グループ管理ツ リーが更新され、 そのプロパティが割り当てられている管理
対象オブジェク ト グループがすべて表示されます。 たとえば、 タイプに基づ

いてすべてのグループを表示するよ う選択した場合は、 グループ管理ツ リー
は次の図のよ うにな り ます ([ グループタイプ ] フォルダーを展開した状態 )。 

特定グループの検索

表示するグループの正確な名前が分かっている場合は、 検索機能を使用する とそ
の情報にすばやくアクセスできます。

1 [ 編集 ] メニューから [ 検索 ] を選択します。
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[ 検索 ] ウ ィンド ウが開きます。 

2 テキス ト ボッ クスにグループ名を入力し [ 検索 ] をク リ ッ ク します。

入力した名前が検出された場合は、 対応するグループがグループ管理ツ リー
で強調表示されるほか、 関連付けられているフォームとレポートがそれぞれ
の領域に一覧表示されます。

3 以下のいずれかを実行します。

• 入力したグループ名が検出されなかった場合は、 別の名前を入力して再
試行できます。

• ツ リーで正しいグループ名が強調表示された場合は、 [ 検索 ] ウ ィンド

ウで [ 閉じる ] をク リ ッ ク します。

4 希望のグループ名が強調表示されたら、 324 ページの手順 4 に進みます。

グループの作成

グループは、 管理対象オブジェク ト ( 複数可 ) を選択するこ とで作成します。 グ
ループフォルダーを右ク リ ッ クする と、 シ ョート カッ ト メニューが開きます。 こ
れを使用して、 任意のグループタイプ ( 列挙、 派生、 評価済み、 フォルダー ) の
新しいインスタンスを作成できます。 
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列挙リストグループの作成

列挙リ ス ト グループは、 所定のカテゴ リのプロパティテーブルにある、 管理対象
オブジェク トのグループです。 

列挙リ ス ト グループを作成するには、 以下の手順に従います。

1 以下のいずれかを実行します。

• グループの作成に使用するグループカテゴ リが分かっている場合は、 ナ
ビゲーシ ョ ンペインでそのグループカテゴ リのフォルダーを右ク リ ッ ク
し、 メニューから [ 列挙グループの作成 ] を選択します。 

• [ ファ イル ] メニューから [ 新規 ] を選択し、 [ 列挙グループ ] を選択しま

す。

[ 新しい列挙グループ ] または [ グループの作成 ] ダイアログボッ クスが開き

ます。 
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このダイアログボッ クスは、 開いた方法によって画面が以下のよ うに異なり
ます。 

• [ ファ イル ] メニューを使用した場合は、 [ 新しい列挙グループ ] ダイア

ログボッ クスが開きます。 このダイアログボッ クスには [ グループカテ

ゴ リ ] リ ス トが表示されます。 こ こで、 列挙グループの作成に使用する

グループカテゴ リ を指定します。 

• グループカテゴ リ を右ク リ ッ ク した場合は、 [ グループの作成 ] ダイア

ログボッ クスが開きます。 この場合は [ グループカテゴ リ ] リ ス トは表

示されません。 ナビゲーシ ョ ンペインで右ク リ ッ ク したグループカテゴ
リ を使用しよ う と している とみなされるからです。 

2 [ 新しい列挙グループ ] ダイアログボッ ク スの場合のみ : [ グループカテゴリ ]
リ ス トからグループカテゴ リ を選択します。

3 [ グループ名 ] ボッ クスに、 作成するグループの名前を入力します。

4 [ 説明 ] ボッ クスに、 グループの説明を入力します。

5 グループにノードを追加するには、 以下のいずれかを実行します。

• [ その他のノード ] ボッ クスでノードをダブルク リ ッ ク して、 そのノー

ドを
[ グループ内のノード ] ボッ クスに移動します。
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• [ その他のノード ] ボッ クスでノードまたはインタフェースを選択し、

をク リ ッ ク してそのノードを [ グループ内のノード ] ボッ クスに追

加します。

6 グループを作成する前にそのグループから ノードを削除するには、 以下のい
ずれかを実行します。

• [ グループ内のノード ] ボッ クスでノードをダブルク リ ッ ク して、 その

ノードを [ その他のノード ] ボッ クスに移動します。

• [ グループ内のノード ] ボッ クスでノードを選択し、 をク リ ッ ク し

てそのノードを [ その他のノード ] ボッ クスに戻します。

7 完了したら、 [OK] をク リ ッ ク します。

派生グループの作成

派生グループは、 列挙リ ス ト グループと評価済みグループとを組み合わせたグ
ループ ( たとえば、 和集合や共通集合 ) です。

派生グループを作成するには、 以下の手順に従います。

1 以下のいずれかを実行します。

• グループの作成に使用するグループカテゴ リが分かっている場合は、 ナ
ビゲーシ ョ ンペインでそのグループカテゴ リのフォルダーを右ク リ ッ ク
し、 メニューから [ 派生グループの作成 ] を選択します。 

• [ ファ イル ] メニューから [ 新規 ] を選択し、 [ 派生グループ ] を選択しま

す。
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[ 新規派生グループ ] または [ グループの作成 ] ダイアログボッ クスが開きま

す。 

このダイアログボッ クスは、 開いた方法によって画面が以下のよ うに異なり
ます。 
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• [ ファ イル ] メニューを使用した場合は、 [ 新規派生グループ ] ダイアロ

グボッ クスが開きます。 このダイアログボッ クスには [ グループカテゴ

リ ] リ ス トが表示されます。 こ こで、 派生グループの作成に使用するグ

ループカテゴ リ を指定します。 

• グループカテゴ リ を右ク リ ッ ク した場合は、 [ グループの作成 ] ダイア

ログボッ クスが開きます。 この場合は [ グループカテゴ リ ] リ ス トは表

示されません。 ナビゲーシ ョ ンペインで右ク リ ッ ク したグループカテゴ
リ を使用しよ う と している とみなされるからです。 

2 [ 新規派生グループ ] ダイアログボッ クスの場合のみ : [ グループカテゴ リ ]
リ ス トからグループカテゴ リ を選択します。

3 [ グループ名 ] ボッ クスに、 作成するグループの名前を入力します。

4 [ 説明 ] ボッ クスに、 グループの説明を入力します。

5 グループを選択するには、 以下を実行します。

a をク リ ッ ク します。 [AND/OR] および [ グループ ] 列の下に、 空の

行が表示されます。

b [ 属性 ] 列の下にあるボッ クスをク リ ッ ク します。 表示される リ ス トか

ら、 グループを選択できます。

c リ ス ト からグループを選択します。

d をク リ ッ ク します。 空の行が 1 つ追加されます。

e [ および / または ] 列の下にあるボッ クスをク リ ッ ク します。 表示される

リ ス トから、 グループの比較方法を選択できます。 

オプシ ョ ンは [AND] または [OR] です。 [AND] オプシ ョ ンを使用する

とグループ間の共通集合が作成され、 [OR] オプシ ョ ンを使用する とグ

ループ間の和集合が作成されます。

f [ 属性 ] 列の下にあるボッ クスをク リ ッ ク します。 表示される リ ス トか

ら、 別のグループを選択できます。

g リ ス ト からグループを選択します。

6 リ ス ト内のグループの順番を変更するには、 グループを選択した後、 以下の
いずれかを実行します。

• リ ス ト内でグループを上に移動するには、 をク リ ッ ク します。
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• リ ス ト内でグループを下に移動するには、 をク リ ッ ク します。

7 グループを削除するには、 グループを選択し をク リ ッ ク します。

8 完了したら、 [OK] をク リ ッ ク します。

評価済みグループの作成

プロパティグループは、 評価済みテーブル内の特定のプロパティに基づく管理対
象オブジェク トのグループです。  

評価済みグループを作成するには、 以下の手順に従います。

1 以下のいずれかを実行します。

• グループの作成に使用するグループカテゴ リが分かっている場合は、 ナ
ビゲーシ ョ ンペインでそのグループカテゴ リのフォルダーを右ク リ ッ ク
し、 メニューから [ プロパティの作成 ] を選択します。 

• [ ファ イル ] メニューから [ 新規 ] を選択し、 [ 評価済みグループ ] を選択

します。

[ 新しいルールベースのグループ ] または [ グループの作成 ] ダイアログボッ

クスが開きます。 

評価済みィグループでは、 ポーリ ングシステムによる制限のために、 設定でき
るプロパティは 2 つだけです。
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このダイアログボッ クスは、 開いた方法によって画面が以下のよ うに異なり
ます。 

• [ ファ イル ] メニューを使用した場合は、 [ 新しいルールベースのグルー

プ ] ダイアログボッ クスが開きます。 このダイアログボッ クスには [ グ
ループカテゴ リ ] リ ス トが表示されます。 こ こで、 プロパティグループ

の作成に使用するグループカテゴ リ を指定します。 

• グループカテゴ リ を右ク リ ッ ク した場合は、 [ グループの作成 ] ダイア

ログボッ クスが開きます。 この場合は [ グループカテゴ リ ] リ ス トは表

示されません。 ナビゲーシ ョ ンペインで右ク リ ッ ク したグループカテゴ
リ を使用しよ う と している とみなされるからです。 

2 [ 新しいルールベースのグループ ] ダイアログボッ クスの場合のみ : [ グルー

プカテゴ リ ] リ ス トからグループカテゴ リ を選択します。

3 [ グループ名 ] ボッ クスに、 作成するグループの名前を入力します。

4 [ 説明 ] ボッ クスに、 グループの説明を入力します。

5 グループを選択するには、 以下を実行します。

a をク リ ッ ク します。 [AND/OR]、 [ 属性 ]、 [ 演算子 ]、 および [ 値 ]

列の下に、 空の行が表示されます。

b [ 属性 ] 列の下にあるボッ クスをク リ ッ ク します。 表示される リ ス トか

ら、 プロパティを選択できます。

c リ ス ト からプロパティを選択します。

d [ 演算子 ] リ ス トから演算子を選択します。

e [ 値 ] ボッ クスをク リ ッ ク し、 プロパティの値を入力します。 

この値には英数字の文字列を使用できます。 

LIKE 演算子を使用する場合は、 値は文字列でなければならないほか、

ワイルドカード文字と してアンダースコア (_) およびパーセン ト (%) を
含めるこ とができます。 アンダースコアは、 任意の 1 文字を表します。 
パーセン ト記号は、 ゼロまたは 1 つ以上の文字を表します。 たとえば、

次のよ うに入力します。

12%3 にマッチする文字列は、 1233、 123、 1244443 などです。

_ime にマッチする文字列は、 time、 lime、 dime などです。
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f をク リ ッ ク します。 行が 1 つ追加されます。 

g [AND/OR] 列の下にあるボッ クスをク リ ッ ク します。 表示される リ ス ト

から、 グループの比較方法を選択できます。 

オプシ ョ ンは [AND] または [OR] です。 [AND] オプシ ョ ンを使用する

とグループ間の共通集合が作成され、 [OR] オプシ ョ ンを使用する とグ

ループ間の和集合が作成されます。

h 手順 b から手順 e までを繰り返します。

6 リ ス ト内のプロパティの順番を変更するには、 プロパティを選択した後、 以
下のいずれかを実行します。

• リ ス ト内でプロパティを上に移動するには、 をク リ ッ ク します。

• リ ス ト内でプロパティを下に移動するには、 をク リ ッ ク します。

7 プロパティを削除するには、 グループを選択し をク リ ッ ク します。

8 完了したら、 [OK] をク リ ッ ク します。

フォルダーグループの作成

フォルダーグループには、 管理対象オブジェク トの列挙リ ス ト と、 別のフォル
ダーグループを含めるこ とができます。

フォルダーグループを作成するには、 以下の手順に従います。

1 以下のいずれかを実行します。

• グループの作成に使用するグループカテゴ リが分かっている場合は、 ナ
ビゲーシ ョ ンペインでそのグループカテゴ リのフォルダーを右ク リ ッ ク
し、 メニューから [ フォルダーの作成 ] を選択します。

• [ ファ イル ] メニューから [ 新規 ] を選択し、 [ フォルダグループ ] を選択

します。
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[ 新しいフォルダグループ ] または [ グループの作成 ] ダイアログボッ クスが

開きます。

このダイアログボッ クスは、 開いた方法によって画面が以下のよ うに異なり
ます。 

• [ ファ イル ] メニューを使用した場合は、 [ 新しいフォルダグループ ] ダ
イアログボッ クスが開きます。 このダイアログボッ クスには [ グループ

カテゴ リ ] リ ス トが表示されます。 こ こで、 フォルダーグループの作成

に使用するグループカテゴ リ を指定します。 

• グループカテゴ リ を右ク リ ッ ク した場合は、 [ グループの作成 ] ダイア

ログボッ クスが開きます。 この場合は [ グループカテゴ リ ] リ ス トは表

示されません。 ナビゲーシ ョ ンペインで右ク リ ッ ク したグループカテゴ
リ を使用しよ う と している とみなされるからです。 

2 [ 新しいフォルダグループ ] ダイアログボッ クスの場合のみ : [ グループカテ

ゴ リ ] リ ス トからグループカテゴ リ を選択します。

3 [ グループ名 ] ボッ クスに、 作成するグループの名前を入力します。

4 [ 説明 ] ボッ クスに、 グループの説明を入力します。

5 グループにノードを追加するには、 以下のいずれかを実行します。

• [ その他のノード ] ボッ クスでノードをダブルク リ ッ ク して、 そのノー

ドを
[ グループ内のノード ] ボッ クスに移動します。
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• [ その他のノード ] ボッ クスでノードまたはインタフェースを選択し、

をク リ ッ ク してそのノードを [ グループ内のノード ] ボッ クスに追

加します。

6 グループを作成する前にそのグループから ノードを削除するには、 以下のい
ずれかを実行します。

• [ グループ内のノード ] ボッ クスでノードをダブルク リ ッ ク して、 その

ノードを [ その他のノード ] ボッ クスに移動します。

• [ グループ内のノード ] ボッ クスでノードを選択し、 をク リ ッ ク し

てそのノードを [ その他のノード ] ボッ クスに戻します。

7 完了したら、 [OK] をク リ ッ ク します。  

グループのインポート

データベースにグループを追加するための方法の 1 つは、 そのグループが含ま

れているファ イルをインポートするこ とです。

管理対象オブジェク ト グループを含むファイルをインポートするには、 以下の手
順に従います。

1 [ ファ イル ] メニューから [ インポート ] を選択します。

[ 開く ] ダイアログボッ クスが開きます。

2 インポートするグループが含まれているファ イルに移動します。

3 ファ イル名をダブルク リ ッ クするか名前を選択し、 [ 開く ] をク リ ッ ク しま

す。

ファ イルがデータベースにインポート されている間、 進捗ウ ィンド ウが表示
されます。 インポートが完了する と、 インポート されたグループをグループ

管理リ ス トに表示できるよ うにな り ます。

フォルダーグループ内にサブフォルダーグループを含めたい場合は、 まず、 前
述した手順ですべてのフォルダーグループを作成します。 その後、 グループを別

のフォルダーグループに移動するこ とで、 グループを編集してサブフォルダー
グループを作成します。 339 ページの 「グループの編集」 を参照して ください。
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グループのエクスポート

別のデータベースにエクスポートする 1 つまたは複数のグループを含むファ イ

ルを作成できます。

管理対象オブジェク ト グループを 1 つ含むエクスポート ファ イルを作成するに

は、 以下の手順に従います。

1 グループ管理ツ リーで、 エクスポートするグループの名前を選択します。

2 [ ファ イル ] メニューの [ エクスポート ] から [ 選択済み ] を選択します。

[ 開く ] ダイアログボッ クスが開きます。

3 エクスポート ファ イルの保存先に移動します。

4 [ ファ イル名 ] ボッ クスにファ イル名を入力し、 [ 開く ] をク リ ッ ク します。

ファ イルの作成中は進捗ウ ィンド ウが表示されます。

すべての管理対象オブジェク ト グループを含むエクスポート ファ イルを作成する
には、 以下の手順に従います。

1 [ ファ イル ] メニューの [ エクスポート ] から [ すべてのグループ ] を選択しま

す。

[ 開く ] ダイアログボッ クスが開きます。

2 エクスポート ファ イルの保存先に移動します。

3 [ ファ イル名 ] ボッ クスにファ イル名を入力し、 [ 開く ] をク リ ッ ク します。

ファ イルの作成中は進捗ウ ィンド ウが表示されます。
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グループの管理

グループリ ーフノ ード を右ク リ ッ クすると 、 ショ ート カッ ト メ ニューが開きま
す。 このショ ート カッ ト メ ニューを使用して、 グループを開いて表示する、 ([ す
べて ] グループ以外のグループを ) 編集する、 または削除するこ と ができます。 
また、 [ 新規収集 ] メ ニューオプショ ンを使用してポーリ ングポリ シーを作成する

こ と もできます (343 ページの 「グループポーリ ングポ リシーの作成」 を参照 )。 

グループの表示

グループの内容を表示するには、 以下のいずれかを実行します。

• グループ名を右ク リ ッ ク し、 メニューから [ グループを開く ] を選択します。

• グループ名をダブルク リ ッ ク します。

グループの内容が、 オブジェク トブラウザウ ィンド ウに表示されます。 ( 表示

フォーマッ トは、 ブラウザウ ィンド ウの表示オプシ ョ ンによって異な り ます。
341 ページの 「表示オプシ ョ ンの設定」 を参照して ください )。   

ウ ィ ンド ウには、 このグループのメンバーである管理対象オブジェク トが表示さ
れます。 管理対象オブジェク ト を右ク リ ッ クする と、 シ ョート カッ ト メニューが

表示されます。 このシ ョート カッ ト メニューを使用して、 管理対象オブジェク ト
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をさまざまな表示フォーマッ トで表示できます。 オブジェク トは、 大きいアイコ

ン、 小さいアイコン、 一覧、 または詳細 ( オブジェク ト のプロパティ 値付き一覧 )
のいずれかで表示できます。

グループの編集

グループにオブジェク ト を追加した り、 グループからオブジェク ト を削除したり
できます。 フォルダーグループを編集している と きに、 そのグループに別のグ

ループを追加するこ と も可能です。  

グループを編集するには、 以下の手順に従います。

1 グループ名を右ク リ ッ ク し、 メニューから [< グループタイプ > の編集 ] ( たと

えば、 [ 列挙グループの編集 ]) を選択します。 

[ グループの編集 ] ダイアログボッ クスが開きます。 

2 グループにノードを追加するには、 以下のいずれかを実行します。

• [ その他のノード ] ボッ クスでノードをダブルク リ ッ ク して、 そのノー

ドを [ グループ内のノード ] ボッ クスに移動します。

グループマネージャでは、 [ すべて ] タイプグループは編集できません。
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• [ その他のノード ] ボッ クスでノードまたはインタフェースを選択し、

をク リ ッ ク してそのノードを [ グループ内のノード ] ボッ クスに追

加します。

3 グループを作成する前にそのグループから ノードを削除するには、 以下のい
ずれかを実行します。

• [ グループ内のノード ] ボッ クスでノードをダブルク リ ッ ク して、 その

ノードを [ その他のノード ] ボッ クスに移動します。

• [ グループ内のノード ] ボッ クスでノードを選択し、 をク リ ッ ク し

てそのノードを [ その他のノード ] ボッ クスに戻します。

4 [OK] をク リ ッ ク します。

グループの削除

グループを削除しても、 管理対象オブジェク トは削除されず、 グループのみが削
除されます。 そのグループがポーリ ングポ リシーの適用範囲にある場合は、 その

ポーリ ングポ リ シーを削除しなければ、 そのグループは削除できません。

グループを削除するには、 以下の手順に従います。

1 グループ名を右ク リ ッ ク し、 メニューから [ グループの削除 ] を選択します。 

削除の確認ウ ィンド ウが表示されます。 

2 [ はい ] をク リ ッ ク します。 

ログ情報の表示

[ 表示 ] メニューのオプシ ョ ンを使用して、 ログファ イルとデバッグ情報を表示

できます。

ログファ イル情報を表示するには、 [ 表示 ] メニューから [ ログ ] を選択します。
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[ ログビューア ] ウ ィ ンド ウが開きます 

[ ログビューア ] ウ ィ ンド ウには 5 つのタブがあ り、 それぞれに各種のログ情報

が表示されます。 ログメ ッセージは 4 つのタイプがあ り ます。 [ 情報 ]、 [ 警告 ]、
[ エラー ]、 および [ デバッグ ] です。 [ すべて ] タブには、 4 タイプすべてのメ ッ

セージが表示されます。

出力情報を表示するには、 [ 表示 ] メニューから [ 出力 ] を選択します。 

[ 出力ビューア ] ウ ィ ンド ウに、 生成された最新のログメ ッセージが表示されま

す。

表示オプシ ョ ンの設定

グループ管理の表示画面のデフォルト値を設定するには、 以下の手順に従いま
す。 これらのデフォルト設定の変更された内容は、 次回、 管理コンソールにログ

インしたと きに適用されます。

1 [ 編集 ] メニューから [ オプシ ョ ン ] を選択します。

[ オプシ ョ ン ] ウ ィンド ウが開きます。

2 [ グループ管理 ] タブを選択します。
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[ グループ管理 ] ページが開きます。 

3 ナビゲーシ ョ ンツ リーのグループ階層構造を設定するには、 [ ナビゲーシ ョ

ンビュー ] の矢印をク リ ッ ク し、 一覧から [ カテゴ リ別グループ ]、 [ タイプ

別グループ ]、 [ 名前別グループ ] のいずれかのオプシ ョ ンを選択します。

4 ブラウザウ ィンド ウにおけるグループオブジェク トの表示方法を設定するに
は、 [ ブラウザビュー ] の矢印をク リ ッ ク し、 一覧から [ 大 ]、 [ 小 ]、 [ リ ス

ト ]、 [ 詳細 ] のいずれかのオプシ ョ ンを選択します。

5 以下のいずれかを実行します。

• [ すべて ] タイプグループ ( 選択されているグループカテゴ リのすべての

管理対象オブジェク ト を含むグループ ) を表示するには、 [ グループカテ

ゴリ 'all' グループの表示 ] ボッ クスをオンにします。

• [ すべて ] タイプグループを表示しないよ うにするには、 [ グループカテゴ

リ 'all' グループの表示 ] ボッ クスをオフにします。

6 以下のいずれかを実行します。

• グループ管理時にデフォルトのレコードを表示するには、 [ データベース 
デフォルト レコードの表示 ] ボッ クスをオンにします。 

デフォルト レコード とは、 プロパティテーブルの作成時に、 データベー
スの整合性を維持するために OVPI が自動的に挿入するレコードです。
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• デフォルト レコードを表示しないよ うにするには、 [ データベース デフォ

ルト レコードの表示 ] ボッ クスをオフにします。

7 [OK] をク リ ッ ク します。

グループポーリングポリシーの管理

グループポーリ ングポ リシーは、 [ 収集ポ リシーの作成 ] ウ ィザードを使用して

作成できます。 また、 グループを表示する と使用できる [ ポーリ ングポ リシー ]
タブを使用して、 いずれかのグループに関連付けられているポーリ ングポ リシー
を編集または削除するこ と もできます。

グループポーリングポリシーの作成

グループのポーリ ングポ リシーを作成するには、 以下の手順に従います。

1 ポーリ ングポ リシーを作成するグループを右ク リ ッ ク し、 シ ョート カッ ト メ
ニューから [ 新規収集 ] を選択します。
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次の図のよ うなページが開き、 グループに関連付けられている収集可能な
テーブル ( 通常は、 raw テーブルと、 レート テーブル ) が一覧表示されます。

2 [ 収集可能なテーブル ] リ ス ト でテーブルを選択し、 [ 次へ ] をク リ ッ ク しま

す。
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次の図のよ うなページが開き、 ポーリ ングを実行するシステム ( ポーラー )
と、 データをポーリ ングする間隔を指定するよ う求められます。

3 以下の手順に従います。

a [ ポーラー ] リ スト から 、 データをポーリ ングするサーバーを選択します。

b [ ポーリ ング間隔 ] リ ス トから、 ポーラーにデータのポーリ ングを実行さ

せる間隔を選択します。

c [ 次へ ] をク リ ッ ク します。
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次の図のよ うなページが開き、 ポーリ ングポ リシーの名前と説明の入力を求
められます。

4 以下の手順に従います。

a [ 収集名 ] ボッ クスに、 ポーリ ングポ リシーの名前を入力します。

b [ 説明 ] ボッ クスに、 ポ リ シーの説明を入力します。 説明は省略するこ と

も可能です。

c [ 次へ ] をク リ ッ ク します。

要約ページが開き、 ポーリ ングポ リシーの概要が表示されます。

5 [ 終了 ] をク リ ッ ク します。

グループポーリングポリシーの変更

グループのポーリ ングポ リシーを変更するには、 以下の手順に従います。

1 グループ管理ツ リーで目的のグループに移動します。

ウ ィ ンド ウの右側の [ 選択されたグループに固有のポーリ ングポ リシー ]
ボッ クスに、 関連付けられているポーリ ングポ リシーが表示されます。
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2 変更するポ リシーを右ク リ ッ ク し、 シ ョート カッ ト メニューから [ プロパ

ティ ] を選択します。 

[ ポーリ ングポ リシーの編集 ] ダイアログボッ クスが開きます。 

3 247 ページの 「ポーリ ングポ リシーの編集」 で説明した手順でポーリ ングポ

リ シーを変更します。

ポーリングポリシーの削除

グループのポーリ ングポ リシーを変更するには、 以下の手順に従います。

1 グループ管理ツ リーで、 ポーリ ングポ リシーを削除するグループに移動しま
す。

ウ ィ ンド ウの右側の [ 選択されたグループに固有のポーリ ングポ リシー ]
ボッ クスに、 関連付けられているポーリ ングポ リシーが表示されます。

2 削除するポ リシーを右ク リ ッ ク し、 シ ョート カッ ト メニューから [ 削除 ] を
選択します。 

ダイアログボッ クスが開き、 選択されているポーリ ングポ リシーを削除する
かど うかを尋ねられます。 

3 [ はい ] をク リ ッ ク します。

ポーリングポリシービューの変更

リ ス ト ボッ クスにおけるポーリ ングポ リシーの表示方法を変更するには、 以下の
手順に従います。

1 グループ管理ツ リーで目的のグループに移動します。

ウ ィ ンド ウの右側の [ 選択されたグループに固有のポーリ ングポ リシー ]
ボッ クスに、 関連付けられているポーリ ングポ リシーが表示されます。

2 ポ リシーを右ク リ ッ ク し、 シ ョート カッ ト メニューから [ 表示 ] を選択しま

す。 

3 以下のいずれかを選択します。

• [ 大きいアイコン ] － ポーリ ングポ リシー名が、 大きいアイコンで横並

びに表示されます。
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• [ 小さいアイコン ] － ポーリ ングポ リシー名が、 小さいアイコンで横一

列に表示されます。

• [ リ ス ト ] － ポーリ ングポ リシー名が、 小さいアイコンで縦一列に表示

されます。

• [ 詳細 ] － 各ポーリ ングポ リシーの詳細情報 ( 名前、 説明、 ポーリ ング

間隔 ) が表示されます。

レポートでのグループの使用

レポート ビューアまたは Web アクセスサーバーを使用して遅延選択付きレポー

ト を開く場合は、 個々のノード と インタフェースを選択するこ と も、 ノード と イ
ンタフェースのグループを選択するこ と もできます。

たとえば、 「HP Systems」 とい う列挙リ ス ト グループを作成し、 このグループ

に 「Monty」 および 「Caesar」 とい う ノードを含めたと仮定します。 このレポー

ト を開く と き、 レポート用にこのグループを選択する と、 「Monty」 および

「Caesar」 システムのデータのみをレポートに表示するこ とができます。 

レポートの遅延ノードの選択の詳細は、 『HP OpenView Performance Insight レ

ポートの作成および表示ガイ ド』 を参照して ください。
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12  システムの管理
この章では、 システム / ネッ ト ワークの管理アプリ ケーシ ョ ンについて説明しま

す。 これは管理コンソールから利用できます。 このアプリ ケーシ ョ ンでは、 次の

ものを管理できます。

• Web アクセスサーバー。 Web アクセスサーバーシステムのプロパティを追

加、 削除、 変更できます。 さ らに、 プロパティを表示したり、 現在の Web
アクセスサーバーを別の使用可能なサーバーに変更するこ と もできます。

• データベース。 初期化パラ メータ とデータベースパスワードを変更するこ と

で、 データベースを追加、 削除、 変更できます。 また、 データベースのサイ

ズを拡張した り、 現在のデータベースを別の使用可能なデータベースに変更
した りするこ と もできます。

• リモートポーラー。 リ モートポーラーは、 ネッ ト ワーク ノードからデータを

収集し、 そのデータを OVPI データベースに格納するシステムです。 リモー

トポーラーは、 ネッ ト ワーク内のノードからデータを収集し、 OVPI データ

ベースが動作しているサーバーにそのデータを格納します。 リモートポー

ラーは、 専用ポーラーであるよ うに設定されます。 リモートポーラーにデー

タベースまたはク ライアン トは含まれません。 リモートポーラーのプロパ

ティを追加、 削除、 変更できます。
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システム / ネッ トワークの管理アプリケーシ ョ ン

の起動

システム / ネッ ト ワークの管理アプリ ケーシ ョ ンを起動するには、 以下の手順に

従います。

1 管理コンソールを起動します。 詳細は、 96 ページの 「管理コンソールの起

動」 を参照して ください。  

2 ナビゲーシ ョ ンペインの [ システム ] スナップインをク リ ッ ク します。

[ 管理コンソール ] に [ システム / ネッ ト ワークの管理 ] ウ ィンド ウが表示さ

れます。 ウ ィンド ウの左側には、 データベース、 Web アクセスサーバー、 お

よびリモートポーラーが表示されます。

図 33 は、 [ システム / ネッ ト ワークの管理 ] ウ ィンド ウを示しています。

図 33 [ システム / ネッ ト ワークの管理 ] ウ ィ ンド ウ

管理コンソールには管理者権限を持つアカウン トでログオンする必要があ り ま
す。 ユーザーアカウン トの詳細は、 516 ページの 「ユーザーアカウン トの管理」

を参照して ください。
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アイコンが青の場合は、 そのシステムに現在ログオンしているこ とを示してい

ます。

[ システム / ネッ トワークの管理 ] ウィンドウ

[ システム / ネッ ト ワークの管理 ] ウ ィンド ウには以下のペインがあ り ます。 

• 表示ペイン : 表示ペインは、 ウ ィンド ウの右側にあ り ます。 

• ナビゲーシ ョ ンペイン : ナビゲーシ ョ ンペインはウ ィンド ウの左側にあ り ま

す。 このペインには、 アクセス可能なシステムのツ リーが表示されます。 ツ
リーはフォルダーで構成されており、 各フォルダーにはページが含まれてい
ます。 各ページの下に、 さ らに別のページ、 またはフォルダーがある場合が
あ り ます。 

システムの階層レベルは、 Windows エクスプローラで Windows システムの

内容を表示する と き と まった く同様に展開できます。 フォルダー を展開する

こ とで、 そのフォルダー内のページやフォルダーを表示できます。 また、 階
層レベルを折りたたむこ と もできます。

ナビゲーシ ョ ンフレームのツ リーは、 次のよ うに操作します。

• フォルダーの内容をプレビューするには、 プラス記号 (+) をク リ ッ ク し

ます。 

フォルダーの内容は表示フレームに表示されます。

• 展開されたフォルダーを縮小するには、 マイナス記号 (-) をク リ ッ ク し

ます。 
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Web アクセスサーバーシステムの管理

システム / ネッ ト ワークの管理コンポーネン ト を使用する と、 Web アクセス

サーバーシステムの追加、 それらのシステムのプロパティを編集、 使用可能なシ
ステムの一覧からシステムを削除、 ローカルシステムと現在選択されている
Web アクセスサーバーを同期させるこ とができます。

Web アクセスサーバーの追加

Web アクセスサーバーを、 アクセス可能なシステムの一覧に追加するには、 以

下の手順に従います。

タスク  1: [Web アクセスサーバーの追加 ] ウィザードを起動する

1 (+) 記号をク リ ッ ク して Web アクセスサーバーリ ス ト を展開します。 [Web ア

クセスサーバー参照の追加 ] に対するオプシ ョ ンが表示されます。

2 [Web アクセスサーバー参照の追加 ] オプシ ョ ンをク リ ッ ク します。 

図 34 に、 [Web アクセスサーバーの追加 ] ウ ィザードを示します。 

図 34  [Web アクセスサーバーの追加ウ ィザード ] ウ ィ ンド ウ

3 [ 次へ ] をク リ ッ ク します。 
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タスク  2: Web アクセスサーバーへの接続に必要な情報を指定する

図 35 は、 [ 接続情報 ] ウ ィ ンド ウを示しています。

図 35 [ 接続情報 ] ウ ィンド ウ

1 [ ホス ト名 ] ボッ クスに Web アクセスサーバーのホス ト名を入力します。

2 Web アクセスサーバーのポート番号が 80 ( デフォルト ) 以外の場合は、

[HTTP ポート ] ボッ クスにポート番号を入力します。

3 Web アクセスサーバーで SSL が使用されており、 かつ通信を保護したい場

合は、 [TLS/SSL を使用 ] ボッ クスをオンにします。

4 [ 次へ ] をク リ ッ ク します。 
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タスク  3: Web アクセスサーバーの名前と説明を入力する

図 36 は、 [ システムの識別 ] ウ ィ ンド ウを示しています。

図 36 [ システムの識別 ] ウ ィンド ウ

5 [ 名前 ] ボッ クスにサーバーの名前 ( たとえば neast2) を入力します。

データベースは、 この名前でシステム設定ファ イルに登録されます。

6 [ 説明 ] ボッ クスに、 サーバーの説明を入力します。 説明は省略するこ と も可

能です。

7 [ 次へ ] をク リ ッ ク します。 

OVPI のシステム設定ファイル (systems.xml) にすでに存在する名前は指定で

きません。
354 第 12 章



タスク  4: 情報の要約を確認する 

図 37 は [ 概要 ] ウ ィンド ウを示しています。

図 37 [ 概要 ] ウ ィ ンド ウ

1 情報が正しいこ とを確認します。 

必要であれば、 [ 戻る ] をク リ ッ ク して前のページに戻り、 変更します。 変更

が完了したら、 [ 次へ ] をク リ ッ ク して [ 概要ページ ] ウ ィ ンド ウまで戻り ま

す。 

2 [ 完了 ] をク リ ッ クする と Web アクセスサーバーが追加されます。 

ウ ィザードが閉じ、 使用可能なシステムの一覧に Web アクセスサーバーが追加

されます。

Web アクセスサーバーのプロパティの表示および変更

必要に応じて、 現在の Web アクセスサーバーのプロパティを表示および変更で

きます。
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現在の Web アクセスサーバーの全般的な情報を表示するには、 ナビゲーシ ョ ン

ペインで Web アクセスサーバーのフォルダーを展開し、 サーバー名をク リ ッ ク

します。 表示ペインには、 [ 全般 ] および [WAS のプロパティ ] の 2 つのタブが表

示されています。

このダイアログボッ クスには以下のタブがあ り ます。

• [ 全般 ]: このタブには以下の情報が含まれています。

— [ 名前 ]: Web アクセスサーバーの名前を入力します。 

— [ ホス ト名 ]: Web アクセスサーバーのホス ト名を入力します。

— [IP アドレス ]: Web アクセスサーバーの IP アドレスを入力します。

— [ 説明 ] 説明を入力します。

• [WAS のプロパティ ]: このタブには以下の情報が含まれています。

— [ ポート ]: システムのポート番号を入力します。

— [SSL ポート ]: システムの SSL ポート番号を入力します。
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— [ 認証レルム ]: レルムを入力します。 レルムの詳細は、 558 ページの

手順 b を参照して ください。

— [ ドキュ メン トルート ]: ドキュ メン トルート を入力します。 レルムの

詳細は、 558 ページの手順 c を参照して ください。

— [ 通信プロ ト コル ]: [HTTP] または [HTTPS] をク リ ッ ク します。

情報を変更して [ 適用 ] をク リ ッ ク し、 保存できます。

選択されている Web アクセスサーバーの状態に応じて、 変更結果の保存先が、

[ システムのプロパティ ] ダイアログボッ クスに表示されます。 たとえば、 現在

のサーバーを選択した場合は、 現在のサーバーに変更結果が適用されます。 現在

のサーバー以外のサーバーを選択した場合は、 変更結果はそのサーバーにリモー
トで適用されます。 リモートサーバーへの変更は、 現在のサーバーには影響しま
せん。

• [ データベースのプロパティ ]: このタブには以下の情報が含まれていま

す。

— [ ポート ]: データベースのポート を入力します。

— [ 説明 ]: データベースの説明を入力します ( 省略可 )。

— [ ベンダー ]: [ ベンダー ] 矢印をク リ ッ ク し、 データベースタイプ

([Sybase]、 [Oracle]、 [Solid]、 および [SQLServer]) を選択します。

— [ データベースインスタンス ]: データベースインスタンスを入力し

ます。 デフォルトでは、 これらは DSQUERY(Sybase の場合 ) また

は $ORACLE_SID(Oracle の場合 ) です。 

— [ 最大接続数 ]: このデータベースプールの最大接続数を入力します。

— [ データベースユーザー名 ]: データベースユーザー名を入力します。 
デフォルトは dsi_dpipe です。

— [ パスワード ]: データベースユーザーのパスワードを入力します。

— [ デフォルトデータベース ]: Web アクセスサーバーが現在アクセス

しているデータベースを、 デフォルトのデータベースに設定する場
合は、 このオプシ ョ ンをク リ ッ ク します。

— [ デフォルトの収集データベース ]: Web アクセスサーバーが現在ア

クセスしているデータベースを、 デフォルトの収集データベースに
設定する場合は、 このオプシ ョ ンをク リ ッ ク します。
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3 タブを選択し、 変更を行い、 [ 適用 ] をク リ ッ ク して変更を適用します。 完了

したら、 [OK] をク リ ッ ク します。

現在のサーバー以外の Web アクセスサーバーのプロパティを表示するには、 そ

のサーバーに接続する必要があ り ます。 詳細は、 360 ページの 「Web アクセス

サーバーの変更」 を参照して ください。

Web アクセスサーバーの同期化

ローカルシステムと現在の Web アクセスサーバーとを同期させるこ とができま

す。 

システムを現在の Web アクセスサーバーと同期させるには、 以下の手順に従い

ます。

1 ナビゲーシ ョ ンペインで Web アクセスサーバーのフォルダーを展開し、

サーバー名をク リ ッ ク します。 表示ペインには、 [ 全般 ] および [WAS プロパ

ティ ] の 2 つのタブが表示されます。

2 [ 全般 ] タブをク リ ッ ク します。

現在のシステムを右ク リ ッ ク した場合、 同期オプシ ョ ンは使用できません。 
システムをそのシステム自身と同期させるこ とはできないため、 別のシステ
ムを選択して ください。

3 メニューから [ 同期化 ] をク リ ッ ク し、 次のオプシ ョ ンのいずれかを選択し

ます。 

• [ 完全同期化 ]: このオプシ ョ ンは初めに、 ローカルシステムと、 手順 1 で

選択した Web アクセスサーバーを同期化します。 このと き、 Web アク

セスサーバーのすべての情報が、 ローカルシステムの情報と置き換わり
ます。 続いて、 手順 1 で選択した Web アクセスサーバーからアクセス可

能な、 すべてのシステムを同期化します。 Web アクセスサーバーが現在

アクセスしていないシステムは追加されます。

この同期オプシ ョ ンでは基本的に、 [localhost の更新 ] オプシ ョ ンと

[Web アクセスサーバーの更新 ] オプシ ョ ンが行うのと同じ同期処理が実行

されます。 

たとえば、 複数のローカルシステムで、 重なった参照は Web アクセス

サーバーにある参照に統一され、 Web アクセスサーバーにない参照は、

ローカルシステムから Web アクセスサーバーにアップロード されます。
358 第 12 章



• [localhost の更新 ]: ローカルシステムを、 手順 1 で選択した Web アクセ

スサーバーと同期化できます。 Web アクセスサーバーのすべての情報

が、 ローカルシステムの情報と置き換わり ます。 ( この更新では、 [Web
アクセスサーバーの更新 ] オプシ ョ ンとは反対の機能が実行されます )。 

たとえば、 ローカルシステムに Thunderbolt という名前のシステムのエ

ン ト リーがあ り、 Web アクセスサーバーにも同じシステムのエン ト リー

がある と します。 この場合は Web アクセスサーバーがマスターになる

ため、 Web アクセスサーバーの Thunderbolt のエン ト リーが、 ローカ

ルシステムの Thunderbolt のエン ト リーに上書きされます。

• [Web アクセスサーバーの更新 ]: 手順 1 で選択した Web アクセスサーバー

からアクセス可能な、 すべてのシステムを同期化します。 Web アクセス

サーバーが現在アクセスしていないシステムは追加されます。

たとえば、 ローカルシステムに、 Web アクセスサーバーに追加したい

データベースがある場合は、 同期処理を実行する とそのデータベースが
Web アクセスサーバーに追加されます。

同期のオプシ ョ ンを選択する と、 同期のダイアログボッ クスが開いて同期処
理が開始されます。 この処理が正常に完了したかど うかは、 このダイアログ
ボッ クスでわかり ます。 同期処理が完了する と、 ダイアログボッ クスが閉じ

ます。 
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Web アクセスサーバーの変更

現在の Web アクセスサーバーを変更するには、 以下の手順に従います。

1 ツールバーで [ サーバーの変更 ] アイコン をク リ ッ クするか、 または、

[ ファ イル ] メニューから [ サーバーの変更 ] を選択します。 [OVPI システム

の変更 ] ダイアログボッ クスが開きます。

2 目的の Web アクセスサーバーを選択し、 [ 接続 ] をク リ ッ ク します。 接続が

確立される と、 このシステムの横にあるアイコンが青で強調表示されます。

Web アクセスサーバーの削除

Web アクセスサーバーを削除するには、 以下の手順に従います。

1 [ システム / ネッ ト ワークの管理 ] ウ ィンド ウのナビゲーシ ョ ンペインでサー

バーを右ク リ ッ ク します。

2 [ システム参照を削除 ] を選択します。 確認のダイアログボッ クスが開きます。

3 [ はい ] をク リ ッ ク します。 
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データベースの管理 

データベースの追加、 データベースに関連付けられているパラ メータの変更、 表
領域のプロパティの変更、 使用するデータベースサーバーの変更、 などの操作が
可能です。

データベースの追加

データベースサーバーを追加するには、 以下の手順に従います。

1 [ システム / ネッ ト ワークの管理 ] ウ ィンド ウのデータベースフォルダーを展

開します。

2 [ データベース参照の追加 ] をク リ ッ ク します。 [ データベースの追加ウィザード ]
が開きます。

3 [ 次へ ] をク リ ッ ク して続行します。 こ こで、 データベースのタイプを選択で

きます。

4 以下の手順に従います。

a 以下のいずれかのオプシ ョ ンを選択します。

— [OVPI データベース ]:  このオプシ ョ ンを使用する と、 OVPI データ

ベーススキーマが含まれているデータベースを追加できます。

— [ 非 OVPI データベース ]: このオプシ ョ ンでは、 汎用データベースを追

加できます。 汎用データベースには OVPI データベーススキーマは

含まれていません。 サポート されている汎用データベースのタイプ

は、 Oracle、 SQLServer、 および Solid です。

ユーザーが非 OVPI データベースにアクセスできるよ うにするには、 そのデー

タベースをユーザーに割り当てておく必要があ り ます。 つま り、 非 OVPI デー

タベースにアクセスできるよ うユーザーアカウン トが設定されていないユー
ザーは、 そのデータベースのデータを使用するレポート を作成できません。 

非 OVPI データベースをユーザーに割り当てるには、 そのデータベースをユー

ザーのアカウン トのデフォルトにするか、 非 OVPI データベースにアクセスす

るためのユーザーアカウン ト を別に作成します。 詳細は、 522 ページの 「ユー

ザーアカウン トの変更」 または 519 ページの 「ユーザーアカウン トの作成」 を

参照して ください。
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b [ 次へ ] をク リ ッ ク します。

— OVPI データベースを選択した場合は、 [ 接続情報 ] ウ ィ ンド ウが開

きます。 手順 5 に進みます。

— サポート されている非 OVPI データベースを選択した場合は、

[ データベース接続情報 ] ウ ィンド ウが開きます。 手順 6 に進みま

す。

5 以下の手順に従います。

a [ ホス ト名 ] ボッ クスにデータベースのホス ト名を入力します。

b データベースのポート番号が 80 ( デフォルト ) 以外の場合は、 [ ポート ]
ボッ クスに使用するポート番号を入力します。

c データベースが SSL を使用しており、 かつ通信を保護したい場合は、 
[TLS/SSL を使用 ] ボッ クスをオンにします。

d [ 次へ ] をク リ ッ ク します。 [ システムの識別 ] ページが開きます。 手順 7
に進みます。

6 以下の手順に従います。

a [ ホス ト名 ] ボッ クスにデータベースのホス ト名を入力します。

b データベースのポート番号が 80 ( デフォルト ) 以外の場合は、 [ ポート ]
ボッ クスに使用するポート番号を入力します。

c [ 説明 ] ボッ クスに説明を入力します。 説明は省略するこ と も可能です。

d [ ベンダー ] リ ス トからベンダーを選択します。

e [ データベースインスタンス ] にデータベースインスタンスを入力しま

す。

f パスワードボッ クスに、 dsi_dpipe アカウン トのパスワードを入力しま

す。

g [ 次へ ] をク リ ッ ク します。 [ システムの識別 ] ページが開きます。 

7 以下の手順に従います。

a [ 名前 ] ボッ クスにデータベースの名前 ( たとえば neast2) を入力しま

す。

OVPI のシステム設定ファイル (systems.xml) にすでに存在する名前は指定で

きません。
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データベースは、 この名前でシステム設定ファ イルに登録されます。

b [ 説明 ] ボッ クスに、 サーバーの説明を入力します。 説明は省略するこ と

も可能です。

c [ 次へ ] をク リ ッ ク します。 [ サマ リー ] ウ ィンド ウが開きます。

8 以下の手順に従います。

a 情報が正しいこ とを確認します。 

必要であれば、 [ 戻る ] をク リ ッ ク して前のページに戻り、 変更します。 
変更が完了したら、 [ 次へ ] をク リ ッ ク して [ 概要 ] ページまで戻り ます。 

b [ 完了 ] をク リ ッ クする とデータベースが追加されます。 

ウ ィザードが閉じ、 サーバーの使用可能なデータベースの一覧にこのデータベー
スが追加されます。

データベースプロパティの表示

必要に応じて、 データベースのプロパティを表示した り、 データベースパスワー
ドを変更した りできます。

データベースプロパティを表示するには、 以下の手順に従います。

1 [ システム情報 ] ナビゲーシ ョ ンツ リーで、 [ データベース ] フォルダーを展

開します。

2 表示するデータベースをク リ ッ ク します。 3 つのタブを表示するウ ィンド ウ

が開きます。

非 OVPI データベースシステムのレポート を作成および表示するには、 『HP 
OpenView Performance Insight レポートの作成および表示ガイ ド』 を参照して

ください。

データベースのプロパティを変更する場合は、 データベースに付属のツール
(Oracle Enterprise Manager など ) を使用します。
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3 [ データベースのプロパティ ] タブをク リ ッ ク します。 データベースのプロパ

ティが表示ペインに表示されます。

表示されるプロパティは次のとおりです。

• [ ホス ト名 ]

• [ ポート ]

• [ 説明 ]

• [ ベンダー ]: これはデータベースのタイプ (Sybase または Oracle) です。

• [ データベースインスタンス ]: デフォルトでは、 この名前は DSQUERY 
(Sybase の場合 ) または $ORACLE_SID (Oracle の場合 ) です。

• [Database Role]: ド ロ ップダウン メニューからデータベースの役割 ( ス
タンドアロンサーバー、 セン ト ラルサーバー、 またはサテライ トサー
バー ) を選択します。

• [ データベースユーザー名 ]
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• [ パスワード ]

• [ 接続プールのサイズ ]: OVPI 用に確立されている接続の数です。

• [JDBC 接続文字列 ]: OVPI の Java コンポーネン トでデータベース接続

に使用される文字列です。 

• [ODBC 接続文字列 ]: OVPI の C ベースのコンポーネン トでデータベー

ス接続に使用される文字列です。

• [ 接続テス ト ] ボタン : このボタンをク リ ッ クする と、 データベース接続

をテス トできます。

4 データベースパスワードを変更するには、 [ データベースパスワードの変更 ] を
ク リ ッ ク します。 [ データベースパスワードの変更 ] ダイアログボッ クスが開

きます。 

以下の手順に従います。

a [ 新しいパスワード ] ボッ クスに新しいパスワードを入力します。

b [ 確認 ] ボッ クスに新しいパスワードをも う一度入力します。

c [ データベースに関する変更 ] を選択する と、 データベースのパスワード と

共に、 systems.xml ファ イル内のパスワード も変更されます。 

たとえば、 システム A のデータベースパスワードを変更してあ り、 Web
アクセスサーバーはシステム B にある と仮定します。 [ データベースに関

する変更 ] オプシ ョ ンを選択すれば、 Web アクセスサーバーが更新され

たパスワードを systems.xml ファ イルから取得するため、 Web アクセ

スサーバーも次回からそのデータベースにアクセスできるよ うにな り ま
す。 このオプシ ョ ンを選択しなかった場合は、 Web アクセスサーバーは

システム A のデータベースにはアクセスできな くな り ます。
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d [OK] をク リ ッ ク します。

e Web アクセスサーバーと、 開いているク ラ イアン ト アプ リ ケーシ ョ ンを

すべて再起動します。 

データベースの初期化パラメータの変更

データベースの初期化パラ メータを変更するには、 以下の手順に従います。

5 [ システム情報 ] ナビゲーシ ョ ンツ リーで、 [ データベース ] フォルダーを展

開します。

6 表示するデータベースをク リ ッ ク してから [ 初期化パラメータ ] タブをク リ ッ

ク します。

データベースの初期化パラ メータが表示ペインに表示されます。

[ パラ メータ ] ウ ィンド ウに、 次の情報が表示されます。
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• [ 変更可能 ]: パラ メータの変更が可能かど うかを示します。

• [ 再起動が必要 ]: パラ メータを変更した後にデータベースを再起動する

必要があるかど うかを示します。

• [ パラ メータ ]: パラ メータの名前。

• [ 値 ]: パラ メータの現在の値。

• [ 説明 ]: パラ メータの説明。

データベースサイズの拡張

表領域とはデータベーステーブルの格納場所であ り、 カタログと似ています。 表
領域のサイズは拡張できます。 これによ り、 データベースのサイズも拡張されま
す。 

Sybase を使用している場合は、 データファ イルを追加するこ とで表領域を拡張

できます。 通常は、 Oracle の表領域は自動的に拡張されるよ う設定されている

ため、 領域を追加する必要はあ り ません。 使用できる容量をデータベース管理者

が制限している と きは、 場合によってはデータベースを拡張しなければなり ませ
ん。

データベースコンポーネン トのサイズ設定のガイド ライン

表 7 は、 データベースコンポーネン トの推奨サイズをま とめたものです。 

各データベースは、 データ と、 デバイスに関連するログで構成されます。 各デバ
イスは、 ファ イルまたは raw パーティシ ョ ンにマップされています。 データ と

ログのためのディ スク領域の初期サイズは、 インス トールプロセスで設定されま
す。 各 OVPI システムはそれぞれに特有な特性を持つため、 データベースサイズ

の拡張が不要な場合もあ り ます。 データベースのサイズを変更するべきかど うか

を判断できない場合は、 HP のテクニカルサポートにお問い合わせください。

表 7 データベースコンポーネン トのサイズ設定のガイ ド ラ イン

データベースコンポーネン ト ガイ ド ラ イン

一時データベース  (tempdb) 最小で OVPI データベースの 50%、 最大 1 GB

ト ランザクシ ョ ンログ 最小で OVPI データベースの 50%、 最大 2 GB
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データベースのサイズの拡張

データベースを拡張するには、 以下の手順に従います。

1 変更するデータベースが含まれているサーバーのフォルダーを展開します。

2 [ データベース ] フォルダーを展開し、 必要なデータベースを展開します。 使
用可能なデータベースが一覧表示されます。

3 変更するデータベースのフォルダーを展開します。

4 [ 表領域 ] フォルダーを展開します。 

データベースのタイプに応じて、 以下の表領域が表示されます。

• Sybase:  Sybase の表領域は次のものがあ り ます。

— dpipe_db。 Sybase では、 OVPI データベースは dpipe_db と して認

識されます。 

— tempdb。 これは、 Sybase で必要に応じて一時テーブルが作成され

る場所です。 たとえば、 グループ化やソート を行う クエ リに基づく

レポート を実行する と、 Sybase では tempdb 内に一時テーブルが作

成され、 こ こにビューから返されたデータが格納されます。 
ｓ Sybase のインス トール時に、 小さな領域 ( 約 2MB) が tempdb に

割り当てられます。

• Oracle: Oracle の表領域は、 dpipe_default_seg、
dpipe_property_ind_seg、 dpipe_property_seg、
dpipe_upload_ind_seg、 dpipe_upload_seg、 dpipe_rate_ind_seg、
dpipe_rate_seg、 dpipe_summary_ind_seg、 dpipe_summary_seg、 お

よび dpipe_overflow_seg です。

OVPI がインス トールされているシステムが、 Oracle Client を使用して リモー

トの Oracle データベースにアクセスしている場合は、 表領域を拡張できませ

ん。
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5 表領域をク リ ッ ク します。 表示ペインに [ 表領域 ] ウ ィ ンド ウが開きます。 こ
のウ ィンド ウは、 次の図のよ うなものです。 

[ 表領域 ] ウ ィ ンド ウには以下の情報が表示されます。

• [ 名前 ]: データファ イルの名前

• [ サイズ ]: データファ イルのサイズ

• [ 使用済み ]: 使用されているデータファ イルの割合 (%)

• [ データファ イル ]: データファ イルのファ イル名

• [ 使用法 ]: ファ イルの用途

• [ サイズ ]: ファ イルのサイズ

• [% 使用済み ]: 使用されているファ イルの割合 (%)。 この値が、 データ

ベースの 60% 以上が使用されているこ とを示している場合は、 データ

ベースの拡張を推奨します。 あるいは、 不要なデータを削除するか、

データの保存期間を短くする という方法もあ り ます。
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6 データファ イルを追加するには、 [ データファイルの追加 ] をク リ ッ ク します。 
[ 拡張 ] ダイアログボッ クスが開きます。 

7 以下の手順に従います。

a [ データファ イル ] ボッ クスにデータファ イルの名前を入力するか、 また

は [ 参照 ] をク リ ッ ク してファ イルを検索します。

[ 参照 ] オプシ ョ ンを使用する と、 ローカルシステム上のファイルを選

択するか、 ファ イルの作成先とするデータベースシステム上のディ レク
ト リに移動するこ とができます。 たとえば、 現在 Windows システムに

ログオンしており、 データベースは UNIX システムにある と します。 こ

の場合は、 [ 参照 ] オプシ ョ ンを使用する と、 UNIX システムのディ レ

ク ト リ階層を参照できます。

b [ サイズ (M)] ボッ クスに、 データファ イルのサイズを入力します。 

c Sybase のみ : 以下の手順に従います。

— Sybase データベースに OVPI データ用の領域を追加するには、

[ データ記憶領域 ] をク リ ッ ク します。

— データベースのログセグメン トに領域を追加するには、 [ ト ランザク

シ ョ ンログ ] をク リ ッ ク します。 

ログセグメン ト とは、 データベースへの変更をコ ミ ッ ト されるまで
格納しておく、 データベース上の領域です。 ログセグメン トは、 ロ

グ以外の全データファ イルの合計サイズの約 50% にしておく こ とを

お勧めします。

d [ 拡張 ] をク リ ッ ク します。

新しいデータファ イルがウ ィンド ウに表示されます。
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データベースサーバーの変更

使用するデータベースサーバーを変更するには、 以下の手順に従います。

1 ツールバーで をク リ ッ クするか、 または [ ファ イル ] メニューから [ サー

バーの変更 ] を選択します。 [OVPI システムの変更 ] ダイアログボッ クスが開

きます。

2 目的のデータベースを選択し [ 接続 ] をク リ ッ ク します。 接続が確立される

と、 このシステムの横にあるデータベースアイコンが緑で強調表示されま
す。
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リモートポーラーの追加

システム / ネッ ト ワーク管理コンポーネン ト を使用して、 システムにリモート

ポーラーを追加できます。

リモートポーラーの追加

アクセスできるシステムのリ ス トに リモートポーラーを追加するには、 以下の手
順に従います。

タスク  1: リモートポーラーの追加ウィザードを起動する

1 (+) 記号をク リ ッ ク して リモートポーラーリ ス ト を展開します。 [ リモート

ポーラー参照の追加 ] に対するオプシ ョ ンが表示されます。

2 [ リモートポーラー参照の追加 ] オプシ ョ ンをク リ ッ ク します。 

図 34 はリモートポーラーウ ィザードの追加を示しています。 

図 38 [ リモートポーラーウ ィザードの追加 ] ウ ィンド ウ

3 [ 次へ ] をク リ ッ ク します。
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タスク  2: リモートポーラーへの接続に必要な情報を指定する

図 39 は、 [ 接続情報 ] ウ ィ ンド ウを示しています。

図 39 [ 接続情報 ] ウ ィンド ウ

1 [ ホス ト名 ] ボッ クスに リモートポーラーのホス ト名を入力します。

2 [HTTP ポート ] ボッ クスに リモート ポーラーのポート番号を入力します。

3 リモートポーラーが SSL を使用しており、 かつ通信を保護したい場合は、 
[TLS/SSL を使用 ] ボッ クスをオンにします。

4 [ 次へ ] をク リ ッ ク します。 
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タスク  3: リモートポーラーの名前と説明を入力する

図 40 は、 [ システムの識別 ] ウ ィ ンド ウを示しています。

図 40 [ システムの識別 ] ウ ィンド ウ

5 [ 名前 ] ボッ クスに、 リモートポーラーの名前を入力します。

6 [ 説明 ] ボッ クスに、 リモートポーラーの説明を入力します。 説明は省略する

こ と も可能です。

7 [ 次へ ] をク リ ッ ク します。 

OVPI のシステム設定ファイル (systems.xml) にすでに存在する名前は指定で

きません。
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タスク  4: リモートポーラーに関して入力した情報の要約を確認する

図 41 は [ サマ リー ] ウ ィ ンド ウを示しています。

図 41 [ サマ リー ] ウ ィンド ウ

1 情報が正しいこ とを確認します。 

必要であれば、 [ 戻る ] をク リ ッ ク して前のページに戻り、 変更します。 変更

が完了したら、 [ 次へ ] をク リ ッ ク して [ 概要ページ ] ウ ィ ンド ウまで戻り ま

す。 

2 [ 完了 ] をク リ ッ クする と リモートポーラーが追加されます。 

ウ ィザードが閉じ、 リモートポーラーがリ ス トに追加されます。

タスク  5: ポーリングポリシーを編集する

1 ナビゲーシ ョ ンペインで [ 管理 ] スナップインをク リ ッ ク し、 [ ポーリングポ

リシー ] をク リ ッ ク します。
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2 ポーリ ングポ リシーのリ ス トからポーリ ングポ リシーを選択します。

3 [ 編集 ] メニューから  [ ポーリングポリシー ] を選択します。 [ ポーリ ングポ リ

シーの編集 ] ウ ィ ンド ウが表示されます。
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4 [ データパイプの使用 ] の隣にある [ 作成 ] ボタンをク リ ッ ク します。 [ データ

パイプインス トールの作成 ] ウ ィ ンド ウが開きます。

5 リモートポーラーのホス ト名を入力し、 [OK] をク リ ッ ク します。 [ リモート

ポーラーの編集 ] ウ ィンド ウに戻り ます。

6 [ リモートポーラーの編集 ] ウ ィンド ウで [OK] をク リ ッ ク します。

ポーリ ングポ リ シーごとにステップ 2 から 6 までを繰り返します。
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13 保持期間テーブルの管理
この章では、 HP OpenView Performance Insight (OVPI) のテーブルマネージャ

アプ リ ケーシ ョ ンの使用方法を説明します。 このアプ リ ケーシ ョ ンを使用して、
データベースの使用状況とサイズの増大を監視し、 データ とプロパティテーブル
を表示および作成し、 個々のテーブル、 および全体のテーブルのデフォルト を設
定します。

具体的には、 以下を行う方法を説明します。

• テーブル情報を表示する。 381 ページを参照して ください。

• テーブルの詳細情報を表示する。 387 ページを参照して ください。

• テーブル内のデータを表示する。 402 ページを参照して ください。

• テーブルを作成する。 429 ページを参照して ください。

• テーブルのデフォルト を設定する。 447 ページを参照して ください。

テーブルの詳細については、 『HP OpenView Performance Insight TEEL 
Reference Guide』 を参照して ください。 このマニュアルには、 テーブルの属性

と TEEL ファ イルの作成に関する情報が記載されています。

テーブルマネージャの起動

テーブルマネージャを起動するには、 以下の手順に従います。

1 管理コンソールを起動します。 詳細は、 96 ページの 「管理コンソールの起

動」 を参照して ください。  

管理コンソールには管理者権限を持つアカウン トでログオンする必要があ り ま
す。 ユーザーアカウン トの詳細は、 516 ページの 「ユーザーアカウン トの管理」

を参照して ください。
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2 ナビゲーシ ョ ンペインの [ 管理 ] アイコンをク リ ッ ク します。

[ 管理 ] スナップインが開きます。

3 [ 管理 ] スナップインにあるナビゲーシ ョ ンツ リーで、 テーブルをク リ ッ ク し

ます。

[ テーブルマネージャ ] ウ ィ ンド ウが開きます。

[ テーブルマネージャ ] ウ ィ ンド ウには以下のペインがあ り ます。 

• 表示ペイン : 表示ペインは、 ウ ィンド ウの右側にあ り ます。 

• ナビゲーシ ョ ンペイン : ナビゲーシ ョ ンペインはウ ィンド ウの左側にあ り ま

す。 ペインにはツ リーが表示されます。 ツ リーはフォルダーで構成されてお

り、 各フォルダー内には項目があ り、 各項目の下に、 さ らに別の項目、 また
はフォルダーがある場合があ り ます。 

ツ リーの階層レベルは、 Windows エクスプローラで Windows システムの内容

を表示するのとまったく同様に展開できます。 フォルダー を展開する と、 その

フォルダー内の項目やフォルダーを表示できます。 また、 階層レベルを折りたた
むこ と もできます。

ナビゲーシ ョ ンフレームのツ リーは、 次のよ うに操作します。

• フォルダーの内容をプレビューするには、 プラス記号 (+) をク リ ッ ク します。 

フォルダーの内容は、 表示フレームに表示されます。
380 第 13 章



• 展開されたフォルダーを縮小するには、 マイナス記号 (-) をク リ ッ ク します。 

テーブル情報の表示

さまざまなタイプのテーブルに関する情報を表示できます。 データおよび内部

テーブルの列は、 プロパティテーブルの列とは異なり ます。 こ こでは、 さまざま

なタイプのテーブルに表示される列と、 情報の表示形態を変更する機能について
説明します。 

表示機能

テーブルマネージャでは、 表示情報を変更および検索できます。 昇順または降順

でのソート、 列のサイズの変更、 更新、 検索といった機能があ り ます。

情報のソート

列内の情報を昇順でソートするには、 ソートする列の見出しにカーソルを置きク
リ ッ ク します。 

同様に、 列内の情報を降順でソートするには、 ソートする列の見出しにカーソル
を置き、 [Shift] キーを押しながら ク リ ッ ク します。

列のサイズの変更

列のサイズを変更するには、 以下の手順に従います。

1 カーソルを、 列の見出しの右枠の上に置きます。

2 ポインタが に変わったら、 左マウスボタンを押しながら動かして、 列を

希望の幅に調整します。

情報の更新

テーブルマネージャの表示を更新できます。 テーブルマネージャの表示を更新す

る と、 列は元の順序でソート され、 列のサイズも元の大きさに戻り ます。 また、
強調表示されていた行も通常の表示に戻り ます。

画面を更新するには、 をク リ ッ クするか、 [ 表示 ] メニューから [ 更新 ] を選

択します。

↔
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エイリアス名の検索

テーブルマネージャでは、 現在アクティブなテーブルのリ ス トからエイ リ アス名
を検索できます。 

現在のリ ス トからエイ リ アス名を検索するには、 以下の手順に従います。

1 [ 編集 ] メニューから [ エイリアス名の検索 ] を選択します。

[ エイ リ アス名の検索 ] ダイアログボッ クスが開きます。 

2 [ エイ リ アス名 ] ボッ クスに、 検索するエイ リ アス名を入力します。

3 語句の一部分だけでなく全体が一致する検索をする場合は、 [ 単語との完全一

致のみ ] をク リ ッ ク します。 

4 大文字 / 小文字を区別する場合は、 [ 大文字小文字の一致 ] をク リ ッ ク します。 

5 [ エイリアス名の検索 ] をク リ ッ クする と、 エイ リ アス名が検索されます。

データテーブルのタイプ別またはカテゴリ別での表示

表示ペインにはさまざまなフ ィルターが含まれています。 次のフ ィルターを使用

して、 利用可能なデータテーブルのサブセッ トだけを表示するこ とができます。

• オブジェク ト タイプ

• カテゴ リ

• 保持プロファ イル

• テーブルタイプ

• 時間タイプ
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たとえば、 [ カテゴ リ ] フォルダーからルーターを選択した場合は、 表示ペイン

に以下のよ うな結果が表示されます。 

表示される列は以下のとおりです。  

実際に表示される列は、 この例の列とは異なる場合もあ り ます。 データテーブル

の表示時にどの列を表示するかは、 ユーザが選択できます。 詳細は、 386 ページ

の 「テーブル列の表示の変更」 を参照して ください。

[ カテゴ リ ]: テーブルのカテゴ リです。 カテゴ リ とは、 OVPI のレポート

機能によってテーブルのグループに割り当てられる標準の
コードです。 レポートのタイプに基づいて、 複数のテーブル

をグループにするこ とができます。 最後に追加したカテゴ リ

は、 リ ス トの末尾に表示されます。

[ エイ リ アス名 ]: データベース内のテーブルの、 論理的かつ一意な、 内容を
表した名前です。 

[SQL 名 ]: SQL Server がテーブルを識別するための名前です。 SQL ク

エ リにはこの名前を使用します。

[ サイズ ( 行 )]: テーブルの行数です。

[ アクティブデー

タの保持 ( 日数 )]:
テーブル内にデータを保持する日数です。  この日数プラス 1
日が経過したデータは破棄されます。 保持のためのオプシ ョ

ンは以下のとおりです。 

• [ 永続的に ] － データは永久に削除されません。

• [n] － データはこの日数だけ保存されます。

[ デフォルト ] － データはデフォルトの期間 ( 時間タイプの

保持期間 ) だけ保持されます。 この値は、 [ テーブルのデ

フォルトの設定 ] ダイアログボッ クスの [ データを保持する

日数 ] ボッ クスで設定します。
保持期間テーブルの管理 383



[ アーカイブデー

タの保持 ( 日数 )]: 
テーブル内にデータを保持する日数です。  この日数プラス 1
日が経過したデータは破棄されます。 アーカイブ保持のため

のオプシ ョ ンは以下のとおりです。 

• [ 永続的に ] － データは永久に削除されません。

• [n] － データはこの日数だけ保存されます。

[ デフォルト ] － データはデフォルトの期間 ( 時間タイプの

アーカイブ保持期間 ) だけ保持されます。 この値は、 [ テー

ブルの詳細設定 ] ダイアログボッ クスの [ アーカイブ保持 ]
ボッ クスで設定します。

[ アーカイブ対象 ]: これは、 アーカイブテーブルを作成するかど うかを指定す
るためのフラグです。

[ タイムタイプ ]: データの時間タイプです。 時間タイプは、 as-polled、 分以

下、 5 分、 時単位、 日単位、 週単位、 月単位、 四半期単位、

年単位のいずれかです。

[ タイプ ]: このテーブルに格納されているデータのタイプです。 使用で

きるタイプは、 未処理 (raw)、 レート 、 要約、 予測、 ベース

ライン、 イベン ト、 および予測です。 各タイプの説明

は、431 ページのタスク 3 を参照して ください。
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プロパティテーブルの表示

データベース内の既存のプロパティテーブルを表示するには、 テーブルタイプリ
ス トで [ プロパティ ] を選択します。 次の図は、 [ テーブルタイプ ] リ ス トからプ

ロパティを選択したと きの、 表示ペインの表示結果の例です。

表示される列は以下のとおりです。  

[ エイ リ アス名 ]: データベース内のテーブルの、 論理的かつ一意な、 内容を表
した名前です。

[SQL 名 ]: SQL Server がテーブルを識別するための名前です。 SQL ク

エ リにはこの名前を使用します。

[ タイプ ]: テーブルに格納されているデータのタイプです。 プロパティ

テーブルの場合は、 値は常に [ プロパティ ] です。

[ 標準である ]: この項目がオンの場合は、 OVPI データベースの標準のテー

ブルです。 

[ サイズ ( 行数 )]: テーブルの行数です。
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テーブル列の表示の変更

テーブルの列を表示するかど うかと、 テーブル内の列の表示順序を、 変更できま
す。

テーブル列の表示形態を変更するには、 以下の手順に従います。

1 テーブル列の名前のいずれかを右ク リ ッ ク します。 

シ ョート カッ ト メニューに、 以下の図のよ うに、 使用可能な、 列の見出しが
いくつか表示されます。 

2 [ 続く ] をク リ ッ クする と、 以下の図のよ うに、 すべての見出しが一覧表示さ

れます。 

3 列の順序を変更するには、 列名を選択し、 その列が希望の位置にく るまで

または をク リ ッ ク します。

4 列を非表示にするには、 列名の横にある [ 列の表示 ] オプシ ョ ンをオフにしま

す。 

5 現在非表示になっている列を表示するには、 列名の横にある [ 列の表示 ] オプ

シ ョ ンをオンにします。

6 列の幅を変更するには、 以下の手順を実行します。 

a 列の [ 設定する幅 ] ボッ クスをダブルク リ ッ ク します。
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b 現在の値を削除し、 新しい値を入力します。

c

7 [OK] をク リ ッ ク します。

データと内部テーブルの詳細の表示

データまたは内部テーブルに関する詳細情報を表示するには、 テーブルマネー
ジャの表示ペインでテーブルをダブルク リ ッ ク します。

[ データテーブル詳細 ] ダイアログボッ クスが開きます。 デフォルトでは、 [ テー

ブル情報 ] タブが開きます。

図 42 [ データテーブル詳細 ] ダイアログボッ クス

[ データテーブル詳細 ] ダイアログボッ クスは、 [ テーブル情報 ]、 [ 保持プロファイ

ル ]、 および [ インデックスプロファイル ] の 3 つのタブから構成されています。

[ データテーブル詳細 ] ダイアログボッ クスを使用して、 以下のこ とを実行でき

ます。

• テーブルの列に関する情報の表示

• 説明を追加する
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• テーブルの列に関する情報の表示

• 対応するインデッ クスに関する情報を表示する

• 保持プロファ イルを表示および管理する

• インデッ クスプロファ イルを表示および管理する

データテーブルの情報の表示

[ データテーブル詳細 ] ダイアログボッ クス (387 ページの図 42) の [ テーブル情

報 ] ボッ クスには、 選択されているテーブルのテーブル情報が表示されます。 
データテーブルの場合は、 [ テーブル情報 ] ボッ クスに、 このデータまたは内部

テーブルで使用されているプロパティテーブルの名前も表示されます。

データテーブルの説明の追加

[ データテーブル詳細 ] ダイアログボッ クス (387 ページの図 42) の [ テーブルの

説明 ] ボッ クスに、 テーブルの説明を記入できます。 [ テーブルの説明 ] ボッ クス

に説明文を入力し [OK] をク リ ッ ク します。 説明文は最大で 255 文字までです。
388 第 13 章



データテーブルの情報の表示

テーブルの列に関する詳細を表示するには、 [ データテーブル詳細 ] ダイアログ

ボッ クス (387 ページの図 42) の [ 列 ] をク リ ッ ク します。 [ 列 ] ウ ィンド ウが開

きます。 

[ 列 ] ウ ィンド ウには、 テーブル内の各列に、 以下の情報が表示されます。  

[ エイ リ アス名 ]: テーブル内の列の、 論理的かつ一意な、 内容を表した名前で
す。

[SQL 名 ]: テーブル内の列の SQL 名です。

[データタイプ ]: 各列の OVPI データタイプです。 各タイプについての詳細

は、433 ページのタスク 4 を参照して ください。

[SQL タイプ ]: この列のデータのデータベースタイプです。 各タイプについて

の詳細は、433 ページのタスク 4 を参照して ください。

[ 資産列 ]: この項目がオンの場合は、 この列に、 アセッ ト要約で使用さ
れるアセッ トプロパティが含まれています。 
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データテーブルのインデックス情報の表示

テーブルのインデッ クスに関する詳細を表示するには、 [ データテーブル詳細 ]
ダイアログボッ クス (387 ページの図 42) の [ インデックス ] をク リ ッ ク します。 
[ インデッ クス ] ウ ィ ンド ウが開きます。

[ インデッ クス ] ウ ィ ンド ウには、 テーブルの各インデッ クスに、 以下の情報が

表示されます。  

[ オブジェク ト

識別子 ]: 
MIB ツ リーにおける、 選択されているオブジェク トへのパス

です。 ピ リオドで区切られた数字の列で表されます。 SNMP
コレク タに関連付けられている列にのみ MIB OID 値が表示さ

れ、 それ以外の列ではこの項目は空欄である場合があ り ます。

[ 空白可 ]: この項目がオンの場合は、 この列は NULL の可能性があ り ま

す。

[デフォルト値 ]: 列のデフォルト値です。

[ インデッ クス名 ]: テーブルのインデッ クスの名前です。

[ 一意 ]: この項目がオンの場合は、 そのインデッ クスは一意です。

[ ク ラスタ化 ]: この項目がオンの場合は、 そのインデッ クスはク ラスタ化
されています。

[ 列 1]: インデッ クスの構築に使用される 1 つ目の SQL 名です。

[ 列 2]: インデッ クスの構築に使用される 2 つ目の SQL 名です。

インデッ クスの各要素ごとに列が表示されます。
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保持プロファイル

データテーブルのデータ保持プロファ イルは、 データベースにデータテーブルを
作成する と きに作成されます。 datapipe_manager コマンドは、 TEEL ファ イル

に指定されている情報を使って保持プロファ イルを作成します。 
datapipe_manager コマンドは、 保持プロファ イルを参照するデータテーブル

がない場合にその保持プロファ イルを削除します。 保持プロファ イルの詳細は、

581 ページの 「データのアーカイブ」 を参照して ください。

インデックスプロファイル

indexmaint コマンドは、 OVPI システムにある既存のデータテーブルを管理

し、 データまたはプロパティテーブルに関連付けられている日常作業を実行しま
す。 テーブルによっては、 変更頻度が低いものがあ り ます。 このよ う なテーブル

では毎日 indexmaint コマンドが実行されます。 これは、 OVPI システムのリ

ソース使用率と処理時間に悪影響を与えます。

インデッ クスプロファ イルは、 指定した間隔で indexmaint によ り実行される統

計タスクまたはインデッ クス化関連タスクのグループです。 各データテーブルま

たはプロパティテーブルには、 そのテーブルに関連付けられたデフォルトのイン
デッ クスプロファ イルがあ り ます。 最適な方法でインデッ クスを管理するため

に、 OVPI 管理コンソールでインデッ クスプロファ イルウ ィザードを使用して、

カスタマイズしたインデッ クスプロファ イルを作成するこ とができます。 詳細は

インデッ クスプロファ イルの作成を参照して ください。

テーブルで indexmaint を起動する と、 テーブルのインデッ クスプロファ イルに

関連付けられた作業を実行します。 カスタマイズしたインデッ クスプロファ イル

がテーブルに割り当てられていない場合、 indexmaint はそのテーブルのデフォ

ルトのインデッ クスプロファ イルに列挙されている作業を実行します。 

デフォルトのインデッ クスプロファ イルは、 テーブルのタイプごとに以下の作業
を実行します。

• すべてのレート、 時単位、 日単位のテーブルの統計情報を毎日収集する

• すべての週単位のテーブルの統計情報を毎月曜日に収集する  

• すべての月単位、 四半期単位、 および年単位のテーブルの統計情報を毎月 2
日に収集する
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テーブル名を指定せずに indexmaint を起動する と、 すべてのデータテーブルお

よびプロパティテーブルのデフォルトのインデッ クスプロファ イルに列挙されて
いる作業を実行します。

インデックスプロファイルの管理

インデッ クスプロファイルウ ィザードを使用すると、 以下の作業を実行できます。

• インデッ クスプロファ イルの表示および割り当て

• インデッ クスプロファ イルの作成

• インデッ クスプロファ イルの編集

インデックスプロファイルの表示および割り当て

[ データテーブル詳細 ] ダイアログボッ クスの [ インデッ クスプロファ イル ] タ
ブには、 選択したデータテーブルの現在のインデッ クスプロファ イル設定が表示
されます。

既存のインデッ クスプロファ イルの表示および割り当てを行うには、 以下の手順
に従います。

1 [ インデックスプロファイルの表示 ] をク リ ッ ク します。

indexmaint コマンドの詳細については、 『HP OpenView Performance Insight 
Reference Guide』 を参照して ください。
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[ インデッ クスポ リ シープロファ イル ] ダイアログボッ クスが開きます。 この

ダイアログボッ クスには、 既存のインデッ クスプロファ イルのリ ス ト と以下
の情報が表示されます。

2 インデッ クスプロファ イルをテーブルに割り当てるには、 リ ス トからイン
デッ クスプロファ イルを選択し、 [ インデックスプロファイルの割り当て ] をク

リ ッ ク します。

3 完了したら、 [ 閉じる ] をク リ ッ ク します。

インデックスプロファイルの作成

インデッ クスプロファ イルウ ィザードを使用して、 新しいインデッ クスプロファ
イルを作成します。 インデッ クスプロファ イルには 1 つまたは複数の統計タスク

またはインデッ クス化関連タスクを含めるこ とができます。

インデッ クスプロファ イルを作成するには、 以下の手順に従います。

1 テーブルマネージャの表示ペインでテーブルをダブルク リ ッ ク します。

[ データテーブル詳細 ] ダイアログボッ クスが開きます。

2 [ インデックスプロファイル ] タブをク リ ッ ク してから、 [ 作成 ] をク リ ッ ク し

ます。

名前 インデッ クスプロファ イルの名前。

説明 インデッ クスプロファ イルの説明。

タスク リ ス ト 選択されたインデッ クスプロファ イルのタスクの
リ ス ト 。
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[ インデッ クスポ リ シープロファ イル ] ダイアログボッ クスが開きます。

3 [ 名前 ] ボッ クスにそのインデッ クスプロファ イルの名前を入力します。

名前は最大 64 文字までです。 英文字、 数字、 下線 (_)、 またはハイフン (-)
を含めるこ とができます。

4 [ 説明 ] ボッ クスに、 インデッ クスプロファ イルの説明を入力します。

説明は省略するこ と も可能です。 説明は、 最大 255 文字までです。

5 統計タスクおよびインデッ クス化タスクの作成

統計タスク :

a テーブルを分析する場合は、 [ 統計関連のタスク ] チェッ クボッ クスをオ

ンにします。

b [ 統計タスク ] リ ス トから、 以下のいずれかのオプシ ョ ンを選択します。

—  GatherStatisticsTask: 統計情報を収集するタスクが作成されます。
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—  AnalyzeTableTask: テーブルを分析するタスクが作成されます。

c 以下のいずれかのオプシ ョ ンを選択します。

— [ 日単位 ]: [ 頻度 ] リ ス トは使用できません。 テーブルのデータは毎

日収集されます。 インデッ クス化タスクを作成する場合は、 手順 a
に進みます。 それ以外は手順 6 に進みます。

— [ 週単位 ]: テーブルのデータは週単位で収集されます。 [ 頻度 ] リ ス ト

には曜日が表示されます。 手順 d に進みます。

— [ 月単位 ]: テーブルのデータは月単位で収集されます。 [ 頻度 ] リ ス ト

には、 1 から 31 および最終日の値が表示されます。 手順 d に進みま

す。

d [ 頻度 ] リ ス トから、 適切な値を選択します。

インデッ クス化タスク :

a インデッ クスを再構築または結合する場合は、 [ インデクシング関連のタス

ク ] チェッ クボッ クスをオンにします。

b [ インデッ クスタスク ] リ ス ト から、 以下のいずれかのオプシ ョ ンを選択

します。

— RebuildIndexTask: インデッ クスを再構築するタスクが作成されま

す。

— CoalesceIndexTask: インデッ クスを結合するタスクが作成されます。

c 以下のいずれかのオプシ ョ ンを選択します。

— [ 日単位 ]: [ 頻度 ] リ ス トは使用できません。 インデッ クス化タスク

は毎日発生します。 手順 6 に進みます。

— [ 週単位 ]: インデッ クス化タスクは週単位で発生します。 [ 頻度 ] リ ス

トには曜日が表示されます。 手順 d に進みます。

— [ 月単位 ]: インデッ クス化タスクは月単位で発生します。 [ 頻度 ] リ ス

トには、 1 から 31 および最終日の値が表示されます。 手順 d に進み

ます。 

d [ 頻度 ] リ ス トから、 適切な値を選択します。

6 [ 追加 ] をク リ ッ ク します。
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インデッ クスプロファ イルの作成が成功する と、 [ タスク リ ス ト ] セクシ ョ

ンにタスクが表示されます。 

7 さ らにタスクを作成するには、 手順 4 から手順 6 を繰り返します。

8 [ 終了 ] をク リ ッ ク します。

1 つまたは複数のタスクを含むインデッ クスプロファ イルが作成され、 テー

ブルに割り当てられます。 indexmaint コマンドは、 スケジュールに割り当

てたプロファ イルを使用して、 テーブルに関連するタスクを実行します。 

インデックスプロファイルの編集

インデッ クスプロファ イルの編集では、 新規タスクの追加、 またはインデッ クス
プロファ イルに関連付けられた既存タスクの削除を行います。

既存のインデッ クスプロファ イルを編集するには、 以下の手順に従います。

1 テーブルマネージャの表示ペインでテーブルをダブルク リ ッ ク します。

[ データテーブル詳細 ] ダイアログボッ クスが開きます。

2 [ インデックスプロファイル ] タブをク リ ッ ク してから、 [ 編集 ] をク リ ッ ク し

ます。

[ インデッ クスポ リ シープロファ イル ] ダイアログボッ クスが開きます。

3 以下のいずれかまたは両方を実行します。

• 新規タスクを追加するには、 「インデッ クスプロファ イルの作成」 で説
明する手順 5 および手順 6 を実行します。

• 既存のタスクを削除するには、 [ タスク リ ス ト ] セクシ ョ ンから削除す

るタスクを選択して、 [ 削除 ] をク リ ッ ク します。

4 [ 終了 ] をク リ ッ ク します。

インデッ クスプロファ イルの名前は編集できません。 
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プロパティテーブルの詳細の表示

任意のプロパティテーブルに関する詳細情報を表示するには、 以下の手順に従い
ます。

1 テーブルマネージャの表示ペインで、 [ テーブルタイプ ] リ ス トから [ プロパ

ティ ] を選択します。

表示ペインに、 すべてのプロパティテーブルが表示されます。 

2 表示ペインでプロパティテーブルをダブルク リ ッ ク します。 

図 43 のよ うに、 [ プロパティテーブル詳細 ] ダイアログボッ クスが開きます。 
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図 43 [ プロパティテーブル詳細 ] ダイアログボッ クス

[ プロパティテーブル詳細 ] ダイアログボッ クスを使用して、 以下のこ とを実行

できます。

• テーブルの情報を表示する  

• 説明を追加する

• テーブルの列に関する情報の表示

• 対応するインデッ クスに関する情報を表示する  

• インデッ クスプロファ イルの表示または管理

プロパティテーブル情報の表示

[ プロパティテーブル詳細 ] ダイアログボッ クス (398 ページの図 43) の [ テーブ

ル情報 ] ボッ クスには、 プロパティテーブルに関する以下の情報が表示されま

す。 

このダイアログボッ クスには、 以下の情報も一覧表示されます。

[ エイ リ アス名 ]: データベース内のテーブルの、 論理的かつ一意な、 内容を
表した名前です。

[SQL 名 ]: テーブルの SQL 名です。

[ グループメンバー

テーブル ]: 
このプロパティテーブルの列挙リ ス ト グループに属する管
理対象オブジェク トの、 一覧を含むテーブルの名前です。

[ キーマップ

テーブル ]: 
ローカルサーバーのプロパティテーブル内容から リモート
サーバーのプロパティテーブル内容への相互参照を含む
テーブルの名前です。

[ 子プロパティ

テーブル ]:
このプロパティテーブルを参照するプロパティテーブルの
リ ス トです。 

[ 関連する

データテーブル ]:
このプロパティテーブルを使用するデータテーブルのリ ス
トです。
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プロパティテーブルの説明の追加

[ プロパティテーブル詳細 ] ダイアログボッ クス (398 ページの図 43) の [ 説明 ]
ボッ クスに、 テーブルの説明を記入できます。 [ 説明 ] ボッ クスに説明文を入力

し [OK] をク リ ッ ク します。 説明文は最大で 255 文字までです。

プロパティテーブルの列情報の表示

テーブルの列に関する詳細を表示するには、 [ データテーブル詳細 ] ダイアログ

ボッ クス (398 ページの図 43) の [ 列 ] をク リ ッ ク します。 [ 列 ] ウ ィンド ウが開

きます。 
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[ 列 ] ウ ィンド ウには、 テーブル内の各列に、 以下の情報が表示されます。  

プロパティテーブルのインデックス情報の表示

テーブルのインデッ クスに関する詳細を表示するには、 [ プロパティテーブル詳

細 ] ダイアログボッ クス (398 ページの図 43) の [ インデックス ] をク リ ッ ク しま

す。 [ インデッ クス ] ウ ィンド ウが開きます。 

[ エイ リ アス名 ]: テーブル内の列の、 論理的かつ一意な、 内容を表した名前
です。

[SQL 名 ]: テーブル内の列の SQL 名です。

[SQL タイプ ]: この列のデータのデータベースタイプです。 各タイプにつ

いての詳細は、433 ページのタスク 4 を参照して ください。

[ 収集キー変数 ]: テーブル内のコレク タの一意キーを構成する列の順序で
す。 この列が空の場合は、 この列はテーブルのコレク タ

キーに含まれていません。 

[ オブジェク ト ...]: テーブル内の行の一意キーを構成する列の順序です。 この

列が空の場合は、 この列はテーブルのオブジェク ト キーに
含まれていません。

[ 外部キー ]: 列が外部キーの場合、 データを含む親テーブルと列の名前
です。 フォーマッ トは parent_table.column_name です。

[ 空白可 ]: この項目がオンの場合は、 この列は NULL の可能性があ

り ます。 テーブルの [ 変数別収集 ] 列または [ 変数別オブ

ジェク ト ] 列に値がある場合は、 [ 空白可 ] 列は選択できま

せん。

[ デフォルト値 ]: 列のデフォルト値です。
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[ インデッ クス ] ウ ィ ンド ウには、 テーブルの各インデッ クスに、 以下の情報が

表示されます。

インデックスプロファイルの表示または管理

[ プロパティテーブル詳細 ] ダイアログボッ クス (398 ページの図 43) の [ イン

デッ クスプロファ イル ] ボッ クスには、 プロパティテーブルに関連付けられたイ

ンデッ クスプロファ イルに関する以下の情報が表示されます。

インデッ クスプロファ イルの詳細は、 391 ページの 「インデッ クスプロファ イ

ル」 を参照して ください。

[ インデッ クス名 ]: テーブルのインデッ クスの名前です。

[ 一意 ]: この項目がオンの場合は、 インデッ クスが一意です。

[ ク ラスタ化 ]: この項目がオンの場合は、 インデッ クスがク ラスタ化され
ています。

[ 列 1]: インデッ クスの構築に使用される 1 つ目の SQL 名です。 

[ 列 2]: インデッ クスの構築に使用される 2 つ目の SQL 名です。 

各プロパティテーブルには、 少なく と も 2 つの一意なインデッ クスがあ り ます。 
[ 変数別収集 ] と [ オブジェク ト別変数 ] が、 参照する列のインデッ クスを構築

します。 [ 変数別収集 ] と [ オブジェク ト別変数 ] のインデッ クスに、 同じ列が

ある場合は、 リ ス トにはインデッ クスが 1 つだけ表示されます。 これらのイン

デッ クスに、 異なる列がある場合は、 リ ス トには少なく と も 2 つのインデッ ク

スが表示されます。 また、 インデッ クスの各要素ごとに列が表示されます。

名前 インデッ クスプロファ イルの名前。

説明 インデッ クスプロファ イルの説明。

タスク リ ス ト 選択されたインデッ クスプロファ イルのタスクの リ ス ト 。
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テーブルデータの表示

テーブルマネージャの [ テーブル内容の表示 ] オプシ ョ ンを使用する と、 OVPI
データベース内のデータを調べるこ とができます。 この場合は、 データ、 プロパ
ティ、 および内部テーブルのデータを表形式で表示できます。 これらのレポート

は、 さまざまな順序で表示されている値や比較用にグループ化されている値を一
覧表示する場合に便利です。 特に、 例外レポートで役立ちます ( たとえば、 超過

したしきい値を表示する と き )。

表示されるデータのタイプとその表示形態を変更し、 それを OVPI レポート

フォーマッ ト (.rep または .srep) と して保存するこ と も可能です。 以下の

OVPI ク ラ イアン ト アプ リ ケーシ ョ ンのいずれかを使用して、 保存したレポート

を表示するこ とができます。 Web アクセスサーバー、 レポート ビルダ、 およびレ

ポート ビューア。 さ らに、 これらのレポート を印刷でき、 データを別のフォー

マッ ト (CSV と ASCII) でエクスポート してスプレッ ドシートやその他のアプリ

ケーシ ョ ンに移動するこ と もできます。

レポートの表示

テーブルデータを選択し、 そのデータを基にレポート を生成するには、 以下の手
順に従います。

1 該当する行を強調表示してテーブルを選択します。

2 テーブルマネージャの [ 表示 ] メニューから [ テーブル 内容の表示 ] を選択し

ます。 
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ウ ィ ンド ウが開き、 選択されたテーブルのデータが表形式で表示されます。 
ウ ィ ンド ウのタイ トルバーにはテーブルの名前が表示されます。     

メニューの使用

[ データテーブル ] ウ ィンド ウには、 [ ファ イル ]、 [ 表示 ]、 [ クエ リ ] の各メ

ニューがメニューバーに表示されます。 これらのメニューのオプシ ョ ンを使用し

て、 レポートへのデータの表示形態を変更できます。 

表 8 に、 [ ファ イル ] メニューのオプシ ョ ンを示します。

表 8 [ ファ イル ] メニューのオプシ ョ ン

 オプシ ョ ン 説明

[ 印刷 ] (CTRL+P) [ 印刷 ] ダイアログボッ クスが開きます。 こ こでレポート

を印刷できます。 プリ ンタ、 レポート上の印刷対象部分、

および印刷部数を選択できます。

[ 印刷の設定 ] [ ページ設定 ] ダイアログボッ クスが開きます。 こ こで、

用紙サイズ、 プ リ ンタ内の用紙の場所、 ページ上のレ
ポートの位置、 およびページの印刷領域を指定できます。

[ 保存 ] (CTRL+S) テーブルデータを現在のファイル名で保存します ( レ
ポート を初めて保存する場合は、 [ 保存 ] ダイアログボッ

クスが表示されます )。
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表 9 に、 [ 表示 ] メニューのオプシ ョ ンを示します。

[ 別名保存 ] [ 保存 ] ダイアログボッ クスが開きます。 こ こでテーブル

データを .rep または .srep レポート と して保存できま

す。 

[ エクスポート ] [ データテーブルのエクスポート ] ダイアログボッ クスが

開きます。 こ こで、 レポートのデータを CSV (.csv) ま
たは ASCII (.txt) ファ イルにエクスポートできます。 

[ 閉じる ] データテーブルが表示されているウ ィンド ウを閉じます。

表 9 [ 表示 ] メニューのオプシ ョ ン

 オプシ ョ ン 説明

[ 統計値の

プロパティ ]
サブメニューが表示され、 統計を選択できます。 統計を

選択する と [ 統計値のプロパティ ] ダイアログボッ クス

が開きます。 こ こで、 レポート上の統計プロパティの
表示形態を変更できます。 フォン ト とフォン トサイズを

変更できます。 テキス ト を太字または斜体にできます。
テキス トの色、 統計の列の位置揃え、 および統計デー
タの位置揃えを変更できます。

[ セルのプロパティ ] [ セルのプロパティ ] ダイアログボッ クスが表示され、

テーブルセルの各種プロパティを変更できます。

[ 列ラベルの

プロパティ ]
[ 列ラベルのプロパティ ] ダイアログボッ クスが表示さ

れ、 こ こでテーブル列の各種プロパティを変更できま
す。

[ 行ラベルの

プロパティ ]
[ 行ラベルのプロパティ ] ダイアログボッ クスが表示さ

れ、 こ こでテーブル行の各種プロパティを変更できま
す。

表 8 [ ファ イル ] メニューのオプシ ョ ン

 オプシ ョ ン 説明
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表 10 に、 [ クエ リ ] メニューのオプシ ョ ンを示します。

データの管理

テーブルデータを印刷、 保存、 およびエクスポートできます。

表 10 [ クエ リ ] メニューのオプシ ョ ン

 オプシ ョ ン 説明

統計情報の選択 [ 統計値の選択 ] ダイアログボッ クスが開き、 こ こ

で、 表示するデータの統計を選択できます。 

[ 統計値の順序付け ] [ 統計値の順序付け ] ダイアログボッ クスが開き、 こ

こでテーブル内の統計の表示順序を変更できます。

[ ソート順序 ] [ ソート順序 ] ダイアログボッ クスが開き、 データ

ベースから返されるデータのソート順を選択できま
す。

[ 期間の変更 ] [ 期間の設定 ] ダイアログボッ クスが開き、 こ こで、

表示するデータの期間を選択できます。 このオプ

シ ョ ンは、 データテーブルでのみ使用できます。

制約の変更 [ 制約の変更 ] ダイアログボッ クスが開き、 こ こで制

約および演算子を、 追加、 修正、 削除できます。

[ 制約値の変更 ] [ 制約値の変更 ] ダイアログボッ クスが開き、 こ こで

制約の値のみを変更できます。

[ ノード /
インタフェースの選択 ]

[ ノード / インタフェースの選択 ] ウ ィザードが表示

されます。 こ こで、 レポート を生成するためのデー
タの収集元となる ノードおよびインタフェースを指
定できます。

[ 最大行数の変更 ] [ 最大行数の変更 ] ダイアログボッ クスが表示されま

す。 こ こで、 表示するデータの列を制限できます。 
デフォルトでは、 データベースから取得する行数は
50 行です。
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テーブルデータの印刷

[ ファ イル ] メニューの [ 印刷 ] または [ 印刷の設定 ] オプシ ョ ンを使用する と、

テーブルデータを印刷し、 レポート印刷の設定をするこ とができます。

データを印刷するには、 以下の手順に従います。

1 以下のいずれかを実行します。

• [ ファ イル ] メニューの [ 印刷 ] をク リ ッ ク します。 

• [Ctrl+P] キーを押します。 

[ 印刷 ] ダイアログボッ クスが開きます。 

2 必要な変更を加え、 [OK] をク リ ッ ク します。
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印刷の設定を行うには、 以下の手順に従います。

1 [ ファ イル ] メニューから [ 印刷の設定 ] をク リ ッ ク します。 [ ページ設定 ] ダ
イアログボッ クスが開きます。 

2 必要な変更を加え、 [OK] をク リ ッ ク します。

テーブルデータの保存

テーブルデータを表示した後、 そのデータを以下のいずれかの OVPI レポート

フォーマッ トで保存できます。 

• OVPI データセッ ト (.srep)

• OVPI レポート定義 (.rep)

以下の OVPI ク ラ イアン ト アプ リ ケーシ ョ ンのいずれかを使用して、 保存した

レポート を表示するこ とができます。 Web アクセスサーバー、 レポート ビルダ、

およびレポート ビューア。

テーブルデータを保存するには、 以下の手順に従います。

1 以下のいずれかを実行します。

• レポート を現在のファイル名で保存するには、 [ ファ イル ] メニューの

[ 保存 ] を選択するか、 [CTRL+S] キーを押します。 

• レポート を別のファ イル名またはフォーマッ トで保存するには、 [ ファ

イル ] メニューの [ 別名保存 ] を選択します。 
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[ ファ イル ] メニューの [ 別名保存 ] を選択した場合、 またはレポート をまだ

一度も保存していない場合は、 [ 保存 ] ダイアログボッ クスが開きます。 

2 以下のいずれかまたは両方を実行します。

• ファ イル名を [ ファ イル名 ] ボッ クスに入力します。

• [ ファ イルタイプ ] リ ス トからレポート フォーマッ ト を選択します。

3 [ 保存 ] をク リ ッ ク します。

テーブルデータのエクスポート

[ データテーブル ] ウ ィンド ウに表示されているデータを、 値をカンマで区切っ

たファイル (CSV) またはテキス ト ファ イル ( タブ区切り ) にエクスポートできま

す。 

データテーブルをエクスポートするには、 以下の手順に従います。

1 推奨 ( 必須ではない ): [ クエ リ ] メニューから [ 最大行数の変更 ] を選択し、

[ 最大行数 ] ボッ クスに 0 ( ゼロ ) と入力し [OK] をク リ ッ ク します。 こ うする

こ とで、 制約を設定したデータセッ トが確実に利用できるよ うにな り ます。 
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2 [ ファ イル ] メニューから [ エクスポート ] オプシ ョ ンを選択します。 図 44
は、 [ エクスポート ] ダイアログボッ クスを示しています。 

図 44 [ データテーブルのエクスポート ] ダイアログボッ クス

3 ファ イルの保存先に移動します。

4 [ ファ イルタイプ ] リ ス トからファ イルタイプを選択します。

5 [ ファ イル名 ] ボッ クスにファ イル名を入力します。 

6 [ 保存 ] をク リ ッ クする とデータがエクスポート されます。 

データのフォーマッ ト設定

テーブルデータの表示フォーマッ ト を変更するには、 [ 表示 ] メニューのオプ

シ ョ ンを使用して、 データの統計、 セル、 列、 および行のフォーマッ ト を変更し
ます。 

統計のフォーマッ ト設定

テーブル列での統計値の表示フォーマッ ト を変更するには、 以下の手順に従いま
す。

1 [ 表示 ] メニューから [ 統計値のプロパティ ] を選択します。
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2 変更する統計を選択します。 図 45 は [ 統計値のプロパティ ] ダイアログ

ボッ クスを示しています。 

図 45 [ 統計値のプロパティ ] ダイアログボッ クス

3 以下の手順に従います。

a 統計値に使用するフォン ト を変更するには、 [Name] リ ス トからフォン

ト を選択します。

b [Size] ボッ クスには、統計値に使用するフォン トのサイズを入力します。 

c 統計値を太字にするには [ ボールド ] ボタンをク リ ッ ク します。

d 統計値を斜体にするには [ イタ リ ッ ク ] ボタンをク リ ッ ク します。

e [Text Color] ボッ クスをク リ ッ クする と [ 色の選択 ] ダイアログボッ クス

が表示されます。 こ こで統計値の色を選択できます。

f テーブル列の見出し上での統計の名前の位置を指定するには、 [Header 
Alignment] リ ス トから位置揃えのオプシ ョ ンを選択します。 

g 統計の見出しの下の列に表示される統計のテキス トの位置を指定するに
は、 [Text Alignment] リ ス トから位置揃えのオプシ ョ ンを選択します。

h 数値列の小数の表示桁数を指定する数値を入力します。 

4 [OK] をク リ ッ クする と、 変更が適用されます。
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セルのフォーマッ ト設定

テーブルセルのプロパティを変更するには、 以下の手順に従います。

1 [ 表示 ] メニューから [ セルのプロパティ ] を選択します。 図 47 は [ セルのプ

ロパティ ] ダイアログボッ クスを示しています。 

図 46 [ セルのプロパティ ] ダイアログボッ クス

2 以下のいずれかを実行します。

a テーブルセルの枠を指定するには、 [ 境界線のスタイル ] リ ス トから値を

選択します。 デフォルトでは [ シャ ドウアウト ] に設定されています。 

b 手順 a で選択した枠の幅を設定するには、 [ 影の太さ ] ボッ クスに値を入

力します。 

c 以下のいずれかを選択します。

— [ 左境界線 ]: 手順 a で選択した枠のスタイルが、 各セルの左側の枠

に表示されます。

— [ 右境界線 ]: 手順 a で選択した枠のスタイルが、 各セルの右側の枠

と して表示されます。

— [ 上境界線 ]: 手順 a で選択した枠のスタイルが、 各セルの上の枠と

して表示されます。

— [ 下境界線 ]: 手順 a で選択した枠のスタイルが、 各セルの下の枠と

して表示されます。

オプシ ョ ン [ 左境界線 ]、 [ 右境界線 ]、 [ 上境界線 ]、 または [ 下境界線 ] を選択

して、 枠を表示して ください。
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たとえば、 枠のオプシ ョ ンをすべて選択し、 [ 境界線のスタイル ] オプ

シ ョ ンを [ シャ ド ウアウ ト ] に設定した場合は、 テーブルのセルは以下

の図のよ うに表示されます。 

d セルの各行の間の空間を増減させるには、 [ 縦の余白 ] ボッ クスに値を入

力します。 たとえば 10 と入力する と、 たとえば以下の図のよ うに、 各行

の間の空間が広くな り ます。

e テーブルの各列の間の空間を増減させるには、 [ 横の余白 ] ボッ クスに値

を入力します。

3 [OK] をク リ ッ クする と、 変更が適用されます。

列のフォーマッ ト設定

レポート をよ り見やすくするために、 レポート内の列の順序、 各列の幅、 および
列のプロパティを変更できます。
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列の順序の変更

自分の配置したい順序で、 レポートの左側に列を移動する と、 レポートがよ り見
やすくな り ます。 たとえば、 使用率のレポート を、 使用率レベルと 1 日のうちの

時刻 ([Received Time]) に基づいて表示する場合は、 Utilization 列をレポートの

左端に置き、 [Received Time] 列を Utilization の右隣に置きます。 固定の Time 
Period 列の左側に各列をド ラ ッグするこ とで、 列を移動します。

テーブル列の順序を変更するには、 以下の手順に従います。 

1 移動する列見出しの上にマウスポインタを移動します。 

2 左マウスボタンを押し、 列の上でポインタを左、 または右の方向にド ラ ッグ
します。 

マウスポインタを動かすと、 ド ラ ッグしている現在の列が他の列を飛び越え
て ( マウスポインタのド ラ ッグ方向に応じて左または右に ) 移動します。

3 マウスの左ボタンを放します。

4 さ らに別の列を移動する場合は手順 1 ～ 3 を繰り返します。

列の幅の変更

列の幅を変更するには、 以下の手順に従います。

1 幅を変更したい列とその隣の列との間にポインタを置きます。 ポインタが両

方向の矢印に変わり ます。 

2 両方向の矢印をド ラ ッグして、 列を希望のサイズに調整します。 
保持期間テーブルの管理 413



列のプロパティの変更

テーブル列のプロパティを変更するには、 以下の手順に従います。

1 [ 表示 ] メニューから [ 列ラベルのプロパティ ] を選択します。 図 47 は [ 列ラ

ベルのプロパティ ] ダイアログボッ クスを示しています。 

図 47 [ 列ラベルのプロパティ ] ダイアログボッ クス

2 以下のいずれかを実行します。

a [ 表示色 ] ボッ クスをク リ ッ クする と [ 色の選択 ] ダイアログボッ クスが

表示されます。 こ こで、 列名の色を変更できます。 デフォルトでは、 表

示色は黒です。

b [ 背景色 ] ボッ クスをク リ ッ クする と [ 色の選択 ] ダイアログボッ クスが

表示されます。 こ こで、 列名が含まれているボッ クスの色を変更できま
す。 デフォルトでは、 背景色は白です。

c 列名の周りの枠を指定するには、 [ 境界線のスタイル ] リ ス トから値を選

択します。 

デフォルトは [ なし ] であ り、 列の見出しのボッ クスには枠は表示され

ません。 たとえば [ シャ ドウアウト ] を選択する と、 列の見出しのボッ ク

スは以下の図のよ うにな り ます。

d 手順 c で枠のスタイルを選択した場合は、 [ 境界線の太さ ] オプシ ョ ンで

枠の幅を制御できます。 デフォルトは 2 です。

e 列の見出しに使用するフォン ト を変更するには、 [ 名前 ] リ ス トからフォ

ン ト を選択します。
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f [ サイズ ] ボッ クスには、 列の見出しに使用するフォン トのサイズを入力

します。 

g 列の見出しのテキス ト を太字にするには [ ボールド ] ボタンをク リ ッ ク

します。

h 列の見出しのテキス ト を斜体にするには [ イタ リ ッ ク ] ボタンをク リ ッ

ク します。

i 列の見出しを非表示にする場合は [ 列ラベルの表示 ] ボッ クスをオフにし、

列の見出しを表示する場合は [ 列ラベルの表示 ] ボッ ク スをオンにします。

3 [OK] をク リ ッ クする と、 変更が適用されます。

行のフォーマッ ト設定

1 [ 表示 ] メニューから [ 行ラベルのプロパティ ] を選択します。 図 48 は [ 行ラ

ベルのプロパティ ] ダイアログボッ クスを示しています。 

図 48 [ 行ラベルのプロパティ ] ダイアログボッ クス

2 [ 行ラベルの表示 ] オプシ ョ ン以外のオプシ ョ ンについては、 414 ページの

「列のプロパティの変更」 の各手順を参照して ください。

3 行の見出しを表示する場合は [ 行ラベルの表示 ] ボッ クスをオンにし、 行の見

出しを非表示にする場合は [ 行ラベルの表示 ] ボッ クスをオフにします。

4 [OK] をク リ ッ クする と、 変更が適用されます。

[ 行ラベルのプロパティ ] ダイアログボッ クスは、 図 47 の [ 列のプロパティ ] ダ
イアログボッ クス とほとんど同じです。
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テーブルクエリの変更

さまざまなデータベースクエ リ情報を指定するこ とで、 レポートに含める情報を
変更できます。 [ データテーブル ] ウ ィンド ウの [ クエ リ ] メニューを使用する

と、 統計の選択、 期間の変更、 制約の追加および削除、 制約値の変更、 ノード と
インタフェースのいずれか一方または両方の選択、 返される最大行数の変更と
いった操作が可能です。

統計の選択

特定のテーブルデータに関して表示される統計を変更するには、 以下の手順に従
います。

1 [ クエ リ ] メニューから [ 統計値の選択 ] を選択します。

[ 統計値の選択 ] ダイアログボッ クスが開き、 レポートに現在表示されてい

る統計が一覧表示されます。 

2 統計を選択するには、 [ 次から  選択 ] ボッ クスで統計をダブルク リ ッ クする

か、 または統計を選択し をク リ ッ ク します。

3 [ 選択された統計値 ] ボッ ク スから統計を削除するには、 [ 選択された統計値 ]

ボッ クスで統計をダブルク リ ッ クするか、 または統計を選択し をク リ ッ ク

します。

4 必要な統計の選択が完了したら [OK] をク リ ッ ク します。

レポート内のデータのソート

データベースから返されるデータのソート順序を選択できます。 異なるフ ィール

ドを使用してレポート をソート した り、 降順ではなく昇順でソート した りできま
す。
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OVPI のデータは時刻と関連しているため、 データのデフォルトのソート順は、

ターゲッ ト名のターゲッ ト名テーブルキーと、 テーブルキーの受信タイムスタン
プ ( 最新から古い順序 ) に基づきます。 ほとんどのレポートは特定のデバイスに

対して実行されるため、 タイムスタンプが重要なソート フ ィールド とな り ます。

統計をソートするには、 以下の手順に従います。

1 [ クエ リ ] メニューから [ ソート順序 ] を選択します。 [ ソートの設定 ] ダイア

ログボッ クスが開きます。

2 統計値を リ ス トに追加するには、 以下を実行します。

a ボタンをク リ ッ ク します。 [ 統計値 ] 列と [ ソート順序 ] 列の下に行が

追加されます。 

b ボッ クスをク リ ッ ク し、 統計のリ ス トから追加する統計を選択します。

3 データのソート順序を変更するには、 それぞれの統計値の隣にある [ ソート

順序 ] 列のセルをク リ ッ ク し、 以下のいずれかを リ ス トから選択します。

• 統計値を昇順にソートするには、 [ASC] を選択します。

• 統計値を降順にソートするには、 [DESC] を選択します。

4 値を リ ス トから削除するには、 ボタンをク リ ッ ク します。

5 リ ス ト内の統計値の順序を変えるには、 以下のいずれかを実行します。

• リ ス ト内で統計値を上に移動するには、 ボタンをク リ ッ ク します。

• リ ス ト内で統計値を下に移動するには、 ボタンをク リ ッ ク します。

6 [OK] をク リ ッ ク します。
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期間の変更

レポートに表示するデータの期間を変更できます。 絶対期間 ( 特定の日時 ) また

は相対期間 ( データを表示している現時点から見て何日前か ) から選択できま

す。

絶対時間の選択

絶対期間は、 具体的な開始時刻と終了時刻を指定します。 

絶対時間範囲を選択するには、 以下の手順に従います。

1 期間を変更するには、 [ クエ リ ] メニューから [ 期間の変更 ] を選択します。 
[ 期間の設定 ] ダイアログボッ クス ( 図 49) が開きます。

2 [ 絶対時間の使用 ] をク リ ッ ク します。 

[ 期間の設定 ] ダイアログボッ クスに表示される [ 使用可能なデータ ] の開始

時刻と終了時刻は、 データベースにある使用可能データの範囲です。

3 [ 開始時刻 ] ボッ クスまたは [ 終了時刻 ] ボッ クスの横にある、 [ 参照 ] ボタ

ンをク リ ッ ク します。 次のよ うなウ ィ ンド ウが開きます。 

4 下矢印をク リ ッ クする と、 次のよ うなカレンダーが表示されます。 

5 [ 月 ] と [ 年 ] の矢印をク リ ッ クするこ とで、 必要な月と年を選択します。

6 [ 時 ]、 [ 分 ]、 [ 秒数 ]、 [ 午前 / 午後 ] の各矢印ボタンをク リ ッ ク して、 時刻

を選択します。

7 カレンダー内の日付をク リ ッ ク します。 
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日付をク リ ッ クする とカレンダーウ ィンド ウが閉じ、 選択した日付と時刻が
[ 開始時刻 ]( または [ 終了時刻 ]) ウ ィ ンド ウに表示されます。 変更が必要な

場合は、 下矢印をク リ ッ クするこ とでカレンダーを再び開く こ とができま
す。

8 [OK] をク リ ッ ク します。

相対期間の選択

相対期間とは、 データを表示する時点からの期間です。 

相対時間範囲を選択するには、 以下の手順に従います。

1 期間を変更するには、 [ クエ リ ] メニューから [ 期間の変更 ] を選択します。 
[ 期間の設定 ] ダイアログボッ クス ( 図 49) が開きます。

図 49 [ 期間の設定 ] ダイアログボッ クス

2 [ 相対時間の使用 ] をク リ ッ ク します。

3 [ 開始 ] ボッ クスで、 以下のいずれかを実行します。

• 現在の時間範囲を選択するには、 [ 現在の < 期間単位 >] ボタンを選択しま

す。 期間を選択するコンボボッ クスの矢印ボタンをク リ ッ ク して、 オプ

シ ョ ンを選択します。 たとえば、 [ 現在の < 期間単位 >] コンボボッ クス

で [ 週 ] を選択する と、 現在の週のデータがレポートに表示されます。

• 以前の時間範囲を選択するには、 [ 前の n < 期間単位 >] ボタンをク リ ッ ク

します。 数値をボッ クスに入力し、 [ 期間 ] の矢印ボタンをク リ ッ ク し、

オプシ ョ ンを選択します。 たとえば、 時間範囲で [ 前の n < 期間単位 >]
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ボッ クスに 「1」 を入力し、 コンボボッ クスから [ 週 ] を選択した場合

は、 現在の日付から見た先週について、 丸 1 週間 ( 日曜から日曜まで )
のデータがレポートに表示されます。

4 [ 期間 ] ボッ クスで、 以下のいずれかを実行します。

• デフォルトの期間を使用するには、 [ デフォルト ] をク リ ッ ク します。

• 期間を設定するには、 [ 期間 ] をク リ ッ ク します。 数値をボッ クスに入力

し、 [ 期間 ] の矢印ボタンをク リ ッ ク し、 オプシ ョ ンを選択します。

• 選択した時間範囲から現在時刻までのデータを表示するには、 [ 現在まで ]
をク リ ッ ク します。 たとえば、 今日が木曜であ り、 時間範囲と して 1 週

を選択した場合は、 先週 ( 日曜から日曜まで ) から今週の木曜までの

データがレポートに表示されます。

5 [OK] をク リ ッ ク します。

制約の追加

制約は、 グラフまたはテーブルに表示するデータをデータベースから取得する際
の方法を指定します。 基本制約またはカスタム制約を作成できます。 基本制約は

統計、 演算子、 および値で構成されます。 カスタム制約には任意の有効な SQL
式を含めるこ とができ、 基本制約とは違って制約の構造に制限があ り ません。 
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基本制約の追加

基本制約を追加するには、 以下の手順に従います。

1 [ クエ リ ] メニューから [ 制約の変更 ] を選択します。 図 50 は [ 制約の変更 ]
ダイアログボッ クスを示しています。

図 50 [ 制約の変更 ] ダイアログボッ クス

2 [ 制約リスト ] を右ク リ ッ ク し、 シ ョート カッ ト メニューの [ 制約の追加 ] をク

リ ッ ク します。 図 51 は [ 制約の追加 ] ダイアログボッ クスを示しています。 

図 51 [ 制約の追加 ] ダイアログボッ クス
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3 [ 制約の追加 ] ダイアログボッ クスで以下を実行します。

a [ 統計値 ] の矢印ボタンをク リ ッ ク し、 統計値を選択します。

b [ オペレータ ] の矢印ボタンをク リ ッ ク し、 演算子を選択します。

c [Integer の値 ] ボッ クスに値を入力します。 使用可能な場合はパラ メー

タを選択するこ と もできます ( パラ メータ作成の詳細については、 『HP 
OpenView Performance Insight レポートの作成および表示ガイ ド』 を

参照して ください )。

4 [OK] をク リ ッ ク します。

カスタム制約の追加

カスタム制約には任意の有効な SQL 式を含めるこ とができ、 構造上の制限はあ

り ません。 

カスタム制約を追加するには、 以下の手順に従います。

1 [ クエ リ ] メニューから [ 制約値の変更 ] を選択します。 [ 制約の変更 ] ダイア

ログボッ クスが開きます。 図 50 を参照して ください。

2 [ 制約リスト ] を右ク リ ッ ク し、 シ ョート カッ ト メニューの [ 制約の追加 ] をク

リ ッ ク します。 [ 制約の追加 ] ダイアログボッ クスが開きます。 図 51 を参照

して ください。

3 [ 制約リスト ] を右ク リ ッ ク し、 シ ョート カッ ト メニューの [ カスタム制約の追

加 ] をク リ ッ ク します。  図 52 は [ カスタム制約の追加 ] ダイアログボッ クス

を示しています。
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図 52 [ カスタム制約の追加 ] ダイアログボッ クス

4 [ ラベル ] ボッ クスに、 制約のラベルを入力します。 

5 制約の式を式ボッ クス内に作成するには、 以下を実行します。

a [ 統計値 ] の矢印ボタンをク リ ッ ク し、 現在定義されている統計値を選択

し、 [ 挿入 ] をク リ ッ ク します。

b 必要に応じて演算子の付いたボタンをク リ ッ ク します。

c テキス ト を入力します。

6 [OK] をク リ ッ ク します。

AND 句または OR 句の追加

AND句と OR句とでは、 制約の処理方法が異なり ます。 データベースでは、 制約

のリ ス トが上から下へと処理され、 論理演算に基づいて一致する行のリ ス トが返
されます。

AND句または OR句を追加するには、 以下の手順に従います。

1 [ クエ リ ] メニューから [ 制約値の変更 ] を選択します。 [ 制約の変更 ] ダイア

ログボッ クスが開きます。 図 50 を参照して ください。

2 [ 制約リスト ] を右ク リ ッ ク し、 シ ョート カッ ト メニューの [AND の追加 ] また

は [OR の追加 ] をク リ ッ ク します。

AND句または OR句が制約のリ ス トに追加されます。 
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制約値の変更

制約の値のみを変更するには、 以下の手順に従います。 

1 [ クエ リ ] メニューから [ 制約値の変更 ] を選択します。 [ 制約値の変更 ] ダイ

アログボッ クスが開きます。 図 53 を参照して ください。 [ 制約値の変更 ] ダ
イアログボッ クスが開きます。

図 53 [ 制約値の変更 ] ダイアログボッ クス

2 [ 値 ] 列のセルをダブルク リ ッ ク し、 新しい値を入力します。

3 [OK] をク リ ッ ク します。

制約の値にパラ メータを指定した場合、 パラ メータ名は斜体で [ 値 ] 列のセルに

表示されます。 パラ メータは編集する必要があ り ます。 パラ メータを変更するに

は、 『HP OpenView Performance Insight レポートの作成および表示ガイ ド』

を参照して ください。
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制約の変更

制約プロパティを変更するには、 以下の手順に従います。

1 [ クエ リ ] メニューから [ 制約値の変更 ] を選択します。 [ 制約の変更 ] ダイア

ログボッ クスが開きます。 図 50 を参照して ください。

2 変更する制約をク リ ッ ク します。

その制約のプロパティ と値が、 ダイアログボッ クスの下半分に表示されま
す。

3 値を変更するには、 プロパティの [ 値 ] ボッ クスをク リ ッ ク します。 

4 新しい値を入力または選択します。

5 [OK] をク リ ッ クする と、 変更が適用されます。

制約および句の削除

制約または句を削除するには、 以下の手順に従います。

1 [ クエ リ ] メニューから [ 制約値の変更 ] を選択します。 [ 制約の変更 ] ダイア

ログボッ クスが開きます。 図 50 を参照して ください。

2 以下のいずれかを実行します。

• 削除する句を右ク リ ッ ク し、 シ ョート カッ ト メニューの [ 句の削除 ] をク

リ ッ ク します。

• 削除する制約を右ク リ ッ ク し、 シ ョート カッ ト メニューの [ 制約の削除 ]
をク リ ッ ク します。

ノード とインタフェースの選択

レポート用のデータを選択する と きに、 データの選択元とする ノード と インタ
フェースを指定できます。 [ ノード / インタフェースの選択 ] ウ ィザードを使用し

て、 選択したノード と インタフェースを変更できます。

選択されたノードおよびインタフェースを変更するには、 以下の手順に従いま
す。 
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タスク  1: [ ノード / インタフェースの選択 ] ウィザードを起動する

1 [ クエ リ ] メニューから [ ノード / インタフェースの選択 ] を選択します。 [ ノー

ドの選択タイプを選択します ] ページが開きます。

2 次のいずれかのオプシ ョ ンを選択します。

• [ ノード とインタフェースを個別に選択します ]。 [ ノード / インタフェースの

選択 ] ページが開きます。 タスク 2 に進みます。

• [ ノードおよびインタフェースのグループを選択します ]。 [ グループの選択 ]
ページが表示されます。 427 ページのタスク 3 に進みます。

3 [ 次へ ] をク リ ッ ク します。

タスク  2: ノードおよびインタフェースを個別に選択する

以下のいずれかを実行します。

• すべてのノードからデータを収集するには、 [ すべてのノード / インタフェース

の使用 ] を選択し、 [ 次へ ] をク リ ッ ク します。 

• データを収集する対象を特定のノードに限定する場合、 [ 選択したノード / イ
ンタフェースの使用 ] を選択します。 [ 次から選択 ] ボッ クスで、 各ノードは 1
つのフォルダーで表されます。 
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ノードおよびインタフェースを選択するには、 以下を実行します。

a ノードのフォルダーを展開してそのインタフェースを表示します。 

b ノードまたはインタフェースを選択するには、 以下のいずれかを実行し
ます。 

— [ 次から選択 ] ボッ クスでノードまたはインタフェースをダブルク

リ ッ ク します。

— [ 次から選択 ] ボッ クスでノードまたはインタフェースを選択し、

をク リ ッ ク します。

c ノードまたはインタフェースを選択解除するには、 以下のいずれかを実
行します。

— [ 選択されたノード / インタフェース ] ボッ クスでノードまたはイン

タフェースを 
ダブルク リ ッ ク します。

— [ 選択されたノード / インタフェース ] ボッ クスでノードまたはイン

タフェースを選択し、 をク リ ッ ク します。

d 必要なノードおよびインタフェースの選択が完了したら、 [OK] をク リ ッ

ク します。

e [ 次へ ] をク リ ッ ク します。 

タスク  3: ノードおよびインタフェースのグループを選択する

1 [ グループ ] ボッ クスからグループを選択します。 [ グループに対する管理対

象オブジェク ト ] ボッ クスに、 選択したグループのメンバーが表示されま

す。

2 [ 次へ ] をク リ ッ ク します。

タスク  4: ノードおよびインタフェースの概要を確認する 

1 要約を確認します。 

2 必要に応じて、 [ 戻る ] をク リ ッ ク して戻り、 変更を行います。 変更が完了し

たら、 [ 次へ ] をク リ ッ ク して概要に戻り ます。
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3 [ 終了 ] をク リ ッ ク します。 

データベースから取得する最大行数の変更

データベースに数千個のデータエン ト リが格納されている場合、 データベースで
使用するディ スク容量がギガバイ ト単位になるこ とがあ り ます。 そのため、 デー

タベースから取得して表示するデータ量に制約を設けるこ とができるよ うになっ
ています。 デフォルトでは、 データベースから取得する行数は 50 行です。 

返されるデータはクエ リの性質によって異なり ます。 たとえば、 時間を基準にし

てデータを降順で並び替えるよ う クエ リで指定した場合は、 OVPI によって最新

の 50 行のデータが表示されます。

表示するレポートの種類や、 レポートに表示されるデータの分布状況によって
は、 50 行では不十分な場合があ り ます。 表示する行数を変更するには、 シ ョー

ト カッ ト メニューまたはレポートのコンポーネン ト ツ リーを使用します。

シ ョート カッ ト メニューを使用して行数を変更するには、 以下の手順に従いま
す。

1 [ クエ リ ] メニューから [ 最大行数の変更 ] を選択します。 図 54 は [ 最大行数

の変更 ] ダイアログボッ クスを示しています。

図 54 [ 最大行数の変更 ] ダイアログボッ クス

2 必要な行数を [ 最大行数 ] ボッ クスに入力し、 [OK] をク リ ッ ク します。

ノードは、 レポート を表示する と きにも選択できます。 ノードの選択を遅らせる

方法の詳細は、 『HP OpenView Performance Insight レポートの作成および表

示ガイ ド』 を参照して ください。
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テーブルの作成

テーブルマネージャを使用して、 カスタムデータテーブルとプロパティテーブル
を作成できます。 収集データテーブルも作成できますが、 SNMP 収集テーブル

を作成する場合は MIB ブラウザを使用する必要があ り ます。 詳細は 659 ページ

の 「収集テーブルの作成」 を参照して ください。 

収集データテーブルとは、 データパイプから収集されたデータを格納するテーブ
ルです。 要約、 ベースライン、 予測テーブルなど他のテーブルを作成する場合

は、 429 ページの 「データテーブルの作成」 を参照して ください。 また、 プロパ

ティテーブルを作成する場合は、 443 ページの 「プロパティテーブルの作成」 を

参照して ください。

テーブルには以下の要件があ り ます。

• 最大幅は 1,962 文字です。 これはすべての列の総文字数です。 

• 列の個数は最大 250 です。 データテーブルのオブジェク ト を選択する場合、

デフォルトの列が 13 列あるため、 13 列以上を設定してください。 プロパ

ティテーブルのオブジェク ト を選択する場合、 デフォルトの列が 7 列あるた

め、 7 以上を設定してください。

• 各データテーブルには、 対応するプロパティテーブルが必要です。 リ ス トか

ら既存のプロパティテーブルを選択するか、 新しいプロパティテーブルを作
成するこ とができます。 新しいプロパティテーブルを作成する場合は、 デ

フォルトのキー変数を使用するか別のキー変数を選択できます。

この項では、 テーブルの作成の基本を説明します。 テーブルの詳細については、

『HP OpenView Performance Insight TEEL Reference Guide』 を参照してくだ

さい。 このマニュアルには、 テーブルの属性と TEEL ファイルの作成に関する情

報が記載されています。

データテーブルの作成

カスタムデータテーブルを作成するには、 以下の手順に従います。

タスク  1: テーブルの作成ウィザードを起動する

管理コンソールから、 以下のいずれかの方法でテーブルの作成ウ ィザードを起動
します。
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• をク リ ッ ク し、 メニューから [ データテーブル ] を選択します。

• [ ファ イル ] メニューから [ 新規 ]、 [ データテーブル ] の順に選択します。

タスク  2: 収集名、 収集カテゴリ、 および収集の説明を指定します。

[ 収集の定義 ] ウ ィンド ウが開きます ( 図 55)。 

図 55 [ 収集の定義 ] ウ ィ ンド ウ

1 [ 収集名 ] ボッ クスにデータテーブルの名前を入力します。 この名前は OVPI
のデータ リポジ ト リに格納されます。

名前は一意でなければなり ません。 最大 255 文字までです。 使用できるの

は、 大文字 / 小文字のアルファベッ ト、 数字、 特殊文字のハイフン ( - ) とア

ンダースコア ( _ ) です。 

ウ ィザードは、 提供するエイ リ アス名に基づいて名前をコレクシ ョ ンに割り当
てます。
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2 [ 収集カテゴ リ ] ボッ クスで、 収集テーブルのカテゴ リ を入力または選択し

ます。 

カテゴ リ名は、 テーブルのセッ ト をま とめてグループ化します。 どの名前を

選択するべきかを判断できない場合は、 [default] を選択します。 この名前は、

最大 30 文字までです。

3 [ 収集の説明 ] ボッ クスに、 テーブルの説明を入力します。 説明は省略するこ

と も可能です。 説明は、 最大 255 文字までです。

4 [ 次へ ] をク リ ッ ク します。

タスク  3: 収集テーブルのデータのプロパティおよび保存期間を設定します。

[ データ  プロパティ と記憶領域の設定 ] ウ ィ ンド ウが開きます ( 図 56)。

図 56 [ データ  プロパティ と記憶領域の設定 ] ウ ィ ンド ウ

1 [ データ保持期間 ] ボッ クスで、 テーブル内にデータを保持する日数を入力

または選択します。
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2 [ 要約間隔 ] ボッ クスで、 テーブル内のデータの時間特性を選択します。 たと

えば、 5 分テーブルには 5 分間隔のデータが格納されます。 この 5 分間隔で

収集されたデータを割合データ と呼びます。

3 [ データ要約のタイプ ] ボッ クスでテーブルのタイプを選択します。 

テーブルタイプは、 テーブルに含まれているデータのク ラスを指定するもの
です。 以下に、 使用可能なテーブルタイプのオプシ ョ ンを示します。 

4 [ 次へ ] をク リ ッ ク します。 

[ ベースライン ] テーブルにはベースラインデータが格納されます。

[ イベン ト ] テーブルにはイベン トデータが格納されます。 イベン ト
データは、 独立イベン トの付いた非時系列指向のデータで
す。

[ 予測 ] テーブルには予測データが格納されます。

[ レート ] テーブルには割合データが格納されます。 割合データは、
raw 入力データからの 1 対の行から算出される差分データ

です。

[ 未処理 (raw)] テーブルには raw ( ポーリ ング時の ) データが格納されま

す。

[ 要約 ] テーブルには要約データが格納されます。
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タスク  4: 収集の統計を定義する

[ 収集対象の統計値を手動で定義する ] ページが開きます ( 図 57)。 

図 57 [ 収集対象の統計値を手動で定義する ] ページ

1 をク リ ッ ク し、 テーブルに追加する列を作成します。

2 [ 列 ] ボッ クスに、 統計の名前を入力します。 

統計名は最大 30 文字までで、 アルファベッ ト、 数字、 アンダースコアを使

用できます。

3 [ エイ リ アス ] ボッ クスに、 統計のエイ リ アス名を入力します。 

名前は最大 255 文字までで、 次の文字を使用できます。 アルファベッ ト、 数

字、 アンダースコア、 ハイフンを使用できます。

4 [ データタイプ ] ボッ クスで値を選択します。 
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以下に、 使用可能なデータパイプのオプシ ョ ンと、 対応するデータベース記
憶領域タイプを示します。 

OVPI データタイプ Sybase データタイプ

char_string varchar

カウンタ float

counter_high float

counter_low float

counter64 float

double float

enum integer

float float

gauge float

hex_string varchar

integer float

ip_address varchar(15)

numeric numeric

object_id varchar(128)

octet_string varchar(128)

seq_key integer

smalldatetime smalldatetime

snm_float float

snmp_char_string varchar

snmp_counter float

snmp_double float

snmp_enum integer

snmp_float float

snmp_gauge float

snmp_hex_string varchar
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5 必要に応じて、 [ 長さ ] ボッ クスに数値を入力します。 

長さの値が有効なデータタイプは、 char_string、 hex_string、 numeric、
octet_string、 snmp_char_string、 snmp_hex_string、 snmp_octet_string
です。

6 統計に NULL があ りえる場合は、 [ ヌル可能 ] をク リ ッ ク します。

7 [ デフォルト ] ボッ クスに、 統計のデフォルト値を入力します。 

値の長さは最大 255 文字までです。 

8 [ 説明 ] ボッ クスに、 統計の説明を入力します。 

説明は省略するこ と も可能です。 説明は最大 255 文字までです。 

9 データテーブル内の列の順序を変更する場合は、 変更したい列を選択し以下
を実行します。

• 列を上へ移動するには、 をク リ ッ ク します。

• 列を下へ移動するには、 をク リ ッ ク します。

• プロパティテーブルから列を削除するには、 をク リ ッ ク します。

10 [ 次へ ] をク リ ッ ク します。 

snmp_integer float

snmp_ip_address varchar(15)

snmp_object_id varchar(128)

snmp_octet_string varchar(128)

snmp_snm_float float

snmp_timeticks float

timeticks float

tinyint tinyint

unix_time datetime
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タスク  5: データテーブルに関連付けるプロパティテーブルを指定する

[ プロパティテーブルとの関連付け ] ページが開きます ( 図 58)。 

図 58 [ プロパティテーブルとの関連付け ] ページ

1 以下のいずれかを実行します。

• [ 新規プロパティテーブルの作成 ] を選択し、 新し く作成するプロパティ

テーブルの SQL 名を入力します。 最大 30 文字までの、 一意な名前を入

力できます。 使用できる文字は、 アルファベッ ト 、 数字、 アンダースコ

ア ( _ ) です。 タスク 6 に進みます。

• [ プロパティテーブル ] リ ス ト からプロパティテーブルを選択します。 タ
スク 7 に進みます。

2 [ 次へ ] をク リ ッ ク します。 
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タスク  6: プロパテ ィ属性を定義する

[ プロパティ属性の定義 ] ページが開きます ( 図 59)。 

図 59 [ プロパティ属性の定義 ] ページ

既存の列を使用してプロパティテーブルを作成するこ と も、 さ らに列を追加する
こ と もできます。 いずれの場合も、 列の属性を変更できます。

プロパティテーブルの列を追加または変更するには、 以下の手順に従います。

1 列を追加するには、 をク リ ッ ク します。 

既存のリ ス トの末尾に列のラインが現れます。 [ 列 ] および [ エイ リ アス ]
ボッ クスにはデフォルトの名前が Column_n と表示されます (n は数字であ

り、 列を追加するたびに増加します )。 

2 列の SQL 名を指定するには、 [ 列 ] ボッ クスで名前を選択し新しい名前を入

力します。 

名前は最大 30 文字までで、 アルファベッ ト 、 数字、 アンダースコアを使用

できます。
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3 列のエイ リ アス名を指定するには、 [ エイ リ アス ] ボッ クスで名前を選択し

新しい名前を入力します。 

名前は最大 255 文字までであ り、 アルファベッ ト 、 数字、 アンダースコア、

ハイフンを使用できます。

4 [ データタイプ ] ボッ クスをク リ ッ ク し値を選択します。 

利用可能なデータ型のオプシ ョ ンとそれに対応するデータベースのス ト レー
ジタイプについては、 433 ページの手順 4 を参照して ください。

5 必要に応じて、 [ データ長 ] ボッ クスに数値を入力します。 

長さの値が有効なデータタイプは、 char_string、 hex_string、 numeric、
octet_string、 snmp_char_string、 snmp_hex_string、 snmp_octet_string
です。

6 [ オブジェク ト別 ] ボッ クスをオンまたはオフにします。 

このオプシ ョ ンをオンにした場合は、 その列が、 プロパティテーブル内の、
要素を定義するプロパティの、 一意な組み合わせに含まれているこ とにな り
ます。 この場合は、 [ ヌル可能 ] および [ デフォルト値 ] ボッ クスは選択する

べきであ り ません。 

変数によるオブジェク ト と して dsi_target_name以外の列を指定した場合

は、 変数によるオブジェク ト と して dsi_table_key は指定できません。 た
だし、 オブジェク ト別変数の最初のものと して dsi_target_name を指定し

た場合にのみ、 オブジェク ト別変数と して dsi_table_key を指定できます。 

7 [ 収集別 ] ボッ クスをオンまたはオフにします。

このオプシ ョ ンをオンにした場合は、 その列が、 収集対象要素を定義する列
の一意な組み合わせに含まれているこ とにな り ます。 この場合は、 [ ヌル可

能 ] および [ デフォルト値 ] ボッ クスは選択するべきであ り ません。 

変数別収集と して [dsi_target_name] 以外の列を指定した場合は、 変数別

収集と して dsi_table_key を指定できません。 ただし、 変数別収集の最初

のものと して dsi_target_name を指定した場合にのみ、 変数別収集と して

dsi_table_key を指定できます。

8 [ ヌル可能 ] ボッ クスをオンまたはオフにします。 

このオプシ ョ ンをオンにした場合は、 この列は NULL の可能性があ り ます。 
[ オブジェク ト別 ] または [ 収集別 ] ボッ クスが選択されている場合は、 この

オプシ ョ ンは選択するべきであ り ません。
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9 列のデフォルト値を設定する場合は、 [ デフォルト値 ] ボッ クスに値を入力

します。 

値の長さは最大 255 文字までです。 このフ ィールドは、 この列がオブジェク

ト別変数または変数別収集である場合には、 空欄にする必要があ り ます。

10 以下のいずれかを実行します。

a この列に外部キー参照を含める場合は、 [ 外部キー ] リ ス トからそのキー

が含まれているプロパティテーブルを選択します。 

b この列に外部キー参照を含めない場合は、 [ 外部キー ] リ ス トから [no fk]
を選択します。 デフォルトは外部キーなしです。 

11 キー変数で列を指定する場合、 キー変数の順序で列を配置する必要があ り ま
す。 たとえば、 リ ス ト内の最初の列は 1 番目のキー変数に対応させ、 2 番目

の列は 2 番目のキー変数に対応させ、 以下同様に列をキー変数に対応させま

す。 

プロパティテーブル内での列の順序を変更したい場合は、 変更したい列を選
択して以下を実行します。

• 列を上へ移動するには、 をク リ ッ ク します。

• 列を下へ移動するには、 をク リ ッ ク します。

• プロパティテーブルから列を削除するには、 をク リ ッ ク します。 

オブジェク ト別変数と変数別収集とが同じである場合は、 プロパティテーブル
のデフォルトは 6 列のみです。
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タスク  7: 収集の出力ファイルを指定する

[ 出力ファイルの選択 ] ページが開きます ( 図 60)。 

図 60 [ 出力ファ イルの選択 ]

1 出力ファイルの名前と場所が正しいこ とを確認します。 

2 ファ イルの名前または場所を変更する場合は、 以下のいずれかを実行します。

• [ 出力ファイル ] ボッ クスに新しい情報を入力します。

• をク リ ッ ク します。 [ 開く ] ダイアログボッ クスが開きます。 

ファ イルの場所に移動してそのファイルをダブルク リ ッ ク し、 [ 開く ] を
ク リ ッ ク します。 [ 出力ファ イル ] ボッ クスが、 新しいファ イル情報で更

新されます。

3 [ 次へ ] をク リ ッ ク します。 
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タスク  8: 収集をデータベースに登録する

[ データベースへの収集の追加 ] ページが開きます ( 図 61 を参照 )。 

図 61 [ データベースへの収集の追加 ] ページ

1 すぐにテーブルを生成してデータベースに追加する場合は、 [ 今すぐデータ

ベースに追加 ] を選択します。 

このオプシ ョ ンをオフにした場合は、 後からコマンド行で以下のコマンドを
入力する必要があ り ます。

datapipe_manager -p create -a teel_file 

こ こで teel_file は、440 ページのタスク 7 で指定した出力ファ イルの名前で

す。

datapipe_manager コマンドのオプシ ョ ンに関する情報がさ らに必要な場合

は、 『HP OpenView Performance Insight TEEL Reference Guide』 および

『HP OpenView Performance Insight Reference Guide』 を参照して くださ

い。
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2 [ 要約 ] ボッ クスで、 テーブル内のデータに対して実行する要約のタイプを

選択します。 

以下のオプシ ョ ンのいずれかをク リ ッ ク します。

• [ 未処理 (raw) から差分への変換 ]

raw から差分への変換処理に必要なデータベースオブジェク トが生成さ

れます。 

手動で生成する場合は、 この手順の手順 1 のコマンドに -r r2d を付け

ます。

• [ データをレートテーブルに直接コピー ] 

raw から差分への変換処理と デフォルト の要約に必要なデータベースオ

ブジェク ト が生成されます。 データベースオブジェク ト には、 レート

テーブルと 、 時間単位、 日単位、 および週単位の要約テーブルと 、 その
ための要約プロシージャが含まれます。 また、 .sum ファイルも作成され、 
DPIPE_HOME/scriptsディ レク ト リに保存されます。 

手動で生成する場合は、 この手順の手順 1 のコマンドに -r default を

付けます。

• [ 要約しない ]

他のデータベースオブジェク トは生成されません。

3 [ 次へ ] をク リ ッ ク します。 
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タスク  9: [ サマリー ] ページを確認する

[ サマ リー ] ダイアログボッ クスが開きます。 

1 すべての収集プロパティ値が正しいこ とを確認します。 

必要であれば、 [ 戻る ] をク リ ッ ク して前のページに戻り、 変更します。 変更

が完了したら、 [ 次へ ] をク リ ッ ク して [ 概要 ] ページまで戻り ます。 

2 [ 完成 ] をク リ ッ クする とデータテーブルが作成されます。 

データテーブル作成ウ ィザードが閉じ、 TEEL ファ イルが作成され、 指定し

た場所に保存されます。 

プロパティテーブルの作成

プロパティテーブルを作成するには、 以下の手順に従います。
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タスク  1: テーブルの作成ウィザードを起動する

管理コンソールから、 以下のいずれかの方法でテーブルの作成ウ ィザードを起動
します。

• をク リ ッ ク し、 メニューから [ プロパティテーブル ] を選択します。

• [ ファ イル ] メニューから [ 新規 ]、 [ プロパティテーブル ] の順に選択します。

タスク  2: プロパテ ィテーブルの名前を入力する

[ プロパティテーブルの作成 ] ページが開きます。 

図 62 [ プロパティテーブルの作成 ] ページ

1 [ 既存のプロパティテーブルの再使用 ] ボッ クスに、 テーブルの SQL 名を入

力します。 

名前は一意でなければなり ません。 最大 30 文字までです。 使用できるのは、

大文字 / 小文字のアルファベッ ト 、 数字、 特殊文字のアンダースコア ( _ ) で
す。 

2 [ エイ リ アス ] ボッ クスに、 テーブルのエイ リ アス名を入力します。 
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名前は一意でなければなり ません。 最大 255 文字までです。 使用できるの

は、 大文字 / 小文字のアルファベッ ト 、 数字、 特殊文字のハイフン (-) とア

ンダースコア (_) です。 ) 

3 [ 説明 ] ボッ クスに、 テーブルの説明を入力します。 

説明は省略できません。 最大 255 文字までです。 このボッ クスを空白にする

と、 テーブルの作成後にエラーメ ッセージが表示されます。

4 [ 次へ ] をク リ ッ ク します。

タスク  3: プロパテ ィ属性を定義する

[ プロパティ属性の定義 ] ページが開きます 437 ページの図 59 を参照して くだ

さい。

この手順を行うには、437 ページのタスク 6 を参照して ください。

タスク  4: 収集の出力ファイルを指定する

[ 出力ファイルの選択 ] ページが開きます 440 ページの図 60 を参照して くださ

い。

この手順を行うには、440 ページのタスク 7 を参照して ください。

タスク  5: 収集をデータベースに登録する

[ データベースへの収集の追加 ] ページが開きます (441 ページの図 61 を参照 )。

この手順を行うには、440 ページのタスク 7 を参照して ください。
保持期間テーブルの管理 445



タスク  6: [ サマリー ] ページを確認する

[ サマ リー ] ダイアログボッ クスが開きます。 

1 すべての値が正しいこ とを確認します。 

必要であれば、 [ 戻る ] をク リ ッ ク して前のページに戻り、 変更します。 変更

が完了したら、 [ 次へ ] をク リ ッ ク して [ サマ リー ] ページまで戻り ます。 

2 [ 完了 ] をク リ ッ クする とプロパティテーブルが作成されます。 

データテーブル作成ウ ィザードが閉じ、 TEEL ファ イルが作成され、 指定し

た場所に保存されます。 
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テーブルのデフォルトの設定

テーブルマネージャでは、 データテーブルと期間テーブルの 2 種類のテーブル

に対して、 デフォルト を設定できます。 データテーブルのデフォルトはテーブル

タイプに基づいて設定できます。 デフォルト設定はすべてのデータテーブルに適
用されます。 期間テーブルのデフォルトは、 選択した期間テーブルにのみ適用さ

れ、 多数のアプリ ケーシ ョ ンに影響します。

データテーブルのデフォルトの設定

テーブルに関連付けられている特定の時間タイプごとに、 さまざまなデフォルト
オプシ ョ ンを設定できます。 これらのオプシ ョ ンには、 保持期間、 タイムラグ

値、 および履歴単位があ り ます。  

デフォルト を変更するには、 以下の手順に従います。 

1 [ ファ イル ] メニューから [ テーブルのデフォルトの設定 ] を選択します。 

[ テーブルのデフォルトの設定 ] ダイアログボッ クスが開きます。 

2 [ 時間タイプ ] リ ス トから、 変更するテーブルの時間タイプを選択します。

これらの値を変更する場合は注意が必要です。 データ保持のデフォルト値を変更

した場合は、 インス トールされている OVPI レポート機能のデータが変更され

ます。 デフォルト値を高くする と、 システム全体のパフォーマンスに悪影響しま

す。

特定の時間タイプのデフォルト値を変更する と、 変更内容は、 その時間タイプ
のすべてのテーブルに適用されます。
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3 保持期間を変更するには、 [ データを保持する日数 ] ボッ クスに日数を入力

します。 

保持期間とは、 OVPI が特定のテーブルのデータを保持しておく日数です。 
指定した日数が経過する と、 データは自動的に削除されます。 

4 タイムラグを変更するには、 [ ヒ ステ リ シス単位 ] ボッ クスに時間を分単位

で入力します。 

タイムラグ値は、 データの処理の遅延時間 ( 分単位 ) です。 

5 履歴単位を変更するには、 [ ヒ ステ リ シス単位 ] ボッ クスに単位数を入力し

ます。

履歴単位とは、 再処理の対象とするデータのま とま り ( 量 ) の指定です。 単
位の値は、 テーブルの時間タイプと同じです。 たとえば、 日単位のテーブル

の履歴単位は日単位であ り、 同様に、 時間単位のテーブルの履歴単位は時間
単位です。 

6 [OK] をク リ ッ ク します。

期間テーブルのデフォルト

期間テーブルに対して設定できるデフォルトオプシ ョ ンは、 保持期間だけです。 
期間テーブルには、 指定した日数の期間のリ ス トが含まれており、 これがテーブ
ルの保持期間です。 日単位、 時間単位、 5 分、 30 秒など、 さまざまな時間カテゴ

リの期間テーブルがあ り ます。 これらのテーブルでは、 データベースの検索が自

動的に最適化されます。 tpmaint の詳細については、 『HP OpenView 
Performance Insight Reference Guide』 を参照して ください。  

期間テーブルの保持期間を変更するには、 以下の手順に従います。

1 [ ファ イル ] メニューから [ 期間テーブル保持の設定 ] を選択します。 

ダイアログボッ クスには実行頻度の設定も表示されますが、 この値は変更でき
ません。 実行頻度とは、 テーブル内のデータの通常処理の頻度です。

これらの値を変更する場合は注意が必要です。 データ保持のデフォルト値を変更

した場合は、 インス トールされている OVPI レポート機能のデータが変更され

ます。 デフォルト値を高くする と、 システム全体のパフォーマンスに悪影響しま

す。
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[ 時間範囲テーブル保持の設定 ] ダイアログボッ クスが開きます。 

2 [ 時間範囲テーブル ] リ ス トから、 適切な期間テーブルを選択します。 

この リ ス トには、 データベースで使用可能な各タイムゾーンの、 期間テーブ
ルが含まれています。 各データベースは、 ローカルタイムゾーンセッ ト と

GMT タイムゾーンセッ トにアクセスします。 

3 [ 保持日数 ] ボッ クスに日数を入力します。 テーブルに含まれる期間が変更さ

れます。  

4 [OK] をク リ ッ ク します。

期間テーブルの保持日数を変更した場合は、 最適化のためにこれらのテーブル
を使用するすべてのアプリ ケーシ ョ ンに影響します。

この値を正し く設定しないと、 パフォーマンスが低下する可能性があ り ます。
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14 カタログマネージャの使用
管理コンソールのカタログマネージャを使用する と、 配布レポート内にレポート
リ ンクを作成できます。 する とそのレポートから、 別のレポート、 サードパー
ティーアプ リ ケーシ ョ ン、 または URL (Uniform Resource Locator) を開く こ と

ができるよ うにな り ます。

レポート リ ンクは、 ソースレポート内の要素 ( グラフ、 テーブル、 イ メージ、 ま

たはラベル ) から特定の情報を取得し、 その情報をレポートパラ メータ ( レポー

トからレポートへのリ ンクの場合 ) または引数 ( レポートからアプ リ ケーシ ョ ン

または URL へのリ ンクの場合 ) への入力と して使用し、 その後、 レポートから

そのリ ンクが開かれたと きに、 指定された情報を用いてレポート、 アプ リ ケー
シ ョ ン、 または URL を表示します。 このよ うに、 レポート、 URL、 およびアプ

リ ケーシ ョ ンを相互に結び付けるこ とで、 インテ リ ジェン トかつカスタマ固有の
情報フローを構築するためのナビゲーシ ョ ンパスを作成できます。

さ らに、 配布するレポート リ ンク と項目を管理するこ と もできます。 カタログマ

ネージャは、 [ リ ンク ] および [ 配布済み項目 ] カタログで構成されています。 こ
れらのカタログは Web アクセスサーバーにあ り ます。 カタログの内容は以下の

とおりです。 

• [ リ ンク ]: [ 配布済み項目 ] カタログの配布済みレポート内にある、 すべての

レポート リ ンクが格納されます。 

• [ 配布済み項目 ]: このカタログには以下のものが含まれています。

— 配布されたレポート。 このカタログにレポート を配布する と、 ユーザー

は OVPI の Web アクセスサーバーク ライアン ト アプ リ ケーシ ョ ンを使

用してそれらのレポート を表示できます。 レポート を配布するには、 カ

タログマネージャ、 パッケージマネージャ、 および配布ウ ィザードを使
用します。

— 配布された URL。 レポートから特定の URL へのリ ンクを頻繁に作成す

る場合、 またはユーザーが Web アクセスサーバーから特定の URL を直

接表示する必要がある場合は、 [ 配布済み項目 ] カタログ内の URL を配

布する と便利です。
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さ らに、 各カタログ内にある固有の項目に、 管理タスクを実行するこ と もできま
す。 

ユーザーは、 OVPI ク ライアン ト アプ リ ケーシ ョ ン (Web アクセスサーバー、 レ

ポート ビューア、 およびレポート ビルダ ) を使用してレポート を表示したと き

に、 レポート リ ンクを ト リガーできます。 

カタログマネージャの起動

カタログマネージャを起動するには、 以下の手順に従います。

1 管理コンソールを起動します。 詳細は、 96 ページの 「管理コンソールの起

動」 を参照して ください。  

2 管理コンソールのナビゲーシ ョ ンペインで、 [ カタログ ] アイコンをク リ ッ ク

します。

レポートからアプ リ ケーシ ョ ンへのリ ンクを、 Web アクセスサーバーで開く こ

とはできません。 この種類のリ ンクを開くには、 レポート ビルダまたはレポート

ビューアを使用します。 また、 レポートに リ ンク されているアプ リ ケーシ ョ ンを

正常に起動するには、 リ ンク先のアプリ ケーシ ョ ンが、 レポート ビルダまたは
レポート ビューアの実行元のシステムに存在している必要があ り ます。

管理コンソールには管理者権限を持つアカウン トでログオンする必要があ り ま
す。 ユーザーアカウン トの詳細は、 516 ページの 「ユーザーアカウン トの管理」

を参照して ください。
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図 63 は、 [ カタログ / レポート リ ンクの管理 ] ウ ィンド ウの表示例です。

図 63 [ カタログ / レポート リ ンクの管理 ] ウ ィンド ウ

[ カタログ / レポート リンクの管理 ] ウィンドウ

[ カタログ / レポート リ ンクの管理 ] ウ ィ ンド ウには、 以下のペインがあ り ます。 

• ナビゲーシ ョ ンペイン : ナビゲーシ ョ ンペインはウ ィンド ウの左側にあ り、

[ リ ンク ] カタログと [ 配布済み項目 ] カタログが表示されます。 [ リ ンク ]
カタログの [ リンク ] フォルダーには、 [ 配布済み項目 ] カタログ内に配布さ

れた各レポートに含まれている リ ンクが一覧表示されます。 

[ カタログ ] には [ 配布済み項目 ] フォルダーがあ り、 その中には [System]
および [Users] フォルダーがあ り ます。 これらのフォルダーには、 配布され

たレポート と URL が格納されます。 

• 表示ペイン : 表示ペインは、 ウ ィンド ウの右側にあ り ます。 [ リ ンク ] カタロ

グで リ ンクを選択する と、 その リ ンクがグラフ ィ ッ ク表示されます。 また、

リ ンクの作成および管理もできます。 詳細は 494 ページの 「表示ペインでの

リ ンクの変更」 を参照して ください。
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[ 配布済み項目 ] カタログの管理

配布済み項目カタログに対しては次のタスクを実行するこ とができます。

• レポート と URL を配布する。

• カタログ内にフォルダーを作成するこ とで、 配布した項目を整理する。

• レポート を移動する。

• レポート をコピーする。

• レポート と URL のプロパティを表示および変更する。

• レポート と URL を削除する。

• 必要に応じてカタログを更新する。

レポートの配布

レポート を配布する と、 そのレポート (.rep または .srep ファ イル ) は [ 配布

済み項目 ] カタログの、 [System] または [Users] フォルダーのいずれかに格納

されます。 

ユーザーが Web アクセスサーバーでレポート を表示するには、 そのレポート を

配布する必要があ り ます。 また、 レポート内にリ ンクを作成する場合にも、 まず

レポート を配布する必要があ り ます。 カタログマネージャの [ レポートの配布 ]
ウ ィザードを使用する と、 必要な各手順に従ってレポート をカタログに配布でき
ます。

URL を配布するには、 以下の手順に従います。

タスク  1: 配布ウィザードを起動する

カタログマネージャの [ ファ イル ] メニューから [ 配布 ] を選択します。
454 第 14 章



タスク  2: 配布アクシ ョ ンを選択する

図 64 は [ 配布アクシ ョ ンの選択 ] ウ ィ ンド ウを示しています。

図 64 [ 配布アクシ ョ ンの選択 ] ウ ィンド ウ

[ レポートの配布 ] を選択して [ 次へ ] をク リ ッ ク します。
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タスク  3: Web アクセスサーバーにレポート を配布するために必要な情報を指定する

図 65 は [ アプリ ケーシ ョ ンサーバーの情報を入力します ] ウ ィンド ウを示して

います。

図 65 [ アプリ ケーシ ョ ンサーバーの情報を入力します ] ウ ィンド ウ

デフォルトでは、 ウ ィンド ウには現在の Web アクセスサーバーの名前とポート

番号が表示されます。 

以下の手順に従います。

1 [Web アクセスサーバーホス ト ] ボッ クスで、 デフォルト値をそのまま使用

するか、 あるいはレポート を配布解除する Web アクセスサーバーの名前を

入力します。

2 [Web アクセスサーバーポート ] ボッ クスで、 デフォルト値をそのまま使用

するか、 あるいは [Web アクセスサーバーホス ト ] ボッ クスで指定した Web 
Access Server のポート番号を入力します。

3 以下のいずれかを実行します。

• [SSL 経由の通信 ] チェッ クボッ クスを選択して SSL を有効にします。

• [SSL 経由の通信 ] チェッ クボッ クスをク リ ッ ク して選択を解除し、 SSL
を無効にします。 
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[SSL 経由の通信 ] オプシ ョ ンを選択する と、 Web アクセスサーバーとサ

ポート されている Web ブラウザの間で SSL (Secure Socket Layer) 通信が有

効になり ます。 このオプシ ョ ンを使用しない場合は、 通信は HTTP 経由で行

われます。

4 [ 次へ ] をク リ ッ ク して続行します。 

タスク  4: 配布するレポート ( 複数可 ) を選択する

図 66 は [ レポートの選択 ] ウ ィ ンド ウを示しています。

図 66 [ レポートの選択 ] ウ ィンド ウ

1 [ 追加 ] をク リ ッ ク します。 

[ 開く ] ダイアログボッ クスが開いたら、 配布するレポートが含まれている

フォルダーに移動します。 

2 [ 開く ] ダイアログボッ クスで以下のいずれかを実行して [ 開く ] をク リ ッ ク

します。

• レポート を 1 つだけ選択するには、 そのレポートのファ イル名をク リ ッ

ク します。

• 複数の隣接するレポート を選択するには、 最初のレポート をク リ ッ ク
し、 [Shift] キーを押しながら最後のレポート をク リ ッ ク します。 
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• 隣接していない複数のレポート を選択するには、 [Ctrl] キーを押しなが

らレポート を 1 つずつク リ ッ ク していきます。 

3 追加したレポート を削除するには、 そのレポート を選択し [ 削除 ] をク リ ッ

ク します。

4 [ 次へ ] をク リ ッ ク します。 

タスク  5: 配布するレポートの格納先とするフォルダーを選択する

図 67 は [ 場所の選択 ] ウ ィ ンド ウを示しています。 

図 67 [ 場所の選択 ] ウ ィ ンド ウ

以下のいずれかを実行します。

• ツ リーを展開し、 レポート を格納するフォルダーを選択して [ 次へ ] をク

リ ッ ク します。 

• ツ リーを展開し、 新しいフォルダーを作成するフォルダーを選択して [ フォ

ルダの追加 ] をク リ ッ ク します。 

ツ リーに [ 新規フォルダ ] が追加されます。 以下の手順に従います。

a [ 新規フォルダ ] をク リ ッ ク し、 新し く作成するサブフォルダーの名前を

入力します。

b [ 次へ ] をク リ ッ ク します。
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タスク  6: レポート を配布する

図 68 は [ 概要 ] ウ ィンド ウを示しています。

図 68 [ 概要 ] ウ ィ ンド ウ

1 [ 完了 ] をク リ ッ ク します。

レポートが正常に配布された場合は、 正常に配布されたこ とを伝える メ ッ
セージが表示されます。

2 [OK] をク リ ッ ク します。 

3 レポートが配布されたこ とを確認するには、 レポートの配布先と したフォル
ダーを選択し、 ツールバーの [ 更新 ] ボタンをク リ ッ ク します。

レポートの配布解除

レポート の配布を解除するには、 [ 配布済み項目 ] カタログのショ ート カッ ト メ

ニューから [ 配布解除 ] オプショ ンを使用するか、 [ レポート の配布 ] ウィ ザード

を使用します。 レポート の配布を解除すると 、 そのレポート は [ 配布済み項目 ]
カタログから除外されます。
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[ 削除 ] メニューオプシ ョ ンによるレポートの配布解除

レポート を配布解除するには、 以下の手順に従います。

1 [ 配布済み項目 ] カタログで、 配布を解除するレポートが含まれているフォ

ルダー ([System] または [Users]) に移動します。

2 レポート を右ク リ ッ ク します。

3 メニューから [ 削除 ] を選択します。

[ レポートの配布 ] ウィザードによるレポートの配布解除

レポート を配布解除するには、 以下の手順に従います。

タスク  1: 配布ウィザードを起動する

カタログマネージャの [ ファ イル ] メニューから [ 配布 ] を選択します。

タスク  2: 配布オプシ ョ ンを選択する

[ 配布アクシ ョ ンの選択 ] ウ ィンド ウが開きます (455 ページの図 64 を参照 )。

[ レポートの配布解除 ] を選択して [ 次へ ] をク リ ッ ク します。

タスク  3: Web アクセスサーバーからレポートの配布を解除するために必要な情報を指定

する

[ アプ リ ケーシ ョ ンサーバーの情報を入力します ] ウ ィ ンド ウが開きます (456 
ページの図 65 を参照 )。 デフォルトでは、 このウ ィンド ウには現在の Web アク

セスサーバーの名前とポート番号が表示されます。 

以下の手順に従います。

1 [Web アクセスサーバーホス ト ] ボッ クスで、 デフォルト値をそのまま使用

するか、 またはレポートの配布を解除する Web アクセスサーバーの名前を

入力します。

2 [Web アクセスサーバーポート ] ボッ クスで、 デフォルト値をそのまま使用

するか、 あるいは [Web アクセスサーバーホス ト ] ボッ クスで指定した Web 
アクセスサーバーのポート番号を入力します。

3 以下のいずれかを実行します。

• [SSL 経由の通信 ] チェッ クボッ クスを選択して SSL を有効にします。
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• [SSL 経由の通信 ] チェッ クボッ クスをク リ ッ ク して選択を解除し、 SSL
を無効にします。 

[SSL 経由の通信 ] オプシ ョ ンを選択する と、 Web アクセスサーバーとサ

ポート されている Web ブラウザの間で SSL (Secure Socket Layer) 通信が有

効になり ます。 このオプシ ョ ンを使用しない場合は、 通信は HTTP 経由で行

われます。

4 [ 次へ ] をク リ ッ ク して続行します。 

タスク  4: 配布解除するレポート を選択する

[ 場所の選択 ] ウ ィンド ウが開きます。 458 ページの図 67 を参照して ください。

1 配布解除するレポートが格納されているフォルダーに移動します。 

2 以下のいずれかを実行してレポート ( 複数可 ) を選択します。

• レポート を 1 つだけ選択するには、 そのレポートのファ イル名をク リ ッ

ク します。

• 複数の隣接するレポート を選択するには、 最初のレポート をク リ ッ ク
し、 [Shift] キーを押しながら最後のレポート をク リ ッ ク します。 

• 隣接していない複数のレポート を選択するには、 [Ctrl] キーを押しなが

らレポート を 1 つずつク リ ッ ク していきます。 

3 [ 次へ ] をク リ ッ ク します。 

タスク  5: レポートの配布解除

[ 概要 ] ウ ィンド ウが開きます。 459 ページの図 68 を参照して ください。

1 [ 終了 ] をク リ ッ ク します。

レポートの配布解除が正常に実行された場合は、 正常に配布解除されたこ と
を伝える メ ッセージが表示されます。

2 [OK] をク リ ッ ク します。

3 レポートが配布解除されたこ とを確認するには、 配布解除を行ったフォル
ダーを選択し、 ツールバーの [ 更新 ] ボタンをク リ ッ ク します。
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URL の配布

[ 配布済み項目 ] カタログに URL を配布する と、 その URL に必要なすべての情

報がカタログに保存されます。 これは、 OVPI の Web アクセスサーバーク ライ

アン ト アプ リ ケーシ ョ ンから URL にすばやくアクセスしたい場合に便利です。 

URL を配布する と、 Web アクセスサーバーのリ ンクバーにある [ カタログ ] リ ン

クをク リ ッ クするこ とでその URL にアクセスできるよ うにな り ます。 たとえば、

URL を [System] フォルダーに配布した場合は、 [System] フォルダーを展開す

る と、 そのフォルダーに配布された URL が表示されます。 URL をク リ ッ クする

と、 関連付けられている Web サイ トが Web アクセスサーバーの結果ウ ィンド ウ

に表示されます。 

[URL] カタログへの URL の配布は必須ではあ り ません。 

URL を配布するには、 以下の手順に従います。

1 [ 配布済み項目 ] カタログで URL の配布先とするフォルダーを右ク リ ッ ク

し、 メニューから [URL の配布 ] を選択します。

[URL の配布 ] ダイアログボッ クスが開きます。

2 [ 表示名 ] ボッ クスに、 [ 配布済み項目 ] カタログでこの URL を表示する際

の名前を入力します。

3 [ 説明 ] ボッ クスに、 URL の説明を入力します。 説明は省略するこ と も可能

です。 

この時点で説明を指定しな くても、 後で URL を右ク リ ッ ク し メニューから

[ プロパティ ] を選択すれば、 説明を指定できます。 [ プロパティ ] ダイアログ

ボッ クスが開き、 URL のプロパティ ( 名前、 説明、 および URL) が表示さ

れます。 詳細は 469 ページの 「URL プロパティの表示および変更」 を参照

して ください。

4 [URL] ボッ クスに URL のアドレスを入力し、 Web サイ トへの入力と して使

用するパラ メータがあれば指定します。 

5 [OK] をク リ ッ ク します。
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カタログ内のディレク ト リの新規作成

[ 配布済み項目 ] カタログには [ 配布済み項目 ] とい う名前のフォルダーがあ り

ます。 このフォルダー内には、 さ らに [System] フォルダーと [Users] フォル

ダーがあ り ます。 [System] および [Users] フォルダーの下の各ディ レク ト リ内

に、 新しいディ レク ト リ を作成できます。

新しいディ レク ト リ を作成するには、 以下の手順に従います。

1 ディ レク ト リの作成先とするフォルダーを右ク リ ッ ク し、 メニューから
[ ディレク ト リの作成 ] を選択します。

[ ディ レク ト リ ツ リーの作成 ] ダイアログボッ クスが開きます。

2 [ 表示名 ] ボッ クスに、 作成するフォルダーの名前を入力し、 [OK] をク リ ッ

ク します。

レポートおよびディ レク ト リの移動

レポート とディ レク ト リは移動できます。 

レポート を移動するには、 以下の手順に従います。

1 [ 配布済み項目 ] カタログで、 移動するレポート を見つけて選択します。 

2 レポート を右ク リ ッ ク し、 メニューから [ 移動 ] を選択します。
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[ 配布済みレポートの移動 ] ダイアログボッ クスが開きます。 

3 レポートの移動先とするフォルダーを選択し [OK] をク リ ッ ク します。

ディ レク ト リ を移動するには、 以下の手順に従います。

1 [ 配布済み項目 ] カタログで、 移動するディ レク ト リ を見つけて選択します。

2 ディ レク ト リ を右ク リ ッ ク し、 メニューから [ 移動 ] を選択します。

[ ディ レク ト リに移動 ] ダイアログボッ クスが開きます。

3 レポートの移動先とするディ レク ト リ を選択します。

レポートおよびディ レク ト リのコピー

レポート とディ レク ト リはコピーできます。 
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レポート をコピーするには、 以下の手順に従います。

1 [ 配布済み項目 ] カタログで、 コピーするレポート を見つけて選択します。 

2 項目を右ク リ ッ ク し、 メニューから [ コピー ] を選択します。

[ 配布済みレポートのコピー ] または [ ディ レク ト リにコピー ] ダイアログ

ボッ クスが開きます。 

3 以下の手順に従います。

a レポートのコピー先とするフォルダーを選択します。

b [ コピー名 ] ボッ クスで、 表示された元の名前をそのまま使用するか、 新

しい名前を入力します。

c [OK] をク リ ッ ク します。

ディ レク ト リ をコピーするには、 以下の手順に従います。

1 [ 配布済み項目 ] カタログで、 コピーするディ レク ト リ を見つけて選択しま

す。 

2 項目を右ク リ ッ ク し、 メニューから [ コピー ] を選択します。
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[ ディ レク ト リにコピー ] ダイアログボッ クスが開きます。

3 以下の手順に従います。

a レポートのコピー先とするディ レク ト リ を選択します。

b [ コピー名 ] ボッ クスで、 表示された元の名前をそのまま使用するか、 新

しい名前を入力します。

c [OK] をク リ ッ ク します。

ディ レク ト リプロパテ ィの表示および変更

ディ レク ト リのプロパティを表示または変更するには、 以下の手順に従います。 

1 項目を右ク リ ッ ク し、 メニューから [ プロパティ ] を選択します。
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[ ディ レク ト リの編集 ] ダイアログボッ クスが開きます。

2 [ 表示名 ] ボッ クスに、 ディ レク ト リの表示名を入力します。

3 [OK] をク リ ッ ク します。

配布項目プロパティの表示および変更

配布されたレポート または URL のプロパティ を表示および変更できます。

レポートプロパティの表示および変更

レポートプロパティを表示または変更するには、 以下の手順に従います。 

1 項目を右ク リ ッ ク し、 メニューから [ プロパティ ] を選択します。
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[ 配布済みレポートの編集 ] ダイアログボッ クスが開きます。

2 レポートの名前または説明を変更するには、 [ 全般 ] タブをク リ ッ ク します。

以下のいずれかを実行します。

• [ 表示名 ] ボッ クスに、 レポートの表示名を入力します。

• [ 説明 ] ボッ クスに説明を入力します。

3 Web アクセスサーバーク ライアン ト アプ リ ケーシ ョ ンでレポート を表示し

たと きのレポートの表示形態を変更するには、 [ 表示 ] タブをク リ ッ ク しま

す。

デフォルトでは、 ユーザーが Web アクセスサーバーでレポート を開く と、

レポートは現在のブラウザウ ィンド ウに表示されます。 レポート を新しいブ

ラウザウ ィンド ウに表示するには、 [ 新規ブラウザで開く ] をク リ ッ ク します。

4 [OK] をク リ ッ ク します。

レポートの名前と説明のみを確認したい場合は、 カタログ内のレポートの上にポ
インタを置いてしばら く待つと表示されます。 
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URL プロパティの表示および変更

URL のプロパティ ([ 配布済み項目 ] カタログでの表示名、 説明、 アドレス ) を
表示および変更できます。

URL のプロパティを表示または変更するには、 以下の手順に従います。 

1 URL を右ク リ ッ ク し、 メニューから [ プロパティ ] を選択します。

[URL の配布 ] ダイアログボッ クスが開きます。

2 以下のいずれかを実行します。

• [ 表示名 ] ボッ クスに、 レポートの表示名を入力します。

• [ 説明 ] ボッ クスに説明を入力します。

• [URL] ボッ クスに、 新しい URL およびパラ メータを入力します。

3 [OK] をク リ ッ ク します。

URL の名前と説明のみを確認したい場合は、 カタログ内の URL の上にポイン

タを置いてしばら く待つと表示されます。 

レポートおよび URL の削除

レポート または URL を削除する と、 [ 配布済み項目 ] カタログからそのレポー

ト または URL の配布が解除されます。

レポート または URL を削除するには、 項目を右ク リ ッ ク し メニューから [ 削除 ]
を選択します。 
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カタログの更新

場合によっては、 [ 配布済み項目 ] カタログ内のフォルダーを更新する必要があ

り ます。 たとえば、 自分と別のユーザーが共通の管理者アカウン ト を使用してい

る場合は、 複数の人が同時に変更を行う可能性があ り ます。 この場合は、 カタロ

グへの最新の変更を表示するために、 カタログを手動で更新する必要があ り ま
す。

カタログ内のフォルダーを更新するには、 フォルダーを右ク リ ッ ク して、 メ
ニューから [ 更新 ] を選択します。

リンクカタログの管理

リ ンクカタログを管理するには以下を行います。

• カタログ内にリ ンクグループを作成する。

• 配布レポート内に、 レポート、 アプ リ ケーシ ョ ン、 または URL への、 レ

ポート リ ンクを作成する。

• 表示ペインで リ ンクを変更する。

• リ ンクをコピーする

• リ ンクを移動する

• リ ンクを削除する

• リ ンクプロパティを表示および変更する

• リ ンクをエクスポート またはインポートする。

• リ ンクカタログを更新する。

リンクグループの作成

デフォルトでは、 [ リ ンクカタログ ] には [ リンク ] という フォルダーがあ り ま

す。 この [ リンク ] フォルダー内にリ ンクグループという フォルダーを作成して、

リ ンクを企業別、 グループ別、 ユーザー別などに整理するこ とができます。 
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リ ンクグループを作成するには、 以下の手順に従います。

1 以下のいずれかを実行します。

• [ リ ンクカタログ ] の [ リンク ] フォルダーを右ク リ ッ ク し、 [ 新規リンク

グループ ] を選択します。

• カタログマネージャの [ ファ イル ] メニューから [ 新規 ] を選択し、 [ リ

ンクグループ ] を選択します。

[ リ ンクグループの作成 ] ダイアログボッ クスが開きます。

2 必要であれば、 [ リ ンクグループの作成先 ] ボッ クスで、 リ ンクグループの

作成先とするフォルダーを選択します。

3 [ 名前 ] ボッ クスに、 リ ンクグループフォルダーの名前を入力します。 フォル

ダーの作成が完了する と、 このフォルダー名が [ リンク ] フォルダーに表示

されます。 

4 [ 説明 ] ボッ クスに、 リ ンクの説明を入力します。 これは省略可能です。 

後でこれらのプロパティを表示するには、 リ ンクグループの上にポインタを
置いてしばら く待ちます。 する と、 表示名と説明が表示されます。 また、 カ

タログ内のそのレポートの上にポインタを置いても、 これらのプロパティ
( リ ンクの名前と説明 ) が表示されます。

[ ファ イル ] メニューから [ リ ンクグループ ] を選択した場合は、 このダイアロ

グボッ クスに [ リ ンクグループの作成先 ] ボッ クスも表示されます。
カタログマネージャの使用 471



表示名と説明を変更するには、 リ ンクグループフォルダーを右ク リ ッ ク し、
メニューから [ プロパティ ] を選択します。 リ ンクのプロパティの変更に関す

る詳細は、 497 ページの 「リ ンクのプロパティの表示および変更」 を参照し

て ください。

5 [OK] をク リ ッ ク します。

[ リンク ] フォルダー内にリ ンクグループが表示されます。

レポート リンクの作成 

ユーザーがレポート内のリ ンクを開く と、 レポート リ ンクはソースレポート内の
要素 ( グラフ、 テーブル、 イ メージ、 ラベル ) から特定の情報を取得し、 その情

報をレポートパラ メータ ( レポートからレポートへのリ ンクの場合 ) または引数

( レポートからアプ リ ケーシ ョ ンまたは URL へのリ ンクの場合 ) への入力と し

て使用し、 その後、 レポートからそのリ ンクが開かれたと きに、 指定された情報
を用いてレポート、 アプ リ ケーシ ョ ン、 または URL を表示します。 

1 つのレポート を複数のレポート リ ンクの リ ンク先にするこ と もできます。 たと

えば、 カスタマを表示するレポートに、 デバイスレポート を表示するレポート リ
ンクが含まれている場合は、 特定カスタマのデバイスのみを表示できます。 ま
た、 場所を表示する別のレポートに、 同じデバイスレポート を表示するレポート
リ ンクが含まれている場合は、 特定の場所のデバイスのみを表示できます。 この

場合、 カスタマと場所のレポートはいずれも、 デバイスを表示する同じレポート
に リ ンク されています。 

同様に、 1 つのレポートに複数のリ ンクを設定できます。 たとえば、 1 つのレ

ポート を任意の数のレポート、 URL、 アプ リ ケーシ ョ ンに リ ンク設定できます。 

レポートから別のレポートへのリンク

配布されたレポート ( リ ンク元 ) の中に、 別の配布されたレポート ( リ ンク先 )
へのリ ンクを作成できます。 ユーザーがソースレポートで リ ンクをク リ ッ クする

と、 リ ンク先レポートが開きます。 このと き、 ソースレポート内の選択した要素
に関連付けられている特定の統計の値が、 リ ンク先レポート内の選択したレポー
トパラ メータのために使用されます。 たとえば、 レポートからレポートへのリ ン

クを作成するこ とで、 デバイスに関するさ らなる情報を別のレポートで表示でき
ます。 
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Device Resources レポートパッ ク と Interface Reporting レポートパッ クが両方

インス トールされている と仮定します。 これらの 2 つのレポートパッ クを同時に

実行すれば、 ルーター CPU の使用率が急増した場合、 Device Resources がこの

問題を知らせ、 Interface Reporting でインタフェースの使用率レベルがこの問

題の原因であるかど うかを判断します。 

このと き、 Device Resource の準リ アルタイム ク イ ッ クビューレポート を表示

する と、 デバイスの過去 6 時間の平均使用率 ( バッファー、 CPU、 およびメモ

リー ) が一覧表示され、 使用率が極端に高いデバイスを特定できます。 また、

Interface Reporting の準リ アルタイムレポート を開く と、 最後のポーリ ング周

期までの個々のインタフェースが一覧表示され、 特定のインタフェースが問題の
原因であるかど うかを確認できます。 さ らに、 問題が発生しているデバイスがあ

るかど うかに関係なく、 将来はこのレポート を常に開く よ うにしたいと します。 
この場合は、 Device Resource の準リ アルタイム ク イ ッ クビューレポートから

このレポートへのリ ンク ( レポートからレポートへのリ ンク ) を作成すれば、 レ

ポート を繰り返し開かずに済みます。

この リ ンクを作成するには、 [ レポートからレポートへのリ ンク ] ウ ィザードを

使用して、 準リ アルタイム ク イ ッ クビューレポートでデバイスを一覧表示する

テーブルの [ デバイス ] 統計を、 準リ アルタイムレポートの [ デバイス ] パラ

メータに リ ンク します。 以下の例は、 Web アクセスサーバーでレポート を表示し

たと きに、 レポート内でリ ンクがどのよ うに表示されるか ( 下線が付きます ) を
示しています。

Device Resources のレポートで リ ンクをク リ ッ クする と、 このレポートの選択

したデバイスの情報が、 準リ アルタイムレポートの選択したパラ メータに渡され
ます。 たとえば、 Device Resource の準リ アルタイム ク イ ッ クビューでリ ンクを
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ク リ ッ ク した場合は、 Interface Reporting の準リ アルタイムレポートが表示さ

れ、 そこに、 Device Resources で選択したデバイスの、 すべてのインタフェー

スが表示されます ( 以下の図を参照 )。

レポートから別のレポートへのリ ンクを作成するには、 以下の手順に従います。

タスク  1: [ レポートからレポートへのリンク ] ウィザードを起動する

[ レポートからレポートへのリ ンク ] ウ ィザードは、 以下の方法で起動できます。

• [ リ ンク ] カタログで リ ンクグループを右ク リ ッ ク し、 メニューから [ 新規レ

ポート リンク ] を選択し、 [ レポートからレポートへのリンク ] を選択します。 

デフォルトでは [ リンク ] が唯一のリ ンクグループですが、 リ ンクグループ

を追加で作成するこ と もできます。 詳細は 470 ページの 「リ ンクグループの

作成」 を参照して ください。

• 管理コンソールの [ ファ イル ] メニューから [ 新規 ] を選択し、 [ レポートから

レポートへのリンク ] を選択します。 
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図 69 に示すよ うに、 [ リ ンクの名前と説明 ] ウ ィ ンド ウが開きます。

図 69 [ リ ンクの名前と説明 ] ウ ィンド ウ

タスク  2: リンクの名前と説明を指定する

1 [ 名前 ] ボッ クスに、 [ リ ンク ] カタログで表示されるこの リ ンクの名前を入

力します。

2 [ 説明 ] ボッ クスに、 この リ ンクの説明を入力します。 説明は省略するこ と も

可能です。

3 [ 次へ ] をク リ ッ ク します。

後でこの情報を変更する場合は、 [ リ ンク ] カタログで リ ンクを右ク リ ッ ク し、

メニューから [ プロパティ ] を選択します。 詳細は 497 ページの 「 リ ンクのプロ

パティの表示および変更」 を参照して ください。

タスク  3: カタログマネージャでリンクの作成先とするリンクグループを選択する 

図 70 は、 [ リ ンクグループの選択 ] ウ ィンド ウを示しています。 

このウ ィンド ウは、 管理コンソールの [ ファ イル ] メニューから [ レポートから

レポートへのリ ンク ] ウ ィザードを起動した場合にのみ表示されます。
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このウ ィンド ウが表示されない場合は、477 ページのタスク 4 に進みます。 

図 70 [ リ ンクグループの選択 ] ウ ィンド ウ

1 リ ンクの作成先とするフォルダーを選択します。

2 [ 次へ ] をク リ ッ ク します。 
476 第 14 章



タスク  4: ソースレポート と リンク先レポート を指定する 

図 71 は [ ソースおよび宛先レポート ] ウ ィンド ウを示しています。

図 71 [ ソースおよび宛先レポート ] ウ ィンド ウ

1 [ ソースレポート ] ボッ クスで、 レポート リ ンクを含めるソースレポート を

選択します。 

2 [ 宛先レポート ] ボッ クスで、 ソースレポートの リ ンクによって開く レポー

ト を選択します。

3 [ 次へ ] をク リ ッ ク します。

このウ ィンド ウは、 管理コンソールの [ ファ イル ] メニューから [ レポートから

レポートへのリ ンク ] ウ ィザードを起動した場合にのみ表示されます。
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タスク  5: リンクインデックスを指定する 

図 72 は [ リ ンク インデッ クスの作成 ] ウ ィンド ウを示しています。

図 72 [ リ ンク インデッ クスの作成 ] ウ ィンド ウ

リ ンク インデッ クス とは、 ソースレポート内の、 リ ンクの ト リガー元となる場所
であ り、 該当する場合はそこから情報がリ ンク先レポートに渡されます。 

レポートからレポートへのリ ンクのインデッ クスは、 以下のいずれかの方法で機
能します。

• ソースレポート内の要素 ( イ メージやラベル ) によって リ ンク先レポートへ

のリ ンクが ト リガーされ、 リ ンク先レポートが開きます。 ただし、 この場合
は情報は渡されません。 

たとえば、 ソースレポートにある企業ロゴを選択した場合は、 ユーザーがそ
の企業ロゴをク リ ッ クする と リ ンク先レポートが開きます。

• ソースレポートの統計情報によって、 リ ンク先レポートの選択したパラ メー
タへのリ ンクが ト リガーされます。 さ らに、 統計情報が渡され、 リ ンク先レ
ポートに表示される情報に反映されます。 

たとえば、 準リ アルタイム ク イ ッ クビューレポートの [ デバイス ] 統計情報

から準リ アルタイムレポートの [ デバイス ] パラ メータへのリ ンク インデッ

クスを作成したと仮定します。 この場合は、 準リ アルタイム ク イ ッ クビュー
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レポートでデバイスを選択する と、 リ ンクによって準リ アルタイムレポート
が開き、 選択したデバイスのすべてのインタフェースが準リ アルタイムレ
ポートに表示されます。

1 [ ソース要素から ] ボッ クスで、 要素 ( イ メージまたはラベル ) または統計を

選択します。

2 [ 宛先パラ メータへ ] ボッ クスで、 ソースレポート内の選択した統計から情

報を受け取る、 リ ンク先レポート内のパラ メータを選択します。 

3 [ 追加 ] をク リ ッ ク します。

[ 要素リ ンク ] ボッ クスに リ ンクが表示されます。 リ ンクは、 たとえば以下の

よ うに表示されます。

2:Device=Device (Link Index) 

これは、 ソースレポートのテーブル番号 2 のデバイス統計が、 ソースレポー

トのデバイスパラ メータに リ ンク されているこ とを示しています。 したがっ

て、 リ ンクが ト リガーされる と、 テーブルのデバイス統計が、 リ ンク先レ
ポートのデバイスパラ メータに渡されます。 

リ ンク インデッ クスは、 複数作成できます。 つま り、 ソースレポート内の多

数の要素から リ ンク先レポートへ、 情報を渡すこ とができます。 ただし、 リ
ンク インデッ クス と して機能できる要素は 1 つだけです。 リ ンク インデッ ク

ス とは、 ソースレポート内の、 リ ンクの ト リ ガーする要素です。 たとえば、

イ メージまたはラベルを選択した場合は、 手順 2 を省略して [ 追加 ] をク リ ッ ク

します。 ロゴを選択した場合は、 ウ ィ ンド ウの [ リ ンク インデッ クス ] ボッ クス

に、 たとえば [HP Logo ( リンクインデックス )] のよ うに表示されます。

リ ンク先レポートにパラ メータが存在しない場合は、 [ 宛先パラ メータへ ] ボッ

クスには何も表示されません。 [ 次へ ] ボタンも使用できない状態になるため、

操作は続行できません。 この場合は、 [ キャンセル ] をク リ ッ クするか、 [ ソース

要素から ] ボッ クスでイ メージまたはラベルを選択して ください。 

リ ンクを作成する前に、 リ ンク先レポートにパラ メータが存在するかど うかを
確認するには、 レポート ビルダでレポート を開き、 コンポーネン ト ツ リーの [ パ
ラメータ ] フォルダーを展開します。 レポート ビルダとレポートパラ メータの詳

細は、 『HP OpenView Performance Insight レポートの作成および表示ガイ ド』

を参照して ください。
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カスタマ名とカスタマ ID を リ ンク先レポートに渡すと仮定します。 カスタ

マ名がリ ンク インデッ クスである場合は、 ユーザーがカスタマ名をク リ ッ ク
したと きに リ ンクが ト リガーされます。 

4 必要に応じて、 以下のいずれかを実行できます。

a リ ンク インデッ クスを削除するには、 [ リ ンク インデッ クス ] ボッ クスで

そのリ ンク インデッ クスを選択し [ 削除 ] をク リ ッ ク します。

b リ ンク インデッ クスが複数ある場合に、 キーリ ンク インデッ クスを変更
するには、 [ リ ンク インデッ クス ] ボッ クスでそのリ ンク インデッ クス

を選択し [ 選択 ] をク リ ッ ク します。

5 [ 次へ ] をク リ ッ ク します。 

[ 概要 ] ウ ィンド ウが開きます。

タスク  6: リンクのプロパティ を確認する

ルールを作成するには [ 完了 ] をク リ ッ ク します。

カタログマネージャの表示ペインにリ ンクがグラフ ィ ッ クで表示されます。 ま
た、 [ リ ンク ] カタログで指定したフォルダーにも リ ンクが表示されます。
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レポートからアプリケーシ ョ ンへのリンク

配布レポート ( ソースレポート ) 内に、 アプリ ケーシ ョ ンへのリ ンクを作成でき

ます。 ユーザーがソースレポートで リ ンクをク リ ッ クする と、 リ ンクによって、

指定したパラ メータを使用してアプリ ケーシ ョ ンが起動します。 

[ 配布済み項目 ] カタログに配布されたレポート を使用してレポート ( ソースレ

ポート ) 内にリ ンクを作成できます。 する と、 ソースレポートから選択した情報

が取得され、 その情報が指定したアプ リ ケーシ ョ ンに渡されます。 具体的には、

ソースレポートから要素または統計を選択する場所と して リ ンク インデッ クスを
作成します。 このインデッ クスが、 指定したアプリ ケーシ ョ ンへの入力にな り ま
す。 

たとえば、 すべてのデバイスを一覧表示するレポートがあ り、 そのレポートで特
定のデバイスを選択したと きに telnet ユーティ リ ティ を実行してそのデバイス

にログオンできるよ うにしたい場合は、 レポートからアプ リ ケーシ ョ ンへのリ ン
クを使用する と便利です。 

レポートからアプ リ ケーシ ョ ンへのリ ンクを作成するには、 以下の手順に従いま
す。

タスク  1: [ レポートからアプリケーシ ョ ンへのリンク ] ウィザードを起動する

1 以下のいずれかを実行します。

• [ リ ンク ] カタログで リ ンクグループを右ク リ ッ ク し、 メニューから [ 新
規レポート リンク ]、 [ レポートからアプリケーシ ョ ンへの新規リンク ] の順に

選択します。 デフォルトでは [ リンク ] が唯一のリ ンクグループですが、

リ ンクグループを追加で作成するこ と もできます。 詳細は 470 ページの

「 リ ンクグループの作成」 を参照して ください。

• 管理コンソールの [ ファ イル ] メニューから [ 新規 ]、 [ レポートからアプ

リケーシ ョ ンへのリンク ] の順に選択します。 

[ リ ンクの名前と説明 ] ウ ィ ンド ウが開きます (475 ページの図 69 を参照 )。

タスク  2: リンクの名前と説明を指定する

1 [ 名前 ] ボッ クスに、 [ リ ンクカタログ ] の [ リ ンク ] フォルダーで表示され

るこの リ ンクの名前を入力します。

2 [ 説明 ] ボッ クスに、 この リ ンクの説明を入力します。 説明は省略するこ と も

可能です。
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3 [ 次へ ] をク リ ッ ク します。

後でこの情報を変更する場合は、 リ ンクを右ク リ ッ ク し、 メニューから [ プロパ

ティ ] を選択します。 詳細は 497 ページの 「リ ンクのプロパティの表示および変

更」 を参照して ください。

タスク  3: リンクの作成先とするリンクグループを選択する 

[ リ ンクグループの選択 ] ウ ィンド ウが開きます (476 ページの図 70 を参照 )。 

1 リ ンクグループを選択します。

2 [ 次へ ] をク リ ッ ク します。

タスク  4: ソースレポート を指定する

図 73 は [ レポートの指定 ] ウ ィ ンド ウを示しています。

図 73 [ レポートの指定 ] ウ ィンド ウ

1 ソースレポート を選択します。

このウ ィンド ウは、 管理コンソールの [ ファ イル ] メニューから [ レポートから

アプ リ ケーシ ョ ンへのリ ンク ] ウ ィザードを起動した場合にのみ表示されます

 ( このウ ィンド ウが表示されない場合は、482 ページのタスク 4 に進みます )。
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2 [ 次へ ] をク リ ッ ク します。 

タスク  5: リンク項目を選択します。

図 74 は [ リ ンク項目の選択 ] ウ ィンド ウを示しています。

図 74 [ リ ンク項目の選択 ] ウ ィ ンド ウ

リ ンク先アプリ ケーシ ョ ンを ト リガーする、 ソースレポートの要素または統計を
選択します。 

1 ソースレポート内の要素または統計を選択します。

2 [ 次へ ] をク リ ッ ク します。
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タスク  6: アプリケーシ ョ ンと引数を指定する 

図 75 は [ アプ リ ケーシ ョ ンと静的引数を指定します ] ウ ィンド ウを示していま

す。 

図 75 [ アプリ ケーシ ョ ンと静的引数を指定します ] ウ ィンド ウ

1 [ 追加 ] ボタンをク リ ッ ク して、 アプ リ ケーシ ョ ンを指定します。 必要に応じ

て、 アプ リ ケーシ ョ ンの静的引数を入力します。
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[ アプ リ ケーシ ョ ンのプロパティ ] ボッ クスが開きます。

2 [ オペレーティングシステム ] ボッ クスで、 アプ リ ケーシ ョ ンを実行するオ

ペレーティングシステムを選択します。 

3 [ アプ リ ケーシ ョ ン ] ボッ クスで、 以下のいずれかを実行します。 

• アプ リ ケーシ ョ ンの実行可能ファ イルの場所を入力します。

• [ 参照 ] ボタンをク リ ッ クする と [ 開く ] ダイアログボッ クスが表示され

ます。 アプ リ ケーシ ョ ンの実行可能ファ イルに移動し [ 開く ] をク リ ッ ク

します。

4 アプ リ ケーシ ョ ンの起動時に使用する引数または環境変数を指定するには、
[ アプ リ ケーシ ョ ン引数 ] タブまたは [ 環境変数 ] タブをそれぞれク リ ッ ク し

て、 [ 追加 ] をク リ ッ ク します。 

これは省略可能です。 たとえば、 アプ リ ケーシ ョ ンへのログオンに必要な引

数があればこ こで指定します。

指定したアプリ ケーシ ョ ンは、 レポートの表示に使用するク ライアン ト アプ リ
ケーシ ョ ン ( レポート ビューアまたはレポート ビルダ ) が稼動しているシステム

上にインス トールされている必要があ り ます。
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[ コマンド行オプシ ョ ンエディ タ ] ダイアログボッ クスが開きます。

a [ 引数 ] ボッ クスで引数を入力します。

b 値を指定するには、 以下のいずれかを実行します。

— [ 値 ] ボッ クスに統計の値を入力します。

— [ 統計値 ] をク リ ッ ク して [ 要素または統計値の選択 ] ダイアログ

ボッ クスを開きます。 このダイアログボッ クスには、 ソースレポー
トの要素および統計が表示されます。 統計値を選択して [OK] をク

リ ッ ク します。

引数を変更するには、 引数を選択して [ 変更 ] をク リ ッ ク します。 変更を加

えたら、 [OK] をク リ ッ ク します。

引数を削除するには、 引数を選択して [ 削除 ] をク リ ッ ク します。 変更を加

えたら [OK] をク リ ッ ク します。

5 [ 次へ ] をク リ ッ ク します。 

タスク  7: リンクのプロパティ を確認する

ルールを作成するには [ 完了 ] をク リ ッ ク します。

カタログマネージャの表示ペインに、 リ ンクがグラフ ィ ッ クで表示されます。 ま
た、 [ リ ンク ] カタログにも リ ンクが表示されます。 

482 ページの図 73 は、 カタログマネージャの [ リ ンクカタログ ] と表示ペイン

での、 リ ンクの表示例を示しています。

レポートから URL へのリンク

配布されたレポート ( ソースレポート ) 内に、 URL へのリ ンクを作成できます。 
ユーザーがソースレポートで リ ンクをク リ ッ クする と、 リ ンクによって、 指定し
たパラ メータ、 統計、 またはその両方を使用して URL が起動します。 
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たとえば、 ProCurve Datapipe を使用して HP ProCurve スイ ッチを管理してい

る と仮定します。 この場合は、 レポート内のノードから、 ユーザーがスイ ッチに

ログオンするための URL へのリ ンクを作成できます。 

レポートから URL へのリ ンクを作成するには、 以下の手順に従います。

タスク  1: [ レポートから URL へのリンク ] ウィザードを起動する

[ レポートから URL へのリ ンク ] ウ ィザードは、 以下の方法で起動できます。

• [ リ ンク ] カタログで リ ンクグループを右ク リ ッ ク し、 メニューから [ 新規レ

ポート リンク ]、 [ レポートから URL への新規リンク ] の順に選択します。 

• [ ファ イル ] メニューから [ 新規 ]、 [ レポートから URL へのリンク ] の順に選

択します。 

[ リ ンクの名前と説明 ] ウ ィ ンド ウが開きます (475 ページの図 69 を参照 )。

タスク  2: リンクの名前と説明を指定する

1 [ 名前 ] ボッ クスに、 [ リ ンクカタログ ] の [ リ ンク ] フォルダーで表示され

るこの リ ンクの名前を入力します。

2 [ 説明 ] ボッ クスに、 この リ ンクの説明を入力します。 説明は省略するこ と も

可能です。

3 [ 次へ ] をク リ ッ ク します。

後でこの情報を変更する場合は、 リ ンクを右ク リ ッ ク し、 メニューから [ プロパ

ティ ] を選択します。 詳細は 「リ ンクプロパティの変更」 を参照して ください。

タスク  3: リンクの作成先とするリンクグループを選択する 

[ リ ンクグループの選択 ] ウ ィンド ウが開きます (476 ページの図 70 を参照 )。 

1 リ ンクグループを選択します。

2 [ 次へ ] をク リ ッ ク します。

このウ ィンド ウは、 カタログマネージャの [ ファ イル ] メニューから [ レポート

から URL へのリ ンク ] ウ ィザードを起動した場合にのみ表示されます。 ( この

ウ ィ ンド ウが表示されない場合は、 タスク 4 に進みます )。
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タスク  4: ソースレポート を指定する 

図 76 は [ レポートの指定 ] ウ ィ ンド ウを示しています。

図 76 [ レポートの指定 ] ウ ィンド ウ

1 リ ンクを作成するレポート を見つけて選択します。

2 [ 次へ ] をク リ ッ ク します。 
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タスク  5: ソースレポート内の、 リンクのト リガー元となる項目を指定する 

図 77 は [ リ ンク項目の選択 ] ウ ィンド ウを示しています。

図 77 [ リ ンク項目の選択 ] ウ ィ ンド ウ

ソースレポート内の、 リ ンクの ト リガー元となる要素または統計を選択する必要
があ り ます ( これを リ ンクアンカーと呼びます )。 たとえば、 ロゴなど要素を選

択した場合は、 ユーザーがレポートでロゴをク リ ッ クする と リ ンク先 URL が表

示されるよ うにします。 

1 ソースレポート内の要素または統計を選択します。

2 [ 次へ ] をク リ ッ ク します。
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タスク  6: URL 情報を入力する

図 78 は [URL の追加 ] ウ ィンド ウを示しています。

図 78 [URL の追加 ] ウ ィンド ウ

1 現在のサーバー上のページにリ ンク したい場合は、 [ この URL を相対 URL と

して作成 ] チェッ クボッ クスをオンにします。

このオプシ ョ ンを選択する と、 ウ ィンド ウ内の [ プロ ト コル ]、 [ ホス ト ]、
[ ポート ] ボッ クスが使用できな くな り ます。

2 [ プロ ト コル ] ボッ クスから、 使用するプロ ト コル (http または https) を選

択します。

3 以下のいずれかを実行します。

• [ ホス ト ] ボッ クスに、 リ ンク先の Web サーバーのホス ト名を入力しま

す。

• ソースレポート内の、 ホス ト情報の提供元となる統計を選択するには、
[ 統計値の使用 ] をク リ ッ ク します。

[ 要素または統計値の選択 ] ダイアログボッ クスが開いたら、 統計を選

択し [OK] をク リ ッ ク します。

4 以下のいずれかを実行します。
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• [ ポート ] ボッ クスにポート を入力します。

• ソースレポート内の、 ポート情報の提供元となる統計を選択するには、
[ 統計値の使用 ] をク リ ッ ク します。

[ 要素または統計値の選択 ] ダイアログボッ クスが開いたら、 統計を選

択し [OK] をク リ ッ ク します。

5 [ パス ] ボッ クスにパスを入力します ( 必須ではあ り ません )。 

たとえば、 レポートから別の Web アクセスサーバーシステムにあるレポー

トへのリ ンクを作成する と仮定します。 この場合は、 たとえば以下のよ うな

パスを指定します。

/reports/webview 

6 [ 次へ ] をク リ ッ ク します。

タスク  7: リンクインデックスを作成する 

図 79 は [ リ ンク インデッ クスの作成 ] ウ ィンド ウを示しています。

ホス ト またはポートに統計を使用する と、 [ ホス ト ] ボッ クス と [ ポート ] ボッ

クスには何も表示されませんが、 [URL の追加 ] ウ ィ ンド ウの下部に情報が表示

されます。
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図 79 [ リ ンク インデッ クスの作成 ] ウ ィンド ウ

URL を呼び出すと きに使用するパラ メータ ( つま り リ ンク インデッ クス ) を指

定できます。 これによ り、 ソースレポートからパラ メータに情報が渡されます。 
リ ンク インデッ クスは必須ではあ り ません。 作成しない場合は [ 次へ ] をク リ ッ

ク して続行します。 リ ンク インデッ クスの作成例については、 「 リ ンク インデッ

クスの作成」 を参照して ください。

1 [ パラ メータ名 ] ボッ クスに、 URL を呼び出すと きに使用するパラ メータの

名前を入力します。

2 以下のいずれかを実行します。

• [ パラ メータ値 ] ボッ クスにパラ メータ値を入力します。 

• [ 統計値の使用 ] ボタンの横にあるチェッ クボッ クスをオンにし、 [ 統計値

の選択 ] ボタンをク リ ッ ク してパラ メータ値の統計を選択します。

3 [ 追加 ] をク リ ッ ク して リ ンク インデッ クスを作成します。 [ 現在のパラ メー

タ リ ンク ] ボッ クスに、 リ ンク インデッ クスが表示されます。

4 必要に応じて、 リ ンクキーを削除する場合は、 [ 現在のパラ メータ リ ンク ]
ボッ クスでそのリ ンクキーを選択し [ 削除 ] をク リ ッ ク します。

5 [ 次へ ] をク リ ッ ク します。 [ 概要 ] ウ ィ ンド ウが開きます。

リンクインデックスの作成

たとえば、 URL から別の Web アクセスサーバーシステム上のレポート を開きた

いと仮定します。 490 ページのタスク 6 ではホス ト とポート を指定しましたが、

こ こではレポートが存在する場所を指定するパラ メータを設定します。 デバイス

の準リ アルタイム スナップシ ョ ッ ト レポート を開いて、 このレポートに表示す

る特定のデバイスを選択するには、 以下の手順を実行します。

1 [ パラ メータ名 ] ボッ クスに、 パラ メータ と して rn と入力します。 

2 [ パラ メータ値 ] ボッ クスに、 以下のよ うに入力します。

system/DeviceResource/Device/Device_NearRealTime_Snapshot.rep 

3 [ 追加 ] をク リ ッ ク します。 

4 [ パラ メータ名 ] ボッ クスに p_Device と入力します。

リ ンク インデッ クスは、 複数作成できます。 つま り、 ソースレポート内の多数の

要素から リ ンク先 URL へ、 情報を渡すこ とができます。
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5 [ 統計値の使用 ] ボタンの横にあるチェッ クボッ クスをオンにし、 [ 統計値の使

用 ] ボタンをク リ ッ ク します。

6 デバイスの統計 ( たとえば [ ターゲッ ト名 ]) を選択し [OK] をク リ ッ ク しま

す。 

7 [ 追加 ] をク リ ッ ク します。

この時点で、 [ リ ンク インデッ クスの作成 ] ウ ィ ンド ウの下部に、 たとえば以下

のよ うな URL が表示されます。

http://ackcat:80/reports/webview?rn=/system/DeviceResource/Device/
Device_NearRealTime_Snapshot.rep&p_Device=<Target Name&

タスク  8: リンクのプロパティ を確認する

ルールを作成するには [ 完了 ] をク リ ッ ク します。

カタログマネージャの表示ペインに、 リ ンクがグラフ ィ ッ クで表示されます。 ま
た、 [ リ ンク ] カタログにも リ ンクが表示されます。 [ ファ イル ] メニューから リ

ンクウ ィザードを起動した場合は、 リ ンクはウ ィザードの [ リ ンクグループの選

択 ] ウ ィンド ウで指定したフォルダーに表示されます。 [ リ ンクカタログ ] のフォ

ルダーからウ ィザードを起動した場合は、 リ ンクはそのフォルダーに表示されま
す。 482 ページの図 73 は、 カタログマネージャの [ リ ンクカタログ ] と表示ペ

インでの、 リ ンクの表示例を示しています。

レポート リンクを開く

ソースレポートの表示に使用するアプ リ ケーシ ョ ンと、 リ ンクの作成に使用され
ている要素のタイプに応じて、 リ ンクは以下のよ うに表示されます。

• Web アクセスサーバー

リ ンクは URL のよ うに扱われます ( つま り、 ブラウザで URL を表示する

のと同じ方法で表示されます )。 たとえば、 URL を下線付きで表示するブラ

ウザでは、 レポート内のリ ンク も下線付きで表示されます。 

レポートからアプ リ ケーシ ョ ンへのリ ンクを、 Web アクセスサーバーで開く こ

とはできません。 この種類のリ ンクを開くには、 レポート ビルダまたはレポート

ビューアを使用します。 また、 レポートに リ ンク されているアプ リ ケーシ ョ ンを

正常に起動するには、 リ ンク先のアプリ ケーシ ョ ンが、 レポート ビルダまたは
レポート ビューアの実行元のシステムに存在している必要があ り ます。
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• レポート ビルダおよびレポート ビューアの場合

リ ンクの上にカーソルを置く と、 カーソルが矢印から手の形に変わり ます。 
さ らに、 リ ンクに使用されている要素のタイプに応じて、 次のよ うに表示さ
れます。 

— レポート リ ンクが設定されている要素は、 青い枠で囲まれます。 

— ラベルおよびテーブル列の文字列には下線が付きます。 

実際には、 次の図のよ うに表示されます。 

リ ンクを開くには、 レポート内のリ ンクをク リ ッ ク (Web アクセスサーバーの場

合 ) またはダブルク リ ッ ク ( レポート ビルダおよびレポート ビューアの場合 ) し
ます。

表示ペインでのリンクの変更

[ リ ンクカタログ ] から リ ンクを選択する と、 その リ ンクがカタログマネージャ

の表示ペインにグラフ ィ ッ ク表示されます。 

リ ンクを修正するには、 以下のいずれかを実行します。

• リ ンクの表示方法を変更する。

ナビゲーシ ョ ンペインを右ク リ ッ クするか、 ツールバーの をク リ ッ ク し

ます。 メニューから、 以下のいずれかのオプシ ョ ンを選択します。 

— [ 円環 ]: リ ンクを環状に並べます。

手の形の

下線付き 
文字列

青い枠 

カーソル
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— [ 階層 ]: リ ンクを階層状に並べます。

— [ 組織 ]: リ ンクを組織的に並べます。

— [ 直交 ]: リ ンクを 90 度 ( 直角 ) に並べます。

— [ ランダム ]: リ ンクをランダムに並べます。

— [ ツ リー ]: リ ンクをツ リー状に並べます。

• リ ンク対象オブジェク ト ( レポート、 URL、 およびアプリ ケーシ ョ ン ) を移

動する。 

オブジェク ト をク リ ッ ク します。 ハンドルが表示されます。 オブジェク ト を

新しい場所までド ラ ッグします。

• リ ンクを変更する。

リ ンク されているオブジェク ト同士を結ぶ矢印を選択する と、 矢印が黄色で
強調表示されます。 右ク リ ッ ク します。 以下のオプシ ョ ンを含むメニューが

表示されます。

— [ 編集 ]: 要素のリ ンクキーを表示および変更するには、 このオプシ ョ ン

を選択します。 詳細は 497 ページの 「リ ンクのプロパティの表示および

変更」 を参照して ください。 リ ンクの表示名、 説明、 またはその両方を

変更するには、 カタログで リ ンクを右ク リ ッ ク し、 メニューから [ プロ

パティ ] を選択します。

— [ 有効 ]: レポート内のリ ンクを無効にするには、 このオプシ ョ ンを選択

します。 リ ンクはカタログ内に残り ますが、 機能はしな くな り ます。 無
効にした リ ンクは、 いつでも有効にできます。

— [ 新規ブラウザで開く ]: このオプシ ョ ンを選択する と、 レポート を Web
アクセスサーバーで表示したと きに、 リ ンク先 ( レポート または URL)
が新しいブラウザウ ィンド ウで開く よ うにな り ます。

— [ 削除 ]: カタログから リ ンクを削除するには、 このオプシ ョ ンを選択し

ます。

リンクのコピー

リ ンクをコピーするには、 以下の手順に従います。

1 [ リ ンクカタログ ] で、 コピー元となる リ ンクを見つけます。 
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2 リ ンクを右ク リ ッ ク し、 メニューから [ コピー ] を選択します。

[ リ ンクのコピー ] ダイアログボッ クスが開き、 リ ンクのコピー先と して指

定できる リ ンクグループフォルダーが表示されます。 

3 以下の手順に従います。

a [ 宛先リ ンクグループ ] ボッ クスで、 リ ンクのコピー先とするフォルダー

を選択します。

b 必要に応じて、 [ 新規リ ンク名 ] ボッ クスに、 リ ンクの新しい名前を入力

します。

c [OK] をク リ ッ ク します。

リンクの移動

ある リ ンクグループから別のリ ンクグループへ、 リ ンクを移動できます。 

リ ンクを移動するには、 以下の手順に従います。

1 カタログで、 移動する リ ンクを見つけます。 

2 リ ンクを右ク リ ッ ク し、 メニューから [ 移動 ] を選択します。
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[ リ ンクの移動 ] ダイアログボッ クスが開き、 リ ンクの移動先と して指定で

きる リ ンクグループフォルダーが表示されます。 

3 リ ンクの移動先とするフォルダーを選択し [OK] をク リ ッ ク します。

リンクの削除

リ ンクカタログから リ ンクを削除するには、 そのリ ンクを右ク リ ッ ク し、 メ
ニューから [ 削除 ] を選択します。 確認のダイアログボッ クスが開き、 リ ンクを

削除してよいかど うかを尋ねられます。 [ はい ] をク リ ッ クする と、 リ ンクが削除

されます。

リンクのプロパティの表示および変更

リ ンクのプロパティを表示または変更するには、 以下の手順に従います。

1 ナビゲーシ ョ ンペインで リ ンクを右ク リ ッ ク し、 メニューから [ プロパティ ]
を選択します。
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[ レポート リ ンクのプロパティ ] ダイアログボッ クスが開きます。

2 以下のものを表示および変更するには、 [ 全般 ] タブをク リ ッ ク します。

• [ 表示名 ]: カタログでのリ ンクの表示名です。

• [ 説明 ]: リ ンクの説明です ( 指定されていない場合もあ り ます )。 説明は

省略するこ と も可能です。

• [ リ ンク タイプ ] ( レポート、 URL、 またはアプ リ ケーシ ョ ン )

• [ ソース ] 

3 レポートから URL へのリ ンクの場合のみ : ソースレポート内の、 リ ンクの

ト リガー元である要素または統計 ( リ ンクアンカー ) を変更するには、 [ ア
ンカー ] タブをク リ ッ ク します。 このタブは、 [ レポートから URL へ ] ウ ィ

ザードの [ リ ンク項目の選択 ] ウ ィンド ウ と同じものです。 詳細は、489 ペー

ジのタスク 5 を参照して ください。

4 レポートから URL へのリ ンクの場合のみ : 任意の URL 情報を変更するに

は、 [ ベース ] タブをク リ ッ ク します。 このタブは、 [ レポートから URL へ

のリ ンク ] ウ ィザードの [URL の追加 ] ウ ィンド ウ と同じものです。 詳細

は、490 ページのタスク 6 を参照して ください。

5 [ パラ メータ ] タブをク リ ッ ク します。 リ ンクパラ メータの変更方法について

は、 レポート リ ンクのタイプに応じて、 以下の情報を参照して ください。
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• [ レポート ]: このタブは、 [ レポートからレポートへ ] ウ ィザードの [ リ

ンク インデッ クスの作成 ] ウ ィ ンド ウ と同じ ものです。 詳細は、478 ペー

ジのタスク 5 を参照して ください。

• [ アプ リ ケーシ ョ ン ]: このタブは、 [ レポートからアプリ ケーシ ョ ンへ ]
ウ ィザードの [ リ ンク インデッ クスの作成 ] ウ ィ ンド ウ と同じ ものです。 
詳細は、491 ページのタスク 7 を参照して ください。

• [URL]: このタブは、 [ レポートから URL へ ] ウ ィザードの [ リ ンク イン

デッ クスの作成 ] ウ ィンド ウ と同じものです。 詳細は、491 ページのタス

ク 7 を参照して ください。

6 [ 適用 ] をク リ ッ クする と変更が適用されます。 [OK] をク リ ッ ク してダイア

ログボッ クスを閉じます。

リンクのエクスポート とインポート

リ ンクグループ内のリ ンクをエクスポートおよびインポートできます。 これは、

以下のいずれかの場合に便利です。

• 作成したレポートパッ クにレポート リ ンクを含めたい場合。

レポート リ ンクを含めるには、 install.pkg ファ イルの reportlink 指令を

使用します。 install.pkg ファ イルとその指令に関する詳細は、 『HP 
OpenView Performance Insight Reference Guide』 を参照して ください。

• レポート リ ンクを、 バッ クアップの目的で別のシステムに保存したい場合。

• Web アクセスサーバーシステムが複数あ り、 あるシステムから リ ンクをエ

クスポート し、 それを別のシステムにインポート したい場合。 

リンクグループのエクスポート

リ ンクグループをエクスポートするには、 以下の手順に従います。

1 [ リ ンクカタログ ] で リ ンクグループを右ク リ ッ ク します。 

2 [ ファ イル ] メニューから [ エクスポート ] を選択します。

[ 保存 ] ダイアログボッ クスが開きます。

3 以下の手順に従います。

a リ ンクファ イルの保存先に移動します。
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b [ ファ イル名 ] ボッ クスに、 リ ンクのファ イル名 ( たとえば

deviceresources_links.tlg) を入力します。

c [ 保存 ] をク リ ッ ク します。

リンクのインポート

リ ンクグループをインポートするには、 以下の手順に従います。

1 [ リ ンクカタログ ] カタログで、 リ ンクのインポート先となる リ ンクグルー

プをク リ ッ ク します。 

リ ンクグループをインポートする と、 この リ ンクグループのサブフォルダー
と して表示されます。

2 [ ファ イル ] メニューから [ インポート ] をク リ ッ ク します。

[ 開く ] ダイアログボッ クスが開きます。

3 以下の手順に従います。

a .tlg ファ イルのあるディ レク ト リに移動します。 

b ファ イルを選択し、 [ 開く ] をク リ ッ ク します。

リンクカタログの更新

リ ンクカタログ内のフォルダーを更新するには、 フォルダーを右ク リ ッ ク し、 メ
ニューから [ 更新 ] を選択します。
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15 Web アクセスサーバーの使用
この章では、 Web アクセスサーバーの管理機能について説明します。 これらの

機能は、 [ 管理 ] と [ カタログ ] のリ ンクを使用して利用できます。 これらの リ ン

クにアクセスするには、 管理者権限を持つアカウン トで Web アクセスサーバー

にログオンする必要があ り ます。 

具体的には、 この章では以下を行う方法を説明します。

• ク ラ イアン ト アプ リ ケーシ ョ ン、 つま り Web アクセスサーバー、 レポート

ビューア、 レポート ビルダ、 および管理コンソールに必要なユーザーアカウ
ン ト を管理する。

• Web アクセスサーバー、 OVPI システム属性、 メールサーバー、 および

SSL(Secure Socket Layer) 通信を設定する。 

• Web アクセスサーバーのログファ イルを表示し、 その外観を制御する。

• Web アクセスサーバー、 レポート ビルダ、 およびレポート ビューアのため

の Java 設定を制御する。

• レポート属性を設定する。

• レポート ビューを作成する。

• Web アクセスサーバーの外観を制御する。

• [System] と [Users] フォルダーにレポート を配布する。

• サービスの設定を変更する。

 Web アクセスサーバーへのアクセス

Web アクセスサーバーにアクセスする前に、 以下の前提条件が満たされている

こ とを確認します。
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• OVPI HTTP Server が動作している。 動作していない場合は、 80 ページの

「OVPI のプロセスの開始および停止」 を参照して ください。

• 以下のいずれかの Web ブラウザがインス トールされている。

— Netscape Navigator 6.x 以降

— Internet Explorer 5.x 以降

Web アクセスサーバーにアクセスするには、 以下の手順に従います。

1 お使いの Web ブラウザを起動します。

2 ブラウザの [ アドレス ] または [ 場所 ] フ ィールドに以下の URL を入力し、

[Enter] を押します。 

http://server_name.organization.type:port_number

server_nameは、 Web アクセスサーバーの名前です。

organizationは、 ユーザーの組織の名前です。

typeは、 ド メ インの種類 ( たとえば com、 org、 net) です。

port_numberは、 デフォルトの Web アクセスサーバーのポート番号です。

Web アクセスサーバーがポート 80 を使用している場合は、 ポート番号を入力

する必要はあ り ません。
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ログオンページが開きます。

3 [ ログオン ] をク リ ッ ク します。 

[ ネッ ト ワーク  パスワードの入力 ] ダイアログボッ クスが開きます。

4 管理者のユーザー名とパスワードを入力し [OK] をク リ ッ ク します

OVPI は、 インス トール時に、 trendadm というデフォルトの管理者アカウ

ン ト を作成します。 このアカウン ト を使用するか、 または、 管理者権限を持

つ別のアカウン トがあればそれを使用します。

Web アクセスサーバーが開きます。
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Web アクセスサーバーの概要

次の図は Web アクセスサーバーを示しています。 

Web アクセスサーバーは、 以下のコンポーネン トで構成されています。

• リ ンクバー (1)

リ ンクバーは次のリ ンクで構成されます。 [ ホーム ]、 [ カタログ ]、 [ 設定 ]、
[ 管理 ]、 [ スケジュール ]、 および [ ヘルプ ]。 管理機能を実行できる リ ンク

を以下に示します。

— [ カタログ ] リ ンクによ り、 Web サーバーの、 [System] と [Users] の両

方のフォルダーにレポート を配布でき、 また Web サーバーに配布され

ているレポート を表示できます。 

— [ 管理 ] リ ンクによ り、 ユーザーとユーザーグループのアカウン トの管

理、 サービスの設定、 ログファ イルの表示、 Java と配布項目の設定の

変更、 および Web アクセスサーバーの外観の制御ができます。 

非管理者ユーザーが利用可能な リ ンクの詳細は、 『HP OpenView 
Performance Insight レポートの作成および表示ガイ ド』 を参照して くださ

い。

• ナビゲーシ ョ ンフレーム (2)

標準的なツ リー構造を使用して、 各機能に関連付けられたフォルダーにアク
セスできます。 
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• 結果フレーム (3)

ナビゲーシ ョ ンフレームで選択されているフォルダーの内容またはレポート
を表示します。

[ 管理 ] リンク

[ 管理 ] リ ンクを使用して、 ク ラ イアン ト アプ リ ケーシ ョ ンのアカウン ト を管理

し、 サービス、 ログファ イル、 Java、 および配布項目の設定を変更します。 

[ 管理 ] リ ンクのナビゲーシ ョ ンツ リーは、 以下のよ うに表示されます。

このツ リーの中には、 [ ユーザーアカウン ト ]、 [ サービスの構成 ]、
[Diagnostics]、 [ ログファ イル ]、 [Java の設定 ]、 [ 配布済み項目 ]、 および [ サ
イ トの外観 ] という フォルダーがあ り ます。

[ ユーザーアカウン ト ]

このフォルダーを使用して、 ユーザーアカウン トの作成、 変更、 削除を行い、 ま
たパスワード規則の設定を行います。 これらのアカウン トは、 ク ラ イアン ト アプ

リ ケーシ ョ ン (Web アクセスサーバー、 管理コンソール、 レポート ビューア、 お

よびレポート ビルダ ) へのログオンに使用されます。
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[ ユーザーアカウン ト ] フォルダーのナビゲーシ ョ ンツ リーは、 以下のよ うに表

示されます。

[ ユーザーアカウン ト ] フォルダーには、 以下が含まれています。 

• [ パスワードルール ] ページ

このページを使用して、 ユーザーアカウン ト用に作成するパスワードのパス
ワード有効期限ルールを設定します。 詳細は、 517 ページの 「パスワードの

有効期限ルールの設定」 を参照して ください。

• [ ユーザー ] フォルダー

このフォルダーを使用して、 デフォルトのユーザーアカウン ト (trendadm)
を含むユーザーアカウン ト を作成、 変更、 または削除します。 詳細は、 516 
ページの 「ユーザーアカウン トの管理」 を参照して ください。

• [ グループ ] フォルダー

このフォルダーを使用してユーザーアカウン トのグループを作成、 変更、 ま
たは削除します。 詳細は、 525 ページの 「ユーザーグループの管理」 を参照

して ください。

[ ユーザーアカウン ト ] フォルダーを使用して作成するユーザーアカウン トは、

ユーザーが OVPI のク ライアン ト アプ リ ケーシ ョ ン ( 管理コンソール、 Web ア

クセスサーバー、 レポート ビルダ、 およびレポート ビューア ) にアクセスでき

るよ うにするためのアカウン トです。
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[ サービスの構成 ]

このフォルダーを使用して、 OVPI をインス トールした Web アクセスサーバー

とシステムの設定の変更、 SSL (Secure Socket Layer) 通信のセッ ト アップ、 お

よびレポート リ ンクを メール送信するための属性の指定を行います。 

[ サービスの構成 ] フォルダーのナビゲーシ ョ ンツ リーは、 以下のよ うに表示さ

れます。

[ サービスの構成 ] フォルダーには、 以下が含まれています。 

• [Web アクセスサーバー ] ページ

このページを使用して Web アクセスサーバーの現在の設定を変更します。 
Web アクセスサーバーは、 OVPI ク ラ イアン トによる OVPI データベースへ

のアクセスを制御します。 詳細は、 557 ページの 「Web アクセスサーバー設

定の変更」 を参照して ください。

• [SSL サービス ] ページ

このページを使用して、 Web アクセスサーバーとサポート されている Web
ブラウザとの間での SSL(Secure Socket Layer) 通信を有効にします。 詳細

は、 562 ページの 「SSL サービス設定の変更」 を参照して ください。

• [ システムマネージャ ] ページ

このページを使用してシステムマネージャの現在の設定を変更します。 シス

テムマネージャは、 すべての Web アクセスサーバーとデータベースのリ ス

ト を管理します。 詳細は、 567 ページの 「システムマネージャの設定の変更」

を参照して ください。
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• [ メールサーバー ] ページ

このページを使用して、 レポート リ ンクを メール送信するための属性を指定
します。 詳細は、 576 ページの 「メールサーバーの設定の変更」 を参照して

ください。

[ 診断 ]

このフォルダーを使用して、 Web アクセスサーバーに関する Java とオペレー

ティングシステムの情報と、 データベース接続に関する情報を表示します。 

[ 診断 ] フォルダーのナビゲーシ ョ ンツ リーは、 以下のよ うに表示されます。

[ 診断 ] フォルダーには、 以下が含まれています。 

• [ 診断 ] ページ

Web アクセスサーバーとデータベースに関する以下の情報を表示できます。

— Web アクセスサーバー。 Java のバージ ョ ン、 Java のベンダー、 Java の

ベンダーの URL、 およびオペレーティングシステムのアーキテクチャ

と名前とバージ ョ ン番号を表示できます。

— データベース。 名前、 接続の最大数、 接続ステータス、 および現在の接

続数を表示できます。

 詳細は、 535 ページの 「診断の表示」 を参照して ください。
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[ ログファイル ]

このフォルダーを使用して、 Web アクセスサーバーのログファ イルにアクセス

します。 

[ ログファ イル ] フォルダーのナビゲーシ ョ ンツ リーは、 以下のよ うに表示され

ます。

[ ログファ イル ] フォルダーには、 以下が含まれています。 

• [ 設定 ] ページ

ページに表示されるログファ イルのエン ト リーの数、 およびログファ イルの
フレームの背景色を設定できます。 詳細は、 536 ページの 「ログファ イルの

設定の変更」 を参照して ください。

• [Web アクセスサーバー ] ページ

Web アクセスサーバーのログファ イルを表示できます。 このログファ イルに

は、 サーバーに関するすべての情報、 警告、 エラー、 およびデバッグの各
メ ッセージが記載されています。 詳細は、 538 ページの 「ログファ イルの表

示」 を参照して ください。

[Java の設定 ]

このフォルダーを使用して、 レポート ビルダ、 レポート ビューア、 および Web
アクセスサーバーのサービスに関する Java 設定を変更します。 
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[Java の設定 ] フォルダーのナビゲーシ ョ ンツ リーは、 以下のよ うに表示されま

す。

これには以下が含まれています。 [Java の設定 ] ページ。 このページによ り、

ヒープのサイズと引数を変更できます。 詳細は、 539 ページの 「Java 設定の変

更」 を参照して ください。
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[ 配布済み項目 ]

このフォルダーを使用して、 配布項目 ( レポート と URL) の設定を変更し、 カタ

ログビューをセッ ト アップします。 [ 配布済み項目 ] フォルダーのナビゲーシ ョ

ンツ リーは、 以下のよ うに表示されます。

これには以下が含まれています。 

• [ 配布済み項目 ] ページ

このページによ り レポート と URL の属性を設定できます。 詳細は 541 ペー

ジの 「配布項目の設定の変更」 を参照して ください。

• [ カタログビューマネージャ ] ページ 

このページによ り、 ビューを作成できます。 ビューを使用する と、 ユーザー

は、 [System] フォルダー内の配布されたレポートの特定のリ ス ト を確認で

きます。 詳細は、 544 ページの 「ビューの作成」 を参照して ください。
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[ サイ トの外観 ] フォルダーのナビゲーシ ョ ンツ リーは、 以下のよ うに表示され

ます。

[ サイ トの外観 ] フォルダーには、 以下が含まれています。 

• [ サイ トのオプシ ョ ン ] ページ

Web ブラウザのタイ トルバーに表示されるタイ トルを変更できます。 詳細

は、 548 ページの 「サイ トのオプシ ョ ンの変更」 を参照して ください。

• [ リ ンクバーのオプシ ョ ン ] ページ

多数ある リ ンクバーのオプシ ョ ンを変更できます。 これらのオプシ ョ ンと し
て、 リ ンクバーのタイ トル、 位置揃え、 高さ、 色、 イ メージの大きさ と位
置、 フォーカスの色などがあ り ます。 詳細は、 548 ページの 「リ ンクバーの

オプシ ョ ンの変更」 を参照して ください。

• [ リ ンクバーのエイ リ アス ] ページ

任意のリ ンクの表示 / 非表示を切り替えた り、 その名前を変更した りできま

す。 詳細は 551 ページの 「リ ンクバーの別名の変更」 を参照して ください。

• [ ナビゲーシ ョ ンフレームのオプシ ョ ン ] ページ
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ナビゲーシ ョ ンフレームの幅、 背景色、 および背景イ メージを変更できま
す。 詳細は、 553 ページの 「ナビゲーシ ョ ンフレームのオプシ ョ ンの変更」

を参照して ください。

•  [ 結果フレームのオプシ ョ ン ] ページ

結果フレームの余白の色と背景色を変更できます。 詳細は、 554 ページの

「結果フレームのオプシ ョ ンの変更」 を参照して ください。

[ カタログ ] リンク

この リ ンクを使用して、 Web サーバーにレポート を配布し、 また [System] およ

び [Users] フォルダーに配布されているレポート を表示するこ とができます。 

[ カタログ ] リ ンクのナビゲーシ ョ ンツ リーは、 以下のよ うに表示されます。

[ カタログ ] リ ンクには、 以下のページとフォルダーが含まれています。

• [ 新規レポートの配布 ] ページ

Web アクセスサーバーにレポート を配布できます。 配布する と Web アクセ

スサーバーを使用してレポート を表示できるよ うにな り ます。 つま り、 レ
ポート を表示するには、 レポート を配布する必要がある という こ とです。 そ
れらのレポートは、 レポート ビルダまたはレポート ビューアの、 [ ファ イル ]
メニューの [ ブラウザ ] オプシ ョ ンを使用しても表示できます。 詳細は、555 
ページの 「レポートの配布」 を参照して ください。

• [URL の配布 ] ページ
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Web アクセスサーバーのカタログに URL を配布します。 これによって頻繁

に使用する Web サイ トにすばやくアクセスできるよ うにな り ます。 たとえ

ば、 会社に複数の Web アクセスサーバーシステムが配備されている場合、

そのうちの 1 台に格納されていて頻繁に表示する特定のレポート を表示する

ために、 URL を配布するこ とができます。 

URL を選択する と、 Web アクセスサーバーの設定内容に応じて、 現在のブ

ラウザウ ィンド ウまたは新しいブラウザウ ィンド ウに、 指定された Web サ

イ トが表示されます。 この機能の使用方法の詳細については、 『HP 
OpenView Performance Insight レポートの作成および表示ガイ ド』 を参照

して ください。

• [System] フォルダー

すべてのユーザーが [System] フォルダーに配布されたレポートにアクセス

できます。 しかし、 [ システムディ レク ト リをユーザーに表示 ] オプシ ョ ンが選

択されていない場合、 またはこのフォルダー内のレポートがユーザーのカタ
ログビューにない場合は、 レポート を表示するこ とはできません。 OVPI の
管理者だけがこのフォルダーにレポート を配布できます。 
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レポート を [System] フォルダーに配布したと きのナビゲーシ ョ ンペインの

表示例を以下に示します。

• [Users] フォルダー

このフォルダーは、 ユーザーまたは OVPI の管理者によって Web アクセス

サーバーにレポートが配布された後に表示されます。 ユーザーまたは管理者

がレポート を配布すれば、 そのレポートはそのユーザーのフォルダーに表示
されます。 ユーザー ( および管理者 ) だけが、 そのフォルダーの配布された

レポートにアクセスできます。 
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キャパシティプランニングレポート を ncanfield というユーザーのフォル

ダーに配布したと きのナビゲーシ ョ ンペインの表示例を以下に示します。

• [ 生成された結果 ] フォルダー

このフォルダーは、 生成されたレポートの結果を表示します。 このフォル

ダーの内容は、 [ スケジュール ] リ ンクをク リ ッ ク したと きに表示される

[ 結果 ] フォルダーの内容と同じです。

ユーザーアカウン トの管理

どの OVPI ク ライアン ト ( レポート ビルダ、 レポート ビューア、 Web アクセス

サーバー、 および管理コンソール ) においても、 ユーザーはログオンする必要が

あ り ます。 

OVPI をインス トールする際に、 デフォルトのユーザーアカウン ト を 1 つ作成し

ます。 アカウン ト名は、 trendadmで、 パスワードは trendadmです。 理想は、

OVPI ク ラ イアン ト アプ リ ケーシ ョ ンを使用する各人についてユーザーアカウン

ト を作成するこ とです。 

この項では、 以下を行う方法を説明します。 

• ユーザーアカウン ト用のパスワードの有効期限ルールを設定する。

• ユーザーアカウン ト を作成、 変更、 および削除する。 

• ユーザー役割または管理者役割をユーザーに割り当てる。
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あるいは、 この項で説明するタスクのほとんどは、 userimport と

groupimport とい う コマンドを使用して実行するこ と もできます。 これらの

ユーティ リ テ ィの詳細については、 『HP OpenView Performance Insight 
Reference Guide』 を参照して ください。

パスワードの有効期限ルールの設定

ユーザーアカウン トのパスワードの有効期限ルールを設定できます。

パスワードの有効期限ルールを設定するには、 以下の手順に従います。

1 リ ンクバーから、 [ 管理 ] を選択します。

2 [ 管理 ] ツリ ーで、 [ ユーザーアカウント ] を展開し、 次に [ パスワードルール ]
をク リ ッ ク します。 

[ パスワードルール ] ページが開きます。

3 以下のいずれかを実行します。

a 最小パスワード長を設定するには、 [ パスワードの長さは次の文字数以上で

ある ] チェッ クボッ クスをオンにし値を入力します ( 入力できる最大値は

9999 です )。

この項に記載した手順では、 ユーザーが、 デフォルトの OVPI 管理者のユー

ザーアカウン ト または OVPI の管理者権限を持つユーザーアカウン ト を使用し

て Web アクセスサーバーにログオンしているこ とを想定しています。
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この規則を無効にするには、 [ パスワードの長さは次の文字数以上である ]
チェッ クボッ クスをオフにします。

b アカウン ト名で使用する文字列を、 循環させたパスワードにならないよ
うに設定するには、 [ アカウン ト名の循環シフ ト をパスワードにすることはで

きない ] チェッ クボッ クスをオンにします。

たとえば、 アカウン ト名が caesarである場合、 以下のいずれも このア

カウン トのパスワードにはなれません。 すなわち、 caesar、 aesarc、

esarca、 sarcae、 arcaes、 rcaesa。

この規則を無効にするには、 [ アカウン ト名の循環シフ ト をパスワードにす

ることはできない ] チェッ クボッ クスをオフにします。

c パスワードに規定の数の数字を含むよ うに設定するには、 [ パスワードに

次の個数以上の数字を含める ] チェッ クボッ クスをオンにし値を入力しま

す ( 入力できる最大値は 9999 です )。

この規則を無効にするには、 [ パスワードに次の個数以上の数字を含める ]
チェッ クボッ クスをオフにします。

d パスワードに規定の数の句読文字を含むよ うに設定するには、 [ パスワー

ドに次の個数以上の記号文字を含める ] チェッ クボッ クスをオンにし値を入

力します ( 入力できる最大値は 9999 です )。

この規則を無効にするには、 [ パスワードに次の個数以上の記号文字を含め

る ] チェッ クボッ クスをオフにします。

e 異なったパスワードを規定の回数以上、 使用しなければ、 同じパスワー
ドを再使用できないよ うに設定するには、 [ 過去 n 回以内と同じパスワード

は使用できない ] チェッ クボッ クスをオンにし値を入力します。 ( 入力でき

る最大値は 9999 です )。

たとえば、 現在のパスワードが caesarであ り、 このオプシ ョ ンが 3 に

設定されている と仮定します。 このパスワードの期限が切れたと き、 パ

スワード と して再び caesar を使用できるよ うになるには、 別の 3 つの

パスワードをそのと きまでに使用しなければなり ません。

この規則を無効にするには、 [ 過去 n 回以内と同じパスワードは使用できな

い ] チェッ クボッ クスをオフにします。

f 期限切れ後もパスワードを使用できる日数を指定するには、 [ ユーザー

は、 パスワード失効後 n 日間ログインを継続できる ] チェッ クボッ クスをオ

ンにし日数を入力します ( 入力できる最大値は 9999 です )。
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この規則を無効にするには、 [ ユーザーは、 パスワード失効後 n 日間ログイ

ンを継続できる ] チェッ クボッ クスをオフにします。

4 [ 適用 ] をク リ ッ ク して変更を適用します。

ユーザーアカウン トの作成

ユーザーアカウン ト を作成するには、 以下の手順に従います。

1 リ ンクバーから、 [ 管理 ] を選択します。

2 [ 管理 ] ツ リーで、 [ ユーザーアカウン ト ] を展開し、 次に [ ユーザー ] をク

リ ッ ク します。 [ ユーザーの管理 ] ページが開き、 現在のユーザーアカウン ト

が表示されます。 

変更内容は現在のパスワードには適用されません。 パスワードの規則は、 ユー
ザーがパスワードの変更を要求されたと きに適用されます。
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3 [ ユーザーの追加 ] をク リ ッ ク します。 [ ユーザーの追加 ] ページが開きます。

4 以下の制約に注意しながら、 すべてのボッ クスに必要な情報を入力します。

以下の文字をこのページの各フ ィールドで使用しないでください。 アンパサ

ンド (&)、 円記号 (\)、 カンマ (,)、 二重引用符 (“)、 スラ ッシュ (/)、 疑問符

(?)、 パーセン ト (%)、 および単一引用符 (‘) です。

有効な入力は以下のとおりです。

• すべての英字 ( 大文字と小文字 )、 すべての数字、 および、 上記のもの

を除くすべての特殊文字。 

• ユーザー名は、 1 文字以上、 最大 255 文字まで入力できます。 英数字、

スペース ( 空白 )、 アンダースコア (_)、 およびハイフン (-) だけを使用で

きます。

• ユーザーの実名と会社 / 部門は、 最小 0 文字 ( したがって空欄にできま

す )、 最大 255 文字までです。
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• パスワードは、 最小 4 文字、 最大 255 文字まで入力できます。 スペース

( 空白 ) は使用できません。

• 電話番号のフォーマッ トは自由ですが、 255 文字を超えるこ とはできま

せん。

• 電子メールアドレスのフォーマッ トは自由ですが、 255 文字を超えるこ

とはできません。

5 ユーザーに管理者役割を与える場合にのみ [ 管理者である ] チェッ クボッ クス

をオンにします。 このオプシ ョ ンを選択しない場合、 アカウン トには自動的

にユーザー役割が与えられます。

6 ユーザーグループを選択するには、 以下のいずれかを実行します。

• ユーザーを 1 つのユーザーグループに割り当てるには、 [ グループ ]
ボッ クスでそのユーザーグループ名を選択します。

• ユーザーを複数のユーザグループに割り当てるには、 [Ctrl] キーを押し

たまま残りのユーザーグループ名を選択します。

• ユーザーをどのユーザーグループにも割り当てない場合は、 [ グループな

し ] を選択します。

7 [ データベース ] リ ス ト で、 ユーザーがアクセスするデータベースを選択し

ます。 現在のリ ス トに別のデータベースを追加する方法の詳細は、 567 ペー

ジの 「システムマネージャの設定の変更」 を参照して ください。

8 [ ビュー ] リ ス ト で、 ユーザーが使う ビューを選択します。 ビューの作成方法

の詳細は、 544 ページの 「ビューの作成」 を参照して ください。

9 ユーザーアカウン トのパスワードの期限を設定するには、 以下のいずれかを
実行します。

• [ 無期限 ] オプシ ョ ンをク リ ッ ク します。 このアカウン トのパスワードは

無期限になり ます。

• [ パスワードの期限切れ ] オプシ ョ ンの日数を選択し、 入力するこ とで、

パスワードの期限を設定します。

パスワードの期限が切れる と、 アカウン トのパスワードの期限が切れたこ と
を通知するページが表示され、 そのアカウン トのパスワードを変更するオプ
シ ョ ンが表示されます。 

このオプシ ョ ンに加えて、 以下を実行できます。
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• パスワードの有効期限ルールをセッ ト アップします。 たとえば、 パス

ワードの猶予期間を設定できます。 このオプシ ョ ンによ り、 アカウン ト

のパスワードの期限が切れた後も、 指定回数だけそのアカウン トにログ
オンできます。 この猶予期間が経過する と、 そのアカウン トはロ ッ ク さ

れます ( 使用不能になり ます )。 詳細は、 517 ページの 「パスワードの有

効期限ルールの設定」 を参照して ください。 

• ユーザーに許されるログオン試行の失敗回数を指定します。 この回数だ
け失敗する とアカウン トはロ ッ ク されます。 詳細は、 557 ページの

「Web アクセスサーバー設定の変更」 を参照して ください。 

10 ユーザーアカウン ト をロ ッ クまたはロ ッ ク解除するには、 以下のいずれかを
実行します。

• ユーザーアカウント をロッ クするには、 [ ユーザーのログインを許可しない ]
チェッ クボッ クスをオンにします。

• ユーザーアカウン ト をロ ッ ク解除するには、 [ ユーザーのログインを許可し

ない ] チェッ クボッ クスをオフにします。

アカウン トのロ ッ クが実施されるのは、 ユーザーがアプリ ケーシ ョ ンにログ
オンしたと きです。 したがって、 ユーザーがログオンしている と きにそのア
カウン ト をロ ッ ク した場合、 そのユーザーは次回にログオンするまでは、 自
分のアカウン トがロ ッ ク されたこ とを知るこ とはできません。

アカウン トがロ ッ ク されているのにユーザーがログオンしよ う とする と、 そ
のアカウン トがロ ッ ク されているこ と と、 ユーザが管理者に連絡する必要が
あるこ とを通知するページが表示されます ( アカウン トのロ ッ クを解除でき

るのは管理者だけです )。

11 [ 適用 ] をク リ ッ ク します。

12 [OK] をク リ ッ ク して新しいユーザーアカウン ト を確定します。 

新しいユーザーアカウン ト を確定する と、 [ ユーザーの管理 ] ページに新し

いユーザーアカウン トの情報が表示されます。 ユーザーアカウン トはナビ

ゲーシ ョ ンツ リーにも表示できます。

ユーザーアカウン トの変更

ユーザーアカウン ト を変更するには、 以下の手順に従います。

1 リ ンクバーから、 [ 管理 ] を選択します。
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2 [ 管理 ] ツ リーで、 [ ユーザー アカウン ト ] を展開し、 次に [ ユーザー ] をク

リ ッ ク します。 [ ユーザーの管理 ] ページが開き、 ユーザーアカウン トが表示

されます。

3 以下のいずれかを実行します。

• [ ユーザーの管理 ] ページでユーザーアカウン ト をク リ ッ ク します。

• 変更するユーザーアカウン トの横にある [ 編集 ] アイコン ( ) をク

リ ッ ク します。 

[ ユーザー名の編集 ] ページが表示されます。

4 変更を加えた後、 [ 適用 ] をク リ ッ ク します。

5 [OK] をク リ ッ ク して変更を確定します。

変更を確定する と、 更新されたユーザーアカウン トの情報が [ ユーザーの管

理 ] ページに表示されます。

ユーザーアカウン トの削除

ユーザーアカウン ト を削除するには、 以下の手順に従います。

1 リ ンクバーから、 [ 管理 ] を選択します。
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2 [ 管理 ] ツ リーで、 [ ユーザーアカウン ト ] を展開し、 次に [ ユーザー ] をク

リ ッ ク します。 [ ユーザーの管理 ] ページが開き、 ユーザーアカウン トの リ ス

トが表示されます。 

3 削除したいユーザーの横にある ( 削除アイコン ) をク リ ッ ク します。 確認

ダイアログボッ クスが表示されます。

4 [OK] をク リ ッ ク します。

ユーザーアカウン トに電子メールを送信

Web ブラウザ内からユーザーに電子メールを送信できます。 電子メールを送信す

るには、 電子メールのプログラムをシステムにインス トールしておく必要があ り
ます。

電子メールをユーザーアカウン トに送信するには、 以下の手順に従います。

1 リ ンクバーから、 [ 管理 ] を選択します。

2 [ 管理 ] ツ リーで、 [ ユーザーアカウン ト ] を展開し、 次に [ ユーザー ] をク

リ ッ ク します。 [ ユーザーの管理 ] ページが開き、 ユーザーアカウン トが一覧

表示されます。

3 ユーザーアカウン トの電子メールアドレスをク リ ッ ク します。 電子メールの

アプリ ケーシ ョ ンが表示され、 指定のユーザーに向けたメールメ ッセージが
表示されます。

4 メールメ ッセージを完成させ、 これを送信します。
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ユーザーグループの管理

この項では、 Web アクセスサーバーを使用して以下を実行する方法について説

明します。 

• ユーザーグループを作成、 変更、 および削除する。

• ユーザーグループのフ ィルターを作成、 変更、 および削除する。 

この項で説明する手順のほとんどは、 userimport と groupimport とい う コ

マンドを使用して実行するこ と もできます。 詳細については、 『HP OpenView 
Performance Insight Reference Guide』 のアカウン ト管理者ユーティ リ テ ィに

関する章を参照して ください。

ユーザーグループとは

ユーザーグループとは以下のものを指します。

• ユーザーアカウン トの集ま り  

たとえば、 Thunderbolt 社という会社のすべてのユーザー用に、

Thunderbolt とい うユーザーグループを作成するこ とができます。 これは、

サービスプロバイダにおいて、 特定の会社の表示できるデータを制限する場
合に便利です。

• ユーザーアカウン ト とユーザーグループとの集ま り

たとえば、 All というユーザーグループを作成し、 その中にいくつかのユー

ザーアカウン ト と、 North、 East、 South、 West とい う 4 つのユーザーグ

ループを含めるこ とができます。 

North、 East、 South、 West の各ユーザーグループに制約を設定するこ と

で、 それらのユーザーが特定の地域のデータしか表示できないよ うにするこ
とが可能です。 

All ユーザーグループのユーザーは、 North、 East、 South、 および West の
各ユーザーグループのユーザーが表示できるデータをすべて表示できます。
なぜなら、 最上位のグループには、 階層内の下位のグループの制約が継承さ
れるからです。 

この項に記載した手順では、 ユーザーが OVPI 管理者と して Web アクセスサー

バーにログオンしているこ とを想定しています。
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グループを作成する際は、 想定されるグループ数が少なくなるよ うに、 グループ
の制約を効果的に作成するよ う心掛けるこ とをお勧めします。 たとえば、

interface を制約と して使用し各インタフェースに 1000 以上のユーザーグルー

プを持たせるのではなく、 cust-id を制約と して使用します。 グループの数が多

いと、 データベースに送られるクエ リの効率やサイズに影響するこ とがあ り ま
す。 

ユーザーグループの作成

グループを作成するには、 以下の手順に従います。

1 リ ンクバーから、 [ 管理 ] を選択します。

2 [ 管理 ] ツ リーで、 [ ユーザーアカウン ト ] を展開し、 次に [ グループ ] をク

リ ッ ク します。 [ グループの管理 ] ページが開きます。

レポートがあ り、 1 人のユーザーしかそのレポート を表示する必要がない場合

は、 ユーザーフォルダーの下位にあるそのユーザーのレポートディ レク ト リに
レポート を配布します。 詳細は、 555 ページの 「レポートの配布」 を参照して く

ださい。
526 第 15 章



3 [ グループの追加 ] をク リ ッ ク します。 [ グループの追加 ] ページが開きます。 

4 新しいユーザーグループを作成するには、 以下の手順に従います。

a [ グループ ] ボッ クスで、 作成するユーザーグループの名前を入力しま

す。 

ユーザーグループ名は、 以下の制約に従う必要があ り ます。

以下の文字をユーザーグループ名で使用しないでください。 

アンパサンド (&)、 アスタ リ スク (*)、 円記号 (\)、 コロン (:)、 カンマ

(,)、 二重引用符 (“)、 感嘆符 (!)、 スラ ッシュ (/)、 大な り記号 (>)、 開き角

かっこ ([)、 小な り記号 (<)、 ピ リオド (.)、 シャープ記号 (#)、 疑問符 (?)、
閉じ角かっこ (])、 単一引用符 (‘)、 パーセン ト (%)、 スペース ( 空白 )

ユーザーグループに対して有効な文字は以下のとおりです。

— 名前には、 すべての英字 ( 大文字と小文字 )、 すべての数字、 およ

び、 上記のものを除くすべての特殊文字を、 含めるこ とができます。

— 1 文字以上、 最大は 255 文字です。

すでに存在するグループ名を入力した り、 "Group" という名前を使用した り し

ないでください。
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b この新しいユーザーグループに属するユーザーおよびユーザーグループ
を ( いずれも 1 つまたは複数 ) を [ 使用可能なユーザー / グループ ] リ ス

トから選択し、 [ 追加 ] をク リ ッ ク します。 グループは他のグループに属

していてもかまいません。

ユーザー名、 ユーザーグループ名、 またはその両方が、 [ メ ンバー ] リ

ス トに移動します。

c [ 次へ ] をク リ ッ ク します。 [ グループフ ィルター ] ページが開きます。

5 フ ィルターを作成するには、 以下の手順に従います。

a フ ィルタ リ ングの対象となるテーブル列名を [ 列 ] フ ィールドに入力し

ます。

b [ オペレータ ] の矢印をク リ ッ ク し、 演算子を選択します。

c [ 値 ] フ ィールドに値を入力します。

たとえば、 ABC Company という ク ラ イアン ト を持つサービスプロバイ

ダを考えてみまし ょ う。 ABC Sales とい う グループを作成し、 それに

ABC のレポート しか表示を許可しないフ ィルターを付ける と します。 こ
れをするには、 以下のよ うなフ ィルターを作成します。

cust_id = 05 

cust_id はテーブル列名です。

フ ィルターは、 テーブル列名、 数値演算子、 および統計情報の値を必要とする、
比較手段です。
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= は数値演算子です。

05 は ABC のカスタマ識別番号です。

d [ フ ィルタの追加 ] をク リ ッ ク します。

6 [ 終了 ] をク リ ッ ク します。 

[ グループの管理 ] ページに新しいユーザーグループが一覧表示されます。

それらのユーザーグループは [ グループ ] フォルダーの下にあるナビゲー

シ ョ ンフレームにも表示されます。

ユーザーグループの変更 

ユーザーグループを変更するには、 以下の手順に従います。

1 リ ンクバーから、 [ 管理 ] を選択します。

2 [ 管理 ] ツ リーで、 [ ユーザーアカウン ト ] を展開し、 次に [ グループ ] をク

リ ッ ク します。 [ グループの管理 ] ページが開き、 ユーザーグループとユー

ザーのリ ス トが表示されます。

3 以下のいずれかを実行します。

• [ グループの管理 ] ページのユーザーグループをク リ ッ ク します。

• ユーザーグループの横の ([ 編集 ] アイコン ) をク リ ッ ク します。 こ
のオプシ ョ ンを選択した場合は、 この手順のステップ 5 に進みます。

[ 次の項目の内容 : < グループ名 >] ページが開き、 ユーザーグループと、 そ

のユーザーグループに含まれているユーザーのリ ス トが表示されます。

4 [ グループの編集 ] をク リ ッ ク します。 [ グループの変更 ] ページが表示されま

す。 これは、 [ 新規グループの追加 ] ページと同じものです。

5 ユーザーグループに追加する場合、 ユーザーまたはユーザーグループを [ 使
用可能なユーザー / グループ ] リ ス トから選択し、 [ 追加 ] をク リ ッ ク しま

す。 ユーザーまたはユーザグループが [ メ ンバー ] リ ス トに追加されます。

6 ユーザーグループから削除する場合、 ユーザーまたはユーザーグループを
[ メ ンバー ] リ ス トから選択し、 [ 削除 ] をク リ ッ ク します。 [ 使用可能なユー

ザー / グループ ] リ ス トからユーザーまたはユーザグループが削除されます。

7 [ 次へ ] をク リ ッ ク してから [ 完了 ] をク リ ッ ク します。
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ユーザーグループの削除

グループを削除するには、 以下の手順に従います。

1 リ ンクバーから、 [ 管理 ] を選択します。

2 [ 管理 ] ツ リーで、 [ ユーザーアカウン ト ] を展開し、 次に [ グループ ] をク

リ ッ ク します。 [ グループの管理 ] ページが開き、 ユーザーグループとユー

ザーのリ ス トが表示されます。

3 削除するユーザーグループの横にある ([ 削除 ] アイコン ) をク リ ッ ク しま

す。 確認ダイアログボッ クスが表示されます。

4 [OK] をク リ ッ ク します。

ユーザーグループのフ ィルターの作成

フ ィルターはレポートの生成時に適用され、 また、 ログオンしている間に実行し
た、 すべてのレポートに適用されます。

プロパティテーブルの任意の共通列 (1 つまたは複数 ) に対してフ ィルタ リ ング

できます。 1 つのグループに対して複数のフ ィルターを作成した場合、 フ ィル

ターはすべて AND で結ばれます。 たとえば、 cust_id=3 とい う フ ィルターを

作成し、 さ らに同じグループに別に location_id=2 という フ ィルターを作成し

たと します。 このグループに属するユーザーのデータを取得するために作成され

る SQL は、 以下のよ うにな り ます。

where cust_id=3 AND location_id=2 

プロパティテーブルの列名とそれに含まれるデータがわかり ます。 プロパティの

インポート / エクスポート機能をレポートパッ クに対して使用する場合、 列と

データがこれらの列に含まれている必要があ り ます。

ユーザーグループのフ ィルターを作成するには、 以下の手順に従います。

1 リ ンクバーから、 [ 管理 ] を選択します。

2 [ 管理 ] ツ リーで、 [ ユーザーアカウン ト ] を展開し、 次に [ グループ ] をク

リ ッ ク します。 [ グループの管理 ] ページが開き、 ユーザーグループとユー

ザーのリ ス トが表示されます。

3 以下のいずれかを実行して、 フ ィルターを追加するユーザーグループを選択
します。
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• [ グループの管理 ] ページのユーザーグループをク リ ッ ク します。

• ユーザーグループの横の ([ 編集 ] アイコン ) をク リ ッ ク します。 

[ 次の項目の内容 : < グループ名 >] ページが開き、 ユーザーグループと、 そ

のユーザーグループに含まれているユーザーのリ ス トが表示されます。

4 [ フ ィルターの編集 ] をク リ ッ ク します。 [ グループフ ィルター ] ページが開き

ます。

5 以下の手順に従います。

a フ ィルタ リ ングの対象となるテーブル列名を [ 列 ] フ ィールドに入力し

ます。

b [ 演算子 ] の矢印をク リ ッ ク し、 演算子を選択します。

c [ 値 ] フ ィールドに値を入力します。

d [ フ ィルタの追加 ] をク リ ッ ク します。

6 [ 終了 ] をク リ ッ ク します。

ユーザーグループのフ ィルターの変更

ユーザーグループのフ ィルターを変更するには、 以下の手順に従います。

1 リ ンクバーから、 [ 管理 ] を選択します。

2 [ 管理 ] ツ リーで、 [ ユーザーアカウン ト ] を展開し、 次に [ グループ ] をク

リ ッ ク します。 [ グループの管理 ] ページが開き、 ユーザーグループとユー

ザーのリ ス トが表示されます。

3 以下のいずれかを実行します。

— [ グループの管理 ] ページのユーザーグループをク リ ッ ク します。

— ユーザーグループの横の ([ 編集 ] アイコン ) をク リ ッ ク します。 

[ 次の項目の内容 :< グループ名 >] ページが表示され、 ユーザーグループと、

そのユーザーグループに含まれているユーザーのリ ス トが表示されます。

4 [ フ ィルターの編集 ] をク リ ッ ク します。 [ グループフ ィルター ] ページが開き

ます。

5 フ ィルターを選択し [ 編集 ] をク リ ッ ク します。 フ ィルターの値が、 [ 列 ]、
[ 演算子 ]、 および [ 値 ] の各ボッ クスに表示されます。
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6 必要な値を編集し、 [ フ ィルターの追加 ] をク リ ッ ク します。

7 [ 終了 ] をク リ ッ ク します。

ユーザーグループのフ ィルターの削除

ユーザーグループのフ ィルターを削除するには、 以下の手順に従います。

1 リ ンクバーから、 [ 管理 ] を選択します。

2 [ 管理 ] ツ リーで、 [ ユーザーアカウン ト ] を展開し、 次に [ グループ ] をク

リ ッ ク します。 [ グループの管理 ] ページが開き、 ユーザーグループとユー

ザーのリ ス トが表示されます。

3 以下のいずれかを実行します。

— ナビゲーシ ョ ンフレームでユーザーグループを選択します。

— [ グループの管理 ] ページのユーザーグループをク リ ッ ク します。

— ユーザーグループの横の ([ 編集 ] アイコン ) をク リ ッ ク します。 

[ 次の項目の内容 :< グループ名 >] ページが表示され、 ユーザーグループと、

そのユーザーグループに含まれているユーザーのリ ス トが表示されます。

4 [ フ ィルターの編集 ] をク リ ッ ク します。 [ グループフ ィルター ] ページが開き

ます。 

5 [ グループフ ィルター ] ボッ クスで、 削除するフ ィルターを選択し、 [ 削除 ]
をク リ ッ ク します。

6 [ 終了 ] をク リ ッ ク します。

例 :  グループを使用したデータのフ ィルタ リング

ユーザーがアクセスできるデータを制限するために、 ユーザーのあちこちのフォ
ルダーにレポート を移動する必要はあ り ません。 ユーザーのフォルダーとカタロ

グビューは、 ユーザーが実行できるレポート を制限するためにのみ使用され、 表
示するデータを制限するものではあ り ません。 代わりに、 グループとフ ィルター

を使用して、 ユーザーが表示できるデータを制限します。 

以下の例では、 他のグループに属するグループを使用して、 階層グループの設定
方法を示します。 さ らに、 フィ ルターの OR 演算と AND 演算の方法を示します。
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グループを使用してデータのフ ィルタ リ ングをセッ ト アップするには、 以下の手
順に従います。

1 以下のユーザーを作成します。

• ABCco 

• ABCcoNortheast 

• ABCcoSoutheast 

詳細は、 519 ページの 「ユーザーアカウン トの作成」 を参照して ください。

2 異なるフィ ルタを備えた 2 つのグループを作成します。 各グループは所属す

るユーザーのデータのみをフィ ルタリ ングします。 以下の条件を設定します。

a cust_id=1 という フ ィルターを備えた ABCcoNEGroup グループを作成

します。 

b ABCcoNortheast ユーザーを ABCcoNEGroup グループに割り 当てます。

c cust_id=2 という フ ィルターを備えた ABCcoSEGroup グループを作成

します。 

d ABCcoSoutheast ユーザーを ABCcoSEGroup グループに割り当てます。

3 ABCcoGroup とい うマスターグループを作成します。 これにはフ ィルターを

作成しません。

4 ABCcoNEGroup と ABCcoSEGroup グループを ABCcoGroup に割り当てま

す。

5 ABCco ユーザーを ABCcoGroup に割り当てます。
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グループをグループに含める と、 上位グループのフ ィルターは下位グループ
に継承され OR で結ばれます。 つま り、 ABCcoGroup に含まれる任意のユー

ザー ( この場合、 ABCco) は以下のフ ィルタを備えています。 
where cust_id=1 OR cust_id=2 つま り、 以下のよ うなグループ構成になり

ます。

同様に、 ABCcoNEGroup と ABCcoSEGroup の両方のグループに ABCco ユー

ザーを追加するこ とによっても、 同じ結果を得るこ とができます。 ただし、 これ

はあま り望まし くあ り ません。 ユーザーが複数のグループに属している と きは、
ユーザーがどのグループに属しているかを知るよ り も、 グループ階層内を追跡す
る方が簡単だからです。 

階層構造と して、 2 層を超えるグループ構成も可能です。 たとえば、

ABCcoGroupUSA と ABCcoGroupEurope とい う グループがある と します。 こ
の場合、 ABCcoNEGroup と ABCcoSEGroup を ABCcoGroupUSA に含め、

ABCcoNEGroup

ABCcoNortheast

cust_id=1

ABCcoSEGroup

ABCcoSoutheast

cust_id=2

ABCcoGroup

ABCco ユーザー
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ABCcoGroupUSA と ABCcoGroupEurope を ABCcoGroup グループに含めま

す。 その結果、 地域、 国、 および全社にわたるフ ィルターを、 ユーザーに適用で

きるよ うにな り ます。 以下のよ うなグループ構成になり ます。

これらのフ ィルターはレポートの生成時に適用され、 また、 ログオンしている間
に実行した、 すべてのレポートに適用されます。 したがって、 ABCcoNortheast
と してログオンし、 [System] フォルダーからレポート を実行した場合、 その

ABCcoNortheast ユーザーには、 cust_id=1のデータだけが表示されます。 同
様に、 ABCcoSoutheast と してログオンし、 [System] フォルダーから同じレ

ポート を実行した場合、 そのユーザには cust_id=2のデータだけが表示されま

す。 

診断の表示

[ 診断 ] ページを使用して、 Web アクセスサーバーとデータベースに関する以下

の情報を表示できます。

• Web アクセスサーバー。 Java のバージ ョ ン、 Java のベンダー、 Java のベ

ンダーの URL、 およびオペレーティングシステムのアーキテクチャ と名前

とバージ ョ ン番号を表示できます。

• データベース。 名前、 接続の最大数、 接続ステータス、 および現在の接続数

を表示できます。

ABCcoNEGroup

ABCcoNortheast

cust_id=1

ABCcoSEGroup

ABCcoSoutheast

cust_id=2

ABCcoGroupUSA

ABCcoGroup

ABCcoGroupEurope
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診断を表示するには、 以下の手順に従います。

1 リ ンクバーで、 [ 管理 ] をク リ ッ ク します。

2 [ 管理 ] ツ リーで、 [ 診断 ] を展開します。

3 [ 診断 ] をク リ ッ ク します。 [ システム診断 ] ページが開き、 以下のよ うな画

面が表示されます。

ログファイルの設定の変更

ログファ イルの設定を変更するには、 以下の手順に従います。

1 リ ンクバーで、 [ 管理 ] をク リ ッ ク します。

2 [ 管理 ] ツ リーで、 [ ログファイル ] を展開します。
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3 [ 設定 ] をク リ ッ ク します。 [ ログファ イルの設定 ] ページが開きます。

4 以下のいずれかを実行します。

— [ ページあたりの表示可能エン ト リ数 ] ボッ クスに、 ログファ イルの各

ページに表示するログエン ト リーの数を入力します ( デフォルト値は

500 です )。

— [ ログフレームの背景色 ] ボッ クスで、 以下のいずれかを実行します。

– 色の値を 16 進数形式で入力します。

– [ 色の選択 ] をク リ ッ ク します。 [Color Selector] ダイアログボッ クス

が開きます。 これを使用してパレッ トから色を選択するか、 特定の

カラー値を入力します。 色を選択したら、 [ 適用 ] をク リ ッ ク し、

[OK] をク リ ッ ク します。 

5 [ 適用 ] をも う一度ク リ ッ ク します。
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ログファイルの表示

ログファ イルを表示するには、 以下の手順に従います。

1 リ ンクバーで、 [ 管理 ] をク リ ッ ク します。

2 [ 管理 ] ツ リーで、 [ ログファ イル ] を展開します。

3 [Web アクセスサーバー ] をク リ ッ ク します。

Web アクセスサーバーのログファ イルの表示例を以下に示します。 

ローテーシ ョ ンを有効にする と、 ロガーによって website0.log、 webiste1.log な

どのファイルがログディ レク ト リに作成されます。 builder、 viewer および

piadmin のデフォルトのログ設定は 「ローテーシ ョ ンなし」 です。

4 以下のいずれかを実行します。

— ログファ イルのページ内を移動するには、 をク リ ッ ク して次のページ

に進み、 をク リ ッ ク して前のページに戻り ます。 また をク リ ッ クす

る と最初のページに移動し、 をク リ ッ クする と最後のページに移動し

ます。
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— 特定のページに移動するには、 ページ番号の横にあるプルダウン矢印を
ク リ ッ ク し、 表示するログのページを選択します。

5 表示したメ ッセージのタイプを選択するには、 [ 表示 ] リ ス トから メ ッセー

ジタイプ ([ すべて ]、 [ 情報 ]、 [ 警告 ]、 [ エラー ]、 および [ デバッグ ]) を
選択します。 

6 ログファ イルを更新するには、 [ ログの更新 ] をク リ ッ ク します。 これによ り、

表示されているログファ イルのコピーが更新され、 ユーザーがそのログファ
イルを表示した後で生成された新しいメ ッセージがすべて表示されます。

Java 設定の変更

Java 設定を変更するには、 以下の手順に従います。

1 リ ンクバーから、 [ 管理 ] を選択します。
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2 [ 管理 ] ツ リーで、 [Java の設定 ] を展開し、 次に [Java の設定 ] をク リ ッ ク し

ます。 [Java の設定 ] ページが開きます。

3 以下のいずれかを実行します。

a ヒープサイズの各ボッ クスに、 ク ラ イアン ト とサービスが使用できる メ
モ リーの最大量を入力します。

b Java 引数の各ボッ クスにはいずれも、 ク ラ イアン ト、 サービス、 または

その両方が起動されたと きに適用する Java コマンド行の引数を入力し

ます。 

これらのコマンド行の引数の詳細は、 お使いの Java のマニュアルを参

照して ください。

4 すべての変更を完了したら、 [ 適用 ] をク リ ッ ク します。

5 サービスのオプシ ョ ンのいずれかを変更した場合は、 そのサービスを停止さ
せてから再起動します。

ク ラ イアン ト とサーバは必ずしも割り当てられたすべてのメモ リーを使用する
とは限り ません。
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配布項目の設定の変更

配布項目の設定を変更するには、 以下の手順に従います。

1 リ ンクバーから、 [ 管理 ] を選択します。

2 [ 管理 ] ツ リーで、 [ 配布済み項目 ] を展開し、 次に [ 配布済み項目 ] をク リ ッ

ク します。 [ 配布済み項目 ] ページが開きます。 

3 以下を実行します。

a [ 生成されたレポートの場所 ] ボッ クスに、 スケジュールの作成場所とな

るフォルダーの名前を入力します。 

b [ 配布済み項目の場所 ] ボッ クスに、 配布されるレポート と URL の保存

先を入力します。

c [ イ メージキャ ッシュの場所 ] ボッ クスに、 レポート を表示する と きのイ

メージ ( ラベルなど ) の保存場所とするフォルダーの名前を入力します。

d [ システムディ レク ト リのエイ リ アス ] ボッ クスに、 OVPI の管理者が

Web サーバーに配布したレポートの格納場所とするディ レク ト リの名前

を入力します ( デフォルトでは、 これは [System] です )。
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e ['Download As' ド リルダウンのデフォルトの深さ ] ダイアログボッ クス

に表示される ド リルダウン深度のデフォルト値を変更するには、
['Download As' ド リルダウンのデフォルトの深さ ] ボッ クスに新しい値

を入力します。

f [System] ディ レク ト リ を表示または非表示にするには、 以下のいずれか

を実行します。

– ディ レク ト リ を表示するには、 [ システムディ レク ト リをユーザーに表

示 ] チェッ クボッ クスをオンにします。

– ディ レク ト リ を非表示にするには、 [ システムディ レク ト リをユーザー

に表示 ] チェッ クボッ クスをオフにします。

g [ 配布 ] リ ンクを表示または非表示にするには、 以下のいずれかを実行し

ます。

– [ 配布 ] リ ンクを表示するには、 [ 配布リンクをユーザーに表示 ] チェッ

クボッ クスをオンにします。

– [ 配布 ] リ ンクを非表示にするには、 [ 配布リンクをユーザーに表示 ]
チェッ クボッ クスをオフにします。

h [ カタログ ] リ ンクを使用してアクセスされる [ 生成された結果 ] フォル

ダーを表示または非表示にするには、 以下のいずれかを実行します。

– [ 生成された結果 ] フォルダーを表示するには、 [ 生成された結果を表

示 ] チェッ クボッ クスをオンにします。

– [ 生成された結果 ] フォルダー非表示にするには、 [ 生成された結果を

表示 ] チェッ クボッ クスをオフにします。

i [ スケジュール ] リ ンクを表示または非表示にするには、 以下のいずれか

を実行します。

– [ スケジュール ] リ ンクを表示するには、 [ 管理者以外のユーザーがレ

ポートをスケジューリング可能 ] チェッ クボッ ク スをオンにします。

– [ スケジュール ] リ ンクを非表示にするには、 [ 管理者以外のユーザー

がレポート をスケジューリング可能 ] チェッ クボッ クスをオフにしま

す。

j 以下のいずれかを実行します。

値を -1 にする と可能なレポートがすべて生成されますが、 生成結果のファイル

が非常に大き くな り う るため、 この値はお勧めしません。
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– 管理者権限を持つユーザーがすべてのユーザーのフォルダーを表示
できるよ うにするには、 [ すべてのユーザーリーフ ノードを表示 ]
チェッ クボッ クスをオンにします。

– 管理者権限を持つユーザーが自分のフォルダーけを表示できるよ う
にするには、 [ すべてのユーザーリーフ ノードを表示 ] チェッ クボッ ク

スをオフにします。

リーフ ノード とは、 任意のレポート または空のフォルダーです。 リーフ

ノードを非表示にする と、 [ カタログ ] ツ リーには表示されなくな り ま

す。 ただし Web アクセスサーバーの結果フレームからは、 これらにア

クセスできます。

このオプシ ョ ンは、 管理者権限を持たないユーザーには影響しません。

k Web アクセスサーバーウ ィンド ウの結果フレームにのみリーフノードを

表示するには、 以下のいずれかを実行します。

– リーフ ノードを結果フレームに表示するには、 [ ユーザーリーフ ノード

を結果フレーム内にのみ表示する ] チェッ クボッ クスをオンにします。

– リーフ ノードを結果フレームに表示しないよ うにするには、 [ ユー

ザーリーフ ノードを結果フレーム内にのみ表示する ] チェッ クボッ クスを

オフにします。

l 以下のいずれかを実行します。

– ユーザーフォルダーを結果フレームにのみ表示するには、 [ ユーザー

リーフ ノードを結果フレームにのみ表示する ] チェッ クボッ クスをオン

にします。

多くのユーザが存在する場合にこのオプシ ョ ンをオンにする と時間
を節約できます。 なぜならブラウザが、 [ カタログ ] ナビゲーシ ョ ン

ツ リーを表示する前にすべてのユーザーレコードをロードする必要
がなくなるからです。

– ユーザーフォルダーをナビゲーシ ョ ンツ リーに表示するには、 [ ユー

ザーリーフ ノードを結果フレームにのみ表示する ] チェッ クボッ クスをオ

フにします。 

m 以下のいずれかを実行します。

– すべての配布済みレポート をすべての既存のビューに追加するには、
[ すべてのビューを持つレポートの配布 ] チェッ クボッ クスをオンにし

ます。
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– いずれの配布済みレポート も既存のビューに追加しないよ うにする
には、 [ すべてのビューを持つレポートの配布 ] チェッ クボッ クスをオ

フにします。

n レポートに指定した値が確かにデータベースに配置されたこ とを確認す
るためにレポートの リ ス ト を作成したと きに、 Web アクセスサーバーの

起動パッ ドでデータベースを検査したい場合には、 [ 起動パッ ドのフ ィル

ター処理の有効化 ] ボッ クスをオンにします。 

4 変更が完了したら、 [ 適用 ] をク リ ッ ク します。

5 Web アクセスサーバーを停止させてから再起動します。 詳細は、 80 ページ

の 「OVPI のプロセスの開始および停止」 を参照して ください。

ビューの作成

ビューを使用する と、 ユーザーは、 [System] フォルダー内の配布されたレポー

トの特定のリ ス ト を確認できます。 ユーザーアカウン ト を作成する と きに割り当

てたビューによって、 そのユーザーが表示できるレポートが決ま り ます。 その

ビューは、 ユーザーがアクセスするすべてのデータベースに適用されます。

ビューの作成

ビューを作成するには、 以下の手順に従います。

1 リ ンクバーから、 [ 管理 ] を選択します。

このオプシ ョ ンは NNM 統合でのみ使用されます。
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2 [ 管理 ] ツ リーで、 [ 配布済み項目 ] を展開し、 次に [ カタログビューマネー

ジャ ] をク リ ッ ク します。 [ カタログビュー ] ページが開きます。 

3 [ 新規 ] をク リ ッ ク します。 [ 表示 ] ページが開き、 現在 [System] フォルダー

に配布されているすべてのレポートが表示されます。 

4 [ 名前 ] ボッ クスにそのビューの名前を入力します。

以下の文字をこのページの各フ ィールドで使用しないでください。 アンパサ

ンド (&)、 円記号 (\)、 カンマ (,)、 二重引用符 (“)、 スラ ッシュ (/)、 疑問符

(?)、 および単一引用符 (‘) です。

5 [ 説明 ] ボッ クスに、 ビューの説明を入力します ( 説明は省略可能です )。

6 ビュー用にレポート フォルダーを選択するには、 以下のいずれかを実行しま
す。
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— 各フォルダーの横にあるボッ クスをオンにして、 フォルダー内のすべて
のレポート を選択します。 

— ( すべて選択ボタン ) をク リ ッ ク して、 フォルダー内のすべてのレ

ポート を選択します。 

フォルダー内のすべてのレポートの選択を解除するには、 ( すべて選

択解除するボタン ) をク リ ッ ク します。

7 ビュー用に 1 つのレポートだけを選択するには、 必要なレポート (1 つまた

は複数 ) の横にあるボッ クスをオンにします。

8 レポートのデータ取得先である、 データベースを指定するには、 各レポート
右横のデータベース リ ス トからデータベースを選択します。 

デフォルトでは、 各レポートはデフォルトデータベースからデータを取得し
ます。

9 [System] フォルダーに配布されているすべてのレポート を選択するには、

[ 表示 ] ページの下にある [ すべて選択 ] ボタンをク リ ッ ク します。

10 レポートの選択が終了したら、 [OK] をク リ ッ ク してビューを作成します。

[ カタログビュー ] ページが開き、 ビューが正し く作成されたこ とが示され

ます。 

1 フォルダー内のすべてのレポート を選択した場合、 その選択はそのフォル

ダーにのみ適用され、 そのサブフォルダーには適用されません。 たとえば、 前の

図の [ATM] フォルダーの横にあるチェッ クボッ クスをオンにした場合、 [ATM]
フォルダー内のレポートだけがビューに表示されます。 現時点では、 [ATM]
フォルダーにはレポートは配布されていません。 [PVC] フォルダーのレポート を

含めるには、 その横のチェッ クボッ クスをオンにする必要があ り ます。
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ビューの変更

ビューを編集または削除するには、 以下の手順に従います。

1 リ ンクバーから、 [ 管理 ] を選択します。

2 [ 管理 ] ツ リーで、 [ 配布済み項目 ] を展開し、 次に [ カタログビューマネー

ジャ ] をク リ ッ ク します。 [ カタログビュー ] ページが開きます。

3 ビューを編集するには、 以下を実行します。

a 以下のいずれかを実行するこ とで、 編集するビューを選択します。

– 編集するビューの横にある ( 編集ボタン ) をク リ ッ ク します。

– [ カタログビュー ] ページでビューの名前をク リ ッ ク します。 

[ 表示 ] ページが表示されます。

b 変更を行います。

c [OK] をク リ ッ ク して変更を適用します。

4 ビューを削除するには、 以下を実行します。

a 削除するビューの横にある [ 削除 ] チェッ クボッ クスをオンにします。 ま

た、 すべてのビューを選択するには [ すべて選択 ] をク リ ッ ク します。

b [ 削除 ] をク リ ッ ク してビュー (1 つまたは複数 ) を削除します。 確認ダイ

アログボッ クスが表示されます。

c [OK] をク リ ッ ク します。

Web アクセスサーバーの外観の変更

[ サイ トの外観 ] フォルダーを使用して、 サイ ト全体、 リ ンクバー、 ナビゲー

シ ョ ンフレーム、 および結果フレームのさまざまなオプシ ョ ンを変更できます。 
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サイ トのオプシ ョ ンの変更

Web アクセスサーバーのタイ トルを変更するには、 以下の手順に従います。

1 リ ンクバーから、 [ 管理 ] を選択します。

2 [ 管理 ] ツ リーで、 [ サイ トの外観 ] を展開し、 次に [ サイ トの オプシ ョ ン ] を
ク リ ッ ク します。 [ サイ トのオプシ ョ ン ] ページが開きます。 

3 以下を実行します。

a [ サイ トのタイ トル ] ボッ クスに、 Web ブラウザのタイ トルバーに表示

するタイ トルを入力します。

b リ ンクバーの [ プロファ イル ] リ ンクを非表示にするには、 [ プロファイ

ルの表示 ] ボッ クスをオフにします。 リ ンクバーの [ プロファ イル ] リ ン

クを表示するには、 [ プロファイルの表示 ] ボッ クスをオンにします。

4 [ 適用 ] をク リ ッ ク した後、 ブラウザの [ 更新 ] ボタンをク リ ッ ク します。

リンクバーのオプシ ョ ンの変更

Web アクセスサーバーのリ ンクバーのオプシ ョ ンを変更するには、 以下の手順

に従います。

1 リ ンクバーから、 [ 管理 ] を選択します。
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2 [ 管理 ] ツ リーで、 [ サイ トの外観 ] を展開し、 次に [ リンクバーのオプシ ョ ン ]
をク リ ッ ク します。 [ リ ンクバーのオプシ ョ ン ] ページが開きます。 

3 以下のいずれかを実行します。

a [ タイ トル ] ボッ クスに、 リ ンクバーのタイ トルを入力します。 このタイ

トルはリ ンクバーの下に表示されます。

b [ タイ トルのサイズ ] の矢印をク リ ッ ク してから、 タイ トルの希望のポイ

ン トサイズを選択します。

c [ 整列 ] の矢印をク リ ッ ク してから、 位置揃えのオプシ ョ ンを選択しま

す。 このオプシ ョ ンによ り、 Web ブラウザのウ ィンド ウを規準と したと

きの リ ンクバーの位置が揃います。

d [ 高さ ] にはリ ンクバーの高さ ( ピクセル単位 ) を入力します。 

e [ 背景色 ] ボッ クスで、 以下のいずれかを実行します。
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– 色の値を 16 進数形式で入力します。

– [ 色の選択 ] をク リ ッ ク します。 [Color Selector] ウ ィ ンド ウが開きま

す。 このウ ィンド ウで、 パレッ トから色を選択するか、 カラー値を
個別に入力します。 色を選択したら、 [ 適用 ] をク リ ッ ク し、 [OK] を
ク リ ッ ク します。

f [ 背景イ メージ ] ボッ クスに、 リ ンクバーの背景に表示するイ メージの場

所を入力します。 そのイ メージは、 Web サーバー上になければなり ませ

ん。 

イ メージの場所を入力しない場合、 Web アクセスサーバーは、 Web
サーバー上の [piweb] フォルダー内でそのイ メージを探します。 たとえ

ば、 Windows では、 このディ レク ト リの絶対パスは以下のとおりです。

installation_directory\jrun\servers\piweb\tw-app\webview\images 

この場合、 installation_directory は OVPI がインス トールされている

ディ レク ト リです。

g [ イ メージ ] ボッ クスに、 リ ンクバーの左に表示するイ メージの場所を入

力します。 イ メージの配置場所については、 この手順の手順 f を参照し

て ください。 

h [ イ メージの幅 ] と [ イ メージの高さ ] のボッ クスに、 イ メージの幅と高

さをピクセル単位で入力します。

i [ 代替イ メージ ] ボッ クスに、 ポインタをイ メージ上に置いたと きに表示

するテキス ト を入力します。

j [ イ メージの X 位置 ] と [ イ メージの Y 位置 ] のボッ クスに、 Web ブラ

ウザのウ ィンド ウにおけるイ メージの ｘ 座標と y 座標の位置をピクセ

ル単位で入力します。

ブラウザのウ ィンド ウの左上隅が 0,0 です。 デフォルトでは、 下へ 25 ピ

クセル、 右へ 45 ピクセルの座標位置にイ メージを配置します。

k [ イ メージの背景の幅 ] ボッ クスに、 リ ンクバーでイ メージが占めるス

ペースをピクセル単位で入力します。

l [ フォーカス時のリ ンク背景色 ] および [ 非フォーカス時のリ ンク背景色 ]
のボッ クスで、 以下のいずれかを実行します。

– 色の値を 16 進数形式で入力します。
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– [ 色の選択 ] をク リ ッ ク します。 [Color Selector] ウ ィ ンド ウが開きま

す。 このウ ィンド ウで、 パレッ トから色を選択するか、 カラー値を
個別に入力します。 色を選択したら、 [ 適用 ] をク リ ッ ク し、 [OK] を
ク リ ッ ク します。

これらのオプシ ョ ンは、 リ ンクバー上の各リ ンクの背景に配置されるタ
ブの色を制御します。 [ フォーカス時のリ ンク背景色 ] はポインタが リ ン

ク上にある と き、 [ 非フォーカス時のリ ンク背景色 ] はポインタが リ ン

ク上にないと きを表します。

4 変更が完了したら、 [ 適用 ] をク リ ッ ク し、 ブラウザの [ 更新 ] ボタンをク

リ ッ ク します。

リンクバーの別名の変更

リ ンクバーの別名を変更するには、 以下の手順に従います。

1 リ ンクバーから、 [ 管理 ] を選択します。

2 [ 管理 ] ツ リーで、 [ サイ トの外観 ] を展開し、 次に [ リンクバーのエイリアス ]
をク リ ッ ク します。 [ リ ンクバーのエイ リ アス ] ページが開きます。 
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3 以下を実行します。

a リ ンクバーにリ ンクを表示する と きの順序を制御するには、 各リ ンクの
横にある数値の矢印をク リ ッ ク し数値を選択します。 

リ ンクのデフォルト の順序は、 [ ホーム ]、 [ カタログ ]、 [ 設定 ]、 [ 管理 ]、
[ スケジュール ]、 [ ヘルプ ] です。 

b リ ンクバー上のリ ンクを表示しないよ うにするには、 [< リンク名 > リン

クの表示 ] チェッ クボッ クスをオフにします。 リ ンクバー上のリ ンクを表

示するには、 [ リンク名 の表示 ] チェッ クボッ クスをオンにします。

c リ ンクの名前を変更するには、 [ ＜リンク名＞リンクのエイリアス ] ボッ ク

スに新しい名前を入力します。

4 変更が完了したら、 [ 適用 ] をク リ ッ ク し、 ブラウザの [ 更新 ] ボタンをク

リ ッ ク します。
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ナビゲーシ ョ ンフレームのオプシ ョ ンの変更

ナビゲーシ ョ ンフレームのオプシ ョ ンを変更するには、 以下の手順に従います。

1 リ ンクバーから、 [ 管理 ] を選択します。

2 [ 管理 ] ツ リーで、 [ サイ トの外観 ] を展開し、 次に [ ナビゲーシ ョ ンフレーム

のオプシ ョ ン ] をク リ ッ ク します。 [ ナビゲーシ ョ ンフレームのオプシ ョ ン ]
ページが開きます。 

3 以下を実行します。

a [ ナビゲーシ ョ ンの幅 ] ボッ クスに、 ナビゲーシ ョ ンフレームの幅をピク

セル単位で入力します。

b [ ナビゲーシ ョ ンの余白の色 ] と [ ナビゲーシ ョ ンの背景色 ] のボッ クス

で、 以下のいずれかを実行します。

– 色の値を 16 進数形式で入力します。

– [ 色の選択 ] をク リ ッ ク します。 [Color Selector] ウ ィ ンド ウが開きま

す。 このウ ィンド ウで、 パレッ トから色を選択するか、 カラー値を
個別に入力します。 色を選択したら、 [ 適用 ] をク リ ッ ク し、 [OK] を
ク リ ッ ク します。

4 変更が完了したら、 [ 適用 ] をク リ ッ ク し、 ブラウザの [ 更新 ] ボタンをク

リ ッ ク します。
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結果フレームのオプシ ョ ンの変更

結果フレームのオプシ ョ ンを変更するには、 以下の手順に従います。

1 リ ンクバーから、 [ 管理 ] を選択します。

2 [ 管理 ] ツ リーで、 [ サイ トの外観 ] を展開し、 次に [ 結果フレームのオプシ ョ

ン ] をク リ ッ ク します。 [ 結果フレームのオプシ ョ ン ] ページが開きます。 

このページでは、 Web アクセスサーバーの結果フレームの色を変更できま

す。 結果の余白の色は、 フレームの上部にある水平バーの色です。 デフォル

トは青色です。 背景色は、 このフレーム全体の色です。 デフォルトはグレイ

です。

3 [ 結果の余白の色 ] または [ 結果の背景色 ] のボッ クスで、 以下のいずれかを

実行します。

— 色の値を 16 進数形式で入力します。

— [ 色の選択 ] をク リ ッ ク します。 [Color Selector] ウ ィ ンド ウが開きます。

このウ ィンド ウで、 パレッ トから色を選択するか、 カラー値を個別に入
力します。 色を選択したら、 [ 適用 ] をク リ ッ ク し、 [OK] をク リ ッ ク しま

す。

4 変更が完了したら、 [ 結果フレームのオプシ ョ ン ] ページで [ 適用 ] をク リ ッ

ク し、 ブラウザの [ 更新 ] ボタンをク リ ッ ク します。

余白の色

背景色
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レポートの配布

URL を配布するには、 以下の手順に従います。

1 リ ンクバーから、 [ カタログ ] を選択します。

2 [ カタログ ] ツ リーで、 [ 新規レポートの配布 ] をク リ ッ ク します。 [ レポートの

配布 ] ページが開きます。

3 以下のいずれかを実行します。

— [ 配布項目 ] ボッ クスに、 配布するレポートのパス とファ イルの名前を

入力します。

— [ 参照 ] をク リ ッ ク し、 配布するレポート を見つけて選択します。

4 [ 保存先 ] ボッ クスで、 以下を実行します。

a [ 保存先 ] の矢印をク リ ッ ク して、 [System] または [users] を選択します。

b 以下のいずれかを実行します。

– レポートの配布先となるフォルダーを入力します。 

[users] フォルダーにレポート を配布する場合は、 既存のユーザー

アカウン トからユーザー名を表すフォルダーを入力します。 

– [ 参照 ] をク リ ッ ク し、 レポートの配布先となるフォルダーを見つけ

て選択します。

レポート を配布する と、 以下のいずれかが行われます。
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— レポートが、 [System] フォルダーの下の指定フォルダーに表示されま

す。

— レポートが、 [users] フォルダーの下のユーザーのフォルダーに表示さ

れます。

5 [ 表示名 ] フィ ールド に、 レポート の名前を入力します。 これは、 [ カタログ ]
リ ンクで表示されるレポート名にな り ます。

表示名を入力しない場合、 レポートのファ イルシステム名が使用されます。 
たとえば、 ncanfield.rep とい う名前のレポート を配布し、 表示名を入力し

なかった場合、 [ カタログ ] リ ンクからレポート を表示する と、 そのレポー

トは ncanfield.rep と して表示されます。

6 [ 説明 ] フ ィールドに、 レポートに関する説明を入力します ( 説明は省略可能

です )。

7 [ 配布 ] ボタンをク リ ッ ク します。

レポートが正常に配布される と、 以下のメ ッセージが表示されます。

You have successfully deployed "report_name"

この例で、 report_nameは、 この手順の手順 3 で入力したレポートの名前で

す。
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サービスの設定の変更

この項では、 以下の設定を変更するための方法について説明します。 

• Web アクセスサーバー (557 ページ ) 

• SSL(562 ページ )

• システムマネージャ (567 ページ ) 

• メールサーバー (576 ページ )

Web アクセスサーバー設定の変更

Web アクセスサーバーについては、 以下の設定を変更できます。 ポート番号、

レルム、 Web サイ トのドキュ メン トルート、 ログファ イルのパス、 ログ記録、

デバッグ、 ヘッ ドレスオペレーシ ョ ン、 タイムアウ ト値、 および認証方法です。 

Web アクセスサーバーの設定を変更するには、 以下の手順に従います。

1 リ ンクバーから、 [ 管理 ] を選択します。 [ 管理 ] ページが開きます。

2 [ 管理 ] ツリ ーで、 [ サービスの構成 ] を展開し、 次に [Web アクセス サーバー ]
をク リ ッ ク します。 [Web アクセスサーバーの設定 ] ページが開きます。 
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3 以下を実行します。

a [ ポート ] ボッ クスに、 Web アクセスサーバーのポート番号を入力しま

す。

b [ レルム ] ボッ クスに、 サーバーのレルム名を入力します。 最大 50 文字

までです。 

レルム名はユーザーを認証するために使用します。 ユーザーのログオン

情報 ( ユーザー名とパスワード ) は、 割り当てられたレルムに対しての

み機能します。 Web アクセスサーバーの前にプロキシサーバーを使用し

ている場合は、 レルム名を変更する必要があ り ます。 

たとえば、 プロキシサーバーのレルム名が realm1 であ り、 Web アクセ

スサーバーのレルム名が tw-app である場合、 ユーザーは 2 回ログオン

する必要があ り ます。 Web アクセスサーバーのレルム名を realm1 に変

更すれば、 ユーザーは 1 回のログオンですみます。

レルム名は、 Web アクセスサーバーで [ ログオン ] ボタンをク リ ッ ク し

た後の [ ネッ ト ワーク  パスワードの入力 ] ダイアログボッ クスに表示さ

れます。

c [Web サイ トのドキュ メン トルート ] ボッ クスに、 ホームページのディ レ

ク ト リ階層を再配置するディ レク ト リ を入力します。 これによ り、 Web
アクセスサーバーのコンポーネン トが配置される URL が変更されます。

デフォルトでは、 階層は /( ルート ) です。 つま り、 OVPI すべてのコン

ポーネン トが Web アクセスサーバーのルート レベルに配置されます。

このオプシ ョ ンは、 プロキシサーバーが存在し、 OVPI がプロキシ内の

コンポーネン トのうちの 1 つである環境において役に立ちます。 複数の

ユーザーアプリ ケーシ ョ ンがあ り、 その 1 つが OVPI である場合は、 こ

の URL を /ovpi に変更できます。 たとえば、 デフォルトの URL を 
http://hostname/reports/home から以下の URL に変更します。
http://hostname/ovpi/reports/home.

d サーバーのログファ イルのパスを変更するには、 [ ログファ イルの場所 ]
ボッ クスにパスを入力します。

パスには ASCII 文字のみ使用できます。
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e [Log File(s) for Rotation] ボッ クスに、 ローテーシ ョ ンするファ イルの

数を入力します。 この値はゼロよ り大き くする必要があ り ます。 ロー
テーシ ョ ンを無効にするには、 [Log Files for Rotation] にゼロを入力し

ます。

f [Log File Size] ボッ クスに、 ログファ イルのサイズを入力します。 この

値はゼロよ り大きな整数にする必要があ り ます。 ローテーシ ョ ンが無効
の場合は、 ログファ イルのサイズは考慮されません。

g ログ記録を指定するには、 以下のいずれかを実行します。

– ログ記録を有効にするには、 [ ログの有効化 ] チェッ クボッ クスをオ

ンにします。

– ログ記録を無効にするには、 [ ログの有効化 ] チェッ クボッ クスをオ

フにします。

h デバッグを指定するには、 以下のいずれかを実行します。

– デバッグを有効にするには、 [ デバッグの有効化 ] チェッ クボッ クス

をオンにします。

– デバッグを無効にするには、 [ デバッグの有効化 ] チェッ クボッ クス

をオフにします。

i UNIX のみ : ヘッ ドレスオペレーシ ョ ンを制御するには、 以下のいずれ

かを実行します。

– ヘッ ドレスオペレーシ ョ ンを有効にするには、 [ ヘッ ドレス操作の有効

化 ] チェッ クボッ クスをオンにします。

– ヘッ ドレスオペレーシ ョ ンを無効にするには、 [ ヘッ ドレス操作の有効

化 ] チェッ クボッ クスをオフにします。

OVPI をインス トールした後、 システムはヘッ ドレスオペレーシ ョ

ン用に設定されます。 ヘッ ドレス  サポートでは、 ソフ ト ウェアを使

用してグラフ ィ ッ クをレンダ リ ングします。 したがってグラフ ィ ッ
クカードは必要あ り ません。 

代わりに、 以下のコマンドのいずれかを入力するこ とで、 ヘッ ドレ
スサポート を無効または有効にします。 

headlessctl enable
headlessctl disable
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j Web アクセスサーバーでの処理 ( たとえばレポートのロード ) が、 タイ

ムアウ トする時間 ( 分単位 ) を、 [ タイムアウ ト ] ボッ クスに入力しま

す。 

有効な値は、 0 よ り大き くて 1000 未満の任意の整数です。

k [ 認証方法 ] の矢印をク リ ッ ク し、 以下のいずれかを選択します。

– [HTTP 基本 ]。 この方法では、 [ ネッ ト ワーク  パスワードの入力 ]
ダイアログボッ クスにユーザーアカウン トのユーザー名とパスワー
ドを入力して、 にログオンする必要があ り ます。

– [URL]。 この方法では、 URL を使用してレポート を表示する と きに

ユーザー名を入力する必要があ り ます。 URL を使用してレポート を

表示する方法の詳細は、 『HP OpenView Performance Insight レ

ポートの作成および表示ガイ ド』 を参照して ください。

– [ なし ]。 この方法では、 認証が必要あ り ません。 ただし、 ユーザー

は [ アカウン ト ID] ボッ クスで指定したユーザーアカウン ト と同じ

権限でシステムにアクセスします。

– [ アカウン ト ID]。 ユーザーアカウン トの名前を入力します。 Web 
サーバーに、 他のユーザーアカウン トでアクセスする場合、 こ こで
設定したアカウン ト と同じ権限が必要です。

4 [ 適用 ] をク リ ッ ク します。

5 変更が完了したら、 Web アクセスサーバーを停止させてからまた起動しま

す。 この手順については、 80 ページの 「OVPI のプロセスの開始および停

止」 を参照して ください。

管理者権限のリセッ ト

この項では、 Web アクセスサーバーの認証設定を変更する と きに起こ り う る問

題の処理方法について説明します。

[ アカウン ト ID] ボッ クスに、 管理者権限を持たないユーザーアカウン ト を指定

した場合、 [ 管理 ] リ ンクにはアクセスできな くな り ます。 管理者権限を リセッ

トする方法の詳細は、 560 ページの 「管理者権限のリセッ ト 」 を参照して くだ

さい。
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Web サーバーのための認証がなく、 かつ管理者権限を持たない [ アカウン ト ID]
ボッ クスのユーザーアカウン トが、 Web アクセスサーバーの [ 管理 ] リ ンクにア

クセスするには、 管理者権限を設定しなおす必要があ り ます。 これをするには、

config.prp ファ イルを編集するか、 または URL を使用して Web アクセスサー

バーにログオンします。

config.prp ファイルの編集

config.prp ファ イルを編集するこ とで管理者権限を リセッ トするには、 以下の

手順に従います。

1 テキス トエディ タで以下のファ イルを開きます。

installation_directory\data\config.prp

この場合、 installation_directory は OVPI がインス トールされているディ

レク ト リです。

2 config.prp ファ イル内で以下の行を見つけます。

appserver.security=none 

3 この行を以下のよ うに変更します。

appserver.security=basic

4 以下の場所に移動します。

JBOSS_HOME/server/piweb/deploy/tw-app.war/WEB-INF.

この例で、 UNIX の場合は JBOSS_HOME = opt/OV/nonOV/PiJBoss/

405 です。

Windows の場合は JBOSS_HOME= C:\Program Files\HP 

OpenView\nonOV\ PiJBoss\405 です。

5 web.auth ファ イルのコピーを作成し、 これを同じディ レク ト リに貼り付け

ます。 

6 web.xml ファ イルを削除します。

7 web.auth ファ イルのコピーの名前を web.xml に変更します。

8 Web アクセスサーバーを停止し起動します。 Web アクセスサーバーを停止さ

せてからまた起動する方法の詳細は、 80 ページの 「OVPI のプロセスの開始

および停止」 を参照して ください。
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URL の使用

管理者権限で Web アクセスサーバーにログオンするには、 以下の URL を入力

します。

http://hostname/reports/home?ov_user=trendadm 

この場合、 hostname は Web アクセスサーバーの名前です。

SSL サービス設定の変更

Web アクセスサーバーとサポート されている Web ブラウザとの間の SSL 
(Secure Socket Layer) 通信を有効または無効にできます。 

SSL を有効にするには、 自己署名デジタル証明書を作成します。 この自己署名デ

ジタル証明書によって SSL を有効にするこ とができます。 ただし、 セキュ リ

ティ を向上させるには、 この証明書を認証機関に送って署名入りデジタル証明書
を受け取る必要があ り ます。 署名入りデジタル証明書を受け取ったら、 これをイ

ンポートする必要があ り ます。 詳細は、 565 ページの 「デジタル証明書のイン

ポート 」 を参照して ください。

SSL を有効または無効にするには、 以下の手順に従います。

1 リ ンクバーから、 [ 管理 ] を選択します。 [ 管理 ] ページが開きます。
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2 [ 管理 ] ツ リーで、 [ サービスの構成 ] を展開し、 次に [SSL サービス ] をク

リ ッ ク します。 [SSL サービス構成ページ ] が開きます。 

3 SSL を有効にするには、 以下を実行します。

a [SSL の有効化 ] チェッ クボッ クスをオンにします。

b Web アクセスサーバーの非セキュアなポート をオフにするには、 [ 非セ

キュア HTTP ポート を有効にする ] ボッ クスをオフにします。

このオプシ ョ ンを無効にする と、 ユーザーは https://hostname を使用

して Web アクセスサーバーにアクセスする必要があ り ます。 

c [ セキュアポート ] ボッ クスの値はそのまま ( デフォルトは 433) にして

おきます。 または [ セキュアポート ] ボッ クスのポート番号を変更しま

す。 

OVPI をインス トールした際に SSL 通信を有効にした場合、 [ キース ト ア パス

ワード ] と [ 証明書情報 ] のオプシ ョ ンは表示されません。
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d [ キース ト ア パスワード ] ボッ クスに 6 文字以上のパスワードを入力し

ます。 

e [ 国コード ] ボッ クスに 2 文字の国コードを入力します ("JP" など )。

f 自分が所属する組織名を入力します ("ABC システム株式会社 " など )。

g 部または課の名前 ( 「Northeast Sales」 など ) を入力します。 

h 所在地の市町村名 ( 「杉並区」 など ) を入力します。

i 都道府県名を入力します (" 東京 " など )。

j [ 適用 ] をク リ ッ ク します。

[ 適用 ] をク リ ッ クする と、 [SSL サービス構成ページ ] ページに、 証明

書の有効期限と、 [ 新規 自己署名型証明書の生成 ] チェッ クボッ クスが表示

されます。 

新しい証明書を作成する必要がある と きは、 必要に応じてこのページの
[ 証明書識別データ ] セクシ ョ ンの情報を変更し、 このオプシ ョ ンを選

択し、 [ 適用 ] をク リ ッ ク します。 

k 変更内容を有効にするため、 Web アクセスサーバーを停止させてから再

起動します。 この手順については、 80 ページの 「OVPI のプロセスの開

始および停止」 を参照して ください。

パスワードを記録し安全な場所に保管しておきます。 このパスワードは、 署名
証明書を作成するのに必要です。

自己署名証明書を作成する と、 証明書リポジ ト リに保存されます。 このパスワー

ドによ り、 Web アクセスサーバーは証明書リポジ ト リにアクセスできます。

残りのフ ィールドは、 証明書署名機関によって検証および署名される必要のあ
る、 SSL キーを生成するのに必要な情報を要求します。 この情報は、 証明書の

有効性を確認するために、 証明書のチェッ ク担当者が使用します。

[ 国 ]、 [ 組織 ]、 [ 組織単位 ]、 [ 場所 ]、 [ 州 / 都道府県 ]、 および [ 国コード ]
フ ィールドには ASCII 文字のみ入力できます。

この自己署名デジタル証明書によって SSL を有効にするこ とができます。 ただ

し、 セキュ リ ティ を向上させるには、 この証明書を認証機関に送って署名入り
デジタル証明書を受け取る必要があ り ます。 署名入りデジタル証明書を受け取っ

たら、 これをインポートする必要があ り ます。 詳細は、 デジタル証明書のイン

ポート を参照して ください。
564 第 15 章



4 SSL を無効にするには、 以下の手順に従います。

a [SSL の有効化 ] チェッ クボッ クスをオフにします。

b [ 適用 ] をク リ ッ ク します。

c 変更内容を有効にするため、 Web アクセスサーバーを停止させてから再

起動します。 この手順については、 80 ページの 「OVPI のプロセスの開

始および停止」 を参照して ください。

デジタル証明書のインポート

SSL を有効した時点で、 自己署名デジタル証明書を得たこ とにな り ます。 証明書

は、 認証機関 (CA) によって署名されている と、 他人からの信頼がよ り高ま り ま

す。 

これを実行するには、 CA に証明書署名要求 (CSR) を送る必要があ り ます。 CA
は要求者を認証し、 その証明書に署名します。 

証明書署名要求 (CSR) の生成

CSR を生成するには、 以下を実行します。

1 次のディ レク ト リに移動します。 

installation_directory/jre/bin

2 CSR を生成するには、 コマンド行で以下を入力します。

keytool_path -certreq -file filename.csr -keystore 
JBOSS_HOME/lib/keyStore -alias ovpi

keytool_path は、 DPIPE_HOMEディ レク ト リ内の、 keytool ユーティ リ

ティの場所です。

UNIX の場合は JBOSS_HOME = opt/OV/nonOV/PiJBoss/405 、

Windows の場合は C:\Program Files\HP 

OpenView\nonOV\PiJBoss\405 です。

      filename は、 .csr ファ イルに与える名前です。
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この自己署名デジタル証明書によって SSL を有効にするこ とができます。 ただ

し、 セキュ リ ティ を向上させるには、 この証明書を認証機関に送って署名入りデ
ジタル証明書を受け取る必要があ り ます。 署名入りデジタル証明書を受け取った

ら、 これをインポートする必要があ り ます。 

以下のプロンプ トが表示されます。

Enter keystore password:

3 キース ト アパスワードを入力し、 [Enter] を押します。

これは、 OVPI のインス トール時に SSL を有効にする と きに入力したパス

ワード、 および Web アクセスサーバーを使用する と きに入力するパスワー

ド と同じ ものです。 

これによ り、 .csr ファ イルに、 以下の行で始まる要求が記載されます。
-----BEGIN NEW CERTIFICATE REQUEST-----

署名入りデジタル証明書のインポート

証明書に署名した後、 CA はこれを要求者に返送します。 次に、 署名入り証明書

をキース ト アにインポートする必要があ り ます。 これによって自己署名証明書は

上書きされます。 一部の認証機関は、 署名入り証明書と と もにサーバー証明書を

添付するこ とがあ り ます。

署名入り証明書をインポートするには、 以下の手順に従います。

1 次のディ レク ト リに移動します。 

installation_directory/jre/bin

2 サーバー証明書のみ : サーバー証明書をインポートするには、 コマンド行で

以下を入力します。

keytool -import -file filename -keystore JBOSS_HOME/lib/
trustStore

3 コマンド行で以下を入力します。

keytool -import -file filename -keystore JBOSS_HOME/lib/
keyStore -alias ovpi -trustcacerts

パスワードを入力する と きは、 画面にそのパスワードが表示されるので、 他人
の面前では入力しないでください。
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こ こで、UNIX の場合は JBOSS_HOME = opt/OV/nonOV/PiJBoss/405 、

Windows の場合は C:\Program Files\HP 

OpenView\nonOV\PiJBoss\405 です。

以下のプロンプ トが表示されます。

Enter keystore password:

4 キース ト アパスワードを入力し、 [Enter] を押します。

これは、 OVPI のインス トール時に SSL を有効にする と きに入力したパス

ワード、 および Web アクセスサーバーを使用する と きに入力するパスワー

ド と同じ ものです。 

システムマネージャの設定の変更

システムマネージャは、 すべての Web アクセスサーバーとデータベースのリ ス

ト を管理します。 [Performance Insight システム ] ページに、 すべての Web ア

クセスサーバーとデータベースシステムが表示されます。 またこのページで以下
も実行できます。

• デフォルト システムを選択する (568 ページの 「デフォルト システムの変

更」 )。

• システムを追加する (568 ページの 「システムの追加」 )。

• 現在のシステムの設定を変更する (571 ページの 「システムの設定の変更」 )。

• システムを削除する (575 ページの 「システムの削除」 )。

[Performance Insight システム ] ページの表示

[Performance Insight システム ] ページを開くには、 以下の手順に従います。

1 リ ンクバーから、 [ 管理 ] を選択します。 [ 管理 ] ページが開きます。

パスワードを入力する と きは、 画面にそのパスワードが表示されるので、 他人
の面前では入力しないでください。
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2 [ 管理 ] ツ リーで、 [ サービスの構成 ] を展開し、 次に [ システムマネージャ ]
をク リ ッ ク します。 [Performance Insight システム ] ページが開きます。 

このページには、 お使いのコンピュータが接続されているすべての Web ア

クセスサーバーとデータベースが表示されます。 またデフォルト システム

と、 各システムの役割も示します。 システムのロールが、 Web アクセスサー

バー (appserver) である場合があ り、 またデータベースサーバーと Web ア

クセスサーバーの両方である場合もあ り ます。

このページで、 システムの追加、 変更、 または削除ができます。 デフォルト

システムを変更するこ と もできます。

デフォルトシステムの変更

接続を最初に確立したシステムがデフォルト システムになり ます。 デフォルト を

変更するには、 以下の手順に従います。

1 前述の手順 2 に示した [Performance Insight システム ] ページで、 デフォル

ト システムにするシステムの [ デフォルト ] ボタンをク リ ッ ク します。

2 [ 適用 ] をク リ ッ ク します。

システムの追加

システムを追加するには、 以下の手順に従います。

1 567 ページの 「[Performance Insight システム ] ページの表示」 で説明した

よ うに [Performance Insight システム ] ページを開きます。

2 [ 追加 ] をク リ ッ ク します。 
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[ システム情報 ] ページが開きます。 

3 システムの全般プロパティを入力するには、 以下を実行します。

a [ 名前 ] ボッ クスにそのシステムの名前を入力します。

b [ ホス ト名 ] ボッ クスにそのシステムのホス ト名を入力します。

c [ 次へ ] をク リ ッ ク します。

[ システムロール ] ページが開きます。 

4 システムにロール (1 つまたは複数 ) を割り当てるには、 以下を実行します。

a データベースのロールをシステムに割り当てるには、 [ データベース ]
ボッ クスをオンにします。
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b Web アクセスサーバーの役割をシステムに割り当てるには、 [ アプリケー

シ ョ ン サーバ ] ボッ クスをオンにします。

c [ 次へ ] をク リ ッ ク します。

システムに割り当てた役割 (1 つまたは複数 ) に応じて、 以下のページのい

ずれかまたは両方が表示されます。 

• [Web アクセスサーバーのプロパティ ] ( 手順 5 に進む ) 

• [ データベースのプロパティ ] ( 手順 8 に進む )

5 Web アクセスサーバーの役割を選択した場合、 [Web アクセスサーバーのプ

ロパティ ] ページが表示されます。 

6 必要に応じて、 [Web アクセスサーバーのプロパティ ] ページのデフォルト

値を変更します。

• [ ポート ] ボッ クスで、 Web アクセスサーバーのポート番号を変更しま

す。

• [ コンテキス ト ] ボッ クスで、 Web アクセスサーバーへのパスを変更し

ます。

• データベースサーバーが SSL を使用しており、 そのデータベースサー

バーとの安全な通信を望む場合は、 [SSL を使用して接続する ] ボッ クスを

オンにします。

• [ 認可レルム ] ボッ クスで、 データベースサーバーが認証用に使用する

レルム名を変更します。
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7 [ 次へ ] をク リ ッ ク します ( データベースの役割を選択していない場合は、

[ 完了 ] をク リ ッ ク します )。

8 データベースの役割を選択している場合は、 [ データベースのプロパティ ]
ページが表示されます。 

9 該当する場合は、 [ データベースのプロパティ ] ページで以下を実行します。

a [ 管理サーバーのポート ] ボッ クスで、 Web アクセスサーバーが接続を

リ スンするポート番号を変更します。

b [ 認可レルム ] ボッ クスで、 データベースサーバーが認証用に使用するレ

ルム名を変更します。

10 [ 完了 ] をク リ ッ ク します。

システムの設定の変更

システムの設定を変更するには、 以下の手順に従います。

1 [Performance Insight の設定 ] ページを開きます。 567 ページの

「[Performance Insight システム ] ページの表示」 を参照して ください。

2 変更するユーザーの横にある ([ 編集 ] アイコン ) をク リ ッ ク します。
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[ システムのプロパティ ] ページが開きます。 

列の見出しのすぐ上に表示されている リ ンクは、 システムに与えられた役割
を表しています。 

3 システムの全般プロパティを変更するには、 以下を実行します。

a [ 全般 ] リ ンクをク リ ッ ク します。 [ システムのプロパティ ] ページが開き

ます。

b [ ホス ト名 ] ボッ クスで、 そのシステムのホス ト名を変更します。

c [OK] をク リ ッ ク します。

4 Web アクセスサーバーのプロパティを変更するには、 以下の手順に従いま

す。
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a [Web アクセスサーバー ] リ ンクをク リ ッ ク します。 [ システムの Web アク

セスサーバーのプロパティ ] ページが開きます。

b 必要に応じて以下を実行します。

– システムを Web アクセスサーバーと しては使用できないよ うにする

には、 [ システムの Web アクセスサーバーの使用 ] ボッ クスをオフ

にします。

– システムを Web アクセスサーバーと して使用できるよ うにするに

は、 [ システムの Web アクセスサーバーの使用 ] ボッ クスをオンに

します。 

– [ ポート ] ボッ クスで、 Web アクセスサーバーのポート番号を変更

します。

– [ コンテキス ト ] ボッ クスで、 Web アクセスサーバーへのパスを変

更します。

– データベースサーバーが SSL を使用しており、 そのデータベース

サーバーとの安全な通信を望む場合は、 [SSL を使用して接続する ]
ボッ クスをオンにします。

– [SSL ポート ] ボッ クスで、 サーバーが SSL 要求の送受信を リ スン

する TCP/IP ソケッ トのポート を変更します。
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– [ 認可レルム ] ボッ クスで、 データベースサーバーが認証用に使用す

るレルム名を変更します。

c [OK] をク リ ッ ク します。

5 データベースのプロパティを変更するには、 以下の手順に従います。

a [ データベース ] リ ンクをク リ ッ ク します。 [ システムデータベースプロパ

ティ ] ページが開きます。 

b 以下のいずれかを実行します。

– システムをデータベース と しては使用できないよ うにするには、 [ シ
ステムデータベースの使用 ] ボッ クスをオフにします。

– システムをデータベース と して使用できるよ うにするには、 [ システ

ムデータベースの使用 ] ボッ クスをオンにします。 

– [ 説明 ] ボッ クスに、 データベースの説明を入力します。

– [ ポート ] ボッ クスにデータベースのポート番号を入力します。

– [ データベースインスタンス ] ボッ クスにデータベースインスタンス

を入力します。 デフォルトでは、 これらは、 DSQUERY(Sybase の

場合 ) または $ORACLE_SID(Oracle の場合 ) です。
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これが、 ク ラ イアン ト アプ リ ケーシ ョ ンが情報を検索するデータ
ベースの名前のデフォルトです。 

Sybase の場合、 このサーバー名は Sybase インタフェースファ イル

内で確認できます。 このファ イルは、 Sybase SQL Server がインス

トールされているシステムにあ り ます。 Sybase インタフェースファ

イルの詳細については、 『HP OpenView Performance Insight 
Installation Guide』 を参照して ください。

– [ ユーザー名 ] ボッ クスに、 データベースのユーティ リ ティ名を入力

します。

– [ パスワード ] ボッ クスに、 データベースのパスワードを入力しま

す。

– [ 最大接続数 ] ボッ クスに、 このデータベースプールの最大接続数を

入力します。

c [OK] をク リ ッ ク します。

6 変更が完了したら、 Web アクセスサーバーを停止させてからまた起動しま

す。 

OVPI サービスの停止と起動の方法については、 80 ページの 「OVPI のプロ

セスの開始および停止」 を参照して ください。

システムの削除

システムを削除するには、 以下の手順に従います。

1 [Performance Insight の設定 ] ページを開きます。 567 ページの

「[Performance Insight システム ] ページの表示」 を参照して ください。

2 削除するシステムの横にある ([ 削除 ] アイコン ) をク リ ッ ク します。 

確認ダイアログボッ クスが表示されます。

3 [OK] をク リ ッ ク します。
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メールサーバーの設定の変更

レポート を表示している と きに、 [Email] ボタン をク リ ッ クする と、 別の

ユーザーにレポートの URL を電子メールで送信できます ( 詳細は、 『HP 
OpenView Performance Insight レポートの作成および表示ガイ ド』 を参照して

ください。 )。 この機能を使用するには SMTP メールサーバーが必要です。

すべてのユーザーが、 [ ビューの設定 ] ページの [ レポートの電子メール送信の

許可 ] オプシ ョ ンで、 この機能を有効または無効にできます。 このページを表示

するには、 リ ンクバーから [ 設定 ] を選択します。 [ 設定 ] ツ リーで、 [ 配布済み

項目 ] を展開し、 次に [ 表示 ] をク リ ッ ク します。

SMTP メールサーバーの設定を変更するには、 以下の手順に従います。

1 リ ンクバーから、 [ 管理 ] を選択します。 [ 管理 ] ページが開きます。

2 [ 管理 ] ツ リーで、 [ サービスの構成 ] を展開し、 次に [ メール サーバー ] をク

リ ッ ク します。 

[ メールサーバーの設定 ] ページが表示されます。

3 以下のいずれかを実行します。 
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a [ ホス ト ] ボッ クスに、 SMTP メールサーバーのホス ト名を入力します。

b [ ポート ] ボッ クスに、 SMTP メールサーバーのポート番号を入力しま

す。

c [ ヘッダーメ ッセージ ] ボッ クスに、 メールメ ッセージの [ 件名 ] 行に表

示する メ ッセージを入力します。

<username> 変数で、 メールメ ッセージの送信元のアカウン トのユー

ザー名を メ ッセージ内に表示できます。 

d [URL メ ッセージ ] ボッ クスに、 メールメ ッセージのテキス ト内にレ

ポートの URL を提示する形態を入力します。

<url> 変数で、 レポートの URL を メ ッセージ内に表示できます。 

4 [ 適用 ] をク リ ッ ク します。

グラフの X 軸の時刻フォーマッ トの変更

Web アクセスサーバーやレポート ビルダの、 グラフの x 軸の時刻フォーマッ ト

を、 graph.prp ファ イルから編集できます。 たとえば、 config.prp ファ イルの

時刻データは、 E hh:mm a で表されていますが、 これは曜日、 時 : 分、 A.M. また

は P.M. に変換されます (Wed 12:05 pm など )。 以下の表は利用可能な変数を示し

ています。 

表 11 グラフの X 軸の時刻フォーマッ トの変数

記号 意味 形式 例

G 「紀元後」 の記号 テキス ト 西暦

y 年 数値 1996

M 月 テキス ト と数値 July & 07

d 日 数値 10

h A.M. または P.M. での時間 
(1~12)

数値 12

H 1 日のうちでの時間 (0 ～ 23) 数値 0

m 分 数値 30
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グラフの x 軸の時刻フォーマッ ト を設定するには、 以下の手順に従います。 

1 下の場所にある graph.prp ファ イルを編集します。

— UNIX の場合 :

DPIPE_HOME/data/graph.prp
— Windows の場合 :

DPIPE_HOME\data\graph.prp
この場合、 DPIPE_HOME は OVPI がインス トールされているディ レク ト

リです。

s 秒 数値 55

S: ミ リ秒 数値 978

E 曜日 テキス ト 火曜日

D 年内の通算日 数値 189

F 月の曜日 数値 2(7 月の第 2 水曜

日 )

w 年における週 数値 27

W 月の通し週 数値 2

a  A.M. または P.M. テキス ト  P.M. 

k 1 日のうちの時間 (1 ～ 24) 数値 24

K A.M. または P.M. での時間
(0 ～ 11)

数値 0

z タイムゾーン テキス ト 太平洋標準時

' テキス ト用エスケープ 区切り記号

 '' 単一引用符 リ テラル '

表 11 グラフの X 軸の時刻フォーマッ トの変数

記号 意味 形式 例
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config.prp ファ イルに記載される時刻フォーマッ トは、 たとえば以下のよ

うに表示されます。 

xaxis.hourly.time.format=E hh:mm a
xaxis.daily.time.format=E MMM d 
xaxis.weekly.time.format=MMM d
xaxis.monthly.time.format=MMMMM
xaxis.summary.hourly.time.format=E hh:mm a
xaxis.summary.daily.time.format=E MMM d
xaxis.summary.weekly.time.format=MMM d
xaxis.summary.monthly.time.format=MMMMM

2 表 11 に挙げた変数を使用して、 希望のフォーマッ トに変更します。

3 変更を行った後、 以下を実行します。

a [ ファ イル ] メニューの [ 保存 ] をク リ ッ ク します。

b [ ファ イル ] メニューの [ 終了 ] を選択します。 

4 Web アクセスサーバーを停止し起動します。 詳細は、 80 ページの 「OVPI の
プロセスの開始および停止」 を参照して ください。
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16 データのアーカイブ
データテーブルにデータを長期間保存している と、 データベースのサイズが増大
する原因とな り ます。 これは、 要約とレポート作成の両方のパフォーマンスに悪

影響を及ぼします。 OVPI のデータアーカイブ機能はこのよ うなパフォーマンス

低下の要因を防ぐのに役立ちます。 データアーカイブ機能では、 データテーブル

の代わりにアーカイブテーブルを使用して、 長期間データを保存します。

データアーカイブ機能によ り、 OVPI の要約およびレポート作成に影響するこ と

な く長期間データを保存するこ とができます。 この機能を使用する と、 OVPI 
データスキーマの異なる表領域に OVPI データを保存できます。 

データのアーカイブには、 アーカイブテーブル、 アーカイブフラグ、 アーカイブ
保持期間、 およびデータ保持プロファ イルの概念があ り ます。

アーカイブテーブル

アーカイブテーブルはデータテーブルに存在するデータを長期間保存します。 
datapipe_manager コマンドを使用して、 既存および新規のデータテーブルに

アーカイブテーブルを作成します。 1 つのデータテーブルに関連付けられるアー

カイブテーブルは 1 つだけです。 アーカイブテーブルが関連付けられているデー

タテーブルはアクティブテーブルと呼ばれます。

アーカイブテーブルは、 関連するデータテーブルと同じよ うに区分されていま
す。 データテーブルの構造が変更される と きは常に、 datapipe_manager コマン

ドでそのデータテーブルのアーカイブテーブルにも同じ変更を実行します。 デー

タテーブルが削除される と、 datapipe_manager コマンドによ り、 関連する

アーカイブテーブルは削除されます。

アーカイブテーブルのテーブルタイプは、 常に 「アーカイブ」 です。
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データ保持プロファイル

データテーブルのデータ保持プロファ イルは、 データベースにデータテーブルを
作成する と きに作成されます。 datapipe_manager コマンドは、 TEEL ファ イル

に指定されている情報を使って保持プロファ イルを作成します。 
datapipe_manager コマンドは、 保持プロファ イルを参照するデータテーブル

がない場合にその保持プロファ イルを削除します。

保持プロファ イルには以下の情報が含まれています。

• 名前 :  保持プロファ イルの名前を指定します。 デフォルトでは、

datapipe_manager コマンドにはプロファ イルの名前と してテーブルカテゴ

リ、 保持期間、 および期間タイプの組み合わせが使用されます。 たとえば、

TEEL ファ イルに以下のパラ メータを指定したと仮定します。

— TableTimeType:  hourly

— TableCategory:  DevResCiscoSwitch

— TableRetention:  12

保持ファイルの名前は、 DevResCiscoSwitch12hourly にな り ます。

• 保持 :  データテーブルにデータを保持する日数を指定します。

• アーカイブ保持 :  アーカイブテーブルにデータを保持する日数を指定しま

す。 デフォルトのアーカイブ保持値は、 テーブルの期間タイプに基づいてい

ます。 たとえば、 テーブルの期間タイプが hourly である場合、 アーカイブ

保持期間は 30 日です。 

• アーカイブフラグ :  アーカイブテーブルが必要かど うかを示します。 デフォ

ルトでは、 アーカイブフラグの値は [OFF] に設定されています。 データテー

ブルのデータを保持するには、 アーカイブフラグの値を [ON] に設定する必

要があ り ます。

• 説明 : 保持プロファ イルの説明を指定します。
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データ処理のアーカイブ

レポートパッ クをインス トールする間、 datapipe_manager コマンドは、 TEEL
ファ イルに指定されている保持期間に基づいて各データテーブルの保持プロファ
イルを作成します。 datapipe_manager コマンドは、 データテーブルの期間タイ

プを基にプロファ イル名とアーカイブ保持期間のデフォルト値を使用して、 保持
プロファ イルを作成します。 このプロファ イルは OVPI ディ クシ ョナリに登録さ

れます。

データテーブルのデータをアーカイブするには、 保持プロファ イルのアーカイブ
フラグの値を [ON] に設定する必要があ り ます。 アーカイブフラグが [ON] に設

定されている と、 datapipe_manager コマンドは、 データテーブルに対して

アーカイブテーブルを作成します。 datapipe_manager コマンドは、 アクティブ

テーブルと も呼ばれるデータテーブルの保持プロファ イルをアーカイブテーブル
にも割り当てます。

データテーブルに対してアーカイブフラグが [ON] に設定されている と、 その

データテーブルの指定の保持期間が終了する と、 エージングプロセスによって
データがデータテーブルからアーカイブデータに移動します。 たとえば、 データ

テーブルの保持期間が 10 日に設定され、 アーカイブ保持期間が 60 日に設定さ

れている と、 10 日後には db_delete_data コマンド ( エージングプロセス ) に
よってデータがデータテーブルからアーカイブデータに移動します。 アーカイブ

テーブルのデータは、 その後 60 日間利用可能です。 60 日経過した後、

db_delete_data コマンドによってアーカイブテーブルからデータが削除され

ます。 これは、 アクティブテーブル内とアーカイブテーブル内を合わせて合計

70 日間はデータが利用可能であるこ とを意味します。 データテーブルのアーカ

イブ保持期間およびアーカイブフラグの変更の詳細は、 584 ページの 「保持プロ

ファ イルの管理」 を参照して ください。

同じ名前および同じ保持期間の保持プロファ イルが既に存在する場合、
datapipe_manager コマンドはそのプロファ イルを使用し、 新しいプロファ イ

ルを作成しません。
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保持プロファイルの管理

データを効率的にアーカイブするには、 保持プロファ イルを効率的に管理する必
要があ り ます。 この章では、 以下の項目について説明します。

• 584 ページの 「保持プロファ イルの表示」

• 585 ページの 「保持プロファ イルの追加」

• 587 ページの 「保持プロファ イルの変更」

• 587 ページの 「保持プロファ イルの削除」

保持プロファイルの表示

現在のすべての保持プロファ イルを表示するには、 以下の手順に従います。

5 HP OpenView の Performance Insight Management Console ウ ィ ンド ウを

開きます。

6 [ 管理 ] から [ テーブル ] オプシ ョ ンの順に選択します。
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7 [ ファイル ]->[ 保持プロファイル ]->[ 保持プロファイルの管理 ] を順に選択しま

す。 [ 保持プロファ イルの管理 ] ダイアログボッ クスが開きます。

[ 保持プロファ イルの管理 ] ダイアログボッ クスで、 保持プロファ イルを作

成、 変更、 および削除するこ とができます。

保持プロファイルの追加

レポートパッ クをインス トールした後、 OVPI システムに新しい保持プロファ イ

ルを作成および追加するこ とができます。 保持プロファ イルの作成時にエラーま

たは問題が発生した場合は、 エラーメ ッセージが表示されます。

保持プロファ イルを追加するには、 以下の手順に従います。

1 [ 保持プロファ イルの管理 ] ダイアログボッ クスを開きます。 [ 保持プロファ

イルの管理 ] ダイアログボッ クスを開く方法は、 584 ページの 「保持プロ

ファ イルの表示」 を参照して ください。
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2 [ 保持プロファ イルの管理 ] ダイアログボッ クスで、 [ 作成 ...] をク リ ッ ク しま

す。 [ 保持プロファ イルの作成 ] ダイアログボッ クスが開きます。

このダイアログボッ クスでは、 以下の情報を設定できます。

• [ プロファ イル名 ]:  保持プロファ イルの名前。 プロファ イル名は最大で 64
文字までです。

• [ 保持日数 ]:  データがデータテーブルまたはアクティブテーブルで利用可能

な日数。 永久的な保持を指定するには、 [ 無期限 ] ラジオボタンで [ はい ] を
選択する必要があ り ます。 

• [ アーカイブの保持日数 ]:  データがアーカイブテーブルで利用可能な日数。 
永久的なアーカイブ保持を指定するには、 [ 無期限 ] ラジオボタンで [ はい ]
を選択する必要があ り ます。

• [ 説明 ]: 保持プロファ イルの説明。 プロファ イルの説明は最大で 255 文字ま

でです。

• [ アーカイブを有効化しますか ?]: アーカイブテーブルを作成するかど うかを

指定するためのフラグ。

3 [ 保持プロファ イルの作成 ] ダイアログボッ クスの [OK] ボタンをク リ ッ ク し

て、 システムに保持プロファ イルを作成および保存します。
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保持プロファイルの変更 

OVPI では、 製品のインス トール時に作成されたデフォルトのプロファ イルを変

更するこ とはできません。 保持プロファ イルを変更するには、 以下の手順を実行

する必要があ り ます。

1 [ 保持プロファ イルの管理 ] ダイアログボッ クスを開きます。 [ 保持プロファ

イルの管理 ] ダイアログボッ クスを開く方法は、 584 ページの 「保持プロ

ファ イルの表示」 を参照して ください。

2 [ プロファ イル名 ] リ ス トから、 変更するプロファ イルを選択します。

3 [ 編集 ...] をク リ ッ ク します。 [ 保持プロファ イルの編集 ] ダイアログボッ クス

が開きます。

保持プロファ イルの名前以外のすべてのパラ メータを変更するこ とができます。

4 [OK] をク リ ッ ク して、 保持プロファ イルを更新します。 

保持プロファイルの削除

保持プロファ イルを削除するには、 以下の手順を実行する必要があ り ます。

1 [ 保持プロファ イルの管理 ] ダイアログボッ クスを開きます。 [ 保持プロファ

イルの管理 ] ダイアログボッ クスを開く方法は、 584 ページの 「保持プロ

ファ イルの表示」 を参照して ください。

2 削除するプロファ イルを [ 現在の保持プロファ イル ] リ ス ト から選択します。

[ 現在の保持プロファ イル ] リ ス トによ り、 保持プロファ イルが更新されたかど

うかを確認できます。
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3 [ 削除 ] をク リ ッ ク します。 確認のダイアログボッ クスが開きます。

4 [ はい ] をク リ ッ ク して、 システムからプロファ イルを削除します。

データと内部テーブルの詳細の表示

データまたは内部テーブルに関する詳細情報を表示するには、 テーブルマネー
ジャの表示ペインでテーブルをダブルク リ ッ ク します。 

たとえば、 rate_IR_property テーブルの詳細情報を表示するには、 以下の手順

を実行する必要があ り ます。

1 テーブルマネージャのナビゲーシ ョ ンペインで、 [ カテゴリ ] コンボボッ クス

から Interface_Reporting を選択します。 

表示ペインに、 Interface_Reporting カテゴ リに関連付けられているすべて

のテーブルが表示されます。 

2 表示ペインで [IR_property] テーブルをダブルク リ ッ ク します。 

次の図のよ うに、 [ データテーブル詳細 ] ダイアログボッ クスが開きます。 

図 80 [ データテーブル詳細 ] ダイアログボッ クス

デフォルトのプロファ イルまたは使用中のプロファ イルを削除するこ とはでき
ません。
588 第 16 章



[ データテーブル詳細 ] ダイアログボッ クスを使用して、 以下のこ とを実行でき

ます。

• テーブルの列に関する情報の表示 

• 説明を追加する

• 保持プロファ イルを設定する

• テーブルの列に関する情報の表示

• 対応するインデッ クスに関する情報を表示する  

データテーブルの情報の表示

[ データテーブル詳細 ] ダイアログボッ クスの [ テーブル情報 ] タブには、 選択

されているテーブルのテーブル情報が表示されます。 データテーブルの場合は、

[ テーブル情報 ] タブに、 このデータまたは内部テーブルで使用されているプロ

パティテーブルの名前も表示されます。

データテーブル保持プロファイルの設定

[ データテーブル詳細 ] ダイアログボッ クスの [ 保持プロファ イル ] タブには、

選択したデータテーブルの現在のデータ保持設定が表示されます。 

[ 保持プロファ イル ] タブでは以下の作業を行う こ とができます。

• 異なる保持プロファ イルをデータテーブルに割り当てる

• 新しい保持プロファ イルを作成する

• 既存の保持プロファ イルを変更する

異なる保持プロファイルをデータテーブルに割り当てる

異なる保持プロファ イルをデータテーブルに割り当て、 アーカイブ関連の属性を
変更するこ とができます。 新規に割り当てられたプロファ イルに対してアーカイ

ブが ON の場合、 datapipe_managerによ り、 プロファ イルが割り当てられた

データテーブルのアーカイブテーブルを利用できるよ うにします。 アーカイブ

テーブルの利用可能性チェッ クが完了する と、 メ ッセージが表示されます。 アー

カイブテーブルが存在しない場合にアーカイブテーブルを作成するには、
datapipe_manager コマンドを使用します。 
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異なる保持プロファ イルをデータテーブルに割り当てるには、 以下の手順に従い
ます。

1 [ データテーブル詳細 ] ダイアログボッ クスを開きます。 [ テーブルテーブル

詳細 ] ダイアログボッ クスを開く方法は、 589 ページの 「データテーブルの

情報の表示」 を参照して ください。

2 [ 保持プロファ イル ] タブを選択します。

3 [ 保持プロファイルの表示 ] をク リ ッ ク します。 [ 保持プロファ イルの表示 ] ダ
イアログボッ クスが開きます。

4 データテーブルに割り 当てる保持プロファ イルを [ 現在の保持プロファ イル ]
リ ス トから選択します。

5 [ 保持プロファイルの割り当て ] をク リ ッ ク します。
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複数のデータテーブルへの保持プロファイルの割り当て

単一の保持プロファ イルを複数のデータテーブルに割り当てるこ とができます。 
新規に割り当てられたプロファ イルに対するアーカイブが ON の場合、

datapipe_manager コマンドによ り、 プロファ イルが割り当てられたデータ

テーブルのアーカイブテーブルを利用できるよ うにします。 

1 HP OpenView の Performance Insight Management Console ウ ィ ンド ウを

開きます。

2 [ 管理 ] から [ テーブル ] オプシ ョ ンの順に選択します。

3 [ データベーステーブル管理 ] ウ ィ ンド ウの表示ペインから [ タイプ ] を選択

します。 [ データベーステーブル管理 ] ウ ィンド ウのナビゲーシ ョ ンペイン

に、 データテーブルのリ ス トが表示されます。

4 SHIFT キーまたは CTRL キーを押して、 保持プロファ イルを割り当てる

テーブルをナビゲーシ ョ ンペインから選択します。

5 [ ファイル ]->[ 保持プロファイル ]->[ 保持プロファイルの割り当て ...] の順に選択

します。 [ 保持プロファ イルの表示 ] ダイアログボッ クスが開きます。

6 割り当てる保持プロファ イルを [ 現在の保持プロファ イル ] リ ス トから選択

します。

7 [ 保持プロファイルの割り当て ...] をク リ ッ ク して、 選択したプロファ イルをす

べての選択テーブルに割り当てます。

データテーブルの説明の追加

[ データテーブル詳細 ] ダイアログボッ クス (588 ページの図 80) の [ 説明 ] ボッ

クスに、 テーブルの説明を記入できます。 [ 説明 ] ボッ クスに説明文を入力し

[OK] をク リ ッ ク します。 説明文は最大で 255 文字までです。

[ オブジェク ト タイプ ] と して [ 表示 ] を選択する と、 保持プロファイルの割り当てオ

プシ ョ ンが表示されます。
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データテーブルの列情報の表示

テーブルの列に関する詳細を表示するには、 [ データテーブル詳細 ] ダイアログ

ボッ クス (588 ページの図 80) の [ 列 ] をク リ ッ ク します。 [ 列 ] ウ ィンド ウが開

きます。 

[ 列 ] ウ ィンド ウには、 テーブル内の各列に、 以下の情報が表示されます。  

[ エイ リ アス名 ]: テーブル内の列の、 論理的かつ一意な、 内容を表した名前で
す。

[SQL 名 ]: テーブル内の列の SQL 名です。

[ データタイプ ]: 各列の OVPI データタイプです。

[SQL タイプ ]: この列のデータのデータベースタイプです。

[ 資産列 ]: この項目がオンの場合は、 この列に、 アセッ ト要約で使用さ
れるアセッ トプロパティが含まれています。 

[ オブジェク ト識

別子 ]: 
MIB ツ リーにおける、 選択されているオブジェク トへのパ

スです。 ピ リオドで区切られた数字の列で表されます。 
SNMP コレク タに関連付けられている列にのみ MIB OID 値

が表示され、 それ以外の列ではこの項目は空欄である場合が
あ り ます。

[ 空白可 ]: この項目がオンの場合は、 この列は NULL の可能性があ り

ます。

[ デフォルト値 ]: 列のデフォルト値です。
592 第 16 章



データテーブルのインデックス情報の表示

テーブルのインデッ クスに関する詳細を表示するには、 [ データテーブル詳細 ]
ダイアログボッ クス (588 ページの図 80) の [ インデックス ] をク リ ッ ク します。 
[ インデッ クス ] ウ ィ ンド ウが開きます。

[ インデッ クス ] ウ ィ ンド ウには、 テーブルの各インデッ クスに、 以下の情報が

表示されます。 

[ インデッ クス名 ]: テーブルのインデッ クスの名前です。

[ 一意 ]: この項目がオンの場合は、 そのインデッ クスは一意です。

[ ク ラスタ化 ]: この項目がオンの場合は、 そのインデッ クスはク ラスタ化
されています。

[ 列 1]: インデッ クスの構築に使用される 1 つ目の SQL 名です。

[ 列 2]: インデッ クスの構築に使用される 2 つ目の SQL 名です。

インデッ クスの各要素ごとに列が表示されます。
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データテーブルのタイプ別またはカテゴリ別での
表示

データテーブルをタイプ別またはカテゴ リ別に表示するには、 テーブルマネー
ジャのナビゲーシ ョ ンペインで [ データテーブル ] フォルダーを開きます。 [ デー

タテーブル ] フォルダーには、 以下のフォルダーが含まれています。 

• [ タイプ ] 

このフォルダーには、 データのタイプ別に編成されたデータテーブルが含ま
れています。 要約タイプのデータは、 データの時間タイプ別に編成された

データテーブルと共に、 [ 概要 ] フォルダーにあ り ます。 

• [ カテゴ リ ]

このフォルダーには、 データのカテゴ リ フ ィールドに基づいて編成された
データテーブルが含まれています。 各カテゴ リは、 データベースに追加され

た順に表示されます。

たとえば、 [ カテゴ リ ] フォルダーからルーターを選択した場合は、 表示ペイン

に以下のよ うな結果が表示されます。 

表示される列は以下のとおりです。  

実際に表示される列は、 この例の列とは異なる場合もあ り ます。 データテーブル

の表示時にどの列を表示するかは、 ユーザが選択できます。
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[ カテゴ リ ]: テーブルのカテゴ リです。 カテゴ リ とは、 OVPI のレポート機

能によってテーブルのグループに割り当てられる標準のコー
ドです。 レポートのタイプに基づいて、 複数のテーブルをグ

ループにするこ とができます。 最後に追加したカテゴ リは、

リ ス トの末尾に表示されます。

[ エイ リ アス名 ]: データベース内のテーブルの、 論理的かつ一意な、 内容を表
した名前です。 

[SQL 名 ]: SQL Server がテーブルを識別するための名前です。 SQL ク

エ リにはこの名前を使用します。

[ ビューである ]: この項目がオンの場合は、 選択されているテーブルが、 デー
タテーブルをクエ リするために作成されたビューになり ます。

[ タイプ ]: このテーブルに格納されているデータのタイプです。 使用で

きるタイプは、 未処理 (raw)、 レート 、 要約、 予測、 資産、 ラ

ンク、 ベースライン、 Lkeys、 アップロードのいずれかです。

[ 時間タイプ ]: データの時間タイプです。 時間タイプは、 ポーリ ング時、 分以

下、 5 分、 時単位、 日単位、 週単位、 月単位、 四半期単位、

年単位のいずれかです。 

[ 時間帯 ]: テーブルのタイムゾーンです。

[ サイズ ( 行数 )]: テーブルの行数です。

[ サイズ (KB)]: テーブルのサイズ ( キロバイ ト単位 ) です。
データのアーカイブ 595



[ データの保持

( 日数 )]: 

テーブル内にデータを保持する日数です。  この日数プラス 1
日が経過したデータは破棄されます。 保持のためのオプシ ョ

ンは以下のとおりです。 

• [ 無期限 ] － データは永久に削除されません。

• [n] － データはこの日数だけ保存されます。

• [ デフォルト ] － データはデフォルトの期間 ( 時間タイプ
の保持期間 ) だけ保持されます。 この値は、 [ テーブルのデ
フォルトの設定 ] ダイアログボッ クスの [ データを保持す
る日数 ] ボッ クスで設定します。

[ アーカイブ

データの保持
( 日数 )]: 

テーブル内にデータを保持する日数です。  この日数プラス 1
日が経過したデータは破棄されます。 アーカイブ保持のため

のオプシ ョ ンは以下のとおりです。 

• [ 無期限 ] － データは永久に削除されません。

• [n] － データはこの日数だけ保存されます。

• [ デフォルト ] － データはデフォルトの期間 ( 時間タイプ
のアーカイブ保持期間 ) だけ保持されます。 この値は、 [
テーブルの詳細設定 ] ダイアログボッ クスの [ アーカイブ
保持 ] ボッ クスで設定します。

[ アーカイブ ]: これは、 アーカイブテーブルを作成するかど うかを指定する
ためのフラグです。
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アーカイブ設定のガイド ライン

アーカイブ設定のガイ ド ラ インは以下のとおりです。

• アクティブテーブルまたはアーカイブテーブルの適切な保持期間を設定
した新しい保持プロファ イルを作成します。

• アーカイブは、 プロファ イル自体の作成時にプロファ イルに対して有効
にするか、 またはデータテーブルにプロファ イルを割り当てた後に ON
に設定するこ とができます。

• 時単位またはそれよ り も長い期間タイプが設定されているデータテーブ
ルは、 アーカイブに適しています。

• 以下の表は、 アーカイブが ON の場合に推奨される最小保持期間を示し

ています。

表 12 推奨保持期間

テーブルの時間タイプ 最小保持期間 ( 日 )

ポーリ ング時 1

分以下 1

5 分 1

時単位 2

[ 日単位 ]: デフォルト ( レポートパッ クが

設定 ) 

[ 週単位 ]: デフォルト ( レポートパッ クが

設定 )

[ 月単位 ]: デフォルト ( レポートパッ クが

設定 )

四半期単位 デフォルト ( レポートパッ クが

設定 )

年単位 デフォルト ( レポートパッ クが

設定 )
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• 上記で作成した保持プロファ イルを、 アーカイブする必要があるデータ
テーブルに割り当てます。

• テーブルの時間タイプ、 テーブルタイプ、 保持期間、 およびテーブルカ
テゴ リなどによってさまざまなプロファ イルを作成します。 このよ うに、

保持プロファ イルだけでな く対応するアーカイブテーブルおよびアク
ティブテーブルの管理と メンテナンスも簡単に行えます。

• db_delete_data の完了に 1 時間以上かかる場合は、 trendtimer.sched 
ファ イルに -c オプシ ョ ンを追加して (db_delete_data -c 5 など )、 ス

レッ ドの数を増やします。

• アーカイブが ON の場合は、 データファ イルのサイズが増大しても利用

できる十分な記憶領域を確保し、 特に 'dpipe_archive_seg' と
'dpipe_archive_ind_seg' 領域に関連付けられるよ うにします。

• アーカイブレポートの リ ス トおよびそれに対応するデータテーブル ( レ
ポート作成の基になる ) を以下に示します。 この表は、 データテーブル

のアーカイブに対する設定時に適切なアーカイブレポート を選択する際
に参考になり ます。

Interface Reporting
表 13 レポート とそれに対応するデータテーブル

番号 レポート データテーブル

1 IR_log.rep RIR_ProcedureLog

2 System_Performance.rep SHIRPerformance、
SDIRPerformance

3 Adhoc_Interface_Search.rep SHIRDevPorts

4 Availability_Detail.rep SRIRDevPorts、 SHIRDevPorts、
SDIRDevPorts

5 Capacity_Planning.rep SHIRDevPorts、 SDIRDevPorts、
SMIRDevPorts、
SD42SDIRDevPortsFORE、
SD42SDIRDevPortsDOW

6 Discard_Exception.rep SHIRDevPorts、 SDIRDevPorts、
SMIRDevPorts
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7 Error_Exceptions.rep SHIRDevPorts、 SDIRDevPorts、
SMIRDevPorts

8 Exception_Hot_Spots.rep SHIRDevPorts、 SDIRDevPorts、
SMIRDevPorts

9 Utilization_Exception.rep SHIRDevPorts、 SDIRDevPorts、
SMIRDevPorts

10 Grade_Of_Service.rep SHIRDevPorts、 SDIRDevPorts、
SMIRDevPorts

11 Near_Real_Time.rep SRIRDevPorts、 SHIRDevPorts、
SDIRDevPorts、 SMIRDevPorts

12 Near_Real_Time_Simple.rep SRIRDevPorts、 SHIRDevPorts

13 Near_Real_Time_Snapshot.r
ep

SRIRDevPorts、 SHIRDevPorts、
SDIRDevPorts、 SMIRDevPorts

14 Service_Level_Management.
rep

SHIRDevPorts、 SDIRDevPorts

15 Top_Ten.rep SDIRDevPorts

16 Unreachable.rep SHIRDevPorts

17 Utilization_Volume.rep SHIRDevPorts、 SDIRDevPorts、
SMIRDevPorts

表 13 レポート とそれに対応するデータテーブル

番号 レポート データテーブル
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システム リ ソース
表 14 レポート とそれに対応するデータテーブル

番号 レポート データテーブル

1 Adhoc_Search.rep SD_SR_SysVolXcep

2 Appl.rep SD_AppOVPA_byApp、
SD_AppOVPA_SysApp

3 Capacity_filesystem.rep SD_SR_SysXcep、
SD_SR_SysFSXcep、
SD42SD_SR_SysFSXcep_FORE

4 Capactiy_memory.rep SH_SR_SysExec、
SD_SR_SysExec、
SM_SR_SysExec

5 Execsum.rep SH_SR_SysExec、
SD_SR_SysExec、
SM_SR_SysExec

6 Forecast_cpu.rep SD42SD_SR_SysXcep_Fore、
SD_SR_SysXcep

7 Forecast_filesystem.rep SD_SR_SysXcep、
SD_SR_SysFSXcep、
SD42SD_SR_SysFSXcep_Fore

8 Forecast_memory.rep SD_SR_SysXcep、
SD42SD_SR_SysXcep_Fore

9 Hotspots.rep SR_SR_Kernel、 SD_SR_SysXcep

10 NRT_quickview.rep SR_SR_Kernel

11 NRT_snapshot.rep SR_SR_Kernel

12 Quickview.rep SH_SR_SysXcep、
SD_SR_SysXcep

13 Snapshot.rep SH_SR_SysXcep
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アーカイブの制限事項

アーカイブには以下の制限があ り ます。

• 現在、 Oracle でのみサポート されています。 Sybase ではサポート されてい

ません。

• 現在、 アーカイブレポートは IR および SR レポートパッ クでのみ利用可能

です。

14 SystemAvailability.rep SH_SR_SysUpGShift、
SD_SR_SysUp

15 Topten.rep SD_SR_SysVolXcep、
SD_SR_SysXcep、
SD_SR_SysFSXcep

16 Toptentran.rep SDTran_ByTransaction、
SDTran_Transaction、
SHTran_ByTransaction

17 TransactionBySystem.rep SHTran_Transaction、
SDTran_Transaction

18 CPUQuickView.rep SH_SR_CPU(A)、 SD_SR_CPU

19 SystemResourceDiskDetails.
rep

SH_SR_Disk、 SD_SR_Disk

20 SystemLogicalVolumeDetails
.rep

SH_SR_LogicalVolume、
SD_SR_LogicalVolume

21 SystemNetInterface.rep SH_SR_NetInterface、
SD_SR_NetInterface

22 ProcessDetails.rep SH_SR_Process、
SD_SR_Process

表 14 レポート とそれに対応するデータテーブル

番号 レポート データテーブル
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17 システムの調整
この章では、 HP OpenView Performance Insight (OVPI) システムのパフォーマ

ンスを改善するための方法について説明します。 多くの要因が、 OVPI のパ

フォーマンスに、 よい影響または悪い影響を与えます。 それらの要因は、 以下の

領域に分類できます。

• ハードウェア

• オペレーティングシステムの設定パラ メータ

• Sybase の設定パラ メータ

• OVPI の処理オプシ ョ ン 

この章では、 Oracle の設定パラ メータについては説明しません。 Oracle に

固有の調整については、 Oracle のマニュアルを参照して ください。

ハードウェアでの検討事項

全体のパフォーマンスに影響するハード ウェアの要因は以下のとおりです。

• プロセッサのタイプと ク ロ ッ ク速度

• プロセッサの数

• メモ リーの量

• ディ スク ド ラ イブのインタフェース

• 物理ディ スクデバイスの数

これらの領域のすべてが、 各インス トールに影響するわけではあ り ません。 プ
ラ ッ ト フォームや作業負荷といった要因も、 ある設定領域の全体効率に影響す
る可能性があ り ます。
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プロセッサのタイプとクロック速度

一般に、 プロセッサの速度が遅い場合は、 プロセッサがパフォーマンスの主要な
要因とな り ますが、 プロセッサの速度が向上するにつれて、 ディ スク とネッ ト
ワーク I/O が OVPI の処理全体の速度に対する制限要因となっていきます。

HP は、 選択したプラ ッ ト フォームで利用可能な最速のプロセッサを使用するこ

とをお勧めします。 

プロセッサの数

OVPI は、 マルチプロセッサ環境を利用し並列 ( 同時 ) タスクを実行できるよ う

設定できます。 可能な限り、 マルチプロセッサ構成にして ください。

メモリー

Sybase で最大限のパフォーマンスを得るには、 プラ ッ ト フォームが何であれ、

なるべく多くのメモ リーを確保して ください。 Sybase は主に、 データキャ ッ

シュ とプロシージャキャ ッシュのバッファ と してメモ リーを使用します。 利用可

能なディ スクキャ ッシュが多いほど、 システムが行う I/O が減るため、 パフォー

マンスが向上します。

表 15 は、 所定の OVPI システムのメモ リー容量を選択するためのガイ ド ラ イン

を示しています。

表 15 メモ リーのガイ ド ラ イン

システムのメモ リ
 (1 プロセッサあた り )  アプ リ ケーシ ョ ン

1 GB  小規模のインス トール

2 GB  中規模のインス トール

2 GB 超  大規模のインス トール
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共有メモリー / スワップファイルのサイズ

共有メモ リーの量は、 物理メモ リー量とスワ ップファ イルサイズとの間の値にし
て ください。 スワップファ イルのサイズは、 マシン内の物理メモ リー量の 2 ～ 3
倍にして ください。

表 16 は、 さまざまなオペレーティングシステムにおける、 データベースサー

バーのための最大メモ リー割り当て量を示しています。 こ こに示されているの

は、 各タイプのオペレーティングシステムにおいて、 Adaptive Server 
Enterprise 11.9.2.5 ESD 1 で許される共有アドレス指定可能なメモ リーの最大

量です。

システムが共有メモ リーをスワップアウ ト しないよ うにするこ とで、 パフォーマ
ンスを改善できます。 各オペレーティングシステムについて、 その方法を以下に

示します。

• HP-UX

次のパラ メータを設定します。 SWAPMEM_ON = 1 ただし、 この設定によ り、

利用可能な共有メモ リーの量は減少します。

• Solaris

ISM (Intimate Shared Memory) 機能を使用して共有メモ リーをロ ッ ク しま

す。 ただし、 Sun4c ファ ミ リーのマシンは、 現時点ではこの機能をサポート

していません。

ディスク ド ライブのインタフェース

システム構成に十分なメモ リーが備わっている場合、 次に要因になる と思われる
ものは、 ディ スク I/O です。 

表 16 データベースサーバーのための最大割り当て

オペレーティングシステム 共有アドレス指定可能メモ リーの最大量

HP-UX 2.75 GB

Solaris 4 GB

Windows 2 GB
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適切なディ スク インタフェース ( コン ト ローラ ) を選択するこ とで、 データが

ディ スクから メモ リーに高速に移動できるよ うにします。 一般に、 ファ イバー

チャネルと SCSI のインタフェースは、 IDE や Enhanced IDE のインタフェー

スよ り も性能が優れています。 メモ リーの場合と同様、 インタフェースが高速で

あるほど、 I/O バスから メモ リーに高速にデータを移動して処理できます。

高速なインタフェースによ り、 複数の I/O デバイスをインタフェースのコン ト

ローラに接続しているシステムのスループッ ト も向上します。 一部のプラ ッ ト

フォームベンダーは、 オプシ ョ ン ( ハードウェア ) のキャ ッシュコン ト ローラを

提供しており、 非キャ ッシュコン ト ローラに比べて大幅なパフォーマンス向上を
実現できます。 よ り大きなシステムの場合、 複数のインタフェースを使用するこ

と もできます。

ファ イバーチャネルは、 中～大規模のほとんどのインス トールで採用できるイン
タフェースです。 ファ イバーチャネルと SCSI を選択できる場合は、 ファ イバー

チャネルを選択します。 それが選択できない場合は、 可能な限り SCSI 320/
160MB/sec の LVD インタフェースを使用して ください。

15,000RPM のハード ド ラ イブを使用するこ とをお勧めします。

物理ディスクデバイスの数

一般に、 重要なファ イルがディ スク ド ラ イブ上に計画的に配置されている場合、
それら ド ラ イブの数が多いほどスループッ トは向上します。 たとえば、 通常のオ

ペレーティングシステムで使用するすべてのデータを単一のデバイスに配置し、
残りのデバイスをバッ クアップと して使用している場合は、 複数ディ スク構成に
よる利点は得られません。

複数ディ スクの使用を検討する と きは、 データベースの ト ランザクシ ョ ンログを
データベース自身とは別のデバイスに置いてください。 高速な RAID ボ リ ューム

があれば、 十分な空き容量がなくても、 データベース と ト ランザクシ ョ ンログと
を同じボ リ ュームに配置できます。 また、 オペレーティングシステムのページ /
スワップ / 仮想メモ リーのファ イルも別のデバイス (1 つまたは複数 ) に配置しま

す。 高速な I/O システムがある場合は、 Sybase 用の CPU の数を増やします。

一部のベンダーが販売しているディ スクアレイ製品には、 複数のド ライブが備
わっているだけでな く、 高度なハード ウェアが用意されているため、 データベー
ステーブルのハード ウェア分割、 埋め込みキャ ッシュ、 ディ スク ミ ラーリ ング、
RAID、 およびその他のオプシ ョ ンに対応でき、 スループッ ト とデータの冗長性

を向上させるこ とができます。 これらのサブシステムは、 大規模なインス トール

で、 またはハード ウェアの予算が制限要因とならない小～中規模のインス トール
で、 望ましい選択肢とな り ます。
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RAID は、 「 ミ ラーリ ングと ス ト ラ イピング (1+0)」、 「ス ト ラ イピングと ミ ラー

リ ング (0+1)、 または 「 ミ ラーリ ング、 ス ト ラ イピング、 およびチェッ クサム

(5)」 でセッ ト アップする必要があ り ます。 1+0 と 0+1 のセッ ト アップは、 5 の

セッ ト アップよ り も多くの容量が必要ですが、 よ り高速です。 また、 1+0 のセッ

ト アップの方が復旧が簡単です。 RAID を使用する場合は、 ス ト ラ イプサイズを

128KB に設定します。

オペレーティングシステムのパラメータの設定

使用しているオペレーティングシステムの種類に応じて、 さまざまな設定パラ
メータを調整する必要があ り ます。 各オペレーティングシステムについて、 その

方法を以下に示します。

• HP-UX

カーネル全体を通してさまざまなアルゴ リズムと式が、 maxusers パラ

メータを使用します。 このパラ メータの値は、 システムで許される実際の

ユーザー数に対してでなくシステム リ ソース割り当てに対しての制限になり
ます。 また、 一部のシステムのテーブルサイズやその他のパラ メータ

(nproc、 ncallout、 ninode、 nfile など ) の定義の一部でもあ り ます。 
nproc、 ncallout、 ninode、 nfile の各パラ メータは固定値である必要が

あ り ます。 maxusers は 124 に設定します。

• Solaris

maxusers パラ メータのデフォルト値は、 物理メモ リー ( メガバイ ト単位 )、
または 1024 のいずれか小さい方です。 この値は 2048 よ り大き く設定するこ

とはできません。 ユーザー接続数を調整したい場合、 ulimit ユーティ リ

ティ を使用して nofiles (descriptors) パラ メータを設定します。

Oracle パラメータの設定

この章では、 Oracle の調整方法は説明していません。 OVPI のインス トールプロ

グラムは、 Oracle データベースのいくつかのパラ メータへのデフォルト を提供

しています ( それらのパラ メータについては、 『HP OpenView Performance 
Insight Oracle データベースのインス トールおよびアップグレードガイ ド』 の第

3 章を参照してください )。 問題がある場合は、 Oracle データベースの管理者に

問い合わせてください。
システムの調整 607



Sybase パラメータの設定

この項は、 以下の 2 つの要素から構成されます。

• 管理コンソールを使用してアクセスする、 データベースチューナーツールに
ついて説明します。 このツールを使う と、 Sybase のスループッ ト全体に影

響を与えるパラ メータを参照し、 修正するこ とができます。 

• 設定パラ メータによっては、 データベースチューナーからアクセスできない
ものもあ り ます。 この章では、 Sybase 設定コマンド sp_configure の使用

法についても説明します。 このコマンドは、 これらのパラ メータ設定を表示
した り変更した りするために使用できます。

データベースチューナーの使用

このツールを使う と、 Sybase のスループッ ト全体に影響を与えるパラ メータを

参照し、 修正するこ とができます。

データベースチューナーを使用するには、 以下の手順に従います。 

1 UNIX システムのみ :   データベースチューナーを実行するシステムに root

ユーザーと してログオンします。

2 以下のいずれかの方法で、 データベースチューナーを実行します。

• コマンド行

シェルウ ィンド ウ (UNIX) またはコマンドプロンプ ト ウ ィンド ウ

(Windows) を開いて、 「dbtuner」 と入力します。

• 管理コンソール

管理コンソールを起動します。 ( 詳細は、 96 ページの 「管理コンソール

の起動」 を参照して ください )。 管理者権限のあるアカウン トで管理コン

ソールにログオンして、 [ ツール ] メニューから、 [ データベース チュー

ナー ] を選択します。

任意のシステムまたはアプリ ケーシ ョ ンのパフォーマンス調整を行う場合、 パ
ラ メータは 1 回に 1 つだけ変更できます。 1 回に複数のパラ メータを変更して、

最終的な変更の結果パフォーマンスが低下した場合には、 マイナスの影響の原
因となった変更を簡単に特定するこ とができません。

データベースチューナーは Sybase データベースでのみ使用できます。
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[ よ う こそ ] ウ ィンド ウに、 ウ ィザードを実行しているシステムの物理的特

性 ( たとえば利用可能なメモ リの量など ) がいくつか表示されます。 

3 [ 次へ ] をク リ ッ ク します。

[ アンケート ] ウ ィンド ウが表示されます。 
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4 以下のいずれかを実行します。

—  RAID など、 高パフォーマンスの I/O システムを使用している場合は、

[This system uses a high speed disk I/O system] チェッ クボッ クスをオン

にして、 [ 次へ ] をク リ ッ ク します。 

このチェッ クボッ クスをオンにする と、 最大オンラインエンジンパラ
メータに影響があ り ます。 詳細は、 614 ページの 「最大オンラインエン

ジン」 を参照して ください。

— 高パフォーマンスの I/O サブシステムを使用していない場合は、 [ 次へ ]
をク リ ッ ク します。

[Sybase 連続情報 ] ウ ィンド ウに Sybase の設定に関する情報が表示されま

す。 

5 情報を確認し、 変更を行って、 [ 次へ ] をク リ ッ ク します。
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[ 構成 ] ウ ィンド ウが開きます。

このページには、 設定パラ メータの現在値および推奨値が表示されます。
[ 調整済み ] 列の値が現在の設定値です。 [ 推奨 ] 列の値は、 ご使用の Sybase
データベースに関する推奨値です。

[ 調整済み ] 列の値は、 異なる色で表示されるこ とがあ り ます。 これらの色

は、 以下の値を示します。

• 推奨範囲内の値は黒色で表示されます。 

• 推奨値を超える値は青色で表示されます。

• 推奨値に満たない値は赤色で表示されます。

パラ メータの詳細は、 613 ページの 「About Sybase パラ メータ」 を参照し

て ください。 この項では、 パラ メータの変更を有効にするために Sybase を

再起動する必要があるかど うかについても説明します。 

6 パラ メータ値を確認して、 以下のいずれかを実行します。 

— [ 推奨 ] 列の値に合致するよ うに [ 調整済み ] 列の値を変更するには、

[Accept Recommendations] をク リ ッ ク します。

— パラ メータの値を変更するには以下を実行します。

– パラ メータを選択します。 パラ メータの現在値は [ 値 ] ボッ クスに表

示されます。このボッ クスは [Change Value] ボタンの左にあ り ます。 
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パラ メータに指定可能な最小値と最大値、 およびパラ メータの単位
( バイ ト など ) が [Change Value] ボタンの下に表示されます。 

– 値を変更して、 [Change Value] をク リ ッ ク します。

– [ 次へ ] をク リ ッ ク して続行します。

必要に応じて、 [Reset Page Values ] をク リ ッ ク してパラ メータを現在値

にリセッ ト します。

[ 調整済み ] 列に新しい値が表示されますが、 この手順を完了するまで

変更は有効になり ません。。

インス トールウ ィザード :  [ 選択の概要 ] ウ ィンド ウが表示されます。 

7 以下の手順に従います。

a 設定の要約を確認します。 

b 必要であれば、 [ 戻る ] をク リ ッ ク して前のページに戻り、 変更します。

c [ インストール ] をク リ ッ ク します。

1 回に 1 つのパラ メータだけを変更するこ とを強くお勧めします。 1 回に複数の

パラ メータを変更して、 全体の変更の結果パフォーマンスが低下した場合には、
マイナスの影響の原因となった変更を簡単に特定するこ とができません。
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About Sybase パラメータ

この項では、 Sybase 設定ウ ィザードを使用して 611 ページの手順 6 を実行する

際に設定できるパラ メータについて説明します。 詳細は 『HP OpenView 
Performance Insight Sybase データベースのインス トールおよびアップグレー

ドガイ ド』 を参照して ください。

 SQL Perfmon の統合

SQL Perfmon の統合パラ メータを使用する と、 Windows NT パフォーマンス

モニタによる Adaptive Server 統計値の監視を有効化した り無効化した りできま

す。 値 1 は、 Windows NT パフォーマンスモニタでの Adaptive Server のパ

フォーマンス監視を有効にします。 値 0 は監視を無効にします。 Sybase の制限

によ り、 この値は 0 に設定され、 変更するこ とはできません。 

ネッ トワーク メモリ追加

ネッ ト ワーク メモ リ追加パラ メータ  は、 デフォルトのパケッ トサイズよ り も大

きいネッ ト ワークパケッ トに使用可能な追加メモ リの最大サイズを設定します。 
Adaptive Server は、 入力した値を切り捨てて 2K に最も近い概数にします。 

このパラ メータ とネッ ト ワークパケッ トの最大サイズを変更して、 サーバーと ク
ラ イアン ト間のデータスループッ ト を増加させるこ とができます。 これらの値を

増加する と、 大量のデータを転送するアプリ ケーシ ョ ンのパフォーマンスを向上
させるこ とができる場合があ り ます。 

追加のネッ ト ワーク メモ リーを増やさずにネッ ト ワークパケッ トの最大サイズを
増やした場合、 デフォルトのパケッ トサイズを超えるサイズのパケッ ト を送受信
するこ とはできません。 これは、 割り当てられたすべてのネッ ト ワーク メモ リー
がデフォルトのサイズでユーザーに予約されるためです。 ログインした際に大き

いサイズのパケッ ト を要求する と、 アプ リ ケーシ ョ ンはデフォルトのサイズのパ
ケッ ト を使う という警告メ ッセージが表示されます。

この値は推奨値に設定されており、 変更するこ とはできません。

変更を有効にするために Sybase の再起動を必要とするパラ メータの変更を行う

場合、 すべての変更を完了した後に Sybase を再起動するか、 または各変更が完

了するたびに Sybase を再起動するこ とができます。

このパラ メータは、 Windows NT システムだけに適用できます。
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ネッ トワークパケッ トの最大サイズ

ネッ ト ワークパケッ トの最大サイズパラ メータは、 Adaptive Server と通信する

ク ライアン トが要求できるネッ ト ワークパケッ トの最大サイズを指定します。 こ
の値は 312 の倍数である必要があ り ます。

アプ リ ケーシ ョ ンの一部がネッ ト ワーク全体で大量のデータを送受信する場合、
大きなパケッ トサイズを使用するこ とでこれらのアプ リ ケーシ ョ ンのパフォーマ
ンスを向上させるこ とができます。 最良のパフォーマンスのために、 ネッ ト ワー

クを構成するパケッ トサイズと共に効率的に機能するサーバーのパケッ トサイズ
を選択します。 以下の 2 つの目的があ り ます。

• ネッ ト ワークにサーバーが行う読み取りおよび書き込みの数を減らす 

• ネッ ト ワークパケッ トの未使用の領域を減らす ( ネッ ト ワーク全体のスルー

プッ ト を増やす )

追加のネッ ト ワーク メモ リーを増やさずにネッ ト ワークパケッ トの最大サイズを
増やした場合、 デフォルトのパケッ トサイズを超えるサイズのパケッ ト を送受信
するこ とはできません。 これは、 割り当てられたすべてのネッ ト ワーク メモ リー
がデフォルトのサイズでユーザーに予約されるためです。 ログインした際に大き

いサイズのパケッ ト を要求する と、 アプ リ ケーシ ョ ンはデフォルトのサイズのパ
ケッ ト を使う という警告メ ッセージが表示されます。

この値を変更したら、 変更を有効にするために Sybase を再起動する必要があ り

ます。

最大オンラインエンジン

単一プロセッサ環境の場合、 Sybase は最大オンラインエンジンのデフォルト値

である 1 つの CPU を使用するよ うに設定されます。 マルチプロセッサ環境の場

合、 追加 CPU を使用するよ うに Sybase を設定できます。 複数の CPU を使用す

る と、 1 つまたは複数のプロセッサをク ライアン トプロセスに割り当てるこ とに

よ り、 スループッ トにゲインが生じます。

• ご使用のシステムが高パフォーマンスのディ スク I/O システムを備えた複数

の CPU を使用していない場合は、 最大オンラインエンジンのデフォルト値

の 1CPU を変更しないでください。 変更する と、 内部の競合のためにパ

フォーマンスにマイナスの影響が生じるこ とがあ り ます。

• RAID など、 高パフォーマンスのディ スク I/O システムを備えた複数の

CPU を使用するシステムの場合は、 最大オンラインエンジンの値を増やす

こ とによ り、 複数の CPU を活用するこ とができます。 この場合、 システム

で使用する CPU の数から 1 を差し引いて推奨値を算出します。 たとえば、 4
つの CPU がある場合、 [ 推奨 ] 列の値は 3 にな り ます。
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この値を変更したら、 変更を有効にするために Sybase を再起動する必要があ り

ます。

デバイスの数

この数はデータベースにデータを保存できるデバイスの最大数を表します。 各デ

バイスのサイズは、 オペレーティングシステムによって幾分異なり ますが、
2GB を超えるこ とは稀です。 この制限のために、 大規模なインス トールには小

規模なインス トールよ り も多くのデバイスが必要になり ます。

この値を変更したら、 変更を有効にするために Sybase を再起動する必要があ り

ます。

ロックの数

ロ ッ クの数パラ メータは、 Adaptive Server のすべてのユーザーに使用可能な

ロ ッ クの合計数を設定します。 

Adaptive Server が必要とするロ ッ クの合計数は、 実行中のクエ リの数と性質に

よって異なり ます。 指定されているロ ッ クの合計数が十分でない場合、 以下のよ

うなアプ リ ケーシ ョ ンの問題が発生するこ とがあ り ます。

• ロ ッ クを取得できない

• 接続に失敗する

ロ ッ クの数が適切であるこ とを確認して ください。 デフォルトでは、 Sybase に

は 5,000 ロ ッ クが定義されています。 HP は、 最低でも 20,000 ロ ッ クを推奨し

ます。 多数の子コレクタまたは trendcopyのパラレルインスタンスを実行する

実装では、 40,000 から 80,000 ロ ッ クを使用する必要があ り ます。 

この値を変更したら、 変更を有効にするために Sybase を再起動する必要があ り

ます。

オープンインデックスの数

オープンインデッ クスの数は、 Adaptive Server において同時に使用できるイン

デッ クスの最大数です。 この数字を算出する方法を Sybase が変更したため、

OVPI ではこの値を 3000 に設定するこ とで最も関連するエラーを防止します。

インデッ クスのプールが尽きたこ とを示すエラーが Sybase に発生しない限り、

この値を保持するこ とをお勧めします。

この値は推奨値に設定されており、 変更するこ とはできません。
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オープンオブジェク トの数

オープンオブジェク トの数は、 Adaptive Server において同時に使用できるオブ

ジェク トの最大数です。 この数字を算出する方法を Sybase が変更したため、

OVPI ではこの値を 3000 に設定するこ とで最も関連するエラーを防止します。

オブジェク トのプールが尽きたこ とを示すエラーが Sybase に発生しない限り、

この値を保持するこ とをお勧めします。

この値は推奨値に設定されており、 変更するこ とはできません。

ユーザー接続の数

ユーザー接続の数パラ メータは、 Adaptive Server に同時に接続できるユーザー

接続の最大数を設定します。 この数はプロセスの最大数を表すものではあ り ませ

ん。 プロセスの最大数は、 このパラ メータの値だけでなく他のシステムアクティ
ビティによっても異な り ます。 

ユーザー接続数は注意して選択する必要があ り ます。 少なく割り当てる と、 タス

クが Sybase に接続できな くな り ます。 ユーザー接続が多すぎる と、 データ

キャ ッシュに割り当て可能であったメモ リ を浪費します。 

ユーザー接続数は 100 に設定するこ とをお勧めします。 ほとんどの場合、 この値

で十分です。 メモ リが制約されている場合、 よ り正確な計算によってさ らにメモ

リ を節約できるこ とがあ り ます。 最適なユーザー接続数を計算するには、 以下の

数を追加します。

• 子の SNMP コレク タの合計数 (mw_collect -cオプシ ョ ン )。 -cがない場合、

デフォルトは 5 です。 

• 必要な同時 trendcopyプロセスの合計数。 

• 必要な同時ク ライアン トプロセスの合計数。 

• その他の Sybase プロセス (bcp、 isql など ) に対応するには、 5 を追加しま

す。

この値を変更したら、 変更を有効にするために Sybase を再起動する必要があ り

ます。

プロシージャキャッシュの割合

プロシージャキャ ッシュの割合パラ メータは、 Adaptive Server のメモ リ要求が

満たされた後、 プロシージャキャ ッシュに割り当てられる メモ リの割合を指定し
ます。 Adaptive Server のメモ リ要求とは、 ロ ッ ク、 ユーザー接続、 コード自体、
616 第 17 章



およびその他のリ ソースが必要とする メモ リの合計です。 残りのメモ リは、 プロ

シージャキャ ッシュ とデータキャ ッシュ間に分割されますが、 プロシージャ
キャ ッシュの割合の値に基づいてプロシージャキャ ッシュが先に割り当てられま
す。 

プロシージャキャ ッシュの割合の最適な値はアプリ ケーシ ョ ンによって異なるた
め、 この値を再設定するこ とによ り Adaptive Server のパフォーマンスが向上す

る場合があ り ます。 たとえば、 複数の異なるプロシージャまたは特定のクエ リ を

実行する場合、 アプ リ ケーシ ョ ンではプロシージャキャ ッシュをよ り多く使用し
ます。 したがってこの値を増やす必要があ り ます。

この値を変更したら、 変更を有効にするために Sybase を再起動する必要があ り

ます。

分単位のリカバリ間隔

分単位のリ カバリ間隔パラ メータは、 システム障害時に Adaptive Server がプロ

シージャのリ カバリ完了に要する最大分数をデータベースごとに設定します。 

リ カバリ間隔は、 Adaptive Server の障害時にも有効な長時間の実行、 短時間の

ログ作成ト ランザクシ ョ ン ( インデッ クスの作成など ) には影響しません。 これ

らの ト ランザクシ ョ ンの取り消しにはト ランザクシ ョ ンの実行に要するのと同じ
く らい時間がかかる場合があ り ます。 

Adaptive Server では、 この設定と各データベースのアクティ ビティの量を使用

して、各データベースのチェッ クポイン トのタイ ミ ングを判定します。 Adaptive 
Server がデータベースのチェッ クポイン ト を実行する と き、 変更されている

キャ ッシュのすべてのデータページがディ スクに書き込まれます。 これによ り、

短時間の高 I/O が作成できます。 また、 チェッ クポイン トは、 truncate log on 
chkpt オプシ ョ ンが設定されている各データベースの ト ランザクシ ョ ンログの

切り捨てを含むその他の管理作業も実行します。 ス リーピングチェッ クポイン ト

プロセス 「wakes up」 は、 約 1 分間に 1 回 truncate log on chkpt 設定を

チェッ ク します。 また、 チェ ッ クポイン トが必要かど うかを判定する リ カバリ間
隔もチェッ ク します。

この値を変更した場合、 変更を有効にするために Sybase を再起動する必要はあ

り ません。
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合計メモリ

合計メモ リパラ メータは、 Adaptive Server がオペレーティングシステムから割

り当てられる 2K 単位でのメモ リのサイズを設定します。 利用可能なメモ リが多

いほど、 Adaptive Server が内部バッファにとキャ ッシュに使用できる リ ソース

は多くな り、 サーバーがディ スクからデータを読み取らなければならない回数が
削減されます。

この値を設定する前に、 システムに必要なその他のメモ リ を見積もって くださ
い。 Adaptive Server の起動時には、 合計メモ リパラ メータで設定されている メ

モ リの全容量が取得されなければなり ません。 この値を非常に大き く設定した場

合、 その他のメモ リ要求のためにメモ リの全容量が利用できないと、 Adaptive 
Server は起動しません。

この値を変更したら、 変更を有効にするために Sybase を再起動する必要があ り

ます。

4K プールと 16K プール

4K プールおよび 16K プールとは、 設定可能なデータキャ ッシュプールのこ と

です。

デフォルトでは、 Sybase はデフォルトデータキャ ッシュ と呼ばれる 1 つのデー

タキャ ッシュだけを装備しています。 このキャ ッシュには 2K バッファだけが含

まれます。 インス トールプロセスで、 デフォルトデータキャ ッシュにバッファ

プールが追加されます。 15MB のメモ リが 4K バッファプールに割り当てられま

す。 そして、 残りの 40% が 16K バッファプールに割り当てられ、 60% が 2K
バッファプールに割り当てられます。

これらの値のいずれかまたは両方を変更した場合、 変更を有効にするために
Sybase を再起動する必要はあ り ません。

UNIX ポート を共有メモ リ設定パラ メータに変更する必要がある場合があ り ま

す。

さ らに、 ク ライアン トの作業と Sybase がシステムのページングやスワッピング

を引き起こ さないよ うに注意して ください。 これは、 Windows のパフォーマン

スモニターまたはさまざまな UNIX ポートで sar または vmstat を使用して

チェッ クするこ とができます。
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sp_configure コマンドの使用

sp_configure コマンドを使用する と、 Sybase 設定パラ メータを表示したり変

更した りするこ とができます。

Sybase から設定リ ス ト を取得するには、 以下のコマンドを入力します。

isql -Usa -P 
1> sp_configure 
2> go 

以下の項では、 表示される可能性のあるパラ メータ とそれらのパラ メータの推奨
値について説明します。 変更を有効にするためにサーバーの再起動を必要とする

変更を行う場合 

オペレーティングシステム - 非同期の I/O プロセス

一部のオペレーティングシステムでは、 利用可能なオペレーティングシステムの
リ ソースを最大限に活用できるよ うに Sybase を設定する必要があ り ます。

HP/UX の場合は、 非同期 I/O プロセスで Sybase の I/O スループッ ト を最大に

する必要があ り ます。 出力には以下のよ うなセクシ ョ ンがあ り ます。

Group: O/S Resources

Parameter Name                Default Memory Used  Config Value  

Run Value

------------------------- ----------- -----------  ------------  

----------

o/s asynch i/o enabled              0           0             0           

0

Sybase パラ メータを変更するために sp_configure への呼び出しが必要な変更

を行う場合、 既存の設定ファイルをコピーして必要な変更を含めた新しい設定
ファ イルが作成されます。 たとえば、 sp_configure を使用して既存の値に 20
の変更を行った場合、 20 の追加設定ファ イルが作成されます。 同じ値を 20 回

変更するか 20 の異なる値を変更するかは関係あ り ません。 各ファ イル名には、

.001 から始まって増分する 3 桁の拡張子が含まれます。

変更を有効にするためにサーバーの再起動を必要とする変更を行う場合、 すべ
ての変更を完了した後にサーバーを再起動するか、 または各変更が完了するた
びにサーバーを再起動するこ とができます
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「o/s asynch i/o enabled」 と表示される行に注意してください。 Run Value
がゼロの場合、 オペレーティングシステムのカーネルは非同期 I/O を有効にして

いません。 この場合、 これを有効にするよ うにシステム管理者に依頼してくださ

い。 

ト ランザクシ ョ ンログキャッシュ

指定されたサーバーにあるすべてのデータベースは、 自動的にデフォルトのデー
タキャ ッシュを ト ランザクシ ョ ンログに使用します。 パフォーマンスを向上する

には、 デフォルトのデータキャ ッシュ用に 4K バッファプールを作成するこ とを

強くお勧めします。 さ らに、 OVPI データベース専用のログキャ ッシュも作成し

ます。 これらの作業を完了するには、 「620 ページの 「デフォルトのデータ

キャ ッシュの変更」」 および 「620 ページの 「専用ログキャ ッシュの作成」」 の情

報を使用して ください。

デフォルトのデータキャッシュの変更

デフォルトのデータキャ ッシュ用に 8MB、 4K バッファプールを作成するには、

以下のコマンドを使用します。

isql -Usa -P 
sp_poolconfig “default data cache”,”8M”,”4K” 
go 

専用ログキャッシュの作成

OVPI データベースログページ専用 (logonly オプシ ョ ン ) に 12MB の名前付き

キャ ッシュを作成するには、 以下のコマンドを使用します。

isql -Usa -P 
sp_cacheconfig OlogcacheO,O12MO,logonly 
go 

名前付きキャ ッシュが作成されたら、 以下の手順でそのキャ ッシュを OVPI
データベースの ト ランザクシ ョ ンログに結び付けます。

出力のテキス トは、 使用している Sybase のバージ ョ ンによってわずかに異なり

ます。

ト ランザクシ ョ ンログをログキャ ッシュに結びつける前に、 データベースをシ
ングルユーザーモードに設定する必要があ り ます。
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1 データベースをシングルユーザーモードに設定するには、 以下のよ うに入力
します ( 処理する前に、 実効中のアクティブな OVPI ト ランザクシ ョ ンがな

いこ とを確認して ください )。

isql -Usa -P 
sp_dboption dpipe_db,Osingle userO,true 
go 

出力は次のよ うにな り ます。

Database option ‘single user’ turned ON for database 
‘dpipe_db’. 
Run the CHECKPOINT command in the database that was changed. 
(return status = 0) 

2 dpipe_db データベース (dpipe_db を使用 ) に切り替え、 以下のよ うに、 後に

sp_bindcache コマンドが続くチェ ッ クポイン ト コマンドを発行します。

1> use dpipe_db 
2> go 

1> checkpoint 
2> go 

1> sp_bindcache logcache, dpipe_db, syslogs 
2> go 

3 master データベースに切り替えて、 dpipe_db データベースを正常な状態

( マルチユーザー ) に戻します。

1> use master 
2> go 

1> sp_dboption dpipe_db,Osingle userO,false 
2> go 

出力は次のよ うにな り ます。

Database option ‘single user’ turned OFF for database 
‘dpipe_db’. 
Run the CHECKPOINT command in the database that was changed. 
(return status = 0) 

4 以下のコマンドを入力して、 dpipe_db データベースにチェッ クポイン ト を

実行します。

1> use dpipe_db 
2> go 
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1> checkpoint 
2> go 

5 新し く作成されたキャ ッシュ (logcache) にバッファプールを割り当てます。

isql -Usa -P 
sp_poolconfig OlogcacheO,O4MO,O8KO 
go 

6 Sybase を再起動して、 新しいログキャ ッシュを有効にします。

ト ランザクシ ョ ンログ I/O のサイズ

専用ログキャ ッシュを使用している場合、 OVPI ト ランザクシ ョ ンログの I/O サ

イズを変更する必要があ り ます。 共通ログキャ ッシュを使用している場合は、

OVPI ト ランザクシ ョ ンログの I/O サイズを変更する必要はあ り ません。

OVPI ト ランザクシ ョ ンログの I/O サイズを決定するには、 以下のコマンドを入

力します。

isql -Usa -P 
1> use dpipe_db 
2> go 

1> sp_logiosize 
2> go 

このコマンドの出力は次のよ うにな り ます。

The transaction log for database Odpipe_dbO will use I/O size of 
2 Kbytes.
(return status = 0) 

デフォルトでは、 Sybase は 4K ト ランザクシ ョ ンログを使用するよ うに設定さ

れています。 しかし、 Sybase ではデフォルトのキャ ッシュ構成の 4K バッファ

を ト ランザクシ ョ ンログに割り当てて使用するこ とはあ り ません。 したがって、

キャ ッシュ構成が変更されていないシステムには、 2K ト ランザクシ ョ ンログが

使用されます。 Sybase では、 ユーザーデータベース ( 特に OLTP アクティビ

ティ ) には 4K ログ I/O サイズを使用するこ とをお勧めします。 一部の OVPI イ

ンス ト レーシ ョ ンでは、 8K ログ I/O サイズを使用してよ り よい管理を行ってい

ます。
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ログの I/O サイズを変更するには、 以下のコマンドを入力して、 ト ランザクシ ョ

ンログ ( たとえば 8K) だけにキャ ッシュプールを割り当てます。

isql -Usa -P 
1> use dpipe_db 
2> go 

1> sp_logiosize O8O  
2> go

このコマンドの出力は次のよ うにな り ます。

The transaction log for database ‘dpipe_db’ will use I/O size of 
8 Kbytes. 
(return status = 0) 

Traceflag パラメータ

359 traceflag は、 OVPI におけるいくつかのクエ リのパフォーマンスを向上し

ます。 このフラグによ り、 プロシージャのコンパイル時にサーバーは正しいイン

デッ クスを選択できます。 ｔ raceflag がないと、 サーバーが誤ったインデッ クス

を選択してインデッ クススキャンが生じるために、 パフォーマンスは大幅に低下
する可能性があ り ます。 359traceflag パラ メータを使用するこ とを強くお勧めし

ます。

UNIX システム

359traceflag パラ メータ、 -T359 を以下の server startup run ファ イルのコマ

ンド行に追加します。

1 スーパーユーザー (root) と してログオンします。

2 以下のよ うに入力して、 Sybase にアクセスします。 su - sybase 

3 以下を入力して、 インス トールディ レク ト リに変更します。 cd install 

4 以下を入力して、 RUN_ servername ファ イルを開きます。 vi 
RUN_servername 

この場合、 servername は OVPI Sybase サーバーの名前です。
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5 ${SYBASE}/bin/dataserver を含む行の最後に traceflag パラ メータ、

-T359 を追加します。 

6 ファ イルを保存して閉じます。

7 Sybase を停止させてから再起動します。

8 以下の手順を実行して、 traceflag が有効になっているこ とを確認します。

a Sybase のホームディ レク ト リにある installディ レク ト リ を開きます。

b 使い慣れたエディ タを使ってエラーログファ イルを開き、 Active 

traceflags を探します。

c Active traceflags のリ ス トに 359 があるこ とを確認します。 また、

Active traceflagsエン ト リのタイムスタンプが、 traceflag が server 
startup run ファ イルに追加された実際の日付と時刻に対応しているこ

とを確認します。

Windows

359 traceflag パラ メータ、 -T359 を以下のよ うにレジス ト リに追加します。

1 Windows のタスクバーの [ スタート ] をク リ ッ ク して、 [ ファイル名を指定して

実行 ] を選択します。 

2 [ ファ イル名を指定して実行 ] ダイアログボッ クスで 「regedit」 と入力し、

[OK] をク リ ッ ク します。

3 [ レジス ト リエディ タ ] ウ ィ ンド ウで、 以下のディ レク ト リの リ ス ト を展開

します。

HKEY_LOCAL_MACHINE\SOFTWARE\SYBASE\
Server\servername\Parameters

この場合、 servername は OVPI Sybase サーバーの名前です。

4 Parameters フォルダーを強調表示します。

5 メニューから、 [ 編集 ]>[ 新規 ]>[ 文字列の値 ] を選択します。

一時的な名前の付いた新しい値が表示されます。

-T359 文字列の全ての文字は連続しています。 他のパラ メータ と区切るため以外

は、 文字列を入力する際にスペースを使わないでください。
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6 たとえば Arg6 または Arg7など、 標準的な命名規則に従って新しい値の名

前を入力してから、 Enter キーを押します。

7 新しい値の名前をダブルク リ ッ ク します。

[ 文字列の編集 ] ダイアログが表示されます。

8 [ 値データ ] フ ィールドで、 「-T359」 と入力してから、 [OK] をク リ ッ ク しま

す。

9 [ レジスト リエディ タ ] ウ ィンド ウを閉じます。

10 Sybase を停止させてから再起動します。

11 以下の手順を実行して、 traceflag が有効になっているこ とを確認します。

a Sybase のホームディ レク ト リにある installディ レク ト リ を開きます。

b 使い慣れたエディ タを使ってエラーログファ イルを開き、 Active 

traceflags を探します。

c Active traceflags のリ ス トに 359 があるこ とを確認します。 また、

Active traceflagsエン ト リのタイムスタンプが、 traceflag がレジス

ト リに入力された実際の日付と時刻に対応しているこ とを確認します。

その他の設定パラメータ

以下の設定パラ メータには、 デフォルト値と同じ値に設定された Config Value

と Run Valueが含まれている必要があ り ます。 

• cpu grace time 

• max number network listeners 

• max async i/os per engine 

• max async i/os per server 

-T359 文字列の全ての文字は連続しています。 他のパラ メータ と区切るため以外

は、 文字列を入力する際にスペースを使わないでください。
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これらのパラ メータのデフォルト値の検証および設定を行うには、 以下の手順に
従います。

1 以下のコマンドを入力します。

isql -Usa -P 
1> sp_configure Oconfig_paramO 
2> go 

この例で、 config_param は指定した設定パラ メータの 1 つです。

たとえば、 cpu grace time の値を リ ス トする場合、 出力は次のよ うにな り ま

す。 

Parameter Name   Default     Memory Used Config Value    Run Value 
-----------------------     -----------         ------------------  -------------------      --------------- 
cpu grace time        500              0           500         500 

2 デフォルト値を設定するには、 以下を実行します。

isql -Usa -P 
1> sp_configure Oconfig_paramO, 0, OdefaultO 
2> go 

この例で、 config_param は指定した設定パラ メータの 1 つです。

3 Sybase を再起動する と、 変更が適用されます。 

プロパティテーブルのバインディング

すべてのプロパティテーブルをそれぞれのキャ ッシュに配置するこ とによ り、 パ
フォーマンスを拡張するこ とができます。 この方法では、 プロパティテーブルが

参照される と きにページの I/O は必要あ り ません。、 これを実現するには、 以下

の手順を実行する必要があ り ます。

• 名前付きキャ ッシュを作成します。

• 個々のプロパティテーブルを名前付きキャ ッシュにバインド します。 

• バインディングが成功したこ とを確認します。
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名前付きキャッシュの作成

プロパティテーブルを配置する名前付きキャ ッシュ (keycache など ) を作成する

必要があ り ます。 必要なキャ ッシュの量が少なすぎたり多すぎたり しないよ う

に、 OVPI データベースが正常なサイズに到達した後にこれを実行するこ とをお

勧めします。 名前付きキャ ッシュ (keycache) を作成した後、 名前付きキャ ッ

シュを表示可能にするには Sybase を再起動する必要があ り ます。

たとえば、 keycache とい う名前付きキャ ッシュを作成してキャ ッシュのサイズ

を 1MB に等し くするには、 以下のコマンドを入力します。 

isql -Usa -P 
1> sp_cacheconfig keycache, O1MO 
2> go 

Sybase を再起動します。 作成したばかりのキャ ッシュを設定するには、 618 
ページの 「4K プールと 16K プール」 を参照して ください。

個々のプロパテ ィテーブルの名前付きキャッシュへのバインディング

名前付きキャ ッシュを作成したら、 プロパティテーブルを名前付きキャ ッシュに
バインドする必要があ り ます。 最も頻繁に使用されるデータテーブルのプロパ

ティテーブル、 最も大きなデータテーブルのプロパティテーブル、 またはディ ス
クアクセスを減らしてパフォーマンスを向上する任意のプロパティテーブルを選
択するこ とができます。 

プロパティテーブルを選択するには、 以下のコマンドを入力します。

isql -Usa -P 
1> use dpipe_db 
2> go 

対応するプロパティテーブル名と一緒にすべてのデータテーブルの名前を返すに
は、 以下のコマンドを入力します。

1> select dsi_data_table, dsi_key_table from  dsi_key_tables 
2> go 

キャ ッシュするすべてのプロパティテーブルの名前を特定した後、 各プロパティ
テーブルの名前に対して以下のコマンドを繰り返します。

1> sp_bindcache keycache, dpipe_db, "key_tabl_name" 
2> go 

この例では、 key_tabl_name はキャ ッシュするプロパティテーブルの名前です。

引用符を入力する必要があ り ます。
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たとえば、 プロパティテーブル K_IFEntry_Disc、 KIRDevPorts、 および

K_frswitch_port を keycache という名前のキャ ッシュにバインドするには、

以下のコマンドを入力します。

1> sp_bindcache keycache, dpipe_db, "K_IFEntry_Disc" 
2> go 

1> sp_bindcache keycache, dpipe_db, "KIRDevPorts" 
2> go 

1> sp_bindcache keycache, dpipe_db, "K_frswitch_port" 
2> go 

バインディングが成功したことの確認

プロパティテーブルのバインディングが成功したこ とを確認するには、 以下のコ
マンドを入力します。

isql -Usa -P 
1> sp_helpcache 
2> go 

各バインディングのステータスは V ( 有効 ) である必要があ り ます。 この出力は、

次の図のよ うなものです。

Cache Name               Config Size   Run Size   Overhead

-----------------------  -----------   --------   --------

default data cache           0.00 Mb   35.87 Mb    1.93 Mb

keycache                     1.95 Mb    1.95 Mb    0.15 Mb

Memory Available For         Memory Configured 

Named Caches                 To Named Caches

--------------------         -----------------

            37.84 Mb                   1.95 Mb

35.89MBのメモリが残されており、 デフォルトキャッシュに割り当てられます。

------------------ Cache Binding Information: -------------------

Cache Name  Entity                                 Type    Status

----------  -----------------------------------    ------  ------

keycache    dpipe_db.dsi_dpipe.Kmon_ethstats_      table   V

keycache    dpipe_db.dsi_dpipe.KDrouter_traffic    table   V

keycache    dpipe_db.dsi_dpipe.Kmon2_alhost_       table   V

keycache    dpipe_db.dsi_dpipe.KDhp_filesystem     table   V

keycache    dpipe_db.dsi_dpipe.Kmon2_almatrix_     table   V
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keycache    dpipe_db.dsi_dpipe.Kdbaselineday       table   V

keycache    dpipe_db.dsi_dpipe.KHhp_compsystem     table   V

     .

     .

     .

必要に応じてこれらの機能を実行するこ とができます。

• キャ ッシュ割り当てが期限切れである と思われる場合、 名前付きキャ ッシュ
を追加または変更します。 たとえば、 キャ ッシュを小さ く した り大き く した

りする必要があ り ます。 

• 新しいプロパティテーブルを名前付きキャ ッシュにバインド します。 
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18 セルフヒーリングサービスコレクタ
の使用
セルフ ヒーリ ングプロセスは、 問題を検出して自動的に問題を解決するステップ
を実行するソフ ト ウェアアプリ ケーシ ョ ンの機能です。 HP OpenView セルフ

ヒーリ ングサービスでは、 セルフ ヒーリ ングプロセスを実行するフレームワーク
を提供します。

セルフ ヒーリ ングサービス (SHS) は、 HP がサポートするカスタマ向けの無料

のサービスです。 HP OpenView アプ リ ケーシ ョ ンの ト ラブルシューティング、

解決方法の検索、 およびサポート例の提示に関する多くのステップを自動化しま
す。 SHS を使用する と、 問題発生の認識、 文書化された解決方法の検索、 サ

ポート例の提示、 ト ラブルシューティング情報の収集、 および解決方法の入手に
必要な時間と労力を大幅に削減するこ とができます。 
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セルフヒーリングプロセスの概要

セルフ ヒーリ ングサービスの機能の概要は以下のとおりです。 次の図は、 セルフ

ヒーリ ングのプロセスを示しています。

図 81 セルフ ヒーリ ングサービスワークフロー図

SHS は、 以下のよ うに機能します。

1 OVPI アプリ ケーシ ョ ンソフ ト ウェアによ り、 エラー発生が検出されます。 
エラー情報は、 trend.log、 builder.log、 および website.log ファ イ

ルなどのアプリ ケーシ ョ ンログファ イルに保存されます。
632 第 18 章



2 ログファ イルのエラーは、 ト リガーと呼ばれる特定のパターンの後に続きま
す。 いくつかの関連する ト リガーは 1 つのコンテキス トにグループ化されま

す。 たとえば、 データベースに関連するすべてのメ ッセージは、

DatabaseContext と呼ばれるコンテキス トにグループ化されます。

3 SHS では、 これらの ト リガーパターンを識別して、 コンテキス ト名を含む

タスクファ イルを作成します。

4 SHS コレク タでは、 検出されたエラーに関するすべての情報を含む出力

ファ イルを作成します。

5 SHS ク ラ イアン トから SHS サーバーにこの出力ファ イルの情報が送信され

ます。 

6 SHS サーバーでは、 これらのエラー定義およびそれに対応する解決方法を

中央のナレッジデータベースから検索します。

7 eCare の Web ページに、 検出された問題に関連する分析結果、 ナレッジ

ベース、 およびディ スカッシ ョ ンフォーラムの文書が発行されます。 次に、

問題が検出され、 その問題を解決するための情報が Web ページに準備され

ているこ とを知らせる電子メールメ ッセージがユーザーに送られます。 ユー

ザーは Web ページにアクセスして、 問題を解決するための情報を利用する

こ とができます。

8 この自己解決方法が成功しなかった場合は、 このエラーを解決するために過
去のサポート事例を表示するこ とができます。 サポートエンジニアが必要と

する情報はすべて、 問題が生じたと きに利用可能になり ます。 これによ り解

決までの時間が早くな り ます。

詳細は、 以下の URL にアクセスして ください。
http://www.hp.com/managementsoftware/self-healing 

SHS の有効化と開始

OVPI をインス トールする と、 SHS 2.06.98 ク ラ イアン トパッケージが自動的に

インス トールされ、 OVPI に登録されます。

UNIX システムにインス トールされた OVPI の場合は次のとおりです。

登録ファイルは次の場所にあ り ます。

/var/opt/hpsupport/data/reg/dc
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UNIX システムでは、 OVPI をインス トールした後、 自動的に SHS サービ

スが開始されません。 UNIX で SHS サービスを開始するには、 以下のコマ

ンドを入力します。

/opt/OV/bin/shsctrl -start

Windows システムにインス トールされた OVPI の場合は次のとおりです。

登録ファイルは次の場所にあ り ます。

[HKEY_LOCAL_MACHINE\SOFTWARE\Hewlett-Packard\SH 
Services\Supportability Adapter\dc]

このレジス ト リ キーは OVPI 登録ファイルのポインタです。 Windows の

登録ファイルは、 DPIPE_HOME\data\support\reg\dcにあ り ます。

Windows システムでは、 OVPI をインス トールした後、 自動的に SHS サー

ビスが開始されます。 ただし、 SHS サービスを手動で開始する場合は、 以下

のコマンドを入力します。

cscript <installDir>/bin/shsctrl.vbs -start

こ こで、 <installDir> は、 Windows オペレーティングシステムでセルフ

ヒーリ ングサービスがインス トールされているディ レク ト リです。 デフォル

トでは、 C:\Program Files\HP OpenView です。

OVPI をインス トールした後、 SHS サービスを開始する と、 SHS は OVPI シス

テムのエラーの監視を開始します。

例 :  SHS によるエラーの検出と解決

以下は、 SHS がどのよ うにエラーを検出し、 ユーザーがそのエラーを解決する

のに役立つかを示す例です。

OVPI アプリ ケーシ ョ ンの実行中に、 次のエラーが trend.log ファ イルに記録

されます。

java.sql.SQLException: ORA-01502: index ind1 or partition of such 
index is in unusable state
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SHS は trend.log ファ イルに記録されたこのエラーを検出します。 
trend.log ファ イルの上記のエラーと一致する ト リガーパターンが既に SHS
にあ り ます。 このよ う なエラーパターンに関連付けられているコンテキス トは

「General」 です。

SHS コレク タでは、 エラーに関するすべての情報を含む出力ファイルを作成し

ます。 SHS ク ラ イアン トから SHS サーバーにこの情報が送信されます。

SHS サーバーは、 ナレッジデータベースから このエラーを検索します。 このエ

ラーが既知の問題に関連している場合は、 ソ リ ューシ ョ ンレポートが作成されま
す。 このソ リ ューシ ョ ンレポートには、 エラーを解決するために実行する手順が

記載されています。 ユーザーの問題を解決するためにこのレポートが利用可能に

なり ます。

提供された解決方法によって問題が解決されない場合は、 OVPI サポートが提供

する過去の事例を参照できます。 サポートエンジニアが必要とする情報はすべ

て、 問題が生じたと きに利用可能になり ます。 これによ り解決までの時間が早く

な り ます。

この例では、 ORA-01502 error of unusable index or partitionは、 ソー

ステーブルで正し く実行されていない indexmaint の問題である可能性があ り

ます。 この問題は、 データベースが利用できない場合、 またはソーステーブルで

実行中の indexmaint に欠陥がある場合に発生するこ とがあ り ます。 
trend.logはサポートでも利用可能であるため、 サポートエンジニアが

trend.log を調べて、 エラーに関する詳細情報を見つけるこ と もできます。 こ
の情報は、 サポートが indexmaint によ り問題を解決して、 ホッ ト フ ィ ッ クス

またはパッチを最も早く実行するのに役立ちます。 
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19 MIB の管理
SNMP プロ ト コルは、 MIB (Management Information Base) とい うデータ構造

を用いたネッ ト ワーク リ ソースの管理をサポート しています。 MIB には管理対

象オブジェク トのグループがあ り ます。 これは、 ノードの統計値と設定パラ メー
タを含むこ とのできる変数のテーブルです。 こ こでいう ノード とは、 ネッ ト ワー

ク通信でアクセス可能な任意のデバイスであ り、 SNMP を使用してポーリ ング

できます。

各ノードは、 ノードの製造元がそのノードの機能に適切である と考える MIB を

サポート しています。 標準 MIB の定義は、 インターネッ トエンジニア リ ングタ

スクフォースの RFC (Request for Comment) ドキュ メン トに記載されていま

す。 エンタープライズ MIB の定義は、 ノードの製造元で規定されています。

ノードからの情報を検証したい場合は、 MIB ブラウザを使用して、 そのノード

上で動作するエージェン トに要求を出すこ とで、 そのノードのステータス と設定
情報をクエ リ または変更できます。 さ らに、 別のセッ トのオブジェク ト を選択し

てノードから収集したい場合には、 カスタム収集テーブルを作成できます。

利用可能な任意の MIB ブラウザを使用して、 ノード上のステータス と設定情報

をクエ リ または変更できます。 ただし、 HP OpenView Performance Insight 
(OVPI) の MIB ブラウザを使用してカスタム収集テーブルを作成する必要があ

り ます。 

この章では、 OVPI の MIB ブラウザを使用して以下を実行するための方法につ

いて説明します。

• 標準のベンダーまたはデバイス固有の MIB をロードする。 OVPI に備わって

いる MIB がデータ収集のニーズに十分に対応できない場合、 カスタムの

MIB 定義をロードできます。 

645 ページの 「MIB のロード」 を参照して ください。

• 現在ロード されている MIB ファ イルの内容を、 UNIX または DOS のディ

レク ト リ構造に似たグラフ ィ ッ クの MIB マップツ リーと して表示する。 こ
のツ リー構造によ り、 MIB の内容を表示および分析できます。
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• SNMP Get 要求を実行してノード上のステータス と設定情報のクエ リ を実

行する。 MIB ブラウザには Get 関数と Set 関数があ り ます。 MIB ブラウザ

は、 MIB グループまたはオブジェク トについてノードをポーリ ングし、 そ

の応答を画面に表示します。 

651 ページの 「SNMP データのクエ リ 」 を参照して ください。

• SNMP の値を設定する。

656 ページの 「SNMP 値の設定」 を参照して ください。

• ロード済みの MIB からオブジェク ト を選択するこ とで、 カスタム収集テー

ブルを作成します。 

656 ページの 「収集テーブルの作成」 を参照して ください。

MIB ブラウザの起動

MIB ブラウザは、 管理コンソールから、 またはコマンド行から起動できます。 

MIB ブラウザを起動するには、 以下の方法のうちの 1 つを実行します。

• 管理コンソール

a 管理コンソールを起動します。 詳細は、 96 ページの 「管理コンソールの

起動」 を参照して ください。

b [ ツール ] メニューから [MIB ブラウザ ] を選択します。 MIB ブラウザウ ィ

ンド ウが表示されます。 

• コマンド行

次のコマンドを入力します。 

mibbrowser 

この章でいう、 「オブジェク ト 」 と 「変数」 という用語は、 MIB の観点からは

同義であ り、 MIB 管理オブジェク ト を指します。
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以下の図は、 MIB ブラウザの初期ウ ィンド ウの例を示しています。 

Windows システムでは、 [ スタート ] メニューから MIB ブラウザを起動するこ

と もできます。
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MIB ブラウザウィンドウ

MIB ブラウザウ ィンド ウは選択した MIB オブジェク トに関する情報を表示しま

す。 以下の図は、 MIB ツ リーを展開した状態の MIB ブラウザウ ィンド ウの例を

示しています。 

MIB ブラウザウ ィンド ウには、 ナビゲーシ ョ ンペインと表示ペインがあ り ます。

ペインの大きさは、 ペインを分割している垂直線をいずれかの方向に希望の大き
さまで移動するこ とで調整できます。 オペレーティングシステムによって以下の

いずれかを実行します。

• Windows の場合。 ペインを分割している垂直線上にカーソルを置いて両方

向の矢印 ( ) が表示されるよ うにし、 いずれかの方向にこの矢印を希望の

大きさまで移動します。 

• UNIX の場合。 ペインを分割している垂直線上のボッ クス ( ) をポイン ト

し、 左ク リ ッ ク して押さえたまま、 いずれかの方向に希望の大きさまで移動
します。
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ナビゲーシ ョ ンペイン

このペインには、 MIB ツ リーが表示されます。 これは、 現在ロード されている

すべての MIB のマップです。 MIB をロード して、 ツ リーを更新する と、 その

MIB がツ リーに表示されます。 ツ リーから任意のオブジェク ト を選択する と、

そのオブジェク トに関する情報が MIB ブラウザの右ペインに表示されます。

MIB ツ リーの階層レベルは、 Windows エクスプローラで Windows システムの

内容を表示する と き と まった く同様に展開できます。 フォルダー を展開するこ

とで、 そのフォルダー内のページやフォルダーを表示できます。 また、 階層レベ
ルを折りたたむこ と もできます。

ナビゲーシ ョ ンペインのフォルダーは、 以下の手順で開きます。

• フォルダーの内容を見るには、 プラス記号 (+) をク リ ッ ク します。 

• フォルダーの内容は表示フレームに表示されます。 一部の MIB オブジェク

ト を表示できない場合は、 ナビゲーシ ョ ンペインのスク ロールバーを使用し
てそのオブジェク ト を表示します。 

• 開いたフォルダーを閉じるには、 マイナス記号 (-) をク リ ッ クするか、 フォ

ルダーをダブルク リ ッ ク します。

表示ペイン 

このペインは、 ツ リー内で選択したオブジェク トの詳細を表示します。 これは、

以下の情報を示します。

• ターゲッ ト ホス トの情報。 これは、 ノードの名前と、 それに対応するコ ミ ュ

ニティ文字列を表示します。 この情報は、 SNMP の Get 関数と Set 関数を

使用する と きに重要になり ます。 

表示される情報を以下に説明します。 

[ ホス ト ] このボッ クスで、 ターゲッ ト ノードを指定します。 選択

する MIB オブジェク ト を含んだノードの名前または IP
アドレスを入力します。 デフォルト値は localhost です。

[ コ ミ ュニティ ] このボッ クスで、 ホス トにアクセスする現在のコ ミ ュニ
ティ文字列を指定します。 デフォルト値は public です。 
読み取りや書き込みなど操作の種類に応じて、 適切な値
をこのボッ クスに入力します。
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• 選択した MIB オブジェク トに関する一般的な情報 

表示される情報を以下に説明します。

• SMNP Get 要求の結果。 これには、 SNMP Set で値を設定するための領域が

含まれています。 

表示される情報を以下に説明します。 

[ 名前 ] 選択した MIB オブジェク トのテキス ト形式のオブジェク

ト ID(OID) です。 これには、 パスの各ノードがあってピ

リオドで区切られており、 末尾はこの管理対象オブジェ
ク トの名前です。

[ オブジェク ト  
ID]

数値 OID です。 これは、 選択したオブジェク ト までの

MIB ツ リーのパスであ り、 ピ リオドで区切られた数値で

表されています。 オブジェク ト ID の末尾の値は、 その

テーブルにおける、 このオブジェク トの位置です。

[ タイプ ] 選択したオブジェク トに割り当てられた SNMP データ型

です。 これは、 OVPI がレポートデータベースで使用する

記憶型と、 オブジェク トの処理で使用するアルゴ リ ズム
を特定します。 MIB ファ イル内の各オブジェク トについ

ての SYNTAX エン ト リに対応しています。

[ アクセス ] 選択したオブジェク トから情報を取得する際のパーミ ッ
シ ョ ンのタイプです。 有効なアクセスモードは、 読み取

り専用、 読み取り / 書き込み、 アクセス不能です。

[ 単位 ] 選択したオブジェク トの量のタイプです。

[ 説明 ] 選択したオブジェク トの説明です。 

[ インスタンス ] 選択した管理対象オブジェク トのインスタンスです。 イン

スタンスは [ クエ リ結果 ] ボッ クスから選択できます。

[ 値の設定 ] 選択したオブジェク トのインスタンスの新しい値を入力
します。 可能ならば、 SNMP Set アクシ ョ ンを使用して

値を実際に変更します。 [ コ ミ ュニティ ] フ ィールドの先

頭には、 適切なコ ミ ュニティ文字列を設定するこ とを忘
れないでください。

[ クエ リ結果 ] 選択した管理対象オブジェク トに対する SNMP Get 要求

の結果です。
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メニューバーとツールバー

MIB ブラウザには、 [ ファ イル ]、 [ 表示 ]、 [ アクシ ョ ン ]、 および [ ヘルプ ] と

いう各メニューがあ り ます。 また、 頻繁に行う タスクのためのツールバーボタン

があ り ます。

[ ファイル ] メニュー

表 17 に [ ファ イル ] メニューのオプシ ョ ンとそれに対応するツールバーボタン

を示します。

[ 表示 ] メニュー

[ 表示 ] メニューには以下のオプシ ョ ンが含まれています。

表 17 MIB ブラウザの [ ファ イル ] メニューのオプシ ョ ン

 オプシ ョ ン 説明 ツールバーのボタン

[ 新規 ] [ 新規 ] のサブメニューから、 [ 収集 ] を選

択できます。 これによ り、 ロード した

MIB からユーザ独自の SNMP 収集テーブ

ルを作成できます。 詳細は、 656 ページの

「収集テーブルの作成」 を参照して くださ
い。

このオプシ ョ ンは、 標準の OVPI インス

トールでは必須ではあ り ません。 OVPI の
ソ リ ューシ ョ ンレポート を使用している
場合は必要あ り ません。 

[ 開く ] このオプシ ョ ンによ り、 MIB 定義ファ イ

ルを MIB ブラウザにロードできます。 詳
細は、 645 ページの 「MIB のロード」 を

参照して ください。

[ 終了 ] MIB ブラウザを終了します。 なし

[ すべて更新 ] このオプシ ョ ンは、 ナビゲーシ ョ ンペイン内のツ
リーを更新し、 また表示ペインの SNMP Get 要求

結果のセクシ ョ ンに表示されている情報もすべて更
新します。
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[ アクシ ョ ン ] メニュー

表 18 に [ アクシ ョ ン ] メニューのオプシ ョ ンとそれに対応するツールバーボタ

ンを示します。

[ ヘルプ ] メニュー

[ ヘルプ ] メニューには、 [MIB ブラウザについて ] オプシ ョ ンがあ り ます。 これ

は MIB ブラウザのバージ ョ ンと著作権情報を表示します。 

表 18 MIB ブラウザの [ アクシ ョ ン ] メニューのオプシ ョ ン

 オプシ ョ ン 説明 ボタン

[SNMP Get] これは、 選択したグループまたはオブジェク トの
MIB ツ リーの、 GetNextRequest ツ リーウォークを

開始します。 これは、 スカラー形式または列形式の

変数に対して機能します。 詳細は、 651 ページの

「SNMP データのクエ リ 」 を参照して ください。

[SNMP Set] これによ り、 [ クエ リ結果 ] ボッ クスから選択したイ

ンスタンスに値を設定できます。 これは、 スカラー

形式または列形式の変数に適用されます。 詳細は、

656 ページの 「SNMP 値の設定」 を参照して くださ

い。

[ 停止 ] 現在の SNMP Get 要求の出力を停止します。

[ ク リ ア ] [ クエ リ結果 ] ボッ クスの出力をク リ アします。

[ 検索 ] このオプシ ョ ンによ り、 左ペインの MIB マップにあ

る変数を見つけるこ とができます。
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MIB のロード

OVPI は、 デフォルトの場所 ( DPIPE_HOME/mibs) に MIB を格納します。

DPIPE_HOMEは、 OVPI が常駐するディ レク ト リ を指す環境変数です。 MIB を

ロードする と き、 このディ レク ト リからか、 または MIB ファ イルが格納されて

いる任意のディ レク ト リから、 MIB を選択します。

MIB のアンロードについては、 647 ページの 「MIB のロード」 を参照して くだ

さい。

考慮すべき問題

MIB をロードする と きには、 以下の問題を考慮する必要があ り ます。 

• MIB ツ リーの最上位を含める  

• データの収集と集約のためのオブジェク ト タイプを検証する

MIB ツリーの最上位を含める

MIB ファ イルには、 MIB の先頭までの完全修飾 ISO ツ リーを含める必要があ

り、 そ うでない場合は MIB ツ リーの最上位が前回ロード したファ イル内にある

必要があ り ます。 MIB ツ リーの最上位が欠落している場合、 以下のよ うなメ ッ

セージが表示されます。

この例では、 MIB ツ リーの最上位は別のファ イルにあ り ます。
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オブジェク ト タイプを検証する

場合によっては、 MIB は不適切なオブジェク ト タイプを使用します。 この最も

一般的な例は、 カウンタまたはゲージと して機能するフ ィールドが INTEGER
と して定義されている場合です。 

これらのフ ィールドからデータを収集して正し く集約したい場合は、 フ ィールド
のラベルを修正する必要があ り ます。

以下の例に示すよ うに、 [DESCRIPTION] フ ィールドによってフ ィールド内の

データの使用方法を指定できます。 こ こでの、 最初の例は counter の定義であ

り、 2 番目の例はゲージの定義です。

例 : カウンタの [DESCRIPTION] フ ィールド

カウンタ と して定義したフ ィールドは、 ある一定の期間にわたって起きる事項
の、 発生頻度を監視します。 これらの [DESCRIPTION] フ ィールドには、 多く

の場合、 「count」 または 「total number とい う語が含まれています。 以下は、

このよ う な [DESCRIPTION] の例です。Total number of octets since the 

device bootedÅB 以下は、 counter のフ ィールド定義の例です。

sysLinkCellsTx 
SYNTAX INTEGER 
ACCESS read-only 
STATUS mandatory 
DESCRIPTION 
"Count of ATM cells transmitted on the link" 
::= { sysLinkEntry 10 } 

以下のよ うに修正します。 

sysLinkCellsTx 
SYNTAX Counter 
ACCESS read-only 
STATUS mandatory 
DESCRIPTION 
"Count of ATM cells transmitted on the link" 
::= { sysLinkEntry 10 } 

フ ィールドのラベルは大文字 / 小文字を区別します。
646 第 19 章



例 : ゲージの [DESCRIPTION] フ ィールド

ゲージと して機能するフ ィールドは通常、 ある任意の時点におけるある事項の数
量を示します。 その [DESCRIPTION] フ ィールドには、 多くの場合、 「使用中」、

「使用される」、 または 「利用可能」 とい う語が含まれています。 たとえば、 以下

のフ ィールド定義はゲージです。

sysCurrentBuffers 
SYNTAX INTEGER 
ACCESS read-only 
STATUS mandatory 
DESCRIPTION 
"The number of system buffers currently in use." 
::= { sysLinkEntry 22 } 

以下のよ うに修正します。

sysCurrentBuffers 
SYNTAX Gauge 
ACCESS read-only 
STATUS mandatory 
DESCRIPTION 
"The number of system buffers currently in use." 
::= { sysLinkEntry 22 } 

MIB のロード

異なる MIB 定義ファ イルをロードするには、 以下の手順に従います。

1 以下のいずれかを実行します。

• [ ファ イル ] メニューの [ 開く ] を選択します。

• をク リ ッ ク します。

該当するフ ィールド型のデータベース収集テーブルを作成するには、 MIB を

ロードする前に MIB ファ イル内のデータ型を修正します。 変更したオブジェク

トが SEQUENCE OF リ ス トにある場合、 そのシーケンス リ ス ト内の型も変更

します。
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[Load/Unload MIBs:SNMP] ダイアログボッ クスが開きます。 現在ロード さ

れている MIB が表示されます。

2 [ ロード ] をク リ ッ ク して、 デフォルトの mibsディ レク ト リ を表示します。

[Load/Unload MIBs:SNMP / Load MIB from File] ダイアログボッ クスが開

きます。 mibsディ レク ト リが表示されます。 

この時点で、 MIB が異なるディ レク ト リにある場合、 MIB が格納されてい

るディ レク ト リ を選択します。

3 MIB を選択し [ 開く ] をク リ ッ ク します。
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MIB がロード され、 [Load/Unload MIBs:SNMP] ウ ィ ンド ウに表示されま

す。 MIB がロード されない場合、 以下のよ うなエラーメ ッセージが表示され

ます。

この場合のエラーは構文エラーであ り、 メ ッセージはエラーの場所を示して
います。 エラーを解決できない場合、 ベンダーに連絡して問題を解決して く

ださい。

MIB ツ リーの最上位が別のファ イルにある場合は、 MIB ツ リーの最上位を

含んでいるファ イルを最初に選択し、 次に MIB ツ リーの最上位が欠落して

いるファ イルをロード します。 そ う しなければエラーが発生します。 詳細

は、 645 ページの 「MIB ツ リーの最上位を含める」 を参照して ください。

4 この時点で、 別の MIB をロードできます。 それをするには、 希望の MIB が

すべてロード されるまで、 上記の手順 2 と手順 3 を繰り返します。

5 [ 閉じる ] をク リ ッ ク します。

6 以下のいずれかを実行します。

• をク リ ッ ク します。 

• [ 表示 ] メニューの [ 更新 ] を選択します。

7 新し く ロード した MIB の要素に関する情報を表示したい場合、 左ペインの

ツ リーからその MIB を見つけます。

ロード した MIB は、 OVPI で使用できます。 MIB をアンロードする場合は、 ア

ンロード手順に従って取り除きます。
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MIB のアンロード

MIB 定義ファイルをアンロードするには、 以下の手順に従います。

1 以下のいずれかを実行します。

• [ ファ イル ] メニューの [ 開く ] を選択します。

• をク リ ッ ク します。

[Load/Unload MIBs:SNMP] ダイアログボッ クスが開きます。 現在ロード さ

れている MIB が表示されます。

2 [Loaded SNMP MIBs] ボッ クスから、 アンロードする MIB ファ イル (1 つ

または複数 ) を選択します。 

複数の MIB を リ ス トから選択できます。 これをするには、 最初の MIB をク

リ ッ ク した後、 [Shift] キーを使用して連続する MIB を範囲選択するか、 ま

たは [Ctrl] キーを使用して MIB を個別に選択します。
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MIB ツ リーの最上位を含む MIB ファ イルを選択したが、 そのファイルを、

別の MIB ファ イルが使用している という場合は、 以下のよ うな、 解決でき

なかったオブジェク ト ID のエラーメ ッセージが表示されます。

この場合、 アンロードするそれらの MIB ファ イルを同時に選択するか、 ま

たは従属する MIB ファ イルを最初にアンロード します。

3 [ アンロード ] をク リ ッ ク します。 以下のよ うな確認メ ッセージが開きます。 

複数の MIB が選択されている場合、 選択されている MIB の数がメ ッセージ

に表示されます。

4 [OK] をク リ ッ ク します。 その MIB がリ ス トから削除されます。 アンロード

した MIB は、 MIB ブラウザを停止させ、 再起動した後にマップから削除さ

れます。

5 [ 閉じる ] をク リ ッ ク します。

SNMP データのクエリ

[ アクシ ョ ン ] メニューから、 [SNMP Get] または [SNMP Set] のいずれかのオプ

シ ョ ンを選択するこ とで、 現在のノードにロード されている MIB のデータを取

得および表示できます。 このデータにアクセスするには、 ノード と コ ミ ュニティ

文字列を設定する必要があ り ます。
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ノードの設定

現在のノードは、 表示ペインの [ ホス ト ] ボッ クスに表示され、 SNMP 関数の

ターゲッ トにな り ます。 ターゲッ ト ノードの名前または IP アドレスを [ ホス ト ]
ボッ クスに入力します。 デフォルトは localhost ですが、 変更する場合は、 現在

の名前を削除し、 新しい名前を入力します。

コ ミ ュニテ ィ文字列の設定

MIB ブラウザは、 ノード用に定義したコ ミ ュニティ文字列を使用してそのデー

タにアクセスします。 OVPI が現在のノードを認識していれば、 MIB ブラウザは

そのノードのコ ミ ュニティ文字列を使用します。 新しいノードはデフォルト を使

用します。 デフォルトのコ ミ ュニティ文字列の、 読み取りは public、 書き込みは

private です。 

値を変更したい場合は、 現在の値を削除し新しい値を入力します。 実行したい操

作に、 適切なコ ミ ュニティ文字列を設定して ください。 たとえば、 選択したオブ

ジェク トについて読み取り操作を実行したい場合、 [ コ ミ ュニティ ] ボッ クスの

値が public( これが適切な値である と仮定 ) であるこ とを確認します。 そ う しな

ければ、 以下のよ うなエラーメ ッセージが表示されます。

MIB マップでのグループまたはオブジェク トの検索

グループまたはオブジェク トの名前 ( 全部または一部 ) がわかっていれば、 その

グループまたはオブジェク ト を MIB マップ内で検索するこ とができます。 

MIB マップ内でグループまたはオブジェク トの名前を検索するには、 以下の手

順に従います。

1 以下のいずれかを実行します。

— [ アクシ ョ ン ] メニューから [ 検索 ] を選択します。
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— をク リ ッ ク します。

[ 検索 ] ダイアログボッ クスが開きます。

2 検索したい項目の名前を必要な数だけ [ 検索 ] ボッ クスに入力します。 

デフォルトの検索では、 大文字 / 小文字は区別されません。 SNMP のグルー

プまたはオブジェク トの名前には大文字が埋め込まれているこ とが多いから
です。

3 必要であれば、 以下を実行します。

— 大文字と小文字を区別したい場合は、 [ 大文字と小文字を区別 ] を選択し

ます。 

— ボッ クスに入力したものと完全に一致する名前だけを検索したい場合
は、 [ 完全に単語と一致 ] をオンにします。 デフォルトの検索では、 入力

した名前は MIB の名前の一部と比較されます。 

4 [ 検索 ] をク リ ッ ク します。 

5 入力した項目の別のインスタンスを見つける場合は、 [ 次を検索 ] をク リ ッ ク

します。

6 検索が完了したら、 [ 閉じる ] をク リ ッ ク します。

データの表示

ノード上にあるデータを確認または検証したい場合は、 [SNMP Get] オプシ ョ ン

を使用してノード上の現在のデータを表示できます。 [SNMP Get] オプシ ョ ンに

よって、 スカラー形式または列形式の変数にデータが提供されます。 [ ホスト ]
フ ィールドで指定したノード上にある現在のデータを表示するには、 以下の手順
に従います。

1 MIB マップ内のグループまたはオブジェク ト をク リ ッ ク して選択します。 

以下の図は、 選択した [ifEntry] グループフォルダーと と もにロード される

mib-II.mib ファ イルを示しています。
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2 選択したグループまたはオブジェク トの MIB ツ リーの、 GetNextRequest
ツ リーウォークを開始するには、 以下のいずれかを実行します。

— [ アクシ ョ ン ] メニューから [SNMP Get] を選択します。

— をク リ ッ ク します。

MIB ブラウザの右下隅にある [ クエリ結果 ] フ ィールドに値が表示されます。 
以下の例は、 [ifEntry] グループに対する GetNextRequest で受信したエン

ト リーの リ ス トの一部を示しています。
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特定のオブジェク ト を選択した場合、 そのオブジェク トだけがポーリ ングさ
れますが、 そのオブジェク ト を含んでいるテーブル内のすべてのオブジェク
トのインスタンス と値を取得できます。

グループ ( フォルダー ) を選択した場合、 MIB ブラウザは、 そのグループの

すべてのオブジェク ト をポーリ ングします。 これには、 選択したグループの
下にあるすべてのグループの内容が含まれています。 データは、 オブジェク

ト別に [ クエリ結果 ] フ ィールドに表示されます。 つま り、 最初のオブジェク

トの値がすべて表示され、 その後に次のオブジェク トの値が表示され、 以下
同様に他のオブジェク トの値も表示されます。

3 ポーリ ングが終了するまで待てない場合は、 [ 停止 ] ボタンをク リ ッ クする

か、 [ アクシ ョ ン ] メニューから [ 停止 ] を選択するこ とで、 GetNextRequest
を停止するこ とができます。 ポーリ ングが停止され、 すでに受信した値が

[ クエリ結果 ] フ ィールドに表示されます。 
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SNMP 値の設定

MIB ブラウザの [ 値の設定 ] フ ィールドを使用して、 書き込み可能な MIB オブ

ジェク トの値を設定できます。 現在のノードが、 SNMP 関数のターゲッ トです。

値を設定するには、 以下の手順に従います。

1 MIB マップで設定したいオブジェク ト名を選択します。 

2 以下のいずれかを実行するこ とで、 SNMP Get 関数を実行します。

— [ アクシ ョ ン ] メニューから [SNMP Get] を選択します。

— をク リ ッ ク します。

結果は、 [ クエリ結果 ] フ ィールドに表示されます。

3 変更したいインスタンスまたは変数を [ クエリ結果 ] フ ィールドから選択しま

す。 インスタンスまたは変数の名前は [ インスタンス ] フ ィールドに表示さ

れ、 値は [ 値の設定 ] フ ィールドに表示されます。

4 オブジェク トの新しい値を [ 値の設定 ] フ ィールドに入力します。 

5 をク リ ッ ク します。 

設定が成功する と、 変更した値は [ クエリ結果 ] フ ィールドに表示されます。

収集テーブルの作成

OVPI MIB ブラウザによ り、 1 つまたは複数のグループから、 指定した MIB 管

理対象オブジェク トのセッ ト を選択できます。 そ うするこ とで、 選択されたオブ
ジェク ト群を単一のテーブルで同時にポーリ ングできます。 これを収集テーブル
と呼びます。

収集テーブルの機能

収集テーブルには以下の機能があ り ます。

• 収集テーブルは、 データ収集のために選択した MIB グループまたはオブ

ジェク ト ( またはその両者 ) の複合セッ トです。
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• カスタム設計レポートのためのデータソースにな り ます。

• 収集テーブルを使用して、 レポートに実際に必要なデータに収集を絞るこ と
ができるので、 ポーリ ング効率の向上、 データ収集の速度アップ、 および使
用するデータベース領域の節減を実現できます。

• MIB 内のいろいろなグループからのオブジェク ト を含んだ単一のレポート

を生成できます。

• 1 対 ( ペア ) の 32 ビッ ト カウンタを 64 ビッ ト フ ィールドにオーバーレイで

きます。 657 ページの 「SNMPv1 における 64 ビッ ト値」 を参照して くださ

い。

収集テーブルを作成するには、 [ 収集 ] オプシ ョ ンを使用して収集するオプシ ョ

ンを選択します。 OVPI の MIB ブラウザから収集テーブルを作成する と、 その

テーブルに対応する TEEL ファ イルが作成されます。 

SNMPv1 における 64 ビッ ト値

SNMPv2 は、 64 ビッ ト カウン ト を導入しています。 一方、 SNMPv1 エージェ

ン トは、 32 ビッ ト カウンタしかサポート していません。 SNMPv1 エージェン ト

が、 64 ビッ ト カウンタに格納された、 よ り高精度の値を返すための、 一般的な

方法の 1 つは、 1 対 ( ペア ) の 32 ビッ ト カウンタを 64 ビッ ト フ ィールドにオー

バーレイし、 2 つに分けて値全体を提供するこ とです。 

以下の例では、 sitCounter と呼ばれる 64 ビッ ト カウンタが、

sitCtrSplit1High という上位の 32 ビッ ト フ ィールド と、sitCtrSplit1Low とい

う下位の 32 ビッ ト フ ィールドに分割されています。 これら 2 つの 32 ビッ ト

フ ィールドを再び組み合わせるこ とで、 OVPI は 64 ビッ ト値をフルに格納し処

理できるよ うにな り ます。

sitCtrSplit1High OBJECT-TYPE
    SYNTAX      Counter32
    MAX-ACCESS  read-only
    STATUS      current
    DESCRIPTION
       "The high 32-bits of the 64-bit counter, sitCounter."

OVPI が提供する既存のソ リ ューシ ョ ンのいずれかを実行する場合、 収集テー

ブルを作成する必要はあ り ません。 ソ リ ューシ ョ ンには、 必要なあらゆる収集

テーブルが含まれています。
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    ::= { sitEntry 7 }

sitCtrSplit1Low OBJECT-TYPE
    SYNTAX      Counter32
    MAX-ACCESS  read-only
    STATUS      current
    DESCRIPTION
       "The low 32-bits of the 64-bit counter, sitCounter."
    ::= { sitEntry 8 }

sitCounter OBJECT-TYPE
    SYNTAX      Counter64
    MAX-ACCESS  read-only
    STATUS      current
    DESCRIPTION
       "The SectionInTransit units received since the device booted." 
       booted."
    ::= { sitEntry 9 }

半分に分けた 2 つのデータを正しい順序で組み合わせるこ とが重要です。 High 
Part は、 64 ビッ ト カウンタの上位 32 ビッ ト を表します。 Low Part は、 64 ビッ

ト カウンタの下位 32 ビッ ト を表します。 

[ 新規収集 ] ウ ィザードの [ 高低カウンタペアの定義 ] ウ ィ ンド ウを使用して、 上位

と下位のカウンタのペアの組み合わせを定義します。 新しい収集の作成について

の詳細は、 659 ページの 「収集テーブルの作成」 を参照して ください。 この手順

の 663 ページの手順 7 に、 64 ビッ ト カウンタを定義するための、 カウンタのペ

アを選択する方法が説明されています。

収集テーブルの要件

収集テーブルには以下の要件があ り ます。

• 最大幅は 1,962 文字です。 これはすべての列の総文字数です。 

64 ビッ ト カウンタ

上位 32 ビッ ト カウンタ 下位 32 ビッ ト カウンタ
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• 列の個数は最大 250 です。 データテーブルのオブジェク ト を選択する場合、

デフォルトの列が 13 列あるため、 13 列以上を設定してください。 プロパ

ティテーブルのオブジェク ト を選択する場合、 デフォルトの列が 7 列あるた

め、 7 以上を設定してください。

• オブジェク トには共通インデッ クスが必要です。 たとえば、 あるオブジェク

トがインタフェースごとにエラーをカウン ト している場合、 すべてのオブ
ジェク トがインタフェースごとのデータを提供する必要があ り ます。 同じ

テーブル内の MIB オブジェク トには、 定義別に共通インデッ クスが備わっ

ています。 異なるインデッ クスを備えたオブジェク ト を含む収集テーブル

は、 データベース内では無効なデータ とな り ます。

• 各データテーブルには、 対応するプロパティテーブルが必要です。 リ ス トか

ら既存のプロパティテーブルを選択するか、 新しいプロパティテーブルを作
成するこ とができます。 新しいプロパティテーブルを作成する場合は、 デ

フォルトのキー変数を使用するか別のキー変数を選択できます。

このセクシ ョ ンには収集テーブルを作成するための基本情報が含まれています。 
テーブルの作成に関する情報がさらに必要である場合は、 HP OpenView 営業担

当者に連絡して 『HP OpenView Performance Insight TEEL Reference Guide』
( 英語 ) を入手して ください。 このマニュアルには、 テーブルの属性と TEEL
ファ イルの作成に関する情報が記載されています。

収集テーブルの作成

カスタム収集テーブルを作成するには、 以下の手順に従います。

1 収集のダイアログを開きます。 以下のいずれかを実行します。

— をク リ ッ ク します。

— [ ファイル ] メニューから [ 収集の作成 ] を選択します。

( こ こで、 ログインダイアログが表示される場合があ り ます。 ログイン情報

を入力して続行して ください。 )
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[ 収集の定義 ] ウ ィンド ウが開きます。

2 収集名、 収集カテゴ リ、 および収集テーブルの説明を入力します。

a [ 収集名 ] ボッ クスにデータテーブルの名前を入力します。 この名前は

OVPI のデータ リポジ ト リに格納されます。

名前は一意でなければなり ません。 最大 255 文字までです。 使用できる

のは、 大文字 / 小文字のアルファベッ ト、 数字、 特殊文字のハイフン ( - )
とアンダースコア ( _ ) です。 

b [ 収集カテゴ リ ] ボッ クスで、 収集テーブルのカテゴ リ を入力または選択

します。 

カテゴ リ名は、 テーブルのセッ ト をま とめてグループ化します。 どの名

前を選択するべきかを判断できない場合は、 [default] を選択します。 こ
の名前は、 最大 30 文字までです。

c [ 収集の説明 ] ボッ クスに、 テーブルの説明を入力します。 説明は省略す

るこ と も可能です。 説明は、 最大 255 文字までです。

ウ ィザードは、 提供するエイ リ アス名に基づいて名前をコレクシ ョ ンに割り当
てます。
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3 [ 次へ ] をク リ ッ ク します。 [ データプロパティ と記憶領域の設定 ] ウ ィンド

ウが開きます。

4 テーブルのデータ保持期間、 要約間隔、 および要約タイプを選択します。

a [ データ保持期間 ] ボッ クスで、 テーブル内にデータを保持する日数を入

力または選択します。

b [ 要約間隔 ] ボッ クスで、 テーブル内のデータの時間特性を選択します。 
たとえば、 5 分テーブルには 5 分間隔のデータが格納されます。 この 5
分間隔で収集されたデータをレートデータ と呼びます。

c [ データ要約のタイプ ] ボッ クスで、 テーブルのタイプを選択します。

テーブルタイプは、 テーブルに含まれているデータのク ラスを指定する
ものです。 テーブルタイプのオプシ ョ ンには、 以下のものがあ り ます。

— [ レート ]

テーブルにはレートデータが格納されます。 レートデータは、 raw
入力データからの 1 対の行から算出される差分データです。

— [ 未処理 (raw)]

テーブルには raw ( ポーリ ング時の ) データが格納されます。
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5 [ 次へ ] をク リ ッ ク します。 [ 収集対象の OID オブジェク トの選択 ] ダイアログ

ボッ クスが開きます。 

6 MIB オブジェク ト を選択します。

以前に MIB ブラウザからオブジェク ト を選択してある場合、 それらのオブ

ジェク トは両方のペインに表示されます。 強調表示されたオブジェク トは、

左ペインのツ リーの [MIB データベース ] フ ィールドに表示されます。 また選

択したオブジェク トの名前は右ペインの [ 選択した MIB 変数 ] フ ィールドに

表示されます。

以前にオブジェク ト を選択していない場合、 またはオブジェク ト を追加した
い場合は、 この時点で [MIB データベース ] フ ィールドのツ リーから、 1 つま

たは複数のオブジェク ト を選択できます。 複数のオブジェク ト を選択できま

す。 連続するオブジェク ト を範囲選択するには、 [Shift] キーを押したまま左

マウスボタンをク リ ッ ク します。 個別に選択するには、 [Ctrl] キーを押した

まま左マウスボタンをク リ ッ ク します。 各オブジェク トはテーブル内の列に

なり ます。 

可能な列は全体で 250 であるこ と、 またデフォルトの列は 13 であるこ とを

覚えておいて ください。 したがって、 最大 237 の列を追加できます。 それを

超える と、 エラーメ ッセージが表示されます。

オブジェク ト を選択した後、 右矢印 をク リ ッ ク して、 選択したオブ

ジェク ト を [ 選択した MIB 変数 ] フ ィールドに追加します。
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全体文字数の制限 (1,962 文字 ) を超えるオブジェク ト を選択した場合、 制限

を超えるこのオブジェク トは [ 選択した MIB 変数 ] フ ィールドには追加され

ず、 以下のメ ッセージが表示されます。 

列と して有効でないオブジェク ト ( フォルダーなど ) を選択した場合、 [ 列を

追加できません ] とい う タイ トルのエラーメ ッセージが表示され、 そのオブ

ジェク トが一覧表示されます。 これらのオブジェク トは [ 選択した MIB 変数 ]
リ ス トには表示されません。 

選択したオブジェク トが不要な場合、 [ 選択した MIB 変数 ] フ ィールドでその

オブジェク ト を強調表示し、 次に左矢印ボタンをク リ ッ ク して、 選択したオ
ブジェク ト を リ ス トから取り除きます。

7 [ 次へ ] をク リ ッ ク します。 [ 高低カウンタペアの定義 ] ウ ィンド ウが開きます。

こ こに各列の選択されたカウンタがすべて表示されます。
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こ こで、 2 つの 32 ビッ ト カウンタ と 64 ビッ ト カウンタ とを AND 演算する

こ とで、 疑似 64 ビッ ト カウンタを作成できます。 この手順は省略可能です。

a 64 ビッ ト カウンタを定義するには、 各列からカウンタを選択し、 [ ペア

の追加 ] ボタンをク リ ッ ク します。

必要に応じて引き続きこの方法でペアを追加し、 新しい収集テーブルに
必要なカウンタをすべて定義します。

b 誤ってカウンタのペアを追加した場合は、 一番下のフ ィールドでこのペ
アを強調表示し、 [ ペアの削除 ] をク リ ッ ク して リ ス トから これを取り

除きます。

8 [ 次へ ] をク リ ッ ク します。 [MIB インデッ クス値の入力 ] ウ ィンド ウが開き

ます。 

MIB インデッ クスはテーブル化されたエン ト リーにのみ適用されます。 テーブ

ル化されていないエン ト リーはゼロのインデッ クスを持つこ とにな り ます。
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9 MIB インデッ クスフォーマッ ト を入力します。 ユーザー自身の MIB を参照

してフォーマッ ト を決めて ください。 

たとえば、 MIB インデッ クスフォーマッ ト 1.1 は、 2 つのインデッ クスが

あってそれぞれの長さが整数であるこ とを示しています。

MIB インデッ クスフォーマッ トの入力は省略可能ですが、 以下の項目を検

討してから、 入力するかど うかを決めてください。 

MIB インデッ クスを入力しない場合、 以下のよ うにな り ます。

• 解析されていないインデッ クスが dsi_table_key に挿入されます。 

• 複数のインデッ クスがある場合、 連結されて小数で区切られます ( たと

えば、 1.2)。

MIB インデッ クスを入力する と、 以下のよ うにな り ます。

• mw_collect が、 インデッ クスに関連付けられた各コンポーネン ト を、

ユーザーが作成したプロパティテーブルの列に挿入します。 

• mw_collect は、 コンポーネン ト を挿入した後、 各コンポーネン ト を取り

上げて、 アンダースコアで区切ってこれをテーブルキーに挿入します
( たとえば、 1_2)。

例 : MIB インデックスフォーマッ トの決定 

以下の例は、 rfc2115-FRAME-RELAY-DTE MIB の frCircuitTable グ

ループにある frCircuitEntryオブジェク トの MIB インデッ クスフォー

マッ ト を決定するための方法を示しています。
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a MIB ファ イルを開きます。 エン ト リーを見つけて、 そのインデッ クスが

frCircuitIfIndex、 frCircuitDlciであるこ とを確認します。 これ

を以下の図に示します。

インデッ クスは、 1 つの整数値 (frCircuitIfIndex) と、 それに続く も

う 1 つの整数値 (frCircuitDlci) で構成されています。 

MIB ブラウザで表示する と、 インデッ クスは整数値を使用してフォー

マッ ト され、 ピ リオドで区切られ、 次に 2 番目の整数値が続いているこ

とがわかり ます ( たとえば、 n.n)。
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b MIB ブラウザを使用して MIB を開き、 frCircuitTable グループの

frCircuitEntryオブジェク トに移動します。 これを以下の図に示しま

す。

オブジェク ト を選択し SNMP Get 要求を実行する と、 そのオブジェク

トがポーリ ングされます。 [ クエ リ結果 ] に、 テーブル内の関連するす

べてのオブジェク トのインスタンス と値が表示されます。 たとえば、

frCircuitIfIndex インスタンスの場合、 MIB インデッ クスフォー

マッ トは 1.1 です。 これは、 3 と 20がそれぞれ単一の整数値だからで

す。 frCircuitEntryオブジェク トの場合、 665 ページの手順 9 の MIB
インデッ クスのボッ クスに 1.1 を入力できます。

665 ページの手順 9 で MIB インデッ クスフォーマッ ト を入力した場合、

以下を実行する必要があ り ます。

— 新しいプロパティテーブル列を作成します。 テーブルにはインデッ
クスコンポーネン ト と同じ名前を付けるこ とをお勧めします ( 手
順 10)。

— 正しいデータ型、 および長さ ( 該当する場合 ) を設定します ( 手
順 11)。

— 新しい各列をオブジェク ト別変数および収集別変数と して指定しま
す ( 手順 11)。
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— 列を指定した後、 dsi_table_key のオブジェク ト別と収集別のオプ

シ ョ ンをク リ アします ( 手順 11)。

10 [ 次へ ] をク リ ッ ク します。 [ プロパティテーブルとの関連付け ] ダイアログボッ

クスが開きます。 

11 プルダウン リ ス トから既存のプロパティテーブルを選択するか、 新しいプロ
パティテーブルを作成します。

[ 新規プロパティテーブルの作成 ] オプシ ョ ンを選択した場合、 新しいプロパ

ティテーブルの SQL 名を入力します。 名前は一意でなければなり ません。

最大 30 文字までです。 使用できるのは、 アルファベッ ト 、 数字、 アンダー

スコア (_) です。

上記の手順を実行しなければ、 収集定義は機能しません。
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a [ 次へ ] をク リ ッ ク します。 [ プロパティ属性の定義 ] ダイアログボッ クスが

開きます。 

b デフォルト列だけのプロパティテーブルを作成するこ と も、 さ らに列を
追加するこ と もできます。 いずれの場合も、 列の属性を変更できます。 
属性を変更した場合、 [ 次へ ] ボタンをク リ ッ クする前に、 変更した

フ ィールドの外をク リ ッ ク して、 変更を適用して ください。

プロパティテーブル内のデフォルト列だけを使用する場合は、 現在の設
定を用いてそのデフォルト列を使用でき、 また必要に応じて属性の一部
を変更できます。 各フ ィールドを変更するには、 以下の手順に従います。

プロパティテーブルに新たな列を追加したい場合は、 以下の手順に従い
ます。

– [ 新規 ] ボタン をク リ ッ ク します。 既存のリ ス トの末尾に列のラ

インが現れます。 [ 列 ] フ ィールド と [ エイリアス ] フ ィールドにデ

フォルト名が表示されます。 Column_n とい う名前です。 こ こで、 n
は数値であ り、 新しい列を追加するたびに増えていきます。 

– 列の SQL 名を指定するには、 [ 列 ] フ ィールドの既存の名前を強調

表示し、 新しい名前を入力します。 この名前は最大 30 文字までであ

り、 アルファベッ ト 、 数字、 アンダースコアを含めるこ とができま
す。 

– 列のエイ リ アス名を指定するには、 [ エイリアス ] フ ィールドの既存

の名前を強調表示し、 新しい名前を入力します。 この名前は最大

255 文字までであ り、 アルファベッ ト 、 数字、 アンダースコア、 ハ

イフンを含めるこ とができます。
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– [ データタイプ ] フ ィールドのプルダウン リ ス トから列のデータ型を

選択します。 

利用可能なデータ型のオプシ ョ ンとそれに対応するデータベースの
ス ト レージタイプについては、 433 ページの手順 4 を参照して くだ

さい。

– 該当する場合は、 [ データ長 ] フ ィールドに数値を入力します。 この

フ ィールドは、 データ型が以下のいずれかである場合にのみ値を受
け入れます。 char_string、 hex_string、 numeric、

octet_string、 snmp_char_string、 snmp_hex_string、
snmp_octet_string

– 列が、 プロパティテーブル内の、 要素を定義するプロパティの、 一
意な組み合わせの一部である、 とい う こ とを示したい場合は、 [ オブ

ジェク ト別 ] フ ィールド内のボッ クスをク リ ッ ク してチェッ クマーク

(4) が表示されるよ うにします。 この場合、 [ ヌル可能 ] フ ィールド と

[ デフォルト値 ] フ ィールドは空欄になり ます。 この列をオブジェク ト

別変数にした くない場合は、 チェッ クマークが消去されるよ うボッ
クスをク リ ッ ク します。 オブジェク ト別変数と して

[dsi_target_name] 以外の列を指定した場合は、 オブジェク ト別変

数と して dsi_table_key は指定できません。 ただし、 オブジェク ト

別変数の最初のものと して dsi_target_name を指定した場合にの

み、 オブジェク ト別変数と して dsi_table_key を指定できます。 

– 列が、 収集対象要素を定義する列の一意な組み合わせの一部である、
という こ とを示したい場合は、 [ 収集別 ] フ ィールド内のボッ クスを

ク リ ッ ク してチェッ クマーク (4) が表示されるよ うにします。 この

場合は、 [ ヌル可能 ] フ ィールド と [ デフォルト値 ] フ ィールドは空

欄にな り ます。 この列を変数別収集にしたくない場合、 チェッ ク

マークが消去されるよ うボッ クスをク リ ッ ク します。 変数別収集と

して [dsi_target_name] 以外の列を指定した場合は、 変数別収集と

して dsi_table_key を指定できません。 ただし、 変数別収集の最初

のものと して dsi_target_name を指定した場合にのみ、 変数別収集

と して dsi_table_key を指定できます。

– この列が NULL 値であ り う る場合は、 [ ヌル可能 ] フ ィールドのボッ

クスにチェッ クマーク (4) があるこ とを確認して ください ( これがデ

フォルトです )。 この列に NULL 値を含めたくない場合は、 ボッ ク

スをク リ ッ ク して、 チェッ クマークを消去します。 [ オブジェク ト別 ]
フ ィールドまたは [ 収集別 ] フ ィールドにチェッ クマークがある場

合、 この列は空欄にする必要があ り ます。
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– 列にデフォルト値を設定する場合は、 [ デフォルト値 ] フ ィールドに

値 ( 最大 255 文字まで ) を入力します。 このフ ィールドは、 この列が

オブジェク ト別変数または変数別収集である場合には、 空欄にする
必要があ り ます。

– この列に外部キー参照が含まれている場合は、 [ 外部キー ] フ ィール

ドのプルダウン リ ス トから、 キーを持つプロパティテーブルを選択
します。 この列に外部キー参照を含めたくない場合は、 このフ ィー

ルドのプルダウン リ ス トから [no fk] 値を選択できます。 

– キー変数で列を指定する場合、 キー変数の順序で列を配置する必要
があ り ます。 たとえば、 リ ス ト内の最初の列は 1 番目のキー変数に

対応させ、 2 番目の列は 2 番目のキー変数に対応させ、 以下同様に

列をキー変数に対応させます。 

プロパティテーブル内での列の順序を変更したい場合は、 変更した
い列を選択して以下を実行します。

列を上へ移動するには、 [ 上へ移動 ] ボタン をク リ ッ ク します。

列を下へ移動するには、 [ 下へ移動 ] ボタン をク リ ッ ク します。

プロパティテーブルから列を削除するには、 [ 削除 ] ボタン をク

リ ッ ク します。

オブジェク ト別変数と変数別収集が同じである場合は、 プロパティテー
ブルには 6 つのデフォルト列しかあ り ません。
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12 [ 次へ ] をク リ ッ ク します。 [ 出力ファイルの選択 ] ダイアログボッ クスが開き

ます。 

13 出力ファイルの名前と場所が正しいこ とを確認します。 

ファ イルの名前または場所を変更する必要がある場合は、 [ 出力ファイル ]
フ ィールドに新しい名前を入力するか、 または以下を実行します。

a をク リ ッ ク します。 [ 開く ] ダイアログボッ クスが開きます。

b [ 参照 ] プルダウン リ ス トからディ レク ト リ を選択します。

c 該当するディ レク ト リの場所を指定します。

d [ ファイル名 ] フ ィールドに名前を入力します。

e [ 開く ] をク リ ッ ク します。 [ 出力ファイルの選択 ] ダイアログ ボッ クスの

[ 出力ファイル ] フ ィールドに新しい名前と場所が表示されます。
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14 [ 次へ ] をク リ ッ ク します。 [ データベースへの収集の追加 ] ウ ィンド ウが開

きます。 

15 こ こでテーブルを生成しそれをデータベースに追加したい場合は、 [ 今すぐ

データベースに追加 ] オプシ ョ ンが選択されているこ とを確認します。 

このオプシ ョ ンの選択を解除する場合は、 コマンド行から以下のコマンドを
入力する必要があ り ます。

datapipe_manager -p create -a teel_file

この例で、 teel_fileは、 672 ページの手順 13 の出力ファ イルの名前です。

このコマンドのオプシ ョ ンの詳細については、『HP OpenView Performance 
Insight TEEL Reference Guide』 を参照して ください。

16 テーブル内のデータに対してシステムが実施する要約処理のタイプを、 以下
のオプシ ョ ンから 1 つ選択します。 

— [raw から差分への変換 ] 

raw から差分への変換処理に必要なデータベースオブジェク トが生成さ

れます。 手動で生成する場合は、 手順 15 のコマンドに -r r2d を付け

ます。

— [ データをレートテーブルに直接コピー ]

データはレート テーブルに直接コピーされます。
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— [ 要約なし ]

他のデータベースオブジェク トは生成されません。

17 [ 次へ ] をク リ ッ ク します。 [ 概要 ] ダイアログボッ クスが開きます。 

18 以下の手順に従います。

a 要約を確認します。 

b 必要であれば、 [ 戻る ] をク リ ッ ク して前のページに戻り、 変更します。

c [ 完了 ] をク リ ッ ク します。 TEEL ファ イルは指定した場所に存在します。
674 第 19 章



20 ログファイルの解釈
HP OpenView Performance Insight(OVPI) のログファ イルは、 システムの動作

に関する メ ッセージを常に記録しています。 メ ッセージは、 プロセスの開始時と

完了時にログに記録されます。 メ ッセージはエラー状態が生じたと きにも記録さ

れます。 

この章では、 ログファ イルを示し、 それらログファ イルに記録される メ ッセージ
の基本フォーマッ トについて説明します。

OVPI ログファイル

OVPI は以下のログファ イルを生成します。

• audit.log。 このログファ イル内の各メ ッセージは、 入力されたコマンド と

その開始時刻および終了時刻を示します。

• builder.log。 レポート ビルダの動作に関する メ ッセージが記録されます。

• console.log。 管理コンソールの動作に関する メ ッセージが記録されます。

• dbmaint.log。 dbmaint ユーティ リ ティによって生成されたメ ッセージが

記録されます。 このユーティ リ テ ィは新しいデータベース構造を内部テーブ
ルに反映させます。

• install.log。 OVPI のインス トールまたはアップグレードに関する メ ッ

セージが記録されます。

• metrics.log。 このログ内の各メ ッセージは、 入力されたコマンド とその

結果を一覧表示します。

• ovpi_uninstall.log。 OVPI のアンインス トールに関する メ ッセージが記

録されます。
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• report_YYMMDDhhmmss.log。 [ パッケージマネージャ ] を使用したレポー

トパッ クのインス トールに関する メ ッセージが記録されます。 ファ イル名

は、 そのインス トールを実施した年、 月、 日、 時刻を示します。 たとえば、
report_20030110131106.log とな り ます。

• trend.log。 OVPI のバッ クエンドプロセス ( たとえば trendtimer) のすべ

てについてのメ ッセージが記録されます。 各メ ッセージは、 ログ記録された

プロセスの開始時刻と終了時刻を示します。

• viewer.log。 レポート ビューアの動作に関する メ ッセージが記録されます。

• website.log。 Web アクセスサーバーの動作に関する メ ッセージが記録さ

れます。 website.log ファ イルの表示の詳細については、 538 ページの

「ログファ イルの表示」 を参照して ください。

OVPI のログファ イルは、 1 つを除いてすべて OVPI インス トールディ レク ト リ

の log フォルダーにあ り ます ( たとえば、 Windows システムの C:OVPI\log)。 
ovpi_uninstall.log ファ イルは、 オペレーティングシステムに応じて、 以

下の場所にあ り ます。

• UNIX

/var/tmp/ovpi_uninstall.log 

• Windows

%TEMP%\ovpi_uninstall.log 

ログファイルの表示

ログファ イルを表示するには、 以下の手順に従います。

1 Windows エクスプローラ (Windows の場合 ) またはファイルマネージャ

(UNIX の場合 ) を使用して、 OVPI インス トールディ レク ト リの log フォル

ダーに移動します。

2 表示したいログファ イルを開くには、 それをダブルク リ ッ ク します。

audit.log ファ イルと metrics.log ファ イルを除いて、 すべてのログファ イ

ルはメ ッセージフォーマッ トが同じです。 audit と metric のログファ イルの詳

細は、 それぞれ 681 ページの 「audit.log ファ イル」 および 683 ページの

「metrics.log ファ イル」 を参照して ください。
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この方法でログファ イルを開くには、 適切なプログラム ( たとえば、

Windows システムでは WordPad) を .log ファ イルの種類に関連付けてお

く必要があ り ます。

ログファイルのメ ッセージフォーマッ ト

以下のログファ イルはこの項で説明する メ ッセージフォーマッ ト を使用していま
す。 builder.log、 console.log、 install.log、 ovpi_uninstall.log、

report_YYMMDDhhmmss.log、 trend.log、 viewer.log、 および

website.log です。

audit と metric の各ログファ イルのメ ッセージフォーマッ トの詳細については、

それぞれ 681 ページの 「audit.log ファ イル」 および 683 ページの 「metrics.log
ファ イル」 を参照して ください。

ログファ イル内のすべてのエン ト リは以下のよ うに、 CSV( カンマ区切りの値 )
フォーマッ トです。

timestamp、 time_zone、 GMT_offset、 appl_name、 module_name、 severity、
process_ID、 parent_proc_ID、 message_ID、 message

各メ ッセージはカンマで区切られたフ ィールドを含んでいます。 フ ィールドが欠

落している場合は、 カンマを代わりに置きます。

timestamp

timestamp フ ィールドは、 ログエン ト リーが発生したと きの時刻を表します。 以
下のフォーマッ トによる 24 時間表示です。 

YYYY-MM-DD hh:mm:ss:nnn
このフォーマッ トは、 以下を表しています。

• YYYYは、 4 桁の年です。

• MMは、 2 桁の月です。

• DDは、 2 桁の日です。

Windows では、 一部のログファ イルを開く こ とはできません。 このログファ イ

ルをあるアプリ ケーシ ョ ンが排他的に使用し続けているからです。 それらのログ

ファ イルを開くには、 そのログファ イルのコピーを作成してそのコピーを開き
ます。
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• hhは、 2 桁の時間です。

• mmは、 2 桁の分です。

• ssは、 2 桁の秒です。

• nnnは、 3 桁のミ リ秒です。 この値は、 未知の場合は、 000 です。

たとえば、 以下のタイムスタンプは、 2001 年 4 月 19 日午後 4 時 47 分 12 秒

123 ミ リ秒です。

2001-04-19 16:47:12:123 

time_zone

time_zone フ ィールドは、 ログエン ト リーが発生したと きのタイムゾーンです。

たとえば、 米国の Torrance にて冬季にエラーが発生した場合、 タイムゾーンは

太平洋標準時 (PST) です。 米国の Reston にて夏期にエラーが発生した場合、 タ

イムゾーンは東部夏時間 (EDT) です。

GMT_offset

GMT_offset フ ィールドは、 タイムスタンプのタイムゾーンの、 グ リ ニッジ標準

時 (GMT) からのオフセッ トです。 これのフォーマッ トは以下のとおりです。 

{+} hh:mm
このフォーマッ トは、 以下を表しています。

• hhは、 2 桁の時間です。

• mmは、 2 桁の分です。

たとえば、 -05:00 は、 グ リニッジ標準時よ り も 5 時間前であ り、 米国の、 東部

夏時間 (EST) または中部夏時間 (CDT) です。

appl_name

appl_name フ ィールドは、 ログエン ト リーの起因となった OVPI 内のアプリ

ケーシ ョ ンの一意な名前です。

module_name

module_name フ ィールドは、 プログラマが入力した、 内容を表した名前です。
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severity

severity フ ィールドは、 そのログエン ト リーの重要度レベルです。 重要度レベル

は、 以下のとおりです。

• INFO。 このメ ッセージはアプリ ケーシ ョ ンに関する情報通知です。 特に処

置は必要あ り ません。

• WARNING。 このメ ッセージは、 よ り深刻な状況になり う るため回避処置が

必要である可能性がある情報です。

• ERROR。 このメ ッセージは、 アプリ ケーシ ョ ンの実行時に発生した問題に

ついての情報です。 この場合、 問題を解決する処置が必要です。

• FATAL。 このメ ッセージは、 アプ リ ケーシ ョ ンが失敗して処理が停止した問

題についての情報です。 この場合、 問題を解決する処置が必要です。

メ ッセージに重要度レベルが指定されていない場合は、 以下の値が重要度レベル
と して使われます。 

• DEF_ERROR。 このメ ッセージは、 アプリ ケーシ ョ ンの実行時に発生した問

題についての情報です。 この場合、 問題を解決する処置が必要と思われま

す。

process_ID

process_ID フ ィールドは、 ログエン ト リーの起因となったプロセスのプロセス

識別番号 (Pid) です。 システムは、 各プロセスが開始したと きにそのプロセスに

Pid を割り当てます。

parent_proc_ID

parent_proc_ID フ ィールドは、 ログエン ト リーの起因となったプロセスの親プ

ロセスのプロセス識別番号 (Pid) です。 

message_ID

message_ID フ ィールドは、 メ ッセージの一意な識別番号です。 メ ッセージに識

別番号が割り当てられていない場合、 このフ ィールドは 0 です。
ログファイルの解釈 679



message

message フ ィールドは、 ログエン ト リの原因に関する説明です。

ログファイルメ ッセージの例

この項では、 ログファ イルでのエラー表示のいくつかの例を示します。

WARNING と INFO メ ッセージ

: 以下は、 ログファ イル内の WARNING と INFO のメ ッセージの例です。

2001-12-06 01:00:17:000,Pacific Standard Time,-8:00, 
bcp_gateway,,WARNING,701,718,0,"no data collected for table 
RIRRouterSystem, Db POWDER2" 

2001-12-06 01:00:17:000,Pacific Standard Time,-8:00,trendtimer 
,,INFO,187,41,0,"[Pid=544] C:\OVPI/bin/rmon_collect -n -i 60" 

2001-12-06 01:00:18:000,Pacific Standard Time,-8:00,trendpm,, 
INFO,475,718,0,"No procedures found to execute - trying to 
generate one from command line params" 

ERROR メ ッセージ

以下は、 ログファ イル内の ERROR メ ッセージの例です。

2001-12-06 01:00:16:000,Pacific Standard Time,-8:00,dpipe_snmp 
,,DEF_ERROR,726,718,0,"Error: failed to setup SNMP session with 
host rough.hp.com,port 161,comm public (table RIRRouterSystem)" 

2001-12-06 01:00:16:000,Pacific Standard Time,-8:00,dpipe_snmp 
,,ERROR,660,718,0,"SNMP request Error[1].  host: 134.70.65.10, 
comm: public, timeout: 1000, retries: 5, port 161" 

. 

. 

. 

2001-12-06 01:00:18:000,Pacific Standard Time,-8:00,trendpm,, 
DEF_ERROR,475,718,0,"No output table specified" 
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audit.log ファイル

audit.log ファ イルは、 バッ クエンドプロセスの開始時刻、 終了時刻、 および

時間を記録しています。 プロセスが始まる と、 ファ イルは Pid( プロセス識別番

号 ) を割り当てます。 その後、 プロセスがいつ終了したかを記録してそのプロセ

スの Pid が終了したこ とを示します。

ログファイルのフォーマッ ト

ログファ イル内のすべてのエン ト リは以下のよ うに、 CSV( カンマ区切りの値 )
フォーマッ トです。

message type、 program name、 pid、 ppid、 start date-stamp、 start 
time-stamp、 end date-stamp、 end time-stamp、 duration in seconds、
command line arguments 

Message Type 

message type フ ィールドは、 以下のいずれかです。 

• dtsys001 

これはメ ッセージの開始を示します。

• dtsys002

これはメ ッセージの終了を示します。

したがって、 アプ リ ケーシ ョ ンは、 開始時に dtsys001 メ ッセージをログ記録

し、 終了時に dtsys002 メ ッセージをログ記録します。 

Program Name

program name フ ィールドは実行可能ファイルの名前です。

PID

PID フ ィールドは、 プロセスの id です。

PPID

PPID フ ィールドは、 親プロセスの id です。
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Start Date Stamp 

start date-stamp フ ィールドは、 アプ リ ケーシ ョ ンが開始された日付です。 これ

のフォーマッ トは以下のとおりです。

yyyymmdd 

このフォーマッ トは、 以下を表しています。

• YYYYは、 4 桁の年です。

• MMは、 2 桁の月です。

• DDは、 2 桁の日です。

Start Time Stamp 

start time-stamp フ ィールドは、 アプ リ ケーシ ョ ンが開始された時刻です。 これ

のフォーマッ トは以下のとおりです。

hh:mm:ss 

このフォーマッ トは、 以下を表しています。

• hhは、 2 桁の時間です。

• mmは、 2 桁の分です。

• ssは、 2 桁の秒です。

End Date Stamp

end date-stamp フ ィールドは、 アプリ ケーシ ョ ンが開始された日付です。 この

フ ィールドは、 message type フ ィールドが dtsys001 のと きには空です。

これのフォーマッ トは以下のとおりです。 

yyyymmdd 

このフォーマッ トは、 以下を表しています。

• YYYYは、 4 桁の年です。

• MMは、 2 桁の月です。

• DDは、 2 桁の日です。
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End Time Stamp 

end time-stamp フ ィールドは、 アプ リ ケーシ ョ ンが終了した時刻です。 この

フ ィールドは、 message type フ ィールドが dtsys001 のと きには空です。

これのフォーマッ トは以下のとおりです。

hh:mm:ss 

このフォーマッ トは、 以下を表しています。

• hhは、 2 桁の時間です。

• mmは、 2 桁の分です。

• ssは、 2 桁の秒です。

Duration in Seconds

duration in seconds フ ィールドは、 プロセスの実行時間です ( 秒単位 )。 この

フ ィールドは、 message type フ ィールドが dtsys001 のと きには空です。

コマンド行引数

これは、 プロセスの実行時に使用されたコマンド行引数です。 たとえば、 以下に

示す audit.log ファ イルの行は、 mw_collect プロセスが、 -n( 分散型ポーリ ン

グ )、 -i( 収集 ID)、 および -K( 拒否サンプル ) とい う引数を実行時に使用したこ

とを示しています。

dtsys001,mw_collect,888,1188,20031210,14:30:07,,,,"-n -i 5 -K 1" 

プロセスのコマンド行引数の詳細については、 『HP OpenView Performance 
Insight Reference Guide』 ( 英語 ) を参照して ください。

metrics.log ファイル

metrics.log ファ イルは、 mw_collect、 bcp_gateway および trendcopy という

OVPI プログラムのアカウンティング情報を記録しています。

上の例では、 end date-stamp、 end time-stamp、 duration in seconds の各

フ ィールドが空欄です。 これは、 message type フ ィールドが dtsys001 に設定さ

れているからです。
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このログファ イルのメ ッセージと audit.log ファ イルのメ ッセージとは互いに

関連しています。 一般に、 関連する メ ッセージを見つけるにはメ ッセージのヘッ

ダ部分を使用します。 program name、 PID、 および PPID フ ィールドは、

audit.log ファ イル内のメ ッセージと正確に一致します。 metrics.log ファ イル

メ ッセージの time-stamp フ ィールドは、 audit.log ファ イル内のメ ッセージ

の、 start time-stamp フ ィールド と end time-stamp フ ィールド との間にあ り ま

す。

ログファイルのフォーマッ ト

ログファ イル内のすべてのエン ト リは以下のよ うに、 CSV( カンマ区切りの値 )
フォーマッ トです。

message type、 program name、 pid、 ppid、 date-stamp、 time-stamp、
number of objects to process、 number of objects processed successfully、 min、
max、 avg、 object description 

Message Type 

message type フ ィールドは、 以下のいずれかです。 

• dtsys003 

これはメ ッセージの要約です。

• dtsys004

これはメ ッセージの詳細です。

Program Name

program name フ ィールドは実行可能ファイルの名前です。

PID

PID フ ィールドは、 プロセスの id です。

PPID

PPID フ ィールドは、 親プロセスの id です。

object の意味は、 各プログラムによって異な り ます。
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Date-Stamp

date-stamp フ ィールドは、 メ ッセージが生成された日付です。 これのフォー

マッ トは以下のとおりです。 

yyyymmdd 

このフォーマッ トは、 以下を表しています。

• YYYYは、 4 桁の年です。

• MMは、 2 桁の月です。

• DDは、 2 桁の日です。

Time-Stamp

time-stamp フ ィールドは、 メ ッセージが生成された時刻です。 これのフォー

マッ トは以下のとおりです。

hh:mm:ss 

このフォーマッ トは、 以下を表しています。

• hhは、 2 桁の時間です。

• mmは、 2 桁の分です。

• ssは、 2 桁の秒です。

Message Data

以下のフ ィールドはメ ッセージデータのフ ィールド と見なされます。 number of 
objects to process、 number of objects processed successfully、 min、 max、 avg、
object description です。 これらのメ ッセージは、 使用しているプログラム

(mw_collect、 bcp_gateway、 bcp_gateway、 または trendcopy) に応じて異

なり ます。 これらのメ ッセージの説明は、 それぞれ 686 ページの 「mw_collect
メ ッセージ」、 687 ページの 「bcp_gateway メ ッセージ」、 または 688 ページの

「trendcopy メ ッセージ」 を参照して ください。

Object Description 

object description は、 以下に示すよ うにメ ッセージタイプに応じて異な り ます。

• dtsys003 
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動作対象とするオブジェク トが一意に定まらない状態で実行可能ファイルが
呼び出されたと き、 object description の値は、 allです。 オブジェク ト を一

意に指定した場合は、 オブジェク トの名前はオブジェク ト名そのものです。

• dtsys004 

object description の値は、 そのオブジェク ト そのものです。

mw_collect メ ッセージ

この項では、 使用中のプログラムが mw_collect である と きに表示される メ ッ

セージデータについて説明します。 この場合、 object は収集ノードです。 
mw_collect プログラムは、 dtsys003 メ ッセージだけを生成します。 これのメ ッ

セージデータは、 以下のとおりです。

• number of objects to process 

これは、 mw_collect がポーリ ングを試みたノードの数です。 

• number of objects processed successfully 

これは、 正常にポーリ ングされたノードの数です。 

正常なポーリ ングとは、 エラー状態を生じるこ とな く、 mw_collect がすべ

てのデータを収集できたポーリ ングです。   たとえば、 ノード A に 5 つのイ

ンタフェースがあ り、 3 行を収集しただけで SNMP のタイムアウ トが生じ

た場合、 そのポーリ ングは正常でないと見なされます。

• min

これは、 最小収集時間であ り、 コレク タの子が実行された最小時間 ( 秒 ) で
す。 

• max 

これは、 最大収集時間であ り、 コレク タの子が実行された最大時間 ( 秒 ) で
す。 

• avg 

これは、 平均収集時間であ り、 コレク タの子が実行された平均時間 ( 秒 ) で
す。

これは各ノードを 1 とカウン トする とは限り ません。 たとえば、 複数のテーブ

ルについて同じ ノードを収集した場合、 このノードは複数回カウン ト されます。
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• object description 

これは、 allでなければなり ません (mw_collect プログラムが -hオプシ ョ

ンで実行された場合を除く )。 これらの mw_collect コマンド ラ インオプシ ョ

ンの詳細については、 『HP OpenView Performance Insight Reference 
Guide』 を参照して ください。

bcp_gateway メ ッセージ

この項では、 使用中のプログラムが bcp_gateway である と きに表示される メ ッ

セージデータについて説明します。 この場合、 object はデータテーブル内の行で

す。 bcp_gateway プログラムは、 dtsys003 メ ッセージだけを生成します。 

これのメ ッセージデータは、 以下のとおりです。

•  number of objects to process 

これは、 プログラムがロードを試みた行の数です。 bcp_gateway コマンドが

-Mオプシ ョ ンを使用した場合、 この値は常に 0です。 

• number of objects processed successfully 

これは、 正常にロード された行の数です。

• min

これは、 固定長のト ランザクシ ョ ンをロード した最小時間 ( 秒 ) です。

• max 

これは、 固定長のト ランザクシ ョ ンをロード した最大時間 ( 秒 ) です。

• avg 

これは、 固定長のト ランザクシ ョ ンをロード した平均時間 ( 秒 ) です。

• object description 

テーブルをロードするために bcp_gateway の複数インスタンスを実行した場

合、 テーブル / データベースの同じ組み合わせに対して複数のレコードが生成さ

れる場合があ り ます。
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これは、 オブジェク トのテーブル名 / データベース名の名前です。 

trendcopy メ ッセージ

この項では、 使用中のプログラムが trendcopyである と きに表示される メ ッ

セージデータについて説明します。 dtsys003 メ ッセージの場合、 object は、 各

データ とプロパティテーブル内でコピーされた行です。  trendcopyプログラム

は、 dtsys003 と dtsys004 メ ッセージを生成します。 

dtsys004 メ ッセージは、 特定のテーブル名を指定せずに trendcopy を起動した

と きにのみ記録されます。 この場合、 各プロパティテーブル / データテーブルの

コピーごとに dtsys004 メ ッセージが生成されます。 

これのメ ッセージデータは、 以下のとおりです。

•  number of objects to process 

フ ィールドが欠落している場合は、 カンマ "," が代わりに表示されます。

• number of objects processed successfully 

これは、 コピーされた行の総数です。 データテーブルとプロパティテーブル
が含まれています。

• min

これは、 固定長のト ランザクシ ョ ンをロード した最小時間 ( 秒 ) です。 これ

には、 キーテーブルとデータテーブルの処理時間が含まれています。

• max 

これは、 固定長のト ランザクシ ョ ンをロード した最大時間 ( 秒 ) です。

• avg 

これは、 固定長のト ランザクシ ョ ンをロード した平均時間 ( 秒 ) です。

• object description 

bcp_gateway によってロード された行の総数がト ランザクシ ョ ンサイズ (1000
行 ) よ り も少なかった場合、 min、 max、 avg の時間は、 この行数のロードを反

映したものになり ます。 bcp_gateway によってロード された行の総数が ト ラン

ザクシ ョ ンサイズよ り も大きかった場合、 最後のセッ トが ト ランザクシ ョ ンサ
イズよ り も小さければ、 min、 max、 および avg の計算時に、 最後のセッ ト ま

たは行が含まれない場合があ り ます。
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テーブル名が指定されなかった場合は、 allです。 この場合、 テーブル名は

以下のよ うに記録されます。 

— データだけのコピーの場合、 データテーブル名が記録されます。

— プロパティだけのコピーの場合、 プロパティテーブル名が記録されま
す。

— 両方の場合、 データテーブル名とプロパティテーブル名が記録されま
す。

builder.log ファイルと viewer.log ファイル

レポート ビルダまたはレポート ビューアを使用している と きのレポートの問題の
原因を見つけるには、 それぞれのログファ イル (builder.logおよび

viewer.log) を確認します。 Web アクセスサーバーをデバッグモードに設定し

ている と き、 ログファ イルは、 レポート をロード したと きに SQL ステート メン

ト を生成します。

Web アクセスサーバーをデバッグモードで実行するには、 以下の手順に従いま

す。 

1 レポート ビルダまたはレポート ビューアの [ 編集 ] メニューから [ オプショ ン ]
を選択します。 [ オプシ ョ ン ] ダイアログボッ クスが開きます。 

2 [ ログ ] タブを選択します。

3 [ デバッグト レースの有効化 ] オプシ ョ ンをク リ ッ ク して選択します。

4 [OK] をク リ ッ ク します。

以下を実行するこ とで、 アプリ ケーシ ョ ン内でログファ イルメ ッセージを確認で
きます。

• レポート ビルダの場合 : レポート ビルダの [ 表示 ] メニューから [ ログファイ

ル ] を選択します。 

trendcopyによってコピーされた行の総数が、 ト ランザクシ ョ ンサイズよ り も

小さかった場合、 最小、 最大、 および平均の時間の値は、 この行数のロードを
反映したものになり ます。 trendcopyによってロードおよびコピーされた行の

総数が ト ランザクシ ョ ンサイズよ り も大きかった場合、 最後のセッ トが ト ラン
ザクシ ョ ンサイズよ り も小さければ、 最小、 最大、 および平均の計算時に、 最
後のセッ ト または行が含まれない場合があ り ます。
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[ ログビューア ] ウ ィ ンド ウが開きます。 ログファ イルの内容が表示されま

す。 ログファ イルのメ ッセージは種類別 ( すべて、 情報、 警告、 エラー、 デ

バッグ ) に分類されます

ウ ィンド ウ内のメ ッセージを消去するには、 [ ログビューア ] ウ ィンド ウを

右ク リ ッ ク し、 シ ョート カッ ト メニューから [ クリア ] を選択します。 

• レポート ビルダおよびレポート ビューアの場合 : レポート ビルダおよびレ

ポート ビューアの [ 表示 ] メニューから [ ログ出力の表示 ] を選択します。 

[ 出力ビューア ] ウ ィ ンド ウが開きます。 ログファ イルに書き込まれたとお

りのログファ イルメ ッセージが表示されます。 
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A 付録 :  NNM-OVPI 統合
Network Node Manager (NNM) と OpenView Performance Insight (OVPI) の
統合の詳細については、 『HP OpenView Network Node Manager and 
Performance Insight Integration User Guide』 を参照して ください。
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オンラインマニュアル
表示 , 109

か行

[ 外部キー ], 400

カウンタ
64 ビッ ト , 657

カタログマネージャ
URL の配布 , 462
新しいディ レク ト リの作成 , 463
起動 , 452
説明 , 451
ディ レク ト リの移動 , 463
ディ レク ト リのコピー , 464
[ 配布済み項目 ] カタログ , 説明 , 451
変更

URL プロパティ , 467
レポートプロパティ , 467

[ リ ンク ] カタログ , 説明 , 451
レポートの移動 , 463
レポートのコピー , 464
レポートの配布 , 454

レポートの配布解除 , 459
レポート リ ンク , 451

[ カタログ ] リ ンク , 504, 513
[ システム ] フォルダー , 514
[ 配布 URL] ページ , 513
[ ユーザー ] フォルダー , 515

カテゴ リ
グループ化 , 322

間隔、 ポーリ ング , 244

管理
SNMP プロファ イル , 270
コ ミ ュニティ文字列プロファ イル , 268
データパイプのインス トール , 273
ノード , 259

管理コンソール
起動 , 96
終了 , 99
ツールバー , 101
メニューバー , 98 ～ 101

[ ツール ] メニュー , 100
[ ファ イル ] メニュー , 99
[ ヘルプ ] メニュー , 101
[ 編集 ] メニュー , 99

ログオン , 97

管理者 , 権限のリセッ ト , 561

管理対象オブジェク ト
オブジェク ト ツ リーの変更 , 299
関連付けられたレポート , 295
検索 , 297
作成 , 308
定義 , 319
データベース内のデータの変更 , 307
ビュー , 296
表示 , 293
「オブジェク トマネージャ」 も参照
「オブジェク ト 」 も参照
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「グループマネージャ」 も参照
「オブジェク トマネージャ」 も参照

[ 管理 ] リ ンク , 504, 505
[Java の設定 ] フォルダー , 509
[Report Settings] フォルダー , 511
[ サービスの構成 ] フォルダー , 507
[ 診断 ] フォルダー , 508
[ ユーザーアカウン ト ] フォルダー , 505
[ ログファ イル ] フォルダー , 509

キーマップテーブル , 398

起動
カタログマネージャ , 452
管理コンソール , 96
パッケージマネージャ

Performance Insight から , 125
Windows デスク ト ップから , 125
コマンド行 , 126

キャ ッシュ
データプール , 618
デフォルトデータ , 618
名前付き , キャ ッシュ , 620, 627

行数
行数グラフの作成 , 288

共通インデッ クス , 659

共有メモ リー , 605
ISM(Intimate Shared Memory) 機能 , 

605
ロ ッ ク , 605

グループ
インポート , 336
エクスポート , 337
管理 , 525
管理対象オブジェク ト

種類 , 319
定義 , 319
内容の表示 , 338

編集 , 339
レポート ビルダでの使用 , 348

検索 , 325
削除 , 340
派生

作成 , 329
定義 , 320

フォルダー
作成 , 334
定義 , 320

プロパティ
作成 , 332
定義 , 320

ユーザーアカウン ト
削除 , 530
作成 , 526
定義 , 42, 525
フ ィルター , 44, 61, 528, 530, 531, 

532
変更 , 60, 529

列挙リ ス ト
作成 , 327
定義 , 320

[ グループ ] フォルダー , 506

グループマネージャ , 319
起動 , 322
グループ化の方法 , 320
グループタイプ , 319
グループの削除 , 340
表示オプシ ョ ン , 341
ポーリ ングポ リシーの管理 , 343
ログの表示 , 340

結果フレームのオプシ ョ ン , 554

検索
オブジェク ト , 297
グループ , 325
テーブルエイ リ アス名 , 382
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ノード , 261

検出、 ノード
SNMP 検出ウ ィザードの使用 , 112

合計メモ リパラ メータ (Sybase), 618

更新
ポーリ ングポ リ シーリ ス ト , 164

コピーポ リシー , 147
実装例 , 148

コピーポ リシーマネージャ , 149

コピーポ リシーマネージャの使用 , 149

コ ミ ュニティ文字列
値の変更 , 652

コ ミ ュニティ文字列プロファ イル
管理 , 268
削除 , 270
作成 , 269
編集 , 269

[ コレク タ ]
EE コレク タ , 283
MW コレク タ , 283
SR コレク タ , 283

さ行

サーバー
切断 , 99
バッ クアップ

起動 , 69
シャ ッ ト ダウン , 75
ダンプおよびロード , 64

変更 , 99

サーバーの変更
メニューオプシ ョ ン , 99

サービス
UNIX の場合

起動 , 82

Windows の場合

開始または停止 , 81
ステータスの確認 , 81
ステータスの変更 , 81

設定の変更 , 557

[ サービス診断 ] フォルダー , 508

[ サービスの構成 ] フォルダー , 507

最大オンラインエンジンパラ メータ , 610

最大オンラインエンジンパラ メータ (Sybase), 
614

最大列 , 429, 659

サイ トのオプシ ョ ン
変更 , 548

[ サイ トの外観 ] フォルダー , 547

削除
SNMP プロファ イル , 273
コ ミ ュニティ文字列プロファ イル , 270
データパイプのインス トール , 276
ノード , 263
ビュー , 547
ポーリ ングポ リシー , 248

作成
SNMP プロファ イル , 271
カスタム制約 , 422
管理対象オブジェク ト , 308
コ ミ ュニティ文字列プロファ イル , 269
制約 , 420 ～ 423
ノード , 261
派生グループ , 329
ビュー , 544
フォルダーグループ , 334
プロパティグループ , 332
ポーリ ンググループ , 251

同じタイプのノード , 252
同じビューにある ノード , 253
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タイプとビュー , 254
単一のノード , 251
特定のインスタンス , 256
ルールベースの , 256

列挙リ ス ト グループ , 327

差分データ、 定義 , 26

時間範囲
時間範囲テーブル , 448
設定 , 448
定義 , 448

時間範囲テーブル , 448
保持期間の設定 , 448

[ システム ] フォルダー , 514

システムマネージャ , 567 ～ 575
システム設定の変更 , 571
システムの削除 , 575
システムの追加 , 568
設定の変更 , 562

[ システムマネージャ ] ページ , 説明 , 507

実行頻度 , 定義 , 448

指定インスタンスポーリ ング , 161

収集データテーブル
定義 , 429

収集テーブル
共通インデッ クス , 659
最大幅 , 429, 658
最大列 , 429, 659
定義 , 656
必要なテーブル , 657

集約タイプ , 138

出力
表示

オブジェク ト マネージャ , 298

情報のソート , 163

証明書の管理 , 216
インス トール , 218
インポート , 219
エクスポート , 219
更新 , 220
削除 , 220

スワッピング , 注意 , 618

スワップファ イルのサイズ , 605

制約
作成 , 420 ～ 423
定義 , 420
変更 , 424

接続 , 最大数 , 616

[ 設定 ] ページ , 説明 , 509

セッ ト アップ、 プロキシサーバー , 86

ソート
データベース情報 , 381

た行

タイ トル , 変更 , 548

タイプ検出 , 120
機能 , 111

タイムアウ ト値 , 設定 , 560

タイムラグ
設定 , 448
定義 , 448

ダンプ
データベース , 72 ～ 74

チェッ ク リ ス ト 、 再配置後 , 85

調整
パフォーマンスの参照

追加
ノード , 425
プロパティテーブルの説明 , 399
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ツールバー
管理コンソール , 101

[ ツール ] メニュー

管理コンソール , 100

ディ スク ド ライブ
パフォーマンスに対する影響 , 605, 606

データキャ ッシュプール , 構成 , 618

データ収集
説明 , 23
定義 , 21

データ処理
説明 , 26
定義 , 22

データセッ ト レポート、 定義 , 29

[ データテーブル ], 283

データテーブル
作成 , 429
収集 , 定義 , 429
説明の追加 , 388, 399, 591
定義 , 26
データの表示 , 402
デフォルトの設定 , 447
保持日数 , 383, 384, 596

データテーブル , 表示

カテゴ リ別 , 594
タイプ別 , 594

データテーブルの作成 , 429

データパイプ , 124
プロパティ インポート , 25

データパイプのインス トール
管理 , 273
削除 , 276
作成 , 274
編集 , 275

データベース
dump database コマンド , 72
サイズ設定のガイ ド ライン , 367
スク リプ ト を使用したバッ クアップ , 76
ダンプ , 72 ～ 74

例 , 73 ～ 74
調整

パフォーマンスの参照
フォーム、 変更のための使用 , 307
保持日数 , 383, 384, 596
リ ス ト ア , 74
ロード , 74

データベースサーバー
変更 , 106

[ データベースチューナー ]
Sybase の設定 , 608 ～ 612
パフォーマンスの参照

データベースチューナー (Sybase), 616
SQL perfmon の統合パラ メータ , 613
オープンインデッ クスの数パラ メータ , 

615
合計メモ リパラ メータ , 618
最大オンラインエンジンパラ メータ , 614
デバイスの数パラ メータ , 615
ネッ ト ワークパケッ トの最大サイズパラ

メータ , 614
ネッ ト ワーク メモ リ追加パラ メータ , 613
プロシージャキャ ッシュの割合パラ メー

タ , 616
分単位のリ カバリ間隔パラ メータ , 617
ユーザー接続の数パラ メータ , 616
ロ ッ クの数パラ メータ , 615

データベースの役割の管理 , 142

データレポート
定義 , 22

テーブル
キーマップ , 398
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グループメンバー , 398
時間範囲 , 448
データ , 収集 , 429
プロパティ

バインディング , 626, 627
バインディングの確認 , 628

列サイズ , 変更 , 381

テーブルエイ リ アス名
検索 , 382

テーブルデータ
エクスポート , 408

テーブルマネージャ , 379 ～ 449
起動 , 379
検索

テーブルエイ リ アス名 , 382
時間タイプ , 384, 595
ソート

テーブル情報 , 381
データタイプ , 384, 595
データテーブル

カテゴ リ別の表示 , 594
タイプ別の表示 , 594

テーブルの作成 , 429
ナビゲーシ ョ ン , 380
表示

テーブル情報 , 381
プロパティテーブル , 385

表示の更新 , 381
ペイン , 380
変更

テーブル列のサイズ , 381
要約タイプ , 442

デジタル証明書
CSR, 生成 , 565
インポート , 565

デバイスの数パラ メータ (Sybase), 615

デバイス、 ダンプ

ディ スクへ , 72
テープへ , 71

デバッグ
有効化と無効化

Web アクセスサーバー , 559

デフォルトの設定 , 448

ト ランザクシ ョ ンログ
I/O サイズ , 622
Sybase デフォルト , 622
サイズ設定のガイ ド ライン , 367

な行

ナビゲーシ ョ ンフレームのオプシ ョ ン , 553

名前付きキャ ッシュ , 作成 , 620, 627

認証
設定の変更 , 560
設定方法 , 90, 560

ネッ ト ワークパケッ トの最大サイズパラ メー
タ (Sybase), 614

ネッ ト ワーク メモ リ追加パラ メータ (Sybase), 
613

ノード
インポート , 264, 305
エクスポート , 306
カスタムグループ , 244
管理 , 259
グループ化 , 244, 321
検索 , 261
削除 , 263
作成 , 261
追加 , 425
定義 , 637
特性 , 260
編集 , 263
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は行

[ 配布 URL] ページ , 513

配布ウ ィザード , 454 ～ 461
レポートの配布解除 , 459

配布解除
ウ ィザードの使用 , 459

パスワード
期限の設定 , 41, 521
有効期限ルールの設定 , 517 ～ 519

[ パスワードルール ] ページ , 説明 , 506

派生グループ
作成 , 329

バッ クアップサーバー , 63
シャ ッ ト ダウン , 75
ダンプおよびロード , 64

バッ クアップサーバーの作成
UNIX システム , 64
Windows NT システム , 68

バッ クアップスク リプ ト
作成 , 77
実行 , 79

パッケージ
アンインス トール , 133
依存関係 , 124
インス トール , 127

パッケージのアンインス トール , 133

パッケージのインス トール , 127

パッケージマネージャ , 123
起動

Performance Insight から , 125
Windows デスク ト ップから , 125
コマンド行から , 126

パッケージのアンインス トール , 133

パフォーマンス

影響する要因 , 603
オペレーティングシステム , 607
共有メモ リー , 605
スワップファ イルのサイズ , 605
ディ スク ド ラ イブ I/O, 605
ディ スク ド ラ イブの量 , 606
ハード ウェアでの検討事項 , 603
パラ メータの定義 , 613
複数の調整パラ メータの変更 , 608
保持期間影響 , 449
メモ リーのガイ ド ラ イン , 604

パフォーマンスエージェン ト
からの収集の作成 , 193 ～ 214, 232 ～

242

パフォーマンスグラフ
パフォーマンスグラフの起動 , 281
パフォーマンスグラフの表示 , 282
プロセスの所要時間 , 284

パフォーマンスグラフのコレクタ , 283

パフォーマンスに対するハード ウェアの影響 , 
603

パフォーマンスの調整 , 603
パフォーマンスの参照

ビュー
削除 , 547
作成 , 544
定義 , 511, 544
ノードグループ , 244
編集 , 547

ビューの編集 , 547

表示
オンラインマニュアル , 109
データテーブル , 594
プロパティテーブル , 385
ログ情報 , 340

表示オプシ ョ ン
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グループマネージャ , 341

[ ファ イル ] メニュー

管理コンソール , 99

フォーム
オブジェク ト マネージャでの使用 , 306

フォルダーグループ
作成 , 334

[ フォルダの一意性値 ], 299

フラ ッ ト ファ イル
定義 , 22
データの取得 , 25

プロキシサーバー、 セッ ト アップ , 86

プロシージャキャ ッシュの割合パラ メータ
(Sybase), 616

プロセスの所要時間
作成 , 284

プロセスの所要時間グラフ , 284

プロパティ インポートデータパイプ , 25

プロパティグループ
作成 , 332

プロパティテーブル
値の変更 , 276
キーマップテーブル , 398
最大列 , 429, 439, 659, 671
作成 , 443
詳細の表示 , 397
説明の追加 , 399
デフォルト列 , 439, 671
名前付きキャ ッシュへのバインディング , 

626, 627
バインディングの確認 , 628
表示 , 385
列カウン ト , 439, 671

プロパティテーブルのバインディング , 626, 
627

確認 , 628

分単位のリ カバリ間隔パラ メータ (Sybase), 
617

ページング , 注意 , 618

ヘッ ドレスサポート
無効化 , 559
有効にする , 559

別名 , 変更 , 551

[ ヘルプ ] メニュー

MIB ブラウザ , 644
管理コンソール , 101

変更
制約 , 424
データベースサーバー , 106
テーブル列のサイズ , 381
プロパティテーブル , 276

編集
SNMP プロファ イル , 272
グループ , 339
コ ミ ュニティ文字列プロファ イル , 269
データパイプのインス トール , 275
ポーリ ングポ リシー , 247

[ 編集 ] メニュー

管理コンソール , 99

ポート番号
Web アクセスサーバー , 558

ポーリ ング
間隔 , 244
頻度 , 160
目的 , 160

[ ポーリ ング間隔 ], 283

ポーリ ンググループ
管理 , 249
作成 , 251

同じタイプのノード , 252
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同じビューノードにある ノード , 253
タイプとビュー , 254
単一のノード , 251
特定のインスタンス , 256
ルールベースの , 256

編集 , 259

ポーリ ンググループの編集 , 259

ポーリ ングの稼動状態
ポーリ ングの稼動状態グラフの作成 , 286

ポーリ ングポ リ シー
グループ , 343

削除 , 347
作成 , 343
変更 , 346

削除 , 248
作成 , 242
収集、 作成 , 167

CSV ファ イルから , 167
MIB から , 167
手作業による , 167

表示 , 165
編集 , 247

ポーリ ングポ リ シーマネージャ
間隔 , 244
起動 , 162
情報のソート , 163
ノードのインポート , 264
表示機能 , 163
ポ リシーリ ス トの更新 , 164
列のサイズの変更 , 164

保持期間、 定義 , 27

保持日数
データテーブル , 383, 384, 596

保存
.ini ファ イル , 107
ユーザー設定 , 107

ま行

マスター , 64

[ メールサーバー ] ページ , 説明 , 508

メニューオプシ ョ ン ,MIB ブラウザ , 643

メニューバー
管理コンソールの , 98 ～ 101

メモ リー
ガイ ド ライン , 604
共有 , 605

や行

ユーザーアカウン ト , 516
削除 , 523
作成 , 519
電子メール , 524
電子メールの送信 , 524
パスワードの期限の設定 , 41, 521
パスワードの有効期限ルール , 517
変更 , 522
ロ ッ ク , 522

[ ユーザーアカウン ト ] フォルダー , 505

ユーザー接続 , 最大数 , 616

ユーザー接続の数パラ メータ (Sybase), 616

ユーザー設定
保存 , 107

[ ユーザー ] フォルダー , 515

[ ユーザー ] フォルダー , 説明 , 506

ユーティ リ ティ
groupimport, 517
userimport, 517
ユーザーとグループのインポート , 517

要約 , テーブル , 442
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ら行

リ ス ト ア
データベース , 74

履歴単位
設定 , 448
定義 , 448

リ ンク
レポートからアプ リ ケーシ ョ ン , 481

リ ンクバー
オプシ ョ ンの変更 , 548
別名の変更 , 551

列カウン ト , 429, 659, 671

列挙リ ス ト グループ
作成 , 327

列サイズ , 変更 , 164

[ レベルあたりのツ リーノード数値 ], 299

レポート
管理対象オブジェク ト , 295
デモパッケージ , 124
配布 , 555
配布解除 , 459
ファ イルの種類 , 29
有効化 , 555

レポート , 配布 , 454

レポートの設定
変更 , 541

レポートの配布 , 454
複数の Web アクセスサーバーへの , 129

レポートパッ ク , 123
準備 , 25

レポート ビルダ
制約の作成 , 420 ～ 423

レポート ファ イル、 定義 , 29

レポート リ ンク

インポート , 499
エクスポート , 499
作成 , 472 ～ 493
開く , 493
レポートから URL へ , 作成 , 486
レポートからアプ リ ケーシ ョ ン , 作成 , 

481
レポートからレポート , 作成 , 472

レポート リ ンク , 説明 , 451

レルム名 ,Web アクセスサーバー , 558

ログ
ト ランザクシ ョ ンログの参照

ログオン
管理コンソール , 97

ログ記録 , 有効化と無効化

Web アクセスサーバー , 559

ログ情報
表示 , 340

ログファ イル , 675 ～ 690
audit.log, 675
builder.log, 675
console.log, 675
dbmaint.log, 675
install.log, 675
metrics.log, 675
ovpi_uninstall.log, 675
report.log, 676
trend.log, 57, 676
viewer.log, 676
website.log, 676
設定の変更 , 536
の名前 , 675
の場所 , 675
表示 , 538, 676
フォーマッ ト , 677 ～ 680
例 , 680

[ ログファ イル ] フォルダー , 509
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ロ ッ ク
ユーザーアカウン ト , 522

ロ ッ クの数パラ メータ (Sybase), 615
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